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はじめに

このマニュアルでは、Oracle Databaseユーティリティを使用して、データ転送、データ・メンテナンスおよびデータベース管理を行う方法について説明します。


対象読者

このマニュアルのユーティリティは、データベース管理者(DBA)、アプリケーション・プログラマ、セキュリティ管理者、システム・オペレータを対象としています。また、次の作業を行うOracleユーザーも対象としています。

	
エクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティ(オリジナルおよびデータ・ポンプ版の両方)を使用した、データのアーカイブ、Oracle DatabaseのバックアップおよびOracle Database間のデータ移動


	
SQL*Loaderを使用したオペレーティング・システムのファイルからOracle表へのデータのロード、または外部表機能を使用した外部ソースからOracle表へのデータのロード


	
DBVERIFYユーティリティを使用した、オフライン・データベース上での物理データ構造に対する整合性チェックの実行


	
DBNEWIDユーティリティを使用した、オペレーショナル・データベースの内部データベース識別子(DBID)およびデータベース名(DBNAME)の維持


	
メタデータAPIを使用した、データベース・オブジェクトに対するメタデータの完全な表現の抽出および処理


	
LogMinerユーティリティを使用した、(SQLインタフェースからの)REDOログ・ファイルの問合せおよび分析


	
自動診断リポジトリ・コマンド・インタプリタ(ADRCI)ユーティリティを使用した、Oracle Database診断データの管理




このマニュアルを使用するには、SQLおよびOracleの基礎知識が必要です。これらの情報は、『Oracle Database概要』で参照できます。また、SQL*Loaderを使用するには、オペレーティング・システムのファイル管理機能の使用方法を理解しておく必要があります。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

特に、Oracle Databaseに関連するドキュメントは、次のとおりです。

	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Database SQL言語リファレンス』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』




Oracleエラー・メッセージ・ドキュメントは、HTMLでのみ参照可能です。OracleドキュメントCDのみを使用可能な場合は、範囲別にエラー・メッセージを参照できます。特定の範囲を検出後、ブラウザの「ページ内の検索」機能を使用して特定のメッセージを検索します。インターネットに接続した場合は、Oracleオンライン・ドキュメントのエラー・メッセージ検索機能を使用して、特定のエラー・メッセージを検索できます。

リリース・ノート、インストール関連ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関連ドキュメントは、OTN(Oracle Technology Network)から無償でダウンロードできます。OTNを使用するには、ユーザー名とパスワードが必要です。ユーザー名とパスワードをまだお持ちでない場合は、次のWebサイトからオンラインで無償で登録できます。


http://www.oracle.com/technology





構文図

このマニュアルでは、様々なSQL、PL/SQL、あるいはその他のコマンド・ライン構成の構文記述に、図形式またはバッカス正規形(BNF)を使用しています。これらの記述を解釈する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















データベース・ユーティリティの新機能

ここでは、Oracle Database 11gユーティリティの新機能について説明します。また、各機能の参照先も示します。旧リリースのOracle Databaseで導入された機能については、そのリリースのドキュメントを参照してください。


Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.3)のOracle Databaseユーティリティでの新機能

この項では、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.3)の主な新機能および変更された機能を説明します。

	
Oracle LogMinerは現在、バイナリXMLとして格納されているXMLTypeデータをサポートしています。


	
Oracle LogMinerは現在、オブジェクト・リレーショナル形式で格納されているXMLTypeデータをサポートしています。




これらの両方の格納形式は、REDO互換性が11.2.0.3以上に設定されている、Oracle Database 11g リリース2(11.2.0.3)以上でのみサポートされます。Oracle LogMinerでサポートされるデータ型の詳細は、「サポートされるデータ型、記憶域属性、およびデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン」を参照してください。





Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)のOracle Databaseユーティリティでの新機能

この項では、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)の主な新機能および変更された機能を説明します。

	
データ・ポンプ・インポートのTRANSFORMパラメータに、ロードされる表のセグメント作成属性を変更できるSEGMENT_CREATIONという名前の新しい変換があります。詳細は、データ・ポンプ・インポートの「TRANSFORM」パラメータを参照してください。


	
パーティション表のすべての新規セグメントについて、最初のエクステントのデフォルト・サイズが64KBでなく8MBになりました。このことは、パーティション表での挿入および照会のパフォーマンス向上に役立ちます。パーティション表は大きい初期サイズで開始されますが、十分なデータが挿入されると、領域消費は以前のリリースと同様になります。表のストレージ句のINITIALサイズを設定することによって、デフォルトを上書きできます。この新しいデフォルトは表パーティションとLOBパーティションにのみ適用されます。








Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.1)のOracle Databaseユーティリティでの新機能

この項では、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.1)の主な新機能および変更された機能を説明します。


データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポート

	
データ・ポンプでは、データ・ポンプのエクスポートおよびインポート操作を実行する際に、オリジナルのエクスポート・パラメータおよびインポート・パラメータを使用できるレガシー・モードが提供されるようになりました。詳細は、第4章「データ・ポンプのレガシー・モード」を参照してください。


	
表モードの場合に、すべての表が同じスキーマ内に存在する必要があるという制限がなくなりました。これにより、複数のスキーマ内の表を指定できます。


	
オブジェクト名の一部としてワイルドカード文字%を使用する場合に、1つのオブジェクト(表またはパーティション)のみを指定できるという制限がなくなりました。現在では、複数の表およびパーティションを指定可能で、これらのすべてでワイルドカード文字%を使用できます。ただし、パーティションを指定する場合、異なる表からのものである必要があります。


	
データ・ポンプ・ワーカー・プロセスは、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)インスタンス全体またはOracle RACインスタンスのサブセットに分散できます。また、データ・ポンプ・ジョブが開始されたインスタンスのみに置くこともできます。さらに、データ・ポンプ・ジョブを開始し、別のOracle RACインスタンスで同時に実行することも可能になりました。詳細は、エクスポート・ユーティリティのCLUSTERパラメータおよびインポート・ユーティリティのCLUSTERパラメータを参照してください。


	
特定のエディションをエクスポートおよびインポートできます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのSOURCE_EDITIONパラメータおよびインポート・ユーティリティのTARGET_EDITIONパラメータを参照してください。


	
インポート操作を実行する際、DATA_OPTIONSパラメータに、新しくDISABLE_APPEND_HINT値を使用できるようになりました。これにより、データ・オブジェクトのロード中に、インポート操作でAPPENDヒントを使用しないことを指定できます。詳細は、インポート・ユーティリティのDATA_OPTIONSパラメータを参照してください。





外部表

	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバが機能拡張され、ユーザー提供のプリプロセッサ・プログラムを指定して、ドライバでサポートされていない形式のファイルからデータを読み込むことができるようになりました。詳細は、PREPROCESSORパラメータを参照してください。





オリジナルのエクスポート

	
Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、デフォルトで、DEFERRED_SEGMENT_CREATIONパラメータがTRUEに設定されます。つまり、作成した表は、データの最初の行が表に挿入されるまでセグメントがありません。オリジナルのエクスポートではセグメントのない表が無視されます。したがって新しい表を作成しても、エクスポートの前にデータを挿入しないと、それらの表はエクスポートされません。(データ・ポンプ・エクスポートではこの制限がありません。これはセグメントのない表が無視されないためです。)





その他のユーティリティ

	
新しいPL/SQLパッケージDBMS_METADATA_DIFFでは、2つのSQLオブジェクト(表、索引など)のメタデータを比較して、次の情報を返すことができます。

	
2つのオブジェクトのメタデータを示すXML文書(どの部分が同じで、どの部分が異なるかも示されます)


	
片方のオブジェクトをもう一方のオブジェクトと同様にするための一連のALTER文







	
参照:

	
DBMS_METADATA_DIFF APIの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
第20章「メタデータAPIの使用」



















Oracle Databaseユーティリティ11gリリース1の新機能

この項では、Oracle Database 11gリリース1(11.1)で追加された主な新機能を示します。


データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポート

データ・ポンプ・エクスポート製品およびデータ・ポンプ・インポート製品については、新しい機能が追加されたことで次の操作が可能になりました。

	
エクスポート時に、データとメタデータの両方、データのみまたはメタデータのみを圧縮するか、またはデータを圧縮しないかを指定できます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのCOMPRESSIONパラメータを参照してください。


	
次の操作で、補足的な暗号化オプションを指定できます。

	
エクスポート時に、データとメタデータの両方、データのみまたはメタデータのみを暗号化するか、データを暗号化しないか、または暗号化された列のみを選択できます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのENCRYPTIONパラメータを参照してください。


	
エクスポート中に使用する特定の暗号化アルゴリズムを指定できます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのENCRYPTION_ALGORITHMパラメータを参照してください。


	
エクスポート時の暗号化および復号化の実行に使用するセキュリティ・タイプを指定できます。たとえば、ダンプ・ファイル・セットを別のデータベースまたはリモート・データベースにインポートする場合は、転送中もセキュリティで保護する必要があります。また、Oracle暗号化ウォレットを使用する場合にはダンプ・ファイル・セットのインポートをオンサイトで行いますが、ウォレットが使用できない場合にはオフサイトでインポートを行う必要がある場合もあります。詳細は、エクスポート・ユーティリティのENCRYPTION_MODEパラメータを参照してください。







	
トランスポータブル・メソッドを使用した、表モードのエクスポートおよびインポートを実行できます。エクスポートでのこの機能の使用方法の詳細は、エクスポート・ユーティリティのTRANSPORTABLEパラメータを参照してください。インポートでのこの機能の使用方法の詳細は、インポート・ユーティリティのTRANSPORTABLEパラメータを参照してください。


	
インポート操作中に、パーティション化された表の処理方法を指定できます。このパラメータの詳細は、インポート・ユーティリティのPARTITION_OPTIONSパラメータを参照してください。


	
エクスポート操作中に、既存のダンプ・ファイルを上書きできます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのREUSE_DUMPFILESパラメータを参照してください。


	
インポート操作中に、表の名前を変更できます。詳細は、インポート・ユーティリティのREMAP_TABLEパラメータを参照してください。


	
非遅延の制約違反が起きた場合でも、データのロードを続行することを指定できます。これは、外部表によるアクセス方法を使用したインポート操作でのみ有効です。詳細は、インポート・ユーティリティのDATA_OPTIONSパラメータを参照してください。


	
XMLType列に対して定義されたXMLType格納形式に関係なく、XMLType列を非圧縮のCLOB形式でエクスポートすることを指定できます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのDATA_OPTIONSパラメータを参照してください。


	
エクスポート中に、再マップ・ファンクションを指定できます。これにより、指定した列の元の値をソースとして再マップした値を返し、ダンプ・ファイルの元の値をこの値に置き換えることができます。詳細は、エクスポート・ユーティリティのREMAP_DATAパラメータを参照してください。


	
インポート中に、新規データベースへのロード時に、データを再マップできます。詳細は、インポート・ユーティリティのREMAP_DATAパラメータを参照してください。


	
同一インスタンス上のワーカーを自動再起動できます。




また、データ・ポンプでは、なんらかのエラーにより停止された(同一のインスタンス上にある)複数ワーカーを一度に自動再起動できるようになりました。たとえば、他のユーザーによりプロセスが手動で停止された場合、同一のインスタンス上のワーカーは一度に自動再起動されます。プロセスが2回目に停止された場合は、手動で再起動する必要があります。


外部表

外部表機能には、次の新機能がORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバに追加されました。

	
ダンプ・ファイル・セットに書き込む前にデータを圧縮する機能。外部表のCOMPRESSIONパラメータを参照してください。


	
ダンプ・ファイル・セットに書き込む前にデータを暗号化する機能。外部表のENCRYPTIONパラメータを参照してください。





LogMinerユーティリティ

LogMinerについては、次のサポートが追加されました。

	
LogMinerユーティリティは、XMLTypeのデータがCLOB形式で格納されている場合に、これをサポートするようになりました。




詳細は、「サポートされるデータ型と表記憶域属性」を参照してください。


自動診断リポジトリ・コマンド・インタプリタ(ADRCI)

自動診断リポジトリ・コマンド・インタプリタ(ADRCI)には、自動診断リポジトリ(ADR)内に格納される診断データを使用した作業方法が用意されています。ADRは、データベース診断データ(トレース、ダンプ、アラート・ログ、状態モニターのレポートなど)のファイルベース・リポジトリです。複数のインスタンスや製品にまたがる一元化されたディレクトリ構造を持っています。

詳細は、第16章「ADRCI: ADRコマンド・インタプリタ」を参照してください。











第I部



Oracle Data Pump

この部に含まれる章は、次のとおりです。

	
第1章「Oracle Data Pumpの概要」

この章では、Oracle Data Pumpテクノロジの概要を説明します。Oracle Data Pumpとは、データおよびメタデータをデータベース間で非常に高速に移動できるテクノロジです。


	
第2章「データ・ポンプ・エクスポート」

この章では、Oracle Data Pump Exportユーティリティについて説明します。このユーティリティは、ダンプ・ファイル・セットと呼ばれる一連のオペレーティング・システム・ファイルに、データおよびメタデータをアンロードする場合に使用します。


	
第3章「データ・ポンプ・インポート」

この章では、Oracle Data Pump Importユーティリティについて説明します。このユーティリティは、エクスポート・ダンプ・ファイル・セットをターゲット・システムにロードする場合に使用します。また、他のファイルを介さずにソース・データベースから直接ターゲット・データベースをロードするネットワーク・インポートの実行方法についても説明します。


	
第4章「データ・ポンプのレガシー・モード」

この章では、データ・ポンプのレガシー・モードについて説明します。このモードにより、オリジナルのエクスポート・パラメータおよびインポート・パラメータを、データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートのコマンドラインで使用できるようになります。


	
第5章「データ・ポンプ・ユーティリティのパフォーマンス」

この章では、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティおよびデータ・ポンプ・インポート・ユーティリティが、オリジナルのエクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティと比較して、パフォーマンスに優れている理由について説明します。また、エクスポートおよびインポート操作のパフォーマンスを向上させることができる特定の手順についても説明します。


	
第6章「データ・ポンプAPI」

この章では、データ・ポンプAPI(DBMS_DATAPUMP)の機能について説明します。










 
1 Oracle Data Pumpの概要

Oracle Data Pumpテクノロジを使用すると、データおよびメタデータをデータベース間で非常に高速に移動できます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
データ・ポンプのコンポーネント


	
データ・ポンプによるデータの移動方法


	
データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートの操作に必要なロール


	
データ・ポンプ・ジョブ実行中に行われる処理


	
ジョブの状態の監視


	
ファイルの割当て


	
異なるデータベース・リリース間でのデータの移動


	
SecureFiles LOBに関する考慮点


	
データ・ポンプの終了コード






データ・ポンプのコンポーネント

Oracle Data Pumpは、次の3つの要素で構成されています。

	
コマンドライン・クライアントexpdpおよびimpdp


	
PL/SQLパッケージDBMS_DATAPUMP(データ・ポンプAPIとも呼ばれます)


	
PL/SQLパッケージDBMS_METADATA(メタデータAPIとも呼ばれます)




データ・ポンプ・クライアントであるexpdpおよびimpdpは、それぞれデータ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティおよびデータ・ポンプ・インポート・ユーティリティを起動します。

expdpクライアントおよびimpdpクライアントでは、コマンドラインで入力されたパラメータを使用してエクスポートおよびインポートを実行するために、PL/SQLパッケージDBMS_DATAPUMPで提供されているプロシージャを使用します。これらのパラメータは、完全なデータベースまたはデータベースのサブセットに対するデータおよびメタデータをエクスポートおよびインポート可能にします。

メタデータを移動する場合、データ・ポンプでは、PL/SQLパッケージDBMS_METADATAで提供される機能が使用されます。DBMS_METADATAパッケージは、ディクショナリのメタデータの抽出、操作および再作成に関する集中的な機能を提供します。

DBMS_DATAPUMPおよびDBMS_METADATAの2つのPL/SQLパッケージは、データ・ポンプ・クライアントとは別に使用できます。




	
注意:

ダンプ・ファイルの読取りおよび書込みを含むすべてのデータ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートの処理は、指定したデータベース接続文字列によって選択されるシステム(サーバー)上で実行されます。つまり、ユーザーに権限がない場合は、データベース管理者(DBA)が、そのサーバーのファイル・システムで読取りおよび書込みが実行されるデータ・ポンプ・ファイル用のディレクトリ・オブジェクトを作成する必要があります。(セキュリティ上の理由から、承認されたユーザーのみが、ディレクトリ・オブジェクトにアクセスできるようにする必要があります。)特権ユーザーは、デフォルトのディレクトリ・オブジェクトを使用できます。ディレクトリ・オブジェクトの詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。










	
参照:

	
DBMS_DATAPUMPパッケージおよびDBMS_METADATAパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
ディレクトリ・オブジェクトの作成時に考慮するガイドラインの詳細は、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

















データ・ポンプによるデータの移動方法

データ・ポンプによるデータベース内外へのデータ移動方法については、次の項を参照してください。

	
データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動


	
ダイレクト・パスを使用したデータ移動


	
外部表を使用したデータ移動


	
従来型パスを使用したデータ移動


	
ネットワーク・リンク・インポートを使用したデータ移動







	
注意:

データ・ポンプでは、無効な一意索引を持つ表は、ロードされません。データを表にロードするには、その索引を削除するかまたは再度有効にする必要があります。







次の項では、これらのデータ移動の各メカニズムの使用方法と、どの場合に使用するかを簡単に説明します。



データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動

最も高速なデータ移動の方法は、データベースのデータ・ファイルを、データの解析や変更を行わずに、ターゲット・データベースにコピーすることです。この方法では、データ・ポンプ・エクスポートを使用して、構造的な情報(メタデータ)のみをダンプ・ファイルにアンロードします。この方法は、次のような場合に使用します。

	
トランスポータブル・モードのエクスポートの指定に、TRANSPORT_TABLESPACESパラメータが使用されている場合。指定した表領域のメタデータのみがエクスポートされます。


	
表モードのエクスポート(TABLESパラメータで指定)でTRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータが指定されている場合。TABLESパラメータで指定した表、パーティションおよびサブパーティションのメタデータのみがエクスポートされます。




エクスポート操作でデータ・ファイル・コピーが使用されている場合、対応するインポート・ジョブでも常にデータ・ファイル・コピーが使用されます。その後のインポート操作時に、データ・ファイルとエクスポート・ダンプ・ファイルの両方をロードする必要があります。

データ・ファイル・コピーの使用によるデータ移動では、ソース・データベースとターゲット・データベースの両方でキャラクタ・セットが同一である必要があります。

データのコピー操作に加え、Recovery Manager(RMAN)のCONVERTコマンドを使用していくつかのデータ変換を実行し、準備することが必要な場合があります。これは、ソース・データベースまたはターゲット・データベースのいずれかで実行できます。




	
参照:

	
RMAN CONVERTコマンドの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・リファレンス』を参照してください。


	
データベース間で行う表領域の転送の詳細および例(データの変換方法を含む)は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















ダイレクト・パスを使用したデータ移動

ダイレクト・パスは、データ・ファイル・コピーの次に高速なデータ移動方法です。この方法では、データベースのSQLレイヤーはバイパスされ、最小限の解析のみで行の移動がダンプ・ファイル間で行われます。データ・ポンプでは、データをロードおよびアンロードするのに、表の構造上可能な場合は、自動的にダイレクト・パスによる方法が使用されます。たとえば、表にBFILE型の列が含まれる場合は、ダイレクト・パスを使用して表をロードできないため、かわりに外部表が使用されます。

次の項では、ロードおよびアンロードに、ダイレクト・パスを使用できない場合について説明します。

	
ダイレクト・パス・ロードが使用されない場合


	
ダイレクト・パス・アンロードが使用されない場合





ダイレクト・パス・ロードが使用されない場合

表が次に示すいずれかの条件に該当する場合、データ・ポンプでは、その表へのデータのロードにダイレクト・パスではなく外部表が使用されます。

	
単一パーティションのロード中に、複数パーティション表のグローバル索引が存在する。これには、パーティション化されたオブジェクト表も含まれる。


	
LOB列のドメイン索引が存在する。


	
クラスタ内に表が存在する。


	
既存の表にアクティブなトリガーが存在する。


	
既存の表で、ファイングレイン・アクセス・コントロールが挿入モードで有効である。


	
表にBFILE列または不透明な型の列が存在する。


	
既存の表に参照整合性制約が存在する。


	
表に不透明な型が埋め込まれたVARRAY列が存在する。


	
表に暗号化された列がある。


	
データのインポート先が既存の表であり、次に示す1つ以上の条件に該当する。

	
アクティブなトリガーが存在する。


	
表がパーティション化されている。


	
ファイングレイン・アクセス・コントロールが挿入モードである。


	
参照整合性制約が存在する。


	
一意索引が存在する。





	
サプリメンタル・ロギングが有効で、表に1つ以上のLOB列がある。


	
指定した表のデータ・ポンプ・コマンドが、QUERY、SAMPLEまたはREMAP_DATAパラメータを使用している。


	
表にTIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型を持つ列(VARRAY列を含む)が含まれていて、タイム・ゾーン・データファイルのバージョンがエクスポート・システムとインポート・システム間で異なる。





ダイレクト・パス・アンロードが使用されない場合

表が次に示すいずれかの条件に該当する場合、データ・ポンプでは、データをアンロードするためにダイレクト・パスではなく外部表による方法が使用されます。

	
SELECTに対するファイングレイン・アクセス・コントロールが有効である。


	
表は、キュー表である。


	
表に1つまたは複数のBFILE型または不透明な型の列、あるいは不透明な列を含むオブジェクト型が存在する。


	
表に暗号化された列がある。


	
表にアップグレードが必要な進化した型の列がある。


	
表に最新ではないLONG型またはLONG RAW型の列がある。


	
指定した表のデータ・ポンプ・コマンドが、QUERY、SAMPLEまたはREMAP_DATAパラメータを使用している。









外部表を使用したデータ移動

データ・ファイル・コピーが選択されず、ダイレクト・パスでデータを移動できない場合、外部表によるメカニズムが使用されます。外部表によるメカニズムでは、データベース表のダンプ・ファイル・データにマップする外部表が作成されます。その後、SQLエンジンを使用してデータが移動されます。可能な場合は、インポート時にAPPENDヒントが使用されて、データベースへのデータのコピーが高速化されます。ダイレクト・パス・データと外部表データは、ダンプ・ファイル内で同様に表示されます。したがって、データ・ポンプでは、エクスポート時にはダイレクト・パスによるメカニズムが使用されても、ターゲット・データベースへのデータのインポート時には外部表が使用される場合があります。同様に、データ・ポンプでは、エクスポートに外部表、インポートにダイレクト・パスが使用される場合もあります。

特に、データ・ポンプでは、次のような場合に外部表が使用されます。

	
パラレルSQL機能の使用がメリットとなる状況において、非常に大きい表およびパーティションをロードおよびアンロードする場合


	
グローバル索引またはドメイン索引が定義されている表(パーティション・オブジェクト表など)をロードする場合


	
トリガーがアクティブになっている表またはクラスタ表をロードする場合


	
暗号化された列が含まれている表をロードおよびアンロードする場合


	
ファイングレイン・アクセス・コントロールでの挿入が使用可能な表をロードする場合


	
ロード時およびアンロード時に別の方法でパーティション化される表をロードする場合


	
インポート操作以外で作成された表をロードする場合(インポートを開始する前から表が存在する)







	
注意:

データ・ポンプがデータ・アクセスに外部表を使用する場合は、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバが使用されます。ただし、外部表を使用する際にデータ・ポンプで作成されるファイルは、ユーザーがSQL CREATE TABLE ... ORGANIZATION EXTERNAL文を使用して外部表を手動で作成する際に作成されるファイルとは互換性がないことに注意してください。










	
参照:

	
第15章「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ」


	
APPENDヒントの使用方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

















従来型パスを使用したデータ移動

表属性の競合が存在する場合、データ・ポンプは、ダイレクト・パスと外部表のいずれの方法でも表にデータをロードできません。このような場合は従来型パスが使用されますが、パフォーマンスに影響する可能性があります。






ネットワーク・リンク・インポートを使用したデータ移動

インポート操作のネットワーク・リンクの指定にNETWORK_LINKインポート・パラメータが使用されている場合、SQLが直接使用され、INSERT SELECT文によりデータが移動されます。SELECT句は、ネットワーク・リンク上のリモート・データベースからデータを取得します。INSERT句はSQLを使用してデータをターゲット・データベースに挿入します。ダンプ・ファイルは含まれません。

エクスポート操作のネットワーク・リンクの指定にNETWORK_LINKエクスポート・パラメータが使用されている場合、リモート・データベースのデータがターゲット・データベースのダンプ・ファイルに書き込まれます。(読取り専用のデータベースからのエクスポートには、NETWORK_LINKパラメータが必要です。)

リンクとは、ネットワーク接続されたリモートのデータベースを示すため、データベース・リンクおよびネットワーク・リンクという用語は、同じ意味で使用されます。

ネットワーク全体からの読取りは、通常、ディスクからの読取りよりも時間がかかるため、ネットワーク・リンクは、データ・ポンプで使用する4つのアクセス方法のうちで最も低速です。大規模なジョブへの使用はお薦めしません。


サポートされるリンク・タイプ

データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートでは、次のタイプのデータベース・リンクの使用がサポートされています。

	
パブリック(パブリックおよび共有の両方)


	
固定ユーザー


	
接続ユーザー





サポートされていないリンク・タイプ

データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートでは、現在のユーザーのデータベース・リンク・タイプの使用はサポートされません。




	
参照:

	
データベース・リンクを介したエクスポートの実行の詳細は、エクスポートの「NETWORK_LINK」パラメータを参照してください。


	
データベース・リンクを介したインポートの実行の詳細は、インポートの「NETWORK_LINK」パラメータを参照してください。


	
データベース・リンクの詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。



















データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートの操作に必要なロール

データ・ポンプの多くのエクスポートおよびインポート操作では、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールまたはDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロール(あるいはその両方)をユーザーが持っている必要があります。 これらのロールは、データベース作成の一環として標準スクリプトを実行すると、自動的にOracle Database用に定義されます。(これらのロール名にはFULLが含まれていますが、実際にこれらのロールは、全体モードのみではなくすべてのエクスポートおよびインポート・モードで必要になります。)

DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールはエクスポート操作にのみ影響します。DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールは、インポート操作と、SQLFILEインポート・パラメータを使用する操作に影響します。これらのロールによって、ユーザーは次の処理を行うエクスポートおよびインポート操作を実行できます。

	
自分のスキーマ・スコープ以外での操作の実行


	
他のユーザーが開始したジョブの監視


	
権限のないユーザーが参照できないオブジェクトのエクスポート(表領域定義など)とインポート(ディレクトリ定義など)




これらは強力なロールです。これらのロールをユーザーに付与する際は、十分に注意する必要があります。

SYSスキーマには、これらのいずれのロールも割り当てられていません。ただし、データ・ポンプが実行するセキュリティ・チェックの中でこれらのロールを必要とするものについては、SYSスキーマにアクセス権が付与されます。




	
参照:

Oracle Databaseのインストールで事前定義されるロールの詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。












データ・ポンプ・ジョブ実行中に行われる処理

データ・ポンプ・ジョブでは、マスター表、マスター・プロセス、ワーカー・プロセスを使用して、処理が実行され、進捗状況が追跡されます。


ジョブの調整

すべてのデータ・ポンプ・エクスポート・ジョブおよびデータ・ポンプ・インポート・ジョブに対して、マスター・プロセスが作成されます。マスター・プロセスによって、ジョブ全体(クライアントとの通信、ワーカー・プロセス・プールの作成および制御、ロギング操作の実行など)が制御されます。





ジョブ内での進捗状況の追跡

データおよびメタデータの転送中、ジョブ内の進捗状況の追跡にマスター表が使用されます。マスター表は、ユーザー表としてデータベース内に実装されます。また、 エクスポート・ジョブおよびインポート・ジョブ用のマスター表固有の機能は、次のとおりです。

	
エクスポート・ジョブの場合、マスター表には、ダンプ・ファイル・セット内のデータベース・オブジェクトの位置が記録されます。エクスポート・ユーティリティでは、ジョブの継続中に、マスター表の作成およびメンテナンスが行われます。エクスポート・ジョブ終了時に、マスター表の内容がダンプ・ファイル・セット内のファイルに書き込まれます。


	
インポート・ジョブの場合、マスター表は、ダンプ・ファイル・セットからロードされ、ターゲット・データベースにインポートする必要があるオブジェクトの位置を特定する操作の順序の制御に使用されます。




マスター表は、エクスポートまたはインポート操作を実行している現在のユーザーのスキーマ内に作成されます。そのため、このユーザーには、CREATE TABLEシステム権限およびマスター表を作成するための十分な表領域の割当て制限が必要です。マスター表の名前は、その表を作成したジョブと同じ名前になります。したがって、データ・ポンプ・ジョブに、既存の表またはビューと同じ名前を明示的には指定できません。

すべての操作で、ジョブの再起動にマスター表の情報が使用されます。

マスター表は、状況に応じて、次のとおり保持または削除されます。

	
ジョブが正常に終了すると、マスター表は削除されます。


	
対話方式コマンドSTOP_JOBを使用してジョブを停止すると、ジョブの再起動に使用できるようにマスター表は保持されます。


	
対話方式コマンドKILL_JOBを使用してジョブを中断すると、マスター表は削除され、ジョブを再起動できません。


	
ジョブが突然終了した場合でも、マスター表は保持されます。このジョブを再起動しない場合、マスター表を削除できます。


	
ジョブが実行を開始する前(つまり、データベース・オブジェクトがコピーされる前)に停止すると、マスター表は削除されます。







	
参照:

ジョブ名の形式の詳細は、「JOB_NAME」を参照してください。











ジョブ実行中のデータおよびメタデータのフィルタ処理

マスター表内では、名前や自分のスキーマなどの属性が特定のオブジェクトに割り当てられます。オブジェクトは、オブジェクトのクラス(TABLE、INDEX、DIRECTORYなど)にも属します。オブジェクトのクラスは、オブジェクトのオブジェクト型と呼ばれます。EXCLUDEおよびINCLUDEパラメータを使用して、エクスポートまたはインポートされるオブジェクト型を制限できます。オブジェクトの名前またはオブジェクトを自分のスキーマの名前に基づいて、制限するオブジェクトを指定できます。データ固有のフィルタを指定して、エクスポートおよびインポートする行を制限することもできます。




	
参照:

	
「エクスポート操作中のフィルタ処理」


	
「インポート操作中のフィルタ処理」
















ジョブ実行中のメタデータの変換

データベース間でデータを移動する場合は、表領域間で記憶域を再マップしたり、特定のオブジェクトの所有者を再定義するために、メタデータの変換を実行すると有効です。これは、データ・ポンプ・インポート・パラメータのREMAP_DATAFILE、REMAP_SCHEMA、REMAP_TABLE、REMAP_TABLESPACE、TRANSFORMおよびPARTITION_OPTIONSを使用して実行されます。





ジョブ・パフォーマンスの最大化

データ・ポンプでは、複数のワーカー・プロセスを採用し、それらをパラレルに実行して、ジョブのパフォーマンスを向上させることができます。PARALLELパラメータを使用して、現状の環境で最大限の効果を得る並列度を設定します。たとえば、本番システムへのジョブの影響を制限する場合、データベース管理者(DBA)は並列度を制限する必要があります。並列度は、ジョブの実行中いつでも再設定できます。たとえば、運用時間中は特定のジョブの並列度が2に制限されるようにPARALLELを2に設定し、非運用時間中は8に再設定することができます。並列度の設定は、マスター・プロセスによって施行され、マスター・プロセスによって、1回の操作でデータおよびメタデータの処理を実行するワーカー・プロセスに、実行対象の処理が割り当てられます。これらのワーカー・プロセスは、パラレルで動作します。通常、並列度は、インスタンス上のCPUの数の2倍を超えないように設定してください。




	
注意:

並列度を調整する機能は、Oracle DatabaseのEnterprise Editionでのみ使用可能です。










	
参照:

	
「Oracle RAC環境でのエクスポートにおけるPARALLELの使用」


	
「Oracle RAC環境でのインポートにおけるPARALLELの使用」
















データのロードおよびアンロード

ワーカー・プロセスによって、メタデータおよび表データがアンロードおよびロードされます。また、インポート中には、これらによって索引が再作成されます。これらの操作の一部(表データのアンロードおよびロード、索引の再作成およびパッケージ本体のロード)は、パラレルに実行できます。ワーカー・プロセスは、コマンドライン・パラメータPARALLELに指定した値と同数になるまで必要に応じて作成されます。アクティブなワーカー・プロセスの数は、ジョブの存続期間中いつでも再設定できます。ワーカー・プロセスは、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境内の様々なノードで起動できます。




	
注意:

Oracle DatabaseのStandard Editionでは、PARALLELの値は1に制限されています。








非常に大きい表またはパーティションをロードまたはアンロードするタスクがワーカー・プロセスに割り当てられた場合、パラレル実行を最大限に利用できるように、外部表によるアクセス方法が使用されることがあります。その場合、ワーカー・プロセスはパラレル実行コーディネータになります。実際のロードおよびアンロード処理は、Oracle RAC環境内の使用可能なプロセスのプールから割り当てられたパラレルI/Oの実行プロセス(スレーブとも呼ばれる)間で分割されます。




	
参照:

	
エクスポートの「PARALLEL」パラメータ


	
インポートの「PARALLEL」パラメータ



















ジョブの状態の監視

データ・ポンプ・エクスポートおよびインポート・ユーティリティでは、ロギング・モードまたは対話方式コマンド・モードのいずれでも、ジョブに接続できます。

ロギング・モードでは、ジョブの実行中に、そのジョブの詳細な状態がリアルタイムで自動的に表示されます。表示される情報には、ジョブおよびパラメータの説明、エクスポートされるデータ量の推定、現在の操作または処理中のアイテムの説明、ジョブで使用されるファイル、発生したエラーおよび最終的なジョブの状態(停止または完了)があります。




	
参照:

	
コマンドライン・エクスポートでの状態表示の頻度を変更する方法については、エクスポートの「STATUS」パラメータを参照してください。


	
コマンドライン・インポートでの状態表示の頻度を変更する方法については、インポートの「STATUS」パラメータを参照してください。












対話方式コマンド・モードでは、ジョブの状態をリクエストに表示できます。表示される情報には、ジョブの説明および状態、現在の操作または処理中のアイテムの説明、書込み中のファイルおよび累積的な状態があります。




	
参照:

	
対話方式の「STATUS」エクスポート・コマンド


	
対話方式のインポートの「STATUS」コマンド












オプションで、ジョブの実行中にログ・ファイルの書込みを行うこともできます。ログ・ファイルには、ジョブの進捗状況のサマリーが記録され、ジョブの実行中に発生したエラーがリストされます。また、ジョブの完了状態も記録されます。




	
参照:

	
エクスポート・ログ・ファイルのファイル指定を設定する方法については、エクスポートの「LOGFILE」パラメータを参照してください。


	
インポート・ログ・ファイルのファイル指定を設定する方法については、インポートの「LOGFILE」パラメータを参照してください。












ジョブの状態を判断したり、データ・ポンプ・ジョブについての情報を表示するには、DBA_DATAPUMP_JOBSビュー、USER_DATAPUMP_JOBSビューまたはDBA_DATAPUMP_SESSIONSビューを問い合せる方法もあります。これらのビューの説明は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。



ジョブの実行状況の監視

表データの転送を行うデータ・ポンプ操作(エクスポートおよびインポート)では、ジョブの進捗状況(単位は、転送された表データのメガバイト数)を示す動的パフォーマンス・ビューV$SESSION_LONGOPSのエントリが保持されます。このエントリは、転送の推定サイズを含み、実際に転送されたデータの量が反映されるように定期的に更新されます。

パラメータCOMPRESSION、ENCRYPTION、ENCRYPTION_ALGORITHM、ENCRYPTION_MODE、ENCRYPTION_PASSWORD、QUERYおよびREMAP_DATAを使用しても、推定値の決定には反映されません。

エクスポート操作の推定値が有効かどうかは、操作開始時に要求された推定のタイプによって異なります。この値は、実際の転送量を超えた場合に必要に応じて更新されます。インポート操作の推定値は、厳密な値です。

データ・ポンプ・ジョブに関連するV$SESSION_LONGOPS列は、次のとおりです。

	
USERNAME: ジョブの所有者


	
OPNAME: ジョブ名


	
TARGET_DESC: ジョブ操作


	
SOFAR: ジョブ実行中に転送されたメガバイト数


	
TOTALWORK: ジョブ内の推定メガバイト数


	
UNITS: メガバイト(MB)


	
MESSAGE: 状態メッセージ。次の形式で表示されます。


'job_name: operation_name : nnn out of mmm MB done'











ファイルの割当て

データ・ポンプ・ジョブは、次のタイプのファイルを管理します。

	
移動中のデータおよびメタデータを格納するダンプ・ファイル。


	
操作に関連したメッセージを記録するログ・ファイル。


	
SQLFILE操作の出力を記録するSQLファイル。SQLFILE操作は、データ・ポンプ・インポートのSQLFILEパラメータを使用して起動され、他のパラメータに基づいてImportが実行されるSQL DDLとして、SQLファイルに書き込まれます。


	
トランスポータブル・インポート中にDATA_FILESパラメータにより指定されるファイル




データ・ポンプでのこれらのファイルの割当て方法および処理方法を理解すると、エクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティを最大限に利用できます。



ファイルの指定およびダンプ・ファイルの追加

エクスポート操作の場合、ダンプ・ファイルは、ジョブの定義時およびエクスポート操作の後の段階で指定できます。たとえば、エクスポート操作中に領域が不足した場合は、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティのADD_FILEコマンドを対話方式モードで使用して、追加ダンプ・ファイルを追加できます。

インポート操作の場合、ジョブの定義時にすべてのダンプ・ファイルを指定する必要があります。

既存のファイルは、ログ・ファイルおよびSQLファイルによって上書きされます。ダンプ・ファイルの場合は、REUSE_DUMPFILESエクスポート・パラメータを使用して、既存のダンプ・ファイルを上書きするかどうかを指定できます。






ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置

データ・ポンプは、クライアント・ベースではなく、サーバー・ベースであるため、ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルには、サーバー・ベースのディレクトリ・パスを基準としてアクセスします。データ・ポンプでは、ディレクトリ・パスをディレクトリ・オブジェクトとして指定する必要があります。ディレクトリ・オブジェクトは、ファイル・システムのディレクトリ・パスに名前をマップします。DBAは、承認されたユーザーのみが、ディレクトリ・パスに関連付けられたディレクトリ・オブジェクトにアクセスできるようにする必要があります。

次の例は、/usr/apps/datafilesにあるディレクトリにマップされるdpump_dir1というディレクトリ・オブジェクトを作成するSQL文を示しています。


SQL> CREATE DIRECTORY dpump_dir1 AS '/usr/apps/datafiles';


ディレクトリ・オブジェクトは、データのセキュリティおよび整合性を確保するために必要です。次に例を示します。

	
入力ファイルのディレクトリ・パスの位置を指定する権限を付与された場合、ユーザーは、サーバーにはアクセス権があるが、ユーザー自身はアクセス権を持たないデータの読取りを実行できる場合があります。


	
出力ファイルのディレクトリ・パスの位置を指定する権限を付与された場合、通常、ユーザーが削除権限を持たないファイルが、サーバーによって上書きされる場合があります。




UNIXおよびWindows NTシステムの場合、デフォルトのディレクトリ・オブジェクトDATA_PUMP_DIRは、データベースが作成されるとき、またはデータベース・ディレクトリがアップグレードされるたびに作成されます。デフォルトでは、特権ユーザーのみが使用できます。(ユーザーSYSTEMは、デフォルトでDATA_PUMP_DIRディレクトリへの読取りおよび書込みアクセス権を持っています。)

権限のないユーザーの場合、データ・ポンプ・エクスポートまたはデータ・ポンプ・インポートを実行できるようにするには、データベース管理者(DBA)またはCREATE ANY DIRECTORY権限を持つユーザーがディレクトリ・オブジェクトを作成する必要があります。

ディレクトリの作成後、ディレクトリ・オブジェクトを作成するユーザーは、そのディレクトリに対するREAD権限またはWRITE権限を他のユーザーに付与する必要があります。たとえば、dpump_dir1で指定されたディレクトリのユーザーhrのかわりに、Oracle Databaseがファイルを読取りまたは書込みできるようにするには、DBAが次のコマンドを実行する必要があります。


SQL> GRANT READ, WRITE ON DIRECTORY dpump_dir1 TO hr;


ディレクトリ・オブジェクトに対するREAD権限またはWRITE権限は、Oracle Databaseによってそのファイルの読取りまたは書込みのみが実行されることを意味します。適切なオペレーティング・システム権限がないかぎり、Oracle Databaseの外部にあるファイルには直接アクセスできません。同様に、Oracle Databaseには、ディレクトリのファイルに対して読取りおよび書込みを行うオペレーティング・システム権限が必要です。

データ・ポンプ・エクスポートおよびインポート・ユーティリティでは、次の順序でファイルの位置が判断されます。

	
ディレクトリ・オブジェクトがファイル指定の一部として指定されている場合は、そのディレクトリ・オブジェクトで指定された位置が使用されます。(ディレクトリ・オブジェクトとファイル名は、コロンで区切る必要があります。)


	
ディレクトリ・オブジェクトがファイル指定の一部として指定されていない場合は、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトが使用されます。


	
ディレクトリ・オブジェクトがファイル指定の一部として指定されていない場合、およびDIRECTORYパラメータでディレクトリ・オブジェクトが指定されていない場合は、環境変数DATA_PUMP_DIRの値が使用されます。この環境変数は、データ・ポンプ・エクスポートおよびインポート・ユーティリティが実行されるクライアント・システムで、オペレーティング・システム・コマンドを使用して定義されます。このクライアント・ベースの環境変数には、DBAがサーバー・システムで最初に作成するサーバー・ベースのディレクトリ・オブジェクトの名前を割り当てる必要があります。たとえば、次のSQL文では、サーバー・システムにディレクトリ・オブジェクトが作成されます。このディレクトリ・オブジェクトの名前はDUMP_FILES1で、位置は '/usr/apps/dumpfiles1'です。


SQL> CREATE DIRECTORY DUMP_FILES1 AS '/usr/apps/dumpfiles1';


cshを使用しているUNIXベースのクライアント・システムのユーザーは、環境変数DATA_PUMP_DIRに、値DUMP_FILES1を割り当てることができます。コマンドラインでは、DIRECTORYパラメータは省略できます。ダンプ・ファイルemployees.dmpおよびログ・ファイルexport.logは、'/usr/apps/dumpfiles1'に書き込まれます。


%setenv DATA_PUMP_DIR DUMP_FILES1
%expdp hr TABLES=employees DUMPFILE=employees.dmp


	
前述の3つの条件では、ディレクトリ・オブジェクトの位置を判断できない場合、特権ユーザーであれば、データ・ポンプはデフォルトのサーバー・ベースのディレクトリ・オブジェクトDATA_PUMP_DIRの値を試行します。このディレクトリ・オブジェクトは、データベースが作成されるとき、またはデータベース・ディレクトリがアップグレードされるたびに自動的に作成されます。DATA_PUMP_DIRのパス定義は、次のSQL問合せを使用して確認できます。


SQL> SELECT directory_name, directory_path FROM dba_directories
2 WHERE directory_name='DATA_PUMP_DIR';


特権ユーザーでない場合は、DATA_PUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトへのアクセス権限が、DBAによって事前に付与されている必要があります。

デフォルトのDATA_PUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトと、同じ名前のクライアント・ベースの環境変数とを混同しないでください。






Oracle RACに関する考慮点

Oracle RAC環境で操作を実行する場合は、次の考慮点に注意してください。

	
Oracle RAC構成でデータ・ポンプまたは外部表を使用するには、ディレクトリ・オブジェクトのパスがクラスタ・ファイル・システム上に存在するようにする必要があります。

ディレクトリ・オブジェクトは、データ・ポンプまたは外部表プロセス(あるいはその両方)を実行できるすべてのインスタンスから参照およびアクセス可能な共有物理記憶域を指している必要があります。


	
デフォルトのデータ・ポンプの動作では、Oracle RAC構成内の任意のインスタンスでワーカー・プロセスを実行できます。したがって、このようなOracle RACインスタンス上のワーカーは、ディレクトリ・オブジェクトによって定義された場所(共有ストレージ・メディアなど)に物理的にアクセスできる必要があります。この目的で使用できる共有ストレージが構成内にない場合にも並列処理が必要であれば、CLUSTER=noパラメータを使用して、すべてのワーカー・プロセスを、データ・ポンプ・ジョブが開始されたインスタンスのみに置くことができます。


	
データ・ポンプは、パラレル問合せスレーブを使用して、データのロードおよびアンロードを実行する場合があります。Oracle RAC環境では、データ・ポンプはこれらのスレーブの実行場所を制御しません。また、データ・ポンプ・ジョブのCLUSTERおよびSERVICE_NAMEに指定された内容に関係なく、Oracle RAC内の他のインスタンスでスレーブが実行される場合があります。パラレル問合せ操作の制御は、データ・ポンプとは無関係です。パラレル問合せスレーブがデータ・ポンプ・ジョブの一部として他のインスタンスで実行される場合は、ダンプ・ファイル・セットの物理記憶域へのアクセスも必要になります。









Oracle Automatic Storage Managementを使用可能にした場合のディレクトリ・オブジェクトの使用方法

Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用可能にしてデータ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティまたはインポート・ユーティリティを使用する場合は、オペレーティング・システムのディレクトリ・パスではなくOracle ASMディスク・グループ名が使用されるように、ダンプ・ファイルで使用されるディレクトリ・オブジェクトを定義する必要があります。オペレーティング・システムのディレクトリ・パスを示す、別のディレクトリ・オブジェクトがログ・ファイルに使用される必要があります。たとえば、Oracle ASMダンプ・ファイルのディレクトリ・オブジェクトは、次のように作成します。


SQL> CREATE or REPLACE DIRECTORY dpump_dir as '+DATAFILES/';


ログ・ファイル用の個別のディレクトリ・オブジェクトは、次のように作成します。


SQL> CREATE or REPLACE DIRECTORY dpump_log as '/homedir/user1/';


ユーザーhrに、これらのディレクトリ・オブジェクトに対するアクセス権を付与する場合は、次に示すように、必要な権限を割り当てます。


SQL> GRANT READ, WRITE ON DIRECTORY dpump_dir TO hr;
SQL> GRANT READ, WRITE ON DIRECTORY dpump_log TO hr;


この後に、次のデータ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティのコマンドを使用します(パスワードを入力するように要求されます)。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir DUMPFILE=hr.dmp LOGFILE=dpump_log:hr.log





	
参照:

	
エクスポートの「DIRECTORY」パラメータ


	
インポートの「DIRECTORY」パラメータ


	
CREATE DIRECTORYコマンドの詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
Oracle ASMの詳細は、Oracle Automatic Storage Management管理者ガイドを参照



















置換変数の使用方法

エクスポート操作で、特定のファイル名を指定するかわりに、または指定した上で、ファイル名に置換変数(%U)を使用してDUMPFILEパラメータで複数のダンプ・ファイルを指定できます。これは、ダンプ・ファイル・テンプレートと呼ばれます。新しいダンプ・ファイルは、01(%Uに対応)から02、03の順で、必要に応じて作成されます。PARALLELパラメータの現行の設定で指定されたすべてのプロセスをアクティブにできるように、十分な数のダンプ・ファイルが作成されます。FILESIZEパラメータで指定した最大サイズに達したためにダンプ・ファイルが一杯になると、ダンプ・ファイルはクローズされ、新しく生成された名前を持つ新しいダンプ・ファイルが、それにかわるファイルとして作成されます。

複数のダンプ・ファイル・テンプレートが提供されている場合、これらのテンプレートは、ラウンドロビン法によるダンプ・ファイルの生成に使用されます。たとえば、並列度6のジョブに、expa%U、expb%Uおよびexpc%Uがすべて指定された場合、expa01.dmp、expb01.dmp、expc01.dmp、expa02.dmp、expb02.dmpおよびexpc02.dmpが初期ダンプ・ファイルとして作成されます。

インポートおよびSQLFILE操作では、ダンプ・ファイル指定expa%U、expb%Uおよびexpc%Uを指定した場合、ダンプ・ファイルexpa01.dmp、expb01.dmpおよびexpc01.dmpをオープンすると操作が開始されます。マスター表は複数のダンプ・ファイルにまたがることができます。したがって、マスター表のすべての部分が検出されるまで、ダンプ・ファイルは、置換変数の増加および新しいファイル名(expa02.dmp、expb02.dmp、expc02.dmpなど)の検索を行うことによって、オープン状態を継続します。ダンプ・ファイルが存在しない場合は、エラーとなったダンプ・ファイル指定の置換変数の増加が中止されます。たとえば、expb01.dmpおよびexpb02.dmpは検出され、expb03.dmpは検出されなかった場合、expb%U指定を使用したファイルの検索は中止されます。マスター表全体が検出されると、その表を使用して、ダンプ・ファイル・セット内のすべてのダンプ・ファイルの位置が特定されているかどうかを確認できます。








異なるデータベース・リリース間でのデータの移動

ほとんどのデータ・ポンプ操作はサーバー側で実行されるため、COMPATIBLE以外のリリースのデータベースを使用する場合は、そのリリース情報をサーバーに提供する必要があります。指定しない場合は、エラーが発生することがあります。リリース情報を指定するには、VERSIONパラメータを使用します。




	
参照:

	
エクスポートの「VERSION」パラメータ


	
インポートの「VERSION」パラメータ












データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートを使用して、リリースが異なるデータベース間でデータを移動する場合は、次の点に注意してください。

	
現在のデータベース・バージョンより古いデータベース・バージョンを指定する場合は、特定の機能を使用できないことがあります。たとえば、VERSION=10.1を指定した場合に、ジョブに対してデータ圧縮も指定してあるとエラーが発生します。これは、Oracle Database 10gリリース1(10.1)では圧縮がサポートされていないためです。


	
データ・ポンプのエクスポートで、現在のデータベース・リリースより古いデータベース・リリースを指定すると、その古いリリースのデータベースにインポート可能なダンプ・ファイル・セットが作成されます。ただし、そのダンプ・ファイル・セットには、古いデータベース・リリースでサポートされていないオブジェクトは含まれません。


	
データ・ポンプ・インポートは、常に、古いリリースのデータベースで作成されたダンプ・ファイル・セットを読み込むことができます。


	
データ・ポンプ・インポートは、現在のデータベース・リリースより新しいデータベース・リリースで作成されたダンプ・ファイル・セットを読み込むことができません(ただし、読み込むダンプ・ファイル・セットが、VERSIONパラメータをターゲット・データベースのリリースに設定して作成されている場合は除きます)。したがって、ダウングレードを行う場合は、VERSIONパラメータをターゲット・データベースのリリースに設定して、データ・ポンプのエクスポートを実行するようにしてください。


	
データ・ポンプ操作がネットワーク・リンクを介して行われる場合、ソース・データベースとターゲット・データベースのバージョンの差違が1バージョン以下である必要があります。たとえば、1つのデータベースがOracle Database 11gの場合、他のデータベースは11gまたは10gのいずれかである必要があります。データ・ポンプがチェックするのはメジャー・バージョン番号のみ(10g、11gなど)で、具体的なリリース番号(10.1、10.2、11.1、11.2など)ではありません。









SecureFiles LOBに関する考慮点

データ・ポンプ・エクスポートを使用してSecureFiles LOBをエクスポートした場合の結果の動作は、エクスポートのVERSIONパラメータの値、ContentTypeが存在するかどうか、LOBがアーカイブされてデータがキャッシュされるかどうかなどの条件によって異なります。次の例に、これらの変数の様々な組合せを示します。

	
表に、ContentTypeが存在するSecureFiles LOBが含まれていて、エクスポート・ユーティリティのVERSIONパラメータが11.2.0.0.0未満の値に設定されていると、ContentTypeはエクスポートされません。


	
表に、ContentTypeが存在するSecureFiles LOBが含まれていて、エクスポート・ユーティリティのVERSIONパラメータが11.2.0.0.0以上の値に設定されていると、ContentTypeがエクスポートされて、その後のインポートでリストアされます。


	
表に、現在アーカイブされているSecureFiles LOBが含まれていて、データがキャッシュされ、エクスポート・ユーティリティのVERSIONパラメータが11.2.0.0.0未満の値に設定されていると、SecureFiles LOBデータがエクスポートされて、アーカイブ・メタデータが削除されます。この例では、VERSIONが11.1以上に設定されていると、SecureFiles LOBは、標準のSecureFiles LOBになります。ただし、VERSIONが11.1未満の値に設定されていると、SecureFiles LOBはBasicFiles LOBになります。


	
表に、現在アーカイブされているSecureFiles LOBが含まれていて、データがキャッシュされず、エクスポート・ユーティリティのVERSIONパラメータが11.2.0.0.0未満の値に設定されていると、ORA-45001エラーが返されます。


	
表に、現在アーカイブされているSecureFiles LOBが含まれていて、データがキャッシュされ、エクスポート・ユーティリティのVERSIONパラメータが11.2.0.0.0以上の値に設定されていると、キャッシュされたデータとアーカイブ・メタデータの両方がエクスポートされます。







	
参照:

SecureFilesの詳細は、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。












データ・ポンプの終了コード

Oracle Data Pumpでは、完了してすぐにエクスポートおよびインポート操作の結果が提供されます。データ・ポンプでは、結果をログ・ファイルに記録するだけでなく、プロセス終了コードで結果をレポートすることもできます。これによって、コマンドラインやスクリプトからのデータ・ポンプ・ジョブの結果を確認できます。

表1-1に、UnixおよびWindows NTのデータ・ポンプ終了コードを示します。


表 1-1 データ・ポンプの終了コード

	終了コード	意味
	
EX_SUCC 0

	
エクスポートおよびインポート・ジョブが、正常に完了しました。エラーは出力デバイスに表示されず、ログ・ファイル(ある場合)にも記録されません。


	
EX_SUCC_ERR 5

	
エクスポートまたはインポート・ジョブは正常に完了しましたが、ジョブ実行中にエラーが検出されました。エラーは出力デバイスに表示され、ログ・ファイル(ある場合)に記録されます。


	
EX_FAIL 1

	
エクスポートまたはインポート・ジョブで、次を含む1つ以上の致命的エラーが検出されました。

	
コマンドラインまたはコマンド構文のエラー


	
エクスポートまたはインポートがリカバリできないOracle Databaseのエラー


	
オペレーティング・システムのエラー(mallocなど)


	
ジョブの開始を妨げる無効なパラメータ値(たとえばDIRECTORYパラメータで指定された無効なディレクトリ・オブジェクト)




致命的エラーは出力デバイスに表示されますが、ログ・ファイルには記録されない場合があります。これがログ・ファイルに記録されるかどうかは、次のようないくつかの要因によります。

	
ログ・ファイルをジョブの開始時に指定したか。


	
ログ・ファイルを開くのに十分なほどジョブの処理が進行していたか。




















 
2 データ・ポンプ・エクスポート

この章では、Oracle Data Pump Exportユーティリティ(expdp)について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティとは


	
データ・ポンプ・エクスポートの起動


	
エクスポート操作中のフィルタ処理


	
エクスポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ


	
エクスポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド


	
データ・ポンプ・エクスポートの使用例


	
データ・ポンプ・エクスポートの構文図






データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティとは

データ・ポンプ・エクスポート(以降、エクスポート・ユーティリティと呼びます)は、ダンプ・ファイル・セットと呼ばれる一連のオペレーティング・システム・ファイルにデータおよびメタデータをアンロードするためのユーティリティです。ダンプ・ファイル・セットは、データ・ポンプ・インポート・ユーティリティによってのみインポートできます。ダンプ・ファイル・セットは、同一システムでインポートするか、または別のシステムへ移動してそのシステムにロードできます。

ダンプ・ファイル・セットは、表データ、データベース・オブジェクトのメタデータ、制御情報を含む1つ以上のディスク・ファイルで構成されています。これらのファイルは独自のバイナリ形式で書き込まれています。データ・ポンプ・インポート・ユーティリティは、インポート操作中、これらのファイルを使用してダンプ・ファイル・セット内の各データベース・オブジェクトの位置を特定します。

ダンプ・ファイルは、クライアントではなくサーバーによって書き込まれるため、データベース管理者(DBA)は、ファイルが書き込まれるサーバーの場所を定義するディレクトリ・オブジェクトを作成する必要があります。ディレクトリ・オブジェクトの詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。

データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティでは、データおよびメタデータのサブセットが、エクスポート・モードで設定されているとおりにジョブによって移動されるように指定できます。この指定には、エクスポート・パラメータで指定するデータ・フィルタおよびメタデータ・フィルタが使用されます。詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

データ・ポンプ・エクスポートを使用できる様々な方法の例については、「データ・ポンプ・エクスポートの使用例」を参照してください。






データ・ポンプ・エクスポートの起動

データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティは、expdpコマンドを使用して起動します。エクスポート操作の特性は、指定するエクスポート・パラメータによって決定されます。これらのパラメータは、コマンドラインまたはパラメータ・ファイルのいずれかで指定できます。




	
注意:

エクスポート・ユーティリティは、Oracleサポート・サービスから要求された場合以外、SYSDBAとして起動しないでください。SYSDBAは内部的に使用され、一般ユーザーとは異なる特別な機能を持ちます。







エクスポート・ユーティリティの起動の詳細は、次の項を参照してください。

	
「データ・ポンプ・エクスポートのインタフェース」


	
「データ・ポンプ・エクスポートのモード」


	
「ネットワークに関する考慮点」






データ・ポンプ・エクスポートのインタフェース

データ・ポンプ・エクスポートとは、コマンドライン、パラメータ・ファイルまたは対話方式コマンド・モードを使用して対話できます。

	
コマンドライン・インタフェース: ほとんどのエクスポート・パラメータを直接コマンドラインで指定できます。コマンドライン・インタフェースで使用可能なパラメータの詳細は、「エクスポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ」を参照してください。


	
パラメータ・ファイル・インタフェース: パラメータ・ファイルでコマンドラインのパラメータを指定できます。パラメータ・ファイルはネストできないため、PARFILEパラメータのみが例外となります。値の指定に引用符が必要なパラメータを指定する場合は、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。


	
対話方式コマンド・インタフェース: 端末へのロギングを中止してエクスポート・ユーティリティのプロンプトを表示します。このプロンプトで、対話方式コマンド・モード固有のコマンドも含めて、様々なコマンドを入力できます。このモードは、コマンドライン・インタフェースまたはパラメータ・ファイル・インタフェースで開始されたエクスポート操作中に[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押すと使用可能になります。対話方式コマンド・モードは、実行中のジョブまたは停止されたジョブに接続した場合も使用可能になります。

対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドの詳細は、「エクスポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド」を参照してください。









データ・ポンプ・エクスポートのモード

エクスポート・ユーティリティには、データベースの様々な部分をアンロードするための様々なモードがあります。モードは、適切なパラメータを使用してコマンドラインで指定します。使用可能なモードについては、次の項で説明します。

	
「全体エクスポート・モード」


	
「スキーマ・モード」


	
「表モード」


	
「表領域モード」


	
「トランスポータブル表領域モード」







	
注意:

一部のシステム・スキーマは、ユーザー・スキーマではないため、エクスポートできません。システム・スキーマには、Oracleが管理するデータおよびメタデータが含まれています。エクスポートされないシステム・スキーマの例としては、SYS、ORDSYS、MDSYSなどがあります。










	
参照:

「データ・ポンプ・エクスポートの使用例」









全体エクスポート・モード

全体エクスポートは、FULLパラメータを使用して指定します。全データベース・エクスポートでは、データベース全体がアンロードされます。このモードには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。




	
参照:

エクスポート・ユーティリティのFULLパラメータの詳細は、「FULL」を参照してください。












スキーマ・モード

スキーマ・エクスポートは、SCHEMASパラメータを使用して指定します。これがデフォルトのエクスポート・モードです。DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールを所有している場合は、スキーマのリストを指定し、オプションでスキーマ定義およびこれらのスキーマに対するシステム権限を指定することができます。DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールを所有していない場合は、自分のスキーマのみをエクスポートできます。

SYSスキーマは、エクスポート・ジョブのソース・スキーマとして使用できません。

相互スキーマ参照は、参照されるスキーマがエクスポート対象のスキーマのリストにも指定されないかぎり、エクスポートされません。たとえば、指定されたいずれかのスキーマ内の表にトリガーが定義されていても、そのトリガーが、明示的に指定されていないスキーマ内に常駐している場合はエクスポートされません。これは、指定されたスキーマ内の表に影響を及ぼす外部型定義についても同様です。この場合は、インポート時に、型定義がターゲット・インスタンスにすでに存在している必要があります。




	
参照:

エクスポート・ユーティリティのSCHEMASパラメータの詳細は、「SCHEMAS」を参照してください。












表モード

表モード・エクスポートは、TABLESパラメータを使用して指定します。表モードでは、指定した表、パーティションおよびそれらの依存オブジェクトのみがアンロードされます。

TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータとTABLESパラメータを組み合せて指定すると、オブジェクト・メタデータのみがアンロードされます。実際のデータを移動するには、データ・ファイルをターゲット・データベースにコピーします。これにより、エクスポート時間が短縮されます。異なるリリースまたはプラットフォーム間でデータ・ファイルを移動する場合は、データ・ファイルをOracle Recovery Manager(RMAN)で処理することが必要な場合があります。




	
参照:

プラットフォーム間のデータの移動の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。







自分のスキーマに存在しない表を指定するには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。列の型定義は、表モードではエクスポートされません。この場合は、インポート時に、型定義がターゲット・インスタンスにすでに存在している必要があります。また、スキーマ・エクスポートの場合と同様に、相互スキーマ参照もエクスポートされません。




	
参照:

	
エクスポート・ユーティリティのTABLESパラメータの詳細は、「TABLES」を参照してください。


	
エクスポート・ユーティリティのTRANSPORTABLEパラメータの詳細は、「TRANSPORTABLE」を参照してください。

















表領域モード

表領域エクスポートは、TABLESPACESパラメータを使用して指定します。表領域モードでは、指定した表領域内に存在する表のみがアンロードされます。表がアンロードされると、その表の依存オブジェクトもアンロードされます。オブジェクトのメタデータとデータは、両方ともアンロードされます。表領域モードでは、指定した表領域内に表の一部が存在する場合、その表とその表のすべての依存オブジェクトがエクスポートされます。特権ユーザーは、すべての表を取得します。権限のないユーザーは、自分のスキーマ内の表のみを取得します。




	
参照:

	
エクスポート・ユーティリティのTABLESPACESパラメータの詳細は、「TABLESPACES」を参照してください。

















トランスポータブル表領域モード

トランスポータブル表領域エクスポートは、TRANSPORT_TABLESPACESパラメータを使用して指定します。トランスポータブル表領域モードでは、指定した表領域セット内にある表のメタデータ(およびその表の依存オブジェクト)のみがエクスポートされます。表領域データ・ファイルは別の操作でコピーされます。次に、トランスポータブル表領域インポートが実行され、メタデータを含むダンプ・ファイルのインポートと、使用するデータ・ファイルの指定が行われます。

トランスポータブル表領域モードでは、指定した表がすべてその表領域に含まれている必要があります。つまり、表領域セット内に定義されているすべての表(およびその索引)のすべての記憶域セグメントも、セット内に含まれている必要があります。表領域セット内に違反が含まれている場合は、エクスポート・ユーティリティが実際にエクスポートを実行することなくすべての問題を識別します。

トランスポータブル表領域エクスポートは、停止すると再開できません。また、トランスポータブル表領域エクスポートには、1を超える並列度は指定できません。

暗号化された列は、トランスポータブル表領域モードではサポートされていません。




	
注意:

トランスポータブル表領域をエクスポートした後、それよりも古いリリース・レベルのデータベースにインポートすることはできません。ターゲット・データベースのリリース・レベルは、ソース・データベース以上である必要があります。








トランスポータブル表領域モードでのタイムゾーン・ファイルのバージョンに関する考慮点

トランスポータブル表領域モードで実行されるジョブには、タイムゾーン・ファイルのバージョンに関連する次の要件があります。

	
ソースがOracle Database 11g リリース2(11.2.0.2)以降で、TIMESTAMP WITH TIMEZONE(TSTZ)列を使用するトランスポータブル・セット内に表がある場合、ターゲット・データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンは、ソース・データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンと完全に一致する必要があります。


	
ソースがOracle Database 11g リリース2(11.2.0.2)よりも前の場合、トランスポータブル・セットがTSTZ列を使用するかどうかに関係なく、タイムゾーン・ファイルのバージョンはすべてのトランスポータブル・ジョブのソースおよびターゲット・データベースで同じである必要があります。




これらの要件が満たされない場合、インポートが実行される前にインポート・ジョブが中断されます。これは、インポート・ジョブによるオブジェクトのインポートを許可すると、TSTZ列を含む表を読み込む際に、結果に不整合が生じる可能性があるためです。

データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンを識別するには、次のSQL文を実行します。


SQL> SELECT VERSION FROM V$TIMEZONE_FILE;





	
参照:

	
「TRANSPORT_FULL_CHECK」


	
「TRANSPORT_TABLESPACES」


	
トランスポータブル表領域の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
タイムゾーン・ファイルのバージョンの詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。



















ネットワークに関する考慮点

データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティの起動時、接続文字列には接続識別子を指定できます。この識別子では、現行のOracleシステム識別子(SID)によって指定した現行のインスタンスとは別のデータベース・インスタンスを指定できます。接続識別子には、Oracle*Net接続記述子または接続記述子にマップするネット・サービス名(通常、tnsnames.oraファイルで定義される)を指定できます。接続識別子を使用するには、Oracle Net Listenerが実行中であることが必要です(デフォルト・リスナーを起動するには、lsnrctl startと入力します)。次に、inst1が接続識別子である場合のこのタイプの接続の例を示します。


expdp hr@inst1 DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp TABLES=employees


エクスポートによってパスワードの入力を要求されます。


Password: password


ローカル・エクスポート・クライアントは接続識別子inst1 (ネット・サービス名)によって定義されるデータベース・インスタンスに接続し、inst1からデータを取得し、データをinst1のダンプ・ファイルhr.dmpに書き込みます。

エクスポート・ユーティリティの起動時に接続識別子を指定することと、NETWORK_LINKパラメータを使用してエクスポート操作を実行することは異なります。エクスポート操作を開始して接続識別子を指定すると、接続識別子によって識別されたデータベース・インスタンスにローカルのエクスポート・クライアントが接続され、データベース・インスタンスのデータが取得され、そのデータベース・インスタンスのダンプ・ファイル・セットにデータが書き込まれます。一方、NETWORK_LINKパラメータを使用してエクスポートを実行すると、エクスポートはデータベース・リンクを使用して実行されます。(データベース・リンクとは2つの物理データベース・サーバー間の接続で、データベース・リンクによってクライアントは2つの物理データベース・サーバーに1つの論理データベースとしてアクセスできます。)




	
参照:

	
「NETWORK_LINK」


	
データベース・リンクの詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。


	
接続識別子およびOracle Net Listenerの詳細は、『Oracle Database Net Services管理者ガイド』を参照してください。


	
『Oracle Database Heterogeneous Connectivityユーザーズ・ガイド』



















エクスポート操作中のフィルタ処理

データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティでは、データとメタデータのフィルタ処理機能を使用して、エクスポートする情報の種類を効果的に制限できます。


データ・フィルタ

データ固有のフィルタ処理は、QUERYおよびSAMPLEパラメータによって実装されます。このパラメータは、表のエクスポートされる行に対する制限を指定します。

メタデータのフィルタ処理のため、間接的にデータのフィルタ処理が実行される場合もあります。この処理では、表オブジェクトおよび関連付けられた行データを含めたり、除外することができます。

各データ・フィルタは、表ごとにジョブ内で1回指定できます。同じ名前を使用する異なるフィルタが特定の表とジョブ全体の両方に適用された場合は、特定の表に対して提供されたフィルタ・パラメータが優先されます。






メタデータ・フィルタ

メタデータのフィルタ処理は、EXCLUDEおよびINCLUDEパラメータによって実装されます。EXCLUDEおよびINCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。

メタデータ・フィルタは、オブジェクトを、エクスポートまたはインポート操作に含めるか除外するかを識別します。たとえば、パッケージ仕様またはパッケージ本体を含まない全体エクスポートを要求できます。

フィルタを正しく使用して必要な結果を得た場合は、識別されたオブジェクトの依存オブジェクトも、識別されたオブジェクトとともに処理されます。たとえば、索引を操作に含めるようにフィルタで指定すると、その索引の統計も含まれます。同様に、フィルタで表を除外すると、その表に対する索引、制約、権限およびトリガーも除外されます。

1つのオブジェクト型に対して複数のフィルタが指定されている場合は、それらのフィルタに対して暗黙的なAND処理が適用されます。つまり、ジョブに関連するオブジェクトは、オブジェクト型に適用されるすべてのフィルタで処理される必要があります。

同じメタデータ・フィルタ名を、1つのジョブ内で複数回指定できます。

DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、有効なオブジェクト・タイプ値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。たとえば、次の問合せを実行できます。


SQL> SELECT OBJECT_PATH, COMMENTS FROM SCHEMA_EXPORT_OBJECTS
  2  WHERE OBJECT_PATH LIKE '%GRANT' AND OBJECT_PATH NOT LIKE '%/%';


次に、この問合せの出力結果の例を示します。


OBJECT_PATH
--------------------------------------------------------------------------------
COMMENTS
--------------------------------------------------------------------------------
GRANT
Object grants on the selected tables
 
OBJECT_GRANT
Object grants on the selected tables
 
PROCDEPOBJ_GRANT
Grants on instance procedural objects
 
PROCOBJ_GRANT
Schema procedural object grants in the selected schemas
 
ROLE_GRANT
Role grants to users associated with the selected schemas
 
SYSTEM_GRANT
System privileges granted to users associated with the selected schemas





	
参照:

「EXCLUDE」および「INCLUDE」














エクスポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ

この項では、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータについて説明します。エクスポート・パラメータを使用する前に、必ず次の項を読んでください。

	
「エクスポート・パラメータの指定」


	
「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」




パラメータの説明では、多くの場合パラメータの使用例を含みます。使用例を実行するために必要な環境の設定の詳細は、次の項を参照してください。

	
「エクスポート・パラメータの使用例」





エクスポート・パラメータの指定

値を複数個指定できるパラメータでは、カンマまたは空白で値を区切ることができます。たとえば、TABLES=employees,jobsまたはTABLES=employees jobsのように指定できます。

入力するパラメータごとに、等号(=)と値を入力する必要があります。それ以外の方法では、1つ前のパラメータ指定がどこで完了し、新しいパラメータ指定がどこから始まるかをデータ・ポンプに伝えることができません。たとえば、次のコマンドラインの場合、NOLOGFILEは有効なパラメータですが、DUMPFILEパラメータに対するダンプ・ファイル名がもう1つあると解釈されます。


expdp DIRECTORY=dpumpdir DUMPFILE=test.dmp NOLOGFILE TABLES=employees


その結果、test.dmpおよびnologfile.dmpという2つのダンプ・ファイルが作成されることになります。

これを回避するには、NOLOGFILE=YESまたはNOLOGFILE=NOのいずれかを指定します。


データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用

一部のオペレーティング・システムでは引用符が特殊文字として処理されるため、バックスラッシュ(\)などのエスケープ文字を前に付けないと、アプリケーションに正しく渡されません。これは、コマンドラインとパラメータ・ファイル内の両方に当てはまります。また、オペレーティング・システムによっては、コマンドラインで、特殊文字を含むパラメータ値全体を一重引用符または二重引用符で囲む必要があります。

次の例では、これらの概念を説明します。特定のオペレーティング・システムに該当しない場合があること、および各ユーザーに固有の運用環境は想定していないことに注意してください。

次のように、パラメータ・ファイルでTABLESパラメータを指定するとします。


TABLES = \"MixedCaseTableName\"


これをコマンドラインで指定するとき、一部のオペレーティング・システムでは、次のように一重引用符で囲む必要があります。


TABLES = '\"MixedCaseTableName\"'


コマンドラインで追加の引用符を指定せずに手順を続行するには、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。また、パラメータ・ファイルを使用し、指定するパラメータ値の文字列の最初の文字に引用符を使用しない場合(たとえば、TABLES=scott."EmP")は、エスケープ文字の使用が不要になるシステムがあることに注意してください。




	
参照:

	
エクスポート・ユーティリティの「PARFILE」パラメータ


	
デフォルト・ディレクトリ・オブジェクトの作成の詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。


	
「データ・ポンプ・エクスポートの使用例」


	
システムでの特殊文字および予約文字の処理方法の詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。













エクスポート・パラメータの使用例

各項に示す例を試行する場合は、次の内容に注意してください。

	
例に示すようにユーザー名およびパラメータを入力した後、エクスポート・ユーティリティが起動され、パスワードの入力を求められます。データベース接続が行われる前に、パスワードを入力する必要があります。


	
ここに示す例の多くは、Oracle Databaseのインストール時にデフォルトでインストールされるシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。特に、人事管理(hr)スキーマを頻繁に使用します。


	
この例では、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1およびdpump_dir2がすでに存在し、これらのディレクトリ・オブジェクトについてのREAD権限およびWRITE権限が、hrユーザーに付与されているものとします。ディレクトリ・オブジェクトの作成および権限の割当ての詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。


	
一部の例では、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールおよびDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。その例では、hrユーザーにこれらのロールが付与されているものとします。




必要に応じて、これらのディレクトリ・オブジェクトの作成と、必要な権限やロールの割当てをDBAに依頼します。

これらのパラメータの構文図は、「データ・ポンプ・エクスポートの構文図」を参照してください。

特に指定がないかぎり、これらのパラメータはパラメータ・ファイルでも指定できます。


ABORT_STEP

デフォルト: NULL


用途

ジョブの初期化後に、そのジョブを停止する場合に使用します。これによって、データのエクスポート前にマスター表の問合せが可能になります。


構文および説明


ABORT_STEP=[n | -1]


指定可能な値は、マスター表内のプロセス・オーダー番号と対応しています。各番号の使用結果は次のとおりです。

	
n: 値が0以上の場合は、エクスポート操作が開始され、対応するプロセス・オーダー番号を持つ、マスター表に格納されているオブジェクトでジョブが中断されます。


	
-1: 値が負の1(-1)の場合は、ジョブの設定後(ただし、オブジェクトまたはデータのエクスポート前)に、ジョブが中断されます。





制限事項

	
なし





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp SCHEMAS=hr ABORT_STEP=-1





ACCESS_METHOD

デフォルト: AUTOMATIC


用途

エクスポート・ユーティリティで特定のメソッドを使用してデータをアンロードするように指定します。


構文および説明


ACCESS_METHOD=[AUTOMATIC | DIRECT_PATH | EXTERNAL_TABLE]


デフォルトのメソッドがなんらかの理由で動作しない場合に別のネイティブ・メソッドを試行できるように、ACCESS_METHODパラメータが提供されます。できるだけデフォルトのオプション(AUTOMATIC)を使用することをお薦めします(このオプションによって、データ・ポンプは最も効果的なメソッドを自動的に選択できるようになります)。


制限事項

	
NETWORK_LINKパラメータも指定する場合、ダイレクト・パス・モードはサポートされません。


	
Data Pump ExportのACCESS_METHODパラメータは、トランスポータブル表領域のジョブに対して有効ではありません。





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp SCHEMAS=hr 
ACCESS_METHOD=EXTERNAL_TABLE 






ATTACH

デフォルト: ユーザーのスキーマで現在実行されているジョブ(存在する場合)


用途

クライアント・セッションを既存のエクスポート・ジョブに接続し、自動的に対話方式コマンド・インタフェースを有効にします。接続先のジョブの説明およびエクスポート・プロンプトが表示されます。


構文および説明


ATTACH [=[schema_name.]job_name]


schema_nameは、オプションです。自分のスキーマ以外のスキーマを指定するには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。

job_nameは、スキーマに対応するエクスポート・ジョブが1つのみで、そのジョブがアクティブの場合はオプションです。停止しているジョブに接続する場合は、このジョブ名を指定する必要があります。DBA_DATAPUMP_JOBSビューまたはUSER_DATAPUMP_JOBSビューを問い合せて、データ・ポンプ・ジョブ名の一覧を表示できます。

ジョブに接続している場合、エクスポート・ユーティリティでは、ジョブの説明が表示され、次にエクスポート・プロンプトが表示されます。


制限事項

	
ATTACHパラメータを指定する場合、コマンドラインで他に指定できるデータ・ポンプ・パラメータは、ENCRYPTION_PASSWORDのみです。


	
接続するジョブが最初に暗号化パスワードを使用して起動している場合、そのジョブへの接続時に、コマンドライン上のENCRYPTION_PASSWORDパラメータを再入力してそのパスワードを再指定する必要があります。唯一の例外は、ジョブが最初にENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYパラメータを使用して開始されている場合です。この場合、ジョブへの接続時に暗号化パスワードは必要ありません。


	
そのジョブが実行中でなければ、別のスキーマのジョブに接続することはできません。


	
ジョブのダンプ・ファイル・セットまたはマスター表が削除されている場合、接続操作は失敗します。


	
マスター表を変更すると、それがどのような変更であっても、予期しない結果になります。





例

次に、ATTACHパラメータの使用例を示します。ジョブhr.export_jobがすでに存在するものとします。


> expdp hr ATTACH=hr.export_job





	
参照:

「エクスポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド」












CLUSTER

デフォルト: YES


用途

データ・ポンプでOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)リソースを使用できるかどうかと、ワーカーを他のOracle RACインスタンス上で開始できるかどうかを決定します。


構文および説明


CLUSTER=[YES | NO]


データ・ポンプ・エクスポートで、ジョブが開始されたインスタンスのみを使用し、Oracle Database 11g リリース2(11.2)より前の動作と同じにするには、CLUSTER=NOを指定します。

特定の既存サービスを指定しワーカー・プロセスを制約して、そのサービスに対して定義されたインスタンス上のみでこれらを実行できるようにするには、CLUSTER=YESパラメータとSERVICE_NAMEパラメータを組み合せて使用します。

CLUSTERパラメータを使用すると、エクスポート・ジョブをOracle RACインスタンス全体に分散させるための追加のオーバーヘッドが発生するため、パフォーマンスに影響する場合があります。ジョブが小さいときは、CLUSTER=NOを指定して、ジョブが開始されたインスタンス上のみでジョブを実行した方がよい場合もあります。CLUSTERパラメータを使用してジョブのパフォーマンスが最もよくなるのは、ジョブのデータ量が多い場合です。




	
参照:

	
「SERVICE_NAME」


	
「Oracle RACに関する考慮点」













例

次に、CLUSTERパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_clus%U.dmp CLUSTER=NO PARALLEL=3


この例では、hrスキーマのスキーマ・モード・エクスポート(デフォルト)を実行します。CLUSTER=NOが指定されているため、ジョブでは起動時のインスタンスのみが使用されます。(CLUSTERパラメータが指定されていない場合は、デフォルト値のYが使用され、必要に応じて、Oracle RACの他のインスタンス上で動作が開始されます。)ダンプ・ファイルは、dpump_dir1ディレクトリ・オブジェクトに指定された場所に書き込まれます。ジョブでは、パラレル処理を最大3つまで実行できます。






COMPRESSION

デフォルト: METADATA_ONLY


用途

ダンプ・ファイル・セットに書き込む前に圧縮するデータを指定します。


構文および説明


COMPRESSION=[ALL | DATA_ONLY | METADATA_ONLY | NONE]


	
ALLを指定すると、エクスポート操作全体について圧縮が有効になります。ALLオプションでは、Oracle Advanced Compressionオプションを有効にする必要があります。


	
DATA_ONLYを指定すると、すべてのデータが圧縮形式でダンプ・ファイルに書き込まれます。DATA_ONLYオプションでは、Oracle Advanced Compressionオプションを有効にする必要があります。


	
METADATA_ONLYを指定すると、すべてのメタデータが圧縮形式でダンプ・ファイルに書き込まれます。これがデフォルトです。


	
NONEを指定すると、エクスポート操作全体について圧縮が無効になります。







	
参照:

Oracle Advanced Compressionオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。








制限事項

	
これらすべての圧縮オプションを使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。


	
METADATA_ONLYオプションは、たとえCOMPATIBLE初期化パラメータが10.2に設定されていても使用できます。


	
ALLまたはDATA_ONLYを使用したデータ圧縮は、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効で、Oracle Advanced Compressionオプションを有効にする必要があります。





例

次に、COMPRESSIONパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_comp.dmp COMPRESSION=METADATA_ONLY


このコマンドは、スキーマ・モードのエクスポートを実行し、すべてのメタデータを圧縮してからダンプ・ファイルhr_comp.dmpに書き出します。エクスポート・モードが指定されていないため、デフォルトでスキーマ・モードのエクスポートになります。






CONTENT

デフォルト: ALL


用途

エクスポート・ユーティリティでアンロードする内容を、データのみ、メタデータのみ(あるいはその両方)でフィルタ処理できます。


構文および説明


CONTENT=[ALL | DATA_ONLY | METADATA_ONLY]


	
ALLを指定すると、データとメタデータの両方がアンロードされます。これがデフォルトです。


	
DATA_ONLYを指定すると、表の行データのみがアンロードされます。データベース・オブジェクト定義はアンロードされません。


	
METADATA_ONLYを指定すると、データベース・オブジェクト定義のみがアンロードされ、表の行データはアンロードされません。CONTENT=METADATA_ONLYを指定した場合、ダンプ・ファイルが後でインポートされるときに、ダンプ・ファイルからインポートされる索引または表の統計はインポート後にロックされることに注意してください。





制限事項

	
CONTENT=METADATA_ONLYパラメータは、TRANSPORT_TABLESPACES(トランスポータブル表領域モード)パラメータまたはQUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。





例

次に、CONTENTパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp CONTENT=METADATA_ONLY


このコマンドでは、hrのスキーマに関連付けられたメタデータのみをアンロードするスキーマ・モード・エクスポートが実行されます。エクスポート・モードが指定されていない場合は、デフォルトでhrのスキーマのスキーマ・モード・エクスポートになります。






DATA_OPTIONS

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。このパラメータが使用されていない場合、このパラメータが提供する特別なデータ処理オプションは無効になります。


用途

DATA_OPTIONSパラメータは、エクスポート操作時に特定のタイプのデータをどのように処理するかを指定します。


構文および説明


DATA_OPTIONS=XML_CLOBS


XML_CLOBSオプションを指定すると、XMLType列は、列に対して定義されているXMLTypeの格納形式に関係なく非圧縮のCLOB形式でエクスポートされます。

表にCLOBとして格納されているXMLType列しかない場合は、データ・ポンプにより自動的にこれらの列がCLOB形式でエクスポートされるため、XML_CLOBSオプションを指定する必要はありません。表にオブジェクト・リレーショナル(スキーマベース)、バイナリまたはCLOB形式の組合せで格納されているXMLType列がある場合、デフォルトで、これらの列はデータ・ポンプにより圧縮形式でエクスポートされます。この方法をお薦めします。ただし、データを非圧縮のCLOB形式でエクスポートする必要がある場合は、XML_CLOBSオプションを使用してデフォルトの設定を上書きできます。




	
参照:

XMLType表のエクスポートおよびインポートに固有の情報については、『Oracle XML DB開発者ガイド』を参照してください。








制限事項

	
XML_CLOBSオプションを使用するには、エクスポート時とインポート時の両方で同じXMLスキーマを使用する必要があります。


	
エクスポート・ユーティリティのDATA_OPTIONSパラメータを使用する場合は、ジョブ・バージョンを11.0.0以上に設定する必要があります。詳細は、「VERSION」を参照してください。





例

この例では、hr.xdb_tab1表のXMLType列を、列に対して定義されているXMLTypeの格納形式に関係なく、非圧縮のCLOB形式でエクスポートするエクスポート操作を示します。


> expdp hr TABLES=hr.xdb_tab1 DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_xml.dmp
VERSION=11.2 DATA_OPTIONS=XML_CLOBS






DIRECTORY

デフォルト: DATA_PUMP_DIR


用途

エクスポート・ユーティリティによるダンプ・ファイル・セットおよびログ・ファイルのデフォルトの書込み先を指定します。


構文および説明


DIRECTORY=directory_object


directory_objectは、データベースのディレクトリ・オブジェクトの名前です(実際のディレクトリのファイル・パスではありません)。インストール時に、特権ユーザーにDATA_PUMP_DIRという名前のデフォルトのディレクトリ・オブジェクトへのアクセス権が付与されます。デフォルトのDATA_PUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトにアクセス可能なユーザーは、DIRECTORYパラメータを使用する必要はまったくありません。


DUMPFILEパラメータやLOGFILEパラメータで指定したディレクトリ・オブジェクトは、DIRECTORYパラメータに指定したディレクトリ・オブジェクトよりも優先されます。


例

次に、DIRECTORYパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=employees.dmp CONTENT=METADATA_ONLY


ダンプ・ファイルemployees.dmpは、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1に対応付けられたパスに書き込まれます。




	
参照:

	
デフォルトのディレクトリ・オブジェクト、およびデータ・ポンプがファイルの位置を判断するために使用する優先順位の詳細は、『ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置』を参照してください。


	
「Oracle RACに関する考慮点」


	
CREATE DIRECTORYコマンドの詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

















DUMPFILE

デフォルト: expdat.dmp


用途

名前を指定します。オプションで、エクスポート・ジョブに対するダンプ・ファイルのディレクトリ・オブジェクトを指定します。


構文および説明


DUMPFILE=[directory_object:]file_name [, ...]


DIRECTORYパラメータで指定されている場合、directory_objectはオプションです。ここで値を指定する場合は、すでに存在しアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトを指定します。DUMPFILEパラメータの一部に指定されるデータベース・ディレクトリ・オブジェクトは、DIRECTORYパラメータによって指定された値またはデフォルトのディレクトリ・オブジェクトよりも優先されます。

カンマで区切ったリストまたは個別のDUMPFILEパラメータ指定で、複数のfile_name指定を定義できます。ファイル拡張子を指定しない場合は、デフォルトのファイル拡張子.dmpが使用されます。ファイル名には、複数のファイルを生成できることを示す置換変数(%U)を含めることができます。生成されるファイル名では、置換変数が、01から99まで増加する固定幅の2桁の整数に変換されます。ファイル指定に2つの置換変数が含まれている場合は、両方の変数が同時に増加します。たとえば、exp%Uaa%U.dmpは、exp01aa01.dmp、exp02aa02.dmpというように変換されます。

FILESIZEパラメータを指定すると、各ダンプ・ファイルがそのサイズを上限とするため、拡張できなくなります。置換変数(%U)を持つテンプレートを指定していて、ダンプ・ファイル・セットに必要な領域が不足し、デバイスに余裕がある場合は、FILESIZEパラメータで指定したサイズの新しいダンプ・ファイルが自動的に作成されます。

置換変数が含まれているファイル指定またはファイル・テンプレートは、定義されているとおり、完全修飾されたファイル名としてインスタンス化され、エクスポート・ユーティリティによって作成されます。ファイル指定は、指定した順序で処理されます。ファイル・サイズが上限に達したか、またはパラレル処理をアクティブなままにするためにジョブにファイルを追加する必要がある場合、置換変数を持つファイル・テンプレートが指定されていれば、追加のファイルが作成されます。

DUMPFILEパラメータで複数のファイルを指定することもできますが、エクスポート・ジョブでエクスポート・データを保持するために必要となるのは、それらのファイルのサブセットのみの場合もあります。エクスポート・ジョブの最後に表示されるダンプ・ファイル・セットには、実際に使用されたファイルが示されます。このダンプ・ファイル・セットを使用するインポート操作には、このファイル・リストが必要になります。使用されなかったファイルは無視してかまいません。


制限事項

	
作成されるダンプ・ファイルの名前がすでに存在しているダンプ・ファイルの名前と一致するとエラーが生成されます。既存のダンプ・ファイルが上書きされることはありません。この動作を上書きするには、エクスポート・ユーティリティのパラメータREUSE_DUMPFILES=YESを指定します。





例

次に、DUMPFILEパラメータの使用例を示します。


> expdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=dpump_dir2:exp1.dmp,
 exp2%U.dmp PARALLEL=3


ダンプ・ファイルexp1.dmpは、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir2に対応するパスに書き込まれます。これは、dpump_dir2が、ダンプ・ファイル名の一部として指定されたことによって、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトよりも優先されるためです。3つのパラレル処理のすべてに、このジョブの間に実行する作業が与えられるため、指定した置換変数exp2%U.dmpに基づいて、exp201.dmpおよびexp202.dmpという名前のダンプ・ファイルが作成されます。ディレクトリが指定されていないため、作成されたファイルは、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1に関連付けられたパスに書き込まれます。




	
参照:

	
ダンプ・ファイル名に置換変数を指定する場合の置換変数の処理方法については、「置換変数の使用方法」を参照してください。

















ENCRYPTION

デフォルト: デフォルト値は、使用される暗号化関連のパラメータの組合せによって決まります。暗号化を有効にするには、ENCRYPTIONまたはENCRYPTION_PASSWORDパラメータ、あるいは両方を指定する必要があります。

ENCRYPTION_PASSWORDパラメータのみが指定されている場合は、デフォルトでENCRYPTIONパラメータがALLに設定されます。

ENCRYPTIONパラメータのみが指定され、Oracle暗号化ウォレットがオープン状態の場合、デフォルト・モードはTRANSPARENTになります。ENCRYPTIONパラメータのみが指定され、ウォレットが閉じられている場合は、エラーが返されます。

ENCRYPTIONとENCRYPTION_PASSWORDのいずれも指定しない場合、ENCRYPTIONのデフォルト値はNONEとなります。


用途

ダンプ・ファイル・セットに書き込む前にデータを暗号化するかどうかを指定します。


構文および説明


ENCRYPTION = [ALL | DATA_ONLY | ENCRYPTED_COLUMNS_ONLY | METADATA_ONLY | NONE]


ALLを指定すると、エクスポート操作ですべてのデータおよびメタデータについて暗号化が有効になります。

DATA_ONLYを指定すると、データのみが暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。

ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYを指定すると、暗号化された列のみが暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。このオプションを使用するには、Oracle Advanced Securityのデータの透過的な暗号化を有効にする必要があります。データの透過的な暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。

METADATA_ONLYを指定すると、メタデータのみが暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。

NONEを指定すると、データは暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれません。




	
注意:

エクスポート対象のデータに暗号化の必要なSecureFilesが含まれている場合は、ENCRYPTION=ALLを指定してダンプ・ファイル・セット全体を暗号化する必要があります。ダンプ・ファイル・セット全体の暗号化は、データ・ポンプのエクスポート操作中にSecureFilesの暗号化セキュリティを実現する唯一の方法です。SecureFilesの詳細は、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。








制限事項

	
ALL、DATA_ONLYまたはMETADATA_ONLYの各オプションを指定するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。


	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
データ・ポンプの暗号化機能を使用するには、Oracle Advanced Securityオプションが有効である必要があります。Oracle Advanced Securityオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。





例

次の例では、ダンプ・ファイルでデータのみが暗号化されるエクスポート操作を実行します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_enc.dmp JOB_NAME=enc1
ENCRYPTION=data_only ENCRYPTION_PASSWORD=foobar






ENCRYPTION_ALGORITHM

デフォルト: AES128


用途

暗号化の実行に使用する必要のある暗号化アルゴリズムを指定します。


構文および説明


ENCRYPTION_ALGORITHM = [AES128 | AES192 | AES256]


暗号化アルゴリズムの詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。


制限事項

	
この暗号化機能を使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。


	
ENCRYPTION_ALGORITHMパラメータを使用する場合は、ENCRYPTIONまたはENCRYPTION_PASSWORDパラメータも指定する必要があります。指定しないと、エラーが返されます。


	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
データ・ポンプの暗号化機能を使用するには、Oracle Advanced Securityオプションが有効である必要があります。Oracle Advanced Securityオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_enc3.dmp
ENCRYPTION_PASSWORD=foobar ENCRYPTION_ALGORITHM=AES128






ENCRYPTION_MODE

デフォルト: デフォルト・モードは、他に使用される暗号化関連のパラメータによって決まります。ENCRYPTIONパラメータのみが指定され、Oracle暗号化ウォレットがオープン状態の場合、デフォルト・モードはTRANSPARENTになります。ENCRYPTIONパラメータのみが指定され、ウォレットが閉じられている場合は、エラーが返されます。

ENCRYPTION_PASSWORDパラメータが指定され、ウォレットがオープン状態の場合、デフォルト設定はDUALになります。ENCRYPTION_PASSWORDパラメータが指定され、ウォレットが閉じられている場合、デフォルト設定はPASSWORDになります。


用途

暗号化および復号化を実行する際に使用するセキュリティ・タイプを指定します。


構文および説明


ENCRYPTION_MODE = [DUAL | PASSWORD | TRANSPARENT]


DUALモードでは、後から透過的にインポートしたり、デュアルモードで暗号化されたダンプ・ファイル・セットの作成時に使用したパスワードを指定してインポートすることができるダンプ・ファイル・セットを作成します。DUALモードで作成されたダンプ・ファイル・セットを後からインポートするときは、ウォレットまたはENCRYPTION_PASSWORDパラメータで指定されたパスワードのいずれかを使用できます。DUALモードは、ウォレットを使用する場合にはダンプ・ファイル・セットのインポートをオンサイトで行い、ウォレットが使用できない場合にはオフサイトでインポートを行う必要もある場合に最適です。

PASSWORDモードでは、暗号化されたダンプ・ファイル・セットの作成時にパスワードを指定する必要があります。ダンプ・ファイル・セットをインポートするときは同じパスワードを指定する必要があります。PASSWORDモードでは、ENCRYPTION_PASSWORDパラメータを指定する必要もあります。PASSWORDモードは、ダンプ・ファイル・セットが別のデータベースやリモート・データベースにインポートされるときに、転送中もセキュリティで保護する必要がある場合に最適です。

TRANSPARENTモードでは、必要なウォレットを使用できる場合、暗号化されるダンプ・ファイル・セットをデータベース管理者(DBA)の介入なしで作成することができます。したがって、ENCRYPTION_PASSWORDパラメータは必要なく、実際には、TRANSPARENTモードで使用するとエラーの原因となります。この暗号化モードは、ダンプ・ファイル・セットがエクスポート元と同じデータベースにインポートされる場合に最適です。


制限事項

	
DUALまたはTRANSPARENTモードを使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。


	
ENCRYPTION_MODEパラメータを使用する場合は、ENCRYPTIONまたはENCRYPTION_PASSWORDパラメータのいずれかを使用する必要もあります。それ以外の場合は、エラーが返されます。


	
ENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYを使用する場合は、ENCRYPTION_MODEパラメータを使用できません。それ以外の場合は、エラーが返されます。


	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
データ・ポンプの暗号化機能を使用するには、Oracle Advanced Securityオプションが有効である必要があります。Oracle Advanced Securityオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_enc4.dmp
ENCRYPTION=all ENCRYPTION_PASSWORD=secretwords
ENCRYPTION_ALGORITHM=AES256 ENCRYPTION_MODE=DUAL






ENCRYPTION_PASSWORD

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。ユーザーが値を指定します。


用途

エクスポート・ダンプ・ファイル内の暗号化列のデータ、メタデータまたは表データを暗号化するためのパスワードを指定します。これにより、暗号化されたダンプ・ファイル・セットへの不正なアクセスを防ぎます。




	
注意:

データ・ポンプの暗号化機能は、Oracle Database 11gリリース1(11.1)で変更されています。リリース11.1より前は、ENCRYPTION_PASSWORDパラメータが適用されるのは暗号化列のみでした。しかし、リリース11.1では、新しいENCRYPTIONパラメータが他のタイプのデータを暗号化するためのオプションを提供するようになりました。つまり、ENCRYPTIONと固有のオプションを指定せずにENCRYPTION_PASSWORDを指定すると、ダンプ・ファイルに書き込まれるすべてのデータが暗号化されるようになりました(ENCRYPTION=ALLを指定した場合と同じ)。暗号化列のみを再暗号化する場合は、ENCRYPTION_PASSWORDに加えてENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYを指定する必要があります。








構文および説明


ENCRYPTION_PASSWORD = password


指定するpassword値は、暗号化された表の列、メタデータまたは表データをダンプ・ファイル・セットにクリア・テキストとして書き込まないように、再度暗号化するキーを指定します。エクスポート操作の対象に暗号化された表の列がある場合に暗号化パスワードが指定されていなければ、暗号化された列はクリア・テキストとしてダンプ・ファイル・セットに書き込まれ、警告が発行されます。

エクスポート操作については、ENCRYPTION_MODEパラメータがPASSWORDまたはDUALに設定されている場合に、このパラメータが必要になります。




	
注意:

データ・ポンプのENCRYPTION_PASSWORDパラメータで指定されるキーと、暗号化された列が含まれる表が最初に作成されるときにENCRYPTキーワードで指定されるキーとの間には、関連性も依存性もありません。たとえば、次のように、キーがxyzの暗号化列を持つ表を作成するとします。

CREATE TABLE emp (col1 VARCHAR2(256) ENCRYPT IDENTIFIED BY "xyz");


emp表をエクスポートするときは、ENCRYPTION_PASSWORDに任意の値を指定できます。xyzである必要はありません。










制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
データ・ポンプの暗号化機能を使用するには、Oracle Advanced Securityオプションが有効である必要があります。Oracle Advanced Securityオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。


	
ENCRYPTION_PASSWORDを指定して、ENCRYPTION_MODEを指定しない場合は、ENCRYPTION_MODEのデフォルトがPASSWORDになるため、Oracle Advanced Securityのデータの透過的な暗号化を有効にする必要はありません。


	
ENCRYPTION_PASSWORDパラメータは、指定した暗号化モードがTRANSPARENTの場合は有効になりません。


	
ENCRYPTION_MODEをDUALに設定した場合にENCRYPTION_PASSWORDパラメータを使用するには、Oracle Advanced Securityのデータの透過的な暗号化を有効にする必要があります。データの透過的な暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。


	
ネットワーク・エクスポートの場合、ENCRYPTION_PASSWORDパラメータとENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYの併用は、暗号化された列を含むユーザー定義の外部表ではサポートされていません。そのような表はスキップされ、エラー・メッセージが表示されますが、ジョブは続行されます。


	
すべての列に対する暗号化属性は、エクスポートされた表の定義とターゲット表で一致している必要があります。たとえば、EMP表にEMPNOという列があるとします。次のいずれの場合も、ソース表のEMP列の暗号化属性が、ターゲット表のEMP列の暗号化属性と一致していないためエラーになります。

	
EMPNO列を暗号化してEMP表をエクスポートし、表をインポートする前にEMPNO列から暗号化属性を削除する。


	
EMPNO列を暗号化せずにEMP表をエクスポートし、表をインポートする前にEMPNO列の暗号化を有効にする。








例

次の例では、暗号化パスワード123456がダンプ・ファイルdpcd2be1.dmpに割り当てられています。


expdp hr TABLES=employee_s_encrypt DIRECTORY=dpump_dir1
DUMPFILE=dpcd2be1.dmp ENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLY 
ENCRYPTION_PASSWORD=123456


employee_s_encrypt表の暗号化列は、dpcd2be1.dmpダンプ・ファイルにクリア・テキストとして書き込まれません。この例で作成されたdpcd2be1.dmpファイルを後でインポートするには、同じ暗号化パスワードを指定する必要があることに注意してください。(ENCRYPTION_PASSWORDパラメータを使用したインポート操作の例は、「ENCRYPTION_PASSWORD」を参照してください。)





ESTIMATE

デフォルト: BLOCKS


用途

エクスポート・ジョブ内の各表で使用されるディスク領域(バイト単位)を見積もる場合にエクスポートで使用される方法を指定します。見積りはログ・ファイルに出力され、クライアントの標準出力デバイスに表示されます。見積りの対象は、表の行データのみです。メタデータは含まれません。


構文および説明


ESTIMATE=[BLOCKS | STATISTICS]


	
BLOCKS: 見積りは、ソース・オブジェクトで使用されるデータベース・ブロックの数に、適切なブロック・サイズを掛けて計算されます。


	
STATISTICS: 見積りは、表別の統計を使用して計算されます。この方法による見積りをできるかぎり正確にするには、すべての表を新しく分析しておく必要があります。(表の分析は、SQL ANALYZE文またはDBMS_STATS PL/SQLパッケージのいずれかで実行可能です。)





制限事項

	
ESTIMATE=BLOCKSが使用されている場合、圧縮された表がデータ・ポンプのエクスポート・ジョブに含まれていると、その圧縮表に対するデフォルトのサイズ見積りは不正確になります。これは、データが圧縮形式で保存されていたことが、サイズの見積りに反映されないためです。圧縮された表に対するサイズ見積りをより正確に行うには、ESTIMATE=STATISTICSを使用してください。


	
また、QUERYまたはREMAP_DATAパラメータのいずれかが使用されている場合に、見積りが不正確になることがあります。





例

次の例に、ESTIMATEパラメータの使用例を示します。ここでは、employees表に対する統計を使用して見積りが計算されます。


> expdp hr TABLES=employees ESTIMATE=STATISTICS DIRECTORY=dpump_dir1
 DUMPFILE=estimate_stat.dmp






ESTIMATE_ONLY

デフォルト: NO


用途

エクスポート・ユーティリティで、ジョブが消費する領域を実際のエクスポート操作を行わずに見積もります。


構文および説明


ESTIMATE_ONLY=[YES | NO]


ESTIMATE_ONLY=YESの場合、エクスポート・ユーティリティは、使用される領域の見積りを行いますが、実際にエクスポート操作は実行せずに終了します。


制限事項

	
ESTIMATE_ONLYパラメータは、QUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。





例

次に、ESTIMATE_ONLYパラメータを使用して、HRスキーマが使用するエクスポート領域の大きさを判断する場合の例を示します。


> expdp hr ESTIMATE_ONLY=YES NOLOGFILE=YES SCHEMAS=HR






EXCLUDE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

エクスポート操作から除外するオブジェクトおよびオブジェクト型を指定して、エクスポートの対象となるメタデータをフィルタ処理できます。


構文および説明


EXCLUDE=object_type[:name_clause] [, ...]


object_typeは除外するオブジェクトのタイプを指定します。DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、object_typeの有効な値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。

EXCLUDE文に指定したオブジェクト型を除き、実行されるエクスポート・モードに対応するすべてのオブジェクト型が、エクスポート操作の対象になります。オブジェクトが除外されると、そのオブジェクトのすべての依存オブジェクトも除外されます。たとえば、表を除外すると、その表のすべての索引およびトリガーも除外されます。

name_clauseは、オプションです。このオプションを使用すると、あるオブジェクト型のうち、特定のオブジェクトを選択できます。このオプションは、その型のオブジェクト名に対するフィルタとして使用されるSQL式です。SQL演算子および指定した型のオブジェクト名の比較対象となる値で構成されています。このname_clauseは、名前付きのインスタンスを持つオブジェクト型にのみ適用されます(たとえば、TABLEには適用されますが、GRANTには適用されません)。それは、コロンでオブジェクト型と区切り、二重引用符(一重引用符は名前文字列を区切るために必要なため)で囲む必要があります。たとえば、EXCLUDE=INDEX:"LIKE 'EMP%'"と設定した場合、EMPで始まる名前を持つすべての索引を除外できます。

name_clauseに指定する名前は、データベース内の既存のオブジェクトに、大文字と小文字も含めて完全に一致させる必要があります。たとえば、指定するname_clauseがEMPLOYEESという表に対するものだった場合は、すべてが大文字のEMPLOYEESという表が存在する必要があります。name_clauseに対してEmployees、employeesなどを指定した場合、表は検出されません。

name_clauseを指定しない場合、指定した型のすべてのオブジェクトが除外されます。

2つ以上のEXCLUDE文を指定できます。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。




	
参照:

	
パラメータ・ファイルの使用例については、「INCLUDE」を参照してください。


	
「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」












object_typeにCONSTRAINT、GRANTまたはUSERを指定する場合、次に説明する影響があることに注意してください。


制約の除外

次の制約は明示的に除外できません。

	
NOT NULL制約


	
表の作成とロードを正常に行うために必要な制約。たとえば、索引構成表の主キー制約、REF列を持つ表のREF SCOPEおよびWITH ROWID制約など




次に、EXCLUDE文の例およびその解釈を示します。

	
EXCLUDE=CONSTRAINTは、NOT NULL制約および表の正常な作成およびロードに必要な制約を除き、すべての制約(非参照)を除外します。


	
EXCLUDE=REF_CONSTRAINTは、参照整合性(外部キー)制約を除外します。





権限とユーザーの除外

EXCLUDE=GRANTを指定すると、すべてのオブジェクト型に対するオブジェクト権限およびシステム権限が除外されます。

EXCLUDE=USERを指定すると、ユーザーの定義のみが除外され、そのユーザーのスキーマ内のオブジェクトは除外されません。

特定のユーザーとそのユーザーのすべてのオブジェクトを除外するには、次のコマンドを指定します(hrは除外するユーザーのスキーマ名です)。

expdp FULL=YES DUMPFILE=expfull.dmp EXCLUDE=SCHEMA:"='HR'"

ここで、エクスポート・モードがFULLに指定されていることに注意してください。モードを指定しなかった場合は、デフォルト・モードのSCHEMASが使用されます。その場合は、スキーマをエクスポートすると同時に除外するようコマンドが指示することになるため、エラーが発生します。

EXCLUDE=USER:"='HR'"のような文を使用してユーザーを除外しようとすると、DDL文CREATE USER hr DDL文内で使用される情報のみが除外され、期待した結果が得られない場合があります。


制限事項

	
EXCLUDEおよびINCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。





例

次に、EXCLUDE文の使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_exclude.dmp EXCLUDE=VIEW,
PACKAGE, FUNCTION


これによって、hrスキーマ全体がエクスポートされるスキーマ・モード・エクスポート(デフォルトのエクスポート・モード)が実行されます。ただし、このスキーマのビュー、パッケージおよびファンクションは除外されます。




	
参照:

	
EXCLUDEパラメータを使用した場合の効果の詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

















FILESIZE

デフォルト: 0(最大サイズの16TBと同じ)


用途

各ダンプ・ファイルの最大サイズを指定します。ダンプ・ファイル・セット内にあるダンプ・ファイルが最大サイズになると、そのファイルはクローズされ、ファイル指定に置換変数が含まれている場合または追加ダンプ・ファイルがジョブに追加されている場合は、新しいファイルが作成されます。


構文および説明


FILESIZE=integer[B | KB | MB | GB | TB]


integerの後に(スペースを挿入しない)、B、KB、MB、GBまたはTB(それぞれバイト、キロバイト、メガバイト、ギガバイト、テラバイトを示す)を指定できます。デフォルトは、B(バイト)です。作成されるファイルの実際のサイズは、ダンプ・ファイル内で使用されている内部ブロックのサイズと一致するように切り捨てられる場合があります。


制限事項

	
ファイルの最小サイズは、デフォルトのデータ・ポンプ・ブロック・サイズの10倍、つまり4KBです。


	
ファイルの最大サイズは16TBです。





例

次に、サイズが3MBのダンプ・ファイルを設定する例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_3m.dmp FILESIZE=3MB


3MBでもすべてのエクスポート・データを保持するのに十分でなかった場合、次のエラーが表示され、ジョブは中止されます。


ORA-39095: Dump file space has been exhausted: Unable to allocate 217088 bytes


割り当てることができなかった実際のバイト数は、場合によって異なります。また、この数字は、エクスポート操作全体を完了するために必要な容量を表しているわけではありません。この値は、ダンプ・ファイル領域がなくなった時点でエクスポート中だったオブジェクトのサイズのみを示しています。この状況は、中止されたジョブに接続し、ADD_FILEコマンドを使用してファイルを1つ以上追加し、操作をやり直すことで解消できます。






FLASHBACK_SCN

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

エクスポートで使用されるシステム変更番号(SCN)を指定して、フラッシュバック問合せユーティリティを使用可能にします。


構文および説明


FLASHBACK_SCN=scn_value


エクスポート操作は、指定したSCNまでの一貫性のあるデータを使用して実行されます。NETWORK_LINKパラメータが指定されている場合、SCNはソース・データベースのSCNを示します。


制限事項

	
FLASHBACK_SCNおよびFLASHBACK_TIMEは、相互に排他的なパラメータです。


	
FLASHBACK_SCNパラメータは、Oracle Databaseのフラッシュバック問合せ機能にのみ関係します。フラッシュバック・データベース、フラッシュバック削除およびフラッシュバック・データ・アーカイブには適用できません。





例

次の例では、384632 というSCN値が存在するとします。この例では、hrスキーマをSCN 384632までエクスポートします。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_scn.dmp FLASHBACK_SCN=384632





	
注意:

ロジカル・スタンバイ・システムにおいてロジカル・スタンバイのプライマリへのアクセスにネットワーク・リンクを使用する場合は、ロジカル・スタンバイによってSCNが選択されるため、FLASHBACK_SCNパラメータは無視されます。ロジカル・スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。












FLASHBACK_TIME

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

指定された時刻に最も近いSCNを検出し、このSCNを使用してフラッシュバック・ユーティリティを使用可能にします。エクスポート操作は、このSCNまでの一貫性のあるデータを使用して実行されます。


構文および説明


FLASHBACK_TIME="TO_TIMESTAMP(time-value)"


TO_TIMESTAMPの値は引用符で囲まれるため、パラメータ・ファイルに記述することをお薦めします。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。


制限事項

	
FLASHBACK_TIMEおよびFLASHBACK_SCNは、相互に排他的なパラメータです。


	
FLASHBACK_TIMEパラメータは、Oracle Databaseのフラッシュバック問合せ機能にのみ関係します。フラッシュバック・データベース、フラッシュバック削除およびフラッシュバック・データ・アーカイブには適用できません。





例

DBMS_FLASHBACK.ENABLE_AT_TIMEプロシージャで使用可能な形式で時刻を指定できます。たとえば、次の内容のパラメータ・ファイルflashback.parを作成したとします。


DIRECTORY=dpump_dir1
DUMPFILE=hr_time.dmp
FLASHBACK_TIME="TO_TIMESTAMP('25-08-2008 14:35:00', 'DD-MM-YYYY HH24:MI:SS')"


次のコマンドを発行します。


> expdp hr PARFILE=flashback.par


エクスポート操作は、指定した時間に最も近いSCNと整合性のあるデータで実行されます。




	
注意:

ロジカル・スタンバイ・システムにおいてロジカル・スタンバイのプライマリへのアクセスにネットワーク・リンクを使用する場合は、ロジカル・スタンバイによってSCNが選択されるため、FLASHBACK_SCNパラメータは無視されます。ロジカル・スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。










	
参照:

フラッシュバック問合せの使用方法の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。












FULL

デフォルト: NO


用途

全体データベース・モード・エクスポートの実行を指定します。


構文および説明


FULL=[YES | NO]


FULL=YESと指定すると、すべてのデータおよびメタデータがエクスポートされます。このエクスポート・モードを使用したエクスポート対象を、フィルタ処理によって制限できます。詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

全体エクスポートを実行するには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。




	
注意:

全体モード・エクスポートによって作成されたダンプ・ファイルを後でインポートする場合、インポート操作はSYSアカウントのパスワードをソース・データベースからコピーしようとすることに注意してください。これは、失敗する場合があります(パスワードが共有パスワード・ファイル内にある場合など)。失敗した場合は、インポートの完了後に、ターゲット・データベース上のSYSアカウントのパスワードを任意のパスワードに設定する必要があります。








制限事項

	
全体エクスポートでは、Oracleが管理するデータおよびメタデータを含むシステム・スキーマがエクスポートされません。エクスポートされないシステム・スキーマの例としては、SYS、ORDSYS、MDSYSなどがあります。


	
SYSスキーマが所有しているオブジェクトに対する権限はエクスポートされません。


	
レルムにより保護されているデータをエクスポートする場合は、そのレルムに対する権限が必要です。




	
参照:

レルムの構成の詳細は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』を参照してください。











例

次に、FULLパラメータの使用例を示します。ダンプ・ファイルexpfull.dmpは、dpump_dir2ディレクトリに書き込まれます。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir2 DUMPFILE=expfull.dmp FULL=YES NOLOGFILE=YES





HELP

デフォルト: NO


用途

エクスポート・ユーティリティのオンライン・ヘルプを表示します。


構文および説明


HELP = [YES | NO]


HELP=YESが指定されている場合は、エクスポート・ユーティリティによって、そのすべてのコマンドライン・パラメータと対話方式コマンドの要約が表示されます。


例


> expdp HELP = YES


この例では、すべてのエクスポート・パラメータおよびコマンドの簡単な説明が表示されます。






INCLUDE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

現行のエクスポート・モードにオブジェクトとオブジェクト型を指定して、エクスポート対象のメタデータをフィルタ処理できます。指定したオブジェクトおよびこれらのオブジェクトのすべての依存オブジェクトがエクスポートされます。これらのオブジェクトに対する権限もエクスポートされます。


構文および説明


INCLUDE = object_type[:name_clause] [, ...]


object_typeは含めるオブジェクトのタイプを指定します。DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、object_typeの有効な値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。

INCLUDE文で明示的に指定されたオブジェクト型とその依存オブジェクトのみがエクスポートされます。他のオブジェクト型(通常、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールを所有している場合にスキーマ・モード・エクスポートの一部となるスキーマ定義情報など)はエクスポートされません。

name_clauseは、オプションです。これを使用すると、あるオブジェクト型のうち、特定のオブジェクトをファイングレイン選択できます。その型のオブジェクト名に対するフィルタとして使用されるSQL式です。SQL演算子および指定した型のオブジェクト名の比較対象となる値で構成されています。このname_clauseは、名前付きのインスタンスを持つオブジェクト型にのみ適用されます(たとえば、TABLEには適用されますが、GRANTには適用されません)。それは、コロンでオブジェクト型と区切り、二重引用符(一重引用符は名前文字列を区切るために必要なため)で囲む必要があります。

name_clauseに指定する名前は、データベース内の既存のオブジェクトに、大文字と小文字も含めて完全に一致させる必要があります。たとえば、指定するname_clauseがEMPLOYEESという表に対するものだった場合は、すべてが大文字のEMPLOYEESという表が存在する必要があります。name_clauseに対してEmployees、employeesなどを指定した場合、表は検出されません。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。

たとえば、次の内容のパラメータ・ファイルhr.parを作成したとします。


SCHEMAS=HR
DUMPFILE=expinclude.dmp
DIRECTORY=dpump_dir1
LOGFILE=expinclude.log
INCLUDE=TABLE:"IN ('EMPLOYEES', 'DEPARTMENTS')"
INCLUDE=PROCEDURE
INCLUDE=INDEX:"LIKE 'EMP%'"


この場合、コマンドラインで他のパラメータを入力しなくても、hr.parファイルを使用してエクスポート操作を開始できます。EMPLOYEESとDEPARTMENTS表、すべてのプロシージャおよびEMP接頭辞を持つすべての索引名が、エクスポートに含まれます。


> expdp hr PARFILE=hr.par



制約の追加

指定したobject_typeがCONSTRAINTである場合は、次に説明する影響があることに注意してください。

次の制約を明示的に含めることはできません。

	
NOT NULL制約


	
表の作成とロードを正常に行うために必要な制約。たとえば、索引構成表の主キー制約、REF列を持つ表のREF SCOPEおよびWITH ROWID制約など




次に、INCLUDE文の例およびその解釈を示します。

	
INCLUDE=CONSTRAINTは、NOT NULL制約および表の正常な作成およびロードに必要な制約を除き、すべての制約(非参照)を含めます。


	
INCLUDE=REF_CONSTRAINTは、参照整合性(外部キー)制約を含めます。





制限事項

	
INCLUDEおよびEXCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。


	
SYSスキーマが所有しているオブジェクトに対する権限はエクスポートされません。





例

次の例では、hrスキーマのすべての表(およびその依存オブジェクト)をエクスポートします。


> expdp hr INCLUDE=TABLE DUMPFILE=dpump_dir1:exp_inc.dmp NOLOGFILE=YES






JOB_NAME

デフォルト: SYS_EXPORT_<mode>_NNという書式のシステム生成による名前


用途

ジョブへの接続にATTACHパラメータを使用したり、DBA_DATAPUMP_JOBSまたはUSER_DATAPUMP_JOBSビューを使用してジョブを指定する場合など、後続処理でエクスポート・ジョブを指定するために使用されます。


構文および説明


JOB_NAME=jobname_string


jobname_stringには、このエクスポート・ジョブの名前を、30バイト以内で指定します。これらのバイトは印字可能文字と空白を表します。空白を含む場合は、一重引用符で囲みます(たとえば、'Thursday Export'とします)。ジョブ名は、エクスポート操作を実行しているユーザーのスキーマによって暗黙的に修飾されます。ジョブ名は、マスター表の名前として使用されます(マスター表はエクスポート・ジョブを制御します)。

デフォルトのジョブ名はSYS_EXPORT_<mode>_NNという形式で、システムによって生成されます。NNは、01から始めて増加する2桁の整数です。デフォルト名は、'SYS_EXPORT_TABLESPACE_02'などです。


例

次に、ジョブ名exp_jobを割り当てるエクスポート操作の例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=exp_job.dmp JOB_NAME=exp_job
NOLOGFILE=YES





KEEP_MASTER

デフォルト: NO


用途

正常に完了したデータ・ポンプ・ジョブの最後に、マスター表を削除するか、または保持するかを示します。ジョブが正常に完了しなかった場合、マスター表は自動的に保持されます。


構文および説明


KEEP_MASTER=[YES | NO]



制限事項

	
なし





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp SCHEMAS=hr KEEP_MASTER=YES






LOGFILE

デフォルト: export.log


用途

エクスポート・ジョブのログ・ファイルの名前を指定します。また、オプションで、そのログ・ファイルを格納するディレクトリを指定します。


構文および説明


LOGFILE=[directory_object:]file_name


directory_objectには、DBAによって作成済であるデータベースのディレクトリ・オブジェクトを指定できます(そのオブジェクトへのアクセス権がある場合)。この指定は、DIRECTORYパラメータに指定されたディレクトリ・オブジェクトよりも優先されます。

file_nameには、ログ・ファイル名を指定します。デフォルトでは、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトが示すディレクトリに、export.logというファイルが作成されます。

処理中の作業、完了した作業および発生したエラーに関するすべてのメッセージがログ・ファイルに書き込まれます。(ジョブのリアルタイムの状態を把握するには、対話方式モードでSTATUSコマンドを使用します。)

NOLOGFILEパラメータを指定しないかぎり、エクスポート・ジョブには、常にログ・ファイルが作成されます。ダンプ・ファイル・セットと同様に、ログ・ファイルの基準となるのは、クライアントではなく、サーバーです。

このファイル名と一致する既存のファイルは上書きされます。


制限事項

	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用してデータ・ポンプ・エクスポートを実行する場合、LOGFILEパラメータは、Oracle ASMの+表記法を使用せずにディレクトリ・オブジェクトを指定する必要があります。つまり、ログ・ファイルはディスク・ファイルに書き込まれ、Oracle ASMの記憶域には書き込まれません。かわりに、NOLOGFILE=YESを指定することもできます。ただし、この場合はログ・ファイルの書込みは行われません。





例

次の例に、デフォルトの名前を使用しない場合に、ログ・ファイル名を指定する方法を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp LOGFILE=hr_export.log





	
注意:

データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティは、データベースのキャラクタ・セットを使用してログ・ファイルに書込みを行います。クライアントのNLS_LANG環境設定がデータベースのキャラクタ・セットと異なるキャラクタ・セットの場合は、ログ・ファイル内の表の名前が、クライアントの出力画面に表示される名前と異なることがあります。










	
参照:

	
「STATUS」


	
Oracle Automatic Storage Managementおよびディレクトリ・オブジェクトの詳細は、「Oracle Automatic Storage Managementを使用可能にした場合のディレクトリ・オブジェクトの使用方法」を参照してください。
















METRICS

デフォルト: NO


用途

ジョブに関する詳細情報をデータ・ポンプ・ログ・ファイルに記録するかどうかを示します。


構文および説明


METRICS=[YES | NO]


METRICS=YESを使用すると、オブジェクト数および経過時間がデータ・ポンプ・ログ・ファイルに記録されます。


制限事項

	
なし





例


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp SCHEMAS=hr METRICS=YES






NETWORK_LINK

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

有効なデータベース・リンクによって指定される(ソース)データベースからのエクスポートを使用可能にします。ソース・データベース・インスタンスのデータは、接続されたデータベース・インスタンスのダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。


構文および説明


NETWORK_LINK=source_database_link


NETWORK_LINKパラメータは、データベース・リンクを使用してエクスポートを開始します。つまり、expdpクライアントの接続先となるシステムから、source_database_linkで指定されたソース・データベースに接続し、そこからデータを取り出して、接続されたシステムのダンプ・ファイルに書き込みます。

source_database_linkには、使用可能なデータベースへのデータベース・リンク名を指定する必要があります。対象インスタンスのデータベースにデータベース・リンクが指定されていない場合、ユーザーまたはDBAが、SQL CREATE DATABASE LINK文を使用してデータベース・リンクを作成する必要があります。

ソース・データベースが読取り専用の場合、ソース・データベースのユーザーは、デフォルト一時表領域として割り当てられたローカル管理一時表領域を持つ必要があります。それ以外の場合、ジョブは失敗します。




	
注意:

暗号化されていないネットワーク・リンクを介してエクスポート操作が行われる場合、すべてのデータはクリア・テキストとしてエクスポートされます。これは、データがデータベースで暗号化されている場合でも同様です。ネットワーク・セキュリティの詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。










	
参照:

	
データベース・リンクの詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。


	
CREATE DATABASE LINK文の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
ローカル管理表領域の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。













制限事項

	
データ・ポンプ・エクスポートでサポートされているデータベース・リンクのタイプは、パブリック、固定ユーザーおよび接続ユーザーのみです。現在のユーザーのデータベース・リンクは、サポートされていません。


	
ネットワーク・エクスポートでは、LONG列がサポートされていません。


	
データ・ポンプ操作がネットワーク・リンクを介して行われる場合、ソース・データベースとターゲット・データベースのバージョンの差違が1バージョン以下である必要があります。たとえば、1つのデータベースがOracle Database 11gの場合、他のデータベースは11gまたは10gのいずれかである必要があります。データ・ポンプがチェックするのはメジャー・バージョン番号のみ(10g、11gなど)で、具体的なリリース番号(10.1、10.2、11.1、11.2など)ではありません。





例

次に、NETWORK_LINKパラメータの使用例を示します。source_database_linkには、すでに存在する有効なデータベース・リンク名を指定します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 NETWORK_LINK=source_database_link
  DUMPFILE=network_export.dmp LOGFILE=network_export.log






NOLOGFILE

デフォルト: NO


用途

ログ・ファイルを作成するかどうかを指定します。


構文および説明


NOLOGFILE=[YES | NO]


デフォルトでログ・ファイルを作成しないようにするには、NOLOGFILE=YESを指定します。ただし、進捗とエラーに関する情報は、接続されているいずれかのクライアント(元のエクスポート操作を開始したクライアントを含む)の標準出力デバイスに書き込まれます。実行中のジョブに接続されているクライアントが存在しないときにNOLOGFILE=YESを指定すると、重要な進捗情報およびエラー情報が失われる危険性があります。


例

次に、NOLOGFILEパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp NOLOGFILE=YES


このコマンドによって、ログ・ファイルの書込みを行わないスキーマ・モード・エクスポート(デフォルト)が実行されます。






PARALLEL

デフォルト: 1


用途

エクスポート・ジョブのために動作するアクティブな実行プロセスの最大数を指定します。この実行セットはワーカー・プロセスおよびパラレルI/Oサーバーの処理の組合せで構成されています。パラレル問合せ操作で問合せコーディネータとして動作するマスター制御プロセスおよびワーカー・プロセスは、この合計数には加算されません。

このパラメータを使用して、リソース消費と経過時間のバランスをとることができます。


構文および説明


PARALLEL=integer


integerに指定する値は、ダンプ・ファイル・セット内のファイル数以下にする必要があります(または、ダンプ・ファイル指定に置換変数を指定する必要があります)。アクティブなワーカー・プロセスまたはI/Oサーバー・プロセスは、1つのファイルに対してそれぞれが同時に排他的に書込みを行うため、ファイル数が不足していると、逆効果になります。ファイルの待機中に、一部のワーカー・プロセスがアイドル状態になるため、そのジョブの全体的なパフォーマンスが低下します。また、パラレルI/Oサーバー・プロセスを共有で実行しているメンバーが出力用ファイルを取得できない場合は、ORA-39095エラーを返してエクスポート操作が停止します。いずれの場合も、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティを使用してジョブに接続することによって、問題を解決できます。接続後、対話方式モードで、ADD_FILEコマンドを使用してファイルを追加し、ジョブが停止した場合は、ジョブを再開します。

ジョブの実行中にPARALLELの値を増減するには、対話方式コマンド・モードを使用します。並列度を下げても、ジョブに関連付けられたワーカー・プロセスは減少しません。任意の時点で実行されるワーカー・プロセスの数が減少します。また、プロセス数が減少する前に、継続中の処理が適正な完了ポイントに到達する必要があります。そのため、値を小さくした効果の確認に時間がかかる場合があります。アイドル状態のワーカーは、ジョブが終了するまで削除されません。

パラレル実行できる処理が存在する場合、並列度の増加はすぐに反映されます。




	
参照:

「リソース消費の制御」








Oracle RAC環境でのエクスポートにおけるPARALLELの使用

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境内でPARALLEL=1としてエクスポート操作を実行すると、すべてのデータ・ポンプ・プロセスは、ジョブが開始されたインスタンス上に配置されます。そのため、ディレクトリ・オブジェクトは、そのインスタンスのローカル記憶域を示すことができます。

PARALLELを1より大きな値に設定してエクスポート操作を実行する場合は、ジョブが開始されたインスタンス以外のインスタンスにもデータ・ポンプ・プロセスを置くことができます。そのため、ディレクトリ・オブジェクトは、Oracle RACのすべてのインスタンスからアクセス可能な共有記憶域を示す必要があります。


制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
表および表パーティションを、パラレルで(PQスレーブを使用して)エクスポートするには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。





例

次に、PARALLELパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=parallel_export.log 
JOB_NAME=par4_job DUMPFILE=par_exp%u.dmp PARALLEL=4
 


この例では、hrスキーマのスキーマ・モード・エクスポート(デフォルトのモード)が実行され、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1に指定されたパスに、最大で4つのファイルが作成されます。




	
参照:

	
「DUMPFILE」


	
「エクスポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド」


	
「パラレル全データベース・エクスポートの実行」

















PARFILE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

エクスポート・パラメータ・ファイルの名前を指定します。


構文および説明


PARFILE=[directory_path]file_name


サーバーによって作成され、書き込まれるダンプ・ファイル、ログ・ファイル、SQLファイルとは異なり、パラメータ・ファイルは、expdpクライアントによってオープンされ、読み込まれます。したがって、ディレクトリ・オブジェクトの名前は不要かつ不適切です。デフォルトは、ユーザーの現行のディレクトリです。値の指定に引用符が必要なパラメータを使用する場合は、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。




	
参照:

「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」








制限事項

	
PARFILEパラメータは、パラメータ・ファイル内には指定できません。





例

パラメータ・ファイルhr.parの内容は、次のとおりです。


SCHEMAS=HR
DUMPFILE=exp.dmp
DIRECTORY=dpump_dir1
LOGFILE=exp.log


このパラメータ・ファイルを指定するには、次のExportコマンドを実行します。


> expdp hr PARFILE=hr.par






QUERY

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

エクスポート対象となるデータをフィルタ処理するために使用する問合せ句を指定できます。


構文および説明


QUERY = [schema.][table_name:] query_clause


通常、query_clauseでは、ファイングレイン行選択のためのSQL WHERE句を使用しますが、任意のSQL句を使用できます。たとえば、ORDER BY句を使用すると、ヒープ構成表から索引構成表への移行を高速化できます。スキーマおよび表名を指定しなかった場合は、エクスポート・ジョブ内のすべての表に問合せが適用されます(この場合、問合せは、これらのすべての表に対して有効である必要があります)。表固有の問合せは、すべての表に適用される問合せより優先されます。

特定の表に問合せを適用する場合は、表名と問合せ句をコロンで区切る必要があります。表固有の問合せは複数指定できますが、1つの表に指定できるのは1つの問合せのみです。

QUERYパラメータと一緒にNETWORK_LINKパラメータを指定する場合、リモート(ソース)ノード上にあるquery_clauseで指定されるすべてのオブジェクトは、NETWORK_LINK値で明示的に修飾する必要があります。それ以外の場合、データ・ポンプではオブジェクトがローカル(ターゲット)ノード上に存在することを前提とし、存在しない場合はエラーが返され、リモート(ソース)システムからの表のインポートは失敗します。

たとえば、NETWORK_LINK=dblink1と指定した場合、QUERYパラメータのquery_clauseは、次の例に示すようにそのリンクを指定する必要があります。


QUERY=(hr.employees:"WHERE last_name IN(SELECT last_name 
FROM hr.employees@dblink1)")


オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。

表固有の問合せで自分のスキーマ以外のスキーマを指定するには、その特定の表に対するアクセス権限が付与されている必要があります。


制限事項

	
QUERYパラメータは次のパラメータとは併用できません。

	
CONTENT=METADATA_ONLY


	
ESTIMATE_ONLY


	
TRANSPORT_TABLESPACES





	
表にQUERYパラメータが指定されている場合、データ・ポンプは外部表を使用してターゲット表をアンロードします。外部表は、SQLのCREATE TABLE AS SELECT文を使用します。QUERYパラメータの値は、CREATE TABLE文のSELECT部分にあるWHERE句です。QUERYパラメータにアンロードする表と一致する名前の列がある他の表への参照が含まれていて、これらの列が問合せで使用される場合は、表別名を使用して、アンロードする表内の列と、SELECT文内の同じ名前を持つ列を区別する必要があります。アンロードする表に対してデータ・ポンプで使用される表別名は、KU$です。

たとえば、sh.customers表にある顧客のクレジットの上限に基づいてsh.sales表のサブセットをエクスポートするとします。次の例では、KU$を使用して、sh.salesをアンロードするためにQUERYパラメータ内のcust_idフィールドを修飾します。この結果、データ・ポンプによって、クレジットの上限が$10,000を超える顧客の行のみがエクスポートされます。


QUERY='sales:"WHERE EXISTS (SELECT cust_id FROM customers c 
   WHERE cust_credit_limit > 10000 AND ku$.cust_id = c.cust_id)"'


次の問合せのように、表別名としてKU$を使用しないと、すべての行がアンロードされることになります。


QUERY='sales:"WHERE EXISTS (SELECT cust_id FROM customers c 
   WHERE cust_credit_limit > 10000 AND cust_id = c.cust_id)"'


	
QUERYに使用できる文字列の最大長は、引用符を含めて4000バイトです。つまり、許容される実際の最大長は3998バイトです。





例

次に、QUERYパラメータの使用例を示します。


> expdp hr PARFILE=emp_query.par


emp_query.parファイルの内容は次のとおりです。


QUERY=employees:"WHERE department_id > 10 AND salary > 10000"
NOLOGFILE=YES 
DIRECTORY=dpump_dir1 
DUMPFILE=exp1.dmp 


この例では、hrスキーマのすべての表がアンロードされます。ただし、アンロードされるのは、問合せ式に適合する行のみです。この場合、hrスキーマ内のすべての表(employeesを除く)のすべての行がアンロードされます。employees表に対しては、問合せ基準を満たす行のみがアンロードされます。






REMAP_DATA

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

REMAP_DATAパラメータを使用すると再マップ・ファンクションを指定できます。これにより、指定した列の元の値をソースとして再マップした値を返し、ダンプ・ファイル内の元の値をこの値に置き換えます。このオプションは、一般的に、本番システムからテスト・システムへ移動するときにデータをマスクするために使用されます。たとえば、クレジット・カード番号などの顧客の機密データの列を、REMAP_DATAファンクションで生成された番号に置き換えることができます。これにより、権限のないユーザーに個人データを公開することなく、データで必要な書式と処理特性を保持できます。

同じファンクションを、ダンプされる複数の列に適用できます。これは、参照制約で子と親両方の列を再マップするときに整合性を保つ必要がある場合に役立ちます。


構文および説明


REMAP_DATA=[schema.]tablename.column_name:[schema.]pkg.function


次に、各構文要素の説明を構文で出現する順に示します。

schema: 再マップされる表を含むスキーマ。デフォルトでは、これはエクスポートを実行するユーザーのスキーマです。

tablename: 列の再マップが行われる表。

column_name: データが再マップされる列。単一の表について再マップできる列の最大数は10です。

schema: 再マップ・ファンクションを含むユーザー作成のPL/SQLパッケージを含むスキーマ。デフォルトでは、これはエクスポートを実行するユーザーのスキーマです。

pkg: 再マップ・ファンクションを含むユーザー作成のPL/SQLパッケージの名前。

function: 指定した表の各行で、列表を再マップする場合にコールされるPL/SQL内のファンクションの名前。


制限事項

	
ソース引数および戻り値のデータ型はともに、表内の指定した列のデータ型と一致している必要があります。


	
再マップ・ファンクションでは、自律型トランザクション以外のコミットまたはロール・バックを実行できません。


	
単一の表について再マップできる列の最大数は10です。表aの9列と表bの8列などのように再マップできますが、各表での最大値は10です。


	
REMAP_DATAパラメータの値としてのシノニムの使用はサポートされていません。たとえば、hrスキーマ内のregions表にregnのシノニムがある場合は、regnをREMPA_DATA仕様の一部として指定した場合にエラーが返されます。


	
リモート表のLOB列データの再マップはサポートされていません。





例

次の例では、minus10およびplusxという名前のファンクションを格納するremapという名前のパッケージが作成されており、これらのファンクションはemployees表内のemployee_idおよびfirst_nameの値を変更すると想定しています。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=remap1.dmp TABLES=employees
REMAP_DATA=hr.employees.employee_id:hr.remap.minus10 
REMAP_DATA=hr.employees.first_name:hr.remap.plusx 






REUSE_DUMPFILES

デフォルト: NO


用途

すでに存在しているダンプ・ファイルを上書きするかどうかを指定します。


構文および説明


REUSE_DUMPFILES=[YES | NO]


通常、データ・ポンプ・エクスポートは、すでに存在するダンプ・ファイル名を指定するとエラーを返します。REUSE_DUMPFILESパラメータを使用すると、動作を変更してダンプ・ファイル名を再利用できます。たとえば、エクスポートを実行してDUMPFILE=hr.dmpおよびREUSE_DUMPFILES=YESを指定した場合、hr.dmpがすでに存在するときは、このファイルが上書きされます。このファイルの前の内容は消去され、かわりに現行のエクスポートのデータが格納されます。


例

次のエクスポート操作では、enc1.dmpという名前のダンプ・ファイルが作成されます。これは、この名前の付いたダンプ・ファイルがすでに存在する場合でも同様です。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=enc1.dmp
TABLES=employees REUSE_DUMPFILES=YES






SAMPLE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

サンプリングしてソース・データベースからアンロードするデータ行の割合を指定できます。


構文および説明


SAMPLE=[[schema_name.]table_name:]sample_percent


このパラメータを使用すると、サンプリングしてエクスポートするデータの割合を指定し、データのサブセットをエクスポートできます。sample_percentは、行がサンプルの一部として選択される可能性を示します。ただし、指定した正確な行数が表から取り出されるわけではありません。sample_percentには、0.000001から100未満の任意の数を指定できます。

sample_percentは特定の表に適用することができます。次の例では、HR.EMPLOYEES表の50%がエクスポートされます。


SAMPLE="HR"."EMPLOYEES":50


スキーマを指定する場合は、表も指定する必要があります。ただし、スキーマを指定せずに表を指定することはできます(その場合は、現在のユーザーが使用されます)。表の指定がない場合は、エクスポート・ジョブ全体にsample_percent値が適用されます。

なお、このパラメータとデータ・ポンプ・インポートのPCTSPACE変換を組み合せて使用すると、記憶域の割当てサイズをサンプリングされたデータ・サブセットに合わせることができます。(詳細は、「TRANSFORM」を参照してください。)


制限事項

	
SAMPLEパラメータは、ネットワークのエクスポートに対して無効です。





例

次の例では、表の名前が指定されていないため、全体のエクスポート・ジョブにSAMPLE値70が適用されます。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=sample.dmp SAMPLE=70






SCHEMAS

デフォルト: 現在のユーザーのスキーマ


用途

スキーマ・モード・エクスポートの実行を指定します。これは、エクスポートのデフォルトのモードです。


構文および説明


SCHEMAS=schema_name [, ...]


DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールがある場合、自分のスキーマ以外の単一のスキーマまたはスキーマ名のリストを指定できます。DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールでは、インポート時にスキーマを再作成できるように、指定した各スキーマのスキーマ・オブジェクト以外の補足情報をエクスポートすることもできます。この補足情報には、ユーザー定義、関連するすべてのシステムおよびロールの権限、ユーザー・パスワードの履歴などが含まれます。スキーマ・モードを使用したエクスポート対象を、フィルタ処理によってより詳細に制限できます(詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください)。


制限事項

	
DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールを持っていない場合は、自分のスキーマのみ指定できます。


	
SYSスキーマは、エクスポート・ジョブのソース・スキーマとして使用できません。





例

次に、SCHEMASパラメータの使用例を示します。前述の例でDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールがすでに割り当てられているため、ユーザーhrが複数のスキーマを指定できることに注意してください。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp SCHEMAS=hr,sh,oe 
 


このコマンドで、スキーマ・モード・エクスポートが実行され、dpump_dir1ディレクトリにあるexpdat.dmpダンプ・ファイルに、スキーマhr、shおよびoeが書き込まれます。






SERVICE_NAME

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

CLUSTERパラメータと組み合せて使用するサービス名を指定するために使用します。


構文および説明


SERVICE_NAME=name


SERVICE_NAMEパラメータをCLUSTER=YESパラメータとともに使用して、リソース・グループに属しているOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)インスタンス群(通常は全Oracle RACインスタンスのサブセット)を定義するリソース・グループに関連付けられている、既存のサービスを指定できます。

サービス名は、リソース・グループおよびそのリソース・グループに対して定義されたインスタンスを決定する目的でのみ使用されます。ジョブが開始されたインスタンスは、そのインスタンスがリソース・グループに含まれているかどうかとは関係なく、常に使用されます。

SERVICE_NAMEパラメータは、CLUSTER=NOと同時に指定されると、無視されます。

インスタンスA、B、CおよびDを含むOracle RAC構成があります。インスタンスA、BおよびCのみで構成されるリソース・グループを持つmy_serviceというサービスが存在するとします。そのような場合は、次の内容が成立します。

	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=YESを指定し(またはデフォルトのYをそのまま使用し)、SERVICE_NAMEパラメータを指定しなかった場合、データ・ポンプは、指定されている並列度に応じて、すべてのインスタンス(A、B、CおよびD)にワーカーを作成します。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=YESおよびSERVICE_NAME=my_serviceを指定した場合、ワーカーは、インスタンスA、BおよびCのみで開始可能です。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスDで開始し、CLUSTER=YESおよびSERVICE_NAME=my_serviceを指定した場合、ワーカーは、インスタンスA、B、CおよびDのみで開始可能です。インスタンスDはmy_serviceに存在しませんが、インスタンスDはジョブが開始されたインスタンスであるため含まれています。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=NOを指定した場合、SERVICE_NAMEパラメータを指定しても無視され、すべてのプロセスがインスタンスAで開始されます。







	
参照:

「CLUSTER」








例

次に、SERVICE_NAMEパラメータの使用例を示します。


expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_svname2.dmp SERVICE_NAME=sales


この例では、hrスキーマのスキーマ・モード・エクスポート(デフォルト・モード)を実行します。コマンドラインではCLUSTER=YESは指定されていませんが、それはデフォルトの動作なので、ジョブではサービス名salesに関連付けられたリソース・グループのすべてのインスタンスが使用されます。hr_svname2.dmpという名前のダンプ・ファイルが、dpump_dir1ディレクトリ・オブジェクトによって指定された場所に書き込まれます。






SOURCE_EDITION

デフォルト: システム上のデフォルトのデータベース・エディション


用途

オブジェクトのエクスポート元のデータベース・エディションを指定します。


構文および説明


SOURCE_EDITION=edition_name


SOURCE_EDITION=edition_nameを指定すると、そのエディションのオブジェクトがエクスポートされます。データ・ポンプは、変更されずに継承されているすべてのオブジェクトと、変更されているすべての実際のオブジェクトを選択します。

このパラメータが指定されていない場合は、デフォルトのエディションが使用されます。指定されたエディションが存在しない場合や使用できない場合は、エラー・メッセージが返されます。




	
参照:

	
エディションの作成方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
エディション機能(継承されたオブジェクトと実際のオブジェクトも含む)の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。













制限事項

	
このパラメータは、バージョニング可能な同じオブジェクトのバージョンがデータベース内に2つ以上ある場合にのみ有効です。


	
ジョブ・バージョンは、11.2以上である必要があります。詳細は、「VERSION」を参照してください。





例

次に、SOURCE_EDITIONパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=exp_dat.dmp SOURCE_EDITION=exp_edition EXCLUDE=USER


この例は、オブジェクトのエクスポート元となるexp_editionというエディションがシステム上に存在することを前提としています。エクスポート・モードは指定されていないため、デフォルトのスキーマ・モードが使用されます。EXCLUDE=userパラメータは、ユーザーの定義のみを除外します。ユーザーのスキーマに含まれるオブジェクトは除外されません。






STATUS

デフォルト: 0


用途

ジョブ状態の表示が更新される頻度を指定します。


構文および説明


STATUS=[integer]


integerに値を入力すると、ロギング・モードでジョブの状態を表示する頻度を秒単位で指定できます。値を入力しなかった場合またはデフォルト値の0を使用した場合、各オブジェクト型、表またはパーティションの完了に関する情報のみ表示されます。

この状態情報は、標準出力デバイスのみに書き込まれ、ログ・ファイルには(使用可能な場合でも)書き込まれません。


例

次に、STATUSパラメータの使用例を示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 SCHEMAS=hr,sh STATUS=300


この例では、hrおよびshスキーマをエクスポートし、エクスポート状態を5分ごと(60秒×5=300秒)に表示します。






TABLES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

表モード・エクスポートの実行を指定します。


構文および説明


TABLES=[schema_name.]table_name[:partition_name] [, ...]


このモードを使用したエクスポート対象を、フィルタ処理によってより詳細に制限できます(詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください)。表およびパーティションまたはサブパーティションをカンマで区切ったリストを指定して、エクスポート対象のデータおよびメタデータをフィルタ処理できます。パーティションの名前を指定する場合は、関連表にあるパーティションまたはサブパーティションの名前にする必要があります。指定した表、パーティションおよびそれらの依存オブジェクトのみがアンロードされます。

パーティション表全体をエクスポートすると、パーティション表として全体的にインポートされます。これが当てはまらないのは、インポート時にPARTITION_OPTIONS=DEPARTITIONが指定されている場合のみです。

指定する表名の先頭にスキーマ名を修飾できます。デフォルトのスキーマは、現在のユーザーのスキーマです。自分のスキーマ以外のスキーマを指定するには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。

ワイルドカード文字%を使用して、表名およびパーティション名を指定できます。

表名には次の制限があります。

	
デフォルトでは、表名は大文字でデータベースに格納されます。表名が大文字と小文字または小文字のみで表記され、大/小文字を区別する場合、名前を引用符で囲む必要があります。したがって、表名は、データベースに格納されている表名と完全に一致するように指定する必要があります。

ただし、オペレーティング・システムによっては、コマンドラインの引用符自体をエスケープする必要がある場合があります。次に、異なるエクスポート・モードで大/小文字の区別を保持する方法を示します。

	
コマンドライン・モード


TABLES='\"Emp\"'


	
パラメータ・ファイル・モード


TABLES='"Emp"'





	
表名を引用符で囲まないかぎり、コマンドラインで指定する表名にシャープ(#)記号は使用できません。同様に、パラメータ・ファイルでは、表名が引用符で囲まれていないかぎり、表名にシャープ(#)記号を使用すると、エクスポート・ユーティリティではシャープ(#)記号より右側の文字がコメントとして解釈されます。

たとえば、パラメータ・ファイルに次のコマンドラインが記述されている場合、エクスポート・ユーティリティではemp#の右側がすべてコメントとして解釈されるため、表deptおよびmydataはエクスポートされません。


TABLES=(emp#, dept, mydata)


ただし、パラメータ・ファイルに次の行が含まれる場合は、emp#が引用符で囲まれているため、エクスポート・ユーティリティは3つの表をすべてエクスポートします。


TABLES=('"emp#"', dept, mydata)




	
注意:

オペレーティング・システムによっては、一重引用符を使用する必要がある場合と、二重引用符を使用する必要がある場合があります。ご使用のオペレーティング・システム固有のドキュメントで確認してください。表のネーミング方法に制限があるオペレーティング・システムもあります。
たとえば、UNIXのCシェルではドル記号($)やシャープ(#)(またはその他の特殊文字)には特別な意味があります。これらの文字をシェルを介してエクスポートするには、エスケープ文字を使用する必要があります。











表モード・エクスポート中のトランスポータブル・オプションの使用

表モード・エクスポート中にトランスポータブル・オプションを使用するには、TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータとTABLESパラメータを組み合せて指定します。指定した表、パーティションまたはサブパーティションのメタデータはダンプ・ファイルにエクスポートされます。実際のデータを移動するには、データ・ファイルをターゲット・データベースにコピーします。

表のパーティションの一部のみをエクスポートし、TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを使用すると、インポート時にそれぞれのパーティションが非パーティション表になります。




	
参照:

	
「TRANSPORTABLE」


	
インポートの「REMAP_TABLE」コマンド


	
「データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動」













制限事項

	
相互スキーマ参照はエクスポートされません。たとえば、指定されたいずれかのスキーマ内の表にトリガーが定義されていても、そのトリガーが、明示的に指定されていないスキーマ内に常駐している場合はエクスポートされません。


	
表で使用される型は、表モードではエクスポートされません。後でダンプ・ファイルをインポートするときにインポート先のデータベースに型が存在しない場合、表の作成は正常に実行されません。


	
TABLESパラメータの値としてのシノニムの使用はサポートされていません。たとえば、hrスキーマのregions表にregnのシノニムが存在する場合、TABLES=regnを使用すると無効になります。この場合、エラーが返されます。


	
表名にワイルド・カード文字%を含む表のエクスポートは、表がパーティションの場合はサポートされません。


	
TABLESパラメータに指定する表名のリストの長さは、最大4MBに制限されます。ただし、NETWORK_LINKパラメータで10.2.0.3以前のOracle Databaseまたは読取り専用のデータベースが設定されている場合は異なります。この場合の上限は4KBです。


	
エクスポートに対してTRANSPORTABLE=ALWAYSも設定されている場合、1つの表からのパーティションのみを指定できます。





例

次の例に、hrスキーマにある3つ表employees、jobsおよびdepartmentsをエクスポートするためにTABLESパラメータを使用する簡単な例を示します。ユーザーhrは、hrスキーマ内の表をエクスポートしているため、表名の前にスキーマ名を指定する必要はありません。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tables.dmp
TABLES=employees,jobs,departments


次の例では、ユーザーhrにDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが付与されていることを前提としています。ここでは、TABLESパラメータを使用したパーティションのエクスポートを示します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tables_part.dmp
TABLES=sh.sales:sales_Q1_2008,sh.sales:sales_Q2_2008


この例では、shスキーマのsales表から、パーティションsales_Q1_2008およびsales_Q2_2008をエクスポートします。






TABLESPACES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

表領域モードでエクスポートされる表領域名のリストを指定します。


構文および説明


TABLESPACES=tablespace_name [, ...]


表領域モードでは、指定した表領域内に存在する表のみがアンロードされます。表がアンロードされると、その表の依存オブジェクトもアンロードされます。オブジェクトのメタデータとデータは、両方ともアンロードされます。指定した表領域内に表の一部が存在する場合、その表とその表のすべての依存オブジェクトがエクスポートされます。特権ユーザーは、すべての表を取得します。権限のないユーザーは、自分のスキーマ内の表のみを取得します。

このモードを使用したエクスポート対象を、フィルタ処理によってより詳細に制限できます(詳細は、「エクスポート操作中のフィルタ処理」を参照してください)。


制限事項

	
TABLESPACESパラメータに指定する表領域名のリストの長さは、最大4MBに制限されます。ただし、NETWORK_LINKで10.2.0.3以前のOracle Databaseまたは読取り専用のデータベースが設定されている場合は異なります。この場合の上限は4KBです。





例

次に、TABLESPACESパラメータの使用例を示します。この例では、表領域tbs_4、tbs_5およびtbs_6がすでに存在するとします。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tbs.dmp 
TABLESPACES=tbs_4, tbs_5, tbs_6


このコマンドによって、表領域エクスポートが実行され、指定した表領域(tbs_4、tbs_5およびtbs_6)から表(および表の依存オブジェクト)がアンロードされます。






TRANSPORT_FULL_CHECK

デフォルト: NO


用途

トランスポータブル・セット内部のオブジェクトと外部のオブジェクト間の依存性をチェックするかどうかを指定します。このパラメータは、トランスポータブル表領域モード・エクスポートでのみ使用可能です。


構文および説明


TRANSPORT_FULL_CHECK=[YES | NO]


TRANSPORT_FULL_CHECK=YESを指定すると、エクスポート・ユーティリティによって、トランスポータブル・セット内のオブジェクトとトランスポータブル・セット外のオブジェクトの間に依存性が存在しないことが確認されます。ここでは、双方向の依存性がチェックされます。たとえば、トランスポータブル・セット内に表は存在するが、その表の索引は存在しない場合は、エラーが返され、エクスポート操作が終了します。同様に、トランスポータブル・セット内に索引は存在するが表は存在しない場合も、エラーが返されます。

TRANSPORT_FULL_CHECK=NOを指定すると、エクスポート・ユーティリティによって、トランスポータブル・セット外のオブジェクトに依存するオブジェクトが、トランスポータブル・セット内に存在しないことのみ確認されます。ここでは、一方向の依存性がチェックされます。たとえば、表は索引に依存しませんが、索引は表に依存します。これは、索引は表なしでは意味を持たないためです。そのため、トランスポータブル・セット内に表は存在するが、表の索引は存在しない場合、このチェックは正常に終了します。ただし、トランスポータブル・セット内に索引は存在するが表は存在しない場合は、エクスポート操作が終了します。

他のチェックも実行されます。たとえば、エクスポートでは、常に、TRANSPORT_TABLESPACESで指定された表領域セット内に定義されているすべての表(およびその索引)のすべての記憶域セグメントが、表領域セット内に実際に含まれていることが確認されます。


例

次に、TRANSPORT_FULL_CHECKパラメータの使用例を示します。ここでは、表領域tbs_1が存在するとします。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tts.dmp 
TRANSPORT_TABLESPACES=tbs_1 TRANSPORT_FULL_CHECK=YES LOGFILE=tts.log 






TRANSPORT_TABLESPACES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

トランスポータブル表領域モードでのエクスポート実行を指定します。


構文および説明


TRANSPORT_TABLESPACES=tablespace_name [, ...]


TRANSPORT_TABLESPACESパラメータは、ソース・データベースからターゲット・データベースにオブジェクト・メタデータがエクスポートされる表領域名のリストを指定するために使用します。

エクスポートのログ・ファイルには、トランスポータブル・セットで使用されているデータ・ファイル、ダンプ・ファイルおよび制約違反が一覧表示されます。

TRANSPORT_TABLESPACESパラメータを使用すると、指定した表領域内のすべてのオブジェクトのメタデータがエクスポートされます。特定の表、パーティションまたはサブパーティションのみのトランスポータブル・エクスポートを実行する場合は、TABLESパラメータとTRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを併用する必要があります。




	
注意:

トランスポータブル表領域をエクスポートした後、それよりも古いリリース・レベルのデータベースにインポートすることはできません。ターゲット・データベースのリリース・レベルは、ソース・データベース以上である必要があります。








制限事項

	
トランスポータブル・ジョブは、再開できません。


	
トランスポータブル・ジョブは、並列度1に制限されます。


	
トランスポータブル表領域モードでは、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。


	
トランスポータブル・モードは、暗号化された列をサポートしていません。


	
エクスポートを実行するユーザーのデフォルトの表領域を、転送対象となっている表領域のいずれかに設定することはできません。


	
SYSおよびSYSAUX表領域は転送できません。


	
トランスポータブル・セット内のすべての表領域は、読取り専用に設定する必要があります。


	
データ・ポンプ・エクスポートのVERSIONパラメータとTRANSPORT_TABLESPACESパラメータと一緒に指定する場合、バージョンはOracle Database COMPATIBLE初期化パラメータ以上である必要があります。


	
TRANSPORT_TABLESPACESパラメータは、QUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。


	
トランスポータブル表領域のジョブでは、Data Pump ExportのACCESS_METHODパラメータはサポートされません。





例1

次に、TRANSPORT_TABLESPACESパラメータを(ネットワークベースではなく)ファイル・ベースのジョブに使用した例を示します。表領域tbs_1は、移動する表領域です。この例では、表領域tbs_1がすでに存在し、読取り専用に設定されていると仮定しています。また、この例では、このエクスポート・コマンドの実行前にデフォルトの表領域が変更されていると仮定しています。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tts.dmp
TRANSPORT_TABLESPACES=tbs_1 TRANSPORT_FULL_CHECK=YES LOGFILE=tts.log





	
参照:

	
「トランスポータブル表領域モード」


	
「データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動」


	
トランスポータブル表領域モードにおけるタイムゾーン・ファイルのバージョンに関する考慮点


	
データベース間の表領域の転送の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















TRANSPORTABLE

デフォルト: NEVER


用途

特定の表、パーティションおよびサブパーティションのメタデータをエクスポートするために、表モードのエクスポート(TABLESパラメータで指定)中にトランスポータブル・オプションを使用する必要があるかどうかを指定します。


構文および説明


TRANSPORTABLE = [ALWAYS | NEVER]


使用可能な値の定義は、次のとおりです。

ALWAYS - エクスポート・ジョブでトランスポータブル・オプションを使用するように指定します。トランスポータブルが使用できない場合、ジョブは失敗します。トランスポータブル・オプションを使用すると、TABLESパラメータで指定した表、パーティションまたはサブパーティションのメタデータのみがエクスポートされます。実際のデータ・ファイルをターゲット・データベースにコピーする必要があります。詳細は、「データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動」を参照してください。

NEVER: エクスポート・ジョブでトランスポータブル・オプションではなくダイレクト・パスまたは外部表による方法を使用してデータをアンロードするように指定します。これがデフォルトです。




	
注意:

トランスポータブル・モードで表領域全体をエクスポートする場合は、TRANSPORT_TABLESPACESパラメータを使用します。







	
表のパーティションの一部のみをエクスポートし、TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを使用すると、インポート時にそれぞれのパーティションが非パーティション表になります。


	
表のパーティションのサブセットのみをエクスポートし、TRANSPORTABLEパラメータを使用しない場合、またはそのパラメータがNEVERに設定されている場合(デフォルト)は、インポート時に次のようになります。

	
PARTITION_OPTIONS=DEPARTITIONを使用している場合は、ダンプ・ファイル・セットに含まれるそれぞれのパーティションが、非パーティション表として作成されます。


	
PARTITION_OPTIONSを使用していない場合は、完全な表が作成されます。つまり、完全な表内のすべてのメタデータが、ソース上での表定義と同じになるようにターゲット・システム上に存在します。ただし、指定されたパーティション用にエクスポートされたデータのみが表に挿入されます。








制限事項

	
TRANSPORTABLEパラメータは、表モードのエクスポートでのみ有効です。


	
トランスポータブル・エクスポートを実行するユーザーには、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASE権限が必要です。


	
表、パーティションおよびサブパーティションに関連付けられている表領域は読取り専用である必要があります。


	
トランスポータブル・モードではデータはエクスポートされません。データは、表領域データ・ファイルをソース・システムからターゲット・システムにコピーする際にコピーされます。コピーする必要のある表領域は、エクスポート操作のログ・ファイルの最後に表示されます。


	
TRANSPORTABLEパラメータを使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。


	
エクスポートを実行するユーザーのデフォルトの表領域を、転送対象となっている表領域のいずれかに設定することはできません。





例

次の例では、shユーザーがDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールを持ち、表sales2がパーティション化されて表領域tbs2内に格納されているとします。(tbs2表領域はソース・データベースで読取り専用に設定する必要があります。)


> expdp sh DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tto1.dmp
TABLES=sh.sales2 TRANSPORTABLE=ALWAYS 


エクスポートが正常に完了した後は、データ・ファイルをターゲット・データベース領域にコピーする必要があります。次に、PARTITION_OPTIONSとREMAP_SCHEMAの各パラメータを使用してインポート操作を実行し、sales2の各パーティションを固有の表にします。


> impdp system PARTITION_OPTIONS=DEPARTITION 
TRANSPORT_DATAFILES=oracle/dbs/tbs2 DIRECTORY=dpump_dir1 
DUMPFILE=tto1.dmp REMAP_SCHEMA=sh:dp






VERSION

デフォルト: COMPATIBLE


用途

エクスポートするデータベース・オブジェクトのバージョンを指定します(つまり、指定されたリリースと互換性のあるデータベース・オブジェクトおよび属性のみがエクスポートされます)。このパラメータは、以前のリリースのOracle Databaseと互換性のあるダンプ・ファイル・セットの作成に使用できます。このことは、データ・ポンプ・エクスポートがOracle Database 10gリリース1(10.1)以前のOracle Databaseと一緒に使用できるという意味ではありません。データ・ポンプ・エクスポートは、Oracle Database 10gリリース1(10.1)以降でのみ動作します。VERSIONパラメータを使用して可能になるのは、エクスポートするオブジェクトのバージョンの識別のみです。


構文および説明


VERSION=[COMPATIBLE | LATEST | version_string]


VERSIONパラメータで使用可能な値は、次のとおりです。

	
COMPATIBLE - デフォルト値。メタデータのバージョンは、データベースの互換性レベルに対応します。データベースの互換性は、9.2以上に設定する必要があります。


	
LATEST: メタデータのバージョンは、データベースのリリースに対応します。


	
version_string - 特定のデータベース・リリース(11.2.0など)。Oracle Database 11gの場合、9.2未満の値は指定できません。




指定したリリースと互換性のないデータベース・オブジェクトまたは属性は、エクスポートされません。たとえば、指定したリリースではサポートされていない新しいデータ型を含む表はエクスポートされません。




	
参照:

「異なるデータベース・リリース間でのデータの移動」








制限事項

	
アーカイブされたLOBがある表を、リリース11.2よりも前のデータベースにエクスポートすることはできません。


	
データ・ポンプ・エクスポートのVERSIONパラメータをTRANSPORT_TABLESPACESパラメータと一緒に指定した場合、値はOracle Database COMPATIBLE初期化パラメータ以上である必要があります。





例

次の例は、メタデータのバージョンがデータベースのリリースに対応している場合のエクスポートの例を示します。


> expdp hr TABLES=hr.employees VERSION=LATEST DIRECTORY=dpump_dir1
DUMPFILE=emp.dmp NOLOGFILE=YES








エクスポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド

対話方式コマンド・モードでは、現行のジョブは継続して続行されますが、端末へのロギングは一時停止され、エクスポート・プロンプト(Export>)が表示されます。

対話方式コマンド・モードを開始するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
接続されたクライアントから、[Ctrl]を押しながら[C]を押します。


	
ジョブを実行している端末以外の端末から、expdpコマンドでATTACHパラメータを指定してジョブに接続します。この機能は、ある場所で開始したジョブを、後で別の場所から確認する場合に有効です。




表2-1に、現行のジョブに対して対話方式コマンド・モードでデータ・ポンプ・エクスポート・プロンプトから実行できる操作を示します。


表2-1 データ・ポンプ・エクスポートの対話方式コマンド・モードでサポートされているコマンド

	操作	使用するコマンド
	
追加ダンプ・ファイルを追加する。

	
ADD_FILE



	
対話方式モードを終了し、ロギング・モードに切り替える。

	
CONTINUE_CLIENT



	
ジョブは続行したままエクスポート・クライアント・セッションを停止する。

	
EXIT_CLIENT



	
ダンプ・ファイルのデフォルト・サイズを再定義して、その後のすべてのダンプ・ファイルに適用する。

	
FILESIZE



	
使用可能なコマンドの概要を表示する。

	
HELP



	
現在接続中のすべてのクライアント・セッションを切断し、現行のジョブを停止する。

	
KILL_JOB



	
現行のジョブに対するアクティブなワーカー・プロセスの数を増減する。このコマンドは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効。

	
PARALLEL



	
接続している停止ジョブを再開する。

	
START_JOB



	
現行のジョブの詳細な状態を表示したり、状態の表示周期を設定する。

	
STATUS



	
後で再開するために、現行のジョブを停止する。

	
STOP_JOB










次の項では、データ・ポンプ・エクスポートの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドについて説明します。



ADD_FILE


用途

エクスポート・ダンプ・ファイル・セットに、追加ファイルまたは置換変数を追加します。


構文および説明


ADD_FILE=[directory_object:]file_name [,...]


各ファイル名に、異なるディレクトリ・オブジェクトを指定できます。ディレクトリ・オブジェクトを指定しない場合は、デフォルトが使用されます。

file_nameに、ディレクトリ・パスの情報を含めないでください。ただし、置換変数(%U)を含めることはできます。この置換変数は、指定されたファイル名をテンプレートとして使用し、複数のファイルが生成できることを示します。

追加されるファイルのサイズは、FILESIZEパラメータの設定によって決定されます。




	
参照:

置換変数を指定した場合の効果の詳細は、「ファイルの割当て」を参照してください。








例

次の例では、2つのダンプ・ファイルをダンプ・ファイル・セットに追加します。ダンプ・ファイルhr2.dmpに、ディレクトリ・オブジェクトが指定されていないため、ジョブに対するデフォルトのディレクトリ・オブジェクトを使用するとします。別のディレクトリ・オブジェクトdpump_dir2が、ダンプ・ファイルhr3.dmpに指定されています。


Export> ADD_FILE=hr2.dmp, dpump_dir2:hr3.dmp






CONTINUE_CLIENT


用途

エクスポート・モードを、対話方式コマンド・モードからロギング・モードに変更します。


構文および説明


CONTINUE_CLIENT


ロギング・モードでは、状態が端末に継続的に出力されます。ジョブが現在停止している場合、CONTINUE_CLIENTを指定すると、クライアントがジョブの開始を試みます。


例


Export> CONTINUE_CLIENT






EXIT_CLIENT


用途

エクスポート・クライアント・セッションを停止し、エクスポート・ユーティリティを終了して、端末へのロギングを中断します。ただし、現行のジョブの実行は続行します。


構文および説明


EXIT_CLIENT


EXIT_CLIENTでは、ジョブが実行されたままになるため、後でこのジョブに接続できます。ジョブの状態を確認するには、ジョブのログ・ファイルを監視するか、USER_DATAPUMP_JOBSビューまたはV$SESSION_LONGOPSビューを問い合せることができます。


例


Export> EXIT_CLIENT






FILESIZE


用途

後のダンプ・ファイルの最大サイズを再定義します。ダンプ・ファイル・セット内にあるダンプ・ファイルが最大サイズになると、そのファイルはクローズされ、ファイル指定に置換変数が含まれている場合または追加ダンプ・ファイルがジョブに追加されている場合は、新しいファイルが作成されます。


構文および説明


FILESIZE=integer[B | KB | MB | GB | TB]


integerの後に(スペースを挿入しない)、B、KB、MB、GBまたはTB(それぞれバイト、キロバイト、メガバイト、ギガバイト、テラバイトを示す)を指定できます。デフォルトは、B(バイト)です。作成されるファイルの実際のサイズは、ダンプ・ファイル内で使用されている内部ブロックのサイズと一致するように切り捨てられる場合があります。

ファイル・サイズ0は最大ファイル・サイズの16TBと同じです。


制限事項

	
ファイルの最小サイズは、デフォルトのデータ・ポンプ・ブロック・サイズの10倍、つまり4KBです。


	
ファイルの最大サイズは16TBです。





例


Export> FILESIZE=100MB






HELP


用途

対話方式コマンド・モードで使用可能なデータ・ポンプ・エクスポート・コマンドの情報を表示します。


構文および説明


HELP


対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドの情報を表示します。


例


Export> HELP






KILL_JOB


用途

現在接続中のすべてのクライアント・セッションを切断してから、現行のジョブを停止します。エクスポート・ユーティリティを終了し、端末プロンプトに戻します。


構文および説明


KILL_JOB


KILL_JOBを使用して中断されたジョブは、再開できません。接続中のすべてのクライアント(KILL_JOBコマンドを発行しているクライアントを含む)は、現在のユーザーがジョブを停止しているという警告を受け取った後、切断されます。すべてのクライアントが切断されると、ジョブのプロセス構造が即時に停止し、マスター表およびダンプ・ファイルが削除されます。ログ・ファイルは、削除されません。


例


Export> KILL_JOB






PARALLEL


用途

現行のジョブに対してアクティブなプロセス(ワーカーおよびパラレル・スレーブ)の数を増減できます。


構文および説明


PARALLEL=integer


PARALLELは、コマンドライン・パラメータおよび対話方式コマンド・モードのパラメータとして使用可能です。必要な数のパラレル・プロセス(ワーカーおよびパラレル・スレーブ)を設定できます。増加処理は、ファイルとリソースが十分にある場合は即時に実行されます。減少処理は、既存のプロセスが現行のタスクを終了してから実行されます。値を小さくすると、ワーカーはアイドル状態になりますが、ジョブが終了するまで削除はされません。




	
参照:

並列度の詳細は、「PARALLEL」を参照してください。








制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。





例


Export> PARALLEL=10






START_JOB


用途

接続している現行のジョブを開始します。


構文および説明


START_JOB


START_JOBコマンドは、ジョブが現在実行中の場合を除き、接続している現行のジョブを開始します。ダンプ・ファイル・セットおよびマスター表が元のまま変更されていない場合は、予期しない障害またはSTOP_JOBコマンドの発行後に、データの損失や破損なしにジョブが再開されます。

トランスポータブル表領域モードで実行されたエクスポートは、再開できません。


例


Export> START_JOB






STATUS


用途

ジョブの累積的な状態、現行の操作の説明および推定完了率を表示します。ロギング・モードの状態を表示する間隔を再設定することもできます。


構文および説明


STATUS[=integer]


ロギング・モードでのこの状態の表示頻度を秒単位で指定できるオプションがあります。値を入力しなかった場合またはデフォルト値の0を使用した場合は、状態の定期表示はオフになり、状態は1回のみ表示されます。

この状態情報は、標準出力デバイスのみに書き込まれ、ログ・ファイルには(使用可能な場合でも)書き込まれません。


例

次に、現行のジョブの状態を表示し、ロギング・モードの表示間隔を5分(300秒)に変更する例を示します。


Export> STATUS=300






STOP_JOB


用途

現行のジョブを即時にまたは手順に従って停止し、エクスポート・ユーティリティを終了します。


構文および説明


STOP_JOB[=IMMEDIATE]


STOP_JOBコマンド発行時または発行後にマスター表およびダンプ・ファイル・セットに障害が発生していない場合は、そのジョブに接続し、START_JOBコマンドを使用して再開できます。

手順に従って停止する場合は、関連する値を指定しないでSTOP_JOBを使用します。確認を要求する警告が発行されます。手順に従った停止では、ワーカー・プロセスで現行のタスクが終了した後、ジョブが停止されます。

即時に停止するには、STOP_JOB=IMMEDIATEを指定します。確認を要求する警告が発行されます。接続中のすべてのクライアント(STOP_JOBコマンドを発行しているクライアントを含む)は、現在のユーザーがジョブを停止および切断中であるという警告を受け取ります。すべてのクライアントが切断されると、ジョブのプロセス構造が即時に停止されます。マスター・プロセスは、ワーカー・プロセスで現行のタスクが終了するまで待機はしません。STOP_JOB=IMMEDIATEを指定した場合、データ破損やデータ損失の危険性はありません。ただし、停止時に完了しなかった一部のタスクは、再開時に再実行する必要があります。


例


Export> STOP_JOB=IMMEDIATE








データ・ポンプ・エクスポートの使用例

この項では、データ・ポンプ・エクスポートの使用例を示します。

	
表モード・エクスポートの実行


	
選択した表および行のデータのみのアンロード


	
表モード・エクスポートに必要なディスク領域の見積り


	
スキーマ・モード・エクスポートの実行


	
パラレル全データベース・エクスポートの実行


	
対話方式モードを使用したジョブの停止および再接続




これらの例を正しく使用するために役立つ情報については、「エクスポート・パラメータの使用例」を参照してください。



表モード・エクスポートの実行

例2-1に、TABLESパラメータを使用して、表モード・エクスポートを指定する例を示します。人事管理(hr)スキーマから、表employeesおよびjobsの表エクスポートを実行するには、次のデータ・ポンプ・エクスポート・コマンドを発行します。


例2-1 表モード・エクスポートの実行


expdp hr TABLES=employees,jobs DUMPFILE=dpump_dir1:table.dmp NOLOGFILE=YES




ユーザーhrは、自分のスキーマ内の表をエクスポートしているため、表名の前にスキーマ名を指定する必要はありません。NOLOGFILE=YESパラメータは、その操作のエクスポート・ログ・ファイルが生成されないことを示します。






選択した表および行のデータのみのアンロード

例2-2に、人事管理(hr)スキーマから、表countriesおよびregionsを除くすべての表のデータのみをアンロードするために使用するパラメータ・ファイル(exp.par)の内容を示します。employees表から、department_idが50以外の行がアンロードされます。行は、employee_id順にソートされます。


例2-2 選択した表および行のデータのみのアンロード


DIRECTORY=dpump_dir1
DUMPFILE=dataonly.dmp
CONTENT=DATA_ONLY
EXCLUDE=TABLE:"IN ('COUNTRIES', 'REGIONS')"
QUERY=employees:"WHERE department_id !=50 ORDER BY employee_id"




次のコマンドを使用して、exp.parパラメータ・ファイルを実行できます。


> expdp hr PARFILE=exp.par


スキーマ・モード・エクスポート(デフォルト・モード)が実行されますが、CONTENTパラメータによって、エクスポートが表のデータのみのアンロードに効果的に制限されます。ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1は、DBAによってすでに作成されています。このオブジェクトは、エクスポート・ダンプ・ファイルに対する読取りおよび書込み権限がユーザーhrに付与されているサーバー上のディレクトリを示しています。ダンプ・ファイルdataonly.dmpは、dpump_dir1に作成されます。






表モード・エクスポートに必要なディスク領域の見積り

例2-3に、表モード・エクスポートで使用される領域を、ESTIMATE_ONLYパラメータを使用して、実際のエクスポート操作を実行しないで見積もる場合の例を示します。次のコマンドを実行し、BLOCKSメソッドを使用して、人事管理(hr)スキーマの3つの表employees、departmentsおよびlocationsのデータのエクスポートに必要なバイト数を見積もります。


例2-3 表モード・エクスポートに必要なディスク領域の見積り


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 ESTIMATE_ONLY=YES TABLES=employees, 
departments, locations LOGFILE=estimate.log




見積りはログ・ファイルに出力され、クライアントの標準出力デバイスに表示されます。見積りの対象は、表の行データのみです。メタデータは含まれません。






スキーマ・モード・エクスポートの実行

例2-4に、hrスキーマのスキーマ・モード・エクスポートを示します。スキーマ・モード・エクスポートでは、対応するスキーマに属するオブジェクトのみがアンロードされます。スキーマ・モードは、デフォルトのモードであるため、複数のスキーマや自分のスキーマ以外を指定する場合以外、コマンドラインでSCHEMASパラメータを指定する必要はありません。


例2-4 スキーマ・モード・エクスポートの実行


> expdp hr DUMPFILE=dpump_dir1:expschema.dmp LOGFILE=dpump_dir1:expschema.log








パラレル全データベース・エクスポートの実行

例2-5に、最大3つのパラレル・プロセス(ワーカーまたはPQスレーブ)を持つ全データベース・エクスポートを示します。


例2-5 パラレル全体エクスポート


> expdp hr FULL=YES DUMPFILE=dpump_dir1:full1%U.dmp, dpump_dir2:full2%U.dmp
FILESIZE=2G PARALLEL=3 LOGFILE=dpump_dir1:expfull.log JOB_NAME=expfull


これは、全データベース・エクスポートであるため、データベースのすべてのデータおよびメタデータがエクスポートされます。full101.dmp、full201.dmp、full102.dmpなどのダンプ・ファイルが、dpump_dir1およびdpump_dir2ディレクトリ・オブジェクトで示されたディレクトリに、ラウンドロビン法で作成されます。最適なパフォーマンスを得るには、これらのファイルを個別のI/Oチャネルに配置する必要があります。各ファイルのサイズは、必要に応じて2GBまで拡張されます。最初に、最大3つのファイルが作成されます。必要に応じて、追加のファイルが作成されます。ジョブおよびマスター表は、expfullという名前になります。ログ・ファイルは、dpump_dir1ディレクトリのexpfull.logに書き込まれます。








対話方式モードを使用したジョブの停止および再接続

この例を試す前に、例2-5のパラレル全体エクスポートを再実行します。エクスポートの実行中、[Ctrl]を押しながら[C]を押します。これによって、データ・ポンプ・エクスポートの対話方式コマンド・インタフェースを起動します。対話方式インタフェースでは、端末へのロギングは停止され、データ・ポンプ・エクスポートのプロンプトが表示されます。


例2-6 ジョブの停止と再接続

エクスポート・プロンプトで、次のコマンドを実行してジョブを停止します。


Export> STOP_JOB=IMMEDIATE
Are you sure you wish to stop this job ([y]/n): y


このジョブは停止状態でクライアントを終了します。

停止したジョブに再接続するには、次のコマンドを入力します。


> expdp hr ATTACH=EXPFULL




ジョブの状態が表示された後、CONTINUE_CLIENT コマンドを実行して、ロギング・モードを再開し、expfullジョブを再起動できます。


Export> CONTINUE_CLIENT


ジョブが再オープンされたことを示すメッセージが表示され、処理の状態がクライアントに出力されます。








データ・ポンプ・エクスポートの構文図

この項では、データ・ポンプ・エクスポートの構文図を示します。これらの構文図では、標準SQL構文の表記法を使用します。SQL構文の表記法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。
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3 データ・ポンプ・インポート

この章では、Oracle Data Pump Import(impdp)ユーティリティについて説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
データ・ポンプ・インポート・ユーティリティとは


	
データ・ポンプ・インポートの起動


	
インポート操作中のフィルタ処理


	
インポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ


	
インポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド


	
データ・ポンプ・インポートの使用例


	
データ・ポンプ・インポートの構文図






データ・ポンプ・インポート・ユーティリティとは

データ・ポンプ・インポート(以降、インポート・ユーティリティと呼びます)は、エクスポート・ダンプ・ファイル・セットをターゲット・システムにロードするためのユーティリティです。ダンプ・ファイル・セットは、表データ、データベース・オブジェクトのメタデータ、制御情報を含む1つ以上のディスク・ファイルで構成されています。これらのファイルは独自のバイナリ形式で書き込まれています。データ・ポンプ・インポート・ユーティリティは、インポート操作中、これらのファイルを使用してダンプ・ファイル・セット内の各データベース・オブジェクトの位置を特定します。

また、ダンプ・ファイルを介さずに、ソース・データベースから直接ターゲット・データベースをロードするために使用することもできます。これはネットワーク・インポートと呼ばれます。

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティでは、インポート・モードで設定されているとおりにジョブによって、データおよびメタデータのサブセットが、ダンプ・ファイル・セットまたはソース・データベース(ネットワーク・インポートの場合)から移動されるように指定できます。この指定は、インポート・ユーティリティのコマンドによって実装されるデータ・フィルタおよびメタデータ・フィルタを使用して行います。詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

インポートを使用できる様々な方法の例については、「データ・ポンプ・インポートの使用例」を参照してください。






データ・ポンプ・インポートの起動

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティは、impdpコマンドを使用して起動します。インポート操作の特性は、指定するインポート・パラメータによって決定されます。これらのパラメータは、コマンドラインまたはパラメータ・ファイルのいずれかで指定できます。




	
注意:

インポート・ユーティリティは、Oracleサポート・サービスから要求された場合以外、SYSDBAとして起動しないでください。SYSDBAは内部的に使用され、一般ユーザーとは異なる特別な機能を持ちます。










	
注意:

NOLOGGING句を有効にして作成された表または表領域に対してデータ・ポンプ・インポートを実行する場合でも、REDOログ・ファイルが生成される場合があることに注意してください。このような場合に生成されるREDOは、通常、マスター表のメンテナンスを目的としているか、または基礎となる再帰的領域トランザクション、データ・ディクショナリの変更、およびロギングを必要とする表の索引メンテナンスに関係しています。







インポート・ユーティリティの起動の詳細は、次の項を参照してください。

	
「データ・ポンプ・インポートのインタフェース」


	
「データ・ポンプ・インポートのモード」


	
「ネットワークに関する考慮点」






データ・ポンプ・インポートのインタフェース

データ・ポンプ・インポートは、コマンドライン、パラメータ・ファイルまたは対話方式コマンド・モードを使用して実行できます。

	
コマンドライン・インタフェース: 直接コマンドラインでインポートのパラメータを指定できます。コマンドライン・インタフェースで使用可能なパラメータの詳細は、「インポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ」を参照してください。


	
パラメータ・ファイル・インタフェース: パラメータ・ファイルでコマンドラインのパラメータを指定できます。パラメータ・ファイルはネストできないため、PARFILEパラメータのみが例外となります。値の指定に引用符が必要なパラメータを指定する場合は、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。


	
対話方式コマンド・インタフェース: 端末へのロギングを中止してインポート・ユーティリティのプロンプトを表示します。対話方式コマンド・モード固有のコマンドも含めて、様々なコマンドが入力できます。このモードは、コマンドライン・インタフェースまたはパラメータ・ファイル・インタフェースで開始されたインポート操作中に[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押すと使用可能になります。対話方式コマンド・モードは、実行中のジョブまたは停止されたジョブに接続した場合も使用可能になります。

対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドの詳細は、「インポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド」を参照してください。









データ・ポンプ・インポートのモード

インポート・モードで、何をインポートするかを決定します。指定したモードは、操作のソース(ダンプ・ファイル・セットまたはNETWORK_LINKパラメータが指定されている場合は別のデータベース)に適用されます。

インポート操作のソースがダンプ・ファイル・セットの場合、モードの指定はオプションです。モードを指定していない場合、インポート・ユーティリティは、エクスポート操作実行時のモードでダンプ・ファイル・セット全体をロードしようとします。

モードは、適切なパラメータを使用してコマンドラインで指定します。使用可能なモードについては、次の項で説明します。

	
「全体インポート・モード」


	
「スキーマ・モード」


	
「表モード」


	
「表領域モード」


	
「トランスポータブル表領域モード」







	
注意:

全体モード・エクスポートによって作成されたダンプ・ファイルをインポートする場合、インポート操作はSYSアカウントのパスワードをソース・データベースからコピーしようとします。これは、失敗する場合があります(パスワードが共有パスワード・ファイル内にある場合など)。失敗した場合は、インポートの完了後に、ターゲット・データベース上のSYSアカウントのパスワードを任意のパスワードに設定する必要があります。









全体インポート・モード

全体インポートは、FULLパラメータを使用して指定します。全体インポート・モードでは、ソース(ダンプ・ファイル・セットまたは別のデータベース)の全内容がターゲット・データベースにロードされます。これは、ファイル・ベース・インポートのデフォルトです。ソースが別のデータベースの場合は、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。

権限のないユーザーの場合、相互スキーマ参照はインポートされません。たとえば、インポートを実行するユーザーのスキーマ内の表にトリガーが定義されていても、そのトリガーが別のユーザーのスキーマに存在している場合はインポートされません。

NETWORK_LINKパラメータを完全インポートに使用する場合は、ターゲット・データベースではDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要で、ソース・データベースではDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。




	
参照:

「FULL」












スキーマ・モード

スキーマ・インポートは、SCHEMASパラメータを使用して指定します。スキーマ・インポートでは、指定されたスキーマが所有しているオブジェクトのみがロードされます。ソースは、全体インポート・モード、表モード、表領域モードまたはスキーマ・モードのエクスポート・ダンプ・ファイル・セット、または別のデータベースです。DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを所有している場合は、スキーマ・リストを指定できます。これにより、スキーマ内のオブジェクトに加えてスキーマ自体(システム権限を含む)もデータベース内に作成されます。

相互スキーマ参照は、残りのスキーマが現行のスキーマに再マップされないかぎり、権限のないユーザーに対してインポートされません。たとえば、インポートを実行するユーザーのスキーマ内の表にトリガーが定義されていても、そのトリガーが別のユーザーのスキーマに存在している場合はインポートされません。




	
参照:

「SCHEMAS」












表モード

表モード・インポートは、TABLESパラメータを使用して指定します。表モードでは、指定した表、パーティションおよびそれらの依存オブジェクトのみがロードされます。ソースは、全体インポート・モード、スキーマ・モード、表領域モードまたは表モードのエクスポート・ダンプ・ファイル・セット、または別のデータベースです。自分のスキーマに存在しない表を指定するには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。

TRANPORTABLE=ALWAYSパラメータをTABLESパラメータと組み合せて指定することで、表モードのインポート中にトランスポータブル・オプションを使用できます。これには、NETWORK_LINKパラメータも使用する必要があることに注意してください。




	
参照:

	
「TABLES」


	
「TRANSPORTABLE」


	
「データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動」

















表領域モード

表領域モードのインポートは、TABLESPACESパラメータを使用して指定します。表領域モードでは、指定した表領域内のすべてのオブジェクトが、依存オブジェクトとともにロードされます。ソースは、全体インポート・モード、スキーマ・モード、表領域モードまたは表モードのエクスポート・ダンプ・ファイル・セット、または別のデータベースです。権限のないユーザーの場合、現行のスキーマに再マッピングされていないオブジェクトは処理されません。




	
参照:

「TABLESPACES」












トランスポータブル表領域モード

トランスポータブル表領域インポートは、TRANSPORT_TABLESPACESパラメータを使用して指定します。トランスポータブル表領域モードでは、(NETWORK_LINKパラメータで指定された)データベース・リンクを使用して、別のデータベースからメタデータがロードされます。ダンプ・ファイルは含まれません。TRANSPORT_DATAFILESパラメータで指定した実際のデータ・ファイルは、ターゲット・データベースで使用するために、通常は、データ・ファイルをターゲット・システムにコピーすることによって、ソース・システムで使用可能にする必要があります。

暗号化された列は、トランスポータブル表領域モードではサポートされていません。

このモードには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。




	
注意:

トランスポータブル表領域をエクスポートした後、それよりも古いリリース・レベルのデータベースにインポートすることはできません。ターゲット・データベースのリリース・レベルは、ソース・データベース以上である必要があります。








トランスポータブル表領域モードでのタイムゾーン・ファイルのバージョンに関する考慮点

トランスポータブル表領域モードで実行されるジョブには、タイムゾーン・ファイルのバージョンに関連する次の要件があります。

	
ソースがOracle Database 11g リリース2(11.2.0.2)以降で、TIMESTAMP WITH TIMEZONE(TSTZ)列を使用するトランスポータブル・セット内に表がある場合、ターゲット・データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンは、ソース・データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンと完全に一致する必要があります。


	
ソースがOracle Database 11g リリース2(11.2.0.2)よりも前の場合、トランスポータブル・セットがTSTZ列を使用するかどうかに関係なく、タイムゾーン・ファイルのバージョンはすべてのトランスポータブル・ジョブのソースおよびターゲット・データベースで同じである必要があります。




これらの要件が満たされない場合、インポートが実行される前にインポート・ジョブが中断されます。これは、インポート・ジョブによるオブジェクトのインポートを許可すると、TSTZ列を含む表を読み込む際に、結果に不整合が生じる可能性があるためです。

データベースのタイムゾーン・ファイルのバージョンを識別するには、次のSQL文を実行します。


SQL> SELECT VERSION FROM V$TIMEZONE_FILE;





	
参照:

	
「TRANSPORT_TABLESPACES」


	
「TRANSPORT_FULL_CHECK」


	
「TRANSPORT_DATAFILES」


	
トランスポータブル表領域の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
タイムゾーン・ファイルのバージョンの詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。



















ネットワークに関する考慮点

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティの起動時、接続文字列には接続識別子を指定できます。接続識別子では、現行のOracleシステム識別子(SID)によって指定した現行のインスタンスとは別のデータベース・インスタンスを指定できます。接続識別子には、Oracle*Net接続記述子または接続記述子にマップするネット・サービス名(通常、tnsnames.oraファイルで定義される)を指定できます。接続識別子を使用するには、Oracle Net Listenerが実行中であることが必要です(デフォルト・リスナーを起動するには、lsnrctl startと入力します)。次に、inst1が接続識別子である場合のこのタイプの接続の例を示します。


impdp hr@inst1 DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp TABLES=employees


インポートによってパスワードの入力を要求されます。


Password: password
 


ローカル・インポート・クライアントは接続識別子inst1 (ネット・サービス名)によって識別されるデータベース・インスタンスに接続し、ダンプ・ファイルhr.dmpからinst1にデータをインポートします。

インポート・ユーティリティの起動時に接続識別子を指定することと、NETWORK_LINKパラメータを使用してインポート操作を実行することは異なります。インポート操作を開始して接続識別子を指定すると、接続識別子によって識別されるデータベース・インスタンスにローカルのインポート・クライアントが接続され、コマンドラインで指定されるダンプ・ファイルからそのデータベース・インスタンスにデータがインポートされます。

一方、NETWORK_LINKパラメータを使用してインポートを実行すると、インポートはデータベース・リンクを使用して実行され、ダンプ・ファイルは含まれません。(データベース・リンクとは2つの物理データベース・サーバー間の接続で、データベース・リンクによってクライアントは2つの物理データベース・サーバーに1つの論理データベースとしてアクセスできます。)




	
参照:

	
「NETWORK_LINK」


	
データベース・リンクの詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。


	
接続識別子およびOracle Net Listenerの詳細は、『Oracle Database Net Services管理者ガイド』を参照してください。


	
『Oracle Database Heterogeneous Connectivityユーザーズ・ガイド』



















インポート操作中のフィルタ処理

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティでは、データとメタデータのフィルタ処理機能を使用して、インポートする情報の種類を効果的に制限できます。


データ・フィルタ

データ固有のフィルタ処理は、QUERYおよびSAMPLEパラメータによって実装されます。このパラメータは、表のインポートされる行に対する制限を指定します。メタデータのフィルタ処理のため、間接的にデータのフィルタ処理が実行される場合もあります。この処理では、表オブジェクトおよび関連付けられた行データを含めたり、除外することができます。

各データ・フィルタは、表およびジョブごとにそれぞれ1回指定できます。同じ名前を使用する異なるフィルタが特定の表とジョブ全体の両方に適用された場合は、特定の表に対して提供されたフィルタ・パラメータが優先されます。





メタデータ・フィルタ

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティで提供されるメタデータのフィルタ処理機能は、オリジナルのインポート・ユーティリティと比較すると大幅に拡張されています。メタデータのフィルタ処理は、EXCLUDEおよびINCLUDEパラメータによって実装されます。EXCLUDEおよびINCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。

メタデータ・フィルタは、データ・ポンプ操作に含めるか、またはその操作から除外するオブジェクトを識別します。たとえば、パッケージ仕様またはパッケージ本体を含まない全体インポートを要求できます。

フィルタを正しく使用して必要な結果を得た場合は、識別されたオブジェクトの依存オブジェクトも、識別されたオブジェクトとともに処理されます。たとえば、パッケージを操作に含めるようにフィルタで指定すると、そのパッケージに対する権限も含まれます。同様に、フィルタで表を除外すると、その表に対する索引、制約、権限およびトリガーも除外されます。

1つのオブジェクト型に対して複数のフィルタが指定されている場合は、それらのフィルタに対して暗黙的なAND処理が適用されます。つまり、ジョブに関連するオブジェクトは、オブジェクト型に適用されるすべてのフィルタで処理される必要があります。

1つのジョブ内で同一のフィルタ名を複数回指定できます。

DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、有効なオブジェクト・タイプ値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。完全なオブジェクト・パス名は、インポート・モードでなくエクスポート・モードによって決定されます。




	
参照:

	
フィルタ処理の使用例は、「メタデータ・フィルタ」を参照してください。


	
インポートの「EXCLUDE」パラメータ


	
インポートの「INCLUDE」パラメータ



















インポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータ

この項では、データ・ポンプ・インポート・ユーティリティのコマンドライン・モードで使用可能なパラメータについて説明します。インポート・パラメータを使用する前に、必ず次の項を読んでください。

	
インポート・パラメータの指定


	
データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用




ここで説明する内容の多くは、パラメータの使用例を含みます。使用例を実行するために必要な環境の設定の詳細は、次の項を参照してください。

	
インポート・パラメータの使用例





インポート・パラメータの指定

値を複数個指定できるパラメータでは、カンマまたは空白で値を区切ることができます。たとえば、TABLES=employees,jobsまたはTABLES=employees jobsのように指定できます。

入力するパラメータごとに、等号(=)と値を入力する必要があります。それ以外の方法では、1つ前のパラメータ指定がどこで完了し、新しいパラメータ指定がどこから始まるかをデータ・ポンプに伝えることができません。たとえば、次のコマンドラインの場合、NOLOGFILEは有効なパラメータですが、DUMPFILEパラメータに対するダンプ・ファイル名がもう1つあると解釈されます。


impdp DIRECTORY=dpumpdir DUMPFILE=test.dmp NOLOGFILE TABLES=employees


その結果、test.dmpおよびnologfile.dmpという2つのダンプ・ファイルが作成されることになります。

これを回避するには、NOLOGFILE=YESまたはNOLOGFILE=NOのいずれかを指定します。


データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用

一部のオペレーティング・システムでは引用符が特殊文字として処理されるため、バックスラッシュ(\)などのエスケープ文字を前に付けないと、アプリケーションに正しく渡されません。これは、コマンドラインとパラメータ・ファイル内の両方に当てはまります。また、オペレーティング・システムによっては、コマンドラインで、特殊文字を含むパラメータ値全体を一重引用符または二重引用符で囲む必要があります。

次の例では、これらの概念を説明します。特定のオペレーティング・システムに該当しない場合があること、および各ユーザーに固有の運用環境は想定していないことに注意してください。

次のように、パラメータ・ファイルでTABLESパラメータを指定するとします。


TABLES = \"MixedCaseTableName\"


これをコマンドラインで指定するとき、一部のオペレーティング・システムでは、次のように一重引用符で囲む必要があります。


TABLES = '\"MixedCaseTableName\"'


コマンドラインで追加の引用符を指定せずに手順を続行するには、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。また、パラメータ・ファイルを使用し、指定するパラメータ値の文字列の最初の文字に引用符を使用しない場合(たとえば、TABLES=scott."EmP")は、エスケープ文字の使用が不要になるシステムがあることに注意してください。




	
参照:

	
インポートの「PARFILE」パラメータ


	
デフォルト・ディレクトリ・オブジェクトの作成の詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。


	
「データ・ポンプ・エクスポートの使用例」


	
システムでの特殊文字および予約文字の処理方法の詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。













インポート・パラメータの使用例

各項に示す例を試行する場合は、次の内容に注意してください。

	
例に示すようにユーザー名およびパラメータを入力した後、インポート・ユーティリティが起動され、パスワードの入力が要求されます。データベース接続が行われる前に、パスワードを入力する必要があります。


	
ここに示す例の多くは、Oracle Databaseのインストール時にデフォルトでインストールされるシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。特に、人事管理(hr)スキーマを頻繁に使用します。


	
インポートするダンプ・ファイルを指定する例では、そのダンプ・ファイルが存在するものとします。可能なかぎり、第2章でExportの例を実行すると生成されるダンプ・ファイルを使用します。


	
この例では、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1およびdpump_dir2がすでに存在し、これらのディレクトリ・オブジェクトについてのREAD権限およびWRITE権限が、hrユーザーに付与されているものとします。ディレクトリ・オブジェクトの作成および権限の割当ての詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。


	
一部の例では、DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールおよびDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。その例では、hrユーザーにこれらのロールが付与されているものとします。




必要に応じて、これらのディレクトリ・オブジェクトの作成と、必要な権限やロールの割当てをDBAに依頼します。

これらのパラメータの構文図は、「データ・ポンプ・インポートの構文図」を参照してください。

特に指定がないかぎり、これらのパラメータはパラメータ・ファイルでも指定できます。


ABORT_STEP

デフォルト: NULL


用途

ジョブの初期化後に、そのジョブを停止する場合に使用します。これによって、データがインポートされる前に、マスター表への問合せが可能となります。


構文および説明


ABORT_STEP=[n | -1]


指定可能な値は、マスター表内のプロセス・オーダー番号と対応しています。各番号の使用結果は次のとおりです。

	
n: 値が0以上の場合は、インポート操作が開始され、対応するプロセス・オーダー番号を持つ、マスター表に格納されているオブジェクトでジョブが中断されます。


	
-1およびジョブがNETWORK_LINKを使用するインポートの場合: ジョブの設定後(ただし、いずれかのオブジェクトのインポート前)に中断します。


	
-1およびジョブがNETWORK_LINKを使用しないインポートの場合: マスター表をロードしてフィルタを適用した後に、ジョブを中断します。





制限事項

	
なし





例


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp ABORT_STEP=-1 





ACCESS_METHOD

デフォルト: AUTOMATIC


用途

インポート・ユーティリティで特定のメソッドを使用してデータをロードするように指定します。


構文および説明


ACCESS_METHOD=[AUTOMATIC | DIRECT_PATH | EXTERNAL_TABLE | CONVENTIONAL]


デフォルトのメソッドがなんらかの理由で動作しない場合に別のネイティブ・メソッドを試行できるように、ACCESS_METHODパラメータが提供されます。できるだけデフォルトのオプション(AUTOMATIC)を使用することをお薦めします(このオプションによって、データ・ポンプは最も効果的なメソッドを自動的に選択できるようになります)。


制限事項

	
NETWORK_LINKパラメータも指定した場合、ACCESS_METHODパラメータは無視されます。


	
Data Pump ImportのACCESS_METHODパラメータは、トランスポータブル表領域のジョブに対して有効ではありません。





例


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp ACCESS_METHOD=CONVENTIONAL 






ATTACH

デフォルト: ユーザーのスキーマで現在実行されているジョブ(実行中のジョブが1つのみの場合)


用途

クライアント・セッションを既存のインポート・ジョブに接続し、自動的に対話方式コマンド・モードにします。


構文および説明


ATTACH [=[schema_name.]job_name]


schema_nameは、接続しているスキーマが、自分のスキーマにない場合に指定します。このパラメータを指定するには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。

job_nameは、スキーマに対応する実行中ジョブが1つのみで、そのジョブがアクティブな場合、指定する必要はありません。停止しているジョブに接続する場合は、このジョブ名を指定する必要があります。DBA_DATAPUMP_JOBSビューまたはUSER_DATAPUMP_JOBSビューを問い合せて、データ・ポンプ・ジョブ名の一覧を表示できます。

ジョブに接続している場合、インポート・ユーティリティでは、ジョブの説明が表示され、次にインポート・プロンプトが表示されます。


制限事項

	
ATTACHパラメータを指定する場合、コマンドラインで他に指定できるデータ・ポンプ・パラメータは、ENCRYPTION_PASSWORDのみです。


	
接続するジョブが最初に暗号化パスワードを使用して起動している場合、そのジョブへの接続時に、コマンドライン上のENCRYPTION_PASSWORDパラメータを再入力してそのパスワードを再指定する必要があります。唯一の例外は、ジョブが最初にENCRYPTION=ENCRYPTED_COLUMNS_ONLYパラメータを使用して開始されている場合です。この場合、ジョブへの接続時に暗号化パスワードは必要ありません。


	
そのジョブが実行中でなければ、別のスキーマのジョブに接続することはできません。


	
ジョブのダンプ・ファイル・セットまたはマスター表が削除されている場合、接続操作は失敗します。


	
マスター表を変更すると、それがどのような変更であっても、予期しない結果になる場合があります。





例

次に、ATTACHパラメータの使用例を示します。


> impdp hr ATTACH=import_job


この例では、import_jobというジョブが、hrスキーマに存在するとします。




	
参照:

「インポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド」












CLUSTER

デフォルト: YES


用途

データ・ポンプでOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)リソースを使用できるかどうかと、ワーカーを他のOracle RACインスタンス上で開始できるかどうかを決定します。


構文および説明


CLUSTER=[YES | NO]


データ・ポンプ・インポートで、ジョブが開始されたインスタンスのみを使用し、Oracle Database 11g リリース2(11.2)より前の動作と同じにするには、CLUSTER=NOを指定します。

特定の既存サービスを指定し、そのサービスに定義されたインスタンスでのみ実行されるようにワーカー・プロセスを制限するには、SERVICE_NAMEパラメータとCLUSTER=YESパラメータとともに使用します。

CLUSTERパラメータを使用すると、インポート・ジョブをOracle RACインスタンス全体に分散させるための追加のオーバーヘッドが発生するため、パフォーマンスに影響する場合があります。ジョブが小さいときは、CLUSTER=NOを指定して、ジョブが開始されたインスタンス上のみでジョブを実行した方がよい場合もあります。CLUSTERパラメータを使用してジョブのパフォーマンスが最もよくなるのは、ジョブのデータ量が多い場合です。




	
参照:

	
「SERVICE_NAME」


	
「Oracle RACに関する考慮点」













例


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 SCHEMAS=hr CLUSTER=NO PARALLEL=3 NETWORK_LINK=dbs1


この例では、hrスキーマのスキーマ・モード・インポートを実行します。CLUSTER=NOが使用されているため、ジョブでは起動時のインスタンスのみが使用されます。最大3つまでのパラレル処理を使用できます。dbs1のNETWORK_LINK値は、データのインポート元であるソース・データベース名に置き換えます。(これはネットワーク・インポートであるため、ダンプ・ファイルは生成されません。)

NETWORK_LINKパラメータは、単にこの例の一部として使用されています。CLUSTERパラメータの使用時は必須ではありません。






CONTENT

デフォルト: ALL


用途

インポート操作でロードする内容をフィルタ処理できます。


構文および説明


CONTENT=[ALL | DATA_ONLY | METADATA_ONLY]


	
ALLを指定すると、ソースに含まれているすべてのデータおよびメタデータがロードされます。これがデフォルトです。


	
DATA_ONLYを指定すると、表の行データのみが既存の表にロードされます。データベース・オブジェクトは作成されません。


	
METADATA_ONLYを指定すると、データベース・オブジェクト定義のみがロードされ、表の行データはロードされません。CONTENT=METADATA_ONLYを指定した場合、ダンプ・ファイルからインポートされる任意の索引または表の統計は、インポート操作の完了後にロックされることに注意してください。





制限事項

	
CONTENT=METADATA_ONLYパラメータおよび値は、TRANSPORT_TABLESPACES(トランスポータブル表領域モード)パラメータまたはQUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。


	
CONTENT=ALLおよびCONTENT=DATA_ONLYパラメータおよび値は、SQLFILEパラメータと組み合せて使用することはできません。





例

次に、CONTENTパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp CONTENT=METADATA_ONLY


このコマンドは、expfull.dmpダンプ・ファイルのメタデータのみをロードする全体インポートを実行します。全体インポートが実行されるのは、インポート・モードを指定しないファイル・ベースのインポートでは、全体インポートがデフォルトであるためです。






DATA_OPTIONS

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。このパラメータが使用されていない場合、このパラメータが提供する特別なデータ処理オプションは無効になります。


用途

DATA_OPTIONSパラメータは、インポート操作時に特定のタイプのデータをどのように処理するかを指定します。


構文および説明


DATA_OPTIONS = [DISABLE_APPEND_HINT | SKIP_CONSTRAINT_ERRORS]


	
DISABLE_APPEND_HINT: インポート操作で、データ・オブジェクトのロード時にAPPENDヒントを使用しないことを指定します。ロードするデータ・オブジェクトの一部がすでにデータベースに存在し、1つ以上のデータ・オブジェクトに対して他のアプリケーションから同時にアクセスされる可能性がある場合は、APPENDヒントを無効にしたほうが効果的な場合があります。

DISABLE_APPEND_HINTを設定しない場合は、デフォルトの動作によりデータ・オブジェクトのロード中にAPPENDヒントが使用されます。


	
SKIP_CONSTRAINT_ERRORS: データ・オブジェクト(表、パーティションまたはサブパーティション)をロードする際の、非遅延制約違反の処理方法に適用されます。遅延制約違反が発生しても、ロードへの影響はありません。遅延制約違反は常に、ロード全体のロール・バックの原因となります。

SKIP_CONSTRAINT_ERRORSオプションでは、非遅延の制約違反が発生した場合もインポート操作を続行することを指定します。非遅延の制約違反の原因となっているすべての行はログに記録されますが、違反が発生しているデータ・オブジェクトのロードは停止されません。

SKIP_CONSTRAINT_ERRORSが設定されていない場合のデフォルトの動作では、非遅延の制約違反が発生しているデータ・オブジェクトのロード全体がロール・バックされます。





制限事項

	
DISABLE_APPEND_HINTを使用すると、データ・オブジェクトのロードにかかる時間が長くなる場合があります。


	
SKIP_CONSTRAINT_ERRORSが使用され、データ・オブジェクトがロード時にそのデータ・オブジェクトに対して定義された一意の索引または制約を持つ場合、そのデータ・オブジェクトのロードにAPPENDヒントは使用されません。したがって、SKIP_CONSTRAINT_ERRORSオプションを使用した場合、このようなデータ・オブジェクトのロードにはより時間がかかります。


	
データ・オブジェクトが外部表によるアクセス方法を使用せずにロードされている場合、SKIP_CONSTRAINT_ERRORSは、たとえ指定されていても使用されません。





例

この例では、SKIP_CONSTRAINT_ERRORSが有効化されているデータのみの表モード・インポートを示します。


> impdp hr TABLES=employees CONTENT=DATA_ONLY 
DUMPFILE=dpump_dir1:table.dmp DATA_OPTIONS=skip_constraint_errors


このインポート操作中に非遅延の制約違反が発生した場合、それはログに記録されますが、インポートは完了するまで続行されます。






DIRECTORY

デフォルト: DATA_PUMP_DIR


用途

インポート・ジョブがダンプ・ファイル・セットを検出し、ログ・ファイルおよびSQLファイルが作成されるデフォルトの位置を指定します。


構文および説明


DIRECTORY=directory_object


directory_objectは、データベースのディレクトリ・オブジェクトの名前です(実際のディレクトリのファイル・パスではありません)。インストール時に、特権ユーザーにDATA_PUMP_DIRという名前のデフォルトのディレクトリ・オブジェクトへのアクセス権が付与されます。デフォルトのDATA_PUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトにアクセス可能なユーザーは、DIRECTORYパラメータを使用する必要はまったくありません。

DUMPFILEパラメータ、LOGFILEパラメータまたはSQLFILEパラメータで指定したディレクトリ・オブジェクトは、DIRECTORYパラメータに指定したディレクトリ・オブジェクトよりも優先されます。ダンプ・ファイル・セット用に使用するディレクトリに対する読取り権限と、ログ・ファイルおよびSQLファイルの作成に使用するディレクトリに対する書込み権限が必要です。


例

次に、DIRECTORYパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp 
LOGFILE=dpump_dir2:expfull.log


このコマンドによって、インポート・ジョブが、dpump_dir1ディレクトリ・オブジェクトに示されたディレクトリのexpfull.dmpダンプ・ファイルを検索します。LOGFILEパラメータに指定したdpump_dir2ディレクトリ・オブジェクトは、DIRECTORYパラメータよりも優先されるため、ログ・ファイルは、dpump_dir2に書き込まれます。




	
参照:

	
デフォルトのディレクトリ・オブジェクト、およびデータ・ポンプがファイルの位置を判断するために使用する優先順位の詳細は、『ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置』を参照してください。


	
「Oracle RACに関する考慮点」


	
CREATE DIRECTORYコマンドの詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。
















DUMPFILE

デフォルト: expdat.dmp


用途

Exportによって作成されたダンプ・ファイル・セットの名前を指定します。オプションで、これらのディレクトリ・オブジェクトを指定します。


構文および説明


DUMPFILE=[directory_object:]file_name [, ...]


DIRECTORYパラメータで指定されている場合、directory_objectはオプションです。ここで値を指定する場合は、すでに存在しアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトを指定します。DUMPFILEパラメータの一部に指定されるデータベース・ディレクトリ・オブジェクトは、DIRECTORYパラメータで指定された値よりも優先されます。

file_nameには、ダンプ・ファイル・セット内のファイルの名前を指定します。ファイル名には、置換変数%Uを含むテンプレートを指定することもできます。%Uを使用した場合、インポート・ユーティリティは、テンプレートと一致する各ファイルを一致するファイルが検出されなくなるまで調べ、ダンプ・ファイル・セットの一部となるすべてのファイルの位置を特定します。%Uは、01から始まる2桁の整数に変換されます。

DUMPFILEパラメータでのファイル指定にセット全体が含まれている場合は、インポート・ユーティリティでセット全体の位置を特定するための十分な情報がファイルに含まれます。ファイルの名前、位置または順序は、エクスポート時と同じである必要はありません。


例

次に、インポートのDUMPFILEパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのDUMPFILEパラメータで示した例を実行して、ダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「DUMPFILE」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=dpump_dir2:exp1.dmp, exp2%U.dmp


exp1.dmpダンプ・ファイルに、ディレクトリ・オブジェクト(dpump_dir2)が指定されているため、インポート・ジョブは、そのファイルを検索します。また、dpump_dir1にある、exp2nn.dmpの形式のダンプ・ファイルも検索します。ログ・ファイルは、dpump_dir1に書き込まれます。




	
参照:

	
「ファイルの割当て」


	
「データのみ表モード・インポートの実行」

















ENCRYPTION_PASSWORD

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。ユーザーが値を指定します。


用途

ダンプ・ファイル・セット内の暗号化列のデータにアクセスするためのパスワードを指定します。これにより、暗号化されたダンプ・ファイル・セットへの不正なアクセスを防ぎます。


構文および説明


ENCRYPTION_PASSWORD = password


このパラメータは、エクスポート操作で暗号化パスワードが指定された場合に、インポート操作で必要になります。このパスワードは、エクスポート操作で指定されたものと同じものを指定する必要があります。


制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
データ・ポンプの暗号化機能を使用するには、Oracle Advanced Securityオプションが有効である必要があります。Oracle Advanced Securityオプションのライセンス要件の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。


	
ダンプ・ファイル・セットが暗号化の透過モードを使用して作成されている場合、ENCRYPTION_PASSWORDパラメータは無効です。


	
ENCRYPTION_PASSWORDパラメータは、ネットワーク・インポート・ジョブには無効です。


	
すべての列に対する暗号化属性は、エクスポートされた表の定義とターゲット表で一致している必要があります。たとえば、EMP表にEMPNOという列があるとします。次のいずれの場合も、ソース表のEMP列の暗号化属性が、ターゲット表のEMP列の暗号化属性と一致していないためエラーになります。

	
EMPNO列を暗号化してEMP表をエクスポートし、表をインポートする前にEMPNO列から暗号化属性を削除する。


	
EMPNO列を暗号化せずにEMP表をエクスポートし、表をインポートする前にEMPNO列の暗号化を有効にする。








例

次の例では、暗号化パスワード123456を指定する必要があります。これは、ダンプ・ファイルdpcd2be1.dmpの作成時に、そのパスワードが指定されたためです(「ENCRYPTION_PASSWORD」を参照)。


> impdp hr TABLES=employee_s_encrypt DIRECTORY=dpump_dir
  DUMPFILE=dpcd2be1.dmp ENCRYPTION_PASSWORD=123456


インポート操作時、エクスポート操作時に暗号化されたemployee_s_encrypt表のすべての列は、複合化されてからインポートされます。





ESTIMATE

デフォルト: BLOCKS


用途

このパラメータによって、ネットワーク・インポート操作のソース・システムで、データの生成量が見積もられます。


構文および説明


ESTIMATE=[BLOCKS | STATISTICS]


ESTIMATEパラメータでは、次の値を選択できます。

	
BLOCKS: 見積りは、ソース・オブジェクトで使用されるデータベース・ブロックの数に、適切なブロック・サイズを掛けて計算されます。


	
STATISTICS: 見積りは、表別の統計を使用して計算されます。この方法による見積りをできるかぎり正確にするには、すべての表を新しく分析しておく必要があります。(表の分析は、SQL ANALYZE文またはDBMS_STATS PL/SQLパッケージのいずれかで実行可能です。)




生成される見積りは、インポート・ジョブの完了率の確認に使用されます。


制限事項

	
インポートのESTIMATEパラメータは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合のみ有効です。


	
インポート・ソースがダンプ・ファイル・セットの場合、ロードされるデータの量がすでにわかっているため、完了率は自動的に計算されます。


	
QUERYまたはREMAP_DATAパラメータのいずれかを使用している場合は、見積りが不正確になることがあります。





例

次の例では、source_database_linkにソース・データベースに対する有効なリンク名を指定します。


> impdp hr TABLES=job_history NETWORK_LINK=source_database_link
  DIRECTORY=dpump_dir1 ESTIMATE=STATISTICS 


hrスキーマのjob_history表が、ソース・データベースからインポートされます。デフォルトでログ・ファイルが作成され、dpump_dir1ディレクトリ・オブジェクトで示されたディレクトリに書き込まれます。ジョブが開始すると、表の統計に基づいて、そのジョブの見積りが計算されます。






EXCLUDE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポート・ジョブから除外するオブジェクトおよびオブジェクト型を指定して、インポートの対象となるメタデータをフィルタ処理できます。


構文および説明


EXCLUDE=object_type[:name_clause] [, ...]


object_typeは除外するオブジェクトのタイプを指定します。DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、object_typeの有効な値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。

指定したインポート・モードでは、EXCLUDE文に指定されたオブジェクト型を除き、ソースに含まれるすべてのオブジェクト型およびその依存オブジェクトが含まれます。オブジェクトが除外されると、そのオブジェクトのすべての依存オブジェクトも除外されます。たとえば、表を除外すると、その表のすべての索引およびトリガーも除外されます。

name_clauseは、オプションです。これを使用すると、あるオブジェクト型のうち、特定のオブジェクトをファイングレイン選択できます。その型のオブジェクト名に対するフィルタとして使用されるSQL式です。SQL演算子および指定した型のオブジェクト名の比較対象となる値で構成されています。name_clauseは、名前付きのインスタンスを持つオブジェクト型にのみ適用されます(たとえば、TABLEおよびVIEWには適用されますが、GRANTには適用されません)。それは、コロンでオブジェクト型と区切り、二重引用符(一重引用符は名前文字列を区切るために必要なため)で囲む必要があります。たとえば、EXCLUDE=INDEX:"LIKE 'DEPT%'"と設定した場合、deptで始まる名前を持つすべての索引を除外できます。

name_clauseに指定する名前は、データベース内の既存のオブジェクトに、大文字と小文字も含めて完全に一致させる必要があります。たとえば、指定するname_clauseがEMPLOYEESという表に対するものだった場合は、すべてが大文字のEMPLOYEESという表が存在する必要があります。name_clauseに対してEmployees、employeesなどを指定した場合、表は検出されません。

2つ以上のEXCLUDE文を指定できます。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。




	
参照:

「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」







次の項で説明するとおり、特定のオブジェクト(特にCONSTRAINT、GRANTおよびUSER)を除外対象として指定した場合の効果を認識しておく必要があります。


制約の除外

次の制約は除外できません。

	
NOT NULL制約。


	
表の作成とロードを正常に行うために必要な制約。たとえば、索引構成表の主キー制約、REF列を持つ表のREF SCOPEおよびWITH ROWID制約など。




次に、EXCLUDE文の例およびその解釈を示します。

	
EXCLUDE=CONSTRAINTは、NOT NULL制約および表の正常な作成およびロードに必要な制約を除き、すべての非参照制約を除外します。


	
EXCLUDE=REF_CONSTRAINTは、参照整合性(外部キー)制約を除外します。





権限とユーザーの除外

EXCLUDE=GRANTを指定すると、すべてのオブジェクト型に対するオブジェクト権限およびシステム権限が除外されます。

EXCLUDE=USERを指定すると、ユーザーの定義のみが除外され、そのユーザーのスキーマ内のオブジェクトは除外されません。

特定のユーザーとそのユーザーのすべてのオブジェクトを除外するには、次のコマンドを指定します(hrは除外するユーザーのスキーマ名です)。

impdp FULL=YES DUMPFILE=expfull.dmp EXCLUDE=SCHEMA:"='HR'"

ここで、インポート・モードがFULLに指定されていることに注意してください。モードを指定しなかった場合は、デフォルト・モードのSCHEMASが使用されます。その場合は、スキーマをインポートすると同時に除外するようコマンドが指示することになるため、エラーが発生します。

EXCLUDE=USER:"= 'HR'"などの文を使用してユーザーを除外しようとすると、DDL文CREATE USER hr のみが除外され、期待した結果が得られない場合があります。


制限事項

	
EXCLUDEおよびINCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。





例

DBAまたはDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを持つ他のユーザーが、パラメータ・ファイルexclude.parで次のように実行するとします。(例を試す場合は、このファイルを作成する必要があります。)


EXCLUDE=FUNCTION
EXCLUDE=PROCEDURE
EXCLUDE=PACKAGE
EXCLUDE=INDEX:"LIKE 'EMP%' "


次のコマンドを発行します。このコマンドでは、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp system DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp PARFILE=exclude.par


expfull.dmpダンプ・ファイルから、empで始まる名前を持つファンクション、プロシージャ、パッケージおよび索引を除くすべてのデータがロードされます。




	
参照:

EXCLUDEパラメータを使用した場合の効果の詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。












FLASHBACK_SCN

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポートで使用されるシステム変更番号(SCN)を指定して、フラッシュバック・ユーティリティを使用可能にします。


構文および説明


FLASHBACK_SCN=scn_number


インポート操作は、指定したscn_numberまでの一貫性のあるデータを使用して実行されます。




	
注意:

ロジカル・スタンバイ・システムでは、ロジカル・スタンバイによってSCNが選択されるため、FLASHBACK_SCNパラメータは無視されます。ロジカル・スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。








制限事項

	
FLASHBACK_SCNパラメータは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合のみ有効です。


	
FLASHBACK_SCNパラメータは、Oracle Databaseのフラッシュバック問合せ機能にのみ関係します。フラッシュバック・データベース、フラッシュバック削除およびフラッシュバック・データ・アーカイブには適用できません。


	
FLASHBACK_SCNおよびFLASHBACK_TIMEは、相互に排他的なパラメータです。





例

次に、FLASHBACK_SCNパラメータの使用例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 FLASHBACK_SCN=123456 
NETWORK_LINK=source_database_link


この例のsource_database_linkには、データのインポート元であるソース・データベース名を指定します。






FLASHBACK_TIME

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポートで使用されるシステム変更番号(SCN)を指定して、フラッシュバック・ユーティリティを使用可能にします。


構文および説明


FLASHBACK_TIME="TO_TIMESTAMP()"


指定された時刻に最も近いSCNを検出し、このSCNを使用してフラッシュバック・ユーティリティを使用可能にします。インポート操作は、このSCNまでの一貫性のあるデータを使用して実行されます。TO_TIMESTAMPの値は引用符で囲まれるため、パラメータ・ファイルに記述することをお薦めします。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。




	
注意:

ロジカル・スタンバイ・システムでは、ロジカル・スタンバイによってSCNが選択されるため、FLASHBACK_TIMEパラメータは無視されます。ロジカル・スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。








制限事項

	
このパラメータは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合にのみ有効です。


	
FLASHBACK_TIMEパラメータは、Oracle Databaseのフラッシュバック問合せ機能にのみ関係します。フラッシュバック・データベース、フラッシュバック削除およびフラッシュバック・データ・アーカイブには適用できません。


	
FLASHBACK_TIMEおよびFLASHBACK_SCNは、相互に排他的なパラメータです。





例

DBMS_FLASHBACK.ENABLE_AT_TIMEプロシージャで使用可能な形式で時刻を指定できます。たとえば、次の内容のパラメータ・ファイルflashback_imp.parを作成したとします。


FLASHBACK_TIME="TO_TIMESTAMP('25-08-2008 14:35:00', 'DD-MM-YYYY HH24:MI:SS')"


次のコマンドを発行します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 PARFILE=flashback_imp.par NETWORK_LINK=source_database_link


インポート操作は、指定した時間に最も近いSCNと整合性のあるデータで実行されます。




	
参照:

フラッシュバックの使用方法の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。












FULL

デフォルト: YES


用途

全データベース・インポートの実行を指定します。


構文および説明


FULL=YES


FULL=YESの値は、ソース(ダンプ・ファイル・セットまたは他のデータベース)からのすべてのデータおよびメタデータがインポートされることを示します。

このモードを使用したインポート対象を、フィルタ処理によってより詳細に制限できます(詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください)。

NETWORK_LINKパラメータが使用され、インポート・ジョブを実行するUSERIDがターゲット・データベースのDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを持っている場合、そのユーザーは、ソース・データベースのDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールも持っている必要があります。

ファイルのインポート権限が付与されていないユーザーの場合は、自分のスキーマにマップするスキーマのみインポートされます。

FULLは、ファイル・ベース・インポートを実行する際のデフォルト・モードです。


例

次に、FULLパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DUMPFILE=dpump_dir1:expfull.dmp FULL=YES 
LOGFILE=dpump_dir2:full_imp.log


この例では、expfull.dmpダンプ・ファイルのすべての内容をインポートします。ここでは、DIRECTORYパラメータは指定されていません。そのため、DUMPFILEパラメータおよびLOGFILEパラメータの両方にディレクトリ・オブジェクトを指定する必要があります。例に示すとおり、ディレクトリ・オブジェクトは、別のものを指定することができます。





HELP

デフォルト: NO


用途

インポート・ユーティリティのオンライン・ヘルプを表示します。


構文および説明


HELP=YES


HELP=YESが指定されている場合は、インポート・ユーティリティのすべてのコマンドライン・パラメータと対話方式コマンドの要約が表示されます。


例


> impdp HELP = YES


この例では、すべてのインポート・パラメータおよびコマンドの簡単な説明が表示されます。






INCLUDE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

現行のインポート・モードにオブジェクトとオブジェクト型を指定して、インポート対象のメタデータをフィルタ処理できます。


構文および説明


INCLUDE = object_type[:name_clause] [, ...]


object_typeは含めるオブジェクトのタイプを指定します。DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、object_typeの有効な値の一覧を表示できます。OBJECT_PATH列にリストされる値が有効なオブジェクト・タイプです。

INCLUDE文に明示的に指定した、ソース内のオブジェクト型とその依存オブジェクトのみがインポートされます。

name_clauseは、オプションです。これを使用すると、あるオブジェクト型のうち、特定のオブジェクトをファイングレイン選択できます。その型のオブジェクト名に対するフィルタとして使用されるSQL式です。SQL演算子および指定した型のオブジェクト名の比較対象となる値で構成されています。このname_clauseは、名前付きのインスタンスを持つオブジェクト型にのみ適用されます(たとえば、TABLEには適用されますが、GRANTには適用されません)。それは、コロンでオブジェクト型と区切り、二重引用符(一重引用符は名前文字列を区切るために必要なため)で囲む必要があります。

name_clauseに指定する名前は、データベース内の既存のオブジェクトに、大文字と小文字も含めて完全に一致させる必要があります。たとえば、指定するname_clauseがEMPLOYEESという表に対するものだった場合は、すべてが大文字のEMPLOYEESという表が存在する必要があります。name_clauseに対してEmployees、employeesなどを指定した場合、表は検出されません。

2つ以上のINCLUDE文を指定できます。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。

DATABASE_EXPORT_OBJECTS(全体モードの場合)、SCHEMA_EXPORT_OBJECTS(スキーマ・モードの場合)、TABLE_EXPORT_OBJECTS(表および表領域モードの場合)ビューを問い合せて、INCLUDEパラメータで使用する有効なパスの一覧を表示できます。


制限事項

	
INCLUDEおよびEXCLUDEは、相互に排他的なパラメータです。





例

DBAまたはDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを持つ他のユーザーが、パラメータ・ファイルimp_include.parで次のように実行するとします。


INCLUDE=FUNCTION
INCLUDE=PROCEDURE
INCLUDE=PACKAGE
INCLUDE=INDEX:"LIKE 'EMP%' "


次のコマンドを発行します。


> impdp system SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp 
PARFILE=imp_include.par


この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。

このインポートでは、hrスキーマのファンクション、プロシージャ、パッケージ、および名前がEMPで始まる索引のみロードされます。これは特権モードのインポート(ユーザーにDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールがある)ですが、USERオブジェクト型がINCLUDE文に指定されていないため、スキーマ定義はインポートされません。





JOB_NAME

デフォルト: SYS_<IMPORTまたはSQLFILE>_<mode>_NNという書式のシステム生成による名前


用途

ジョブ名は、ジョブへの接続にATTACHパラメータを使用したり、DBA_DATAPUMP_JOBSまたはUSER_DATAPUMP_JOBSビューを使用してジョブを指定する場合など、後続処理でインポート・ジョブを指定するために使用されます。


構文および説明


JOB_NAME=jobname_string


jobname_stringには、このインポート・ジョブの名前を、30バイト以内で指定します。これらのバイトは印字可能文字と空白を表します。空白を含む場合は、一重引用符で囲みます(たとえば、'Thursday Import'とします)。ジョブ名は、インポート操作を実行しているユーザーのスキーマによって暗黙的に修飾されます。ジョブ名は、マスター表の名前として使用されます(マスター表はエクスポート・ジョブを制御します)。

デフォルトのジョブ名はSYS_IMPORT_mode_NNまたはSYS_SQLFILE_mode_NNという形式で、システムによって生成されます。NNは、01から始めて増加する2桁の整数です。デフォルト名は、'SYS_IMPORT_TABLESPACE_02'などです。


例

次に、JOB_NAMEパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp JOB_NAME=impjob01





KEEP_MASTER

デフォルト: NO


用途

正常に完了したデータ・ポンプ・ジョブの最後に、マスター表を削除するか、または保持するかを示します。ジョブが正常に完了しなかった場合、マスター表は自動的に保持されます。


構文および説明


KEEP_MASTER=[YES | NO]



制限事項

	
なし





例


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp KEEP_MASTER=YES






LOGFILE

デフォルト: import.log


用途

インポート・ジョブのログ・ファイルの名前を指定します。オプションで、そのログ・ファイルのディレクトリ・オブジェクトを指定します。


構文および説明


LOGFILE=[directory_object:]file_name


directory_objectには、DBAによって作成済で、自分にアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトを指定する必要があります。この指定は、DIRECTORYパラメータに指定されたディレクトリ・オブジェクトよりも優先されます。デフォルトでは、DIRECTORYパラメータに指定されているディレクトリ・オブジェクトによって参照されるディレクトリ内に、import.logが作成されます。

file_nameに指定したファイルがすでに存在する場合、そのファイルは上書きされます。

処理中の作業、完了した作業および発生したエラーに関するすべてのメッセージがログ・ファイルに書き込まれます。(ジョブのリアルタイムの状態を把握するには、対話方式モードでSTATUSコマンドを使用します。)

NOLOGFILEパラメータが指定されていないかぎり、常に、ログ・ファイルは作成されます。ダンプ・ファイル・セットと同様に、ログ・ファイルの基準となるのは、クライアントではなく、サーバーです。




	
注意:

データ・ポンプ・インポート・ユーティリティは、データベースのキャラクタ・セットを使用してログ・ファイルに書込みを行います。クライアントのNLS_LANG環境にデータベースのキャラクタ・セットと異なるキャラクタ・セットを設定した場合は、ログ・ファイル内の表の名前が、クライアントの出力画面に表示される名前と異なることがあります。








制限事項

	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用してデータ・ポンプ・インポートを実行する場合、LOGFILEパラメータは、Oracle ASMの+表記法を使用せずにディレクトリ・オブジェクトを指定する必要があります。つまり、ログ・ファイルはディスク・ファイルに書き込まれ、Oracle ASMの記憶域には書き込まれません。かわりに、NOLOGFILE=YESを指定することもできます。ただし、この場合はログ・ファイルの書込みは行われません。





例

次に、LOGFILEパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr SCHEMAS=HR DIRECTORY=dpump_dir2 LOGFILE=imp.log
 DUMPFILE=dpump_dir1:expfull.dmp


LOGFILEパラメータにはディレクトリ・オブジェクトが指定されていないため、ログ・ファイルは、DIRECTORYパラメータに指定したディレクトリ・オブジェクトに書き込まれます。




	
参照:

	
「STATUS」


	
Oracle Automatic Storage Managementおよびディレクトリ・オブジェクトの詳細は、「Oracle Automatic Storage Managementを使用可能にした場合のディレクトリ・オブジェクトの使用方法」を参照してください。
















MASTER_ONLY

デフォルト: NO


用途

マスター表の内容を確認できるように、マスター表のみをインポートしてジョブを停止するかどうかを示します。


構文および説明


MASTER_ONLY=[YES | NO]



制限事項

	
NETWORK_LINKパラメータも指定する場合、MASTER_ONLY=YESはサポートされません。





例


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp MASTER_ONLY=YES





METRICS

デフォルト: NO


用途

ジョブに関する詳細情報をデータ・ポンプ・ログ・ファイルに記録するかどうかを示します。


構文および説明


METRICS=[YES | NO]


METRICS=YESを使用すると、オブジェクト数および経過時間がデータ・ポンプ・ログ・ファイルに記録されます。


制限事項

	
なし





例


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp METRICS=YES






NETWORK_LINK

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

有効なデータベース・リンクによって指定される(ソース)データベースからのインポートを使用可能にします。ソース・データベース・インスタンスのデータは、接続されたデータベース・インスタンスに直接書き込まれます。


構文および説明


NETWORK_LINK=source_database_link


NETWORK_LINKパラメータは、データベース・リンクを使用してインポートを開始します。つまり、impdpクライアントの接続先となるシステムから、source_database_linkで指定されたソース・データベースに接続し、そこからデータを取り出して、接続されたインスタンスのデータベースに直接書き込みます。ダンプ・ファイルは含まれません。

source_database_linkには、使用可能なデータベースへのデータベース・リンク名を指定する必要があります。対象インスタンスのデータベースにデータベース・リンクが指定されていない場合、ユーザーまたはDBAが、SQL CREATE DATABASE LINK文を使用してデータベース・リンクを作成する必要があります。

トランスポータブル・メソッドを使用してネットワーク・インポートを実行する場合は、インポートを開始する前に、ソース・データ・ファイルをターゲット・データベースにコピーする必要があります。

ソース・データベースが読取り専用の場合、接続されたユーザーは、デフォルト一時表領域として割り当てられたローカル管理一時表領域をソース・データベース上に持つ必要があります。それ以外の場合、ジョブは失敗します。

このパラメータは、FLASHBACK_SCN、FLASHBACK_TIME、ESTIMATE、TRANSPORT_TABLESPACESまたはTRANSPORTABLEのいずれかのパラメータを指定する場合に必要です。




	
注意:

暗号化されていないネットワーク・リンクを介してインポート操作が行われる場合、すべてのデータはクリア・テキストとしてインポートされます。これは、データがデータベースで暗号化されている場合でも同様です。ネットワーク・セキュリティの詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。










	
参照:

	
データベース・リンクの詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。


	
CREATE DATABASE LINK文の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
ローカル管理表領域の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。













制限事項

	
ContentTypeセットがあるSecureFiles、または現在Oracle Database File System Linksを介してSecureFilesセグメントの外に格納されているSecureFilesが表に含まれている場合、インポートのNETWORK_LINKパラメータはサポートされません。


	
ネットワーク・インポートは進化した型の使用をサポートしません。


	
ネットワーク・インポートはLONG列をサポートしません。


	
データ・ポンプ操作がネットワーク・リンクを介して行われる場合、ソース・データベースとターゲット・データベースのバージョンの差違が1バージョン以下である必要があります。たとえば、1つのデータベースがOracle Database 11gの場合、他のデータベースは11gまたは10gのいずれかである必要があります。データ・ポンプがチェックするのはメジャー・バージョン番号のみ(10g、11gなど)で、具体的なリリース番号(10.1、10.2、11.1、11.2など)ではありません。


	
インポート・ジョブを実行するUSERIDがターゲット・データベースのDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを持っている場合、そのユーザーは、ソース・データベースのDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールも持っている必要があります。


	
データ・ポンプ・インポートでサポートされているデータベース・リンクのタイプは、パブリック、固定ユーザーおよび接続ユーザーのみです。現在のユーザーのデータベース・リンクは、サポートされていません。


	
ネットワーク・モード・インポートではパラレル問合せ(PQ)スレーブは使用されません。「ネットワーク・モード・インポートにおけるPARALLELの使用」を参照してください。





例

次の例では、source_database_linkを有効なデータベース・リンクの名前に置き換えます。


> impdp hr TABLES=employees DIRECTORY=dpump_dir1
NETWORK_LINK=source_database_link EXCLUDE=CONSTRAINT


この例では、ソース・データベースからemployees 表(制約を除く)がインポートされます。ログ・ファイルは、DIRECTORYパラメータに指定したdpump_dir1に書き込まれます。






NOLOGFILE

デフォルト: NO


用途

デフォルトでログ・ファイルを作成するかどうかを指定します。


構文および説明


NOLOGFILE=[YES | NO]


NOLOGFILE=YESを指定すると、ログ・ファイルは作成されません。ただし、進捗とエラーに関する情報が、接続されているいずれかのクライアント(オリジナルのエクスポート操作を開始したクライアントを含む)の標準出力デバイスに書き込まれます。実行中のジョブに接続されているクライアントが存在しないときにNOLOGFILE=YESを指定すると、重要な進捗情報およびエラー情報が失われる危険性があります。


例

次に、NOLOGFILEパラメータの使用例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp NOLOGFILE=YES


このコマンドを実行すると、expfull.dmpダンプ・ファイルの全体インポート・モード(ファイル・ベース・インポートのデフォルト)が実行されます。NOLOGFILEにYESが設定されているため、ログ・ファイルは書き込まれません。






PARALLEL

デフォルト: 1


用途

インポート・ジョブのために動作するアクティブな実行プロセスの最大数を指定します。


構文および説明


PARALLEL=integer


integerに指定する値によって、インポート・ジョブのために動作するアクティブな実行プロセスの最大数が指定されます。この実行セットはワーカー・プロセスおよびパラレルI/Oサーバーの処理の組合せで構成されています。パラレルI/O操作でパラレル実行コーディネータとして動作するマスター制御プロセス、アイドル状態のワーカーおよびワーカー・プロセスは、この合計数には加算されません。このパラメータを使用して、リソース消費と経過時間のバランスをとることができます。

インポートのソースがファイルで構成されるダンプ・ファイル・セットの場合、同じファイルから複数のプロセスが読取り可能ですが、パフォーマンスは、I/O競合によって制限されます。

ジョブの実行中にPARALLELの値を増減するには、対話方式コマンド・モードを使用します。

並列度は、ユーザー・データおよびパッケージ本体のロード、索引の作成に使用します。




	
参照:

「リソース消費の制御」








ネットワーク・モード・インポートにおけるPARALLELの使用

ネットワーク・モード・インポート中、PARALLELパラメータによって、ジョブに割り当てることができるワーカー・プロセスの最大数が定義されます。ネットワーク・モード・インポート中のPARALLELパラメータの影響を理解するには、データ・ポンプによって定義されるtable_dataオブジェクトの概念を理解することが重要です。データ・ポンプでは、データを移動するとき、次の項目を個々のtable_dataオブジェクトとみなします。

	
完全な表(パーティションまたはサブパーティションされていないもの)


	
パーティション(表がパーティション化されているがサブパーティション化されていない場合)


	
サブパーティション(表がサブパーティション化されている場合)




次に例を示します。

	
非パーティション表scott.non_part_tableには次の1つのtable_dataオブジェクトがあります。

scott.non_part_table


	
パーティション表scott.part_table(パーティションp1とパーティションp2を持つ)には次の2つのtable_dataオブジェクトがあります。

scott.part_table:p1

scott.part_table:p2


	
サブパーティション表scott.sub_part_table(パーティションp1とp2、およびサブパーティションp1s1、p1s2、p2s1およびp2s2を持つ)には次の4つのtable_dataオブジェクトがあります。

scott.sub_part_table:p1s1

scott.sub_part_table:p1s2

scott.sub_part_table:p2s1

scott.sub_part_table:p2s2




ネットワーク・モード・インポート中、各table_dataオブジェクトには、PARALLELパラメータに指定された値までの独自のワーカー・プロセスが割り当てられます。ネットワーク・モード・インポートではパラレル問合せ(PQ)スレーブを使用しないため、パラレル問合せ(PQ)スレーブは割り当てられません。複数のtable_dataオブジェクトを同時にアンロードすることは可能ですが、各table_dataオブジェクトはシングル・プロセスを使用してアンロードされます。


Oracle RAC環境でのインポートにおけるPARALLELの使用

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境でPARALLEL=1としてインポート操作を実行すると、すべてのデータ・ポンプ・プロセスは、ジョブが開始されたインスタンス上に配置されます。そのため、ディレクトリ・オブジェクトは、そのインスタンスのローカル記憶域を示すことができます。

PARALLELを1より大きな値に設定してインポート操作を実行する場合は、ジョブが開始されたインスタンス以外のインスタンスにもデータ・ポンプ・プロセスを置くことができます。そのため、ディレクトリ・オブジェクトは、Oracle RACのすべてのインスタンスからアクセス可能な共有記憶域を示す必要があります。


制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。


	
表および表パーティションをパラレルで(PQスレーブを使用して)インポートするには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。





例

次に、PARALLELパラメータの使用例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=parallel_import.log 
JOB_NAME=imp_par3 DUMPFILE=par_exp%U.dmp PARALLEL=3


このコマンドは、ExportのPARALLELパラメータの例を実行した場合に作成されるダンプ・ファイル・セットをインポートします。(詳細は、「PARALLEL」を参照してください。)ダンプ・ファイル名は、par_exp01.dmp、par_exp02.dmpおよびpar_exp03.dmpです。






PARFILE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポート・パラメータ・ファイルの名前を指定します。


構文および説明


PARFILE=[directory_path]file_name


サーバーによって作成され、書き込まれるダンプ・ファイル、ログ・ファイル、SQLファイルとは異なり、パラメータ・ファイルは、impdpクライアントによってオープンされ、読み込まれます。したがって、ディレクトリ・オブジェクトの名前は不要かつ不適切です。デフォルトは、ユーザーの現行のディレクトリです。値の指定に引用符が必要なパラメータを使用する場合は、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。




	
参照:

「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」








制限事項

	
PARFILEパラメータは、パラメータ・ファイル内には指定できません。





例

パラメータ・ファイルhr_imp.parの内容は、次のとおりです。


TABLES= countries, locations, regions
DUMPFILE=dpump_dir2:exp1.dmp,exp2%U.dmp
DIRECTORY=dpump_dir1
PARALLEL=3 


このパラメータ・ファイルを指定するには、次のコマンドを実行します。


> impdp hr PARFILE=hr_imp.par


表countries、locationsおよびregionsは、ExportのDUMPFILEパラメータの例を実行した場合に作成されるダンプ・ファイル・セットからインポートされます。(詳細は、「DUMPFILE」を参照してください。)インポート・ジョブは、dpump_dir2で示される位置にあるexp1.dmpファイルを検索します。また、dpump_dir1によって示される位置にあるexp2nn.dmpの形式のすべてのダンプ・ファイルも検索します。そのジョブのログ・ファイルも、dpump_dir1に書き込まれます。






PARTITION_OPTIONS

デフォルト: パーティション名がTABLESパラメータで指定され、TRANPORTABLE=ALWAYSが(インポート操作時またはエクスポート中に)設定されている場合、デフォルトはdepartitionです。それ以外の場合、デフォルトはnoneとなります。


用途

インポート操作中に表パーティションをどのように作成するかを指定します。


構文および説明


PARTITION_OPTIONS=[NONE | DEPARTITION | MERGE]


noneの値を指定した場合、エクスポート操作が実行されたシステム上に存在していたのと同様に表が作成されます。エクスポートがパーティションまたはサブパーティション・フィルタとともにトランスポータブル・メソッドを使用して実行されている場合、noneオプションまたはmergeオプションは使用できません。そのような場合は、departitionオプションを使用する必要があります。

departitionの値を指定した場合、各パーティションまたはサブパーティションは、新しい個々の表に昇格します。新規表のデフォルト名は、表とパーティションの名前、または表とサブパーティションの名前を適切に組み合せたものとなります。

mergeの値を設定した場合、すべてのパーティションおよびサブパーティションは1つの表に統合されます。

パーティション表のインポート中の並列処理では次のような影響があります。

	
パーティション表が既存のパーティション表にインポートされた場合、データ・ポンプはPARALLELパラメータで指定される値にかかわらず、一度に1つのパーティションまたはサブパーティションのみを処理します。


	
インポート先の表がまだ存在しておらず、データ・ポンプでそれを作成する必要がある場合、インポートは、インポートが開始されたときにPARALLELパラメータで指定された並列化まで並列して実行します。





制限事項

	
ダンプ・ファイルを作成したエクスポート操作がトランスポータブル・メソッドにより実行されており、パーティションまたはサブパーティションが指定されている場合、インポート操作ではdepartitionオプションを使用する必要があります。


	
ダンプ・ファイルを作成したエクスポート操作がトランスポータブル・メソッドにより実行されている場合、インポート操作でPARTITION_OPTIONS=MERGEは使用できません。


	
非パーティション化されているオブジェクトに対する権限が存在する場合、エラー・メッセージが生成され、オブジェクトはロードされません。





例

次の例は、sh.sales表がsales.dmpという名前のダンプ・ファイルにエクスポートされていることを前提としています。ここでは、mergeオプションを使用して、sh.sales内のすべてのパーティションをscottスキーマ内の非パーティション表にマージします。


> impdp system TABLES=sh.sales PARTITION_OPTIONS=MERGE 
DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=sales.dmp REMAP_SCHEMA=sh:scott





	
参照:

PARTITION_OPTIONS=DEPARTITIONを使用したインポート操作の実行例は、「TRANSPORTABLE」を参照してください。












QUERY

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポート対象となるデータをフィルタ処理する問合せ句を指定できます。


構文および説明


QUERY=[[schema_name.]table_name:]query_clause


通常、query_clauseでは、ファイングレイン行選択のためのSQL WHERE句を使用しますが、任意のSQL句を使用できます。たとえば、ORDER BY句を使用すると、ヒープ構成表から索引構成表への移行を高速化できます。スキーマおよび表名を指定しなかった場合は、ソース・ダンプ・ファイル・セットまたはデータベース内のすべての表に問合せが適用されます(この場合、問合せは、これらのすべての表に対して有効である必要があります)。表固有の問合せは、すべての表に適用される問合せより優先されます。

特定の表に問合せを適用する場合は、表名と問合せ句をコロン(:)で区切る必要があります。表固有の問合せは複数指定できますが、1つの表に指定できるのは1つの問合せのみです。

QUERYパラメータと一緒にNETWORK_LINKパラメータを指定する場合、リモート(ソース)ノード上にあるquery_clauseで指定されるすべてのオブジェクトは、NETWORK_LINK値で明示的に修飾する必要があります。それ以外の場合、データ・ポンプではオブジェクトがローカル(ターゲット)ノード上に存在することを前提とし、存在しない場合はエラーが返され、リモート(ソース)システムからの表のインポートは失敗します。

たとえば、NETWORK_LINK=dblink1と指定した場合、QUERYパラメータのquery_clauseは、次の例に示すようにそのリンクを指定する必要があります。


QUERY=(hr.employees:"WHERE last_name IN(SELECT last_name 
FROM hr.employees@dblink1)")


オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。詳細は、「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」を参照してください。

QUERYパラメータを使用すると、外部表による方法(ダイレクト・パスによる方法ではなく)でデータベース・アクセスが実行されます。

表固有の問合せで自分のスキーマ以外のスキーマを指定するには、その特定の表に対するアクセス権限が付与されている必要があります。


制限事項

	
QUERYパラメータは次のパラメータとは併用できません。

	
CONTENT=METADATA_ONLY


	
SQLFILE


	
TRANSPORT_DATAFILES





	
表にQUERYパラメータが指定されている場合、データ・ポンプは外部表を使用してターゲット表をロードします。外部表は、SQLのINSERT文をSELECT句とともに使用します。QUERYパラメータの値は、INSERT文のSELECT部分にあるWHERE句に含まれています。QUERYパラメータにロードする表と一致する名前の列がある他の表への参照が含まれていて、これらの列が問合せで使用される場合は、表別名を使用して、ロードする表内の列と、SELECT文内の同じ名前を持つ列を区別する必要があります。ロードする表に対してデータ・ポンプで使用される表別名は、KU$です。

たとえば、sh.customers表にある顧客のクレジットの上限に基づいてsh.sales表のサブセットをインポートするとします。次の例では、KU$を使用して、sh.salesをロードするためにQUERYパラメータ内のcust_idフィールドを修飾します。この結果、データ・ポンプによって、クレジットの上限が$10,000を超える顧客の行のみがインポートされます。


QUERY='sales:"WHERE EXISTS (SELECT cust_id FROM customers c
WHERE cust_credit_limit > 10000 AND ku$.cust_id = c.cust_id)"'


表別名としてKU$を使用しないと、すべての行がロードされます。


QUERY='sales:"WHERE EXISTS (SELECT cust_id FROM customers c
WHERE cust_credit_limit > 10000 AND cust_id = c.cust_id)"'


	
QUERYに使用できる文字列の最大長は、引用符を含めて4000バイトです。つまり、許容される実際の最大長は3998バイトです。





例

次に、QUERYパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。QUERY値には引用符を使用するため、パラメータ・ファイルを使用することをお薦めします。

次の内容のパラメータ・ファイルquery_imp.parを作成したとします。


QUERY=departments:"WHERE department_id < 120"


次のコマンドを入力します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp 
  PARFILE=query_imp.par NOLOGFILE=YES


expfull.dmp内のすべての表はインポートされますが、departments表については、QUERYパラメータに指定した基準を満たすデータのみがインポートされます。






REMAP_DATA

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

REMAP_DATAパラメータを使用すると、新規データベースへの挿入時に、データを再マップできます。一般的には、プライマリ・キーを再生成して、ターゲット・データベース上の既存の表に表をインポートする場合の競合を回避するために使用されます。

ダンプ・ファイルまたはリモート・データベースのいずれかから、指定した列の値をソースとして取得するには、再マップ・ファンクションを指定します。再マップ・ファンクションを指定すると、ターゲット・データベースの元の値を置き換える再マップした値が返されます。

同じファンクションを、ダンプされる複数の列に適用できます。これは、参照制約で子と親両方の列を再マップするときに整合性を保つ必要がある場合に役立ちます。


構文および説明


REMAP_DATA=[schema.]tablename.column_name:[schema.]pkg.function


次に、各構文要素の説明を構文で出現する順に示します。

schema: 再マップされる表を含むスキーマ。デフォルトでは、これはインポートを実行するユーザーのスキーマです。

tablename: 列の再マップが行われる表。

column_name: データが再マップされる列。単一の表について再マップできる列の最大数は10です。

schema: 再マップ・ファンクションを含むユーザー作成のPL/SQLパッケージを含むスキーマ。デフォルトでは、これはインポートを実行するユーザーのスキーマです。

pkg: 再マップ・ファンクションを含むユーザー作成のPL/SQLパッケージの名前。

function: 指定した表の各行で、列表を再マップする場合にコールされるPL/SQL内のファンクションの名前。


制限事項

	
ソース引数および戻り値のデータ型はともに、表内の指定した列のデータ型と一致している必要があります。


	
再マップ・ファンクションでは、自律型トランザクション以外のコミットまたはロール・バックを実行できません。


	
単一の表について再マップできる列の最大数は10です。表aの9列と表bの8列などのように再マップできますが、各表での最大値は10です。


	
REMAP_DATAパラメータの値としてのシノニムの使用はサポートされていません。たとえば、hrスキーマ内のregions表にregnのシノニムがある場合は、regnをREMPA_DATA仕様の一部として指定した場合にエラーが返されます。


	
リモート表のLOB列データの再マッピングはサポートされません。





例

次の例では、plusxという名前のファンクションを格納するremapという名前のパッケージが作成されており、このファンクションはemployees表内のfirst_nameの値を変更すると想定しています。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expschema.dmp
TABLES=hr.employees REMAP_DATA=hr.employees.first_name:hr.remap.plusx






REMAP_DATAFILE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

ソース・データ・ファイルが参照されるすべてのSQL文(CREATE TABLESPACE、CREATE LIBRARYおよびCREATE DIRECTORY)で、ソース・データ・ファイルの名前をターゲット・データ・ファイル名に変更します。


構文および説明


REMAP_DATAFILE=source_datafile:target_datafile


データ・ファイルの再マップは、ファイル名のネーミング規則が異なるプラットフォーム間でデータベースを移動する場合に有効です。source_datafileとtarget_datafileの名前は、SQL文で指定するとおりのものである必要があります。コロンが有効なファイル指定文字として使用されるプラットフォームでの曖昧さを排除するために、データ・ファイル名は引用符で囲むことをお薦めします。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。

このパラメータを指定するには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要です。




	
参照:

「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」








例

次の内容のパラメータ・ファイルpayroll.parを作成したとします。


DIRECTORY=dpump_dir1
FULL=YES
DUMPFILE=db_full.dmp
REMAP_DATAFILE="'DB1$:[HRDATA.PAYROLL]tbs6.dbf':'/db1/hrdata/payroll/tbs6.dbf'"


次のコマンドを発行します。


> impdp hr PARFILE=payroll.par


この例では、インポート時に、すべてのSQL DDL文に対するVMSファイル指定(DR1$:[HRDATA.PAYROLL]tbs6.dbf)をUNIXファイル指定(/db1/hrdata/payroll/tbs6.dbf)に再マップします。ダンプ・ファイルdb_full.dmpは、ディレクトリ・オブジェクトdpump_dir1によって位置が示されます。






REMAP_SCHEMA

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

ソース・スキーマにあるすべてのオブジェクトをターゲット・スキーマにロードします。


構文および説明


REMAP_SCHEMA=source_schema:target_schema


複数のREMAP_SCHEMA行を指定できますが、ソース・スキーマは行ごとに異なっている必要があります。ただし、異なるソース・スキーマを同じターゲット・スキーマにマップすることはできます。インポート操作で検出できない特定のスキーマ参照があるため、マッピングは完全ではない場合があります(詳細は、次の「制限事項」を参照してください)。

再マッピング先のスキーマが存在しない場合は、インポート操作によってそのスキーマが作成されます。ただし、ソース・スキーマに必要なCREATE USERメタデータがダンプ・ファイル・セットに含まれており、ユーザーが必要な権限を所有してインポートを実行していることが条件となります。たとえば、次のExportコマンドの場合、ユーザーSYSTEMには必要な権限があるため、スキーマの作成に必要なメタデータを含むダンプ・ファイル・セットが作成されます。


> expdp system SCHEMAS=hr
Password: password

> expdp system FULL=YES
Password: password


スキーマの作成に必要なメタデータがダンプ・ファイル・セットに含まれていない場合や、ユーザーに必要な権限がない場合は、インポート操作を実行する前にターゲット・スキーマを作成しておく必要があります。これは、権限が付与されていないダンプ・ファイルには、インポート操作でスキーマを自動作成するための情報が含まれないためです。

インポート操作によってスキーマが作成された場合は、インポートの完了後、そのスキーマに有効なパスワードを割り当てて、接続できるようにする必要があります。パスワードを割り当てるSQL文(権限が必要)は、次のとおりです。


SQL> ALTER USER schema_name IDENTIFIED BY new_password 



制限事項

	
権限のないユーザーは、自分のスキーマが再マップのターゲット・スキーマの場合にのみ、スキーマの再マップを実行できます。(特権ユーザーがスキーマの再マップを実行する場合は、制限がありません。)たとえば、SCOTTは、自分のBLAKEのオブジェクトをSCOTTに再マップできますが、SCOTTは、SCOTTのオブジェクトをBLAKEに再マップすることはできません。


	
インポートで検出できない一部のスキーマ参照があるため、マッピングは完全ではない場合があります。たとえば、インポートでは、トリガー、タイプ、ビュー、プロシージャおよびパッケージの定義の本体に埋め込まれたスキーマ参照は検出されません。


	
再マップするスキーマ内の表にユーザー定義のオブジェクト型が含まれており、その表が、エクスポートされる時刻とインポートしようとする時刻の間に変更される場合、その表のインポートは失敗します。ただし、インポート操作自体は続行されます。


	
デフォルトでは、ソース・データベースのスキーマ・オブジェクトにオブジェクト識別子(OID)がある場合、それらと同じOIDを持つターゲット・データベースにインポートされます。オブジェクトがエクスポート元と同じデータベースであって異なるスキーマにインポートされた場合、新しい(インポートされた)オブジェクトのOIDは、既存のオブジェクトと同じものになり、インポートは失敗します。インポートを成功させるには、インポート時にTRANFORM=OID:Nパラメータも指定する必要があります。変換OID:Nにより新しいオブジェクトに対して新しいOIDが作成され、インポートが成功します。





例

ユーザーSYSTEMとして、次のエクスポートおよびインポート・コマンドを実行して、hrスキーマをscottスキーマに再マップするとします。


> expdp system SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp

> impdp system DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp REMAP_SCHEMA=hr:scott


この例では、インポート前にユーザーscottが存在する場合、インポートのREMAP_SCHEMAコマンドによって、hrスキーマにあるオブジェクトが既存のscottスキーマに追加されます。インポート後、scottスキーマに既存のパスワードで(パスワードの再設定なしで)接続できます。

インポート操作の実行前にユーザーscottが存在しない場合は、インポートによって、このユーザーがパスワードなしで自動作成されます。これは、ダンプ・ファイルhr.dmpが、スキーマの作成に必要なメタデータを含むダンプ・ファイルを作成する権限を所有するSYSTEMによって作成されたためです。ただし、インポート完了後に、ターゲット・データベース上のscottのパスワードを再設定しないかぎり、インポートの完了時にscottには接続できません。






REMAP_TABLE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポート操作中に、表の名前を変更できます。


構文および説明

次のいずれかの構文を使用できます(下記の「使用上の注意」を参照)。


REMAP_TABLE=[schema.]old_tablename[.partition]:new_tablename


または


REMAP_TABLE=[schema.]old_tablename[:partition]:new_tablename


REMAP_TABLEパラメータを使用して表全体の名前を変更するか、表を非パーティションする場合の表のパーティションを変更できます。(詳細は、「PARTITION_OPTIONS」を参照してください。)

これを使用して、エクスポートした表パーティションの自動ネーミングを上書きすることもできます。


使用上の注意

最初の構文では、REMAP_TABLE=A.B:Cを指定すると、インポートによってAはスキーマ名、Bは古い表名、Cは新しい表名とみなされることに注意してください。最初の構文を使用して、非パーティション表にするパーティションの名前を変更するには、スキーマ名を指定する必要があります。

2番目の構文を使用して、非パーティション表にするパーティションの名前を変更するには、古い表名で指定します。スキーマ名は必要ありません。


制限事項

	
インポートによって作成されたオブジェクトのみ、再マップされます。既存の表は再マップされないことに注意してください。


	
再マップする表が同じスキーマ内に名前付きの制約を持っていて、表の作成時に制約を作成する必要がある場合、REMAP_TABLEパラメータは機能しません。





例

次の例では、REMAP_TABLEパラメータを使用して、employees表をempsという新しい名前に変更します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expschema.dmp
TABLES=hr.employees REMAP_TABLE=hr.employees:emps 






REMAP_TABLESPACE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

ターゲット表領域に作成するソース表領域内の永続データを使用して、インポート用に選択されたすべてのオブジェクトを再マップします。


構文および説明


REMAP_TABLESPACE=source_tablespace:target_tablespace


複数のREMAP_TABLESPACEパラメータを指定できますが、ソース表領域はパラメータごとに1つのみです。ターゲット・スキーマのターゲット表領域には、十分な割当て制限が必要です。

データ・ポンプ・インポートで表領域を再マップする唯一の方法は、REMAP_TABLESPACEパラメータを使用することです。これは、オリジナルのインポート・ユーティリティの機能よりも簡単で正確な方法です。その方法には、表領域の副次句の数など多くの制限事項があり、一部のDDLコマンドを正常に実行できない場合がありました。

これに対し、REMAP_TABLESPACEパラメータを使用するデータ・ポンプ・インポートの方法は、ユーザーを含むすべてのオブジェクトに対して、DDL文に含まれる表領域副次句の数にかかわりなく有効に使用できます。


制限事項

	
データ・ポンプ・インポートで再マップ可能なトランスポータブル・インポートの表領域は、互換性レベルが10.1以降に設定されているデータベースにあるもののみです。


	
インポートによって作成されたオブジェクトのみ、再マップされます。特に、既存の表の表領域は、TABLE_EXISTS_ACTIONがSKIP、TRUNCATEまたはAPPENDに設定されている場合は、再マップされません。





例

次に、REMAP_TABLESPACEパラメータの使用例を示します。


> impdp hr REMAP_TABLESPACE=tbs_1:tbs_6 DIRECTORY=dpump_dir1
  DUMPFILE=employees.dmp 





REUSE_DATAFILES

デフォルト: NO


用途

インポート・ジョブで、表領域の作成に既存のデータ・ファイルを再利用するかどうかを指定します。


構文および説明


REUSE_DATAFILES=[YES | NO]


デフォルト(n)が使用され、CREATE TABLESPACE文で指定されているデータ・ファイルがすでに存在する場合は、CREATE TABLESPACE文の失敗によるエラー・メッセージが発行されますが、インポート・ジョブは続行されます。

このパラメータにYを指定すると、既存のデータ・ファイルが再度初期化されます。




	
注意:

REUSE_DATAFILES=YESを指定すると、データが失われる場合があります。








例

次に、REUSE_DATAFILESパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp LOGFILE=reuse.log
REUSE_DATAFILES=YES


この例では、expfull.dmpファイルのCREATE TABLESPACE文で指定されたデータ・ファイルを再度初期化します。






SCHEMAS

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

スキーマ・モード・インポートの実行を指定します。


構文および説明


SCHEMAS=schema_name [,...]


DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールがある場合は、インポートするスキーマのリストをこのパラメータで指定して、スキーマ・モードのインポートを実行できます。まず、システムおよびロールの権限、パスワード履歴などを含むユーザー定義がインポートされます(存在しない場合)。次に、スキーマ内のすべてのオブジェクトがインポートされます。権限のないユーザーは、自分のスキーマか、自分のスキーマに再マップされるスキーマのみを指定できます。この場合、スキーマ定義についての情報はインポートされず、その定義内に含まれているオブジェクトのみがインポートされます。

このインポート・モードを使用したインポート対象を、フィルタ処理によって制限できます。詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

スキーマ・モードは、ネットワーク・ベース・インポートを実行する際のデフォルト・モードです。


例

次に、SCHEMASパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのSCHEMASパラメータで示した例を実行して、expdat.dmpファイルを作成できます。詳細は、「SCHEMAS」を参照してください。


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 LOGFILE=schemas.log
DUMPFILE=expdat.dmp


hrスキーマは、expdat.dmpファイルからインポートされます。ログ・ファイルschemas.logは、dpump_dir1に書き込まれます。






SERVICE_NAME

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

CLUSTERパラメータと組み合せて使用するサービス名を指定するために使用します。


構文および説明


SERVICE_NAME=name


SERVICE_NAMEパラメータをCLUSTER=YESパラメータとともに使用して、リソース・グループに属しているOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)インスタンス群(通常は全Oracle RACインスタンスのサブセット)を定義するリソース・グループに関連付けられている、既存のサービスを指定できます。

サービス名は、リソース・グループおよびそのリソース・グループに対して定義されたインスタンスを決定する目的でのみ使用されます。ジョブが開始されたインスタンスは、そのインスタンスがリソース・グループに含まれているかどうかとは関係なく、常に使用されます。

SERVICE_NAMEパラメータは、CLUSTER=NOと同時に指定されると、無視されます。

インスタンスA、B、CおよびDを含むOracle RAC構成があります。インスタンスA、BおよびCのみで構成されるリソース・グループを持つmy_serviceというサービスが存在するとします。そのような場合は、次の内容が成立します。

	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=YESを指定し(またはデフォルトのYESをそのまま使用し)、SERVICE_NAMEパラメータを指定しない場合、データ・ポンプは指定の並列度に応じてすべてのインスタンス(A、B、CおよびD)にワーカーを作成します。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=YESおよびSERVICE_NAME=my_serviceを指定した場合、ワーカーは、インスタンスA、BおよびCのみで開始可能です。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスDで開始し、CLUSTER=YESおよびSERVICE_NAME=my_serviceを指定した場合、ワーカーは、インスタンスA、B、CおよびDのみで開始可能です。インスタンスDはmy_serviceに存在しませんが、インスタンスDはジョブが開始されたインスタンスであるため含まれています。


	
データ・ポンプ・ジョブをインスタンスAで開始し、CLUSTER=NOを指定した場合、SERVICE_NAMEパラメータを指定しても無視され、すべてのプロセスがインスタンスAで開始されます。







	
参照:

「CLUSTER」








例


> impdp system DIRECTORY=dpump_dir1 SCHEMAS=hr
  SERVICE_NAME=sales NETWORK_LINK=dbs1


この例では、hrスキーマのスキーマ・モード・ネットワーク・インポートを開始します。コマンドラインではCLUSTER=YESは指定されていませんが、それはデフォルトの動作なので、ジョブではサービス名salesに関連付けられたリソース・グループのすべてのインスタンスが使用されます。dbs1のNETWORK_LINK値は、データのインポート元であるソース・データベース名に置き換えます。(これはネットワーク・インポートであるため、ダンプ・ファイルは生成されません。)

NETWORK_LINKパラメータは、単にこの例の一部として使用されています。SERVICE_NAMEパラメータの使用時は必須ではありません。





SKIP_UNUSABLE_INDEXES

デフォルト: Oracle Databaseの構成パラメータSKIP_UNUSABLE_INDEXESの値


用途

インポートで、(システムまたはユーザーのいずれかによって)索引使用禁止に設定されている索引を持つ表をロードするかどうかを指定します。


構文および説明


SKIP_UNUSABLE_INDEXES=[YES | NO]


SKIP_UNUSABLE_INDEXESがYESに設定されているときに、索引が使用禁止の状態になっている表またはパーティションが検出された場合、その表やパーティションは、使用禁止の索引が存在しない場合と同様にロードされます。

SKIP_UNUSABLE_INDEXESがNOに設定されているときに、索引が使用禁止の表またはパーティションが検出された場合、その表やパーティションはロードされません。索引が使用禁止に設定されていない他の表に対しては、行の挿入時に更新が行われます。

SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータが指定されていない場合は、Oracle Databaseの構成パラメータSKIP_UNUSABLE_INDEXESの設定値(デフォルト値はy)が参照され、使用禁止の索引の処理が決定されます。

制約の施行に使用される索引に使用禁止のマークが付けられている場合、その表にデータはインポートされません。




	
注意:

このパラメータは、データを既存の表にインポートする場合にのみ有効です。インポート処理の一環として表が作成される場合は、表と索引が新規に作成され、使用禁止のマークは付けられないため、このパラメータによる実質的な効果はありません。








例

次に、SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp LOGFILE=skip.log
SKIP_UNUSABLE_INDEXES=YES





SOURCE_EDITION

デフォルト: オブジェクトがフェッチされるリモート・ノード上のデフォルトのデータベース・エディション


用途

オブジェクトがフェッチされるリモート・ノード上のデータベース・エディションを指定します。


構文および説明


SOURCE_EDITION=edition_name


SOURCE_EDITION=edition_nameを指定すると、そのエディションのオブジェクトがインポートされます。データ・ポンプは、変更されずに継承されているすべてのオブジェクトと、変更されているすべての実際のオブジェクトを選択します。

このパラメータが指定されていない場合は、デフォルトのエディションが使用されます。指定されたエディションが存在しない場合や使用できない場合は、エラー・メッセージが返されます。




	
参照:

	
エディションの作成方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
エディション機能(継承されたオブジェクトと実際のオブジェクトも含む)の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。













制限事項

	
SOURCE_EDITIONパラメータがインポート操作で有効なのは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合のみです。詳細は、「NETWORK_LINK」を参照してください。


	
このパラメータは、バージョニング可能な同じオブジェクトのバージョンがデータベース内に2つ以上ある場合にのみ有効です。


	
ジョブ・バージョンは、11.2以上に設定されている必要があります。詳細は、「VERSION」を参照してください。





例

次に、インポートのSOURCE_EDITIONパラメータの使用例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 SOURCE_EDITION=exp_edition
NETWORK_LINK=source_database_link EXCLUDE=USER


この例は、オブジェクトのインポート元となるexp_editionというエディションがシステム上に存在することを前提としています。インポート・モードは指定されていないため、デフォルトのスキーマ・モードが使用されます。source_database_linkは、データのインポート元であるソース・データベース名に置き換えます。EXCLUDE=USERパラメータは、ユーザーの定義のみを除外し、ユーザーのスキーマに含まれるオブジェクトは除外しません。(これはネットワーク・インポートであるため、ダンプ・ファイルは生成されません。)






SQLFILE

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポートが他のパラメータに基づいて実行するすべてのSQL DDLの書込み先のファイルを指定します。


構文および説明


SQLFILE=[directory_object:]file_name


file_nameには、インポート・ジョブが、ジョブで実行するDDLを書き込むファイル名を指定します。そのSQLは、実際には実行されず、ターゲット・システムも変更されません。ファイルは、他のdirectory_objectが明示的に指定されないかぎり、DIRECTORYパラメータに指定されたディレクトリ・オブジェクトに書き込まれます。このパラメータで指定した名前と一致する名前を持つ既存のファイルはすべて上書きされます。

パスワードは、SQLファイルに含まれないことに注意してください。たとえば、実行したDDLにCONNECT文が含まれている場合、この文はコメントで置き換えられ、スキーマ名のみが表示されます。次の例では、ダッシュ(--)の後に続くのがコメントです。また、hrというスキーマ名は表示されていますが、パスワードは表示されていません。


-- CONNECT hr


したがって、SQLファイルは、実行する前に、コメントを示すダッシュを削除し、hrスキーマのパスワードを追加して編集する必要があります。

StreamsなどのOracle Databaseオプションでは、無名PL/SQLブロックがSQLFILE出力に出現することがあります。これらは、直接実行しないでください。


制限事項

	
SQLFILEが指定されている場合、CONTENTパラメータは、ALLまたはDATA_ONLYのいずれかに設定されていると無視されます。


	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用してSQLファイルへのデータ・ポンプ・インポートを実行する場合、SQLFILEパラメータでは、Oracle ASMの+表記法を使用せずにディレクトリ・オブジェクトを指定する必要があります。つまり、SQLファイルはディスク・ファイルに書き込まれ、Oracle ASMの記憶域には書き込まれません。


	
SQLFILEパラメータは、QUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。





例

次に、SQLFILEパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp
SQLFILE=dpump_dir2:expfull.sql


SQLファイルexpfull.sqlは、dpump_dir2に書き込まれます。






STATUS

デフォルト: 0


用途

ジョブ状態が表示される頻度を指定します。


構文および説明


STATUS[=integer]


integerに値を入力すると、ロギング・モードでジョブの状態を表示する頻度を秒単位で指定できます。値を入力しなかった場合またはデフォルト値の0を使用した場合、各オブジェクト型、表またはパーティションの完了に関する情報のみ表示されます。

この状態情報は、標準出力デバイスのみに書き込まれ、ログ・ファイルには(使用可能な場合でも)書き込まれません。


例

次に、STATUSパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr NOLOGFILE=YES STATUS=120 DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp


この例では、状態が2分(120秒)ごとに表示されます。





STREAMS_CONFIGURATION

デフォルト: YES


用途

エクスポート・ダンプ・ファイル内に存在するStreamsメタデータをインポートするかどうかを指定します。


構文および説明


STREAMS_CONFIGURATION=[YES | NO]



例

次に、STREAMS_CONFIGURATIONパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp STREAMS_CONFIGURATION=NO





	
参照:

『Oracle Streamsレプリケーション管理者ガイド』











TABLE_EXISTS_ACTION

デフォルト: SKIP (CONTENT=DATA_ONLYが指定されている場合、デフォルトはSKIPではなく、APPENDです。)


用途

インポート・ユーティリティに対して、作成しようとしている表がすでに存在する場合に行う操作を指定します。


構文および説明


TABLE_EXISTS_ACTION=[SKIP | APPEND | TRUNCATE | REPLACE]


次の値を指定できます。

	
SKIP: 表はそのままにして、次のオブジェクトに移動します。CONTENTパラメータがDATA_ONLYに設定されている場合、このオプションは無効です。


	
APPEND: ソースから行をロードし、既存の行は変更しません。


	
TRUNCATE: 既存の行を削除した後、ソースから行をロードします。


	
REPLACE: 既存の表を削除した後、ソースから表を作成およびロードします。CONTENTパラメータがDATA_ONLYに設定されている場合、このオプションは無効です。




これらのオプションを使用する場合に考慮する事項は次のとおりです。

	
TRUNCATEまたはREPLACEを使用する場合は、影響を受ける表の行が参照制約のターゲットではないことを確認してください。


	
SKIP、APPENDまたはTRUNCATEを使用する場合、索引、権限、トリガー、制約など、ソースの既存の表依存オブジェクトは変更されません。REPLACEを使用すると、依存オブジェクトが明示的または暗黙的に除外(EXCLUDEを使用して)され、それらがソースのダンプ・ファイルまたはシステムに存在する場合、依存オブジェクトは削除され、ソースから再作成されます。


	
APPENDまたはTRUNCATEを使用する場合は、操作を実行する前に、ソースにある行が既存の表に適合するかどうかがチェックされます。

既存の表にアクティブな制約およびトリガーがある場合は、外部表によるアクセス方法を使用してロードされます。アクティブな制約に違反する行がある場合、ロードは失敗し、データはロードされません。この動作を変更するには、インポート・ユーティリティのコマンドラインでDATA_OPTIONS=SKIP_CONSTRAINT_ERRORSを指定します。

制約違反の可能性があるデータをロードする必要がある場合は、制約を無効にし、データをロードした後、制約を再度有効にする前に問題のある行を削除する方法を検討してください。


	
APPENDを使用すると、常に、データは新しい領域にロードされます。既存の領域は、使用可能な場合でも再利用されません。そのため、ロード後にデータを圧縮することもできます。


	
既存のターゲット表の有無によりパーティション表の並列処理がどのように影響を受けるかの詳細は、インポートのPARTITION_OPTIONSパラメータの説明も参照してください。







	
注意:

データ・ポンプは、ソース表とターゲット表の不一致(2つの表の列数が同じでないか、ソース表にない列名がターゲット表にある)を検出すると、2つの表間で列名を比較します。これらの表に共通の列が少なくとも1つあると、(データ型に互換性があるとみなされる)共通する列のデータが表にインポートされます。次の制限が適用されます。
	
この動作はネットワーク・インポートではサポートされません。


	
次の型の列は削除できません。オブジェクト列、オブジェクト属性、ネストされた表の列、主キーに基づくREF列。













制限事項

	
TRUNCATEは、クラスタ化された表では使用できません。





例

次に、TABLE_EXISTS_ACTIONパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr TABLES=employees DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp
TABLE_EXISTS_ACTION=REPLACE






TABLES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

表モード・インポートの実行を指定します。


構文および説明


TABLES=[schema_name.]table_name[:partition_name]


表モード・インポートでは、表およびパーティションまたはサブパーティションをカンマで区切ったリストを指定して、ソースからインポートするデータをフィルタ処理できます。

schema_nameを指定しなかった場合は、デフォルトで現在のユーザーのスキーマ名になります。自分のスキーマ以外のスキーマを指定するには、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールを持っているか、またはスキーマを現在のユーザーに再マップする必要があります。

このインポート・モードを使用したインポート対象を、フィルタ処理によって制限できます。詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。

partition_nameを指定する場合は、関連表にあるパーティションまたはサブパーティションの名前にする必要があります。

ワイルドカード文字%を使用して、表名およびパーティション名を指定できます。

表名には次の制限があります。

	
デフォルトでは、表名は大文字でデータベースに格納されます。表名が大文字と小文字または小文字のみで表記され、大/小文字を区別する場合、名前を引用符で囲む必要があります。したがって、表名は、データベースに格納されている表名と完全に一致するように指定する必要があります。

ただし、オペレーティング・システムによっては、コマンドラインの引用符自体をエスケープする必要がある場合があります。次に、異なるインポート・モードで大/小文字の区別を保持する方法を示します。

	
コマンドライン・モード


TABLES='\"Emp\"'


	
パラメータ・ファイル・モード


TABLES='"Emp"'





	
表名を引用符で囲まないかぎり、コマンドラインで指定する表名にシャープ(#)記号は使用できません。同様に、パラメータ・ファイルでは、表名が引用符で囲まれていないかぎり、表名にシャープ(#)記号を使用すると、インポート・ユーティリティではシャープ(#)記号より右側の文字がコメントとして解釈されます。

たとえば、パラメータ・ファイルに次のコマンドラインが記述されている場合、インポート・ユーティリティではemp#の右側がすべてコメントとして解釈されるため、表deptおよびmydataはインポートされません。


TABLES=(emp#, dept, mydata)


ただし、パラメータ・ファイルに次の行が含まれる場合は、emp#が引用符で囲まれているため、インポート・ユーティリティは3つの表をすべてインポートします。


TABLES=('"emp#"', dept, mydata)




	
注意:

オペレーティング・システムによっては、一重引用符を使用する必要がある場合と、二重引用符を使用する必要がある場合があります。ご使用のオペレーティング・システム固有のドキュメントで確認してください。表のネーミング方法に制限があるオペレーティング・システムもあります。
たとえば、UNIXのCシェルではドル記号($)やシャープ(#)(またはその他の特殊文字)には特別な意味があります。これらの文字をシェルを介してインポートするには、エスケープ文字を使用する必要があります。











制限事項

	
TABLESパラメータの値としてのシノニムの使用はサポートされていません。たとえば、hrスキーマのregions表にregnのシノニムが存在する場合、TABLES=regnを使用すると無効になります。この場合、エラーが返されます。


	
インポートに対してPARTITION_OPTIONS=DEPARTITION も指定されている場合、1つの表からのパーティションのみを指定できます。


	
TRANSPORTABLE=ALWAYSを指定する場合は、TABLESパラメータで指定されるすべてのパーティションが同じ表内に存在する必要があります。


	
TABLESパラメータに指定する表名のリストの長さは、最大4MBに制限されます。ただし、NETWORK_LINKパラメータで10.2.0.3以前のOracle Databaseまたは読取り専用のデータベースが設定されている場合は異なります。この場合の上限は4KBです。





例

次に、TABLESパラメータを使用して、expfull.dmpファイルからemployeesおよびjobs表のみをインポートする簡単な例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp TABLES=employees,jobs


次に、 TABLESパラメータを使用したパーティションのインポート例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expdat.dmp 
TABLES=sh.sales:sales_Q1_2008,sh.sales:sales_Q2_2008


この例では、shスキーマのsales表のパーティションsales_Q1_2008およびsales_Q2_2008をインポートします。






TABLESPACES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

表領域モード・インポートの実行を指定します。


構文および説明


TABLESPACES=tablespace_name [, ...]


TABLESPACESを使用して、表と依存オブジェクトがソース(全体インポート・モード、スキーマ・モード、表領域モードまたは表モードのエクスポート・ダンプ・ファイル・セット、あるいは別のデータベース)からインポートされる表領域名のリストを指定します。

インポートの次の状況では、データ・ポンプによりデータのインポート先に自動的に表領域が作成されます。

	
インポートがFULLモードまたはTRANSPORT_TABLESPACESモードで実行されている場合


	
インポートがTRANSPORTABLE=ALWAYSを含む表モードで実行されている場合




その他のすべての場合では、選択したオブジェクトの表領域がインポート先のデータベースにすでに存在している必要があります。REMAP_TABLESPACEインポート・パラメータを使用して、インポート先のデータベースにある表領域に表領域名をマッピングすることもできます。

このインポート・モードを使用したインポート対象を、フィルタ処理によって制限できます。詳細は、「インポート操作中のフィルタ処理」を参照してください。


制限事項

	
TABLESPACESパラメータに指定する表領域名のリストの長さは、最大4MBに制限されます。ただし、NETWORK_LINKパラメータで10.2.0.3以前のデータベースまたは読取り専用のデータベースが設定されている場合は異なります。この場合の上限は4KBです。





例

次に、TABLESPACESパラメータの使用例を示します。表領域はすでに存在するものとします。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp TABLESPACES=tbs_1,tbs_2,tbs_3,tbs_4


この例では、表領域tbs_1、tbs_2、tbs_3およびtbs_4にデータがある表がすべてインポートされます。






TARGET_EDITION

デフォルト: システム上のデフォルトのデータベース・エディション


用途

オブジェクトのインポート先のデータベース・エディションを指定します。


構文および説明


TARGET_EDITION=name


TARGET_EDITION=nameが指定されている場合、データ・ポンプ・インポートは、ダンプ・ファイル内にあるすべてのオブジェクトを作成します。エディション化可能でないオブジェクトは、すべてのエディションで作成されます。たとえば、表はエディション化可能でないため、ダンプ・ファイル内に表があると、その表が作成されてすべてのエディションから参照できます。ダンプ・ファイル内のオブジェクトでエディション化可能なもの(プロシージャなど)は、指定されたターゲット・エディションのみに作成されます。

このパラメータが指定されていない場合は、エクスポート・ジョブでエディションが指定されていた場合でも、ターゲット・データベースのデフォルトのエディションが使用されます。指定されたエディションが存在しない場合や使用できない場合は、エラー・メッセージが返されます。




	
参照:

	
エディションの作成方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
エディション機能の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。













制限事項

	
このパラメータは、バージョニング可能な同じオブジェクトのバージョンがデータベース内に2つ以上ある場合にのみ有効です。


	
ジョブ・バージョンは、11.2以上である必要があります。詳細は、「VERSION」を参照してください。





例

次に、TARGET_EDITIONパラメータの使用例を示します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=exp_dat.dmp TARGET_EDITION=exp_edition


この例は、オブジェクトのインポート先となるexp_editionというエディションがシステム上に存在することを前提としています。インポート・モードは指定されていないため、デフォルトのスキーマ・モードが使用されます。






TRANSFORM

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

インポート中のオブジェクトに対するオブジェクト作成DDLを変更できます。


構文および説明


TRANSFORM = transform_name:value[:object_type]


transform_nameには、変換の名前を指定します。使用可能なオプションは、次のとおりです。

	
SEGMENT_ATTRIBUTES - 値をyに指定すると、適切なDDLにセグメント属性(物理属性、記憶域属性、表領域およびロギング)が指定されます。デフォルトはyです。


	
STORAGE - 値をyに指定すると、適切なDDLにSTORAGE句が指定されます。デフォルトはyです。SEGMENT_ATTRIBUTES=nの場合、このパラメータは無視されます。


	
OID - 値をnに指定すると、オブジェクトの表と型の作成時に、エクスポートされたOIDの割当てが禁止されます。かわりに、新しいOIDが割り当てられます。これは、スキーマのクローニングに有効ですが、参照オブジェクトには影響しません。デフォルト値はyです。


	
PCTSPACE - この変換のvalueには、0より大きい数字を指定する必要があります。この値は、エクステントの割当てとデータ・ファイル・サイズの変更に使用する、割合の乗数を表します。

なお、このPCTSPACE変換とデータ・ポンプ・エクスポートのSAMPLEパラメータを組み合せて使用すると、記憶域の割当てサイズを、サンプリングされたデータ・サブセットに合わせることができます。(詳細は、「SAMPLE」を参照してください。)


	
SEGMENT_CREATION - y (デフォルト)に設定した場合、この変換によってSQL SEGMENT CREATION句がCREATE TABLE文に追加されます。つまり、CREATE TABLE文でSEGMENT CREATION DEFERREDかSEGMENT CREATION IMMEDIATEのいずれかが明示的に表現されます。値がnの場合、SEGMENT CREATION句はCREATE TABLE文から省略されます。ロードされる表に対してデフォルトのセグメント作成属性を使用するには、このパラメータをnに設定します。(この機能はOracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)から使用できます。)




指定するvalueの型は、使用する変換によって異なります。SEGMENT_ATTRIBUTES、STORAGE、OIDの各変換では、ブール値(y/n)が必要です。PCTSPACE変換では、整数値が必要です。

object_typeはオプションです。このオプションで、変換が適用されるオブジェクト型を指定します。オブジェクト型を指定しなかった場合、変換はすべての有効なオブジェクト型に適用されます。表3-1に、変換ごとの有効なオブジェクト型を示します。


表3-1 データ・ポンプ・インポートのTRANSFORMパラメータの有効なオブジェクト型

	
	SEGMENT_ATTRIBUTES	STORAGE	OID	PCTSPACE	SEGMENT_CREATION
	
CLUSTER

	
X

	
X

	
	
X

	

	
CONSTRAINT

	
X

	
X

	
	
X

	

	
INC_TYPE

	
	
	
X

	
	

	
INDEX

	
X

	
X

	
	
X

	

	
ROLLBACK_SEGMENT

	
X

	
X

	
	
X

	

	
TABLE

	
X

	
X

	
X

	
X

	
X


	
TABLESPACE

	
X

	
	
	
X

	

	
TYPE

	
	
	
X

	
	








例

次の例では、hrスキーマのemployees表をエクスポートしたとします。表をインポートした結果返されるSQL CREATE TABLE文は、次のようになります。


CREATE TABLE "HR"."EMPLOYEES" 
   ( "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0), 
     "FIRST_NAME" VARCHAR2(20), 
     "LAST_NAME" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_LAST_NAME_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "EMAIL" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_EMAIL_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "PHONE_NUMBER" VARCHAR2(20), 
     "HIRE_DATE" DATE CONSTRAINT "EMP_HIRE_DATE_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "JOB_ID" VARCHAR2(10) CONSTRAINT "EMP_JOB_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "SALARY" NUMBER(8,2), 
     "COMMISSION_PCT" NUMBER(2,2), 
     "MANAGER_ID" NUMBER(6,0), 
     "DEPARTMENT_ID" NUMBER(4,0)
   ) PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255 NOCOMPRESS LOGGING
  STORAGE(INITIAL 10240 NEXT 16384 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 121
  PCTINCREASE 50 FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT)
  TABLESPACE "SYSTEM" ;


STORAGE句またはTABLESPACE句は、保持しない場合、インポート・ユーティリティのTRANSFORMパラメータを使用してCREATE STATEMENTから削除できます。SEGMENT_ATTRIBUTESの値をnに指定します。これによって、セグメント属性(記憶域と表領域の両方)が表から除外されます。


> impdp hr TABLES=hr.employees DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_emp.dmp
  TRANSFORM=SEGMENT_ATTRIBUTES:n:table


この結果返される、employees表のCREATE TABLE文は次のようになります。STORAGEまたはTABLESPACE句は含まれていません。かわりに、HRスキーマのデフォルト表領域が使用されます。


CREATE TABLE "HR"."EMPLOYEES" 
   ( "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0), 
     "FIRST_NAME" VARCHAR2(20), 
     "LAST_NAME" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_LAST_NAME_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "EMAIL" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_EMAIL_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "PHONE_NUMBER" VARCHAR2(20), 
     "HIRE_DATE" DATE CONSTRAINT "EMP_HIRE_DATE_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "JOB_ID" VARCHAR2(10) CONSTRAINT "EMP_JOB_NN" NOT NULL ENABLE, 
     "SALARY" NUMBER(8,2), 
     "COMMISSION_PCT" NUMBER(2,2), 
     "MANAGER_ID" NUMBER(6,0), 
     "DEPARTMENT_ID" NUMBER(4,0)
   );


前述の例で示したとおり、SEGMENT_ATTRIBUTES変換は、記憶域と表領域の両方の属性に適用されます。STORAGE句のみを省略して、TABLESPACE句を保持する場合は、STORAGE変換を次のように使用できます。


> impdp hr TABLES=hr.employees DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr_emp.dmp
  TRANSFORM=STORAGE:n:table


SEGMENT_ATTRIBUTESおよびSTORAGE変換は、次のコマンドに示すとおり、TRANSFORMパラメータにオブジェクト型を指定しないことによって、すべての適用可能な表オブジェクトおよび索引オブジェクトに適用できます。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=hr.dmp SCHEMAS=hr TRANSFORM=SEGMENT_ATTRIBUTES:n






TRANSPORT_DATAFILES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

トランスポータブル表領域モード・インポートか、エクスポート時にTRANSPORTABLE=ALWAYSが設定された場合は表モード・インポートによって、ターゲット・データベースにインポートされるデータ・ファイルの一覧を指定します。データ・ファイルはターゲット・データベース・システム上にすでに存在する必要があります。


構文および説明


TRANSPORT_DATAFILES=datafile_name


datafile_nameには、ディレクトリ・オブジェクト名ではなく、ターゲット・データベースが存在するシステムで有効な絶対ディレクトリ・パスを指定する必要があります。

インポート操作前の任意の時点で、ソース・システムからターゲット・システムにデータ・ファイルをコピーしておく必要があります。この処理は、オペレーティング・システムでサポートされている任意のコピー方法で実行できます。必要に応じて、ターゲット・システムにコピーするときに、ファイルの名前を変更できます(例2を参照)。

トランスポータブル表領域モード・エクスポートによって生成されたダンプ・ファイル・セットがすでにある場合、(メタデータを含んでいる)ダンプ・ファイルおよびTRANSPORT_DATAFILESパラメータを指定することで、そのダンプ・ファイルのトランスポータブル・モード・インポートを実行できます。TRANSPORT_DATAFILESパラメータが存在することで、これがトランスポータブル・モード・インポートであることと、実際のデータを取得する場所がインポートに通知されます。

オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。




	
参照:

「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」








制限事項

	
TRANSPORT_DATAFILESパラメータは、QUERYパラメータと組み合せて使用することはできません。





例1

次に、TRANSPORT_DATAFILESパラメータの使用例を示します。次の内容のパラメータ・ファイルtrans_datafiles.parを作成したとします。


DIRECTORY=dpump_dir1
DUMPFILE=tts.dmp
TRANSPORT_DATAFILES='/user01/data/tbs1.dbf'


次のコマンドを発行します。


> impdp hr PARFILE=trans_datafiles.par



例2

この例は、トランスポータブル表領域のエクスポートおよびインポート操作の一環として、データ・ファイルの名前を変更する操作を示しています。ソース・システムにemployees.datというデータ・ファイルがあることを前提としています。

	
オペレーティング・システムでサポートされている方法で、ソース・システムからターゲット・データベースがあるシステムに、employees.datというデータ・ファイルを手動でコピーします。コピー操作の一環として、ファイル名をworkers.datに変更します。


	
表領域tbs_1について、トランスポータブル表領域のエクスポートを実行します。


> expdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tts.dmp TRANSPORT_TABLESPACES=tbs_1


tbs_1のメタデータのみ(データなし)がtts.dmpというダンプ・ファイルにエクスポートされます。実際のデータは、手順1でターゲット・データベースにコピーされています。


	
workers.datというデータ・ファイルの絶対ディレクトリ・パスを指定して、トランスポータブル表領域のインポートを実行します。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=tts.dmp
TRANSPORT_DATAFILES='/user01/data/workers.dat'


tts.dmpに含まれているメタデータがインポートされ、workers.datファイル内の情報がデータ・ポンプによってデータベースの正しい場所に割り当てられます。









TRANSPORT_FULL_CHECK

デフォルト: NO


用途

指定したトランスポータブル表領域セットが他の表領域内のオブジェクトによって参照されていることを確認するかどうかを指定します。


構文および説明


TRANSPORT_FULL_CHECK=[YES | NO]


TRANSPORT_FULL_CHECK=YESを指定すると、インポート・ユーティリティによって、トランスポータブル・セット内のオブジェクトとトランスポータブル・セット外のオブジェクトの間に依存性が存在しないことが確認されます。ここでは、双方向の依存性がチェックされます。たとえば、トランスポータブル・セット内に表は存在するが、その表の索引は存在しない場合は、エラーが返され、インポート操作が終了します。同様に、トランスポータブル・セット内に索引は存在するが表は存在しない場合も、エラーが返されます。

TRANSPORT_FULL_CHECK=NOを指定すると、インポート・ユーティリティによって、トランスポータブル・セット外のオブジェクトに依存するオブジェクトが、トランスポータブル・セット内に存在しないことのみ確認されます。ここでは、一方向の依存性がチェックされます。たとえば、表は索引に依存しませんが、索引は表に依存します。これは、索引は表なしでは意味を持たないためです。そのため、トランスポータブル・セット内に表は存在するが、表の索引は存在しない場合、このチェックは正常に終了します。ただし、トランスポータブル・セット内に索引は存在するが表は存在しない場合は、インポート操作が終了します。

このチェックに加えて、インポートでは、常に、TRANSPORT_TABLESPACESで指定された表領域セット内に定義されているすべての表(およびその索引)のすべての記憶域セグメントが、表領域セット内に実際に含まれていることが確認されます。


制限事項

	
このパラメータは、NETWORK_LINKパラメータを指定した場合にのみトランスポータブル・モード(またはTRANSPORTABLE=ALWAYSがエクスポート時に指定されていた場合は表モード)に対して有効です。





例

次の例では、source_database_linkを有効なデータベース・リンクの名前に置き換えます。また、この例では、tbs6.dbfというデータ・ファイルがすでに存在するものとします。

次の内容のパラメータ・ファイルfull_check.parを作成したとします。


DIRECTORY=dpump_dir1
TRANSPORT_TABLESPACES=tbs_6
NETWORK_LINK=source_database_link
TRANSPORT_FULL_CHECK=YES
TRANSPORT_DATAFILES='/wkdir/data/tbs6.dbf'


次のコマンドを発行します。


> impdp hr PARFILE=full_check.par






TRANSPORT_TABLESPACES

デフォルト: デフォルト値は設定されていません。


用途

データベース・リンク(NETWORK_LINKパラメータで指定)経由でトランスポータブル表領域モードのインポートの実行を指定します。


構文および説明


TRANSPORT_TABLESPACES=tablespace_name [, ...]


TRANSPORT_TABLESPACESパラメータは、ソース・データベースからターゲット・データベースにオブジェクト・メタデータがインポートされる表領域の名前のリストを指定するために使用します。

これはトランスポータブル・モード・インポートであるため、データのインポート先の表領域は、データ・ポンプによって自動的に作成されます。事前に表領域を作成しておく必要はありません。ただし、インポートを開始する前に、データ・ファイルをターゲット・データベースにコピーする必要があります。

インポート・コマンドラインでTRANSPORT_TABLESPACESを指定する場合は、データベース・リンクを指定するためにNETWORK_LINKパラメータも使用する必要があります。データベース・リンクは2つの物理データベース・サーバー間の接続であり、データベース・リンクを使用すると、クライアントから1つの論理データベースとしてこれらのサーバーにアクセスできます。オブジェクト・メタデータはデータベース・リンクを使用してソース(NETWORK_LINKによって指定されるデータベース)からエクスポートされ、ターゲット(impdpコマンドが発行されるデータベース)に直接インポートされるため、NETWORK_LINKパラメータが必要となります。この処理にはダンプ・ファイルは関連しません。また、実際のデータがある場所をインポートが認識できるように、TRANSPORT_DATAFILESパラメータも指定する必要があります(実際のデータは、他の手段を使用した別の操作でターゲットにコピーされます)。




	
注意:

トランスポータブル表領域モード・エクスポートによって生成されたダンプ・ファイル・セットがすでにある場合、そのダンプ・ファイルのトランスポータブル・モード・インポートを実行できますが、この場合TRANSPORT_TABLESPACESまたはNETWORK_LINKを指定しません。指定するとエラーが発生します。かわりに、(メタデータを含んでいる)ダンプ・ファイルとTRANSPORT_DATAFILESパラメータを指定します。TRANSPORT_DATAFILESパラメータが存在することで、これがトランスポータブル・モード・インポートであることと、実際のデータを取得する場所がインポートに通知されます。







オペレーティング・システムによっては、このパラメータの値を指定するときに引用符とともにエスケープ文字を使用する必要があります。このパラメータはパラメータ・ファイルで指定することをお薦めします。パラメータ・ファイルを使用すると、コマンドラインでは必要なエスケープ文字の数を減らすことができます。




	
参照:

	
データベース・リンクの詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。


	
トランスポータブル表領域モードにおけるタイムゾーン・ファイルのバージョンに関する考慮点


	
「データ・ポンプ・コマンドラインでの引用符の使用」













制限事項

	
トランスポータブル表領域をエクスポートした後、それよりも古いリリース・レベルのデータベースにインポートすることはできません。インポート先のターゲット・データベースのリリース・レベルは、ソース・データベース以上である必要があります。


	
TRANSPORT_TABLESPACESパラメータは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合のみ有効です。


	
トランスポータブル・モードは、暗号化された列をサポートしていません。


	
トランスポータブル表領域のジョブでは、Data Pump ImportのACCESS_METHODパラメータはサポートされません。





例

次の例では、source_database_linkを有効なデータベース・リンクの名前に置き換えます。また、この例では、tbs6.dbfというデータ・ファイルが、ソース・データベースからローカル・システムにすでにコピーされているものとします。次の内容のパラメータ・ファイルtablespaces.parを作成したとします。


DIRECTORY=dpump_dir1
NETWORK_LINK=source_database_link
TRANSPORT_TABLESPACES=tbs_6
TRANSPORT_FULL_CHECK=NO
TRANSPORT_DATAFILES='user01/data/tbs6.dbf'


次のコマンドを発行します。


> impdp hr PARFILE=tablespaces.par






TRANSPORTABLE

デフォルト: NEVER


用途

特定の表、パーティションおよびサブパーティションのメタデータのみをインポートするために、表モードのエクスポート(TABLESパラメータで指定)中にトランスポータブル・オプションを使用する必要があるかどうかを指定します。


構文および説明


TRANSPORTABLE = [ALWAYS | NEVER]


使用可能な値の定義は、次のとおりです。

ALWAYS: インポート・ジョブでトランスポータブル・オプションを使用するように指定します。トランスポータブルが使用できない場合、ジョブは失敗します。トランスポータブル・オプションを使用すると、TABLESパラメータで指定した表、パーティションまたはサブパーティションのメタデータのみがインポートされます。実際のデータ・ファイルをターゲット・データベースにコピーする必要があります。詳細は、「データ・ファイル・コピーを使用したデータ移動」を参照してください。

NEVER: インポート・ジョブでトランスポータブル・オプションではなくダイレクト・パスまたは外部表による方法を使用してデータをロードするように指示します。これがデフォルトです。

表のパーティションのサブセットのみをインポートし、TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを使用すると、それぞれのパーティションが非パーティション表になります。

表のパーティションのサブセットのみをインポートし、TRANSPORTABLEパラメータを使用しない場合、またはそのパラメータが NEVERに設定されている場合(デフォルト)は、次のようになります。

	
PARTITION_OPTIONS=DEPARTITIONを使用している場合は、それぞれのパーティションが、非パーティション表として作成されます。


	
PARTITION_OPTIONSを使用していない場合は、完全な表が作成されます。つまり、完全な表内のすべてのメタデータが、ソース上での表定義と同じになるようにターゲット・システム上に存在します。ただし、指定されたパーティション用のデータのみが表に挿入されます。





制限事項

	
インポートのTRANSPORTABLEパラメータは、NETWORK_LINKパラメータも指定されている場合のみ有効です。


	
TRANSPORTABLEパラメータは、表モード・インポートでのみ有効です(表はパーティション化またはサブパーティション化されている必要はありません)。


	
トランスポータブル・インポートを実行するユーザーでは、ソース・データベースでDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロール、ターゲット・データベースでDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールが必要になります。


	
TRANSPORTABLEパラメータをすべて使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを11.0.0以上に設定する必要があります。





例

次に、ネットワーク・リンク・インポート中にTRANSPORTABLEパラメータを使用した例を示します。


> impdp system TABLES=hr.sales TRANSPORTABLE=ALWAYS
  DIRECTORY=dpump_dir1 NETWORK_LINK=dbs1 PARTITION_OPTIONS=DEPARTITION
  TRANSPORT_DATAFILES=datafile_name 






VERSION

デフォルト: COMPATIBLE


用途

インポートするデータベース・オブジェクトのバージョンを指定します(つまり、指定されたリリースと互換性のあるデータベース・オブジェクトおよび属性のみがインポートされます)。なお、これは、10.1より前のリリースのOracle Databaseでデータ・ポンプ・インポートが使用可能ということではありません。データ・ポンプ・インポートは、Oracle Database 10gリリース1(10.1)以降でのみ動作します。VERSIONパラメータを使用して可能になるのは、インポートするオブジェクトのバージョンの識別のみです。


構文および説明


VERSION=[COMPATIBLE | LATEST | version_string]


このパラメータは、ソース・システムのリリースより古い互換リリースのOracle Databaseが稼働しているターゲット・システムのロードに使用できます。指定したリリースと互換性のないソース・システム上のデータベース・オブジェクトまたは属性はターゲットに移動されません。たとえば、指定したリリースではサポートされていない新しいデータ型を含む表はインポートされません。このパラメータの有効な値は次のとおりです。

	
COMPATIBLE: デフォルト値。メタデータのバージョンは、データベースの互換性レベルに対応します。データベースの互換性は、9.2.0以上に設定する必要があります。


	
LATEST: メタデータのバージョンは、データベースのリリースに対応します。


	
version_string: 特定のデータベース・リリース(11.2.0など)。Oracle Database 11gの場合、この値は9.2.0以上である必要があります。







	
参照:

「異なるデータベース・リリース間でのデータの移動」








例

次に、VERSIONパラメータの使用例を示します。この例では、ExportのFULLパラメータで示した例を実行して、expfull.dmpダンプ・ファイルを作成できます。詳細は、「FULL」を参照してください。


> impdp hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expfull.dmp TABLES=employees
VERSION=LATEST








インポート・ユーティリティの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンド

対話方式コマンド・モードでは、現行のジョブは継続して続行されますが、端末へのロギングは一時停止され、インポート・プロンプト(Import>)が表示されます。

対話方式コマンド・モードを開始するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
接続されたクライアントから、[Ctrl]を押しながら[C]を押します。


	
ジョブを実行している端末以外の端末から、ATTACHパラメータを使用してジョブに接続します。この機能は、ある場所で開始したジョブを、後で別の場所から確認する場合に有効です。




表3-2に、現行のジョブに対して対話方式コマンド・モードでデータ・ポンプ・インポート・プロンプトから実行できる操作を示します。


表3-2 データ・ポンプ・インポートの対話方式コマンド・モードでサポートされているコマンド

	操作	使用するコマンド
	
対話方式コマンド・モードを終了する。

	
CONTINUE_CLIENT



	
現行のジョブは続行したままインポート・クライアント・セッションを停止する。

	
EXIT_CLIENT



	
使用可能なコマンドの概要を表示する。

	
HELP



	
現在接続中のすべてのクライアント・セッションを切断し、現行のジョブを停止する。

	
KILL_JOB



	
現行のジョブに対するアクティブなワーカー・プロセスの数を増減する。このコマンドは、Oracle Database Enterprise Editionでのみ使用可能です。

	
PARALLEL



	
接続している停止ジョブを再開する。

	
START_JOB



	
現行のジョブの詳細な状態を表示する。

	
STATUS



	
現行のジョブを停止する。

	
STOP_JOB









次の項では、データ・ポンプ・インポートの対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドについて説明します。



CONTINUE_CLIENT


用途

モードを、対話方式コマンド・モードからロギング・モードに変更します。


構文および説明


CONTINUE_CLIENT


ロギング・モードでは、ジョブの状態が端末に継続的に出力されます。ジョブが現在停止している場合、CONTINUE_CLIENTを指定すると、クライアントがジョブの開始を試みます。


例


Import> CONTINUE_CLIENT






EXIT_CLIENT


用途

インポート・クライアント・セッションを停止し、インポート・ユーティリティを終了して、端末へのロギングを中断します。ただし、現行のジョブの実行は続行します。


構文および説明


EXIT_CLIENT


EXIT_CLIENTでは、ジョブが実行されたままになるため、ジョブがまだ「実行中」または「停止」状態になっている場合は、後でこのジョブに接続できます。ジョブの状態を確認するには、ジョブのログ・ファイルを監視するか、USER_DATAPUMP_JOBSビューまたはV$SESSION_LONGOPSビューを問い合せることができます。


例


Import> EXIT_CLIENT






HELP


用途

対話方式コマンド・モードで使用可能なデータ・ポンプ・インポート・コマンドの情報を表示します。


構文および説明


HELP


対話方式コマンド・モードで使用可能なコマンドの情報を表示します。


例


Import> HELP






KILL_JOB


用途

現在接続中のすべてのクライアント・セッションを切断してから、現行のジョブを停止します。インポート・ユーティリティを終了し、端末プロンプトに戻します。


構文および説明


KILL_JOB


KILL_JOBを使用して中断されたジョブは、再開できません。接続中のすべてのクライアント(KILL_JOBコマンドを発行しているクライアントを含む)は、現在のユーザーがジョブを停止しているという警告を受け取った後、切断されます。すべてのクライアントが切断されると、ジョブのプロセス構造が即時に停止し、マスター表およびダンプ・ファイルが削除されます。ログ・ファイルは、削除されません。


例


Import> KILL_JOB






PARALLEL


用途

現行のジョブに対してアクティブなワーカー・プロセスまたはPQスレーブ(あるいはその両方)の数を増減できます。


構文および説明


PARALLEL=integer


PARALLELは、コマンドライン・パラメータおよび対話方式モードのパラメータとして使用可能です。必要な数のパラレル処理を設定できます。増加処理は、リソースが十分にありパラレル化を必要とする作業量が十分にある場合は、即時に実行されます。減少処理は、既存のプロセスが現行のタスクを終了してから実行されます。整数値を小さくすると、ワーカーはアイドル状態になりますが、ジョブが終了するまで削除はされません。




	
参照:

並列度の詳細は、「PARALLEL」を参照してください。








制限事項

	
このパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。





例


Import> PARALLEL=10






START_JOB


用途

接続している現行のジョブを開始します。


構文および説明


START_JOB[=SKIP_CURRENT=YES]


START_JOBコマンドは、(現在実行できない)接続中のジョブを再開します。ダンプ・ファイル・セットおよびマスター表が元のまま保持されている場合は、予期しない障害またはSTOP_JOBコマンドの発行後にデータの損失や破損なしにジョブが再開されます。

SKIP_CURRENTオプションは、以前一部のDDL文が失敗したために再開に失敗したジョブを再開できます。失敗する文はスキップされ、ジョブは次の項目から再開されます。

SQLFILEジョブもトランスポータブル表領域モードでのインポートも再開できません。


例


Import> START_JOB






STATUS


用途

ジョブの累積的な状態、現行の操作の説明および推定完了率を表示します。ロギング・モードの状態を表示する間隔を再設定することもできます。


構文および説明


STATUS[=integer]


ロギング・モードでのこの状態の表示頻度を秒単位で指定できるオプションがあります。値を入力しなかった場合またはデフォルト値の0を使用した場合は、状態の定期表示はオフになり、状態は1回のみ表示されます。

この状態情報は、標準出力デバイスのみに書き込まれ、ログ・ファイルには(使用可能な場合でも)書き込まれません。


例

次に、現行のジョブの状態を表示し、ロギング・モードの表示間隔を2分(120秒)に変更する例を示します。


Import> STATUS=120






STOP_JOB


用途

現行のジョブを即時にまたは手順に従って停止し、インポート・ユーティリティを終了します。


構文および説明


STOP_JOB[=IMMEDIATE]


STOP_JOBコマンド発行時または発行後にマスター表およびダンプ・ファイル・セットに障害が発生していない場合は、そのジョブに接続し、START_JOBコマンドを使用して再開できます。

手順に従って停止する場合は、関連する値を指定しないでSTOP_JOBを使用します。確認を要求する警告が発行されます。手順に従った停止では、ワーカー・プロセスで現行のタスクが終了した後、ジョブが停止されます。

即時に停止するには、STOP_JOB=IMMEDIATEを指定します。確認を要求する警告が発行されます。接続中のすべてのクライアント(STOP_JOBコマンドを発行しているクライアントを含む)は、現在のユーザーがジョブを停止および切断中であるという警告を受け取ります。すべてのクライアントが切断されると、ジョブのプロセス構造が即時に停止されます。マスター・プロセスは、ワーカー・プロセスで現行のタスクが終了するまで待機はしません。STOP_JOB=IMMEDIATEを指定した場合、データ破損やデータ損失の危険性はありません。ただし、停止時に完了しなかった一部のタスクは、再開時に再実行する必要があります。


例


Import> STOP_JOB=IMMEDIATE








データ・ポンプ・インポートの使用例

この項では、データ・ポンプ・インポートの使用例を示します。

	
データのみ表モード・インポートの実行


	
スキーマ・モード・インポートの実行


	
ネットワーク・モード・インポートの実行




これらの例を正しく使用するために役立つ情報については、「インポート・パラメータの使用例」を参照してください。



データのみ表モード・インポートの実行

例3-1に、employees表のデータのみ表モード・インポートの実行方法を示します。例2-1で作成されたダンプ・ファイルを使用します。


例3-1 データのみ表モード・インポートの実行


> impdp hr TABLES=employees CONTENT=DATA_ONLY DUMPFILE=dpump_dir1:table.dmp
NOLOGFILE=YES




CONTENT=DATA_ONLYパラメータは、すべてのデータベース・オブジェクト定義(メタデータ)をフィルタから除外します。表の行データのみロードされます。






スキーマ・モード・インポートの実行

例3-2に、例2-4で作成したダンプ・ファイル・セットのスキーマ・モード・インポートを示します。


例3-2 スキーマ・モード・インポートの実行


> impdp hr SCHEMAS=hr DIRECTORY=dpump_dir1 DUMPFILE=expschema.dmp
 EXCLUDE=CONSTRAINT,REF_CONSTRAINT,INDEX TABLE_EXISTS_ACTION=REPLACE


EXCLUDEパラメータは、インポートしたメタデータをフィルタします。指定したインポート・モードでは、EXCLUDE文に指定されたオブジェクトを除き、ソースに含まれるすべてのオブジェクトおよびその依存オブジェクトが含まれます。オブジェクトが除外されると、そのオブジェクトのすべての依存オブジェクトも除外されます。TABLE_EXISTS_ACTION=REPLACEパラメータでは、表がすでに存在する場合は削除し、ダンプ・ファイルの内容でその表を再作成してロードするように指定します。








ネットワーク・モード・インポートの実行

例3-3では、ソースが、NETWORK_LINKパラメータで指定されたデータベースであるネットワーク・モード・インポートを実行します。


例3-3 スキーマのネットワーク・モード・インポート


> impdp hr TABLES=employees REMAP_SCHEMA=hr:scott DIRECTORY=dpump_dir1
NETWORK_LINK=dblink


この例では、hrスキーマからscottスキーマへemployees表をインポートします。dblinkは、ターゲット・データベースとは異なるソース・データベースを示します。

スキーマを再マップするには、ユーザーhrに、ローカル・データベースのDATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロールおよびソース・データベースのDATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロールが必要です。

REMAP_SCHEMAは、ソース・スキーマにあるすべてのオブジェクトをターゲット・スキーマにロードします。







	
参照:

データベース・リンクの詳細は、「NETWORK_LINK」を参照してください。














データ・ポンプ・インポートの構文図

この項では、データ・ポンプ・インポートの構文図を示します。これらの構文図では、標準SQL構文の表記法を使用します。SQL構文の表記法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。
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4 データ・ポンプのレガシー・モード

オリジナルのエクスポート(exp)およびインポート(imp)を使用している場合は、長年使用してきたスクリプトが存在することがあります。データ・ポンプの新しいエクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティにスムーズに移行できるように、データ・ポンプには、既存のスクリプトを引き続き使用できるようにするためのレガシー・モードが用意されています。

コマンドラインまたはスクリプトのいずれかにオリジナルのエクスポートまたはインポートに特有のパラメータが存在するとデータ・ポンプで判断されると、データ・ポンプはレガシー・モードに入ります。そのパラメータがデータ・ポンプで処理されると、データ・ポンプ・エクスポートまたはデータ・ポンプ・インポートと同等のパラメータが表示されます。新しい構文を確認し、時間があるときにスクリプトを変更することをお薦めします。




	
注意:

データ・ポンプのエクスポートおよびインポートでは、データ・ポンプ形式のダンプ・ファイルおよびログ・ファイルのみが処理されます。オリジナルのエクスポートやインポートと互換性のあるダンプ・ファイルが作成されたり、読み込まれることはありません。オリジナルのエクスポートで作成されたダンプ・ファイルがある場合は、オリジナルのインポートを使用してデータベースにデータをインポートする必要があります。







この章の内容は、次のとおりです。

	
パラメータのマッピング


	
データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理


	
データ・ポンプのログ・ファイルとエラーに対する既存のスクリプトの調整






パラメータのマッピング

この項では、オリジナルのエクスポートおよびインポートのパラメータと、同様の機能を持つデータ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートのパラメータとのマッピング関係について説明します。




	
参照:

	
第2章「データ・ポンプ・エクスポート」


	
第3章「データ・ポンプ・インポート」


	
第21章「オリジナルのエクスポート」


	
第22章「オリジナルのインポート」













データ・ポンプでのオリジナルのエクスポート・パラメータの使用

対応するデータ・ポンプ・パラメータにマップするオリジナルのエクスポート・パラメータがある場合は、そのエクスポート・パラメータをデータ・ポンプ・エクスポートで使用できます。表4-1に、オリジナルのエクスポート・パラメータがデータ・ポンプ・エクスポートでどのように解釈されるかを示します。オリジナルのエクスポートとデータ・ポンプのエクスポートで名前と機能が同じパラメータは、この表に含まれていません。


表4-1 データ・ポンプ・エクスポートでのオリジナルのエクスポート・パラメータの扱い

	オリジナルのエクスポート・パラメータ	データ・ポンプ・エクスポート・パラメータでの処理
	

BUFFER

	
このパラメータは無視されます。


	

COMPRESS

	
このパラメータは無視されます。オリジナルのエクスポートの場合、COMPRESSパラメータは初期エクステントの管理方法に影響していました。オリジナルのエクスポートでは、COMPRESS=nに設定すると、初期エクステントと第2エクステントに対して現行の記憶域パラメータが使用されていました。

データ・ポンプ・エクスポートのCOMPRESSIONパラメータは、ダンプ・ファイルのデータ圧縮方法を指定するために使用されます。オリジナルのエクスポートのCOMPRESSパラメータとは関連がありません。


	

CONSISTENT

	
データ・ポンプ・エクスポートは現在の時刻を確認して、FLASHBACK_TIMEを使用します。


	
CONSTRAINTS

	
オリジナルのエクスポートでCONSTRAINTS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはEXCLUDE=CONSTRAINTSを使用します。

デフォルトの動作では、制約がエクスポートに含まれます。


	

DIRECT 

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートでは、最適なエクスポート方法が自動的に選択されます。


	

FEEDBACK

	
データ・ポンプ・エクスポートのSTATUS=30コマンドが使用されます。STATUSコマンドでは、処理されている行に加えてエクスポート・ジョブの状態も返されるため、これは直接のマッピングではありません。

オリジナルのエクスポートでは、一定の行数(FEEDBACKコマンドで指定)の後にフィードバックが表示されていました。データ・ポンプ・エクスポートでは、STATUSで指定された秒数ごとに状態が表示されます。


	

FILE

	
データ・ポンプ・エクスポートは、FILEパラメータに対する指定パスまたはデフォルト・パスを確認します。また、スキーマに書込みアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトが存在するかどうかも確認します。

データ・ポンプでのオリジナルのエクスポートのFILEパラメータの処理方法の詳細は、「データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理」を参照してください。


	

GRANTS

	
オリジナルのエクスポートでGRANTS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはEXCLUDE=GRANTを使用します。

オリジナルのエクスポートでGRANTS=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・エクスポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

INDEXES

	
オリジナルのエクスポートでINDEXES=nを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはEXCLUDE=INDEXパラメータを使用します。

オリジナルのエクスポートでINDEXES=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・エクスポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	
LOG

	
データ・ポンプ・エクスポートは、LOGパラメータに対する指定パスまたはデフォルト・パスを確認します。また、スキーマに書込みアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトが存在するかどうかも確認します。

データ・ポンプでのオリジナルのエクスポートのLOGパラメータの処理方法の詳細は、「データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理」を参照してください。

ログ・ファイルの内容は、データ・ポンプ・エクスポート操作の内容になります。ログ・ファイルの場所と内容については、「ログ・ファイル」を参照してください。


	

OBJECT_CONSISTENT

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートの処理では、エクスポートされる各オブジェクトの状態に一貫性があることが保証されています。


	

OWNER

	
データ・ポンプのSCHEMASパラメータが使用されます。


	

RECORDLENGTH

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートでは、バッファ・サイズは自動的に調整されます。


	

RESUMABLE

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートの場合、この機能はEXP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに自動的に提供されます。


	

RESUMABLE_NAME

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートの場合、この機能はEXP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに自動的に提供されます。


	

RESUMABLE_TIMEOUT

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・エクスポートの場合、この機能はEXP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに自動的に提供されます。


	

ROWS

	
オリジナルのエクスポートでROWS=yを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはCONTENT=ALLパラメータを使用します。

オリジナルのエクスポートでROWS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはCONTENT=METADATA_ONLYパラメータを使用します。


	

STATISTICS

	
このパラメータは無視されます。統計は、データ・ポンプ・エクスポート操作の一環として、表に対して常に保存されます。


	

TABLESPACES

	
オリジナルのエクスポートでTRANSPORT_TABLESPACE=nも指定していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはTABLESPACESパラメータを無視します。

オリジナルのエクスポートでTRANSPORT_TABLESPACE=yも指定していた場合、データ・ポンプ・エクスポートは、TABLESPACESパラメータに対して指定されていた名前を、データ・ポンプ・エクスポートのTRANSPORT_TABLESPACESパラメータに対して使用します。


	
TRANSPORT_TABLESPACE

	
オリジナルのエクスポートでTRANSPORT_TABLESPACE=n(デフォルト)を使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはTABLESPACESパラメータを使用します。

オリジナルのエクスポートでTRANSPORT_TABLESPACE=yを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはTRANSPORT_TABLESPACESパラメータを使用し、メタデータのみがエクスポートされます。


	

TRIGGERS

	
オリジナルのエクスポートでTRIGGERS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはEXCLUDE=TRIGGERパラメータを使用します。

オリジナルのエクスポートでTRIGGERS=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・エクスポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

TTS_FULL_CHECK

	
オリジナルのエクスポートでTTS_FULL_CHECK=yを使用していた場合、データ・ポンプ・エクスポートはTRANSPORT_FULL_CHECKパラメータを使用します。

オリジナルのエクスポートでTTS_FULL_CHECK=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・エクスポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

VOLSIZE

	
オリジナルのエクスポートでVOLSIZEパラメータが使用されている場合、それはダンプ・ファイルの指定場所がテープ・デバイスであることを意味します。テープ・デバイスは、データ・ポンプ・エクスポートのダンプ・ファイル形式でサポートされていません。したがって、この操作はエラーが発生して終了します。











データ・ポンプでのオリジナルのインポート・パラメータの使用

データ・ポンプ・パラメータにマップするオリジナルのインポート・パラメータがある場合は、そのインポート・パラメータをデータ・ポンプ・インポートで使用できます。表4-2に、オリジナルのインポート・パラメータがデータ・ポンプ・インポートでどのように解釈されるかを示します。オリジナルのインポートとデータ・ポンプのインポートで名前と機能が同じパラメータは、この表に含まれていません。


表4-2 データ・ポンプ・インポートでのオリジナルのインポート・パラメータの扱い

	オリジナルのインポート・パラメータ	データ・ポンプ・インポート・パラメータでの処理
	

BUFFER

	
このパラメータは無視されます。


	

CHARSET

	
このパラメータは、数リリース前からサポートされなくなりました。今後は使用しないでください。このパラメータは、データ・ポンプ・インポート操作が中断される原因になります。


	

COMMIT

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・インポートでは、表の処理が終了するたびにコミットが自動的に実行されます。


	

COMPILE

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプ・インポートでは、プロシージャの作成後にコンパイルが実行されます。依存性の理由で必要な場合は、再コンパイルを実行できます。


	

CONSTRAINTS

	
オリジナルのインポートでCONSTRAINTS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはEXCLUDE=CONSTRAINTパラメータを使用します。

オリジナルのインポートでCONSTRAINTS=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・インポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

DATAFILES

	
データ・ポンプ・インポートのTRANSPORT_DATAFILESパラメータが使用されます。


	

DESTROY

	
オリジナルのインポートでDESTROY=yを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはREUSE_DATAFILES=yパラメータを使用します。

オリジナルのインポートでDESTROY=nを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・インポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

FEEDBACK

	
データ・ポンプ・インポートのSTATUS=30コマンドが使用されます。STATUSコマンドでは、処理されている行に加えてインポート・ジョブの状態も返されるため、これは直接のマッピングではありません。

オリジナルのインポートでは、一定の行数(FEEDBACKコマンドで指定)の後にフィードバックが表示されていました。データ・ポンプ・インポートでは、STATUSで指定された秒数ごとに状態が表示されます。


	
FILE

	
データ・ポンプ・インポートは、FILEパラメータに対する指定パスまたはデフォルト・パスを確認します。また、スキーマに書込みアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトが存在するかどうかも確認します。

データ・ポンプでのオリジナルのインポートのFILEパラメータの処理方法の詳細は、「データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理」を参照してください。


	

FILESIZE

	
このパラメータは無視されます。この情報はデータ・ポンプのダンプ・ファイル・セットにすでに含まれています。


	
FROMUSER

	
データ・ポンプ・インポートのSCHEMASパラメータが使用されます。TOUSERを使用せずにFROMUSERが使用されていた場合は、IMP_FULL_DATABASEロールを持つインポート・スキーマによって、データ・ポンプ・インポートでスキーマが作成され、そのスキーマのオブジェクトがインポートされます。IMP_FULL_DATABASEロールを持っていないインポート・スキーマは、ダンプ・ファイル・セットから自分のスキーマのみをインポートできます。


	

GRANTS

	
オリジナルのインポートでGRANTS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはEXCLUDE=OBJECT_GRANTパラメータを使用します。

オリジナルのインポートでGRANTS=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・インポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

IGNORE

	
オリジナルのインポートでIGNORE=yを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはTABLE_EXISTS_ACTION=APPENDパラメータを使用します。これにより、表データの処理が続行されます。

オリジナルのインポートでIGNORE=nを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・インポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	

INDEXES

	
オリジナルのインポートでINDEXES=nを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはEXCLUDE=INDEXパラメータを使用します。

オリジナルのインポートでINDEXES=yを使用していた場合、そのパラメータは無視されます。その指定はデータ・ポンプ・インポートのデフォルトの動作であるため、再マップする必要はありません。


	
INDEXFILE

	
データ・ポンプ・インポートのSQLFILE={directory-object:}filenameおよびINCLUDE=INDEXパラメータが使用されます。

FILEパラメータに対してディレクトリ・オブジェクトを検索する場合の方法と手順が、INDEXFILEパラメータに対しても同様に適用されます。

オリジナルのインポートでディレクトリ・オブジェクトが指定されていなかった場合は、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトがデータ・ポンプ・インポートで使用されます。


	
LOG

	
データ・ポンプ・インポートは、LOGパラメータに対する指定パスまたはデフォルト・パスを確認します。また、スキーマに書込みアクセス権があるディレクトリ・オブジェクトが存在するかどうかも確認します。

データ・ポンプでのオリジナルのインポートのLOGパラメータの処理方法の詳細は、「データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理」を参照してください。

ログ・ファイルの内容は、データ・ポンプ・インポート操作の内容になります。ログ・ファイルの場所と内容については、「ログ・ファイル」を参照してください。


	

RECORDLENGTH

	
このパラメータは無視されます。データ・ポンプの場合、レコード長に関する問題は内部で処理されます。


	

RESUMABLE

	
このパラメータは無視されます。この機能はIMP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに対して自動的に提供されます。


	

RESUMABLE_NAME

	
このパラメータは無視されます。この機能はIMP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに対して自動的に提供されます。


	

RESUMABLE_TIMEOUT

	
このパラメータは無視されます。この機能はIMP_FULL_DATABASEロールを付与されているユーザーに対して自動的に提供されます。


	

ROWS=N

	
オリジナルのインポートでROWS=nを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはCONTENT=METADATA_ONLYパラメータを使用します。

オリジナルのインポートでROWS=yを使用していた場合、データ・ポンプ・インポートはCONTENT=ALLパラメータを使用します。


	

SHOW

	
SHOW=yが指定されている場合、データ・ポンプ・インポートのSQLFILE=[directory_object:]file_nameパラメータを使用して、インポート操作のDDLがファイルに書き込まれます。指定ファイルには、(ダンプ・ファイルの全体の内容ではなく)DDLのみが書き込まれます。(これは、オリジナルのインポートなので、画面に出力は表示されません。)

DUMPFILEパラメータ(またはDUMPFILEに再マップされる、オリジナルのインポートのFILEパラメータ)で指定された名前がファイルの名前になります。指定されているダンプ・ファイル名が複数ある場合は、最初に指定されているファイル名が使用されます。ファイルは、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトの場所か、DUMPFILEパラメータに含まれるディレクトリ・オブジェクトに配置されます。(DUMPFILEパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトが優先されます。)


	

STATISTICS

	
このパラメータは無視されます。統計は、データ・ポンプ・インポート操作の一環として、表に対して常に保存されます。


	

STREAMS_CONFIGURATION

	
このパラメータは無視されます。この値はデータ・ポンプ・インポートによって自動的に決定されるため、指定する必要はありません。


	

STREAMS_INSTANTIATION

	
このパラメータは無視されます。この値はデータ・ポンプ・インポートによって自動的に決定されるため、指定する必要はありません。


	
TABLESPACES

	
オリジナルのインポートでTRANSPORT_TABLESPACE=n(デフォルト)も指定されていた場合、データ・ポンプ・インポートはTABLESPACESパラメータを無視します。

オリジナルのインポートでTRANSPORT_TABLESPACE=yも指定していた場合、データ・ポンプ・インポートは、このTABLESPACESパラメータに対して指定されていた名前を、データ・ポンプ・インポートのTRANSPORT_TABLESPACESパラメータに適用します。


	

TOID_NOVALIDATE

	
このパラメータは無視されます。型比較に、OIDは使用されなくなりました。


	
TOUSER

	
データ・ポンプ・インポートのREMAP_SCHEMAパラメータが使用されます。オリジナルのインポートより多くのオブジェクトをインポートできます。また、ターゲットのスキーマがまだ存在していない場合は、データ・ポンプ・インポートで作成することもできます。

オリジナルのインポートでFROMUSERパラメータも指定されている必要があります。指定されていない場合は、操作が失敗します。


	
TRANSPORT_TABLESPACE

	
TRANSPORT_TABLESPACEパラメータは無視されますが、DATAFILESパラメータも指定した場合、インポート・ジョブはメタデータのロードを続行します。DATAFILESパラメータを指定しない場合、ORA-39002:invalid operationエラー・メッセージが返されます。


	

TTS_OWNERS 

	
このパラメータは無視されます。この情報はデータ・ポンプのダンプ・ファイル・セットに自動的に保存されます。


	

VOLSIZE

	
オリジナルのインポートでVOLSIZEパラメータが使用されている場合、それはダンプ・ファイルの指定場所がテープ・デバイスであることを意味します。テープ・デバイスは、データ・ポンプ・インポートのダンプ・ファイル形式でサポートされていません。したがって、この操作はエラーが発生して終了します。














データ・ポンプ・レガシー・モードでのファイルの場所の管理

オリジナルのバージョンはクライアントベース、データ・ポンプはサーバーベースであるため、オリジナルのエクスポートとインポート、およびデータ・ポンプ・エクスポートとデータ・ポンプ・インポートは、ダンプ・ファイルとログ・ファイルの書込み/読取りを行える場所によって異なります。

オリジナルのエクスポートおよびインポートでは、FILEパラメータとLOGパラメータを使用して、それぞれダンプ・ファイル名とログ・ファイル名を指定します。これらのファイル名は常にクライアント・システムに対してローカルなファイルを参照し、パスの指定を含めることもできます。

データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートでは、DUMPFILEパラメータとLOGFILEパラメータを使用して、それぞれダンプ・ファイル名とログ・ファイル名を指定します。これらのファイル名は常にサーバー・システムに対してローカルなファイルを参照し、パス情報を含めることはできません。かわりに、ディレクトリ・オブジェクトを使用して、パス情報を間接的に指定します。ディレクトリ・オブジェクトによって定義されるパス値は、サーバーからアクセスできる必要があります。ディレクトリ・オブジェクトは、データ・ポンプ・ジョブ用にDIRECTORYパラメータを使用して指定されます。DUMPFILEパラメータおよびLOGFILEパラメータに渡されるファイル名にディレクトリ・オブジェクトを付加することもできます。データ・ポンプを使用する特権ユーザーは、ディレクトリ・オブジェクトがコマンドラインで指定されていない場合に、デフォルト・ディレクトリ・オブジェクトを使用できます。このデフォルトのディレクトリ・オブジェクトDATA_PUMP_DIRは、インストール時に設定されます。

データ・ポンプのレガシー・モードを有効にし、オリジナルのエクスポートのFILE=filespecパラメータまたはLOG=filespecパラメータ(あるいはその両方)をコマンドラインに指定すると、次の優先順位ルールで、ファイルの場所が決まります。




	
注意:

コマンドラインにFILEパラメータとLOGパラメータの両方を指定した場合は、優先順位ルールがそれぞれのパラメータに個別に適用されます。
また、オリジナルのエクスポートおよびインポートとデータ・ポンプ・エクスポート、データ・ポンプ・インポートのパラメータが混在する場合は、個別のルールがそれぞれ適用されます。たとえば、次のコマンドを指定したとします。


expdp system FILE=/user/disk/foo.dmp LOGFILE=foo.log DIRECTORY=dpump_dir


この項で説明したとおり、データ・ポンプのレガシー・モードによるファイル管理ルールが、FILEパラメータに適用されます。通常の(レガシー・モードではない)データ・ポンプのファイル管理ルールは、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」で説明されているとおりに、LOGFILEパラメータに適用されます。









	
パスの位置がファイル指定の一部として指定されると、データ・ポンプはエクスポート・ジョブを実行するスキーマからアクセスでき、そのパスの位置がファイル指定でのパスの位置に一致するディレクトリ・オブジェクトの検索を試行します。そのようなディレクトリ・オブジェクトが見つからないと、エラーが返されます。たとえば、USER_DUMP_FILESという名前のサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトが'/disk1/user1/dumpfiles/'のパス値とともに定義されていて、このディレクトリ・オブジェクトへの読取り/書込みアクセス権限がhrスキーマに付与されているとします。次のコマンドを実行すると、データ・ポンプはそのパス値に'/disk1/user1/dumpfiles/'が含まれ、そのhrスキーマに読取り/書込みアクセス権限が付与されているサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトを探します。


expdp hr FILE=/disk1/user1/dumpfiles/hrdata.dmp


その場合、データ・ポンプはディレクトリ・オブジェクトUSER_DUMP_FILESを使用します。この例で使用されているパス値'/disk1/user1/dumpfiles/'は、Oracle Databaseからアクセスできるサーバー・システム上のパスを参照している必要があります。

パスの位置がファイル指定の一部として指定されている場合は、DIRECTORYパラメータで指定されたディレクトリ・オブジェクトが無視されます。たとえば、次のコマンドを実行すると、データ・ポンプはファイル・パラメータのDPUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトを使用せず、かわりにそのパス値に'/disk1/user1/dumpfiles/'が含まれ、そのhrスキーマに読取り/書込みアクセス権限が付与されているサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトを探します。


expdp hr FILE=/disk1/user1/dumpfiles/hrdata.dmp DIRECTORY=dpump_dir


	
パスの位置がファイル指定の一部として指定されない場合は、DIRECTORYパラメータに指定されたディレクトリ・オブジェクトが使用されます。たとえば、次のコマンドを実行すると、データ・ポンプはDPUMP_DIRディレクトリ・オブジェクト用に定義されたパスの位置をhrdata.dmpファイルに適用します。


expdp hr FILE=hrdata.dmp DIRECTORY=dpump_dir


	
パスの位置がファイル指定の一部として指定されず、DIRECTORYパラメータにディレクトリ・オブジェクトが指定されていない場合は、データ・ポンプによって次のように動作が順次実行されます。

	
データ・ポンプはDATA_PUMP_DIR_schema_nameという形式のディレクトリ・オブジェクトを探します。ここでのschema_nameは、データ・ポンプ・ジョブを実行するスキーマです。たとえば、次のコマンドを実行すると、データ・ポンプはDATA_PUMP_DIR_HRという名前のサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトを探します。


expdp hr FILE=hrdata.dmp


また、hrスキーマには、このディレクトリ・オブジェクトへの読取り/書込みアクセス権限が付与されている必要があります。そのようなディレクトリ・オブジェクトが存在しないとき、処理は手順bに進みます。


	
データ・ポンプは、クライアントベースの環境変数DATA_PUMP_DIRを探します。たとえば、DUMP_FILES1という名前のサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトが定義されていて、hrスキーマにそのオブジェクトへの読取り/書込みアクセス権限が付与されているとします。その場合は、クライアント・システムで、次のようにDUMP_FILES1を指すように環境変数DATA_PUMP_DIRを設定します。


setenv DATA_PUMP_DIR DUMP_FILES1
expdp hr FILE=hrdata.dmp


データ・ポンプは、次にサーバーベースのディレクトリ・オブジェクトDUMP_FILES1をhrdata.dmpファイルに対して使用します。

クライアントベースの環境変数DATA_PUMP_DIRが存在しないとき、処理は手順cに進みます。


	
データ・ポンプ・ジョブを実行するスキーマにDBA権限があると、デフォルトのデータ・ポンプ・ディレクトリ・オブジェクトDATA_PUMP_DIRが使用されます。このデフォルトのディレクトリ・オブジェクトは、インストール時に設定されます。たとえば、次のコマンドを実行すると、データ・ポンプはシステムにDBA権限があるとみなし、デフォルトのDATA_PUMP_DIRディレクトリ・オブジェクトを使用しようとします。


expdp system FILE=hrdata.dmp










	
参照:

通常モードのデータ・ポンプ(レガシー・モードではない)でのデータ・ポンプのファイル管理優先順位ルールの詳細は、「ダンプ・ファイル、ログ・ファイルおよびSQLファイルのデフォルトの位置」を参照してください。












データ・ポンプのログ・ファイルとエラーに対する既存のスクリプトの調整

データ・ポンプのレガシー・モードを使用する場合は、オリジナルのエクスポートおよびインポート用に作成された既存のスクリプトを確認して更新する必要があります。これは、ファイルの形式およびエラーのレポート処理が異なるためです。



ログ・ファイル

データ・ポンプのエクスポートおよびインポートで作成されるログ・ファイルは、オリジナルのエクスポートおよびインポートとは形式が異なります。オリジナルのエクスポートおよびインポートの出力を解析するスクリプトがある場合は、データ・ポンプのエクスポートおよびインポートで使用されるログ・ファイル形式を扱えるように更新する必要があります。たとえば、「Successfully Terminated」というメッセージは、データ・ポンプのログ・ファイルには表示されません。





エラー

データ・ポンプのエクスポートおよびインポートと、オリジナルのエクスポートおよびインポートとでは、生成されるエラーが異なる場合があります。たとえば、データ・ポンプ・エクスポートで無視されるパラメータが、オリジナルのエクスポートで範囲外の値である場合、ログ・ファイルに書き込まれるのは、パラメータは無視されるという情報メッセージです。値のチェックは実行されないため、エラー・メッセージは生成されません。





終了状態

データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートには、エクスポート・ジョブとインポート・ジョブの成功または失敗をスクリプトでより適切に判定できるようにするための、拡張された終了状態の値があります。終了状態を参照するスクリプトは、必要に応じて確認および更新する必要があります。













 
5 データ・ポンプ・ユーティリティのパフォーマンス

データ・ポンプ・ユーティリティは、大規模データベースを対象に設計されています。サイトに、大量のデータおよびメタデータがある場合は、オリジナルのエクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティと比較して、パフォーマンスが大幅に向上します。この章では、パフォーマンス向上の理由を簡単に説明し、エクスポートおよびインポート操作のパフォーマンスを向上させるための具体的な手順を示します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティおよびデータ・ポンプ・インポート・ユーティリティのデータ・パフォーマンスの改善点


	
パフォーマンスのチューニング


	
データ・ポンプ・ユーティリティのパフォーマンスに影響する初期化パラメータ




データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティおよびデータ・ポンプ・インポート・ユーティリティでのメタデータ抽出およびデータベース・オブジェクト作成のパフォーマンスは、基本的にはオリジナルのエクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティのパフォーマンスと同様です。



データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティおよびデータ・ポンプ・インポート・ユーティリティのデータ・パフォーマンスの改善点

次に、データ・ポンプ・エクスポートおよびインポート・ユーティリティでのパフォーマンス向上の要因を示します。

	
複数のワーカー・プロセスで、表間およびパーティション間のパラレル処理を実行して、複数のパラレル・ダイレクト・パス・ストリームで表をロードおよびアンロードできます。


	
非常に大きい表およびパーティションの場合は、単一のワーカー・プロセスで、外部表による方法を使用してデータにアクセスすると、複数のパラレル問合せおよびパラレルDML I/Oサーバー・プロセスを介してパーティション間のパラレル処理を選択できます。


	
データ・ポンプでは、索引の作成およびパッケージ本体のロードにパラレル処理を使用します。




	
ダンプ・ファイルは、直接サーバーで読取りおよび書込みが行われるため、データをクライアントに移動する必要はありません。


	
ダンプ・ファイルの格納形式は、ダイレクト・パスAPIの内部ストリーム形式です。これは、表領域内部のOracle Databaseのデータ・ファイルに格納されている形式と同様の形式です。したがって、クライアント側ではINSERT文バインド変数への変換は実行されません。


	
サポートされているデータ・アクセス方法(ダイレクト・パスおよび外部表による方法)は従来のSQLより高速です。ダイレクト・パスAPIを使用すると、単一ストリームでの最大のパフォーマンスが実現します。外部表機能を使用すると、Oracle Databaseのパラレル問合せおよびパラレルDML機能を効率的に使用できます。


	
エクスポート時に、メタデータとデータの抽出を同時に実行できます。









パフォーマンスのチューニング

データ・ポンプ・テクノロジでは、すべての使用可能なリソースを最大限に使用して、スループットの最大化およびジョブ経過時間の最小化が行われます。これを実現するには、システムでCPU、メモリー、I/O間でバランスがとられている必要があります。また、パフォーマンス・チューニングの標準原理が適用されます。たとえば、ダンプ・ファイル・セット内のダンプ・ファイルの書込みおよび読取りはパラレルで行われるため、最大のパフォーマンスを得るにはそれらのダンプ・ファイルを個別のディスクに常駐させる必要があります。また、それらのダンプ・ファイルは、ソースまたはターゲットの表領域が常駐するディスクとは別のディスクに常駐させる必要があります。

パフォーマンス・チューニングを行う場合は、パフォーマンスとリソース消費のバランスをとることが必要です。



リソース消費の制御

データ・ポンプ・エクスポートおよびインポート・ユーティリティを使用すると、ジョブごとのリソース消費量を動的に増減できます。これを実行するには、PARALLELパラメータを使用してそのジョブの並列度を指定します。(データ・ポンプ固有のチューニング・パラメータはPARALLELパラメータのみです。)最大のスループットを得るには、PARALLELをCPU数の2倍(CPUごとに2つのワーカー)以下に設定してください。




	
参照:

	
エクスポート・ユーティリティのPARALLELパラメータの詳細は、「PARALLEL」を参照してください。


	
インポート・ユーティリティのPARALLELパラメータの詳細は、「PARALLEL」を参照してください。












並列度を増加すると、CPU使用量、メモリー使用量およびI/O帯域幅使用も増大します。これらのリソースの使用可能な量が適切であることを確認してください。必要に応じて、異なるディスク・デバイスまたはチャネル間にファイルを分散して、必要なI/O帯域幅を確保できます。

並列度を最大にするには、並列度ごとに少なくとも1つのファイルを提供する必要があります。これを簡単に行うには、たとえばfile%u.dmpのように、ファイル名に置換変数を使用します。ただし、ディスク設定によっては(たとえば、単純な非ストライプ・ディスクなどの場合)、すべてのダンプ・ファイルを1つのデバイスに配置しない場合があります。その場合は、置換変数を使用して複数のファイル名を指定し、それぞれのファイルを別々のディレクトリ(別々のディスク)に配置します。高速CPUと高速ディスクを使用する場合でも、CPUとディスク間のパスは、持続可能な並列度の量を制約する要因になることがあります。

PARALLELパラメータは、Oracle Database 11gのEnterprise Editionでのみ有効です。





圧縮および暗号化によるパフォーマンスへの影響

圧縮および暗号化に関連するデータ・ポンプ・パラメータを使用すると、エクスポート操作とインポート操作のパフォーマンスが低下する場合があります。これは、RAWデータの変換を実行するために、追加のCPUリソースを必要とするためです。








データ・ポンプ・ユーティリティのパフォーマンスに影響する初期化パラメータ

特定の初期化パラメータの設定が、データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポートのパフォーマンスに影響する場合があります。特に、次の設定を使用してパフォーマンスを改善できます。ただし、プラットフォームによっては同様の効果を得られない場合もあります。

	
DISK_ASYNCH_IO=TRUE


	
DB_BLOCK_CHECKING=FALSE


	
DB_BLOCK_CHECKSUM=FALSE




次の初期化パラメータには、並列度が最大になる値を指定する必要があります。

	
PROCESSES


	
SESSIONS


	
PARALLEL_MAX_SERVERS




さらに、初期化パラメータSHARED_POOL_SIZEとUNDO_TABLESPACEは、余裕のある大きさにする必要があります。具体的な値は、データベースのサイズによって異なります。


Streams環境でのバッファ・キャッシュ・サイズの設定

Oracle Data Pumpは、Streams機能を使用してプロセス間の通信を行います。SGA_TARGET初期化パラメータが設定されていると、STREAMS_POOL_SIZE初期化パラメータは自動的に合理的な値に設定されます。

SGA_TARGET初期化パラメータが設定されていない状態で、STREAMS_POOL_SIZE初期化パラメータも定義されていない場合は、ストリーム・プールのサイズは自動的に共有プール・サイズの10%(デフォルト)になります。

ストリーム・プールが作成されると、バッファ・キャッシュに割り当てられたメモリーから必要なSGAメモリーが確保されるため、キャッシュのサイズは、DB_CACHE_SIZE初期化パラメータで指定したサイズよりも少なくなります。つまり、バッファ・キャッシュが必要最小限のSGAで構成されていた場合、データ・ポンプ操作は正しく動作しません。データ・ポンプ操作を正常に実行するために、STREAMS_POOL_SIZEの値は、最小サイズの10MBにすることをお薦めします。




	
参照:

Oracle Streams概要および管理
























第II部



SQL*Loader

この部の章では、SQL*Loaderユーティリティについて説明します。

第7章「SQL*Loaderの概念」

この章では、SQL*Loaderの機能について説明します。また、データ・ロードの概念(オブジェクト・サポートも含む)についても説明します。さらに、SQL*Loaderへの入力、データベースの事前準備およびSQL*Loaderからの出力についても説明します。

第8章「SQL*Loaderコマンドライン・リファレンス」

この章では、SQL*Loaderで使用するコマンドラインの構文について説明します。コマンドライン引数、SQL*Loaderのメッセージを抑制する方法、バインド配列のサイズ指定などについて説明します。

第9章「SQL*Loader制御ファイル・リファレンス」

この章では、SQL*Loaderの設定に使用する制御ファイルの構文、およびデータをOracleの形式にマップする方法をSQL*Loaderに記述する方法について説明します。詳細な構文図を示すとともに、データ・ファイル、表と列、データの位置、ロードするデータの型と形式などの指定に関する情報についても説明します。

第10章「SQL*Loaderフィールド・リスト・リファレンス」

この章では、SQL*Loader制御ファイルのフィールド・リストのセクションについて説明します。フィールド・リストには、位置、データ型、条件、デリミタなど、ロードするフィールドの情報が提供されます。

第11章「オブジェクト、LOBおよびコレクションのロード」

この章では、様々な形式での列オブジェクトのロード方法について説明します。オブジェクト表、REF列、LOBおよびコレクションのロード方法についても説明します。

第12章「従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロード」

この章では、従来型パス・ロードとダイレクト・パス・ロードの違いを説明します。ダイレクト・パス・ロードは、大量のデータを従来より高速にロードするための高パフォーマンス・オプションです。







 
7 SQL*Loaderの概念

この章では、SQL*LoaderによるOracle Databaseへのデータのロードについて、基本的な概念を説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
SQL*Loaderの機能


	
SQL*Loaderのパラメータ


	
SQL*Loader制御ファイル


	
入力データおよびデータ・ファイル


	
LOBFILEおよびセカンダリ・データ・ファイル(SDF)


	
データ変換およびデータ型の指定


	
廃棄レコードおよび拒否レコード


	
ログ・ファイルおよびログ情報


	
従来型パス・ロード、ダイレクト・パス・ロードおよび外部表ロード


	
オブジェクト、コレクションおよびLOBのロード


	
パーティション・オブジェクトのサポート


	
アプリケーション開発: ダイレクト・パス・ロードAPI


	
SQL*Loaderの事例






SQL*Loaderの機能

SQL*Loaderを使用して、外部ファイルのデータをOracle Databaseの表にロードします。強力なデータ解析エンジンによって、あらゆるデータ形式のデータ・ファイルに対応できます。SQL*Loaderを使用して、次のことが可能です。

	
データ・ファイルがデータベースと異なるシステム上にある場合のネットワークを介したデータのロード。(「ネットワークを介したデータのロード」を参照)


	
同一のロード・セッションでの複数のデータ・ファイルからのデータのロード。


	
同一のロード・セッションでの複数の表へのデータのロード。


	
データのキャラクタ・セットの指定。


	
ロード・データの選択(レコード値に基づいたロード)。


	
ロード前の、SQL関数を使用したデータ処理。


	
指定した列に対する、一意の順序キーの生成。


	
オペレーティング・システムのファイル・システムを使用したデータ・ファイルへのアクセス。


	
ディスク、テープまたはNamed Pipeからのデータのロード。


	
高度なエラー・レポートの生成による、トラブルシューティングの支援。


	
複合オブジェクト・リレーショナル・データの任意のロード。


	
セカンダリ・データ・ファイルを使用した、LOBおよびコレクションのロード。


	
従来型パス・ロードまたはダイレクト・パス・ロードの使用。従来型パス・ロードでは高い柔軟性を、ダイレクト・パス・ロードでは優れたロード・パフォーマンスを提供します。「第12章」を参照してください。




一般的なSQL*Loaderセッションでは、SQL*Loaderの動作を制御する制御ファイルと1つ以上のデータ・ファイルが入力用に使用されます。SQL*Loaderの出力先は、データがロードされるOracle Database、ログ・ファイル、不良ファイルで、廃棄ファイルに出力される場合もあります。図7-1に、SQL*Loaderセッションの流れの例を示します。


図7-1 SQL*Loaderの概要

[image: 図7-1の説明が続きます。]









SQL*Loaderのパラメータ

SQL*Loaderは、sqlldrコマンドを指定すると起動します。また、オプションで、セッション特性を確立するパラメータを指定した場合も起動します。

常に、値がほとんど変わらない同じパラメータを使用する場合は、コマンドラインではなく、次の方法でパラメータを指定すると効率的です。

	
パラメータは、パラメータ・ファイルとしてグループ化できます。その後、PARFILEパラメータを使用して、そのパラメータ・ファイルの名前をコマンドラインで指定できます。


	
一部のパラメータは、OPTIONS句を使用して、SQL*Loaderの制御ファイル内に指定することもできます。




コマンドラインで指定したパラメータは、パラメータ・ファイルまたはOPTIONS句で指定したパラメータ値を上書きします。




	
参照:

	
SQL*Loaderのパラメータの詳細は、第8章を参照してください。


	
「PARFILE(パラメータ・ファイル)」


	
「OPTIONS句」

















SQL*Loader制御ファイル

制御ファイルは、SQL*Loaderが解釈できる言語で記述されたテキスト・ファイルです。制御ファイルは、データの場所、データの分析と解釈方法、データの挿入先などをSQL*Loaderに通知します。

制御ファイルには、大きく分けて3つのセクションがあります。

第1セクションには、セッション全体の情報が記述されます。たとえば、次のような情報です。

	
バインドサイズ、行、スキップ・レコードなどのようなグローバル・オプション


	
入力データの配置先を指定するINFILE句


	
ロードされるデータ




第2セクションは、1つ以上のINTO TABLEブロックで構成されています。それぞれのブロックには、表名、その表の列などの、データがロードされる表についての情報が含まれています。

第3セクションはオプションで、このセクションがある場合は、入力データが記述されます。

制御ファイルの構文には、次の注意事項があります。

	
構文は、自由形式で記述できます(文は複数行になってもかまいません)。


	
大文字と小文字は、一重引用符または二重引用符で囲まれた文字列の場合のみ区別され、それ以外では区別されません。


	
先頭にハイフンを2つ(--)続けて入力することによって、コメントを挿入できます。ハイフンから行の終わりまでがコメントになります。オプションである第3セクションでは、二重ハイフンがコメントとしてではなくデータとして解釈されるため、このセクションでのコメントはサポートされません。


	
CONSTANTおよびZONEキーワードは、SQL*Loaderでは特別な意味があり、予約されています。競合を回避するために、表または列の名前にCONSTANTまたはZONEという語を使用しないことをお薦めします。



	
参照:

制御ファイルの構文およびセマンティクスの詳細は、第9章を参照してください。













入力データおよびデータ・ファイル

制御ファイルに指定された1つ以上のファイル(またはファイルのオペレーティング・システムに相当するもの)などから、SQL*Loaderにデータが読み込まれます。SQL*Loaderから見ると、データ・ファイルのデータはレコードとして構成されています。データ・ファイルには、固定レコード形式、可変レコード形式またはストリーム・レコード形式があります。レコード形式は、INFILEパラメータを使用して制御ファイルに指定することができます。レコード形式が指定されない場合、デフォルトはストリーム・レコード形式になります。




	
注意:

制御ファイル内部でデータが指定されている場合(INFILE *が制御ファイルに指定されている場合)、そのデータはデフォルトでレコード終了記号を使用したストリーム・レコード形式として解釈されます。









固定レコード形式

固定レコード形式のファイルでは、データ・ファイルにあるすべてのレコードが同じバイト長です。この形式は柔軟性はありませんが、その結果、可変長またはストリーム形式よりも高いパフォーマンスを得ることができます。また、固定形式は簡単に指定できます。次に例を示します。


INFILE datafile_name "fix n"


ここでは、特殊なデータ・ファイルが、SQL*Loaderによって全レコードがnバイト長の固定レコード形式で解釈されるように指定しています。

例7-1に、固定レコード形式で解釈されるデータ・ファイル(example.dat)を指定する制御ファイルを示します。この例のデータ・ファイルには5つの物理レコードが含まれ、各レコードには従業員の番号と名前を含むフィールドがあります。5つの各フィールドは空白を含めて11バイト長です。この例を説明する目的で、レコードの空白を示すためにピリオドが使用されていますが、実際のレコードにはピリオドはありません。この点に注意すると、1つ目のレコード396,...ty,.は、ちょうど11バイトです(シングルバイト・キャラクタ・セットだとします)。2つ目のレコードは4922,beth,で、改行文字(\n)が後に続き、11バイトとなります。(改行文字は固定レコード形式では必要ありません。ここでは単に、使用された場合はレコード長のバイトとしてカウントされることを説明するために使用されています。)

文字長セマンティクスが使用されているファイルでも、長さは常にバイト単位で解析されます。これは、文字長セマンティクスで処理されるフィールドとバイト長セマンティクスで処理されるフィールドがファイル内に混在する可能性があるため必要です。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。


例7-1 固定レコード形式でのデータのロード


load data
infile 'example.dat'  "fix 11"
into table example
fields terminated by ',' optionally enclosed by '"'
(col1, col2)


example.dat:


396,...ty,.4922,beth,\n
68773,ben,.
1,.."dave",
5455,mike,.








可変レコード形式

可変レコード形式のファイルでは、文字フィールドの各レコード長がデータ・ファイルの各レコードの開始位置に含まれています。この形式は、固定レコード形式より柔軟性があり、ストリーム・レコード形式よりパフォーマンスに優れています。可変レコード形式の場合、たとえば、次のように指定できます。


INFILE "datafile_name" "var n"


nには、レコード長フィールドのバイト数を指定します。nを指定しない場合、SQL*Loaderは長さを5バイトとみなします。nに、40より大きい値を指定すると、エラーになります。

例7-2に、ファイル名がexample.datでレコード長フィールドが3バイト長の可変レコード形式の入力データに対する制御ファイルのSQL*Loaderへの指定を示します。example.datデータ・ファイルは、3つの物理レコードで構成されています。1つ目のレコードは009(すなわち9)バイト長、2つ目のレコードは010(すなわち1バイトの改行を含めて10)バイト長、3つ目は012(同様に1バイトの改行を含む)バイト長で指定されています。改行文字は、可変レコード形式では必要ありません。この例でも、データ・ファイルはシングルバイト・キャラクタ・セットであるとします。

文字長セマンティクスが使用されているファイルでも、長さは常にバイト単位で解析されます。これは、文字長セマンティクスで処理されるフィールドとバイト長セマンティクスで処理されるフィールドがファイル内に混在する可能性があるため必要です。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。


例7-2 可変レコード形式でのデータのロード


load data
infile 'example.dat'  "var 3"
into table example
fields terminated by ',' optionally enclosed by '"'
(col1 char(5),
 col2 char(7))

example.dat:
009hello,cd,010world,im,
012my,name is,







ストリーム・レコード形式

ストリーム・レコード形式では、レコードをサイズで指定してではなく、SQL*Loaderでレコード終了記号を読み込むことによって、レコードが確認されます。ストリーム・レコード形式は最も柔軟性のある形式ですが、パフォーマンスに影響する場合があります。ストリーム・レコード形式として解釈されるようにデータ・ファイルを指定するには、次のように指定します。


INFILE datafile_name ["str terminator_string"]


terminator_stringには、次の'char_string'またはX'hex_string'を指定します。

	
'char_string'は、一重引用符または二重引用符で囲まれた文字列です。


	
X'hex_string'は、16進形式のバイト列です。




terminator_stringに、特別な(印字不可能な)文字が含まれる場合、X'hex_string'で指定する必要があります。ただし、一部の印字不可能な文字列('char_string')はバックスラッシュを使用すると指定できます。次に例を示します。

	
\nは、LFを示します。


	
\tは、水平タブを示します。


	
\fは、改ページを示します。


	
\vは、垂直タブを示します。


	
\rは、改行を示します。




セッションのNLS_LANGパラメータで指定されるキャラクタ・セットがデータ・セットのキャラクタ・セットと異なる場合、文字列はデータ・セットのキャラクタ・セットに変換されます。これはSQL*Loaderがデフォルトのレコード終了記号を確認する前に実行されます。

16進文字列はデータ・ファイルのキャラクタ・セット内にあるとみなされ、変換は実行されません。

UNIXベースのプラットフォームでは、terminator_stringを指定しない場合、デフォルトで改行文字\nが使用されます。

Windows NTでは、terminator_stringを指定しない場合、SQL*Loaderは\nまたは\r\nのうちデータ・ファイル内で先に現れる文字をレコード終了記号として使用します。つまり、データ・ファイルの1つ以上のレコードで、フィールドに\nが埋め込まれていることがわかっている場合に、\r\nをレコード終了記号として使用するには、これを指定する必要があります。

例7-3に、terminator_stringが文字列'|\n'で指定されている場合に、ストリーム・レコード形式でデータをロードする方法を示します。バックスラッシュを使用すると、文字列に印字不可能な改行文字を指定することができます。


例7-3 ストリーム・レコード形式でのデータのロード


load data
infile 'example.dat'  "str '|\n'"
into table example
fields terminated by ',' optionally enclosed by '"'
(col1 char(5),
 col2 char(7))

example.dat:
hello,world,|
james,bond,|







論理レコード

入力データは、指定されたレコード形式で物理レコードに編成されます。デフォルトでは、1つの物理レコードが1つの論理レコードになりますが、複数の物理レコードが1つの論理レコードに結合される場合もあります。

論理レコードは、次のいずれかの方針に従って構成できます。

	
固定数の物理レコードを結合してそれぞれの論理レコードを構成する


	
特定の条件が真である場合に物理レコードを結合して論理レコードを構成する



	
参照:

	
「物理レコードからの論理レコードの作成」


	
「事例4: 結合された物理レコードのロード」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)

















データ・フィールド

論理レコードが作成されると、フィールドが設定されます。フィールド設定では、制御ファイルのフィールド指定を使用して、論理レコードのデータのどの部分が制御ファイルのフィールドに対応しているのかをSQL*Loaderで判断します。2つ以上のフィールド指定に同じデータを使用できます。また、論理レコードに、制御ファイルのフィールド指定で使用されないデータを含めることもできます。

ほとんどの場合、制御ファイルのフィールドに、論理レコードの特定の位置や長さの指定が必要です。この部分は、次のような形式で指定します。

	
データ・フィールドの開始バイト位置または終了位置(あるいはその両方)を指定できます。この指定形式に柔軟性はありませんが、フィールド設定によって高パフォーマンスが得られます。


	
特殊なデータ・フィールドの区切り(囲みまたは終了(あるいはその両方))文字列を指定できます。デリミタ付きデータ・フィールドは、データ・フィールドの開始バイト位置が指定されている場合を除いて、直前のデータ・フィールドの終了位置から始まるとみなされます。


	
バイト・オフセットまたはデータ・フィールドの長さ(あるいはその両方)を指定できます。この方法では、各フィールドは、直前のフィールドが終了した位置から、指定されたバイト数の位置で始まり、指定された長さの位置で終了します。


	
Length-Valueデータ型が使用できます。この場合、データ・フィールドの最初のnバイト数に、データ・フィールドの残りの長さについての情報が含まれています。



	
参照:

	
「データ・フィールドの位置指定」


	
「デリミタの指定」




















LOBFILEおよびセカンダリ・データ・ファイル(SDF)

LOBデータは、非常に長いデータであるため、LOBFILEからロードすると有効です。LOBFILEでは、LOBデータのインスタンスは、フィールド(事前に決められたサイズ、デリミタ付き、Length-Value)内にあるとみなされますが、これらのフィールドは、レコードに編成されていません(LOBFILEにはレコードの概念がありません)。そのため、レコードを扱うことによって発生する処理のオーバーヘッドを回避できます。このようなデータの編成方法は、LOBのロードにとって理想的です。

たとえば、従業員名、従業員IDおよび従業員の履歴をロードする場合にLOBFILEを使用するとします。従業員名および従業員IDをメイン・データ・ファイルから読み込み、非常に長い従業員の履歴をLOBFILEから読み込むことができます。

また、簡単にXMLデータをロードする場合にLOBFILEを使用するとします。XML列を使用して、構造化データおよび半構造化データのモデルを保持できます。そのようなデータは、非常に長いデータです。

セカンダリ・データ・ファイル(SDF)とプライマリ・データ・ファイルの概念は類似しています。プライマリ・データ・ファイルと同様に、SDFは、レコードおよびフィールドで構成されたレコードの集まりです。SDFは、制御ファイルのフィールドごとに指定されます。SDFをデータ・ソースとして命名できるのは、collection_fld_specのみです。

SDFを指定するには、SDFパラメータを使用します。SDFパラメータの後に、ファイル指定文字列、または1つ以上のファイル指定文字列を含むデータ・フィールドにマップされたFILLERフィールドを指定します。




	
参照:

	
「LOBFILEからのLOBデータのロード」


	
「セカンダリ・データ・ファイル(SDF)」

















データ変換およびデータ型の指定

従来型パス・ロード中に、データ・ファイルのデータ・フィールドが、データベースの列に変換されます(概念的にはダイレクト・パス・ロードと同様ですが、実装は異なります)。変換には、次の2つの手順があります。

	
SQL*Loaderで、制御ファイルにあるフィールド指定を使用してデータ・ファイルの形式を解釈し、次に、入力データを解析します。そのデータを使用してSQL INSERT文に対応するバインド配列を移入します。


	
Oracle Databaseがデータを受け取り、INSERT文を実行してデータベースにデータを格納します。




Oracle Databaseでは、列のデータ型を使用して最終的な格納形式にデータを変換します。データ・ファイル内のフィールドとデータベース内の列の違いに注意する必要があります。また、SQL*Loader制御ファイルで定義されているフィールドのデータ型が、データベースの列のデータ型と同じではないことにも注意してください。






廃棄レコードおよび拒否レコード

入力ファイルから読み込まれたすべてのレコードが、データベースに挿入されるわけではありません。挿入されないレコードは、不良ファイルまたは廃棄ファイルに書き込まれます.。


不良ファイル

不良ファイルには、SQL*LoaderまたはOracle Databaseによって拒否レコードが書き込まれます。不良ファイルを指定していない場合に拒否されたレコードがあると、SQL*Loaderによって不良ファイルが自動的に作成されます。ファイルの名前はデータ・ファイルと同じで、拡張子は.badになります。次に、その理由を示します。


SQL*Loaderによる拒否

入力形式が不適切なデータ・ファイル・レコードは、SQL*Loaderによって拒否されます。たとえば、2番目の囲みデリミタがない場合や、デリミタ付きフィールドが最大長を超えている場合、レコードは、SQL*Loaderによって拒否されます。拒否レコードは、不良ファイルに書き込まれます。





Oracle Databaseによる拒否

データ・ファイル・レコードは、SQL*Loaderによって受け取られた後、Oracle Databaseに送られ、行として表に挿入されます。Oracle Databaseによって有効であると判断された行は、表に挿入されます。行が無効であると判断された場合、レコードは拒否され、SQL*Loaderにより不良ファイルに書き込まれます。行が無効であると判断される例としては、キーが重複している場合、必須入力フィールドに対応するデータがNULL値の場合、またはフィールドにOracleデータ型ではないデータ型が指定された場合が考えられます。




	
参照:

	
「不良ファイルの指定」


	
「事例4: 結合された物理レコードのロード」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)


















廃棄ファイル

SQL*Loaderの実行によって、廃棄ファイルをコールするファイルが作成されることがあります。ファイルが作成されるのは必要な場合のみで、廃棄ファイルを使用可能にすることを指定してある場合にかぎります。廃棄ファイルには、制御ファイルに指定されているレコード選択基準に一致しなかったため、ロード対象から除外されたレコードが入ります。

したがって、廃棄ファイルには、データベースのどの表にも挿入されなかったレコードが格納されます。廃棄ファイルに格納可能なレコードの最大数を指定できます。レコードのデータがいずれかの表に書き込まれる場合、このレコードは廃棄ファイルには書き込まれません。




	
参照:

	
「事例4: 結合された物理レコードのロード」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)


	
「廃棄ファイルの指定」



















ログ・ファイルおよびログ情報

SQL*Loaderで処理が開始されると、ログ・ファイルが作成されます。ログ・ファイルを作成できない場合、処理は終了します。このログ・ファイルにはロード中に発生したエラーに関する記述など、ロードに関する詳細情報が記録されます。






従来型パス・ロード、ダイレクト・パス・ロードおよび外部表ロード

SQL*Loaderでデータをロードするには、次の方法があります。

	
従来型パス・ロード


	
ダイレクト・パス・ロード


	
外部表ロード






従来型パス・ロード

従来型パス・ロードでは、入力レコードがフィールド指定を基に解析され、各データ・フィールドが対応するバインド配列にコピーされます。バインド配列が一杯になるか、または最終レコードが読み込まれた時点で配列の挿入が実行されます。




	
参照:

	
「データのロード方法」


	
「バインド配列および従来型パス・ロード」












SQL*Loaderでは、バインドの配列に挿入後、LOBフィールドが格納されます。そのため、LOBフィールドの処理にエラーが発生した場合(たとえば、LOBFILEがないなど)、LOBフィールドは空のままになります。配列の挿入の実行後にLOBデータがロードされるため、BEFOREおよびAFTER行トリガーはLOB列に対して機能しない場合もあります。これは、SQL*Loaderで列にLOBの内容をロードする機会を持つ前にトリガーが起動されるためです。たとえば、LOB列C1にデータをロードして、BEFORE行トリガーを使用してそのLOB列の内容を調べ、その結果を基に、他の列C2にロードされる値を導出するとします。これは、トリガーの起動時にLOBの内容がロードされていないため不可能です。






ダイレクト・パス・ロード

ダイレクト・パス・ロードでは、入力レコードがフィールド指定を基に解析され、入力フィールド・データが列のデータ型に変換されて列配列が作成されます。この列配列は、Oracle Databaseブロック形式でデータ・ブロックを作成するブロック・フォーマッタに渡されます。新しくフォーマットされたデータベース・ブロックはデータベースに直接書き込まれるため、通常行われるデータ処理の大部分が省略されます。 ダイレクト・パス・ロードによる処理は、従来型パス・ロードと比較すると非常に高速ですが、制限事項がいくつかあります。




	
参照:

「ダイレクト・パス・ロード」








パラレル・ダイレクト・パス

パラレル・ダイレクト・パス・ロードでは、複数のダイレクト・パス・ロード・セッションで 同じデータ・セグメントを同時にロードできます(セグメント内の並列化が可能です)。パラレル・ダイレクト・パスには、ダイレクト・パスより多くの制約事項があります。




	
参照:

「パラレル・データ・ロード・モデル」














外部表ロード

外部表はデータベース内に存在しない表として定義されている表で、アクセス・ドライバが用意されている任意の形式が可能です。Oracle Databaseには、ORACLE_LOADERとORACLE_DATAPUMPという2つのアクセス・ドライバが用意されています。外部表を説明するメタデータをデータベースに提供することにより、外部表のデータが通常のデータベース表に存在するかのように、データベースにデータを公開できます。

外部表ロードでは、データ・ファイルに含まれているデータの外部表が作成されます。ロード処理では、INSERT文が実行され、データ・ファイルのデータがターゲット表に挿入されます。

従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロードではなく、外部表ロードを使用した場合のメリットは、次のとおりです。

	
データ・ファイルが大きい場合、外部表のロードではパラレルでファイルのロードを試みます。


	
外部表ロードでは、外部表の作成に使用されるINSERT文の一部としてSQL関数およびPL/SQLファンクションを使用することによってロードされるデータを変更できます。







	
注意:

Windows NTでは、名前付きパイプを使用する外部表ロードはサポートされていません。










	
参照:

	
第14章「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ」


	
第15章「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ」


	
外部表の作成と管理の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















外部表およびSQL*Loaderの選択

外部表とSQL*Loaderのレコード解析は類似しているため、通常、同じレコード形式での大幅なパフォーマンスの違いはありません。ただし、外部表とSQL*Loaderのアーキテクチャは異なるため、一方の方法が他方より適している場合があります。

次の状況では、最適なロード・パフォーマンスを得るために外部表を使用します。

	
データベースへのロード時にデータを変換する場合


	
透過的にパラレル処理を行う前に、外部データを分割する必要がない場合




次の状況では、最適なロード・パフォーマンスを得るためにSQL*Loaderを使用します。

	
リモートでデータをロードする場合


	
データに対して変換を行う必要がなく、そのデータをパラレルでロードする必要がない場合


	
データをロードする必要があり、ステージング表に索引を追加する必要がある場合









SQL*Loaderと外部表との処理内容の違い

この項では、外部表を使用したデータのロード方法(ORACLE_LOADERアクセス・ドライバを使用)と、SQL*Loaderの従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロードを使用したデータのロード方法の重要な違いについて説明します。ここで示す情報は、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバには適用されません。


複数のプライマリ入力データ・ファイル

SQL*Loaderのロードを使用したプライマリ入力データ・ファイルが複数存在する場合は、入力データ・ファイルごとに不良ファイルおよび廃棄ファイルが作成されます。外部表ロードでは、すべての入力データ・ファイルに対する不良ファイルおよび廃棄ファイルは、1つずつのみです。外部表ロードでパラレル・アクセス・ドライバが使用される場合は、各アクセス・ドライバに不良ファイルおよび廃棄ファイルが含まれます。





構文およびデータ型

次の操作は、外部表ロードではサポートされていません。

	
CONTINUEIFまたはCONCATENATEを使用した、1つの論理レコードへの複数の物理レコードの結合


	
SQL*Loaderデータ型(GRAPHIC、GRAPHIC EXTERNALおよびVARGRAPHIC)のロード


	
データベースの列型(LONG、ネストした表、VARRAY、REF、主キー、REFおよびSID)の使用








バイト順マーク

SQL*Loaderでは、プライマリ・データ・ファイルにUnicodeキャラクタ・セット(UTF8またはUTF16)が使用され、バイト順序マーク(BOM)が含まれている場合、バイト順序マークは対応する不良ファイルおよび廃棄ファイルの先頭に書き込まれます。外部表ロードでは、バイト順序マークは不良ファイルおよび廃棄ファイルの先頭に書き込まれません。





デフォルトのキャラクタ・セット、日付マスク、小数点区切り

データ・ファイルのフィールドでは、クライアントのNLS環境変数によって、デフォルトのキャラクタ・セット、日付マスクおよび小数点区切りが決定されます。外部表のフィールドでは、NLSパラメータのデータベース設定によって、デフォルトのキャラクタ・セット、日付マスクおよび小数点区切りが決定されます。






バックスラッシュ・エスケープ文字の使用

SQL*Loaderでは、次のようにバックスラッシュ(\)エスケープ文字を使用して、一重引用符を一重引用符として使用できます。


FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '\''


外部表では、文字列内でバックスラッシュ・エスケープ文字を使用すると、エラーが発生します。解決策としては、次のように分離文字列に二重引用符を使用します。


TERMINATED BY ',' ENCLOSED BY "'"










オブジェクト、コレクションおよびLOBのロード

オブジェクト、コレクションおよびLOBをバルク・ロードするためにSQL*Loaderを使用できます。読者は『Oracle Database概要』と『Oracle Database管理者ガイド』に記載されているオブジェクトの概念と、Oracleによるオブジェクト・サポートの実装について、よく理解しているものとします。


サポートされるオブジェクト型

SQL*Loaderでは、次の2つのオブジェクト型のロードがサポートされています。


列オブジェクト

表の列が、なんらかのオブジェクト型である場合、その列のオブジェクトは列オブジェクトと呼ばれます。概念的には、そのようなオブジェクトは、行の単一の列位置に全体が格納されます。これらのオブジェクトにはオブジェクト識別子がなく、参照することはできません。

列オブジェクトのオブジェクト型がNOT FINALであると宣言されると、SQL*Loaderで導出された型(またはサブタイプ)を列オブジェクトにロードできます。





行オブジェクト

これらのオブジェクトはオブジェクト表と呼ばれる表に格納され、オブジェクト表にはオブジェクトの属性に対応する列があります。さらに、そのオブジェクト表にはシステムが生成するSYS_NC_OID$という列があり、その列に、表の各オブジェクトに対してシステムが生成する一意の識別子(OID)が格納されます。他の表の列は、これらのオブジェクトをOIDを使用して参照できます。

オブジェクト表のオブジェクト型がNOT FINALであると宣言されると、SQL*Loaderで導出された型(またはサブタイプ)を行オブジェクトにロードできます。




	
参照:

	
「列オブジェクトのロード」


	
「オブジェクト表のロード」


















サポートされるコレクション型

SQL*Loaderでは、次の2つのコレクション型のロードがサポートされています。


ネストした表

ネストした表は、別の表に列があるように見える表です。別の表に対して実行できるすべての操作は、ネストした表に対しても実行できます。





VARRAY

VARRAYは、可変サイズの配列です。配列は、要素と呼ばれる、一連の組込み型またはオブジェクトの順序付けられた集合です。各配列の要素は同一の型であり、VARRAY内の要素の位置に対応する一意の番号(index)を持ちます。

VARRAY型の作成時に、最大数を指定する必要があります。VARRAY型を宣言すると、リレーショナル表の列のデータ型、オブジェクト型属性、またはPL/SQL変数として使用することができます。




	
参照:

SQL*Loader制御ファイルのデータ定義言語を使用してこれらのコレクション型をロードする方法の詳細は、「コレクション(ネストした表およびVARRAY)のロード」を参照してください。













サポートされるLOB型

LOBは、ラージ・オブジェクト型です。今回のリリースのSQL*Loaderでは、4つのLOB型のロードをサポートしています。

	
BLOB: 構造化されていないバイナリ・データを含むLOB。


	
CLOB: 文字データを含むLOB。


	
NCLOB: データベースの各国語キャラクタ・セットの文字を含むLOB。


	
BFILE: サーバー側のオペレーティング・システム・ファイルのデータベース表領域外に格納されるBLOB。




LOBは列データ型で、NCLOB以外は、オブジェクトの属性データ型です。LOBには、実際の値、NULLまたは「値なし(空)」を指定できます。




	
参照:

SQL*Loader制御ファイルのデータ定義言語を使用してこれらのLOB型をロードする方法の詳細は、「LOBのロード」を参照してください。














パーティション・オブジェクトのサポート

SQL*Loaderでは、データベース内のパーティション・オブジェクトのロードをサポートしています。Oracle Databaseでは、グループ化されたパーティション(部分)で構成される表または索引が、パーティション・オブジェクトに相当します。一般に、パーティションは共通の論理属性によってグループ化されます。たとえば、2000年度の売上データを、月別にパーティション化するとします。この場合、各月のデータは、売上表の中のそれぞれ別のパーティションに保存されます。このパーティションはそれぞれ、データベース内の異なるセグメントに保存されます。また、パーティションごとに異なる物理属性を指定できます。

次に、パーティション・オブジェクトがサポートされたことによって、SQL*Loaderでロードが可能になったものを示します。

	
パーティション表中の個別パーティション


	
パーティション表中の全パーティション


	
非パーティション表









アプリケーション開発: ダイレクト・パス・ロードAPI

アプリケーション開発のために、ダイレクト・パス・ロードAPIが提供されています。詳細は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。






SQL*Loaderの事例

SQL*Loaderの機能が様々な事例で示されています。事例は、ユーザーscottが、デモンストレーション用のOracle Databaseのemp表およびdept表を所有している場合を想定して作成してあります。(事例の中では、さらに列が追加されていることもあります。)事例は、簡単なものから複雑なものの順に1から11までの番号が付けられています。




	
注意:

事例に使用するファイルは、$ORACLE_HOME/rdbms/demoディレクトリにあります。これらのファイルは、Oracle Database 11g Examplesメディア(以前のCompanionメディア)をインストールするとインストールされます。これらのファイル名の詳細は、表7-1を参照してください。







次に、事例の概要を示します。

	
事例1: 可変長データのロード: ストリーム形式のレコードをロードします。ここで扱うレコードのフィールドは、カンマで区切るか、または引用符で囲みます。データは制御ファイルの終わりに入っています。


	
事例2: 固定形式フィールドのロード: 別のデータ・ファイルからデータをロードします。


	
事例3: 自由区分形式ファイルのロード: フィールドがデリミタ付きで順序番号が付いている、ストリーム形式のレコードのデータをロードします。データは制御ファイルの終わりに入っています。


	
事例4: 結合された物理レコードのロード: 複数の物理レコードを結合して、データベースの1行に対応する論理レコードを構成します。


	
事例5: 複数表へのデータのロード: 1回の実行で、データを複数の表にロードします。


	
事例6: ダイレクト・パス・ロード方式を使用したデータのロード: ダイレクト・パス・ロード方法を使用してデータをロードします。


	
事例7: 書式化されたレポートからのデータの抽出: 書式化されたレポートからデータを抽出します。


	
事例8: パーティション化された表のロード: パーティション表をロードします。


	
事例9: LOBFILEのロード(CLOB): resumeというCLOB列をemp表に追加し、FILLERフィールド(res_file)を使用して、複数のLOBFILEをemp表にロードします。


	
事例10: REFフィールドおよびVARRAYのロード: OIDを主キーとして利用するカスタマ表をロードして、注文した商品をVARRAYに格納します。カスタマ表およびVARRAYの注文商品を参照する注文表をロードします。


	
事例11: Unicodeキャラクタ・セットのデータのロード: Unicodeキャラクタ・セットのUTF16データを、リトル・エンディアンのバイト順序でロードします。この事例は、文字長セマンティクスを使用します。





事例用ファイル

通常、各事例は次の種類のファイルで構成されています。

	
制御ファイル(ulcase5.ctlなど)


	
データ・ファイル(ulcase5.datなど)


	
セットアップ・ファイル(ulcase5.sqlなど)




これらのファイルは、Oracle Database 11g Examplesメディア(以前のCompanionメディア)をインストールするとインストールされます。ファイルは、$ORACLE_HOME/rdbms/demoディレクトリにインストールされます。

事例用のサンプル・データが制御ファイルに含まれている場合、その事例の.datファイルはありません。

事例2では特別な設定が不要なため、事例2の.sqlスクリプトはありません。事例7では、開始(セットアップ)スクリプトと終了(クリーンアップ)スクリプトの両方を実行する必要があります。

表7-1に、各事例に関連のあるファイルを示します。


表7-1 事例用ファイルおよび関連ファイル

	事例	.ctl	.dat	.sql
	
1

	
ulcase1.ctl

	
なし

	
ulcase1.sql


	
2

	
ulcase2.ctl

	
ulcase2.dat

	
なし


	
3

	
ulcase3.ctl

	
なし

	
ulcase3.sql


	
4

	
ulcase4.ctl

	
ulcase4.dat

	
ulcase4.sql


	
5

	
ulcase5.ctl

	
ulcase5.dat

	
ulcase5.sql


	
6

	
ulcase6.ctl

	
ulcase6.dat

	
ulcase6.sql


	
7

	
ulcase7.ctl

	
ulcase7.dat

	
ulcase7s.sql

ulcase7e.sql


	
8

	
ulcase8.ctl

	
ulcase8.dat

	
ulcase8.sql


	
9

	
ulcase9.ctl

	
ulcase9.dat

	
ulcase9.sql


	
10

	
ulcase10.ctl

	
なし

	
ulcase10.sql


	
11

	
ulcase11.ctl

	
ulcase11.dat

	
ulcase11.sql











事例の実行

通常、事例は次の手順で実行します(カレント・ディレクトリは、事例ファイルの格納場所である$ORACLE_HOME/rdbms/demoにしてください)。

	
システム・プロンプトでsqlplusと入力し、[Enter]を押してSQL*Plusを起動します。ユーザー名のプロンプトで、scottと入力します。パスワードのプロンプトで、tigerと入力します。

SQLプロンプトが表示されます。


	
SQLプロンプトで、事例用のSQLスクリプトを実行します。たとえば、事例1のSQLスクリプトを実行するには、次のように入力します。


SQL> @ulcase1


事例用の表が準備および移入されると、システム・プロンプトに戻ります。


	
システム・プロンプトで、次のように入力し、SQL*Loaderを起動して事例を実行します。


sqlldr USERID=scott CONTROL=ulcase1.ctl LOG=ulcase1.log


CONTROLパラメータとLOGパラメータを適切な制御ファイル名とログ・ファイル名に置き換え、[Enter]を押します。パスワードを入力するように要求されたら、tigerと入力して[Enter]を押します。




各事例を実行する前に、制御ファイルを確認する必要があります。制御ファイルの先頭には、事例で実施される内容に関する情報と把握する必要があるその他の特別な情報が含まれています。たとえば、事例6では、SQL*LoaderのコマンドラインにDIRECT=TRUEを追加する必要があります。





事例用ログ・ファイル

事例用のログ・ファイルは、$ORACLE_HOME/rdbms/demoディレクトリにあらかじめ用意されているわけではありません。これは、各事例のログ・ファイルは、事例を実行したときに生成されるためです(ただし、LOGパラメータを使用していることが条件です)。ログ・ファイルを生成しない場合は、コマンドラインでLOGパラメータを指定しないようにします。





事例の結果確認

事例の実行結果を確認するには、SQL*Plusを起動して、事例でロードされた表から選択操作を実行します。次のように行います。

	
システム・プロンプトでsqlplusと入力し、[Enter]を押してSQL*Plusを起動します。ユーザー名のプロンプトで、scottと入力します。パスワードのプロンプトで、tigerと入力します。

SQLプロンプトが表示されます。


	
SQLプロンプトでSELECT文を使用して、事例がロードされた表からすべての行を選択します。たとえば、emp表がロードされた場合、次のように入力します。


SQL> SELECT * FROM emp;


emp表の各行の内容が表示されます。
















 
8 SQL*Loaderコマンドライン・リファレンス

この章では、SQL*Loaderを起動するために使用するコマンドライン・パラメータについて説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
SQL*Loaderの起動


	
コマンドライン・パラメータ


	
終了コードによる結果の検査と表示






SQL*Loaderの起動

この項では、SQL*Loaderの起動方法とパラメータの指定方法について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
コマンドラインでのパラメータの指定


	
パラメータ指定の代替方法


	
ネットワークを介したデータのロード






コマンドラインでのパラメータの指定

SQL*Loaderを起動する際に、セッションの特性を確立するためにパラメータを指定します。必要に応じて、パラメータはカンマで区切ることができます。


> sqlldr CONTROL=ulcase1.ctl
Username: scott
Password: password
 


位置で指定するとは、パラメータ名は入力せずに、値を入力するということです。次の例では、ユーザー名scottが指定され、その後にulcase1.ctlという制御ファイルの名前が指定されています。パスワードを入力するように要求されます。


> sqlldr scott ulcase1.ctl
Password: password
 


キーワードでの指定が使用されると、その後、位置では指定できなくなります。たとえば、次のコマンドラインでは、ulcase1.logの位置が正しくても、エラーが発生します。


> sqlldr scott CONTROL=ulcase1.ctl ulcase1.log


パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動すると、指定可能なパラメータとそのデフォルト値を示すヘルプ画面が表示されます。




	
参照:

すべてのコマンドライン・パラメータの詳細は、「コマンドライン・パラメータ」を参照してください。












パラメータ指定の代替方法

コマンドラインの長さが、システムのコマンドラインの最大長を超える場合は、OPTIONS句を使用して、一部のコマンドライン・パラメータを制御ファイルに格納できます。

また、パラメータをパラメータ・ファイルとしてグループ化することもできます。このパラメータ・ファイルの名前は、SQL*Loaderの起動時に、PARFILEパラメータを使用してコマンドラインで指定できます。

パラメータ指定のこれらの代替方法は、同じパラメータを同じ値で繰り返し使用する場合に有効です。

コマンドラインで指定したパラメータ値は、パラメータ・ファイルまたはOPTIONS句で指定したパラメータ値を上書きします。




	
参照:

	
「OPTIONS句」


	
「PARFILE(パラメータ・ファイル)」

















ネットワークを介したデータのロード

ネットワーク接続を介してデータをロードするためにSQL*Loaderを使用するには、SQL*Loaderユーティリティの起動時、接続文字列には接続識別子を指定できます。この識別子では、現行のOracleシステム識別子(SID)によって指定した現行のインスタンスとは別のデータベース・インスタンスを指定できます。接続識別子には、Oracle Net接続記述子または接続記述子にマップするネット・サービス名(通常、tnsnames.oraファイルで定義される)を指定できます。接続識別子を使用するには、Oracle Net Listenerが実行中であることが必要です(デフォルト・リスナーを起動するには、lsnrctl startと入力します)。次に、ユーザーscottがinst1という接続識別子を使用してSQL*Loaderを起動する例を示します。


> sqlldr CONTROL=ulcase1.ctl
Username: scott@inst1
Password: password


ローカルSQL*Loaderクライアントは接続識別子inst1(ネット・サービス名)によって定義されるデータベース・インスタンスに接続し、ulcase1.ctl制御ファイルの指定に従ってデータをロードします。




	
参照:

接続識別子およびOracle Net Listenerの詳細は、『Oracle Database Net Services管理者ガイド』を参照してください。














コマンドライン・パラメータ

この項では、SQL*Loaderの各コマンドライン・パラメータについて説明します。ここで使用されているコマンドライン・パラメータのデフォルト値および最大値は、UNIXベースのシステムでの値です。これらの値はオペレーティング・システムによって異なります。詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。


BAD(不良ファイル)

デフォルト: .bad拡張子が付いたデータ・ファイルの名前


BADは、SQL*Loaderによって作成される不良ファイルの名前を指定します。このファイルには、挿入中にエラーの原因となったレコード、または形式が不適切なレコードが格納されます。ファイル名を指定しない場合、デフォルトが使用されます。拒否されたレコードがない場合、不良ファイルが自動的に作成されることはありません。

コマンドラインで指定された不良ファイル名は、制御ファイルの最初のINFILE文に関連する不良ファイルになります。

不良ファイルの名前は、BADFILE句を使用して、SQL*Loaderの制御ファイル内に指定することもできます。不良ファイル名をコマンドラインだけでなく制御ファイルでも指定した場合は、コマンドラインの値の方が優先されます。




	
参照:

不良ファイルの形式の詳細は、「不良ファイルの指定」を参照してください。












BINDSIZE(最大サイズ)

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。


BINDSIZEは、バインド配列の最大サイズ(バイト単位)を指定します。BINDSIZEで指定されたバインド配列サイズは、デフォルト・サイズ(システムによって異なる)およびROWSに基づいて計算されたサイズよりも優先されます。




	
参照:

	
「バインド配列および従来型パス・ロード」


	
「READSIZE(読取りバッファ・サイズ)」

















COLUMNARRAYROWS

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。

行数を指定してダイレクト・パス列配列に割り当てます。このパラメータの値は、SQL*Loaderでは計算されません。値を指定するか、またはデフォルトを使用する必要があります。




	
参照:

	
「CONCATENATEを使用した論理レコードの作成」


	
「列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定」
















CONTROL(制御ファイル)

デフォルト: なし

CONTROLは、データのロード方法を記述するSQL*Loader制御ファイルの名前を指定します。ファイルの拡張子またはファイル・タイプを指定していない場合は、デフォルトで.ctlになります。省略すると、SQL*Loaderからファイル名の入力を要求されます。

SQL*Loader制御ファイル名に特殊文字が含まれている場合、オペレーティング・システムによっては、その文字をエスケープする必要があります。また、オペレーティング・システム上でファイル・システム・パスの中にバックスラッシュが使用されている場合は、複数のエスケープ文字を使用するか、または引用符でパスを囲む必要があります。詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。




	
参照:

SQL*Loader制御ファイルの詳細は、第9章を参照してください。











DATA(データ・ファイル)

デフォルト: 拡張子が.datの制御ファイル名

DATAは、ロードするデータが入っているデータ・ファイルの名前を指定します。ファイルの拡張子またはファイル・タイプを指定していない場合は、デフォルトで.datになります。

コマンドラインでデータ・ファイルを指定し、INFILEで制御ファイル内のデータ・ファイルを指定する場合は、コマンドラインで指定されたデータが最初に処理されます。制御ファイル内で指定された最初のデータ・ファイルは無視されます。制御ファイル内で指定された他のすべてのデータ・ファイルは処理されます。

ファイル処理オプションを指定する場合は、制御ファイルからのデータのロード時に、警告メッセージが発行されます。






DATE_CACHE

デフォルト: 使用可能(1000要素)。日付キャッシュ機能を完全に使用禁止にするには、0(ゼロ)に設定します。

日付キャッシュは、テキスト文字列から内部の日付書式への変換結果を格納するために使用されます。このキャッシュが有効なのは、テキスト形式から日付書式に変換する場合と比べて、日付の検索コストが非常に低くなるためです。データ・ファイルに同じ日付が繰り返して存在する場合は、日付キャッシュを使用することで、ダイレクト・パス・ロードの速度を向上できます。

DATE_CACHEは、日付キャッシュ・サイズ(エントリ数)を指定します。たとえば、

DATE_CACHE=5000を指定すると、作成された日付キャッシュごとに最大5000の一意の日付エントリが含まれます。必要に応じて、すべての表に固有の日付キャッシュが作成されます。日付キャッシュは、表への格納のためにデータ型変換が必要な日付値またはタイムスタンプ値が1つ以上ロードされた場合にのみ作成されます。

日付キャッシュ機能は、ダイレクト・パス・ロードでのみ使用できます。デフォルトでは、この機能は使用可能です。デフォルトの日付キャッシュ・サイズは1000要素です。デフォルトのサイズを使用し、1000を超える一意の入力値をロードすると、日付キャッシュ機能は、この表に対して自動的に使用禁止となります。ただし、デフォルトを変更して0以外の日付キャッシュ・サイズを指定し、キャッシュ量がこのサイズを超えた場合、キャッシュは使用禁止になりません。

ログ・ファイルに含まれている日付キャッシュ統計(エントリ数、ヒット数、ミス数)を使用して、将来、同様のロードを行うときのためにキャッシュのサイズを調整できます。




	
参照:

「日付キャッシュの値の指定」











DIRECT(データ・パス)

デフォルト: false


DIRECTは、従来型パスまたはダイレクト・パスのどちらの方法でデータをロードするかを指定します。true値はダイレクト・パス・ロードを指定します。false値は従来型パス・ロードを指定します。




	
参照:

第12章「従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロード」












DISCARD(ファイル名)

デフォルト: .dsc拡張子が付いたデータ・ファイルの名前。


DISCARDは、SQL*Loaderで作成する廃棄ファイル(オプション)を指定します。このファイルには、表に挿入されず、拒否もされなかったレコードが保存されます。

コマンドラインで指定された廃棄ファイル名は、制御ファイルの最初のINFILE文に関連する廃棄ファイル名となります。つまり、制御ファイル中で指定する廃棄ファイル名よりも、コマンドラインで指定した廃棄ファイル名の方が優先されます。




	
参照:

廃棄ファイルの形式の詳細は、「廃棄レコードおよび拒否レコード」を参照してください。











DISCARDMAX(整数)

デフォルト: ALL

DISCARDMAXは、データ・ロードが終了する前に、許可する廃棄レコードの数を指定します。最初の廃棄レコードで中止するには、1を指定します。





ERRORS(エラーの許容最大数)

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。


ERRORSは、挿入エラーの許容最大数を指定します。発生したエラーの数がERRORSに指定された値を超えると、SQL*Loaderによりロードが中止されます。エラーを許容しない場合は、ERRORS=0を設定します。エラーを無制限に許容する場合は、非常に大きい値を指定します。

単一の表をロードする場合、エラーの数がこの上限を超えると、SQL*Loaderによりロードが中止されます。ただし、その前に挿入されたデータはコミットされます。

SQL*Loaderでは、すべての表の間でレコードの整合性を保つように処理されます。つまり、複数の表をロードする場合は、エラーの数がこの上限を超えても、すぐにはロード処理が中止されません。SQL*Loaderでは、複数の表のロードに対して許容最大数のエラーが検出されても、行のロードは続行され、すでに表にロードされた有効な行は確実にすべての表にロードされます。また、拒否された行はすべての表から削除されます。

どのような場合でも、SQL*Loaderでは、エラーになったレコードが不良ファイルに書き込まれます。






EXTERNAL_TABLE

デフォルト: NOT_USED

EXTERNAL_TABLEは、外部表オプションを使用してデータをロードするかどうかをSQL*Loaderに指定します。次の3つの値を指定できます。

	
NOT_USED: デフォルト値。従来型パス・モードまたはダイレクト・パス・モードのいずれかを使用して、ロードを行います。


	
GENERATE_ONLY: 制御ファイルに記述されているとおり、SQL*Loaderログ・ファイル内の外部表を使用してロードを行うために必要なすべてのSQL文を書き込みます。これらのSQL文は、編集およびカスタマイズできます。実際のロードは、SQL*Loaderを使用せずに、SQL*Plusでこれらの文を実行して、後で行うことができます。


	
EXECUTE: 外部表を使用してロードを行うために必要なSQL文を実行します。ただし、SQL文からエラーが返されると、ロードは停止します。文は、実行されたとおりログ・ファイルに書き込まれます。つまり、SQL文からエラーが返されると、ロードに必要な残りのSQL文はログ・ファイルには書き込まれません。

SQL*Loader制御ファイルでEXTERNAL_TABLE=EXECUTEパラメータとSEQUENCEパラメータの両方を使用すると、SQL*Loaderは、データベースの順序を作成し、その順序に従って表をロードした後、その順序を削除します。この方法でロードを実行すると、従来型またはダイレクト・パスによる方法でロードした場合とは異なる結果になります。(順序の作成方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』のCREATE SEQUENCEに関する項を参照してください。)







	
注意:

EXTERNAL_TABLEパラメータを指定すると、SQL*Loader制御ファイル内の日時データ型(TIMESTAMPなど)は自動的にCHARデータ型に変換されて、外部表のdate_format_spec句が使用されます。詳細は、「date_format_spec」を参照してください。







外部表オプションで、データベース内のディレクトリ・オブジェクトを使用して、すべてのデータ・ファイルがどこに格納されるか、および出力ファイル(不良ファイルや廃棄ファイルなど)がどこで作成されるかを指定します。データ・ファイルを含むディレクトリ・オブジェクトには、READアクセスが、出力ファイルが作成されるディレクトリ・オブジェクトには、WRITEアクセスが必要です。データ・ファイルまたは出力ファイル格納用の既存のディレクトリ・オブジェクトがない場合は、SQL*LoaderでSQL文を生成して作成します。したがって、EXECUTEオプションを指定する場合は、CREATE ANY DIRECTORY権限が必要です。ロード処理の最後にディレクトリ・オブジェクトを削除する場合は、DELETE ANY DIRECTORY権限も必要です。




	
注意:

SQL*LoaderでEXTERNAL_TABLE=EXECUTE修飾子を指定すると、データのロードに使用可能な外部表が作成された後、INSERT文が実行され、データがロードされます。外部表のすべてのファイルがディレクトリ・オブジェクト内に存在すると識別される必要があります。SQL*Loaderは、ユーザーがアクセス権限を所有している既存のディレクトリ・オブジェクトを使用します。ただし、SQL*Loaderにより一致するディレクトリ・オブジェクトが検出されない場合は、一時ディレクトリ・オブジェクトの作成が試行されます。新しいディレクトリ・オブジェクトを作成する権限を所有していない場合、この操作は正常に実行されません。
この問題を解決するには、EXTERNAL_TABLE=GENERATE_ONLYを使用して、SQL*Loaderで実行が試行されるSQL文を作成します。これらのSQL文を抽出し、参照するディレクトリ・オブジェクトを、アクセス権限を所有しているディレクトリ・オブジェクトに変更します。その後、これらのSQL文を実行します。









複数表のロードを行う場合は、SQL*Loaderで次の手順を実行します。

	
任意の表にロードされるデータ・ファイルのすべてのフィールドを記述する表を、データベースに作成します。


	
INSERT文を作成して、データの外部表記述からこの表をロードします。


	
制御ファイルのすべての表にINSERT文を実行します。




実行例については、事例5にEXTERNAL_TABLE=GENERATE_ONLYパラメータを追加して実行します。外部表に一意の名前を保証するため、SQL*Loaderではすべてのフィールド用に生成された名前を使用します。これは、フィールド名が制御ファイル内の異なる表の間で一意でないことがあるためです。




	
参照:

	
事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。


	
第13章「外部表の概要」


	
第14章「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ」













EXTERNAL_TABLEの使用上の制限

EXTERNAL_TABLE修飾子を使用する場合、次の制限が適用されます。

	
SQL*Loaderを介して外部表からデータベース表にデータを挿入する場合、ユリウス日は使用できません。この問題を解決するには、次の例に示すとおり、TO_DATEおよびTO_CHARを使用してユリウス日書式を変換します。


TO_CHAR(TO_DATE(:COL1, 'MM-DD-YYYY'), 'J')


	
外部表からデータベース表にデータを挿入する場合、オブジェクト要素には組込み関数およびSQL文字列は使用できません。










FILE(ロード先の表領域ファイル)

デフォルト: なし

FILEは、エクステントを割り当てるデータベース・ファイルを指定します。このパラメータは、ダイレクト・パスのパラレル・ロードでのみ使用します。SQL*Loaderの異なるプロセスに対するFILEパラメータの値を変えることによって、データがシステムにロードされるときのディスクの競合を最小限に抑えることができます。




	
参照:

「パラレル・データ・ロード・モデル」











LOAD(ロードするレコード数)

デフォルト: すべてのレコードがロードされます。

LOADは、指定した件数のレコードをスキップした後に、ロードする論理レコード件数の最大数を指定します。実際のレコード件数が指定された最大数より少ない場合、エラーは発生しません。





LOG(ログ・ファイル)

デフォルト: 拡張子が.logの制御ファイル名

LOGは、SQL*Loaderによって作成されるログ・ファイルを指定します。このファイルには、ロード処理に関するログ情報が保存されます。 





MULTITHREADING

デフォルト: 複数CPUシステムではtrueで、単一CPUシステムではfalse。

このパラメータは、ダイレクト・パス・ロードでのみ使用できます。

デフォルトでは、マルチスレッド・オプションは常にtrueに設定され、複数CPUシステム上で使用可能です。この場合の複数CPUシステムの定義は、2つ以上のCPUを持つ単一システムです。

単一CPUシステムでは、マルチスレッドはデフォルトでfalseに設定されています。2つの単一CPUシステム間でマルチスレッドを使用するには、マルチスレッドを使用可能にする必要があります。デフォルトでは、使用可能になっていません。マルチスレッドを使用可能にすることによって、サーバー・システムでのストリームのロードと並行して、クライアント・システムでストリームを作成できます。

マルチスレッド機能は、オペレーティング・システムに依存します。すべてのオペレーティング・システムがマルチスレッドをサポートしているわけではありません。




	
参照:

「複数CPUシステムのダイレクト・パス・ロードの最適化」











NO_INDEX_ERRORS

デフォルト: なし

コマンドラインにNO_INDEX_ERRORSを指定すると、索引がロード中に使用禁止に設定されることがなくなります。索引エラーが検出された場合は、ロードが異常終了します。つまり、1行もロードされず、索引はそのままになります。

NO_INDEX_ERRORSパラメータは、ダイレクト・パス・ロードでのみ有効です。従来型パス・ロードで指定した場合、このパラメータは無視されます。






PARALLEL(パラレル・ロード)

デフォルト: false

PARALLELは、ダイレクト・ロード時に複数の同時セッションによって同じ表にデータをロードできるかどうかを指定します。




	
参照:

「パラレル・データ・ロード・モデル」












PARFILE(パラメータ・ファイル)

デフォルト: なし


PARFILEは、コマンドラインで頻繁に使用するパラメータを記述したファイルを指定します。たとえば、daily_report.parというパラメータ・ファイルの内容が、次のとおりだとします。


USERID=scott
CONTROL=daily_report.ctl
ERRORS=9999
LOG=daily_report.log


セキュリティ上の理由から、パラメータ・ファイルにはUSERIDのパスワードを含めないでください。コマンドラインでパラメータ・ファイルを指定した後、SQL*Loaderによってパスワードを入力するように要求されます。次に例を示します。


sqlldr PARFILE=daily_report.par
Password: password





	
注意:

通常は問題ありませんが、システムによっては、パラメータ指定の中で等号(=)の前後に空白を挿入できないものもあります。












READSIZE(読取りバッファ・サイズ)

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。

READSIZEパラメータは、データ・ファイルからデータを読み込む場合にのみ使用されます。制御ファイルからレコードを読み込む場合は、常に64KBという値がREADSIZEとして使用されます。

デフォルトを使用しない場合は、READSIZEパラメータを使用して読取りバッファのサイズ(バイト単位)を指定できます。許容最大サイズは、プラットフォームによって異なります。

従来型パス・ロードの方法では、バインド配列は、読取りバッファのサイズによって制限されます。そのため、読取りバッファを大きくすると、コミット操作を実行する前に、より多くのデータを読み取ることができるというメリットがあります。

たとえば、READSIZEに1000000を設定すると、コミットを実行する前に、SQL*Loaderによって、外部のデータ・ファイルから1,000,000バイト単位で読取りを実行できます。




	
注意:

READSIZEにBINDSIZEより小さい値を指定した場合、READSIZEの値は増加します。







READSIZEパラメータは、LOBに影響しません。LOB読取りバッファのサイズは、64KBに固定されています。

詳細は、「BINDSIZE(最大サイズ)」を参照してください。





RESUMABLE

デフォルト: false

RESUMABLEパラメータを使用して、再開可能な領域割当てを有効または無効にします。このパラメータはデフォルトでは無効なため、関連するRESUMABLE_NAMEパラメータおよびRESUMABLE_TIMEOUTパラメータを使用するには、RESUMABLE=trueを設定する必要があります。




	
参照:

	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Database管理者ガイド』

















RESUMABLE_NAME

デフォルト: 'User USERNAME (USERID), Session SESSIONID, Instance INSTANCEID'

再開可能な文を指定します。この値はユーザー定義のテキスト文字列で、USER_RESUMABLEまたはDBA_RESUMABLEビューに挿入して、一時停止されている特定の再開可能な文を識別できます。

RESUMABLEパラメータをtrueに設定して、再開可能な領域割当てを有効にしないかぎり、このパラメータは無視されます。





RESUMABLE_TIMEOUT

デフォルト: 7200秒(2時間)

エラー修正に必要な時間を指定します。タイムアウト時間内にエラーを修正できない場合は、文の実行が途中で終了します。

RESUMABLEパラメータをtrueに設定して、再開可能な領域割当てを有効にしないかぎり、このパラメータは無視されます。






ROWS(1回にコミットする行数)

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。

ROWSに低い値を指定し、表圧縮を使用してデータを圧縮しようとすると、圧縮比が低下するため注意してください。データの圧縮には、高い値を指定するかデフォルト値を使用することをお薦めします。


従来型パス・ロードの場合のみ: ROWSパラメータでバインド配列の行数を指定します。行の最大数は65534です。詳細は、「バインド配列および従来型パス・ロード」を参照してください。

ダイレクト・パス・ロードの場合のみ: ROWSパラメータでデータ・ファイルからデータのセーブ前に読み込む行数を指定します。デフォルトでは、ロード終了時に、すべての行の読取りおよびデータ・セーブが1回実行されます。詳細は、「データ・セーブを使用したデータ損失の防止」を参照してください。1回のセーブで実際に表にロードされる行のおよその数は、ROWSの値から、最後のセーブ以降に廃棄および拒否されたレコードの数を引いた数です。




	
注意:

索引構成表(IOT)にデータがロードされる場合、あるいはVARRAY、XML列またはLOBが含まれる表にデータがロードされる場合、ROWSパラメータはダイレクト・パス・ロードで無視されます。これは、ロードはそのまま実行されますが、セーブポイントは処理されないことを意味します。











SILENT(フィードバック・モード)

SQL*Loaderを開始すると、使用されているSQL*Loaderのバージョンに関する情報が画面に表示され、ログ・ファイルに書き込まれます。また、SQL*Loader実行中には次の例のようなフィードバック・メッセージも画面に表示されます。


Commit point reached - logical record count 20


SQL*Loaderで次のようなデータ・エラー・メッセージが表示される場合もあります。


Record 4: Rejected - Error on table EMP
ORA-00001: unique constraint <name> violated


1つ以上の値を持つSILENTを指定して、これらのメッセージを抑止できます。

たとえば、画面に通常表示されるヘッダーとフィードバック・メッセージが表示されないようにするには、コマンドラインの引数で次のように指定します。


SILENT=(HEADER, FEEDBACK)


適切な値を使用して、次のいずれかの処理を抑止します(複数も可)。

	
HEADER: 画面に通常表示されるSQL*Loaderのヘッダー・メッセージを非表示にします。ただし、ヘッダー・メッセージはログ・ファイルに出力されます。


	
FEEDBACK - 画面に通常表示される「commit point reached」フィードバック・メッセージを非表示にします。


	
ERRORS: レコードにOracleエラーが発生したためそのレコードが不良ファイルに書き込まれた場合、データ・エラー・メッセージがログ・ファイルに出力されないようにします。ただし、拒否レコード件数は出力されます。


	
DISCARDS: レコードが廃棄ファイルに書き込まれた場合に、そのことを示すメッセージがログ・ファイルに出力されないようにします。


	
PARTITIONS: パーティション表のダイレクト・ロード中、ログ・ファイルに対するパーティションごとの統計情報の書込みを使用禁止にします。


	
ALL: すべての抑止値(HEADER、FEEDBACK、ERRORS、DISCARDSおよびPARTITIONSパラメータ)を実装します。









SKIP(スキップされるレコード)

デフォルト: レコードは1件もスキップされません。

SKIPは、ファイルの先頭から何件の論理レコードをロード対象外とするかを指定します。

このパラメータを指定すると、なんらかの理由で中断されたロードが継続されます。このパラメータは、従来型ロードおよび単一表のダイレクト・ロードで使用できます。複数の表のダイレクト・ロードに関しては、各表に対して同じ件数のレコードをロードする場合のみ使用できます。複数の表にそれぞれ異なる件数のレコードをダイレクト・ロードする場合は、使用できません。

WHEN句を使用し、セカンダリ・データもロード対象となる場合、そのセカンダリ・データは、プライマリ・データ・ファイルのレコードに対してWHEN句が正常に実行された場合にのみスキップされます。




	
参照:

「中断されたロード」











SKIP_INDEX_MAINTENANCE

デフォルト: false

SKIP_INDEX_MAINTENANCEパラメータは、ダイレクト・パス・ロードの索引メンテナンスを停止します。これは、従来型パス・ロードには適用できません。このオプションを指定すると、索引キーが付けられた索引パーティションには、索引キーのかわりに索引使用禁止が設定されます。これは、索引セグメントと、その索引が付けられているデータとの整合性がとれないためです。ロードの影響を受けない索引セグメントについては、ロード前の索引使用禁止状態が保持されます。

SKIP_INDEX_MAINTENANCEパラメータ:

	
ローカル索引とグローバル索引の両方に適用できます。


	
索引を持つオブジェクトのパラレル・ロードを実行できます(PARALLELパラメータとともに指定)。


	
グローバル索引を持つ表に単一パーティションをロードできます(INTO TABLE句でPARTITIONパラメータを指定)。


	
ロードによって索引使用禁止状態に設定された索引や索引パーティションのリストを(SQL*Loaderログ・ファイルに)作成します。








SKIP_UNUSABLE_INDEXES

デフォルト: 初期化パラメータ・ファイルで指定した、Oracle Databaseの構成パラメータSKIP_UNUSABLE_INDEXESの値。デフォルトのデータベースの設定は、TRUEです。

SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータは、SQL*LoaderとOracle Databaseの両方によって提供されます。SQL*LoaderのSKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータは、SQL*Loaderコマンドラインで指定します。Oracle DatabaseのSKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータは、初期化パラメータ・ファイルの構成パラメータとして指定します。相互に与える影響を理解しておく必要があります。

SQL*LoaderコマンドラインでSKIP_UNUSABLE_INDEXESの値を指定すると、SQL*Loaderは、初期化パラメータ・ファイルに指定されているSKIP_UNUSABLE_INDEXES構成パラメータの値を上書きします。

SQL*LoaderコマンドラインでSKIP_UNUSABLE_INDEXESの値を指定しない場合、SQL*Loaderは、初期化パラメータ・ファイルに指定されているSKIP_UNUSABLE_INDEXES構成パラメータのデータベース設定を使用します。初期化パラメータ・ファイルでSKIP_UNUSABLE_INDEXESのデータベース設定を指定しない場合、デフォルトのデータベース設定はTRUEになります。

SKIP_UNUSABLE_INDEXESの値としてTRUEを指定すると、索引使用禁止状態の索引が検出された場合、使用禁止状態の索引はスキップされ、ロード処理は続行されます。これによってロード開始前の状態が使用禁止の索引を含む表をロードできます。ロード時に使用禁止状態でない索引は、SQL*Loaderによってメンテナンスされます。ロード時に使用禁止状態の索引はメンテナンスされず、ロード完了時も使用禁止状態のままです。




	
注意:

一意で使用禁止状態の索引に対しては、索引メンテナンスをスキップできません。この原則は、DML操作の場合にも、ダイレクト・パスでDMLと整合性を持つロードを行う場合にも適用されます。







SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータは、従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロードの両方に適用できます。





STREAMSIZE

デフォルト: このパラメータのデフォルト値を参照するには、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動します。

ダイレクト・パス・ストリームに対して、サイズをバイト単位で指定します。




	
参照:

「列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定」












USERID(ユーザー名/パスワード)

デフォルト: なし

USERIDを使用して、各ユーザーのOracleユーザー名とパスワードを指定します。省略すると、システムから入力を要求されます。スラッシュのみを入力すると、デフォルトとしてオペレーティング・システムのログイン名がUSERIDに適用されます。

ユーザーSYSとして接続する場合は、接続文字列にAS SYSDBAも指定する必要があります。




	
注意:

文字列AS SYSDBAには空白が含まれるため、一部のオペレーティング・システムでは、接続文字列全体を一重引用符で囲むか、なんらかの方法でリテラルとしてマークする必要があります。また、オペレーティング・システムによっては、コマンドラインの引用符を、バックスラッシュなどでエスケープする必要がある場合もあります。
システムの特殊文字および予約文字の詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。
















終了コードによる結果の検査と表示

Oracle SQL*Loaderでは、SQL*Loaderの完了後、すぐに実行結果を確認できます。SQL*Loaderでは、実行結果をログ・ファイルに記録するのみでなく、プロセス終了コードでレポートすることもできます。。このOracle SQL*Loaderの機能によって、コマンドラインやスクリプトからSQL*Loaderを起動したときにもその結果を確認できます。表8-1に、様々な結果の終了コードを示します。


表8-1 SQL*Loaderの終了コード

	結果	終了コード
	
すべての列が正常にロードされた

	
EX_SUCC


	
すべての行または一部の行が拒否された

	
EX_WARN


	
すべての行または一部の行が廃棄された

	
EX_WARN


	
ロードが中断された

	
EX_WARN


	
コマンドラインまたは構文エラー

	
EX_FAIL


	
SQL*Loaderに対してリカバリ不能なOracleエラー

	
EX_FAIL


	
OS関連エラー(ファイルのオープン/クローズ、mallocなど)

	
EX_FTL








UNIXの場合、終了コードは次のようになります。


EX_SUCC 0
EX_FAIL 1
EX_WARN 2
EX_FTL  3


Windows NTの場合、終了コードは次のようになります。


EX_SUCC 0
EX_FAIL 1
EX_WARN 2
EX_FTL  4


SQL*Loaderが0(ゼロ)以外の終了コードを返した場合、システム・ログ・ファイルおよびSQL*Loaderログ・ファイルで、詳細な診断情報を確認してください。

UNIXでは、シェルの終了コードを調べてロード結果を確認できます。












9 SQL*Loader制御ファイル・リファレンス

この章では、SQL*Loader制御ファイルについて説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
制御ファイルの内容


	
制御ファイル中でのコマンドライン・パラメータの指定


	
ファイル名およびオブジェクト名の指定


	
XMLType表の識別


	
データ・ファイルの指定


	
BEGINDATAによる制御ファイルのデータの識別


	
データ・ファイル形式およびバッファリングの指定


	
不良ファイルの指定


	
廃棄ファイルの指定


	
異なる文字コード体系の処理


	
中断されたロード


	
物理レコードからの論理レコードの作成


	
表への論理レコードのロード


	
索引オプション


	
複数のINTO TABLE句を使用するメリット


	
バインド配列および従来型パス・ロード






制御ファイルの内容

SQL*Loader制御ファイルは、DDL命令を含むテキスト・ファイルです。DDLを使用して、SQL*Loaderセッションの次の項目を制御します。

	
SQL*Loaderによってロードされるデータの位置


	
SQL*Loaderによるデータ書式設定の方法


	
データのロード時のSQL*Loaderの設定(メモリー管理、拒否レコード、ロード処理の中断など)


	
SQL*Loaderによるロード中のデータの処理方法




SQL*LoaderのDDL構文図については、付録Aを参照してください。

SQL*Loader制御ファイルを作成するには、viやxemacsなどのテキスト・エディタを使用します。

通常、制御ファイルには、次の3つの項目が次の順序で含まれます。

	
セッション全体の情報


	
表およびフィールド・リストの情報


	
入力データ(オプションの項目)




例9-1に、サンプル制御ファイルを示します。


例9-1 サンプル制御ファイル


1    -- This is a sample control file
2    LOAD DATA
3    INFILE 'sample.dat'
4    BADFILE 'sample.bad'
5    DISCARDFILE 'sample.dsc'
6    APPEND
7    INTO TABLE emp
8    WHEN (57) = '.'
9    TRAILING NULLCOLS
10  (hiredate SYSDATE,
      deptno POSITION(1:2)  INTEGER EXTERNAL(2)
              NULLIF deptno=BLANKS,
       job    POSITION(7:14)  CHAR  TERMINATED BY WHITESPACE
              NULLIF job=BLANKS  "UPPER(:job)",
       mgr    POSITION(28:31) INTEGER EXTERNAL 
              TERMINATED BY WHITESPACE, NULLIF mgr=BLANKS,
       ename  POSITION(34:41) CHAR 
              TERMINATED BY WHITESPACE  "UPPER(:ename)",
       empno  POSITION(45) INTEGER EXTERNAL 
              TERMINATED BY WHITESPACE,
       sal    POSITION(51) CHAR  TERMINATED BY WHITESPACE
              "TO_NUMBER(:sal,'$99,999.99')",
       comm   INTEGER EXTERNAL  ENCLOSED BY '(' AND '%'
              ":comm * 100"
    )


このサンプル制御ファイルの左側の数字は、実際の制御ファイルでは表示されません。これらの数字は、次の説明の番号に対応しています。




	
制御ファイルにコメントを入力します。詳細は、「制御ファイルのコメント」を参照してください。


	
LOAD DATA文によって、SQL*Loaderで新しくデータ・ロードが開始されます。構文の詳細は、付録Aを参照してください。


	
INFILE句には、ロードするデータが入っているデータ・ファイルの名前を指定します。詳細は、「データ・ファイルの指定」を参照してください。


	
BADFILE句には、拒否レコードが書き込まれるファイルの名前を指定します。詳細は、「不良ファイルの指定」を参照してください。


	
DISCARDFILE句には、廃棄レコードが書き込まれるファイルの名前を指定します。詳細は、「廃棄ファイルの指定」を参照してください。


	
APPEND句は、空ではない表にデータをロードする場合に使用できるオプションの1つです。詳細は、「空でない表へのデータのロード」を参照してください。

空の表にデータをロードするには、INSERT句を使用します。詳細は、「空の表へのデータのロード」を参照してください。


	
INTO TABLE句を使用して、表、フィールドおよびデータ型を識別できます。この句で、データ・ファイル中のレコードとデータベース中の表の関係を定義します。詳細は、「表名の指定」を参照してください。


	
WHEN句には、1つ以上のフィールド条件を指定します。SQL*Loaderで、この条件に基づいてデータをロードするかどうかを判断します。詳細は、「条件に基づいたレコードのロード」を参照してください。


	
TRAILING NULLCOLS句を使用すると、相対位置に指定した列がレコード中に存在しない場合、その列の値はNULLとして処理されます。詳細は、「データが欠落しているショート・レコードの処理」を参照してください。


	
制御ファイルの残りの部分には、ロード中の表の列形式の詳細を参照できるフィールド・リストが含まれます。制御ファイルのこの部分の詳細は、第10章を参照してください。






制御ファイルのコメント

コメントはファイル中のコマンド部分のどこにでも記述できますが、データの部分には記述できません。コメントの前にハイフンを2つ続けて記述します。次に例を示します。


--This is a comment


二重ハイフンの右側のすべてのテキストは行末まで無視されます。








制御ファイル中でのコマンドライン・パラメータの指定

SQL*Loader制御ファイルでは、OPTIONS句を使用してコマンドライン・パラメータを指定できます。OPTIONS句は、制御ファイルを、通常使用するオプションの組合せで起動する場合に使用します。OPTIONS句は、LOAD DATA文の前に置きます。



OPTIONS句

OPTIONS句では、次のコマンドライン・パラメータを指定できます。これらのパラメータの詳細は、第8章を参照してください。


BINDSIZE = n
COLUMNARRAYROWS = n
DATE_CACHE = n
DIRECT = {TRUE | FALSE} 
ERRORS = n
EXTERNAL_TABLE = {NOT_USED | GENERATE_ONLY | EXECUTE}
FILE
LOAD = n 
MULTITHREADING = {TRUE | FALSE}
PARALLEL = {TRUE | FALSE}
READSIZE = n
RESUMABLE = {TRUE | FALSE}
RESUMABLE_NAME = 'text string'
RESUMABLE_TIMEOUT = n
ROWS = n 
SILENT = {HEADER | FEEDBACK | ERRORS | DISCARDS | PARTITIONS | ALL} 
SKIP = n   
SKIP_INDEX_MAINTENANCE = {TRUE | FALSE}
SKIP_UNUSABLE_INDEXES = {TRUE | FALSE}
STREAMSIZE = n


次に、SQL*Loader制御ファイルで使用できるOPTIONS句の使用例を示します。


OPTIONS (BINDSIZE=100000, SILENT=(ERRORS, FEEDBACK) )





	
注意:

コマンドラインで指定したパラメータ値は、制御ファイルのOPTIONS句で指定したパラメータ値を上書きします。














ファイル名およびオブジェクト名の指定

通常、オブジェクト名(表名や列名など)の指定に関して、SQL*LoaderはSQL標準規則に準拠しています。この項では、次の項目について説明します。

	
SQLおよびSQL*Loaderの予約語と競合するファイル名


	
SQL文字列の指定


	
オペレーティング・システムに関する考慮点






SQLおよびSQL*Loaderの予約語と競合するファイル名

SQLおよびSQL*Loaderの予約語は、二重引用符で囲みます。SQL*Loaderの予約語はCONSTANTのみです。

二重引用符は、オブジェクト名にSQLが認識可能な文字($、#、_)以外の特殊文字が含まれている場合、またはオブジェクト名に大/小文字の区別が必要な場合に使用する必要があります。




	
参照:

『Oracle Database SQL言語リファレンス』












SQL文字列の指定

SQL文字列を指定する場合は、二重引用符で囲みます。SQL文字列を使用すると、SQL演算子をデータ・フィールドに適用できます。




	
参照:

「フィールドへのSQL演算子の適用」












オペレーティング・システムに関する考慮点

次の項では、ご使用のオペレーティング・システムによって異なる仕様について説明します。


完全パスの指定

完全パス名を指定すると、問題が発生する場合があります。これは、特殊文字の使用が原因でオペレーティング・システム依存の非互換が発生するためです。多くの場合、パス名を一重引用符で囲んで指定すると、このエラーは回避できます。






バックスラッシュ・エスケープ文字の使用

DDL構文では、(ご使用のオペレーティング・システムでエスケープ文字の使用が許可されている場合)二重引用符の前にエスケープ文字のバックスラッシュ「\」を付けて、二重引用符で区切られた文字列の中で二重引用符を使用できます。一重引用符で区切られた文字列中で一重引用符を使用する場合も、その前にバックスラッシュを付けます。

たとえば、homedir\data"norm\mydataという文字列には、二重引用符が含まれています。二重引用符の直前にバックスラッシュを付けることによって、二重引用符を文字列として使用できます。


INFILE 'homedir\data\"norm\mydata'


また、バックスラッシュを2回続けて書くことによって、バックスラッシュ自体を文字列中に表示できます。

次に例を示します。


"so'\"far"     or  'so\'"far'     is parsed as   so'"far 
"'so\\far'"    or  '\'so\\far\''  is parsed as  'so\far' 
"so\\\\far"    or  'so\\\\far'    is parsed as   so\\far 





	
注意:

先頭位置の二重引用符はエスケープできません。そのため、先頭に引用符の付く文字列は作成しないでください。











移植不能文字列

SQL*Loader制御ファイルには、オペレーティング・システム間で移植不能な、2種類の文字列があります(filename文字列およびfile processing option文字列)。別のオペレーティング・システム用に変換した場合、これらの文字列を修正する必要があります。SQL*Loader制御ファイルのこれ以外の文字列はすべて、異なるオペレーティング・システム間で移植可能です。





エスケープ文字としてのバックスラッシュの使用

オペレーティング・システムで、パス名のディレクトリを区切る文字としてバックスラッシュが使用されている場合、およびオペレーティング・システムで実行しているOracle Databaseのリリースで、ファイル名およびその他の移植不能文字列に対してバックスラッシュをエスケープ文字として使用可能な場合は、パス名のディレクトリ間の区切りにバックスラッシュを2つ続けて指定して、パス名全体を一重引用符で囲みます。





エスケープ文字が使用できない場合

現在オペレーティング・システム上で実行中のOracle Databaseのリリースでは、移植不能文字列に対してエスケープ文字を使用できない場合があります。エスケープ文字が禁止されている場合、バックスラッシュは、エスケープ文字ではなく通常の文字として処理されます(ただし、移植不能文字列以外の文字列では使用可能)。この場合、次のようなパス名を指定できます。


INFILE 'topdir\mydir\myfile'


バックスラッシュを2つ続ける必要はありません。

バックスラッシュはエスケープ文字として認識されないため、一重引用符で囲まれた文字列の中に、一重引用符で囲まれた別の文字列を埋め込むことはできません。これは、二重引用符についても同様です。二重引用符で囲まれた文字列は、二重引用符で区切られた他の文字列の中に埋め込むことはできません。










XMLType表の識別

Oracle Database 10gでは、SQL*Loader制御ファイルでXMLTYPE句を使用できます。形式は、XMLTYPE(フィールド名)です。正しいSQL文を構築するために、この句を使用してXMLType表を識別します。例9-2では、スキーマベースのXMLType表にデータをロードするために、SQL*Loaderの制御ファイルでXMLTYPE句を使用する方法を示します。


例9-2 SQL*Loader制御ファイルでのXMLType表の識別

XMLスキーマ定義は次のとおりです。XMLスキーマxdb_user.xsdがOracle XML DBに登録され、表xdb_tab5が作成されます。


begin dbms_xmlschema.registerSchema('xdb_user.xsd',
'<xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
            xmlns:xdb="http://xmlns.oracle.com/xdb">
 <xs:element name = "Employee"
        xdb:defaultTable="EMP31B_TAB">
   <xs:complexType>
    <xs:sequence>
      <xs:element name = "EmployeeId" type = "xs:positiveInteger"/>
      <xs:element name = "Name" type = "xs:string"/>
      <xs:element name = "Salary" type = "xs:positiveInteger"/>
      <xs:element name = "DeptId" type = "xs:positiveInteger"
             xdb:SQLName="DEPTID"/>
    </xs:sequence>
   </xs:complexType>
 </xs:element>
</xs:schema>',
TRUE, TRUE, FALSE); end;
/


表を定義する方法は、次のとおりです。


CREATE TABLE xdb_tab5 OF XMLTYPE XMLSCHEMA "xdb_user.xsd" ELEMENT "Employee";


データを表xdb_tab5にロードするために使用する制御ファイルは、次のようになります。登録されたXMLスキーマxdb_user.xsdを使用して、XMLTypeデータがロードされます。XMLTYPE句を使用して、この表をXMLType表として識別します。ダイレクト・パスまたは従来型モードのいずれかを使用して、表にデータをロードできます。


LOAD DATA
INFILE *
INTO TABLE xdb_tab5 TRUNCATE
xmltype(xmldata)
(
  xmldata   char(4000)
)
BEGINDATA
<Employee>  <EmployeeId>111</EmployeeId>  <Name>Ravi</Name>  <Salary>100000</Sal
ary>  <DeptId>12</DeptId></Employee>
<Employee>  <EmployeeId>112</EmployeeId>  <Name>John</Name>  <Salary>150000</Sal
ary>  <DeptId>12</DeptId></Employee>
<Employee>  <EmployeeId>113</EmployeeId>  <Name>Michael</Name>  <Salary>75000</S
alary>  <DeptId>12</DeptId></Employee>
<Employee>  <EmployeeId>114</EmployeeId>  <Name>Mark</Name>  <Salary>125000</Sal
ary>  <DeptId>16</DeptId></Employee>
<Employee>  <EmployeeId>115</EmployeeId>  <Name>Aaron</Name>  <Salary>600000</Sa
lary>  <DeptId>16</DeptId></Employee>







	
参照:

SQL*Loaderを使用したXMLデータのロードの詳細は、『Oracle XML DB開発者ガイド』を参照してください。












データ・ファイルの指定

ロードするデータを含むデータ・ファイルを指定するには、INFILEキーワードにファイル名を続け、必要な場合はファイル処理オプション文字列を続けます。指定するファイルが複数ある場合は、INFILEキーワードを複数使用できます。




	
注意:

コマンドラインからデータ・ファイルを指定する場合は、「コマンドライン・パラメータ」で説明しているDATAパラメータを使用します。コマンドラインでファイル名を指定すると、制御ファイルの最初のINFILE句が上書きされます。







ファイル名が指定されない場合は、制御ファイル名の拡張子(ファイルのタイプ)を.datにしたファイル名がデフォルトで採用されます。

ロードするデータを制御ファイル内にも記述した場合は、ファイル名にアスタリスク(*)を指定してください。この指定の詳細は、「BEGINDATAによる制御ファイルのデータの識別」を参照してください。




	
注意:

ここで説明する内容は、プライマリ・データ・ファイルのみに適用されます。LOBFILEまたはSDFには適用されません。
LOBFILEの詳細は、「LOBFILEからのLOBデータのロード」を参照してください。

SDFの詳細は、「セカンダリ・データ・ファイル(SDF)」を参照してください。









INFILEの構文は次のとおりです。

[image: infile.gifの説明が続きます。]



表9-1では、INFILEキーワードのパラメータについて説明します。


表9-1 INFILEキーワードのパラメータ

	パラメータ	説明
	
INFILE

	
データ・ファイル指定が続くことを示します。


	
input_filename

	
データが入っているファイルの名前。

ファイル名に空白やその他の句読点文字が含まれている場合は、一重引用符で囲む必要があります。詳細は、「ファイル名およびオブジェクト名の指定」を参照してください。


	
*


	
データが制御ファイル中にある場合は、ファイル名のかわりにアスタリスク(*)を指定します。制御ファイルおよびデータ・ファイルにデータがある場合は、読み込むデータをまずアスタリスクで指定する必要があります。


	
os_file_proc_clause

	
ファイル処理オプション文字列。データ・ファイルの形式を指定します。また、この指定によってデータ・ファイルの読取りを最適化できます。この文字列の構文は、ご使用のオペレーティング・システムに依存します。詳細は、「データ・ファイル形式およびバッファリングの指定」を参照してください。









INFILE構文の例

次に、INFILE構文を指定する様々な方法を示します。

	
制御ファイルにデータがある場合


INFILE  *


	
デフォルトの拡張子.datを持つファイルsampleにデータがある場合


INFILE  sample


	
フルパスに指定されたファイルdatafile.datにデータがある場合


INFILE 'c:/topdir/subdir/datafile.dat' 




	
注意:

ファイル名に空白やその他の句読点文字が含まれている場合は、ファイル名を一重引用符で囲む必要があります。












複数のデータ・ファイルの指定

1回のSQL*Loaderの実行で複数のデータ・ファイルのデータをロードする場合は、各データ・ファイルに対してINFILE句を指定します。このとき、レコードのレイアウトは同じである必要がありますが、データ・ファイルに同じファイル処理オプションは必要ありません。たとえば、最初と2番目のファイルが異なるファイル処理オプション文字列で指定されていても、3番目のファイルが制御ファイル中のデータで構成されていても実行することができます。

各データ・ファイルに、個別の不良ファイルおよび廃棄ファイルを指定することもできます。このような場合、個別の不良ファイルおよび廃棄ファイルは、各データ・ファイル名の直後に宣言する必要があります。次に、4つのデータ・ファイルを個別の不良ファイルおよび廃棄ファイルとともに指定している制御ファイルの例を示します。


INFILE  mydat1.dat  BADFILE  mydat1.bad  DISCARDFILE mydat1.dis 
INFILE  mydat2.dat 
INFILE  mydat3.dat  DISCARDFILE  mydat3.dis 
INFILE  mydat4.dat  DISCARDMAX  10 0


	
mydat1.datでは、不良ファイルと廃棄ファイルの両方が明示的に指定されています。したがって、必要に応じて両方のファイルが作成されます。


	
mydat2.datでは、不良ファイルも廃棄ファイルも指定されていません。そのため、不良ファイルのみが必要に応じて作成されます。不良ファイルが作成された場合、デフォルトのファイル名および拡張子mydat2.badが使用されます。一方、廃棄ファイルについては、行が廃棄されても廃棄ファイルは作成されません。


	
mydat3.datでは、必要に応じてデフォルトの不良ファイルが作成されます。また、必要に応じて、指定された名前の廃棄ファイル(mydat3.dis)も作成されます。


	
mydat4.datでは、必要に応じてデフォルトの不良ファイルが作成されます。DISCARDMAXオプションが指定されているため、SQL*Loaderによって廃棄ファイルが使用されることを前提として、廃棄ファイルがデフォルト名(mydat4.dsc)で作成されます。











BEGINDATAによる制御ファイルのデータの識別

データが制御ファイルにある場合、ファイル名ではなくアスタリスクがINFILE句の後に続きます。実際のデータは、ロード構成の指定後、制御ファイルに書き込まれます。

最初のデータ・レコードの前に、BEGINDATA文を指定します。構文は次のとおりです。


BEGINDATA 
data


BEGINDATA文を使用する場合は、次のことに注意してください。

	
制御ファイルにデータが含まれているにもかかわらず、BEGINDATA文を省略すると、SQL*Loaderでデータが制御情報として解釈されるため、エラー・メッセージが発行されます。データが個別ファイルにある場合は、BEGINDATA文は使用できません。


	
BEGINDATAを含む行がデータの先頭行として解釈されてしまうため、BEGINDATA文と同じ行には、空白またはその他の文字を入力しないでください。


	
コメントもデータとして解釈されてしまうため、BEGINDATAの後に続けて記述しないでください。



	
参照:

	
INFILEの使用例については、「データ・ファイルの指定」を参照してください。


	
「事例1: 可変長データのロード」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)


















データ・ファイル形式およびバッファリングの指定

SQL*Loaderの設定時、制御ファイルの形式およびバッファリングの指定に対して、オペレーティング・システムに依存したファイル処理オプション文字列(os_file_proc_clause)を制御ファイルに指定できます。

たとえば、ご使用のオペレーティング・システムに、次のようなオプション文字列の構文があるとします。

[image: recsize_spec.gifの説明が続きます。]



この構文では、RECSIZEは固定長レコードのサイズ、BUFFERSは非同期I/Oを行うためのバッファ数です。

mydata.datというファイルを80バイトのレコードを含むファイルとして宣言し、SQL*LoaderのI/O処理で使用されるバッファ数を8とする場合は、次の制御ファイルのエントリを使用します。


INFILE 'mydata.dat' "RECSIZE 80 BUFFERS 8" 





	
注意:

この例では、ファイル名に一重引用符を使用し、その他の指定には二重引用符を使用しています。










	
参照:

Windowsシステムでのos_file_proc_clauseの使用方法については、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド for Microsoft Windows』を参照してください。












不良ファイルの指定

SQL*Loaderを実行すると、不良ファイルまたは拒否ファイルと呼ばれるファイルが生成されることがあります。これらのファイルには、書式エラーまたはOracleエラーが発生したためにロードを拒否されたレコードが格納されます。不良ファイルが作成されるように指定した場合は、次の規則に従って作成されます。

	
レコードが1つ以上拒否された場合、不良ファイルが作成され、拒否レコードがログに記録されます。


	
レコードが1つも拒否されない場合、不良ファイルは作成されません。


	
不良ファイルが作成される場合、同じ名前の既存のファイルは上書きされます。そのため、残しておきたいファイルが上書きされないようにする必要があります。



	
注意:

一部のシステムでは、同じ名前のファイルがすでに存在する場合でも、新しいバージョンのファイルが作成される場合があります。








不良ファイルの名前を指定する場合は、BADFILE句の後にファイル名を続けます。不良ファイルの名前を指定しなかった場合は、デフォルトで、データ・ファイル名に拡張子(またはファイル・タイプ).badを付けたものがファイル名になります。コマンドラインから不良ファイルを指定する場合は、「コマンドライン・パラメータ」で説明しているBADパラメータを使用します。

コマンドラインから指定した不良ファイル名は、制御ファイル中の最初に記述されるINFILE句に対して指定されたものとみなされます。この場合、前述の句の中で不良ファイル名が指定されていても、コマンドラインから指定した不良ファイル名が優先されます。

生成される不良ファイルのファイル形式やレコード形式は、データ・ファイルと同じです。したがって、データを修正した後そのまま再ロードすることができます。ストリーム・レコード形式のデータ・ファイルに関しては、データ・ファイルにあるレコード終了記号が不良ファイル内でも使用されます。

不良ファイルの構文は次のとおりです。

[image: badfile.gifの説明が続きます。]



BADFILE句の後に、不良ファイルのファイル名を指定します。

filenameパラメータには、使用するプラットフォームに有効なファイル名を指定します。ファイル名に空白やその他の句読点文字が含まれている場合は、一重引用符で囲む必要があります。


不良ファイル名指定の例

ファイル名sampleおよびデフォルトのファイル拡張子(またはファイル・タイプ) .badで不良ファイルを指定するには、制御ファイルで次のように入力します。


BADFILE sample 


ファイル名bad0001およびファイル拡張子(またはファイル・タイプ).rejで不良ファイルを指定するには、次のいずれかの行を入力します。


BADFILE bad0001.rej
BADFILE '/REJECT_DIR/bad0001.rej' 





LOBFILEおよびSDFを使用した不良ファイルの処理方法

LOBFILEおよびSDFのデータは、拒否された行がある場合、不良ファイルには書き込まれません。LOBのロード中にエラーが発生した場合、その行は拒否されません。この場合、LOB列は、空のまま(NULLではなく長さが0(ゼロ)バイト)になります。ただし、LOBFILEを使用してXML列をロードし、このLOBデータのロード中にエラーが発生した場合、XML列はNULLになります。






拒否レコードの条件

レコードは、次の理由で拒否されます。

	
レコードの挿入時に、指定されたデータ型と実際のデータが適合しないなどのOracleエラーが発生する場合。


	
レコードが不適切にフォーマットされて、SQL*Loaderがフィールドの境界を検索できない場合。


	
レコードが制約に違反するか、または一意の索引を非一意にしようとする場合。




デリミタの指定が不適切であっても、WHEN句の指定条件に基づいてデータを評価できる場合は、条件判断が行われ、データが挿入または拒否されます。

前述のリストの2番目の理由でロードが拒否された場合、従来型パス・ロードでもダイレクト・パス・ロードでも表に行は書込みできません。

前述のリストの1番目または3番目の理由でいずれかの表に違反がある場合、従来型パス・ロードでは、表に行は書込みできません。行はその表に対して拒否され、拒否ファイルに書き込まれます。

従来型パス・ロードでは、データ・ファイルのレコードが複数の表にロードされているときに1つ以上の表から拒否されると、そのレコードはいずれの表にもロードされません。

ログ・ファイルには、拒否レコードそれぞれについてのOracleエラー情報が記録されます。拒否レコードの例の詳細は、事例4を参照してください。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)








廃棄ファイルの指定

ロード条件を満たさないレコードがある場合、SQL*Loaderを実行すると、廃棄ファイルが生成されることがあります。このファイルに出力されたレコードは廃棄レコードと呼ばれます。廃棄レコードは、制御ファイル中のWHEN句の指定を満たすことができなかったものです。これらのレコードは、拒否レコードとは異なります。廃棄レコードに必ず不良データがあるとはかぎりません。また、廃棄レコードに対して、挿入は行われません。 

廃棄ファイルは次の規則に従って生成されます。

	
廃棄ファイル名を指定し、1つ以上のレコードが制御ファイルに指定したすべてのWHEN句の条件に満たない場合に生成されます。(廃棄ファイルが生成されると、同じ名前の既存のファイルは上書きされることに注意してください。)


	
廃棄レコードがない場合、廃棄ファイルは生成されません。




制御ファイル内から廃棄ファイルを作成するには、DISCARDFILE filename、DISCARDS、DISCARDMAXのいずれかを指定します。

コマンドラインから廃棄ファイルを作成するには、DISCARDまたはDISCARDMAXのいずれかを指定します。

このように、名前を指定して廃棄ファイルを直接指定することも、また、廃棄数の最大値を指定することで間接的に廃棄ファイルの生成を指示することもできます。

生成される廃棄ファイルのファイル形式やレコード形式は、データ・ファイルと同じです。ストリーム・レコード形式のデータ・ファイルに関しては、データ・ファイルにあるレコード終了記号が廃棄ファイル内でも使用されます。



制御ファイルでの廃棄ファイルの指定

廃棄ファイルの名前を指定する場合は、DISCARDFILE句の後にファイル名を続けます。

[image: discard.gifの説明が続きます。]



DISCARDFILE句の後には、廃棄ファイルのファイル名を指定します。

filenameパラメータには、使用するプラットフォームに有効なファイル名を指定します。ファイル名に空白やその他の句読点文字が含まれている場合は、一重引用符で囲む必要があります。

デフォルトのファイル名は、データ・ファイル名にデフォルトのファイル拡張子(またはファイル・タイプ).dscを付けたものが採用されます。廃棄ファイル名をコマンドラインから指定した場合は、制御ファイル中で指定されたファイル名よりも、コマンドラインからの指定ファイル名が優先されます。生成される廃棄ファイルと同じ名前のファイルがすでに存在する場合は、既存ファイルが上書きされるか、新しいバージョンのファイルが生成されます。どちらの処理が行われるかは、使用するオペレーティング・システムによって異なります。





コマンドラインからの廃棄ファイルの指定

コマンドラインから廃棄ファイルを指定する方法の詳細は、「DISCARD(ファイル名)」を参照してください。

コマンドラインで指定したファイル名で、制御ファイルに指定した廃棄ファイルが上書きされます。





廃棄ファイル名指定の例

次に、制御ファイル内から廃棄ファイルの名前を指定する様々な方法を示します。

	
ファイル名circularおよびデフォルトのファイル拡張子(またはファイル・タイプ).dscで廃棄ファイルを指定するには、次のとおり入力します。


DISCARDFILE  circular 


	
ファイル名notapplおよびファイル拡張子(またはファイル・タイプ).mayで廃棄ファイルを指定するには、次のとおり入力します。


DISCARDFILE notappl.may 


	
廃棄ファイルforget.meにフルパスを指定するには、次のとおり入力します。


DISCARDFILE  '/discard_dir/forget.me'









廃棄レコードの条件

レコードに対してINTO TABLE句が指定されていない場合、そのレコードは廃棄されます。レコードの廃棄は、SQL*Loader制御ファイル中に記述されたすべてのINTO TABLE句がWHEN句を持っていて、レコードがそれらのどの条件にも該当しない場合、またはすべてのフィールドがNULLである場合に発生します。

INTO TABLE句がWHEN句なしで指定されている場合、レコードは廃棄されません。すべてのレコードに関して、指定の表への挿入が試みられます。このとき、レコードが拒否されることはありますが、廃棄されることはありません。

「事例7: 書式化されたレポートからのデータの抽出」に廃棄ファイルの使用例があります。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)





LOBFILEおよびSDFを使用した廃棄ファイルの処理方法

LOBFILEおよびSDFのデータは、廃棄された行がある場合も、廃棄ファイルには書き込まれません。





廃棄レコード数の上限付け

DISCARDSまたはDISCARDMAXキーワードにintegerを指定して、各データ・ファイルに対して廃棄されるレコード数を制限できます。

廃棄の上限に達すると、データ・ファイルの処理が中止され、引き続き、次のデータ・ファイル(存在する場合)の処理が実行されます。

データ・ファイルごとに異なる数の上限を設定できます。ただし、1回のみ廃棄数を指定した場合は、指定した廃棄上限値はすべてのファイルに適用されます。

廃棄数の上限値が指定されていて、廃棄ファイル名の指定がない場合、SQL*Loaderによってデフォルトのファイル名とファイル拡張子(またはファイル・タイプ)で廃棄ファイルが作成されます。








異なる文字コード体系の処理

SQL*Loaderでは、(キャラクタ・セットまたはコード・ページと呼ばれる)異なる文字コード体系がサポートされます。SQL*Loaderでは、Oracleグローバリゼーション・サポート・テクノロジの機能を使用して、様々な文字コード体系(シングルバイトおよびマルチバイト)を扱うことができます。




	
参照:

Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド







次の項では、サポートしている文字コード体系について簡単に説明します。



マルチバイト(アジア系言語)・キャラクタ・セット

マルチバイト・キャラクタ・セットは、アジア系言語をサポートするために使用されます。データをマルチバイト形式でロードしたり、データベース・オブジェクト名(フィールド、表など)をマルチバイト文字で指定することもできます。制御ファイルでは、コメントおよびオブジェクト名にもマルチバイト文字を使用できます。





Unicodeキャラクタ・セット

SQL*Loaderでは、Unicodeキャラクタ・セットのデータのロードがサポートされています。

Unicodeは、エンコーディングされたユニバーサル・キャラクタ・セットであり、単一のキャラクタ・セットでほとんどの言語による情報の格納をサポートします。Unicodeでは、プラットフォーム、プログラムまたは言語に関係なく、すべての文字に一意のコード値が指定されます。Unicodeには、2つの異なるエンコーディング(UTF-16およびUTF-8)が存在します。




	
注意:

このマニュアルでは、UTF-16およびUTF16の両方の用語が使用されています。UTF-16という用語は、一般的にUnicodeのUTF-16エンコーディングを意味します。UTF16(ハイフンなし)という用語は、キャラクタ・セットの固有の名前で、UTF-16エンコーディングの使用時にCHARACTERSETパラメータに指定する必要のある用語です。UTF-8およびUTF8の場合も同様です。







UnicodeのUTF-16エンコーディングは、固定幅マルチバイト・エンコーディングで、文字コード0x0000から0x007fは、シングルバイトASCIIコードの0x00から0x7fと同じ意味です。

UnicodeのUTF-8エンコーディングは、可変幅マルチバイト・エンコーディングで、文字コード0x00から0x7fがASCIIと同じ意味です。UTF-8の文字は1バイト、2バイトまたは3バイトの長さになります。




	
参照:

	
「事例11: Unicodeキャラクタ・セットのデータのロード」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)


	
Unicodeのエンコーディングの詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
















データベース・キャラクタ・セット

Oracle Databaseでは、SQLのCHARデータ型(CHAR、VARCHAR2、CLOBおよびLONG)に格納されたデータ、表名などの識別子、SQL文およびPL/SQLソース・コードに対して、データベース・キャラクタ・セットが使用されます。シングルバイト・キャラクタ・セットおよびASCII文字またはEBCDIC文字のいずれかを含む可変幅キャラクタ・セットのみがデータベース・キャラクタ・セットとしてサポートされます。マルチバイト固定幅キャラクタ・セット(たとえば、AL16UTF16)は、データベース・キャラクタ・セットとしてサポートされません。

SQLのNCHARデータ型(NCHAR、NVARCHAR2およびNCLOB)に格納されたデータ用のデータベースでは、代替キャラクタ・セットを使用できます。代替キャラクタ・セットは、データベース各国語キャラクタ・セットと呼ばれます。Unicodeキャラクタ・セットのみが、データベース各国語キャラクタ・セットとしてサポートされます。





データ・ファイル・キャラクタ・セット

デフォルトでは、データ・ファイルには、NLS_LANGパラメータで定義されているキャラクタ・セットが使用されます。NLS_LANGでサポートされているデータ・ファイル・キャラクタ・セットは、データベース・キャラクタ・セットとしてサポートされているものと同じです。SQL*Loaderでは、データ・ファイル内のOracleでサポートされているすべてのキャラクタ・セットがサポートされます(データベース・キャラクタ・セットとしてサポートされていないものもサポートされます)。

たとえば、SQL*Loaderでは、データ・ファイル内のマルチバイト固定幅キャラクタ・セット(AL16UTF16、JA16EUCFIXEDなど)がサポートされます。また、SQL*Loaderでは、リトル・エンディアン・バイト順序によるUTF-16エンコーディングもサポートされます。ただし、Oracle Databaseでは、ビッグ・エンディアン・バイト順序によるUTF-16エンコーディング(AL16UTF16)のみが、データベース・キャラクタ・セットとしてではなく、データベースの各国語キャラクタ・セットとしてのみサポートされます。

データ・ファイルのキャラクタ・セットは、NLS_LANGパラメータ、またはSQL*LoaderのCHARACTERSETパラメータを使用して設定できます。





入力文字の変換

CHARACTERSETパラメータが指定されていない場合、すべてのデータ・ファイルに対するデフォルトのキャラクタ・セットは、NLS_LANGパラメータで定義されたセッション・キャラクタ・セットです。入力データ・ファイルで使用されるキャラクタ・セットは、CHARACTERSETパラメータで指定できます。

SQL*Loaderでは、データ・ファイル・キャラクタ・セット、データベース・キャラクタ・セットおよびデータベース各国語キャラクタ・セットが異なる場合、データ・ファイルのデータをデータベース・キャラクタ・セットまたはデータベース各国語キャラクタ・セットに自動的に変換できます。

データのキャラクタ・セット変換が必要な場合、ターゲットのキャラクタ・セットは、ソースのデータ・ファイル・キャラクタ・セットのスーパーセットである必要があります。そうでない場合、ターゲット・キャラクタ・セットに同じ文字がない文字は、置換文字(通常、疑問符(?)などのデフォルトの文字)に変換されます。これによって、データが失われます。

データベース・キャラクタ・タイプCHARおよびVARCHAR2のサイズは、バイト単位(バイト長セマンティクス)または文字単位(文字長セマンティクス)で指定できます。バイト単位で指定され、データ・キャラクタ・セットの変換が必要な場合、変換される文字のソース・キャラクタ・セットより多くのバイトがターゲット・キャラクタ・セットで使用されると、変換後の値はソースの値より大きくなることがあります。これによって、ターゲットの大きい値がデータベースの列のサイズを超える場合、次のエラー・メッセージがレポートされます。


ORA-01401: inserted value too large for column


データベースの列サイズを文字単位で指定するか、または制御ファイルの文字サイズを使用してデータを記述することによっても、この問題を回避できます。また、最大列サイズがバイト単位で、変換後の値を保持できる大きさであることを確認する方法もあります。




	
参照:

	
データベースの文字長セマンティクスの詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。


	
「文字長セマンティクス」


	
Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド













VARRAYまたは主キー・ベースREFへのデータ・ロード時の考慮事項

SQL*Loaderの従来型パスまたはOracle Call Interface(OCI)を使用して、VARRAYまたは主キー・ベースREFに、データベース・キャラクタ・セットとは異なるキャラクタ・セットのデータをロードする場合は、次のような問題が発生する可能性があります。

	
データベースの列に対してフィールドが大きすぎるという理由で、実際には大きすぎない場合でも、行が拒否される可能性があります。


	
大きすぎるフィールドのみが拒否されるロード処理で、1行もロードされないまま異常終了する可能性があります。


	
主キー・ベースREF列をSQL*Plusで選択した場合、それらの列が空白として返されるにもかかわらず、行が正しくロードされたようにレポートされる可能性があります。




これらの問題を回避するには、データをロードする前にNLS_LANG環境変数を使用して、クライアントのキャラクタ・セットをデータベース・キャラクタ・セットに設定します。






CHARACTERSETパラメータ

CHARACTERSETパラメータを指定して、SQL*Loaderに入力データ・ファイルのキャラクタ・セットを示します。CHARACTERSETパラメータが指定されていない場合、すべてのデータ・ファイルに対するデフォルトのキャラクタ・セットは、NLS_LANGパラメータで定義されたセッション・キャラクタ・セットです。文字データ(SQL*Loaderデータ型のCHAR、VARCHAR、VARCHARC、数値型EXTERNALおよび日時データ型と期間データ型のフィールド)のみが、データ・ファイルのキャラクタ・セットに影響されます。

CHARACTERSETの構文は次のとおりです。


CHARACTERSET char_set_name 


char_set_name変数で、キャラクタ・セット名を指定します。通常、指定された名前はOracleがサポートしているキャラクタ・セットの名前である必要があります。

UnicodeのUTF-16エンコーディングの場合は、名前はAL16UTF16でなくUTF16を使用します。AL16UTF16(UTF-16エンコードされたデータに対してサポートされるOracleキャラクタ・セット名)は、ビッグ・エンディアンのバイト順序のUTF-16データにのみ使用されます。ただし、データ・ファイルを作成したシステムのバイト順序を使用してデータを設定することが許可されているため、データ・ファイル内のデータはビッグ・エンディアンまたはリトル・エンディアンのいずれかにできます。このため、異なるキャラクタ・セット名(UTF16)が使用されます。また、キャラクタ・セット名AL16UTF16もサポートされています。ただし、リトル・エンディアンのバイト順序のデータ・ファイルにAL16UTF16を指定すると、SQL*Loaderによって警告メッセージが発行され、データ・ファイルはビッグ・エンディアンとして処理されます。

CHARACTERSETパラメータは、LOBFILEおよびSDFのみでなくプライマリ・データ・ファイルに対しても指定できます。すべてのプライマリ・データ・ファイルは同じキャラクタ・セットとみなされます。INFILEパラメータの前に指定されるCHARACTERSETパラメータは、プライマリ・データ・ファイルのリスト全体に適用されます。CHARACTERSETパラメータがプライマリ・データ・ファイルに対して指定される場合、指定された値は、LOBFILEおよびSDFのデフォルトとしても使用されます。LOBFILEまたはSDF仕様でCHARACTERSETパラメータを指定すると、デフォルト設定は上書きされます。

CHARACTERSETパラメータで設定されたキャラクタ・セットは、制御ファイルのデータ(INFILEで指定されている)には適用されません。NLS_LANGパラメータで指定されているセッション・キャラクタ・セット以外のキャラクタ・セットでデータをロードするには、そのデータを別のデータ・ファイルに置く必要があります。




	
参照:

	
「バイト順序」


	
サポートされているキャラクタ・セット名の詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。


	
「制御ファイル・キャラクタ・セット」


	
リトル・エンディアンのUTF-16でエンコーディングされたデータを含むデータ・ファイルをロードする例については、「事例11: Unicodeキャラクタ・セットのデータのロード」を参照してください。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)

















制御ファイル・キャラクタ・セット

SQL*Loader制御ファイル自体のキャラクタ・セットは、NLS_LANGパラメータで指定されているセッション・キャラクタ・セットであることが前提です。制御ファイル・キャラクタ・セットがデータ・ファイル・キャラクタ・セットと異なる場合は、次のことに注意してください。SQL*Loader制御ファイルで文字列として指定されたデリミタおよび比較句の値は、比較が行われる前に、制御ファイル・キャラクタ・セットからデータ・ファイル・キャラクタ・セットに変換されます。正しく指定するには、文字列値ではなく16進文字列を指定してください。

16進文字列がUnicodeのUTF-16エンコーディングのデータ・ファイルで使用される場合、ビッグ・エンディアンのシステムとリトル・エンディアンのシステムでバイト順序が異なります。たとえば、ビッグ・エンディアンのシステムでは、UTF-16の「,」(カンマ)はX'002c'です。リトル・エンディアンのシステムではX'2c00'です。SQL*Loaderでは、常に、ビッグ・エンディアン形式で16進文字列を指定する必要があります。必要に応じて、比較が行われる前に、SQL*Loaderによってバイトが交換されます。これによって、ビッグ・エンディアンおよびリトル・エンディアンの両システム上の制御ファイルで同じ構文を使用することができます。

UnicodeのUTF-16エンコーディングのストリーム形式のデータ・ファイルで使用されるレコード終了記号のデフォルトは、UTF-16では「\n」(ビッグ・エンディアンのシステムでは0x000Aで、リトル・エンディアンのシステムでは0x0A00)です。INFILE行上の"STR 'char_str'"指定または"STR x'hex_str'"指定を使用して、これらのデフォルト設定を上書きできます。たとえば、次のいずれかの行を使用して、'\n'のかわりに'ab'をレコード終了記号として使用できます。


INFILE myfile.dat "STR 'ab'"

INFILE myfile.dat "STR x'00410042'"


BEGINDATA文の後に指定するデータも、NLS_LANGパラメータで指定されたセッション・キャラクタ・セットであることが前提です。

SQL*Loaderのデータ型(CHAR、VARCHAR、VARCHARC、DATEおよび数値型EXTERNAL)に関して、SQL*Loaderでは、バイト単位(バイト長セマンティクス)または文字単位(文字長セマンティクス)のいずれかで指定される文字フィールドの長さがサポートされます。たとえば、制御ファイルでのCHAR(10)指定は、10バイトまたは10文字を意味します。データ・ファイルでシングルバイト・キャラクタ・セットが使用されている場合、これらは同じです。ただし、データ・ファイルでマルチバイト・キャラクタ・セットが使用されている場合、異なることもあります。

キャラクタ・セット変換中に文字列の拡張によって発生する挿入エラーを回避するには、データ・ファイルおよびターゲット・データベースの列の両方で文字長セマンティクスを使用します。






文字長セマンティクス

バイト長セマンティクスは、UTF16キャラクタ・セット(デフォルトで文字長セマンティクスを使用します)を使用するデータ・ファイル以外のすべてのデータ・ファイルのデフォルトです。デフォルトに上書きするには、次の構文で示すとおり、CHARまたはCHARACTERを指定します。

[image: char_length.gifの説明が続きます。]



LENGTHパラメータは、SQL*Loader制御ファイルのCHARACTERSETパラメータの後に置かれます。LENGTHパラメータは、プライマリ・データ・ファイルに関する構文の指定のみではなく、LOBFILEデータ・ファイルおよびセカンダリ・データ・ファイル(SDF)にも適用されます。INFILEパラメータの前のLENGTH指定は、プライマリ・データ・ファイルのリスト全体に適用されます。プライマリ・データ・ファイルに対するLENGTH指定は、LOBFILEおよびSDFに対するデフォルトとして使用されます。LOBFILEおよびSDF仕様でLENGTHを指定することによって、デフォルトを上書きできます。CHARACTERSETパラメータとは異なり、LENGTHパラメータは、制御ファイル内に含まれるデータ(INFILE *構文)に適用されます。

LENGTHパラメータに対しては、CHARのかわりにCHARACTERを指定できます。

文字長セマンティクスがSQL*Loaderのデータ・ファイルに対して使用されている場合は、次のSQL*Loaderデータ型で文字長セマンティクスが使用されます。

	
CHAR


	
VARCHAR


	
VARCHARC


	
DATE


	
数値型EXTERNAL(INTEGER、FLOAT、DECIMALおよびZONED)




VARCHARデータ型では、長さサブフィールドはバイナリのSMALLINT長さサブフィールドです。ただし、その値は文字単位の文字列の長さを示します。

次のデータ型では、データ・ファイルで文字長セマンティクスが使用されていてもバイト長セマンティクスを使用します。これは、データがバイナリであるか、またはZONEDおよびDECIMALの場合は、特別にバイナリにエンコーディングされた形式であるためです。

	
INTEGER


	
SMALLINT


	
FLOAT


	
DOUBLE


	
BYTEINT


	
ZONED


	
DECIMAL


	
RAW


	
VARRAW


	
VARRAWC


	
GRAPHIC


	
GRAPHIC EXTERNAL


	
VARGRAPHIC




POSITIONパラメータの開始引数および終了引数は、文字長セマンティクスがデータ・ファイルで使用されていても、バイト単位で解釈されます。これは、異なるデータ型のデータが混在するデータ・ファイル(一部では文字長セマンティクスを使用し、一部ではバイト長セマンティクスを使用する)を処理する場合に必要です。SMALLINT長さフィールドおよび文字データを含むVARCHARデータ型で位置を処理する場合にも必要です。SMALLINT長さフィールドは、システムによって一定のバイト数(通常、2バイト)を必要とします。ただし、その値は、文字列の長さを文字単位で示します。

データ・ファイルの文字長セマンティクスは、データベースの列で文字長セマンティクスが使用されているかどうかに関係なく使用できます。したがって、データ・ファイルおよびデータベースの列で、同じまたは異なる長さのセマンティクスを使用できます。







シフト・センシティブ文字データ

通常、シフト・センシティブ文字データのロードは、ASCIIデータまたはEBCDICデータのロードに比べて非常に遅くなります。シフト・センシティブ文字データを最速でロードするには、デリミタのない固定位置フィールドを使用します。パフォーマンスを向上させるには、次の点に注意してください。

	
フィールド・データに、同数のシフトアウト/シフトイン・バイトが含まれる必要があります。


	
フィールドは、シングルバイト・モードで開始および終了する必要があります。


	
最初のバイトをシフトアウト、最後のバイトをシフトインにできます。


	
最初と最後の文字は、マルチバイトにできません。


	
空白が保存され、マルチバイトの空白を確認する必要がある場合、より遅いパスが使用されます。これは、シングルバイトの空白の削除が実行された後、シフトイン・バイトがフィールドの最後のバイトとなる場合に、発生する可能性があります。











中断されたロード

ロードは様々な理由で中断されます。主な理由は領域エラーで、SQL*Loaderで使用されるデータ行および索引エントリ用の領域の不足によって発生します。エラーの最大数を超えた場合、サーバーからSQL*Loaderに予期しないエラーが返された場合、レコードがデータ・ファイルに対して長すぎた場合、または[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押した場合にも、ロードが中断されます。

ロードが中断された場合のSQL*Loaderの動作は、ロードのモードが従来型パス・ロードかダイレクト・パス・ロードか、およびロードが中断された理由によって異なります。また、中断されたロードを継続する場合、SKIPパラメータを使用するかどうか、およびこのパラメータに指定する値は、状況によって異なります。次の項に例を示します。




	
参照:

「SKIP(スキップされるレコード)」









中断された従来型パス・ロード

従来型パス・ロードでは、バインド配列のすべてのデータがすべての表にロードされた後で、データがコミットされます。ロードが中断された場合は、直前のコミット操作の時点までに処理された行のみがロードされます。データの部分コミットは行われません。






中断されたダイレクト・パス・ロード

ダイレクト・パス・ロードでは、中断されたロードの動作は、ロードが中断された理由によって異なります。

	
領域エラーによって中断されたロード


	
エラーが最大数を超えたことによって中断されたロード


	
致命的エラーによって中断されたロード


	
[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押すことによって中断されたロード






領域エラーによって中断されたロード

領域エラーが原因でロードが中断されたときのSQL*Loaderの動作は、データを複数のサブパーティションにロード中だったかどうかで異なります。

	
データを複数のサブパーティションにロードしているとき(パーティション表、コンポジット・パーティション表、またはコンポジット・パーティション表の1つのパーティションにロードしているとき)に領域エラーが発生した場合

複数のサブパーティションへのロード中に領域エラーが発生した場合、ロードは中断され、ROWSが指定されていなければデータは保存されません(この場合、コミット済のデータはすべて保存されます)。このような動作は、行が順不同にロードされる可能性を考慮したためです。順不同になるのは、それぞれの行が順序を考慮せずにパーティションに割り当てられ、そのパーティションが別々にロードされることが原因です。パーティションに割り当てられているすべての行がロードされる前にロードが中断されると、レコード番号nの行はロードされていても、レコード番号n-1の行がロードされていない可能性があります。したがって、単純にSKIP=Nを使用するだけではロードを続行できません。




	
非パーティション表、パーティション表の1つのパーティション、またはコンポジット・パーティション表の1つのサブパーティションにデータをロードしているときに、領域エラーが発生した場合

制御ファイルに記述されているINTO TABLE文が1つの場合、SQL*Loaderは、エラーが発生する前にロードされていた行と同じ数の行をコミットします。

制御ファイルにINTO TABLE文が複数ある場合、SQL*Loaderは、データ・ファイルから他の表に読取り済のデータをロードし、そのデータをコミットします。

いずれの場合も、この動作は、ROWSパラメータが指定されていたかどうかに関係なく実行されます。ロードを継続する場合は、SKIPパラメータを使用して、ロード済の行をスキップできます。INTO TABLE文が複数あった場合は、それぞれの表に異なる数の行がロードされている可能性があります。したがって、ロードを継続するには、表ごとに異なるSKIPパラメータの値を指定することが必要な場合があります。SKIPパラメータの値がすべての表で同じ場合にのみ、SQL*Loaderによってその値が報告されます。









エラーが最大数を超えたことによって中断されたロード

エラーが最大数を超えると、SQL*Loaderによって、すべての表へのレコードのロードが停止され、その時点までに終了している処理がコミットされます。ロードを継続する場合、SKIPパラメータに指定する値は表によって異なります。SKIPパラメータの値がすべての表で同じ場合にのみ、SQL*Loaderによってその値が報告されます。






致命的エラーによって中断されたロード

致命的エラーが発生した場合は、ロードが停止されます。ロードの開始時にROWSが指定されていないかぎり、データは保存されません。指定されている場合、コミット済のすべてのデータが保存されます。SKIPパラメータの値がすべての表で同じ場合にのみ、SQL*Loaderによってその値が報告されます。






[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押すことによって中断されたロード

SQL*Loaderによるデータの保存中に[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押すと、データの保存は継続され、保存の完了後にロードが停止されます。データを保存中でない場合は、コミットされていない処理をコミットせずにロードが停止されます。つまり、SKIPパラメータの値は、すべての表で同じになります。







ロードの中断後の表および索引の状態

ロードが中断されると、すでにロードされたデータはそのまま表に残り、その表は有効な状態のままとなります。従来型パスを使用した場合、すべての索引は有効な状態のままとなります。

ダイレクト・パス・ロード方法を使用した場合は、表の索引はすべて使用禁止状態のままになります。このような索引は、継続処理をする前、またはロードが再開されすべて終了した後に、再構築または再作成できます。

これ以外の索引は、他にエラーが発生していないかぎり有効です。索引が使用禁止状態のままになるその他の理由については、「使用禁止状態(Index Unusable)のままの索引」を参照してください。





ログ・ファイルを使用したロード状態の確認

SQL*Loaderのログ・ファイルには、表や索引の状態、および入力データ・ファイルから読み込まれた論理レコード数の情報が記録されます。これらの情報は、中断されたロードを再開する場合に利用できます。






単一表へのロードの継続

ダイレクト・パス・ロードまたは従来型パス・ロードを、終了前にSQL*Loaderで中断する必要がある場合は、すでにコミットされているか、またはセーブポイントが付けられている行が存在しています。中断されたロードを継続するには、SKIPパラメータを使用して、前回のロードによってすでに処理されている論理レコードの数を指定します。ロードの中断時に、次のようなメッセージ形式でログ・ファイルにSKIPの値が書き込まれます。


Specify SKIP=1001 when continuing the load.


SKIPパラメータの値を指定するこのメッセージの前には、ロードが中断された理由を示すメッセージが書き込まれています。

複数表へのロードの場合は、SKIPパラメータの値がすべての表で同じ場合にのみ、値が表示されます。




	
参照:

「SKIP(スキップされるレコード)」














物理レコードからの論理レコードの作成

Oracle9iでは、64KBを超えるユーザー定義のレコード・サイズがサポートされています(「READSIZE(読取りバッファ・サイズ)」を参照)。これによって、論理レコードを複数の物理レコードに細分化する必要がなくなります。ただし、細分化する必要が完全になくなるわけではありません。複数の物理レコードを結合して1つの論理レコードに戻すには、対象とするデータによって、次の句のうちの1つを指定します。

	
CONCATENATE


	
CONTINUEIF






CONCATENATEを使用した論理レコードの作成

常に一定の数の物理レコードを結合して1つの論理レコードを構成する場合、CONCATENATEを使用します。次の例では、integerによって結合する物理レコードの数を指定します。


CONCATENATE  integer 


CONCATENATEに指定された整数値によって、SQL*Loaderで列配列の各行に割り当てられる物理レコード構造の数が決まります。ダイレクト・パス・ロードでは、COLUMNARRAYROWSのデフォルト値が大きいため、CONCATENATEにも大きい値を指定すると、メモリーの過剰割当てが発生する可能性があります。この場合は、COLUMNARRAYROWSパラメータの値を小さくして列配列の行の数を減らすことによって、パフォーマンスを向上できます。




	
参照:

	
「COLUMNARRAYROWS」


	
「列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定」

















CONTINUEIFを使用した論理レコードの作成

CONTINUEIFは、結合する物理レコードの数が異なる場合に使用します。CONTINUEIF句を使用する場合は、後に条件を指定します。この条件は、各物理レコードが読み込まれるたびに評価されます。たとえば、2つのレコードがあって、その最初のレコードの80バイト目にシャープ記号(#)がある場合、2つのレコードは結合されます。この場合、指定の位置に他の文字があると、2番目のレコードは最初のレコードに結合されません。

次に、CONTINUEIFの完全な構文を示します。この構文で、さらに柔軟な処理を実行できます。

[image: continueif.gifの説明が続きます。]



表9-2では、CONTINUEIF句のパラメータについて説明します。


表9-2 CONTINUEIF句のパラメータ

	パラメータ	説明
	
THIS

	
現在のレコードについて条件が真のとき、次の物理レコードを読み込んで現在のレコードに連結します。この処理は、条件が偽になるまで繰り返されます。条件が偽になると、現在の物理レコードが現在の論理レコードを構成する最後の物理レコードになります。THISはデフォルトです。


	
NEXT

	
次のレコードで条件が真になると、現在の物理レコードを現在の論理レコードに連結します。この処理は、条件が偽になるまで繰り返されます。


	
operator

	
サポートされているのは等号演算子(=)と不等号演算子(!= または<>)です。

等号演算子を指定すると、フィールドと比較文字列が完全に一致したときに、条件が真となります。不等号演算子を指定した場合は、どの文字が異なっていても、条件は真となります。


	
LAST

	
レコードの最後の文字(空白以外)に対して、THISと同様の条件判断を行います。現在の物理レコードの最後の文字(空白以外)が条件を満たしていると、次の物理レコードが読み込まれ、現在の物理レコードに連結されます。この処理は、条件が偽になるまで繰り返されます。現在のレコードに関して条件が偽になると、現在の物理レコードが現在の論理レコードを構成する最後の物理レコードになります。

LASTには、単一の文字継続フィールドのみを使用できます(これに対し、THISおよびNEXTには、複数の文字継続フィールドを使用できます)。


	
pos_spec

	
物理レコード中の列の開始番号と終了番号です。

列番号は1から始まります。ハイフンまたはコロンを使用することもできます(start-endまたはstart:end)。

endを省略すると、継続フィールドの長さには、指定されたバイト列または文字列の長さが取られます。endが指定されていて、それによって決まる継続フィールドの長さが指定されたバイト列または文字列の長さと異なる場合は、短い方に不足分を埋めるための文字が追加されます。文字列の場合は空白が追加され、16進数のバイト列の場合は0(ゼロ)が追加されます。


	
str

	
startとendで定義された継続フィールドと比較する文字列です。比較演算の内容は、operatorで指定された演算子によって異なります。文字列は一重引用符または二重引用符で囲みます。文字列は1文字ずつ比較され、必要があれば、空白埋め文字が右側に追加されます。


	
X'hex-str'

	
16進形式で指定された文字列で、使用方法はstrと同じです。たとえば、X'1FB033'と表記した場合は、1F、B0、33の値を持つ3バイトの16進文字列を意味します。


	
PRESERVE

	
論理レコードには'char_string'またはX'hex_string'が含まれます。デフォルトでは、これらは排除されます。








CONTINUEIF句の中で指定する位置は、各物理レコード中の位置を示します。物理レコード中の位置が参照されるのは、この場合のみです。これ以外の場合、参照先は論理レコードとなります。

CONTINUEIF THISおよびCONTINUEIF LASTでは、PRESERVEパラメータを指定しない場合、論理レコードの作成時にすべての物理レコードから継続フィールドが削除されます。継続フィールドが読み込まれるまでは、データは同じ論理レコードに連結します。たとえば、CONTINUEIF THIS(3:5)='***'を指定すると、3から5までの位置がすべてのレコードから削除されます。つまり、レコードの3から5までの位置にある継続文字が削除されます。また、3から5までの位置にある文字は、継続文字が3から5までの位置にない場合でもレコードから削除されます。

CONTINUEIF THISおよびCONTINUEIF LASTでは、PRESERVEパラメータを使用した場合、論理レコードの作成時にすべての物理レコードに継続フィールドが保持されます。

CONTINUEIF LASTは、CONTINUEIF THISおよびCONTINUEIF NEXTとは異なります。CONTINUEIF LASTでは、継続フィールドの位置がレコードごとに異なり、PRESERVEが指定されていない場合でも、継続フィールドは削除されません。

例9-3から例9-6に、PRESERVEパラメータの有無にかかわらず、CONTINUEIF THISおよびCONTINUEIF NEXTの使用例を示します。


例9-3 PRESERVEパラメータを使用しないCONTINUEIF THIS

ここで、物理レコードは次のような14バイトのレコードとします。また、ピリオドは空白を表します。


        %%aaaaaaaa....
        %%bbbbbbbb....
        ..cccccccc....
        %%dddddddddd..
        %%eeeeeeeeee..
        ..ffffffffff..


次の例では、CONTINUEIF THIS句にPRESERVEパラメータは使用されていません。


CONTINUEIF THIS (1:2) = '%%'


したがって、論理レコードは次のように作成されます。


        aaaaaaaa....bbbbbbbb....cccccccc....
        dddddddddd..eeeeeeeeee..ffffffffff..


列1および列2(たとえば、物理レコード1の%%)は、論理レコード作成時に物理レコードから削除されることに注意してください。





例9-4 PRESERVEパラメータを使用するCONTINUEIF THIS

例9-3の物理レコードと同じ物理レコードがあるとします。

次の例では、CONTINUEIF THIS句にPRESERVEパラメータが使用されています。


CONTINUEIF THIS PRESERVE (1:2) = '%%'


したがって、論理レコードは次のように作成されます。


        %%aaaaaaaa....%%bbbbbbbb......cccccccc....
        %%dddddddddd..%%eeeeeeeeee....ffffffffff..


列1および列2は、論理レコード作成時に物理レコードから削除されないことに注意してください。





例9-5 PRESERVEパラメータを使用しないCONTINUEIF NEXT

ここで、物理レコードは次のような14バイトのレコードとします。また、ピリオドは空白を表します。


        ..aaaaaaaa....
        %%bbbbbbbb....
        %%cccccccc....
        ..dddddddddd..
        %%eeeeeeeeee..
        %%ffffffffff..


次の例では、CONTINUEIF NEXT句にPRESERVEパラメータは使用されていません。


CONTINUEIF NEXT (1:2) = '%%'


したがって、論理レコードは次のように作成されます(例9-3と同じ結果)。


        aaaaaaaa....bbbbbbbb....cccccccc....
        dddddddddd..eeeeeeeeee..ffffffffff..





例9-6 PRESERVEパラメータを使用するCONTINUEIF NEXT

例9-5の物理レコードと同じ物理レコードがあるとします。

次の例では、CONTINUEIF NEXT句にPRESERVEパラメータが使用されています。


CONTINUEIF NEXT PRESERVE (1:2) = '%%'


したがって、論理レコードは次のように作成されます。


        ..aaaaaaaa....%%bbbbbbbb....%%cccccccc....
        ..dddddddddd..%%eeeeeeeeee..%%ffffffffff..







	
参照:

CONTINUEIF句の例は、「事例4: 結合された物理レコードのロード」を参照してください。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)














表への論理レコードのロード

この項では、次の内容について説明します。

	
ロードする表の指定方法


	
表にロードするレコードの指定方法


	
レコードに対するデフォルトのデータ・デリミタ


	
データが欠落しているショート・レコードの処理方法






表名の指定

LOAD DATA文のINTO TABLE句を使用して、表、フィールドおよびデータ型を識別できます。この句で、データ・ファイル中のレコードとデータベース中の表の関係を定義します。フィールドやデータ型の指定については後述します。


INTO TABLE句

INTO TABLE句が持つ様々な機能の1つに、データのロード先となる表を指定する機能があります。複数の表にロードするには、それぞれの表に対してINTO TABLE句を指定する必要があります。

INTO TABLE句を記述する場合、キーワードINTO TABLEの次に、データを受け取るOracleの表名を指定します。

構文は次のようになります。

[image: into_table1.gifの説明が続きます。]



表名には、すでに存在する表を指定してください。表名がSQLやSQL*Loaderの予約済キーワードと同じ場合、表名に特殊文字が含まれる場合、または表名の中の大/小文字を区別する必要がある場合は、表名を二重引用符で囲みます。


INTO TABLE scott."CONSTANT"
INTO TABLE scott."Constant" 
INTO TABLE scott."-CONSTANT" 


ユーザーが表をロードするには、INSERT権限が必要です。表がユーザーのスキーマにない場合、ユーザーはシノニムを使用して表を参照するか、またはスキーマ名を表名の一部として含める必要があります(たとえば、scott.empはscottスキーマの表empを参照します)。




	
注意:

SQL*Loaderでは、データベースへの接続処理を完了した後の現行のスキーマが、デフォルト・スキーマであるとみなされます。したがって、データベースへの接続中に実行されるログオン・トリガーが存在する場合は、接続文字列で指定されたスキーマがデフォルト・スキーマになるとはかぎりません。
特定のデータベースに接続した時点で現行のスキーマを別のスキーマに変更するログオン・トリガーが存在する場合は、SQL*Loaderはその新しいスキーマをデフォルトとして使用します。
















表固有のロード方法

表のロード時に、INTO TABLE句を使用して、表固有のロード方法(INSERT、APPEND、REPLACEまたはTRUNCATE)を指定できます。指定したロード方法は、その表のみに適用されます。表固有のロード方法は、グローバルな表のロード方法よりも優先されます。INTO TABLE句の前にロード方法が特に指定されていない場合、グローバルな表のロード方法は、デフォルトでINSERTとなります。次の項では、これらのオプションを使用して空および空でない表へデータをロードする方法について説明します。



空の表へのデータのロード

ロード先の表が空の場合は、INSERTオプションを使用します。


INSERT

これは、SQL*Loaderのデフォルトの方法です。ロードする前に表を空にする必要があります。表に行が存在する場合はエラーが返され、SQL*Loaderは終了します。「事例1: 可変長データのロード」に例があります。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)








空でない表へのデータのロード

ロード先の表にすでにデータが存在する場合は、次の3つのオプションがあります。

	
APPEND


	
REPLACE


	
TRUNCATE



	
注意:

REPLACEまたはTRUNCATEを指定すると、個々の行ではなく表全体が置き換えられます。行の削除が成功した後、COMMITが実行されます。ロード前に表にあったデータは、事前にエクスポートまたはそれに相当するユーティリティで保存しておかないかぎり、リカバリできません。









APPEND

表にデータがすでに存在する場合、SQL*Loaderで新しい行が表に追加されます。データが存在しない場合には、単に新しい行がロードされます。APPENDオプションを使用するには、SELECT権限が必要です。「事例3: 自由区分形式ファイルのロード」に例があります。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)






REPLACE

REPLACEオプションを使用すると、SQLのDELETE FROM TABLE文が実行されます。表の既存の行はすべて削除され、新しくデータがロードされます。この場合、その表がロード実行者のスキーマ内に存在するか、ロード実行者がその表に対してDELETE権限を持っている必要があります。「事例4: 結合された物理レコードのロード」に例があります。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)

行削除によって、その表に定義された削除トリガーが起動します。DELETE CASCADEが表に指定されている場合、カスケード化された削除が同様に実行されます。削除のカスケード化の詳細は、『Oracle Database概要』のデータ整合性に関する説明を参照してください。





既存の行の更新

REPLACEは、個々の行ではなく表を置換する方法です。既存レコードにNULL列があっても、SQL*Loaderはそのレコードを更新しません。既存の行を更新するには、次の手順を実行してください。

	
データを作業表にロードします。


	
相関副問合せを指定した、SQLのUPDATE文を使用します。


	
作業表を削除します。








TRUNCATE

TRUNCATEオプションを使用すると、SQLのTRUNCATE TABLE table_name REUSE STORAGE文が実行され、表のエクステントが再利用されます。TRUNCATEオプションにより、表またはクラスタからすべての行が短時間で効率的に削除されるため、最大限の処理パフォーマンスを実現できます。TRUNCATE文を実行する前に、表の参照整合性制約を使用禁止にします。参照整合性制約が使用禁止でない場合、SQL*Loaderによってエラーが返されます。

整合性制約が使用禁止になると、その表に対してはDELETE CASCADEは定義されません。DELETE CASCADE機能が必要な場合は、ロードを開始する前に、表の内容を手動で削除する必要があります。

この場合、表がロード実行者のスキーマにあるか、ロード実行者がDROP ANY TABLE権限を所有している必要があります。




	
参照:

この項で説明されているSQL文の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。















表固有のOPTIONSパラメータ

パラレル・ロードでは、個々の表に対してOPTIONSパラメータを指定できます(このパラメータは、パラレル・ロードの場合のみ有効です)。

OPTIONSパラメータの構文は次のとおりです。

[image: into_table3.gifの説明が続きます。]






	
参照:

「パラレル・ダイレクト・パス・ロードのパラメータ」












条件に基づいたレコードのロード

WHEN句を使用して論理レコード中の条件をテストし、その論理レコードをロードするか廃棄するかを選択できます。 

WHEN句を表名の後に記述し、その後にフィールド条件を1つ以上指定します。field_conditionの構文は、次のとおりです。

[image: fld_cond.gifの説明が続きます。]



たとえば、次のように指定すると、第5列の値がqであるレコードがすべてロードされます。


WHEN (5) = 'q' 


WHEN句では各条件の前にANDを使用して、複数の条件を設定できます。小カッコの指定は任意ですが、ANDによって複数の条件を設定している場合は、あいまいさを避けるために必ず使用してください。次に例を示します。


WHEN (deptno = '10') AND (job = 'SALES') 





	
参照:

	
SQL*LoaderによるNULLIFおよびDEFAULTIF句に対するWHEN句の評価方法については、「WHEN、NULLIFおよびDEFAULTIF句の使用」を参照してください


	
WHEN句の使用例は、「事例5: 複数表へのデータのロード」を参照してください(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照)













LOBFILEおよびSDFでのWHEN句の使用

LOBFILEまたはSDFのレコードが廃棄されると、SQL*LoaderによってそのLOBFILEまたはSDF内の対応するデータがスキップされます。







デフォルトのデータ・デリミタ(区切り記号)の指定

データ・ファイル中のデータ・フィールドがすべて同じ文字で終了している場合、FIELDS句を使用してデフォルトのデリミタを指定することができます。fields_spec、termination_specおよびenclosure_spec句の構文は、次のとおりです。


fields_spec

[image: fields_spec.gifの説明が続きます。]








termination_spec

[image: terminat.gifの説明が続きます。]







	
注意:

終了記号の文字列には、1つ以上の文字が含まれます。また、TERMINATED BY EOFは、LOBFILEからのLOBのロードにのみ適用されます。











enclosure_spec

[image: enclose.gifの説明が続きます。]







	
注意:

囲み文字列には、1つ以上の文字が含まれます。







特定の列に対してデリミタを上書きする場合は、その列名の後に適用するデリミタを指定します。「事例3: 自由区分形式ファイルのロード」に例があります。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)




	
参照:

	
構文の詳細は、「デリミタの指定」を参照してください。


	
「LOBFILEからのLOBデータのロード」



















データが欠落しているショート・レコードの処理

制御ファイルの定義で指定したフィールドの数が、実際にレコード中に存在するフィールドより多い場合、残りの(指定された余分の)列にNULL値を設定するか、またはエラーを出力するかがSQL*Loaderによって判断されます。

制御ファイルの定義でフィールドの開始位置として論理レコードの終了位置よりも後の位置が明示的に指定されている場合、SQL*Loaderによって、このフィールドにNULL値が設定されます。フィールドが(次に示す例の中のdnameおよびlocのように)相対位置に定義されていて、そのフィールドが現れる前にレコードのデータが終わった場合は、SQL*LoaderによってこのフィールドにNULL値が設定されるか、またはエラーが出力されます。SQL*Loaderによる処理は、TRAILING NULLCOLS句(次の構文図を参照)を指定しているかどうかによって決まります。

[image: into_table6.gifの説明が続きます。]




[image: into_table7.gifの説明が続きます。]






TRAILING NULLCOLS句

TRAILING NULLCOLS句を使用すると、相対位置で指定した列がレコード中に存在しない場合、SQL*Loaderによりその列の値はNULLとして処理されます。

たとえば、次のようなデータについて考えます。


10 Accounting 


このデータが次の制御ファイルで読み込まれ、そのレコードはdnameの後で終了するとします。


INTO TABLE dept 
    TRAILING NULLCOLS 
( deptno CHAR TERMINATED BY " ", 
  dname  CHAR TERMINATED BY WHITESPACE, 
  loc    CHAR TERMINATED BY WHITESPACE 
) 


この場合、その後のlocフィールドにはNULL値が設定されています。この例でTRAILING NULLCOLS句を指定しなかった場合は、データ欠落のためエラーとなります。




	
参照:

TRAILING NULLCOLSの使用例は、「事例7: 書式化されたレポートからのデータの抽出」(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」)を参照してください。
















索引オプション

この項では、索引エントリの作成方法を制御する次のSQL*Loaderオプションについて説明します。

	
SORTED INDEXES


	
SINGLEROW






SORTED INDEXES句

SORTED INDEXES句はダイレクト・パス・ロードに適用できます。このオプションを指定すると、入力データはロード前に指定の索引でソートされていることがSQL*Loaderで認識されるため、ロード時にはSQL*Loaderのパフォーマンスが最適化されます。




	
参照:

「SORTED INDEXES句」












SINGLEROWオプション

SINGLEROWオプションは、APPENDオプションを使用してかぎられたメモリーでダイレクト・パス・ロードを実行する場合、または少数のレコードを大規模な表にロードする場合に使用します。このオプションを使用すると、各索引エントリが、一度に1レコードずつ直接索引に挿入されます。

表に行を追加(APPEND)する場合、デフォルトではSINGLEROWは使用されません。この場合、索引エントリは個別の一時記憶域に置かれ、ロード終了時に元の索引とマージされます。この方法では、パフォーマンスが向上して最適な索引が作成されますが、記憶域も余分に必要となります。マージ処理が実行されている間は、元の索引、新しい索引、および新しいエントリのための領域が同時に記憶域を占有します。

SINGLEROWオプションの場合、新しい索引エントリや新しい索引のための記憶域は必要ありません。結果としてできる索引は、新しくソートされたものほど最適化されていない可能性がありますが、作成するための記憶域は少なくて済みます。ただし、各索引が挿入されるたびにUNDO情報が追加で作成されるため、時間がかかります。このオプションは、次の場合に使用してください。

	
使用可能な記憶域がかぎられている場合。


	
ロードされる行数が表のサイズに比べて小さい場合(比率が1:20以下かどうかが目安になります)。











複数のINTO TABLE句を使用するメリット

複数のINTO TABLE句を指定すると、次の処理が可能になります。

	
異なる表へのデータのロード


	
1つの入力レコードからの複数の論理レコードの抽出


	
異なる入力レコード形式の区別


	
異なる入力行オブジェクト・サブタイプの区別




ここでは、まず、複数のINTO TABLE句で同じ表を参照するという最も一般的な使用方法を示します。この項では、複数のINTO TABLE句の様々な指定方法を説明します。また、POSITIONパラメータの指定方法についても説明します。




	
注意:

INTO TABLE句を複数指定した場合、次のINTO TABLE句の処理に移ったときのフィールド・スキャンは、前回フィールド・スキャンを停止した位置から続行されます。この項の残りの部分では、このような動作を利用する重要な方法について詳しく説明します。また、固定フィールド位置やPOSITIONパラメータを使用した別の手順についても説明します。









複数の論理レコードの抽出

データ記憶域および転送メディアには、物理レコードが固定長のものがあります。データ・レコードが比較的短い場合、メディアを効率的に使用するために複数の論理レコードをまとめて1つの物理レコードに記録できます。

ここでは、入力ファイルの1件の物理レコードを2件の論理レコードとみなし、INTO TABLE句を2回指定してemp表にデータをロードする方法について説明します。たとえば、次のようなデータの例を考えます。


1119 Smith      1120 Yvonne 
1121 Albert     1130 Thomas 


次の制御ファイルを使用して論理レコードを抽出します。


INTO TABLE emp 
     (empno POSITION(1:4)  INTEGER EXTERNAL, 
      ename POSITION(6:15) CHAR) 
INTO TABLE emp 
     (empno POSITION(17:20) INTEGER EXTERNAL, 
      ename POSITION(21:30) CHAR) 



デリミタに基づく相対的な位置指定

同じレコードを、別の指定方法でロードできます。次の制御ファイルでは、絶対的位置を指定するかわりに相対的な位置を指定しています。ここでは、各フィールドが空白(" ")1文字、またはいくつかの空白やタブ(WHITESPACE)で区切られていることを示しています。


INTO TABLE emp 
     (empno INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY " ", 
      ename CHAR             TERMINATED BY WHITESPACE) 
INTO TABLE emp 
     (empno INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY " ", 
      ename CHAR)            TERMINATED BY WHITESPACE) 


この例では、2番目のempnoフィールドは、別のINTO TABLE句に指定されていますが、1番目のenameの直後に指定されていることに注意してください。新しいINTO TABLE句に対して、レコードの先頭からのフィールド・スキャンが実行されるわけではありません。かわりに、前回スキャンが停止した位置から続行されます。

レコードのスキャンを特定の位置から強制的に開始するには、POSITIONパラメータを使用します。詳細は、「異なる入力レコード形式の区別」および「複数表へのデータのロード」を参照してください。








異なる入力レコード形式の区別

通常、データ・ファイルには様々な形式のレコードが含まれています。ここでは、次のようなデータについて考えます。この例では、emp表およびdept表のレコードが、データ中に混在しています。


1 50   Manufacturing       — DEPT record 
2 1119 Smith      50       — EMP record 
2 1120 Snyder     50 
1 60   Shipping 
2 1121 Stevens    60 


これら2つの形式は、レコードIDフィールドで区別されます。部門レコードの最初の列は1、従業員レコードの最初の列は2になります。このデータをロードするため、次の制御ファイルではフィールドの正確な位置を指定しています。


INTO TABLE dept 
   WHEN recid = 1 
   (recid  FILLER POSITION(1:1)  INTEGER EXTERNAL,
    deptno POSITION(3:4)  INTEGER EXTERNAL, 
    dname  POSITION(8:21) CHAR) 
INTO TABLE emp 
   WHEN recid <> 1 
   (recid  FILLER POSITION(1:1)   INTEGER EXTERNAL,
    empno  POSITION(3:6)   INTEGER EXTERNAL, 
    ename  POSITION(8:17)  CHAR, 
    deptno POSITION(19:20) INTEGER EXTERNAL) 



POSITIONパラメータに基づく相対的な位置指定

前述の例のレコードは、デリミタ付きのデータとしてもロードできます。ただし、その場合はPOSITIONパラメータを使用する必要があります。次の制御ファイルを使用します。


INTO TABLE dept 
   WHEN recid = 1 
   (recid  FILLER INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY WHITESPACE, 
    deptno INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY WHITESPACE, 
    dname  CHAR TERMINATED BY WHITESPACE) 
INTO TABLE emp 
   WHEN recid <> 1 
   (recid  FILLER POSITION(1) INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY ' ', 
    empno  INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY ' ' 
    ename  CHAR TERMINATED BY WHITESPACE, 
    deptno INTEGER EXTERNAL TERMINATED BY ' ') 


2番目のINTO TABLE句のPOSITIONパラメータは、このデータを正しくロードするために必要です。このように指定すると、2つ目の書式に一致するデータを確認するときのフィールド・スキャンは、列1から開始されます。この指定がない場合、SQL*Loaderでは、recidフィールドがdnameフィールドの後にあるものとしてスキャンされます。







異なる入力行オブジェクトのサブタイプの区別

通常、データ・ファイルには、同じ行オブジェクト型から継承された行オブジェクトで構成される単一のレコードが含まれています。たとえば、次のような単純なオブジェクト型およびオブジェクト表の定義について考えてみます。ここでは、NOT FINALのベース・オブジェクト型が、ベース型から行オブジェクトを継承する2つのオブジェクト・サブタイプとともに定義されています。


CREATE TYPE person_t AS OBJECT 
 (name    VARCHAR2(30), 
  age     NUMBER(3)) not final; 

CREATE TYPE employee_t UNDER person_t 
 (empid   NUMBER(5), 
  deptno  NUMBER(4), 
  dept    VARCHAR2(30)) not final; 

CREATE TYPE student_t UNDER person_t 
 (stdid   NUMBER(5), 
  major   VARCHAR2(20)) not final; 

CREATE TABLE persons OF person_t;


次の入力データ・ファイルには、これらの行オブジェクト・サブタイプが混在しています。型IDフィールドは、3つのサブタイプで区別されます。person_tオブジェクトでは、最初の列にPがあり、employee_tオブジェクトではE、student_tオブジェクトではSがあります。


P,James,31, 
P,Thomas,22, 
E,Pat,38,93645,1122,Engineering, 
P,Bill,19, 
P,Scott,55, 
S,Judy,45,27316,English, 
S,Karen,34,80356,History, 
E,Karen,61,90056,1323,Manufacturing, 
S,Pat,29,98625,Spanish, 
S,Cody,22,99743,Math, 
P,Ted,43, 
E,Judy,44,87616,1544,Accounting, 
E,Bob,50,63421,1314,Shipping, 
S,Bob,32,67420,Psychology, 
E,Cody,33,25143,1002,Human Resources,


次の制御ファイルでは、POSITIONパラメータに基づく相対的な位置指定によって、このデータをロードします。固有のオブジェクト型名を持つTREAT AS句の使用方法に注意してください。これによって、オブジェクト表のすべての入力行オブジェクトが名前付きオブジェクト型の定義に準拠することが、SQL*Loaderで認識されます。




	
注意:

複数のサブタイプを同じINTO TABLE文ではロードできません。複数のINTO TABLE文を使用し、それぞれの文で異なるサブタイプをロードする必要があります。








INTO TABLE persons 
REPLACE 
WHEN typid = 'P' TREAT AS person_t 
FIELDS TERMINATED BY "," 
 (typid   FILLER  POSITION(1) CHAR, 
  name            CHAR, 
  age             CHAR) 

INTO TABLE persons 
REPLACE 
WHEN typid = 'E' TREAT AS employee_t 
FIELDS TERMINATED BY "," 
 (typid   FILLER  POSITION(1) CHAR, 
  name            CHAR, 
  age             CHAR, 
  empid           CHAR, 
  deptno          CHAR, 
  dept            CHAR) 

INTO TABLE persons 
REPLACE 
WHEN typid = 'S' TREAT AS student_t 
FIELDS TERMINATED BY "," 
 (typid   FILLER  POSITION(1) CHAR, 
  name            CHAR, 
  age             CHAR, 
  stdid           CHAR, 
  major           CHAR)





	
参照:

オブジェクト型のロードの詳細は、「列オブジェクトのロード」を参照してください。












複数表へのデータのロード

複数のINTO TABLE句でPOSITIONパラメータを指定すると、1件のレコードのデータを正規化された複数の表にロードできます。例については、「事例5: 複数表へのデータのロード」を参照してください。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)





要約

複数のINTO TABLE句を指定すると、1件の入力レコードから複数の論理レコードを抽出できます。また、同一ファイル中の異なる形式のレコードを区別できます。

デリミタ付きデータの場合、期待する結果を得るには、POSITIONパラメータを正しく指定する必要があります。

複数のINTO TABLE句でPOSITIONパラメータを指定しない場合、1件の(デリミタ付きデータ)入力レコードの異なる部分が処理されます。これによって、1件のレコードから複数の表へのデータ・ロードが可能になります。複数のINTO TABLE句でPOSITIONパラメータを指定すると、同一のレコードを異なる方法で処理できます。つまり、1つの入力ファイルで複数の形式を識別できます。








バインド配列および従来型パス・ロード

SQL*Loaderでは、データのデータベースへの転送時にSQL配列インタフェース・オプションが使用されます。まず、一度に複数の行が読み込まれてバインド配列に格納されます。SQL*LoaderからOracle DatabaseにINSERTコマンドが送られると、配列全体が一度に挿入されます。バインド配列内の行が挿入された後、COMMIT文が発行されます。

バインド配列サイズを決定する必要があるのは、SQL*Loaderの従来型パス・オプションを使用する場合のみです。ダイレクト・パス・ロードでは、Oracle SQLインタフェースではなくダイレクト・パスAPIが使用されるため、バインド配列サイズを決定する必要はありません。




	
参照:

ダイレクト・パス・ロードの概要は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。








バインド配列のサイズ要件

バインド配列には、1行以上が入る領域を確保してください。行の最大長が、BINDSIZEパラメータで指定されたバインド配列のサイズを超えると、SQL*Loaderからエラーが出力されます。通常、バインド配列内に入る範囲の行が格納されます。この場合の読取り行数の上限は、ROWSパラメータで指定された行数となります。(従来型パス・ロードでのROWSの最大値は65534です。)

バインド配列全体が連続するメモリーを占有する必要はありませんが、バインド配列内の各フィールドを格納するバッファには連続するメモリーが必要です。オペレーティング・システムで、フィールド格納用として連続する十分なメモリーを確保できないと、SQL*Loaderからエラーが出力されます。




	
参照:

	
「BINDSIZE(最大サイズ)」


	
「ROWS(1回にコミットする行数)」
















バインド配列のパフォーマンスに関する考慮点

バインド配列を大きくすると、Oracle Databaseへのコール数を最小に、またパフォーマンスを最大にできます。一般に、バインド配列サイズを大きくする場合、100行まではサイズの増加に比例してパフォーマンスが大幅に向上します。ただし、100行を超えるバインド配列サイズを設定しても、パフォーマンスはそれほど向上しません。したがって、一般に配列サイズ(バイト単位)は100行が目安となります。

一般に、サイズが適切であれば、SQL*Loaderで効果的に処理できます。通常は、この項で説明するような細かい計算をする必要はありません。この項は、パフォーマンスを最大にする場合、またはメモリー使用量を確認する場合に参照してください。





行数およびバインド配列サイズの指定

バインド配列サイズを指定する場合に、コマンドライン・パラメータBINDSIZEまたは制御ファイル中のOPTIONS句を使用すると、バインド配列の上限値が設定されます。バインド配列は、この上限値を超えることはありません。

初期化の段階で、SQL*Loaderでは単一行のロードに必要なサイズがバイト単位で決定されます。このサイズが指定された最大値を超える場合は、エラーが返され、ロードが終了します。

次にSQL*Loaderでは、このサイズとロードする行数が乗算されます。このとき、ロードする行数は、コマンドライン・パラメータROWSで指定されていても、制御ファイル中のOPTIONS句で指定されていてもかまいません。

このサイズがバインド配列の最大値を超えないかぎり、ロードは継続されます。SQL*Loaderでは、バインド配列の最大サイズの限界まで行数は拡張されません。行数とバインド配列の最大サイズの両方が指定された場合、SQL*Loaderでは、これらの値の小さい方がバインド配列に適用されます。

バインド配列の最大サイズが小さく、指定の行数を格納できない場合は、その最大サイズに収まる分の行数が採用されます。





バインド配列サイズを確認するための計算

バインド配列サイズは、配列内の行数に各行の最大長を掛け合せた値となります。行の最大長は、次のように、フィールドの最大長の合計にオーバーヘッドを加えた値となります。


bind array size =
    (number of rows) * (  SUM(fixed field lengths)
                        + SUM(maximum varying field lengths)
                        + ( (number of varying length fields)
                             * (size of length indicator) )
                       )


ほとんどのフィールドのサイズは、固定長です。このような固定長フィールドの場合、ロードされる各行のサイズは同じです。固定長フィールドについては、「SQL*Loaderのデータ型」で説明するとおり、フィールド・サイズがフィールドの最大長(バイト)となります。そのため、オーバーヘッドは発生しません。

行によってサイズが変化するフィールドには、次のようなものがあります。

	
CHAR


	
DATE


	
INTERVAL DAY TO SECOND


	
INTERVAL DAY TO YEAR


	
LONG VARRAW


	
数値型EXTERNAL


	
TIME


	
TIMESTAMP


	
TIME WITH TIME ZONE


	
TIMESTAMP WITH TIME ZONE


	
VARCHAR


	
VARCHARC


	
VARGRAPHIC


	
VARRAW


	
VARRAWC




これらのデータ型の最大長の詳細は、「SQL*Loaderのデータ型」を参照してください。ここでの最大長とは、入力データ・レコードの中でフィールドが占有できる長さを、バイト数で表したものです。この最大長は、バインド配列の中で各フィールドが占有する格納領域のサイズも表しています。バインド配列には、サイズが変化するこれらのフィールドについてのオーバーヘッドも含まれます。

文字データ型(CHAR、DATEおよび数値型EXTERNAL)がデリミタ付きで指定された場合は、これらのフィールドに対して指定されたフィールド長が最大長となります。逆に、デリミタなしでこれらのデータ型が指定された場合は、レコードのサイズは固定ですが、挿入時にフィールド中の空白文字が切り捨てられるため、フィールド長は変化します。したがって、これらのデータ型は、たとえ固定長フィールドであっても内部的には可変長フィールドとして扱われます。

長さインジケータは、バインド配列内のそれぞれのフィールドに格納されています。バインド配列におけるフィールドの領域として、そのフィールドの可能最大長のデータを格納できるだけのサイズが確保されています。一方、実際のフィールド長は、行ごとに長さインジケータで示されます。




	
注意:

従来型パス・ロードでは、バインド配列のサイズの割当て時にLOBFILEは含まれません。








長さインジケータのサイズの決定

ほとんどのシステムでは、長さインジケータのサイズは2バイトです。まれに3バイトのシステムもあります。長さインジケータのサイズを調べるには、次の制御ファイルを作成して実行します。


OPTIONS (ROWS=1) 
LOAD DATA 
INFILE * 
APPEND 
INTO TABLE DEPT 
(deptno POSITION(1:1) CHAR(1)) 
BEGINDATA 
a 


この制御ファイルは、1行のバインド配列を使用して、1バイトのCHARをロードします。この例では、実際にデータはロードされません。これは、aを数値型の列(deptno)にロードすると、変換エラーが発生するためです。このときのログ・ファイルに示されたバインド配列サイズから、(文字フィールドの長さである)1を引いた値が、フィールド長のインジケータのサイズとなります。




	
注意:

これと同様の方法で、計算しないでバインド配列サイズを求めることもできます。制御ファイルにデータを記述せず、ROWS=1と指定して実行すると、1行のデータに必要なメモリーのサイズがわかります。このサイズとバインド配列に格納する行数を掛け合せれば、バインド配列サイズを判断できます。











フィールド・バッファ・サイズの計算

表9-3から表9-6の表に、各データ型のメモリー要件を示します。「L」は制御ファイルで指定したデータ長です。「P」は精度です。「S」はフィールド長インジケータのサイズです。これらの値の詳細は、「SQL*Loaderのデータ型」を参照してください。


表9-3 固定長フィールド

	データ型	バイト単位のサイズ(オペレーティング・システムによって異なる)
	
INTEGER

	
C言語のINTデータ型に相当するサイズ


	
INTEGER(N)

	
Nバイト


	
SMALLINT

	
C言語のSHORT INTデータ型に相当するサイズ


	
FLOAT

	
C言語のFLOATデータ型に相当するサイズ


	
DOUBLE

	
C言語のDOUBLEデータ型に相当するサイズ


	
BYTEINT

	
C言語のUNSIGNED CHARデータ型に相当するサイズ


	
VARRAW

	
UNSIGNED SHORTに4096バイトまたはmax_lengthに指定した値をプラスしたサイズ


	
LONG VARRAW

	
UNSIGNED INTに4096バイトまたはmax_lengthに指定した値をプラスしたサイズ


	
VARCHARC

	
2つの数値で構成されます。最初に長さを指定し、次に(オプションで)max_length(デフォルトは4096バイト)を指定します。


	
VARRAWC

	
このデータ型は、RAWデータ用です。2つの数値で構成されます。最初に長さを指定し、次に(オプションで)max_length(デフォルトは4096バイト)を指定します。









表9-4 非グラフィック・フィールド

	データ型	デフォルト・サイズ	指定するサイズ
	
(パック) DECIMAL

	
なし

	
(N+1)/2切上げ


	
ZONED

	
なし

	
P


	
RAW

	
なし

	
L


	
CHAR型(デリミタなし)

	
1

	
L + S


	
日時データ型および期間データ型(デリミタなし)

	
なし

	
L + S


	
数値型EXTERNAL 型(デリミタなし)

	
なし

	
L + S









表9-5 グラフィック・フィールド

	データ型	デフォルト・サイズ	POSITIONでの

長さの指定	DATATYPEでの

長さの指定
	
GRAPHIC

	
なし

	
L

	
2×L


	
GRAPHIC

EXTERNAL

	
なし

	
L - 2

	
2×(L-2)


	
VARGRAPHIC

	
4KB×2

	
L+S

	
(2×L)+S









表9-6 可変長フィールド

	データ型	デフォルト・サイズ	最大長の

指定(L)
	
VARCHAR

	
4KB

	
L+S


	
CHAR型(デリミタ付き)

	
255

	
L+S


	
日時データ型および期間データ型(デリミタ付き)

	
255

	
L+S


	
数値型EXTERNAL型(デリミタ付き)

	
255

	
L+S













バインド配列用のメモリー所要量の最小化

VARCHAR型、VARGRAPHIC型フィールド、およびデリミタ付きのCHAR型、DATE型、数値型EXTERNAL型フィールドの場合、そのデータ型に割り当てられているデフォルト・サイズに特に注意してください。このデフォルト・サイズによっては、メモリーを大量に使用することがあります。特に、デフォルト・サイズにバインド配列の行数を掛け合せると、使用するメモリーは非常に大きくなります。これらのフィールドに対しては、最大長としてできるだけ小さな値を指定してください。次の例について考えてみます。


CHAR(10) TERMINATED BY "," 


バイト長セマンティクスを使用する場合、次の例では、バインド配列で(10+2)×64=768バイトのメモリーを使用します(ここでは、長さインジケータを2バイトで一度に64行ロードするとして計算しています)。

同じ例で文字長セマンティクスを使用する場合、バインド配列では((10 * s) + 2) * 64バイトのメモリーを使用します(ここでは、「s」はデータ・ファイル・キャラクタ・セットにおける1文字のバイト単位での最大サイズです)。

ここで、次の例について考えてみます。


CHAR TERMINATED BY "," 


バイト長セマンティクスまたは文字長セマンティクスを使用しているかどうかにかかわらず、この例では、(255+2)×64=16,448バイトが必要になります。これは、デリミタ付きフィールドのデフォルト最大長が255バイトであるためです。この指定によって、バインド配列に入る行数が大きく違ってきます。





複数のINTO TABLE句に対するバインド配列サイズの計算

制御ファイルに複数のINTO TABLE句が指定されている場合のバインド配列サイズの計算は、複数のINTO TABLE句が指定されていない場合と同様に行います。いい換えると、制御ファイルに指定されているフィールド全体を1つの長いデータ構造体、つまりバインド配列の中の1行のデータ構造体であると考えます。

データ・レコード中の同じフィールドを複数のINTO TABLE句が参照する場合は、そのフィールドが参照されると、常に、バインド配列に追加の領域が必要となります。このようなフィールドについては、特にバッファの割当てを最小限に抑える必要があります。




	
注意:

CONSTANT、EXPRESSION、RECNUM、SYSDATEおよび SEQUENCEの各関数を指定すると、SQL*Loaderによってデータが生成されます。このようにして生成されたデータは、バインド配列の領域を必要としません。
























 
11 オブジェクト、LOBおよびコレクションのロード

この章の内容は、次のとおりです。

	
列オブジェクトのロード


	
オブジェクト表のロード


	
REF列のロード


	
LOBのロード


	
BFILE列のロード


	
コレクション(ネストした表およびVARRAY)のロード


	
動的および静的SDF指定


	
親表を子表から分割してのロード






列オブジェクトのロード

制御ファイルの列オブジェクトは、その属性によって記述されています。列オブジェクトの基になるオブジェクト型がNOT FINALであると宣言されると、制御ファイルの列オブジェクトは、基になるオブジェクト型から導出されたサブタイプの(導出および宣言された)属性によって記述されます。データ・ファイルでは、列オブジェクトの各属性に対応するデータは、単純なリレーショナル列に対応するデータ・フィールドと同様の形式でデータ・ファイルに記述されています。




	
注意:

SQL*Loaderによる列オブジェクトなどの複合データ型のサポートによって、制御ファイル内に、2つの同じフィールド名が存在する可能性があります。1つは列に対応し、もう1つは列オブジェクトの属性に対応する場合です。制御ファイルに同名のフィールドが存在する場合、特定の句がフィールド(たとえば、WHEN、NULLIF、DEFAULTIF、SID、OID、REF、BFILEなど)を参照できるため、名前の重複が発生する場合があります。
したがって、フィールドを参照する句を使用する場合、フルネームを使用する必要があります。たとえば、フィールドfld1がCOLUMN OBJECTであると指定され、フィールドfld2を含む場合、NULLIFなどの句でfld2を指定するときは、完全なフィールド名fld1.fld2を使用する必要があります。









次に、列オブジェクトのロードに関する例を示します。

	
ストリーム・レコード形式への列オブジェクトのロード


	
可変レコード形式への列オブジェクトのロード


	
ネストした列オブジェクトのロード


	
導出サブタイプを使用した列オブジェクトのロード


	
オブジェクトに対するNULL値の指定


	
ユーザー定義コンストラクタを使用した列オブジェクトのロード






ストリーム・レコード形式への列オブジェクトのロード

例11-1に、事前にサイズが決まっているフィールドにデータがある例を示します。終了文字は、物理レコードの終わりを示します。オペレーティング・システムのファイル処理句(os_file_proc_clause)のカスタム・レコード・セパレータを使用して、物理レコードの終わりを示すこともできます。


例11-1 ストリーム・レコード形式への列オブジェクトのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE departments
   (dept_no     POSITION(01:03)    CHAR,
    dept_name   POSITION(05:15)    CHAR,
1   dept_mgr    COLUMN OBJECT
      (name     POSITION(17:33)    CHAR,
       age      POSITION(35:37)    INTEGER EXTERNAL,
       emp_id   POSITION(40:46)    INTEGER EXTERNAL) )


データ・ファイル(sample.dat)


101 Mathematics  Johny Quest       30   1024
237 Physics      Albert Einstein   65   0000





注意:

	
この列オブジェクトの型指定は、ネストした列オブジェクトの記述にも繰り返し使用できます。









可変レコード形式への列オブジェクトのロード

例11-2に、デリミタ付きフィールドにデータがある例を示します。


例11-2 可変レコード形式への列オブジェクトのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
1 INFILE 'sample.dat' "var 6"
INTO TABLE departments
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
2  (dept_no
   dept_name, 
   dept_mgr       COLUMN OBJECT
      (name       CHAR(30), 
      age         INTEGER EXTERNAL(5), 
      emp_id      INTEGER EXTERNAL(5)) )


データ・ファイル(sample.dat)


3  000034101,Mathematics,Johny Q.,30,1024,
   000039237,Physics,"Albert Einstein",65,0000,





注意:

	
"var"文字列には、各レコードの先頭にある長さフィールドのバイト数(この例では6)が含まれます。値が指定されない場合、デフォルトは5バイトです。可変レコードの最大サイズは、2^32-1です。それ以上の値を指定するとエラーになります。


	
位置を指定しなくても、一般構文では同じ結果(列オブジェクトの名前の後に、カッコで囲まれた属性のリストが続く)になります。また、省略された型指定については、デフォルトで長さが255のCHAR型になります。


	
最初の6バイト(斜体で示した部分)に、次のレコードの長さを指定します。これらの長さ指定には、emp_idフィールドの後の終了記号のために無視される改行文字も含まれます。









ネストした列オブジェクトのロード

例11-3に、ネストした列オブジェクト(他の列オブジェクト内にネストした1つの列オブジェクト)の制御ファイルの記述方法を示します。


例11-3 ネストした列オブジェクトのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE `sample.dat'
INTO TABLE departments_v2
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (dept_no      CHAR(5), 
   dept_name     CHAR(30), 
   dept_mgr      COLUMN OBJECT
      (name      CHAR(30), 
      age        INTEGER EXTERNAL(3),
      emp_id     INTEGER EXTERNAL(7),
1     em_contact COLUMN OBJECT
         (name      CHAR(30), 
         phone_num  CHAR(20))))


データ・ファイル(sample.dat)


101,Mathematics,Johny Q.,30,1024,"Barbie",650-251-0010,
237,Physics,"Albert Einstein",65,0000,Wife Einstein,654-3210,





注意:

	
このエントリでは、列オブジェクトにネストした列オブジェクトを指定します。









導出サブタイプを使用した列オブジェクトのロード

例11-4に、NOT FINALのベース・オブジェクト型を拡張して新しく導出されたサブタイプを作成する例を示します。表定義の列オブジェクトは、ベース・オブジェクト型であると宣言されますが、サブタイプがベース・オブジェクト型から導出される場合は、SQL*Loaderによってサブタイプを列オブジェクトにロードできます。


例11-4 サブタイプを使用した列オブジェクトのロード

オブジェクトの型定義


CREATE TYPE person_type AS OBJECT
  (name     VARCHAR(30),
   ssn      NUMBER(9)) not final;

CREATE TYPE employee_type UNDER person_type
  (empid    NUMBER(5));

CREATE TABLE personnel
  (deptno   NUMBER(3),
   deptname VARCHAR(30),
   person   person_type);


制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE personnel
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (deptno        INTEGER EXTERNAL(3),
    deptname      CHAR,
1   person        COLUMN OBJECT TREAT AS employee_type
      (name       CHAR,
       ssn        INTEGER EXTERNAL(9),
2      empid      INTEGER EXTERNAL(5)))


データ・ファイル(sample.dat)


101,Mathematics,Johny Q.,301189453,10249,
237,Physics,"Albert Einstein",128606590,10030,





注意:

	
TREAT AS句で指定すると、SQL*Loaderでは、実際の宣言型がperson_typeである列オブジェクトpersonが、導出型employee_typeであると宣言されたかのように処理されます。


	
empid属性はemployee_typeの属性であるため、ここで使用できます。TREAT AS句が指定されていない場合、この属性は列の宣言型の属性ではないため、エラーが発生します。









オブジェクトに対するNULL値の指定

非スカラー・データ型でNULL値を指定する場合、スカラー・データ型で指定するよりも複雑です。オブジェクトは、その属性のサブセットをNULLにするか、すべての属性をNULL(NULLオブジェクトにかぎります)にするか、またはオブジェクト自身をNULL(アトミックNULLオブジェクト)にできます。


NULL属性の指定

列オブジェクトに対応するフィールドでは、NULLIF句を使用して、特殊属性をNULLに初期化するフィールド条件を指定できます。例11-5に、この方法を示します。


例11-5 NULLIF句を使用したNULL属性の指定

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE departments
  (dept_no      POSITION(01:03)    CHAR,
  dept_name     POSITION(05:15)    CHAR NULLIF dept_name=BLANKS,
  dept_mgr      COLUMN OBJECT
1    ( name     POSITION(17:33)    CHAR NULLIF dept_mgr.name=BLANKS,
1    age        POSITION(35:37)    INTEGER EXTERNAL NULLIF dept_mgr.age=BLANKS,
1    emp_id     POSITION(40:46)    INTEGER EXTERNAL NULLIF dept_mgr.empid=BLANKS))


データ・ファイル(sample.dat)


2  101             Johny Quest            1024
   237   Physics   Albert Einstein   65   0000





注意:

	
各属性に対応するNULLIF句は、属性値をNULLにする条件を示します。


	
dept_mgrのage属性の値はNULLです。dept_nameの値もNULLです。








アトミックNULLの指定

列オブジェクトがNULL値(アトミックNULL)を取る条件を制御ファイルで指定するには、NULLIF句で使用するオブジェクトの名前は、マップ・フィールドの論理的な組合せに基づいている必要があります(たとえば、例11-5では、指定されたマップ・フィールドは、dept_no、dept_name、name、ageおよびemp_idです。dept_mgrは、データ・ファイルのどのフィールドにも対応していない(マップされていない)ため、指定されたマップ・フィールドではありません)。

前述の方法は使用可能ですが、オブジェクトがNULL値を取るための条件が、マップ・フィールドに依存していない場合は、理想的な方法ではありません。このような場合は、FILLERフィールドを使用できます。

FILLERフィールドをデータ・ファイルのフィールドにマップし(列オブジェクトがアトミックNULLかどうかを示す)、そのFILLERフィールドを列オブジェクトのNULLIF句のフィールド条件で使用できます。この例を例11-6に示します。


例11-6 FILLERフィールドを使用したデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE departments_v2
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (dept_no         CHAR(5),
   dept_name        CHAR(30),
1  is_null          FILLER CHAR,
2  dept_mgr         COLUMN OBJECT NULLIF is_null=BLANKS
      (name         CHAR(30) NULLIF dept_mgr.name=BLANKS, 
      age           INTEGER EXTERNAL(3) NULLIF dept_mgr.age=BLANKS,
      emp_id        INTEGER EXTERNAL(7) 
                    NULLIF dept_mgr.emp_id=BLANKS,
      em_contact    COLUMN OBJECT NULLIF is_null2=BLANKS
         (name      CHAR(30) 
                    NULLIF dept_mgr.em_contact.name=BLANKS, 
         phone_num  CHAR(20) 
                    NULLIF dept_mgr.em_contact.phone_num=BLANKS)),
1  is_null2         FILLER CHAR)       


データ・ファイル(sample.dat)


101,Mathematics,n,Johny Q.,,1024,"Barbie",608-251-0010,,
237,Physics,,"Albert Einstein",65,0000,,650-654-3210,n,





注意:

	
FILLERフィールド(データ・ファイルがマップされており、対応する列がない)はCHAR型(デリミタ付きフィールドであるため、CHARのデフォルトはCHAR(255))のフィールドです。NULLIF句は、FILLERフィールド自体には使用できません。


	
is_nullフィールドが空白の場合は、NULL(アトミックNULL)の値を取得します。



	
参照:

「FILLERフィールドの指定」















ユーザー定義コンストラクタを使用した列オブジェクトのロード

Oracle Databaseでは、すべてのオブジェクト型に対してデフォルトのコンストラクタが自動的に提供されます。このコンストラクタを使用するには、コンストラクタに対するコールで、その型のすべての属性を引数として指定する必要があります。オブジェクトの新しいインスタンスが作成されると、その属性は引数リスト内の対応する値を取ります。このコンストラクタは、属性値コンストラクタと呼ばれます。SQL*Loaderでは、列オブジェクトのロード時に、デフォルトで属性値コンストラクタが使用されます。

1つ以上のユーザー定義コンストラクタを作成することによって、属性値コンストラクタを上書きできます。ユーザー定義コンストラクタを作成する場合、オブジェクトの新しいインスタンスが作成されると、常に、ユーザー定義論理を実行する型本体を指定する必要があります。ユーザー定義コンストラクタの引数リストは、属性値コンストラクタと同じ場合もありますが、型本体で実装される論理は異なります。

ユーザー定義コンストラクタのファンクションの引数リストが属性値コンストラクタの引数リストと一致する場合、従来型パスとダイレクト・パスではSQL*Loaderの動作が異なります。従来型パス・モードでは、ユーザー定義コンストラクタがコールされます。ダイレクト・パス・モードでは、属性値コンストラクタがコールされます。例11-7に、この違いを示します。


例11-7 一致するコンストラクタを使用した列オブジェクトのロード

オブジェクトの型定義


CREATE TYPE person_type AS OBJECT
     (name     VARCHAR(30),
      ssn      NUMBER(9)) not final;

   CREATE TYPE employee_type UNDER person_type
     (empid    NUMBER(5),
   -- User-defined constructor that looks like an attribute-value constructor
      CONSTRUCTOR FUNCTION
        employee_type (name VARCHAR2, ssn NUMBER, empid NUMBER)
        RETURN SELF AS RESULT);

   CREATE TYPE BODY employee_type AS
     CONSTRUCTOR FUNCTION
        employee_type (name VARCHAR2, ssn NUMBER, empid NUMBER)
      RETURN SELF AS RESULT AS
   --User-defined constructor makes sure that the name attribute is uppercase.
      BEGIN
        SELF.name  := UPPER(name);
        SELF.ssn   := ssn;
        SELF.empid := empid;
        RETURN;
      END;

   CREATE TABLE personnel
     (deptno   NUMBER(3),
      deptname VARCHAR(30),
      employee employee_type);


制御ファイルの内容


LOAD DATA
   INFILE *
   REPLACE
   INTO TABLE personnel
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
      (deptno        INTEGER EXTERNAL(3),
       deptname      CHAR,
       employee      COLUMN OBJECT
         (name       CHAR,
          ssn        INTEGER EXTERNAL(9),
          empid      INTEGER EXTERNAL(5)))

   BEGINDATA
1  101,Mathematics,Johny Q.,301189453,10249,
   237,Physics,"Albert Einstein",128606590,10030,





注意:

	
この制御ファイルが従来型パス・モードで実行された場合、名前フィールドのJohny Q.およびAlbert Einsteinは、両方とも大文字でロードされます。これは、従来型パス・モードではユーザー定義コンストラクタがコールされるためです。これに対し、この制御ファイルがダイレクト・パス・モードで実行された場合、名前フィールドは入力データに表示されているとおりにロードされます。これは、ダイレクト・パス・モードでは属性値コンストラクタがコールされるためです。




引数リストが属性値コンストラクタと一致しないユーザー定義コンストラクタの作成もできます。この場合は、従来型パス・モードおよびダイレクト・パス・モードの両方で、属性値コンストラクタがコールされます。例11-8に示す定義について考えてみます。


例11-8 一致しないコンストラクタを使用した列オブジェクトのロード

オブジェクトの型定義


CREATE SEQUENCE employee_ids
    START     WITH  1000
    INCREMENT BY    1;

   CREATE TYPE person_type AS OBJECT
     (name     VARCHAR(30),
      ssn      NUMBER(9)) not final;

   CREATE TYPE employee_type UNDER person_type
     (empid    NUMBER(5),
   -- User-defined constructor that does not look like an attribute-value 
   -- constructor
      CONSTRUCTOR FUNCTION
        employee_type (name VARCHAR2, ssn NUMBER)
        RETURN SELF AS RESULT);

   CREATE TYPE BODY employee_type AS
     CONSTRUCTOR FUNCTION
        employee_type (name VARCHAR2, ssn NUMBER)
      RETURN SELF AS RESULT AS
   -- This user-defined constructor makes sure that the name attribute is in
   -- lowercase and assigns the employee identifier based on a sequence.
        nextid     NUMBER;
        stmt       VARCHAR2(64);
      BEGIN

        stmt := 'SELECT employee_ids.nextval FROM DUAL';
        EXECUTE IMMEDIATE stmt INTO nextid;

        SELF.name  := LOWER(name);
        SELF.ssn   := ssn;
        SELF.empid := nextid; 
        RETURN;
      END;

   CREATE TABLE personnel
     (deptno   NUMBER(3),
      deptname VARCHAR(30),
      employee employee_type);


例11-7で説明した制御ファイルがこれらの定義に従って使用された場合、名前フィールドは、入力データに表示されているとおりに(大文字と小文字の組合せで)ロードされます。これは、従来型パス・モードおよびダイレクト・パス・モードの両方で属性値コンストラクタがコールされるためです。

SQL式でユーザー定義コンストラクタを明示的に参照することによって、従来型パス・モードを使用してこの表をロードすることもできます。例11-9に、この方法を示します。





例11-9 コンストラクタが一致しない場合のSQLを使用した列オブジェクトのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
   INFILE *
   REPLACE
   INTO TABLE personnel
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
      (deptno        INTEGER EXTERNAL(3),
       deptname      CHAR,
       name          BOUNDFILLER CHAR,
       ssn           BOUNDFILLER INTEGER EXTERNAL(9),
1      employee      EXPRESSION "employee_type(:NAME, :SSN)")

   BEGINDATA
1  101,Mathematics,Johny Q.,301189453,
   237,Physics,"Albert Einstein",128606590,





注意:

	
この場合、従業員列オブジェクトが、SQL式を使用してロードされます。この式によって、正しい数の引数が含まれているユーザー定義コンストラクタが起動されます。名前フィールドのJohny Q.およびAlbert Einsteinは、両方とも小文字でロードされます。また、各行の従業員列オブジェクトの従業員識別子は、employee_ids順序番号から値を取ります。




例11-9に示した制御ファイルがダイレクト・パス・モードで使用された場合は、次のエラーが通知されます。


SQL*Loader-951: Error calling once/load initialization
ORA-26052: Unsupported type 121 for SQL expression on column EMPLOYEE.








オブジェクト表のロード

オブジェクト表のロードに必要な制御ファイルの構文は、典型的なリレーショナル表のロードの場合とほぼ同じです。例11-10に、主キーベースのオブジェクト識別子(OID)を使用したオブジェクト表のロード例を示します。


例11-10 主キーOIDを使用したオブジェクト表のロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
DISCARDFILE 'sample.dsc'
BADFILE 'sample.bad'
REPLACE
INTO TABLE employees 
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (name    CHAR(30)                NULLIF name=BLANKS,
   age      INTEGER EXTERNAL(3)     NULLIF age=BLANKS,
   emp_id   INTEGER EXTERNAL(5))


データ・ファイル(sample.dat)


Johny Quest, 18, 007,
Speed Racer, 16, 000,


前述の制御ファイルを見ただけでは、ロードされる表がシステム生成OIDを持つオブジェクト表か、主キーOIDを持つオブジェクト表か、またはリレーショナル表かを判断できません。

すでにシステム生成OIDを含むデータをロードし、新しいOIDを生成するのではなく、データ・ファイル内の既存のOIDを使用するように指定する必要がある場合もあります。そのような場合は、INTO TABLE句に続けてOID句を使用します。


OID (fieldname)


この場合、fieldnameには、システム生成OIDを含むデータ・フィールドにマップされた、フィールド指定リストのフィールド名(通常はFILLERフィールド)を指定します。SQL*Loaderでは、その指定されたOIDが、正しい形式で、グローバルな独自性を保持したOIDであるとみなされます。そのため、OracleのOIDジェネレータを使用してOIDを生成し、ロードされたOIDの一意性を確保する必要があります。

また、そのOID句は、主キーOIDではなく、システム生成のOIDでのみ使用できます。

例11-11に、行オブジェクトを使用したシステム生成OIDのロード例を示します。





例11-11 OIDのロード

制御ファイルの内容


   LOAD DATA
   INFILE 'sample.dat'
   INTO TABLE employees_v2 
1  OID (s_oid)
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
      (name    CHAR(30)                NULLIF name=BLANKS,
      age      INTEGER EXTERNAL(3)    NULLIF age=BLANKS,
      emp_id   INTEGER EXTERNAL(5),
2     s_oid    FILLER CHAR(32))


データ・ファイル(sample.dat)


3  Johny Quest, 18, 007, 21E978406D3E41FCE03400400B403BC3,
   Speed Racer, 16, 000, 21E978406D4441FCE03400400B403BC3,





注意:

	
OID句には、s_oidのロード・フィールドがOIDを含むように指定します。カッコが必要です。


	
s_oidに有効な16進数が含まれていない場合、そのレコードは拒否されます。


	
データ・ファイルのOIDは文字列で、32バイトの16進数として解釈されます。32バイトの16進数は、後で16バイトのRAWに変換されてオブジェクト表に格納されます。






サブタイプを使用したオブジェクト表のロード

オブジェクト表の列オブジェクトがNOT FINALに基づいている場合、SQL*Loaderによって導出サブタイプをオブジェクト表にロードできます。前述のとおり、オブジェクト表に導出サブタイプをロードする場合に必要な構文は、典型的なリレーショナル表のロードの場合とほぼ同じです。ただし、この場合、実際に使用するサブタイプがオブジェクト表で有効であるかどうかをSQL*Loaderで判断できるように、サブタイプに名前を指定する必要があります。この概念を例11-12に示します。


例11-12 サブタイプを使用したオブジェクト表のロード

オブジェクトの型定義


CREATE TYPE employees_type AS OBJECT
  (name     VARCHAR2(30),
   age      NUMBER(3),
   emp_id   NUMBER(5)) not final;

CREATE TYPE hourly_emps_type UNDER employees_type
  (hours    NUMBER(3));

CREATE TABLE employees_v3 of employees_type;


制御ファイルの内容


   LOAD DATA

   INFILE 'sample.dat'
   INTO TABLE employees_v3
1  TREAT AS hourly_emps_type
   FIELDS TERMINATED BY ','
     (name     CHAR(30),
      age      INTEGER EXTERNAL(3),
      emp_id   INTEGER EXTERNAL(5),
2     hours    INTEGER EXTERNAL(2))


データ・ファイル(sample.dat)


   Johny Quest, 18, 007, 32,
   Speed Racer, 16, 000, 20,





注意:

	
TREAT AS句で指定すると、SQL*Loaderでは、実際の宣言型がemployee_typeであるオブジェクト表が、hourly_emps_type型であると宣言されたかのように処理されます。


	
hours属性はhourly_emps_typeの属性であるため、ここで使用できます。TREAT AS句が指定されていない場合、この属性はオブジェクト表の宣言型の属性ではないため、エラーが発生します。











REF列のロード

SQL*Loaderは、システム生成OIDのREF列、主キーベースのREF列および主キーを使用可能な有効範囲なしREF列をロードできます。これらの各列については、次の項で説明するとおり、表名を指定する方法が重要です。


REF句における表名の指定




	
注意:

この項で説明する内容は、SQL*LoaderおよびOracle Databaseのリリースがいずれも11gリリース1(11.1)以上の環境にのみ適用されます。SQL*Loader、Oracle Databaseまたはその両方が以前のリリースの環境には適用されません。







SQL*Loader制御ファイルでは、REF列に対応するフィールドの記述は、列名の後にREF句を記述することによって行います。REF句には、引数として表名とロードされるREF列の型に適用可能な属性を取ります。表名は、(FILLERフィールドを使用して)動的に、または定数として指定できます。また、表名は、スキーマ名の有無にかかわらず指定できます。

REF句で指定する表名が、定数として、またはFILLERフィールドを使用して指定されるかどうかにかかわらず、大/小文字を区別して認識されます。このため、次のような状況が発生します。

	
ユーザーSCOTTが、小文字で表名を引用符で囲まずにtable2という名前の表を作成する場合、その表は次のいずれの方法でもREF句で使用できます。

	
REF(constant 'TABLE2', ...)


	
REF(constant '"TABLE2"', ...)


	
REF(constant 'SCOTT.TABLE2', ...)





	
ユーザーSCOTTが、大文字と小文字を組み合せた名前を引用符で囲んで"Table2"という名前の表を作成する場合、その表は次のいずれの方法でもREF句で使用できます。

	
REF(constant 'Table2', ...)


	
REF(constant '"Table2"', ...)


	
REF(constant 'SCOTT.Table2', ...)







いずれの状況においても、constantがFILLERフィールドに置換された場合、同じ値がデータ・セクションに書き込まれると、例に示したとおり値が処理されます。






システム生成OID型のREF列

システム生成REF列をロードする場合、SQL*Loaderでは、REF列を構築する実OIDが残りのデータとともにデータ・ファイル内にあるとみなされます。REF列に対応するフィールドの記述は、列名の後にREF句を記述することによって行います。

REF句には、引数として表名とOIDを取ります。その引数は、定数として、または(FILLERフィールドを使用して)動的に指定できます。適切な構文については、「ref_spec」を参照してください。例11-13に、システム生成OID型のREF列のロード例を示します。


例11-13 システム生成REF列のロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE departments_alt_v2
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
  (dept_no      CHAR(5),
   dept_name    CHAR(30),
1 dept_mgr     REF(t_name, s_oid),
   s_oid        FILLER CHAR(32),
   t_name       FILLER CHAR(30))


データ・ファイル(sample.dat)


22345, QuestWorld, 21E978406D3E41FCE03400400B403BC3, EMPLOYEES_V2,
23423, Geography, 21E978406D4441FCE03400400B403BC3, EMPLOYEES_V2,





注意:

	
指定した表が存在しない場合、レコードは拒否されます。また、dept_mgrフィールド自体には、データ・ファイルのフィールドはマップされません。









主キーREF列

主キーREF列をロードするには、SQL*Loader制御ファイルのフィールドで列名の後にREF句を記述する必要があります。REF句には、カンマで区切ったフィールド名および定数値のリストが引数として必要です。最初の引数は表名で、その後にロードするREF列の基になる主キーOIDを指定する引数を記述します。適切な構文については、「ref_spec」を参照してください。

SQL*Loaderでは、引数の順序は、参照されている表で主キーOIDを作成する列の相対順序に一致しているとみなされます。例11-14に、主キーREF列のロード例を示します。


例11-14 主キーREF列のロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE departments_alt
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
 (dept_no       CHAR(5),
 dept_name      CHAR(30),
 dept_mgr       REF(CONSTANT 'EMPLOYEES', emp_id),
 emp_id         FILLER CHAR(32))


データ・ファイル(sample.dat)


22345, QuestWorld, 007,
23423, Geography, 000,







主キーが使用可能な有効範囲なしREF列

主キーが使用可能な有効範囲なしREF列によって、システム生成および主キーの両方の型のREFを参照できます。このようなREF列をロードするための構文は、システム生成OID型のREF列または主キーREF列にロードする場合と同じです。例11-13「システム生成REF列のロード」および例11-14「主キーREF列のロード」を参照してください。

主キーが使用可能な有効範囲なしREF列をロードする場合は、次の制限が適用されます。

	
単一表へのロード中は、この列からシステム生成または主キーのいずれかの型のREFのみを参照できます。両方は参照できません。両方の型の参照を試行すると、データ行が拒否され、参照表名が無効であることを示すエラー・メッセージが表示されます。


	
この列に有効範囲なし主キーREFをロードする場合、単一表へのロード中は、1つのオブジェクト表のみ参照できます。複数の有効範囲なし主キーREF(いくつかのREFはオブジェクト表Xを指し、別のREFはオブジェクト表Yを指す)をロードする場合、次のいずれかの操作を実行する必要があります。

	
単一表へのロードを2回実行します。


	
有効範囲なし主キーREFのオブジェクト表名など、WHEN句によってデータのいくつかの要素が指定されている複数のINTO TABLE句を使用して、ロードを1回実行します。次に例を示します。


LOAD DATA 
INFILE 'data.dat' 

INTO TABLE orders_apk 
APPEND 
when CUST_TBL = "CUSTOMERS_PK" 
fields terminated by "," 
( 
  order_no   position(1)  char, 
  cust_tbl FILLER     char, 
  cust_no  FILLER     char, 
  cust   REF (cust_tbl, cust_no) NULLIF order_no='0' 
) 

INTO TABLE orders_apk 
APPEND 
when CUST_TBL = "CUSTOMERS_PK2" 
fields terminated by "," 
( 
  order_no  position(1)  char, 
  cust_tbl FILLER     char, 
  cust_no  FILLER     char, 
  cust   REF (cust_tbl, cust_no) NULLIF order_no='0' 
) 




これらの方法のいずれも使用しない場合、データ行が拒否され、参照されている表の名前が無効であることを示すエラー・メッセージが表示されます。


	
コレクション内の有効範囲なし主キーREFは、SQL*Loaderではサポートされていません。


	
このREF列にシステム生成のREFをロードする場合は、「システム生成OID型のREF列」で説明されている制限も適用されます。


	
このREF列に主キーREFをロードする場合は、「主キーREF列」で説明されている制限も適用されます。



	
注意:

主キーが使用可能な有効範囲なしREF列の場合、SQL*Loaderでは、(REFディレクティブまたはデータ行のいずれかから)最初の有効な解析済オブジェクト表が取得され、オブジェクト表のOID型を使用してその単一表へのロードで参照可能なREF型が決定されます。















LOBのロード

LOBは、ラージ・オブジェクト型です。SQL*Loaderでは、次のLOB型がサポートされています。

	
BLOB: 非構造化バイナリ・データを含む内部LOB。


	
CLOB: 文字データを含む内部LOB。


	
NCLOB: 各国語キャラクタ・セットの文字を含む内部LOB。


	
BFILE: サーバー側のオペレーティング・システム・ファイルのデータベース表領域外に格納されるBLOB。




LOBは列データ型で、NCLOB以外は、オブジェクトの属性データ型です。LOBは実際の値を持ち、その値はNULLでも「値なし(空)」でもかまいません。LOBに格納される長さ0のフィールドがある場合は、SQL*Loaderによって空のLOBが作成されます。(他のデータ型の場合は、このデータ型とは異なり、長さ0の文字列に対して、列はSQL*LoaderによってNULLに設定されます。)つまり、NULL値をLOB列にロードする方法は、NULLIF句を使用する方法のみです。

XML列は、SYS.XMLTYPE型であると宣言された列です。SQL*Loaderは、XML列をCLOBと同様に処理します。次の項で説明するプライマリ・データ・ファイルまたはLOBFILEからのLOBデータのロード方法は、XML列のロードに適用できます。




	
注意:

LOBフィールドにSQL文字列は指定できません。これは、LOBFILE_specを指定する場合も同じです。







LOBは非常に大きくなくことがあるため、次の項で説明するように、SQL*LoaderはLOBデータをプライマリ・データ・ファイルから(他のデータと一緒に)ロードするか、またはLOBFILEからロードすることができます。

	
「プライマリ・データ・ファイルからのLOBデータのロード」


	
LOBFILEからのLOBデータのロード







	
参照:

ラージ・オブジェクト(LOB)データ型の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。









プライマリ・データ・ファイルからのLOBデータのロード

プライマリ・データ・ファイルから内部LOB(BLOB、CLOBおよびNCLOB)またはXML列をロードするには、次の標準SQL*Loader形式を使用できます。

	
事前にサイズが決まっているフィールド


	
デリミタ付きフィールド


	
Length-Value Pairフィールド




これらの各形式については、次の項で説明します。


事前に決められたサイズのフィールドのLOBデータ

例11-15に示すように、これはLOBデータをロードする場合、最も高速で、概念的に単純な形式です。




	
注意:

ロードするLOBデータは、サイズが均等ではないため、サイズが小さいデータ・フィールドに空白を埋め込み、全LOBデータが同じサイズになるようにできます。







この形式でLOBをロードするには、ロード時のデータ型としてCHARまたはRAWを使用する必要があります。


例11-15 事前に決められたサイズのフィールドのLOBデータ

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat' "fix 501"
INTO TABLE person_table
   (name       POSITION(01:21)       CHAR,
1  "RESUME"    POSITION(23:500)      CHAR   DEFAULTIF "RESUME"=BLANKS)


データ・ファイル(sample.dat)


Julia Nayer      Julia Nayer
             500 Example Parkway
             jnayer@us.example.com ...





注意:

	
DEFAULTIF句が使用されているため、RESUMEが含まれているデータ・フィールドが空の場合、NULLのLOBではなく、空のLOBになります。ただし、DEFAULTIFではなくNULLIF句が使用されている場合は、空のデータ・フィールドではなくNULLになります。

また、ロード時に、CHAR以外にもSQL*Loaderのデータ型を使用できます。たとえば、BLOBのロード時、RAWデータ型を使用する場合があります。








デリミタ付きフィールドのLOBデータ

この形式で、同じ列(データ・ファイルのフィールド)で異なるサイズのLOBを、問題なく処理できます。ただし、このような柔軟性によって、SQL*Loaderで区切り文字列を探してデータをスキャンする必要があるため、パフォーマンスに影響します。

単一キャラクタのデリミタで、文字列のデリミタを指定する場合は、データ・ファイルのキャラクタ・セットに注意してください。データ・ファイルのキャラクタ・セットが制御ファイルのキャラクタ・セットと異なる場合は、デリミタを16進数の表記法で指定できます(X'hexadecimal string')。デリミタを実際に16進数の表記法で指定する場合は、入力データ・ファイルのキャラクタ・セット中の有効な文字で指定する必要があります。一方、16進数の表記法で指定しない場合、デリミタは、クライアント(制御ファイル)のキャラクタ・セットで指定してください。この場合、デリミタは、SQL*Loaderによってデータ・ファイル内で検索される前に、データ・ファイルのキャラクタ・セットに変換されます。

次のことに注意してください。

	
文字列デリミタを使用した区切り構文がサポートされます(囲みデリミタを区切りとします)。


	
マルチ・キャラクタの囲みデリミタの前に空白は入れられません。


	
フィールドがWHITESPACEで終わる場合、先頭の空白は切り捨てられます。



	
注意:

SQL*LoaderによるCLOBデータ移動時のフィールドのデフォルト最大長は255バイトですが、最大2GBまでの値を指定できます。デリミタ付きフィールドでは、長さが指定されている場合、その長さが最大長として使用されます。値が指定されない場合、デフォルトは255バイトです。デリミタ付きで255バイトを超えるCHARフィールドの場合、最大長を指定する必要があります。CHARデータ型の詳細は、「CHAR」を参照してください。








例11-16にデリミタ付きフィールドへのLOBデータのロードの例を示します。


例11-16 デリミタ付きフィールドのLOBデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat' "str '|'"
INTO TABLE person_table
FIELDS TERMINATED BY ','
   (name        CHAR(25),
1  "RESUME"     CHAR(507) ENCLOSED BY '<startlob>' AND '<endlob>')


データ・ファイル(sample.dat)


Julia Nayer,<startlob>        Julia Nayer
                          500 Example Parkway
                          jnayer@us.example.com ...   <endlob>
2  |Bruce Ernst, .......





注意:

	
<startlob>および<endlob>は、囲み文字列です。デフォルトのバイト長セマンティクスでは、CHAR(507)を使用して読み込むことができるLOBの最大長は507バイトです。文字長セマンティクスが使用された場合、最大長は507文字になります。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。


	
レコード・セパレータ'|'は、<endlob>のすぐ後にあり、その後に改行文字が続く場合、改行は、次のレコードの一部として解釈されます。代替方法は、レコード・セパレータに改行部分を作成することです(たとえば'|\n'、または16進数の表記法ではX'7C0A')。








Length-Value PairフィールドのLOBデータ

VARCHAR、VARCHARCまたはVARRAWデータ型を使用して、Length-Value Pairフィールドで編成されたLOBデータをロードできます。このロード方法を使用すると、デリミタ付きフィールドを使用するよりも高いパフォーマンスを得ることができます。ただし、柔軟性は損なわれる場合があります(たとえば、各LOBのロード前に、LOBの長さの確認が必要です)。例11-17に、Length-Value PairフィールドのLOBデータのロード例を示します。


例11-17 Length-Value PairフィールドへのLOBデータのロード

制御ファイルの内容


  LOAD DATA 
1 INFILE 'sample.dat' "str '<endrec>\n'"
  INTO TABLE person_table
  FIELDS TERMINATED BY ','
     (name       CHAR(25),
2    "RESUME"    VARCHARC(3,500))


データ・ファイル(sample.dat)


  Julia Nayer,479                Julia Nayer
                             500 Example Parkway
                             jnayer@us.example.com
                                    ... <endrec>
3    Bruce Ernst,000<endrec>





注意:

	
バックスラッシュ・エスケープ文字がサポートされていない場合、例の中でレコード・セパレータとして使用されている文字列は、16進数の表記法で表現されます。


	
"RESUME"は、CLOB列に対応するフィールドです。制御ファイルでは、VARCHARCがそのフィールドで、フィールド長は3バイト、最大サイズは500バイト(バイト長セマンティクスで)です。文字長セマンティクスが使用された場合、長さは3文字で最大サイズは500文字です。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。


	
VARCHARCのlengthサブフィールドは、0(サブフィールドの値が空)です。このため、LOBインスタンスは、空に初期化されます。











LOBFILEからのLOBデータのロード

LOBデータは、非常に長いデータであるため、プライマリ・データ・ファイルからではなく、LOBFILEからロードすると有効です。LOBFILEでは、LOBデータのインスタンスは、フィールド(事前に決められたサイズ、デリミタ付き、Length-Value)内にあるとみなされますが、これらのフィールドは、レコードに編成されていません(LOBFILEにはレコードの概念がありません)。そのため、レコードを扱うことによって発生する処理のオーバーヘッドを回避できます。このようなデータの編成方法は、LOBのロードにとって理想的です。

LOBFILEからロードしたLOBをメモリーに合わせる必要はありません。SQL*Loaderでは、64KB単位でLOBFILEが読み込まれます。

LOBFILEのデータ・フィールドは、次のいずれかの型です。

	
ファイルの内容全体を読み込む単一のLOBフィールド


	
サイズが決められたフィールド(固定長フィールド)


	
デリミタ付きフィールド(TERMINATED BYまたはENCLOSED BY)

PRESERVE BLANKS句は、LOBFILEから読み込むフィールドには使用できません。


	
Length-Value Pairフィールド(可変長フィールド)

この型のフィールドからデータをロードするためには、SQL*Loaderデータ型のVARRAW、VARCHARまたはVARCHARCを使用します。




これらの各フィールド型の使用例については、「LOBFILEからのLOBデータのロードの例」を参照してください。前述のすべてのフィールド型は、XML列のロードに使用できます。

LOBFILE構文については、「lobfile_spec」を参照してください。


動的および静的LOBFILE指定

LOBFILEを静的に指定(制御ファイルにファイル名を指定)するか、または動的に指定(FILLERフィールドをファイル名のソースとして使用)できます。いずれの場合も、LOBFILEがEOFで終了しない場合は、LOBFILEの終わりに到達するとファイルがクローズされ、そのファイルからさらにデータを読み込む場合は、空のフィールドからデータを読み込むことになります。

ただし、LOBFILEをEOFで終了する場合は、ファイルからデータを読み込むと、常に、ファイル全体が戻されます。

同じLOBFILEを、2つの異なるフィールドのソースとして指定しないでください。指定すると、通常、2つのフィールドは、データを別々に読み取ります。






LOBFILEからのLOBデータのロードの例

この項では、LOBFILEの異なるフィールド型からデータをロードする例を示します。


ファイル当たり1つのLOB

例11-18では、各LOBFILEは、それぞれ1つのLOBのソースです。この方法で編成されたLOBデータをロードするには、列名またはフィールド名の後にLOBFILEデータ型を指定します。


例11-18 LOBFILE当たり1つのLOBを使用したLOBデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat'
   INTO TABLE person_table
   FIELDS TERMINATED BY ','
   (name      CHAR(20),
1  ext_fname    FILLER CHAR(40),
2  "RESUME"     LOBFILE(ext_fname) TERMINATED BY EOF)


データ・ファイル(sample.dat)


Johny Quest,jqresume.txt,
Speed Racer,'/private/sracer/srresume.txt',


セカンダリ・データ・ファイル(jqresume.txt)


             Johny Quest
         500 Oracle Parkway
            ...


セカンダリ・データ・ファイル(srresume.txt)


         Speed Racer
     400 Oracle Parkway
        ...





注意:

	
FILLERフィールドは、SQL*LoaderのCHARデータ型を使用して読み込まれる、40バイトのデータ・フィールドにマップされています。ここでは、デフォルトのバイト長セマンティクスの使用を想定しています。文字長セマンティクスが使用された場合、フィールドは40文字データ・フィールドにマップされます。


	
SQL*Loaderでは、FILLERフィールドext_fnameのLOBFILE名が使用されます。(CHARデータ型を使用する)LOBFILEの最初のバイトからEOF文字までのデータがロードされます。既存のLOBFILEが指定されていない場合、RESUMEフィールドは空に初期化されます。








事前に決められたサイズのLOB

例11-19では、制御ファイルの特定の列にロードするLOBのサイズを指定します。ロード時、列にロードしたLOBデータは、指定したサイズとみなされます。事前に決められたサイズのフィールドでは、データ解析機能を最適に実行できます。ただし、すべてのLOBデータが必ずしも同じサイズであるとはかぎりません。


例11-19 事前に決められたサイズのLOBを使用したLOBデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE person_table
FIELDS TERMINATED BY ','
   (name     CHAR(20),
1  "RESUME"    LOBFILE(CONSTANT '/usr/private/jquest/jqresume.txt')
               CHAR(2000))


データ・ファイル(sample.dat)


Johny Quest,
Speed Racer,


セカンダリ・データ・ファイル(jqresume.txt)


             Johny Quest
         500 Oracle Parkway
            ...
             Speed Racer
         400 Oracle Parkway
            ...





注意:

	
このエントリでは、現行のロード・セッション中、SQL*Loaderが、最後にロードされたバイト位置に続けてロードを開始しCHARデータ型を使用して、jqresume.txt LOBFILEから2000バイトのデータをロードするように指定しています。ここでは、デフォルトのバイト長セマンティクスの使用を想定しています。文字長セマンティクスが使用された場合、SQL*Loaderでは、最後にロードされた文字の直後の文字から順番に、2000文字のデータがロードされます。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。








デリミタ付きフィールドのLOB

例11-20では、LOBFILEがデリミタ付きフィールドである場合の、LOBデータの例を示します。この形式では、サイズの異なるLOBを同じ列にロードしても、問題は発生しません。ただし、このような柔軟性によって、SQL*Loaderで区切り文字列を探してデータをスキャンする必要があるため、パフォーマンスに影響します。


例11-20 デリミタ付きLOBを使用したLOBデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE person_table
FIELDS TERMINATED BY ','
   (name     CHAR(20),
1  "RESUME"    LOBFILE( CONSTANT 'jqresume') CHAR(2000) 
               TERMINATED BY "<endlob>\n")


データ・ファイル(sample.dat)


Johny Quest,
Speed Racer,


セカンダリ・データ・ファイル(jqresume.txt)


             Johny Quest
         500 Oracle Parkway
            ... <endlob>
             Speed Racer
         400 Oracle Parkway
            ... <endlob>





注意:

	
CHARの最大長に2000が指定されているため、SQL*Loaderで、フィールドの最大長を推測でき、メモリーの使用量を最適化できます。最大長を指定する場合、小さすぎる値は指定しないように注意してください。TERMINATED BY句は、LOBを終了する文字列を指定します。かわりに、ENCLOSED BY句も使用できます。ENCLOSED BY句を使用すると、LOBFILE内でのLOBの相対的な位置指定に関して、多少柔軟に対応できます(LOBFILE内のLOBには順序が不要)。








Length-Value Pairで指定したLOB

例11-21では、LOBFILEの各LOBの先頭でデータ長が定義されています。VARCHAR、VARCHARCまたはVARRAWデータ型を使用して、この方法で編成されたLOBデータをロードできます。

このロード方法を使用すると、デリミタ付きフィールドを使用するより高いパフォーマンスを得ることができます。ただし、柔軟性は損なわれます(たとえば、各LOBのロード前に、LOBの長さの確認が必要です)。


例11-21 Length-Value Pairを指定したLOBを使用したLOBデータのロード

制御ファイルの内容


LOAD DATA 
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE person_table
FIELDS TERMINATED BY ','
   (name          CHAR(20),
1  "RESUME"       LOBFILE(CONSTANT 'jqresume') VARCHARC(4,2000))


データ・ファイル(sample.dat)


Johny Quest,
Speed Racer,


セカンダリ・データ・ファイル(jqresume.txt)


2      0501Johny Quest
       500 Oracle Parkway
          ... 
3      0000   





注意:

	
VARCHARC(4,2000)のエントリによって、LOBFILEのLOBがLength-Value Pair形式であり、最初の4バイトが長さを示すことをSQL*Loaderに指定します。この2000という値は、フィールドの最大サイズが2000であることを示します。ここでは、デフォルトのバイト長セマンティクスの使用を想定しています。文字長セマンティクスが使用された場合、最初の4文字は文字単位の長さとして解釈されます。フィールドの最大サイズは2000文字です。詳細は、「文字長セマンティクス」を参照してください。


	
Johny Questの前の0501は、次の501文字がLOBのデータであることを示します。


	
このエントリは、LOBが空である(NULLではない)ことを示します。










LOBFILEからLOBをロードする場合の考慮点

LOBFILEからデータをロードする場合は、次のことに注意してください。

	
LOBおよびXML列のみがLOBFILEからロードできます。


	
特定のLOBのロードが失敗した場合、そのLOBを含むレコードは拒否されません。かわりに、そのレコードのLOBは、空のLOBになります。XML列の場合、LOBのロード中に失敗するとNULL値が挿入されます。


	
LOB列に対応するフィールドの最大長を指定する必要はありません。最大長を指定すると、SQL*Loaderでは最大長をメモリー使用量の最適化のヒントに使用します。そのため、最大長の指定では、実際の最大長よりも小さい値を指定しないでください。


	
LOBFILEからデータをロード中、位置指定(pos_spec)はできません。


	
NULLIFまたはDEFAULTIFのフィールド条件は、LOBFILEから読み込まれたフィールドに基づくことはできません。


	
存在しないLOBFILEをフィールドのデータ・ソースに指定すると、そのフィールドは初期化されて空になります。そのフィールドを空にできない場合は、NULLに初期化されます。


	
表レベル・デリミタは、LOBFILEから読み込まれるフィールドには指定できません。


	
従来型パス・モードでSQL式を使用してXML列をロードするか、LOB列を参照する場合は、SQL*LoaderでLOBデータを一時LOBとして処理する必要があります。このような場合のロード・パフォーマンスを最適化するには、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』の一時LOBのパフォーマンスに関するガイドラインを参照してください。













BFILE列のロード

BFILEデータ型には、データベースの外側にあるオペレーティング・システム・ファイルの非構造化バイナリ・データが格納されます。BFILE列または属性には、データを含む外部ファイルを示すロケータが格納されます。BFILEとしてロードされるファイルは、ロード時に存在している必要はなく、後で作成できます。SQL*Loaderでは、必要なオブジェクト(サーバーのファイル・システム上の物理ディレクトリに対する論理的な別名)がすでに作成されていると想定しています。詳細は、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

BFILE列に対応する制御ファイルのフィールドの記述は、列名の後にBFILE句を記述して行います。BFILE句には、引数としてディレクトリ・オブジェクト(server_directoryの別名)名の後にBFILE名が必要です。いずれの引数も文字列定数として指定するか、他のフィールドを介して動的にロードできます。詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

次の2つのBFILEのロード例を示します。例11-22では、1つのファイル名のみを動的に指定する方法を、例11-23では、BFILEとディレクトリ・オブジェクトの両方を動的に指定する方法を示します。


例11-22 BFILEを使用したデータのロード: ファイル名のみを動的に指定

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE sample.dat
INTO TABLE planets
FIELDS TERMINATED BY ','
   (pl_id    CHAR(3), 
   pl_name   CHAR(20),
   fname     FILLER CHAR(30),
1  pl_pict   BFILE(CONSTANT "scott_dir1", fname))


データ・ファイル(sample.dat)


1,Mercury,mercury.jpeg,
2,Venus,venus.jpeg,
3,Earth,earth.jpeg,





注意:

	
ディレクトリ名は引用符に囲まれており、そのまま使用されるため、文字列は大文字にせずそのまま指定します。





例11-23 BFILEを使用したデータのロード: ファイル名およびディレクトリを動的に指定

制御ファイルの内容


LOAD DATA
INFILE sample.dat
INTO TABLE planets
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (pl_id    NUMBER(4), 
   pl_name   CHAR(20), 
   fname     FILLER CHAR(30),
1  dname     FILLER CHAR(20),
   pl_pict   BFILE(dname, fname) )


データ・ファイル(sample.dat)


1, Mercury, mercury.jpeg, scott_dir1,
2, Venus, venus.jpeg, scott_dir1,
3, Earth, earth.jpeg, scott_dir2,





注意:


	
dnameは、ロードしたファイルに対応するディレクトリ名を含む、データ・ファイルのフィールドにマップされています。









コレクション(ネストした表およびVARRAY)のロード


LOBと同様、コレクションも、プライマリ・データ・ファイル(データ・インライン)またはセカンダリ・データ・ファイル(データ・アウトライン)のいずれかからロードできます。SDFの詳細は、「セカンダリ・データ・ファイル(SDF)」を参照してください。

コレクション・データをロードする場合、コレクションに属するデータのインスタンスが終了したことをSQL*Loaderに伝える機能が必要です。これには、2つの方法があります。

	
それぞれのネストした表またはVARRAYインスタンスにロードされる行または要素の数を指定するには、DDL構文のCOUNT関数を使用します。COUNTに指定する値は、数字または数字を含む文字列のいずれかで、制御ファイルでCOUNT句よりも先に記述する必要があります。この位置の依存性は、COUNT句に固有です。COUNT(0)またはCOUNT(cnt_field)を指定して、カレント行のcnt_fieldが0の場合は、NULLIF句によって上書きされないかぎり、空のコレクション(NULLではない)になります。詳細は、「count_spec」を参照してください。

制御ファイルでCOUNT句によってフィールドが指定され、そのフィールドがカレント行でNULLに設定されている場合、そのカウントを使用するコレクションは、カレント行でも空に設定されます。


	
TERMINATED BYおよびENCLOSED BY句を使用して、一意のコレクション・デリミタを指定します。SDF句が使用されている場合、この方法は使用できません。




制御ファイルでは、コレクションは、列オブジェクトと同様に記述します。詳細は、「列オブジェクトのロード」を参照してください。一部、次のような相違点があります。

	
コレクションの記述には、前述の2つの機能を使用します。


	
コレクションの記述には、セカンダリ・データ・ファイル(SDF)を指定できます。


	
同じSDFのフィールド上にないかぎり、NULLIFまたはDEFAULTIF句ではSDFのフィールドを参照できません。


	
フィールド名を引数として使用する句には、同じコレクションのフィールドに対するDDL指定でないかぎり、コレクション内のフィールド名を使用できません。


	
フィールド・リストには、非FILLERフィールドが1つと、複数のFILLERフィールドが含まれている必要があります。VARRAYが列オブジェクトのVARRAYの場合、列オブジェクトの属性は、ネストしたフィールド・リストに記述されます。





ネストした表およびVARRAYでの制限事項

ネストした表およびVARRAYには次の制限事項があります。

	
field_listには、collection_fld_specを含めることはできません。


	
VARRAY内にネストしたcol_obj_specには、collection_fld_specを含めることはできません。


	
field_listの一部として指定したcolumn_nameは、VARRAYパラメータを前に付けたcolumn_nameと同一である必要があります。




また、ネストした表を含む表にロードする場合、複数のロードへの細分化およびセットIDの生成は自動的に行われないため注意してください。

例11-24に、VARRAYおよびネストした表のロード例を示します。


例11-24 VARRAYおよびネストした表のロード

制御ファイルの内容


   LOAD DATA
   INFILE 'sample.dat' "str '\n' "
   INTO TABLE dept
   REPLACE
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   (
     dept_no       CHAR(3),
     dname         CHAR(25) NULLIF dname=BLANKS,
1    emps          VARRAY TERMINATED BY ':'
     (
       emps        COLUMN OBJECT
       (
         name      CHAR(30),
         age       INTEGER EXTERNAL(3),
2        emp_id    CHAR(7) NULLIF emps.emps.emp_id=BLANKS
     )
   ),
3   proj_cnt      FILLER CHAR(3),
4   projects      NESTED TABLE SDF (CONSTANT "pr.txt" "fix 57") COUNT (proj_cnt)
  (
    projects    COLUMN OBJECT
    (
      project_id        POSITION (1:5) INTEGER EXTERNAL(5),
      project_name      POSITION (7:30) CHAR 
                        NULLIF projects.projects.project_name = BLANKS
    )
  )
)


データ・ファイル(sample.dat)


 101,MATH,"Napier",28,2828,"Euclid", 123,9999:0
 210,"Topological Transforms",:2


セカンダリ・データ・ファイル(SDF)(pr.txt)


21034 Topological Transforms
77777 Impossible Proof





注意:

	
TERMINATED BY句では、VARRAYのインスタンス終了記号(COUNT句は使用されていないことに注意)を指定します。


	
このFILLERフィールドの存在によって発生するフィールド名の競合は、フルネームによるフィールド参照(ドット表記法を使用)によって解決されます。


	
proj_cntは、COUNT句に対する引数として使用するFILLERフィールドです。


	
このエントリでは、次の内容が指定されます。

	
pr.txtと呼ばれるSDFをデータのソースとして指定します。また、SDF内で固定レコード形式を指定します。


	
COUNT句が0の場合、コレクションは空に初期化されます。コレクションを空に初期化するもう1つの方法は、DEFAULTIF句を使用する方法です。ネストした表のフィールドの記述に対応するメイン・フィールド名は、そのネストした非FILLERフィールドのフィールド名、特に、列オブジェクトのフィールド名の記述と同じです。












セカンダリ・データ・ファイル(SDF)

セカンダリ・データ・ファイル(SDF)とプライマリ・データ・ファイルの概念は類似しています。プライマリ・データ・ファイルと同様に、SDFはレコードの集まりで、各レコードはフィールドで構成されています。SDFは、制御ファイルのフィールドごとに指定されます。大きいネストした表およびVARRAYをロードする場合に有効です。




	
注意:

SDFをデータ・ソースとして命名できるのは、collection_fld_specのみです。







SDFを指定するには、SDFパラメータを使用します。SDFパラメータの後に、ファイル指定文字列、または1つ以上のファイル指定文字列を含むデータ・フィールドにマップされたFILLERフィールドを指定します。

プライマリ・データ・ファイルの場合、各SDFについて次を指定できます。

	
レコード形式(固定、ストリームまたは可変)の指定。また、ストリーム・レコード形式が使用される場合、レコード・セパレータを指定できます。


	
レコード・サイズの指定


	
CHARACTERSET句を使用した、SDFのキャラクタ・セットの指定(「異なる文字コード体系の処理」を参照)。


	
特にSDF指定(SDF指定を含むコレクションのすべてのメンバー・フィールドまたは属性で、LOBFILEフィールドを含むフィールドを除く)のあるフィールドに対するデフォルトのデリミタの指定(デリミタ指定を使用)




SDFについては、次のことにも注意してください。

	
存在しないSDFをフィールドのデータ・ソースに指定すると、そのフィールドは初期化されて空になります。そのフィールドを空にできない場合は、NULLに初期化されます。


	
表レベル・デリミタは、SDFから読み込まれるフィールドには指定できません。


	
64KBを超えるSDFをロードするには、READSIZEパラメータを使用してより大きな物理レコード・サイズを指定できます。コマンドラインからでも、OPTIONS句の一部としてでもREADSIZEパラメータを指定できます。



	
参照:

	
「READSIZE(読取りバッファ・サイズ)」


	
「OPTIONS句」


	
「sdf_spec」




















動的および静的SDF指定

SDFを静的に指定(実際のファイル名を指定)するか、または動的に指定(FILLERフィールドをファイル名のソースとして使用)できます。いずれの場合も、SDFのEOFに到達するとファイルはクローズされ、そのファイルからさらにデータを読み込む場合は、空のフィールドからデータを読み込むことになります。

動的セカンダリ・ファイル指定では、動作は多少異なります。参照ファイルの指定が変更されると、常に、古いファイルはクローズされ、データは新しい参照先ファイルの最初から読み込まれます。

このようなデータ・ソース・ファイルの動的な切替えは、リセットの効果があります。たとえば、SQL*Loaderを使用して、現行のファイルから前回オープンしていたファイルに切り替える場合、前回オープンしていたファイルを再オープンし、そのファイルの最初からデータが読み込まれます。

同じSDFを、2つの異なるフィールドのソースとして指定しないでください。指定すると、通常、2つのフィールドは、データを別々に読み取ります。






親表を子表から分割してのロード


ネストした表の列を含む表をロードする場合、親表を子表から分割してロードする場合があります。SID(システム生成またはユーザー定義)がロード時にわかっている場合(SIDがデータとともにデータ・ファイルにある場合)、親表と子表を別々にロードできます。

例11-25に、ユーザー定義SIDを使用した親表のロード方法を示します。


例11-25 ユーザー定義SIDを使用した親表のロード

制御ファイルの内容


   LOAD DATA
   INFILE 'sample.dat' "str '|\n' "
   INTO TABLE dept
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   TRAILING NULLCOLS
   ( dept_no   CHAR(3),
   dname       CHAR(20) NULLIF dname=BLANKS ,
   mysid       FILLER CHAR(32),
1  projects    SID(mysid))


データ・ファイル(sample.dat)


101,Math,21E978407D4441FCE03400400B403BC3,|
210,"Topology",21E978408D4441FCE03400400B403BC3,|





注意:

	
mysidは、実際のSIDを含むデータ・ファイルのフィールドにマップされているFILLERフィールドで、SID句に対する引数として指定できます。




例11-26に、ユーザー定義SIDを使用した子表(ネストした表の記憶表)のロード方法を示します。


例11-26 ユーザー定義SIDを使用した子表のロード

制御ファイルの内容


   LOAD DATA
   INFILE 'sample.dat'
   INTO TABLE dept
   FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
   TRAILING NULLCOLS
1  SID(sidsrc)
   (project_id     INTEGER EXTERNAL(5),
   project_name   CHAR(20) NULLIF project_name=BLANKS,
   sidsrc FILLER  CHAR(32))


データ・ファイル(sample.dat)


21034, "Topological Transforms", 21E978407D4441FCE03400400B403BC3,
77777, "Impossible Proof", 21E978408D4441FCE03400400B403BC3,





注意:

	
表レベルのSID句を指定すると、SQL*Loaderによって、ネストした表の記憶表がロードされます。sidsrcは、実際のSIDのソースである、FILLERフィールド名です。





VARRAY列ロード時のメモリーの問題

次に、VARRAY列をロードする場合の注意事項を示します。

	
VARRAYは、データベースにロードされる前にクライアント・メモリーに作成されます。VARRAYの各要素には、データベースにロードする前に、4バイトのクライアント・メモリーが必要です。そのため、1000個の要素を持つVARRAYをロードする場合は、VARRAYをデータベースにロードする前に、それぞれのVARRAYインスタンスに、4000バイト以上のクライアント・メモリーが必要です。多くの場合、SQL*Loaderでは、VARRAYの構築やロードに、2倍から3倍のメモリー量を必要とします。


	
BINDSIZEパラメータを使用して、SQL*Loaderでレコードのロードに割り当てるメモリーの量を指定します。BINDSIZEに指定された値に応じて、SQL*Loaderで、ロード中の各フィールドのサイズを考慮し、1回のトランザクションでロードできる行数を判断します。行数が多ければトランザクションは少なくなり、パフォーマンスは向上します。ただし、システムのメモリー量に制限がある場合、パフォーマンスを優先せず、SQL*Loaderで算出した値より低い値をROWSに指定できます。


	
非常に大きいVARRAYまたは多数の小さいVARRAYが原因で、ロード中にメモリーが不足する場合があります。この場合は、BINDSIZEまたはROWSにより小さい値を指定し、再ロードします。
















 
12 従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロード

この章では、SQL*Loaderの従来型パス・ロードとダイレクト・パス・ロードの方法について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
データのロード方法


	
従来型パス・ロード


	
ダイレクト・パス・ロード


	
ダイレクト・パス・ロードの使用


	
ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスの最適化


	
複数CPUシステムのダイレクト・パス・ロードの最適化


	
索引メンテナンスの回避


	
ダイレクト・ロード、整合性制約およびトリガー


	
パラレル・データ・ロード・モデル


	
一般的なパフォーマンス改善のヒント




ダイレクト・パス・ロードを使用した例は、「事例6: ダイレクト・パス・ロード方式を使用したデータのロード」を参照してください。その他の事例では、従来型パス・ロードを使用しています。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)



データのロード方法

SQL*Loaderでデータをロードするには、次の2つの方法があります。

	
従来型パス・ロード


	
ダイレクト・パス・ロード




従来型パス・ロードでは、Oracle Databaseの表に対して(1つ以上の)SQL INSERT文が実行されます。ダイレクト・パス・ロードでは、Oracleデータ・ブロックをフォーマットし、データ・ブロックを直接データ・ファイルに書き込むため、Oracle Databaseのオーバーヘッドが大幅に削減されます。ダイレクト・パス・ロードでは、データベース・リソースに対して他のユーザーとの競合が発生しないため、ディスク速度に近い速度でデータをロードできます。この章では、ダイレクト・パス・ロード固有の問題(制限、セキュリティ、バックアップなど)について説明します。

データをロードする表はデータベース中に存在している必要があります。SQL*Loaderでは、表は作成されません。すでにデータが含まれているか、または空である既存の表にロードされます。

ロードを実行するには、次の権限が必要です。

	
ロードする表についてのINSERT権限。


	
ロードする表にすでにデータが存在するために、REPLACEオプションまたはTRUNCATEオプションを使用して古いデータを削除してから新しくデータをロードする場合には、その表についてのDELETE権限。




図12-1に、従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロードでのデータベースへの書込み方法を示します。


図12-1 SQL*Loaderダイレクト・パスおよび従来型パスでのデータベースの書込み

[image: 図12-1の説明が続きます。]






ROWID列のロード

従来型パス・ロードおよびダイレクト・パス・ロードの両方において、ROWID列のテキスト値を指定できます。(これは、SELECT ROWID FROM table_nameの処理の実行時に取得するテキストと同じです。)ROWIDの文字列解釈は、表内の列に対してはROWID型に変換されます。








従来型パス・ロード

従来型パス・ロード(デフォルト)では、SQL INSERT文とバインド配列バッファを使用して、データをデータベース表にロードします。この方法は、すべてのOracleのツール製品およびApplicationsで使用されます。

SQL*Loaderで従来型パス・ロードを実行する場合、バッファ・リソースに関して他のすべてのプロセスと同等の処理が行われるため、競合が発生します。このため、ロードにかなりの時間がかかります。また、SQL文が生成され、Oracleに渡されてから実行されるため、さらにオーバーヘッドが発生します。

挿入が発生すると、常に、Oracle Databaseで空き領域のあるブロック(ディスク内に散在して、部分的に書込み可能なブロック)が検索され、そこにデータが書き込まれます。通常のデータベース使用の場合はそれほどでもありませんが、このアクションは大量データのロード速度を大幅に低下させることがあります。




	
参照:

「中断された従来型パス・ロード」









単一パーティションの従来型パス・ロード

従来型パス・ロードでは、SQL INSERT文を使用します。ただし、従来型パスで単一パーティションに対してロードする場合は、SQL*Loaderで次のような形式のINSERT文のパーティション拡張構文を使用します。


INSERT INTO TABLE T PARTITION (P) VALUES ... 





OracleカーネルのSQLレイヤーでは、挿入される行が指定のパーティションに対応するかどうかを判断します。行が指定のパーティションに対応しない場合、その行は拒否され、そのことを示すエラー・メッセージがSQL*Loaderログ・ファイルに記録されます。





従来型パスを使用する場合

ロードを高速にするには、従来型パス・ロードよりダイレクト・ パス・ロードを使用します。ただし、ダイレクト・パス・ロードにはいくつかの制限があるため、従来型パス・ロードを使用する必要がある場合もあります。次のような場合には、従来型パス・ロードを使用します。

	
ロードと並行して索引付き表にアクセスする場合、またはロードと並行して索引なしの表に挿入または更新を行う場合。

ダイレクト・パス・ロード(パラレル・ロードは除く)を使用するには、SQL*Loaderに、表への排他的書込み権限と、すべての索引への排他的読取り権限および書込み権限が必要です。


	
データをクラスタ表にロードする場合。

ダイレクト・パス・ロードでは、クラスタ表に対するロードはサポートされていません。


	
比較的少数の行を索引付きの大きな表にロードする場合。

ダイレクト・パス・ロードでは、既存の索引を新しい索引キーとマージするために、既存の索引をコピーします。既存の索引が非常に大きく、新しいキーの数が非常に少ない場合は、索引をコピーする時間が、ダイレクト・パス・ロードで節約できる時間を相殺してしまうことがあります。


	
参照整合性制約および列チェック整合性制約のある大きな表に、比較的少数の行をロードする場合。

これらの制約は、ダイレクト・パスでロードした行には適用できないため、ロードが継続している間は使用禁止になります。そして、ロードが完了した時点で表全体に適用されます。表が非常に大きく、新しい行の数が少ない場合は、この処理にかかる時間が節約した時間より多くなる可能性があります。


	
レコードのロード時に、次のような状況でレコードが拒否されることを確認する場合。

	
レコードの挿入でOracleエラーが発生した場合。


	
レコードが間違ってフォーマットされたため、SQL*Loaderでフィールドの境界を見つけられない場合。


	
レコードが制約に違反した場合、または一意の索引を非一意にしようとした場合。














ダイレクト・パス・ロード

バインド配列バッファに書き込むかわりに、SQL INSERT文を使用して、バインド配列をOracle Databaseに渡します。ダイレクト・パス・ロードは、ダイレクト・パスAPIを使用して、ロードされるデータをサーバーのロード・エンジンに渡します。ロード・エンジンは、渡されたデータから列配列構造体を作成します。

ダイレクト・パス・ロード・エンジンは、列配列構造体を使用してOracleデータ・ブロックをフォーマットし、索引キーを作成します。新しくフォーマットされたデータベース・ブロックが直接データベースに書き込まれます(ホスト・プラットフォームが非同期I/Oをサポートしている場合、非同期書込みを使用して1つのI/O要求に対して複数のブロックを書き込むことができます)。

内部的には、フォーマットされたブロック用に複数のバッファが使用されます。ホスト・プラットフォームで非同期I/Oが可能な場合は、あるバッファに書き込んでいる間に1つ以上のバッファへの書込みが行われます。この場合、I/Oを伴う処理がオーバーラップするため、ロード・パフォーマンスが向上します。




	
参照:

「中断されたダイレクト・パス・ロード」








ダイレクト・パス・ロード時のデータ変換

ダイレクト・パス・ロード時には、サーバー側ではなくクライアント側でデータ変換が発生します。初期化パラメータ・ファイルのNLSパラメータ(サーバー側の言語ハンドル)は使用されません。この動作を変更するには、SQL*Loaderの制御ファイルに書式マスクを指定する(初期化パラメータ・ファイルにNLSパラメータを設定することと同じ)か、または適切な環境変数を設定します。たとえば、フィールドに日付書式を指定するには、例12-1に示すとおりSQL*Loaderの制御ファイルに日付書式を設定するか、または例12-2に示すとおり環境変数NLS_DATE_FORMATを設定します。


例12-1 SQL*Loaderの制御ファイルに対する日付書式の設定


LOAD DATA
INFILE 'data.dat'
INSERT INTO TABLE emp
FIELDS TERMINATED BY "|"
(
EMPNO NUMBER(4) NOT NULL,
ENAME CHAR(10),
JOB CHAR(9),
MGR NUMBER(4),
HIREDATE DATE 'YYYYMMDD',
SAL NUMBER(7,2),
COMM NUMBER(7,2),
DEPTNO NUMBER(2)
)





例12-2 環境変数NLS_DATE_FORMATの設定

UNIXのBourneまたはKornシェルの場合:


% NLS_DATE_FORMAT='YYYYMMDD'
% export NLS_DATE_FORMAT


UNIXのcshの場合:


%setenv NLS_DATE_FORMAT='YYYYMMDD'







パーティション表またはサブパーティション表のダイレクト・パス・ロード

パーティション表またはサブパーティション表へロードする場合は、SQL*Loaderによって、行がパーティション化され、索引(索引もパーティション化できます)がメンテナンスされます。パーティション表またはサブパーティション表のダイレクト・パス・ロードは、パーティションまたはサブパーティションの多い表の場合、非常に多くのリソースを使用することに注意してください。




	
注意:

複数のパーティションに対してダイレクト・パス・ロードを実行する場合に領域エラーが発生すると、ロードは直前のコミット・ポイントにロールバックされます。コミット・ポイントが存在しない場合、ロード全体がロードバックされます。これによって、領域エラー後に検出されたデータが異なるパーティションに書き込まれることがなくなります。
ROWSパラメータを使用して、コミット・ポイントの頻度を指定できます。ROWSパラメータが指定されていない場合、ロード全体がロールバックされます。













単一パーティションまたはサブパーティションのダイレクト・パス・ロード

パーティション表の単一パーティションまたはサブパーティションをロードするとき、SQL*Loaderによって、行がパーティション化され、SQL*Loader制御ファイルに指定されたパーティションまたはサブパーティションにマップできない行はすべて拒否されます。ロードされるデータのパーティションまたはサブパーティションに対応するローカル索引パーティションは、SQL*Loaderによってメンテナンスされます。単一パーティションまたはサブパーティションのダイレクト・パス・ロードでは、グローバル索引はメンテナンスされません。ただし、ダイレクト・パスで単一パーティションに対してロードする場合、SQL*Loaderでは次のような形式のLOAD文のパーティション拡張構文を使用します。


LOAD INTO TABLE T PARTITION (P) VALUES ... 

LOAD INTO TABLE T SUBPARTITION (P) VALUES ... 


パーティション表またはサブパーティション表の1つのパーティションをロードしている間も、その表の他のパーティションに対してはDML操作やダイレクト・パス・ロードを行うことができます。

ダイレクト・パス・ロードでは、データベース処理は最小限に抑えられますが、ロードの開始時と終了時に、それぞれロードの初期化と終了処理のためにOracle Databaseに対するコールが数回実行されます。また、ロードの初期化中に必要なDMLロックがかけられ、ロード終了時に解除されます。ロード中には、索引キーが作成されてソートに使用されたり、必要に応じて新しいエクステントを取得するために領域管理ルーチンを使用することによって、データ・セーブポイントの上限(最高水位標)を調整するなどの動作も発生します。上限の調整の詳細は、「データ・セーブを使用したデータ損失の防止」を参照してください。





ダイレクト・パス・ロードのメリット

ダイレクト・パス・ロードは、従来型パス・ロードよりも処理が高速です。その理由は次のとおりです。

	
一部使用中の部分ブロックを使用しないため、空きブロックを検索するための読取り処理が不要で、書込みも少なくなります。


	
SQL*LoaderはSQL INSERT文を実行しないため、Oracle Databaseの処理負荷が減ります。


	
表と索引をロード開始時にロックするようにOracleに要求し、ロード完了時にロック解除を要求します。これに対し、従来型パス・ロードでは、行配列ごとにOracleを1回コールして、SQL INSERT文を処理します。


	
マルチ・ブロックの非同期I/Oを使用してデータベース・ファイルに書き込みます。


	
ダイレクト・パス・ロードを使用するプロセスは、Oracleのバッファ・キャッシュを使用するのではなく、そのプロセス独自の書込みI/Oを実行します。これによって、他のOracleユーザーとの競合を最少にします。


	
SORTED INDEXESオプションを指定すると、使用システムまたはインストール環境に固有の高性能ソート・ルーチンを使用して、データを事前にソートしておくことができます。


	
ロードする表が空の場合、事前ソート・オプションを使用すると索引作成のソート段階とマージ段階を省略できます。索引は、データの挿入時に作成されます。


	
インスタンス障害からのリストアに、REDOログ・ファイル・エントリは必要ありません。したがって、次の場合は、ロード時のログを記録する時間は不要です。

	
Oracle Databaseで、SQL NOARCHIVELOGパラメータが使用可能な場合


	
SQL*LoaderのUNRECOVERABLE句が使用可能な場合


	
ロードするオブジェクトのSQL NOLOGGINGパラメータが設定されている場合




詳細は、「インスタンス・リカバリおよびダイレクト・パス・ロード」を参照してください。








ダイレクト・パス・ロード使用上の制限

ダイレクト・パス・ロードを使用するには、次の条件を満たしている必要があります。

	
ロードする表はクラスタ化できません。


	
ロードする表は、INSERTでアクティブなOracle Virtual Private Database (VPD)ポリシー含むことができません。


	
ロードするセグメントに未処理のアクティブ・トランザクションを含むことはできません。

この条件が満たされているかどうかを確認するには、MONITOR TABLEというOracle Enterprise Managerコマンドを使用して、ロードする表のオブジェクトIDを検索します。次に、MONITOR LOCKコマンドを使用して、表にロックがかけられているかどうか調べます。


	
Oracle9iより前のリリースのデータベースでは、クライアントとサーバーが同じリリースである場合のみ、SQL*Loaderのダイレクト・パス・ロードを実行できます。また、Oracle9iのデータのダイレクト・パス・ロードは、以前のリリースのデータベースに対しては実行できません。たとえば、ダイレクト・パス・ロードを使用して、リリース9.0.1のデータベースからリリース8.1.7のデータベースにデータをロードすることはできません。

Oracle9i以上では、クライアントとサーバーのリリースが異なる場合にも、SQL*Loaderのダイレクト・パス・ロードを実行できます。ただし、両方がリリース9.0.1以上で、クライアントのリリースは、サーバーのリリース以下である必要があります。たとえば、リリース9.0.1のデータベースからリリース9.2のデータベースへのダイレクト・パス・ロードを実行できます。ただし、リリース10.0.0のデータベースからリリース9.2のデータベースへのデータのロードに、ダイレクト・パス・ロードを使用することはできません。




次の機能は、ダイレクト・パス・ロードでは使用できません。

	
親表を子表とともにロード


	
BFILE列のロード


	
ロード時のCREATE SEQUENCEの使用。これは、ダイレクト・パスではINSERT文が生成されないため、ダイレクト・パス・ロードでは、次の値をフェッチするSQLが生成されないことが理由です。








単一パーティションのダイレクト・パス・ロードでの制限

前述の制限に加え、単一のパーティションをロードするときには次の制限があります。

	
パーティションのある表に、グローバル索引が定義されていないこと。


	
パーティションのある表に対して、参照制約およびCHECK制約が使用禁止であること。


	
トリガーが使用禁止であること。








ダイレクト・パスを使用する場合

前述の制限のいずれにも該当しない場合は、次のようなときにダイレクト・パス・ロードを使用してください。

	
短時間で大量のデータをロードする必要がある場合。ダイレクト・パス・ロードによって、大量のデータを高速ロードし、索引付けできます。表が空であるかどうかにかかわらず、データをロードできます。


	
最大のパフォーマンスを得るため、データをパラレルでロードする場合。詳細は、「パラレル・データ・ロード・モデル」を参照してください。








整合性制約

ダイレクト・パス・ロード時には、すべての整合性制約が適用されます。ただし、すべての制約が同時に適用されるとはかぎりません。ロード中にはNOT NULL制約が施行されます。これらの制約に従っていないレコードは拒否されます。

ロード中およびロード後に、UNIQUE制約が施行されます。UNIQUE制約に違反するレコードは拒否されます(制約違反が検出されると、そのレコードはメモリー内で使用不可になります)。

他の行または表に依存する整合性制約(参照制約など)は、ダイレクト・パス・ロード実行前に使用禁止になります。そのため、ロード後に再び使用可能にする必要があります。REENABLEを指定すると、SQL*Loaderにより、これらの制約はロード終了時に自動的に使用可能に戻されます。制約が再び使用可能になった時点で、表全体(すべての行)に対してチェックが行われます。このチェックでエラーが見つかった行は、指定されたエラー・ログに書き込まれます。詳細は、「ダイレクト・ロード、整合性制約およびトリガー」を参照してください。





ダイレクト・パスのフィールド・デフォルト

ダイレクト・パス・ロードを使用する場合、データベースに定義されているデフォルトの列指定は使用できません。デフォルト値を設定するフィールドに対しては、DEFAULTIF句を使用して指定する必要があります。DEFAULTIF句が指定されておらず、フィールドがNULLである場合は、NULL値がデータベースに挿入されます。






シノニムへのロード

ダイレクト・パス・ロードでは、表のシノニムにデータをロードできます。ただし、そのためには、そのシノニムが表または単純表のビューを直接指している必要があります。次の制約事項に注意してください。

	
ユーザー定義の型またはXMLデータを持つ表にビューが存在する場合、ダイレクト・パス・モードは使用できません。


	
ダイレクト・パス・モードでは、SQL式を含むSQL*Loader制御ファイルを使用してビューをロードすることはできません。











ダイレクト・パス・ロードの使用

この項では、SQL*Loaderのダイレクト・パス・ロードの使用方法を説明します。


ダイレクト・パス・ロードのセットアップ

ダイレクト・パス・ロード用にデータベースを準備するには、セットアップ・スクリプトのcatldr.sqlを実行し、必要なビューを作成します。このスクリプトは、ダイレクト・ロードを行う予定のデータベースそれぞれに対して1回のみ実行します。データベースのインストール時に、ダイレクト・ロードを実行することがわかっている場合は、データベースのインストール中にこのスクリプトを実行することもできます。






ダイレクト・パス・ロードの指定

SQL*Loaderをダイレクト・パス・ロード・モードで起動するには、次の形式で、コマンドラインまたはパラメータ・ファイル(使用している場合)のDIRECTパラメータにtrueを設定します。


DIRECT=true





	
参照:

	
ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスの最適化に使用可能なパラメータの詳細は、「ダイレクト・パス・ロード・パフォーマンスの最適化」を参照してください。


	
複数CPUシステムまたは分散システムでダイレクト・パス・ロードを使用する場合は、「複数CPUシステムのダイレクト・パス・ロードの最適化」を参照してください。
















索引の作成

一時記憶域を使用すると、ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスが向上します。各ブロックがフォーマットされた後、新しい索引キーがソート(一時)セグメントに挿入されます。ロードが終了すると、古い索引と新しいキーがマージされ、新しい索引が作成されます。古い索引、ソート(一時)セグメント、新しい索引セグメントでは、すべてのマージが完了するまで記憶域が必要です。最後に、古い索引と一時セグメントが削除されます。

従来型パス・ロードでは、行が挿入されるたびに索引が更新されます。この方法では一時記憶域は不要ですが、処理に時間がかかります。


パフォーマンスの向上

メモリーに制限があるシステムでパフォーマンスを向上するには、SINGLEROWパラメータを使用します。詳細は、「SINGLEROWオプション」を参照してください。




	
注意:

ダイレクト・ロード時にデータの事前ソートを指定してあり、既存の索引が空である場合、一時セグメントは不要で、マージも行われません。この場合は、索引にキーが直接付加されます。詳細は、「ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスの最適化」を参照してください。







複数の索引が作成されると、古い索引の他に、各索引に対応する一時セグメントが同時に存在するようになります。次に、新しいキーは一度に1索引ずつ古い索引とマージされます。新しい各索引が作成されると、古い索引とそれに対応する一時セグメントは削除されます。




	
参照:

索引のサイズを計算する方法および記憶域パラメータを設定する方法の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。












一時セグメント記憶域要件

新しい索引キーの格納に必要な一時セグメント領域の大きさ(バイト単位)を計算するには、次の式を使用します。


1.3 * key_storage


この式では、キー記憶域が次のように定義されます。


key_storage = (number_of_rows) *
     ( 10 + sum_of_column_sizes + number_of_columns )


この式における列(column)とは、索引の列を意味します。ここでは、1列につき1バイトを使用しています。さらに、ROWIDやその他のオーバーヘッドとして1行につき10バイトを計算に入れています。

定数1.3は、ソートに必要な追加領域の平均的な大きさを反映しています。この値は、データの順序がきわめてランダムな場合に有効です。データが逆の順序に並んでいると、ソートには2倍のキー記憶域が必要となるため、そのときは定数値を2.0とします。ただし、これは最悪の場合です。

データが完全にソートされている場合は、索引エントリを格納できる領域のみが必要なため、そのときの定数の値は1.0に下がります。詳細は、「高速索引付けのためのデータの事前ソート」を参照してください。








使用禁止状態(Index Unusable)のままの索引

ロードされているデータ・セグメントが、その索引の索引セグメントより新しいものになると、SQL*Loaderによって索引が索引使用禁止状態になります。

SQL文が索引使用禁止状態の索引を参照しようとすると、エラーが発生します。ダイレクト・パス・ロードの実行時に、次のような状況が発生すると、索引またはパーティション索引のパーティションは索引使用禁止状態になります。

	
SQL*Loaderで索引のための領域が少なくなり、索引が更新できない場合。


	
データがSORTED INDEXES句で指定した順序になっていない場合。


	
インスタンス障害が発生したか、または索引作成中にOracleシャドウ・プロセスが失敗した場合。


	
一意の索引内に重複キーがある場合。


	
データ・セーブポイントを使用中、データ・セーブポイント発生後にロードが正常に実行されないか、またはキーボードからの中断によって終了された場合。




ある索引が索引使用禁止状態かどうかを調べるには、次に示す簡単な問合せを実行します。


SELECT INDEX_NAME, STATUS
   FROM USER_INDEXES 
   WHERE TABLE_NAME = 'tablename';


表の所有者でない場合は、USER_INDEXESのかわりに、ALL_INDEXESまたはDBA_INDEXESを検索してください。

ある索引パーティションが使用禁止状態かどうかを調べるには、次に示す問合せを実行します。


SELECT INDEX_NAME, 
       PARTITION_NAME,
       STATUS FROM USER_IND_PARTITIONS
       WHERE STATUS != 'VALID';


表の所有者でない場合は、USER_IND_PARTITIONSのかわりに、ALL_IND_PARTITIONSおよびDBA_IND_PARTITIONSを検索します。






データ・セーブを使用したデータ損失の防止

データ・セーブを使用して、インスタンス障害によるデータ損失を回避できます。最後のセーブポイントにロードされたすべてのデータが、インスタンス障害から保護されます。インスタンス障害後にロードを続行する場合は、障害発生前に入力ファイルから何行処理されたか判別し、SKIPパラメータを使用して、処理済の行をスキップします。

表に索引がある場合には、まず索引を削除してからロードを続行します。ロードの終了後、索引を再作成してください。メディア障害およびインスタンス・リカバリの詳細は、「ダイレクト・パス・ロード時のデータ・リカバリ」を参照してください。




	
注意:

SQL*Loaderではデータのロードが完了するまで索引が作成されないため、索引はデータ・セーブでは保護されません(事前ソートされたデータを空の表にロードする場合にかぎり、ロード中に索引が作成されますが、その場合も索引は保護されません。)









ROWSパラメータの使用

ROWSパラメータには、ダイレクト・パス・ロードでデータ・セーブを行う間隔を設定します。ROWSに指定する値は、データベースへの挿入を保存する前に、SQL*Loaderによって入力ファイルから読み込まれる行数です。

データ・セーブは負荷の高い操作です。データ・セーブの間隔が15分以上になるように、ROWSを十分高い値に設定してください。これによって、長時間のダイレクト・パス・ロードの実行中にインスタンス障害が発生したときに、損失する作業量の上限(最高水位標)を指定できます。ROWSに小さい値を設定すると、パフォーマンスおよびデータ・ブロック領域使用率が低下します。





データ・セーブとコミット

従来型ロードでは、ROWSはコミット操作の前に読み込む行数を意味します。ダイレクト・ロードにおけるデータ・セーブは、従来型ロードにおけるコミットと同様ですが、異なる部分もあります。

類似点は次のとおりです。

	
データ・セーブを行うと他のユーザーもその行を参照できます。


	
データ・セーブ後は、行をロールバックできません。




一方、従来型との主な相違点は、ダイレクト・パス・ロードのデータ・セーブではロードが完了するまで索引が使用できない(索引使用禁止状態)ということです。








ダイレクト・パス・ロード時のデータ・リカバリ

ダイレクト・パス・ロード方法を指定すると、SQL*Loaderのデータ・リカバリ機能が完全にサポートされます。リカバリには大きく分けて2種類あります。

	
メディア・リカバリは、損失したデータベース・ファイルをリカバリします。データベース・ファイルを損失した場合に、それをリカバリできるようにするには、ARCHIVELOGモードで実行する必要があります。


	
インスタンス・リカバリは、障害が発生する前にメモリー内でデータが変更されたが、ディスクに書き込まれる前に障害のため失われてしまったというシステム障害をリカバリします。Oracle Databaseでは、REDOログ・ファイルがアーカイブされていない場合も、インスタンス障害をリカバリできます。



	
参照:

リカバリの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









メディア・リカバリおよびダイレクト・パス・ロード

REDOログ・ファイル・アーカイブ機能が使用可能になっている( ARCHIVELOGモードで実行している)場合、ダイレクト・パスでロードしたデータは、SQL*Loaderによってログに記録されます。それによって、メディア・リカバリが可能になります。REDOログ・ファイル・アーカイブの機能が使用可能になっていない(NOARCHIVELOGモードで実行している)場合、メディア・リカバリはできません。

ロード中に失われたデータベース・ファイルをリカバリするには、従来型パスでロードしたデータをリカバリするときと同じ方法を使用してください。

	
影響を受けたデータベース・ファイルの最新のバックアップをリストアします。


	
RECOVERコマンドを使用して、表領域をリカバリします。



	
参照:

RMAN RECOVERコマンドの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。













インスタンス・リカバリおよびダイレクト・パス・ロード

データベース・ファイルは、SQL*Loaderによって直接書き込まれます。そのため、インスタンスを再起動すると、最後にデータをセーブした時点までに挿入したすべての行が、自動的にデータベース・ファイルに存在します。変更がREDOログ・ファイルに記録されていなくても、インスタンス・リカバリは可能です。

インスタンス障害が発生すると、作成中の索引は索引使用禁止状態のままになります。使用禁止状態の索引は、表またはパーティションを使用する前に再構築する必要があります。索引が索引使用禁止状態のままであるかどうかを調べる方法については、「使用禁止状態(Index Unusable)のままの索引」を参照してください。







LONG型データ・フィールドのロード

SQL*Loaderの最大バッファ・サイズよりも長いデータをダイレクト・パスでロードするには、LOBを使用します。大きいSTREAMSIZE値を使用すると、その際のパフォーマンスが向上します。




	
参照:

	
「LOBのロード」


	
「列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定」












次の項で説明するように、PIECEDパラメータを使用すると、最大バッファ・サイズより長いデータもロードできますが、LOBを使用することをお薦めします。


PIECEDとしてのデータのロード

データが論理レコードの最終列である場合、PIECEDパラメータを使用すると、データをセクションごとにロードできます。 

列をPIECEDと宣言することによって、LONGフィールドを複数の物理レコード(ピース)に分割することが、ダイレクト・パス・ローダーに通知されます。この場合、SQL*Loaderでは、LONGフィールドの各ピースが物理レコード内で検索された順序で処理されます。レコードが処理される前に、フィールドのすべてのピースが読み込まれます。SQL*Loaderでは、格納前のLONGフィールドは具体化されません。ただし、レコードが処理される前に、フィールドのすべての部分が読み込まれます。

列をPIECEDと宣言する場合、次の制約が適用されます。

	
このオプションはダイレクト・パスでのみ有効です。


	
1つの表につき1フィールドのみをPIECEDにできます。


	
PIECEDフィールドは論理レコードの最終フィールドである必要があります。


	
WHEN句、NULLIF句またはDEFAULTIF句では、PIECEDフィールドを使用できません。


	
論理レコード内のPIECEDフィールドの領域は、他のフィールドの領域と重複してはいけません。


	
PIECEDに対応するデータベースの列を索引に含めることはできません。


	
拒否されたレコードにPIECEDフィールドが含まれている場合は、不良ファイルからそのレコードをロードできません。

たとえば、1つのPIECEDフィールドが3つのレコードにまたがっているとします。SQL*Loaderでは、最初のレコードからPIECEDフィールドの第一分割がロードされ、次に同じバッファを使用して2番目のレコードから第二分割がロードされます。その後、同じバッファを使用して同様に3番目のレコードがロードされます。ここでエラーが検出されると、最初の2つのレコードはすでにバッファには存在しないため、3番目のレコードのみが不良ファイルに書き込まれます。その結果、不良ファイルにあるレコードが無効となります。













ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスの最適化

ダイレクト・パス・ロードでは、使用する時間と一時記憶域を制御できます。

時間を最小化するには、次の方法があります。

	
記憶域の事前割当て


	
データの事前ソート


	
データ・セーブの回数の削減


	
REDOログの最小限の使用


	
配列行の列数およびストリーム・バッファのサイズを指定


	
日付キャッシュの値の指定


	
DB_UNRECOVERABLE_SCN_TRACKING=FALSEと設定します。リカバリ不能な(nologging)ダイレクト書込みは、SCNと最終ダイレクト書込みの時間を定期的に格納することによって、制御ファイル内で追跡されます。制御ファイルへのこれらの更新がパフォーマンスに悪影響を及ぼす場合は、DB_UNRECOVERABLE_SCN_TRACKINGパラメータをFALSEに設定すると、パフォーマンスが向上することがあります。




領域を最小化するには、次の方法があります。

	
ロード前のデータのソート時に、最も多くの一時記憶域を必要とする索引でデータをソートします。


	
ロード中の索引メンテナンスを回避します。





高速ロードのための記憶域の事前割当て

SQL*Loaderでは、必要に応じて自動的に表にエクステントが追加されますが、これには時間がかかります。新しい表へ高速にロードするには、表の作成に必要なエクステントを事前に割り当ててください。

表に必要な領域を計算するには、『Oracle Database管理者ガイド』のデータベース・ファイルの管理の説明を参照してください。必要な領域を割り当てるには、SQLのCREATE TABLE文でINITIALまたはMINEXTENTS句を使用します。

別の方法として、エクステントの割当て回数が減るようにエクステントのサイズを十分に大きくする方法もあります。






高速索引付けのためのデータの事前ソート

索引付き列を基準にしてデータを事前ソートすると、ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスを改善できます。事前ソートを行うと、ロード時の一時記憶要件を最小限に抑えることができます。また、事前ソートでは、ご使用のオペレーティング・システムまたはアプリケーション用に最適化された高性能ソート・ルーチンを利用できます。

データが事前ソートされていて既存の索引が空でない場合は、事前ソートによって、新しいキーに必要な一時セグメント領域の大きさを最小にできます。ソート・ルーチンは、新しい各キーをキー・リストに追加します。

ソート用の追加領域は必要なく、キーのための領域のみが必要となります。必要な記憶域の大きさを計算するには、ソート係数として1.3ではなく1.0を使用してください。必要な記憶域要件の見積りについては、「一時セグメント記憶域要件」を参照してください。

事前ソートを指定していて既存の索引が空である場合は、最大効率が実現します。新しいキーが索引に挿入されるのみです。一時セグメントと新しい索引が古い空の索引と同時に存在するのではなく、新しい索引のみが存在します。したがって、一時記憶域は不要であり、時間も短縮できます。



SORTED INDEXES句

SORTED INDEXESは、データを事前ソートしている索引を指定します。この句は、ダイレクト・パス・ロードでのみ使用できます。例については、「事例6: ダイレクト・パス・ロード方式を使用したデータのロード」を参照してください。(事例の使用方法については、「SQL*Loaderの事例」を参照してください。)

一般に、SORTED INDEXES句では1つの索引のみを指定します。通常、これは、ある索引でソートされたデータは、別の索引にとって正しい順序とはかぎらないためです。ただし、複数の索引のデータの順序が同じである場合は、索引すべてを同時に指定できます。

SORTED INDEXES句で指定した索引はすべて、ダイレクト・パス・ロードを開始する前に作成する必要があります。





未ソートのデータ

SORTED INDEXES句で索引を指定しても、データがその索引でソートされていない場合は、ロード終了時に索引は索引使用禁止状態のままになります。データは存在していますが、索引を使用しようとするとエラーになります。索引使用禁止状態の索引がある場合は、ロード後に再構築してください。





複数列索引

SORTED INDEXES句で複数列の索引を指定する場合は、まず索引の最初の列で順序付けが行われ、次に2番目の列で順序付けが行われるように、データをソートしてください。

たとえば、索引の最初の列に都市名があり、2番目の列に名前の名字がある場合、次のリストのように都市別順で、同じ都市の中では名字順に並ぶようにデータをソートします。


Albuquerque      Adams
Albuquerque      Hartstein
Albuquerque      Klein
...         ...
Boston           Andrews
Boston           Bobrowski
Boston           Heigham
...              ...





最適ソート順序の選択方法

ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスを最大限に引き出すには、最も大きな一時セグメント領域を必要とする索引に基づいて、データを事前ソートしてください。たとえば、主キーが1つの数値列で、2次キーが3つのテキスト列で構成される場合、2次キーで事前ソートすることによって、ソート時間と記憶要件の両方を最小にできます。

最も大きな記憶域を必要とする索引がどれであるかを知るには、次の手順に従ってください。

	
各索引について、その索引のすべての列の幅を加算します。


	
単一表へのロードの場合は、最大幅を持つ索引を選択します。


	
複数表へのロードの場合は、各表に対して最大幅を持つ索引を調べます。各表にロードされる行数が同じ場合は、最大幅を持つ索引を選択します。通常は、各表にロードされる行数は同じです。


	
複数表へのロードにおいて、索引付きの表にロードされる行数が表によって異なる場合は、手順3で確認した各索引の幅と、その索引にロードされる行数を掛け合せます。結果が最も大きい値の索引を選択します。










データ・セーブの回数の削減

ROWS値が小さいことが原因でデータ・セーブが頻繁に発生する場合、ダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスは低下します。ROWS値が小さい場合、セーブ後に最後のデータ・ブロックには書込みが行われないため、データ・ブロック領域が無駄になります。

ダイレクト・パス・ロードは従来型ロードより何倍も高速なため、ダイレクト・ロードの場合には、ROWSの値は従来型ロードの場合よりかなり大きくする必要があります。

データ・セーブ時には、SQL*Loaderのすべてのバッファへの書込みが正常に終了するまで、ロードは停止します。ROWSの値は、安全性を確保できる範囲で、できるだけ大きくしてください。数千行をロードしてみて、1行当たりの平均ロード時間を計ってみることをお薦めします。その値から、ROWSに設定する値が求められます。

たとえば、1分当たり20,000行がロードされるとします。この場合、処理途中に実行するセーブの間隔を10分以内にするには、ROWSを200,000(20,000行/分×10分間)に設定してください。





REDOログの最小限の使用

ダイレクト・ロードを大幅に高速化する1つの方法は、REDOログの使用を最小限に抑えることです。それには3通りの方法があります。アーカイブを使用禁止にする方法、ロードをリカバリ不可能に指定する方法、ロードされるオブジェクトに対してSQLのNOLOGGINGパラメータを設定する方法です。この項では、すべての方法を説明します。



アーカイブの使用禁止

アーカイブが使用禁止の場合、ダイレクト・パス・ロードでは全体イメージのREDOログは生成されません。SQLのARCHIVELOGおよびNOARCHIVELOGパラメータを使用して、アーカイブ・モードを設定します。アーカイブの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。





SQL*LoaderのUNRECOVERABLE句の指定

時間およびREDOログ・ファイルの領域を節約するには、データのロード時に制御ファイルでSQL*LoaderのUNRECOVERABLE句を使用します。リカバリ不可能を指定したロードの場合は、ロードされたデータはREDOログ・ファイルに記録されません。かわりに、操作を無効にするために必要なREDOログ(無効REDOログ)が生成されます。

UNRECOVERABLE句は、ロード・セッション中にロードされたすべてのオブジェクト(データ・セグメントおよび索引セグメントの両方)に適用されます。このため、ロードされた表についてはメディア・リカバリはできません。ただし、他のユーザーが行ったデータベース変更のログは、引き続き記録されます。




	
注意:

データ・ロードは記録されないため、必要な場合はロード後にデータのバックアップを取ってください。







UNRECOVERABLE句を指定してロードしたデータについてメディア・リカバリが必要になった場合、ロードしたデータ・ブロックには、論理的に破損したというマークが付けられます。

データをリカバリするには、データを削除して再作成します。データがリカバリ不能にならないように、データのロード後、すぐにバックアップを取ってください。

デフォルトでは、ダイレクト・パス・ロードはRECOVERABLEです。

次に、制御ファイルのUNRECOVERABLE句の指定例を示します。


UNRECOVERABLE
LOAD DATA
INFILE 'sample.dat'
INTO TABLE emp
(ename VARCHAR2(10), empno NUMBER(4));





SQL NOLOGGINGパラメータの設定

データまたは索引のセグメントにSQLのNOLOGGINGパラメータが設定されていると、そのセグメントに対する全体イメージのREDOログは使用できません(無効REDOログが生成されます)。NOLOGGINGパラメータを使用すると、ログが記録されないオブジェクトに対しより優れた制御が可能です。








列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定

列配列の行数によって、ストリーム・バッファが作成される前にロードされた行数を判断します。STREAMSIZEパラメータで、クライアントからサーバーへ送ったデータのストリーム・サイズ(バイト単位)を指定します。

列配列の行数の値を指定するには、COLUMNARRAYROWSパラメータを使用します。 ダイレクト・パスを使用してVARRAYをロードすると、COLUMNARRAYROWSパラメータはデフォルトで100に設定され、クライアント・オブジェクトのキャッシュ・スラッシングを回避します。

ダイレクト・パス・ストリーム・バッファのサイズを指定するには、STREAMSIZEパラメータを使用します。

これらのパラメータの最適な値は、使用しているシステム、入力データ型およびOracleの列データ型によって異なります。独自の構成用に最適な値を使用することで、SQL*Loaderのログ・ファイルでの経過時間が少なくなります。

これらのパラメータのデフォルト値のリストは、「SQL*Loaderの起動」で説明したとおり、パラメータを指定しないでSQL*Loaderを起動すると参照できます。




	
注意:

ページングが過剰に発生すると、パフォーマンスが大幅に低下するため、ページング・アクティビティのプロセスを監視する必要があります。過剰なページングを回避するには、READSIZE、STREAMSIZEおよびCOLUMNARRAYROWSの値を小さくする必要があります。







複数CPUシステムでダイレクト・パス・ロードを実行する場合、列配列の行数およびストリーム・バッファのサイズを指定すると、特に有効です。詳細は、「複数CPUシステムのダイレクト・パス・ロードの最適化」を参照してください。






日付キャッシュの値の指定

同じ日付値またはタイムスタンプ値のロードが何度も行われるダイレクト・パス・ロードを実行する場合、総ロード時間の大部分が日付およびタイムスタンプのデータの変換に使用される可能性があります。特に、複数の日付列がロードされる場合にこのような状況が発生します。この場合、SQL*Loaderの日付キャッシュを使用することによってパフォーマンスを向上できます。

日付キャッシュを使用すると、入力データ内に多数の重複する日付値が存在する場合、日付変換が実行される回数が減ります。この機能を使用すると、ロード中に予測される一意の日付の数を指定できます。

日付キャッシュは、デフォルトで使用可能です。日付キャッシュ機能を使用禁止にするには、0(ゼロ)に設定します。

デフォルトの日付キャッシュ・サイズは1000要素です。デフォルトのサイズを使用し、1000を超える一意の入力値がロードされると、日付キャッシュはこの表に対して自動的に使用禁止となります。これによって、過剰および不要なルックアップ時間によって、パフォーマンスが低下する可能性がなくなります。ただし、デフォルトを使用するかわりに0(ゼロ)以外の値を日付キャッシュに指定し、キャッシュ量がこの値を超えた場合、日付キャッシュは使用禁止になりません。最大値を超えた入力データは、適切な変換ルーチンによって明示的に変換されます。

日付キャッシュは、1つの表のみに対応付けできます。複数の表で日付キャッシュの共有はできません。次のすべての条件を満たす場合にのみ、表に対して日付キャッシュが作成されます。

	
DATE_CACHEパラメータが0(ゼロ)以外に設定されている


	
表への格納のためにデータ型変換が必要な、1つ以上の日付値またはタイムスタンプ値(あるいはその両方)がロードされている


	
ダイレクト・パス・ロードでロードされている




日付キャッシュの統計はログ・ファイルに書き込まれます。これらの統計を使用して、次のとおりダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスを向上できます。

	
キャッシュ・エントリの数がキャッシュ・サイズより小さく、キャッシュ・ミスがない場合は、キャッシュ・サイズをより小さい値に設定できます。


	
キャッシュ・ヒット(重複値が存在するエントリ)の数が小さく、キャッシュ・ミスの数が大きい場合は、キャッシュ・サイズを大きくする必要があります。キャッシュ・サイズを大きくしすぎると、過剰なページング、過度のメモリー使用量などの他の問題が発生する場合があります。


	
ほぼすべての入力日付値が一意の場合、日付キャッシュを使用してもパフォーマンスは向上しないため、使用する必要はありません。



	
注意:

日付キャッシュがデフォルトで使用可能な場合、最大値を超えたため使用禁止になると、日付キャッシュの統計はSQL*Loaderのログ・ファイルに書き込まれません。








キャッシュ・サイズを大きくしてもパフォーマンスが向上しない場合は、デフォルトの動作に戻すか、またはキャッシュ・サイズを0(ゼロ)に設定します。パフォーマンス全体の向上は、ロードされる他の列のデータ型によっても異なります。ロードされる日付列の総数がロードされる他のデータ型より大きい場合、パフォーマンスは大幅に向上します。




	
参照:

「DATE_CACHE」














複数CPUシステムのダイレクト・パス・ロードの最適化

複数CPUシステムでダイレクト・パス・ロードを実行する場合、SQL*Loaderではデフォルトでマルチスレッドが使用されます。この場合の複数CPUシステムは、2つ以上のCPUを持つ単一のシステムとして定義されます。

マルチスレッド・ロードとは、可能な場合、列配列をストリーム・バッファに変換し、ストリーム・バッファ・ロードがパラレルで実行されることを表します。この最適化は、次の場合に最も効果的です。

	
列配列が、ロード用に複数のダイレクト・パス・ストリーム・バッファを生成できる十分な大きさの場合。


	
入力フィールドのデータ型からOracleの列データ型へのデータ変換が必要な場合。

変換は、ストリーム・バッファのロード時にパラレルで実行されます。




この処理の状態は、次の例に示すとおり、SQL*Loaderのログ・ファイルに記録されます。


Total stream buffers loaded by SQL*Loader main thread:         47
Total stream buffers loaded by SQL*Loader load thread:        180
Column array rows:                                           1000
Stream buffer bytes:                                       256000


この例では、SQL*Loaderのロード・スレッドがメイン・スレッドをオフロードしています。これによって、ロード・スレッドがサーバーで現行のストリームをロードする一方で、メイン・スレッドは、次のストリーム・バッファを作成できます。

ロード・スレッドを使用して、できるだけ多くのストリーム・バッファ・ロードを実行することが目的です。これによって、列配列の行数の増加、またはストリーム・バッファのサイズの削減(あるいはその両方)を実現できます。SQL*Loaderのログ・ファイルの経過時間を監視することで、変更による効果を確認できます。詳細は、「列配列の行数およびストリーム・バッファ・サイズの指定」を参照してください。

単一CPUシステム上では、最適化はデフォルトで無効になります。サーバーが他のシステム上にある場合は、マルチスレッドを手動で有効にするとパフォーマンスが向上します。

マルチスレッド・オプションを有効または無効にするには、SQL*LoaderのコマンドラインでMULTITHREADINGパラメータを使用するか、またはSQL*Loaderの制御ファイルにMULTITHREADINGパラメータを指定します。




	
参照:

ダイレクト・パス・ロードの概要は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。












索引メンテナンスの回避

従来型パスとダイレクト・パスの両方について、SQL*Loaderでは表のすべての既存の索引がメンテナンスされます。

索引のメンテナンスを回避するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ロードを始める前に索引を削除します。


	
ロードを始める前に、選択した索引または索引パーティションを索引使用禁止状態に設定し、SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータを使用します。


	
SKIP_INDEX_MAINTENANCEパラメータを使用します(ダイレクト・パスの場合に限定されるため、注意して使用してください)。




索引のメンテナンスを回避すると、ダイレクト・パス・ロード中に必要な領域を最小限にできます。その方法は次のとおりです。

	
一度に索引を作成できるため、各索引を別々に作成する場合に必要なソート用の(一時)セグメント領域を削減できます。


	
索引の作成時に、索引セグメントは1つのみ存在します(これに対し、新しいキーを古いキーにマージして新しい索引を作成するときには、一時的に3つのセグメントが存在します)。




表の全行数に対してロードする行数が多い場合、索引のメンテナンスを避けることは合理的です。ただし、比較的少数の行を大きな表に追加する場合は、索引の再ソートに非常に時間がかかることがあります。そのような場合は、従来型パス・ロードを使用するか、SQL*LoaderのSINGLEROWパラメータを使用します。詳細は、「SINGLEROWオプション」を参照してください。






ダイレクト・ロード、整合性制約およびトリガー

従来型パス・ロードでは、行配列の挿入には標準SQL INSERT文を使用します。このとき、整合性制約および挿入トリガーは自動的に適用されます。ただし、ダイレクト・パスでデータをロードする場合は、SQL*Loaderでは一部の整合性制約およびすべてのデータベース・トリガーが使用禁止になります。このセクションでは、これらの機能に関するダイレクト・パス・ロードの使用について説明します。


整合性制約

整合性制約には、ダイレクト・パス・ロード時に自動的に使用禁止になるものがあります。また、使用禁止にならないものもあります。制約の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』の制約によるデータ整合性のメンテナンスを参照してください。 


使用可能な制約

ダイレクト・パス・ロード時でも使用可能な制約は、次のとおりです。

	
NOT NULL


	
UNIQUE


	
主キー制約(NOT NULL列における一意制約)




NOT NULL制約は列配列の作成時にチェックされます。NOT NULL制約に違反する行はすべて拒否されます。

ダイレクト・パス・ロード時にUNIQUE制約が使用可能であっても、その制約に違反する行もロードされます。(これは、そのような行が拒否される従来型パスとは異なります。)UNIQUE制約は、ダイレクト・パス・ロードの最後で索引が再作成されるときに検証されます。違反が検出されると、索引は索引使用禁止状態のままになります。詳細は、「使用禁止状態(Index Unusable)のままの索引」を参照してください。





使用禁止の制約

次の制約は、ダイレクト・パス・ロード時にデフォルトで自動的に使用禁止になります。

	
CHECK制約


	
参照制約(外部キー)




EVALUATE CHECK_CONSTRAINTS句を指定すると、CHECK制約の自動的な使用禁止を変更できます。SQL*Loaderでは、ダイレクト・パス・ロード中にCHECK制約が評価されます。CHECK制約に違反する行はすべて拒否されます。次の例に、SQL*Loader制御ファイルでのEVALUATE CHECK_CONSTRAINTS句の使用方法を示します。


LOAD DATA 
INFILE * 
APPEND 
INTO TABLE emp 
EVALUATE CHECK_CONSTRAINTS 
FIELDS TERMINATED BY ',' OPTIONALLY ENCLOSED BY '"' 
(c1 CHAR(10) ,c2) 
BEGINDATA 
Jones,10
Smith,20 
Brown,30
Taylor,40





制約を使用可能に戻す方法

REENABLE句を指定しておくと、ロードの完了時に、整合性制約が自動的に使用可能に戻されます。REENABLE句の構文は次のとおりです。

[image: into_table4.gifの説明が続きます。]



[image: into_table5.gifの説明が続きます。]



DISABLED_CONSTRAINTSパラメータはオプションで、読みやすくするために使用します。EXCEPTIONS句を使用する場合は、指定する表がすでに存在していて、その表への挿入が可能である必要があります。ここで指定する表には、整合性制約のいずれかに違反したすべての行のROWIDが格納されます。また、違反があった制約名も格納されます。この例外表の作成方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

SQL*Loaderログ・ファイルには、使用禁止となっていた制約、および使用可能に戻された制約が記録され、エラーが原因で制約を使用可能に戻せなかった場合または検査できなかった場合はそのエラーが記録されます。さらに、ロードした表のそれぞれに指定された例外表の名前もログ・ファイルに書き込まれます。

REENABLE句を使用しない場合は、表のすべての行が検査されるときに制約を手動で使用可能に戻す必要があります。ここで新しいデータにエラーが見つかると、エラー・メッセージが生成されます。例外表を指定した場合は、違反のあった制約名と不良データのROWIDが、その表に書き込まれます。

REENABLE句を使用すると、制約を自動的に使用可能に戻し、新しい行すべてを検証できます。新しいデータにエラーが見つからなかった場合は、検証された制約に自動的にマークを付けられます。新しいデータにエラーが見つかった場合は、ログ・ファイルにエラー・メッセージが書き込まれ、SQL*Loaderによって制約の状態にENABLE NOVALIDATEというマークが付けられます。例外表を指定した場合は、違反のあった制約名と不良データのROWIDが、その表に書き込まれます。




	
注意:

通常、表制約がENABLE NOVALIDATEの状態のままになっている場合、新しいデータは表へ挿入されますが、新しい無効なデータは挿入されません。ただし、SQL*Loaderのダイレクト・パス・ロードでは、この規則は施行されません。したがって、次のダイレクト・パス・ロードが無効なデータで実行される場合、無効なデータは挿入されますが、前述されたのと同じエラー・レポートおよび例外表の処理が実行されます。この例では、各ロードの前に外部表がクリーン・アウトされていない場合、その表には、重複するエントリが含まれます。重複するエントリは、次のような問合せを実行することによって、簡単に削除できます。

SELECT UNIQUE * FROM exceptions_table; 












	
注意:

参照整合性の再検証は、表全体に対して実行する必要があります。そのため、少数の行を非常に大きい表にロードするときは、ダイレクト・パスではなく従来型パスを使用した方がパフォーマンスが向上することがあります。













挿入トリガー

ダイレクト・パス・ロードが始まると、表挿入トリガーも使用禁止になります。行のロードおよび索引の再作成が完了すると、使用禁止になっていたトリガーはすべて使用可能に戻されます。ログ・ファイルには、ロード時に使用禁止になっていたすべてのトリガーのリストが示されます。トリガーを使用可能に戻すときに1つでもエラーがあると、使用可能にできません。

整合性制約と異なり、挿入トリガーは、使用可能に戻っても表全体に対して再び適用されません。つまり、ダイレクト・パスでロードされた行に対しては、挿入トリガーは起動しません。ダイレクト・パスでロードした場合は、新しい行への挿入トリガーに相当する処理はすべて、アプリケーション側で実行する必要があります。


挿入トリガーの整合性制約への置換

アプリケーションは整合性制約を実行する場合、通常は挿入トリガーを使用します。アプリケーションが使用する挿入トリガーのほとんどは単純なため、Oracleの自動整合性制約に置き換えることができます。





自動制約が使用できない場合

挿入トリガーは、Oracleの自動整合性制約に置き換えられない場合があります。たとえば、挿入トリガーの中で表のルックアップ関数を使用して整合性チェックを行っている場合、自動制約は使用できません。これは、自動制約はカレント行における定数および列以外は参照できないためです。このようなトリガーと同じ処理を実現する方法が2つあります。この項ではその方法について説明します。





準備

いずれの方法の場合も、表に対して事前に行うべき作業があります。次に示す一般的なガイドラインに従って、表を準備してください。

	
ロードの前に、表に1バイトまたは1文字分の列を追加します。この列は、各行が「旧データ」か「新データ」かを示すためのものです。


	
この列の値がNULLの場合は「旧データ」を示すことにします。これは、NULL列であれば領域を使用せずに済むためです。


	
ロード時にSQL*LoaderのCONSTANTパラメータを使用して、ロードしたすべての行に「新データ」を示すフラグを付けます。




この手順に従って準備すると、新しくロードした行が識別できるため、古い行に影響を与えずに新しいデータを操作できます。





更新トリガーの使用

一般に、挿入トリガーと同じ処理を実現する場合は、データベース更新トリガーを使用します。これは最も単純な方法です。例外を呼び出さない挿入トリガーの場合は、常にこの方法を使用できます。

	
挿入トリガーと同じ処理を行う更新トリガーを作成します。

トリガーをコピーします。「new.column_name」というすべての箇所を「old.column_name」に変更してください。


	
現行の更新トリガーがある場合は、それを新しい更新トリガーに置き換えます。


	
「新データ」のフラグをNULLに変更して、表を更新します。これによって、更新トリガーが起動します。


	
元の更新トリガーがある場合は、それをリストアします。




トリガーの動作によっては、この操作中に表に対する排他的更新アクセスが必要となる場合もあります。排他的更新アクセスを実行すると、他のユーザーが修正する行に、誤ってこのトリガーが適用されることはありません。





例外処理と同じ処理の実現

挿入トリガーの中で例外を呼び出している場合、それと同じ処理を行うには、さらに作業が必要です。例外を呼び出すということは、表にその行を挿入しないということです。この処理を更新トリガーで実現するには、ロードした行に削除フラグを付けておく必要があります。

この場合、「新データ」列を削除フラグに使用することはできません。更新トリガーでは、その起動元である列を修正できないためです。したがって、表にもう1列追加する必要があります。ここで追加する列は、削除する行を示すためのものです。NULL値の場合は、行が有効であることを示します。挿入トリガーで例外を呼び出すと、常に、更新トリガーによって追加列にフラグが設定されます。これによって、その行が無効であることが示されます。

要約すると、挿入トリガーで例外を呼び出している場合は、次の条件を満たすと、同じ処理を更新トリガーで実現できます。

	
表に列を2つ追加する(通常はNULL)。


	
表を排他的に更新できる(必要な場合)。








ストアド・プロシージャの使用

次に示すプロシージャは、どのような場合でも使用できますが、その実装はより複雑になります。このプロシージャは、挿入トリガーで例外を呼び出すときに使用できます。そのとき、2番目の列を追加する必要はありません。また、更新トリガーとは処理が異なるため、表に対する排他的アクセス権限がなくても使用できます。

	
次のようにして、挿入トリガーと同じ処理を行うストアド・プロシージャを作成します。

	
表から新しい行をすべて選択するように、カーソルを宣言します。


	
処理ループの中でカーソルをオープンし、1回に1行ずつフェッチします。


	
挿入トリガーでの操作を実行します。


	
操作が正常に終了した場合は、「新データ」のフラグをNULLに変更します。


	
操作が失敗した場合は、「新データ」のフラグを「不良データ」に変更します。





	
SQL*Plusなどの管理ツールを使用して、このストアド・プロシージャを実行します。


	
プロシージャの実行後、表の中に「不良データ」フラグの付いた行がないかどうかを調べます。


	
不良の行を更新または削除します。


	
挿入トリガーを使用可能に戻します。










永続的に使用禁止のトリガーおよび制約

SQL*Loaderでは、トリガーおよび制約を使用禁止にするために、ロードされる表にいくつかのロックを獲得する必要があります。競合するプロセスが表のトリガーまたは制約を使用可能にしているときに、SQL*Loaderでその表のトリガーまたは制約を使用禁止にしようとした場合、SQL*Loaderではその表に関して排他的アクセス権を獲得することはできません。

この場合、SQL*Loaderでは、できるかぎり問題のないように処理が実行されます。ロード終了前に、使用禁止のトリガーおよび制約を使用可能に戻そうとします。ただし、表ロックが原因でSQL*Loaderの処理を継続できなくなった場合は、SQL*Loaderでトリガーや制約を使用可能にする処理も実行されないことがあります。この場合、トリガーおよび制約は、手動で使用可能にするまで永続的に使用できない状態になります。

このような状況はまれですが、発生する可能性はあります。このような状況を回避するには、ダイレクト・ロードの処理中は、表のトリガーまたは制約を使用可能にするアプリケーションを実行しないことをお薦めします。

適切なロックの獲得に失敗したことによってダイレクト・ロードが終了した場合は、ログを確認してください。ログには、使用禁止のすべてのトリガーおよび制約と、それらを使用可能に戻すための各試行が示されます。SQL*Loaderによって使用可能に戻されなかったすべてのトリガーおよび制約は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』で説明するALTER TABLE文のENABLE句を使用して、手動で使用可能にする必要があります。






従来型パスの同時ロードによるパフォーマンスの向上

トリガーまたは整合性制約の問題があっても、より高速なロードを実現する場合は、従来型パスによる同時ロードの使用を考えてください。つまり、複数CPUシステムで同時に複数のセッションでロードを実行します。入力データ・ファイルを論理レコードの境界で別々のファイルに分割し、それらの各入力データ・ファイルを従来型パス・ロード・セッションでロードします。このロードには、次のような特長があります。

	
複数CPUシステムでの単一従来型パス・ロードよりは速くなりますが、ダイレクト・ロードほど速くはありません。


	
トリガーが起動されて整合性制約がロードされた行に適用され、標準DML実行ロジックによって索引がメンテナンスされます。











パラレル・データ・ロード・モデル

この項では、データのロードに必要な所要時間を最小限にするために使用される、同時処理の3つの基本モデルについて説明します。

	
従来型パスによる同時ロード


	
ダイレクト・パス・ロードによるセグメント間同時処理


	
ダイレクト・パス・ロードによるセグメント内同時処理





従来型パスによる同時ロード

同時に複数の従来型パス・ロード・セッションを実行する方法の詳細は、「従来型パスの同時ロードによるパフォーマンスの向上」を参照してください。同一または異なるオブジェクトを制限なしで同時にロードする場合に、この方法を使用できます。





ダイレクト・パスによるセグメント間同時処理

セグメント間同時処理は、異なるオブジェクトを同時にロードする場合に使用できます。この方法は、異なる表の同時ダイレクト・パス・ロード、または同じ表の異なるパーティションの同時ダイレクト・パス・ロードに適用できます。

1つのパーティションのダイレクト・パス・ロードを行う場合は、次のことを考慮します。

	
ローカル索引は、ロードによってメンテナンスされます。


	
グローバル索引は、ロードではメンテナンスできません。


	
参照整合性およびCHECK制約は使用禁止にする必要があります。


	
トリガーは使用禁止にする必要があります。


	
入力データは事前にパーティション化する必要があります(パーティション化しない場合、多くのレコードが拒否され、パフォーマンスが低下します。)








ダイレクト・パスによるセグメント内同時処理

SQL*Loaderでは、複数のセッションを同時に実行して、同一の表またはパーティション表の同一パーティションに対してダイレクト・パス・ロードを実行できます。複数のSQL*Loaderセッションを実行すると、システムで使用可能なリソースを与えられればダイレクト・パス・ロードのパフォーマンスが向上します。

このデータ・ロード方法は、DIRECTおよびPARALLELパラメータにtrueを設定することによって使用でき、「パラレル・ダイレクト・パス・ロード」とも呼ばれます。

並列化はユーザーによって管理されるものだということを理解しておいてください。PARALLELパラメータにtrueを設定した場合、複数の同時ダイレクト・パス・ロード・セッションのみが可能になります。





パラレル・ダイレクト・パス・ロードの制限

パラレル・ダイレクト・パス・ロードには次の制限があります。

	
ローカル索引もグローバル索引もロードによってメンテナンスできません。


	
行は追加(APPEND)のみできます。REPLACE、TRUNCATEおよびINSERTは使用できません(これは、個別のロードの間には整合性がないためです)。パラレル・ロードの前に表を切り捨てる必要がある場合は、手動で行ってください。




さらに、パラレル・ダイレクト・パス・ロードでは次のオブジェクトを使用禁止にする必要があります。これらを使用禁止にするための操作は不要です。SQL*Loaderではロードの開始前にこれらを使用禁止にし、ロードの完了後にこれらを使用可能に戻します。

	
参照整合性制約


	
トリガー


	
CHECK制約(ENABLE_CHECK_CONSTRAINTS制御ファイル・オプションが使用される場合を除く)




1つのパーティションのパラレル・ダイレクト・パス・ロードを行う場合は、まず、データをパーティション化してください(そうしない場合は、パーティション不一致によるレコード拒否のオーバーへッドのため、ロード速度が遅くなります)。






複数のSQL*Loaderセッションの初期化

入力元となるデータ・ファイルは、SQL*Loaderセッションごとに異なります。同じ表にダイレクト・ロードを実行するセッションすべてに対して、PARALLEL句にtrueを設定する必要があります。構文は次のとおりです。

[image: parallel.gifの説明が続きます。]



PARALLELは、コマンドラインまたはパラメータ・ファイルに指定できます。また、OPTIONS句を使用して制御ファイルに指定することもできます。

たとえば、1つの表について3つのSQL*Loaderダイレクト・パス・ロード・セッションを起動するには、オペレーティング・システムのプロンプトで、次の各コマンドを実行します。コマンドをそれぞれ入力した後に、パスワードを入力するように要求されます。


sqlldr USERID=scott CONTROL=load1.ctl DIRECT=TRUE PARALLEL=true
sqlldr USERID=scott CONTROL=load2.ctl DIRECT=TRUE PARALLEL=true
sqlldr USERID=scott CONTROL=load3.ctl DIRECT=TRUE PARALLEL=true


このコマンドは、別々のセッションで実行するか、またはオペレーティング・システムがサポートしている場合には別々のバックグラウンド・ジョブとして実行してください。複数の制御ファイルを使用していることに注意してください。そうすることによって、ダイレクト・パス・ロードで使用するファイルをより柔軟に指定できます。




	
注意:

パラレル・ロード時には、索引はメンテナンスされません。ロード完了後に、索引をすべて手動で(再)作成または再構築する必要があります。パラレル・ロード後に大きな索引を構築する場合、パラレル索引作成機能またはパラレル索引再構築機能を使用すると処理を高速化できます。







PARALLEL句を使用してロードを実行すると、SQL*Loaderによって同時実行セッションごとに一時セグメントが作成されます。それらの一時セグメントは、ロード完了時に マージされます。マージによって作成されたセグメントは、セグメントの最高水位標より上にあるデータベースの既存のセグメントに追加されます。各ローダー・セッションの各セグメントで使用された最後のエクステントは、空き領域をすべて切り捨ててから、SQL*Loaderセッションの他のエクステントと組み合せることができます。






パラレル・ダイレクト・パス・ロードのパラメータ

パラレル・ダイレクト・パス・ロードを実行する場合、ローダーによって割り当てられる一時セグメントの属性を指定してできるオプションがあります。これらのオプションは、FILEおよびSTORAGEパラメータを使用して指定します。これらのパラメータはパラレル・ロードに対してのみ有効です。


FILEパラメータを使用した一時セグメントの指定

最大の入出力スループットを得るために、同時実行のダイレクト・パス・ロード・セッションで、各ファイルを別のディスクに置いて使用することをお薦めします。SQL*Loader制御ファイルでは、ロードされるオブジェクト(表またはパーティション)の表領域にある有効なデータ・ファイルであれば、OPTIONS句のFILEパラメータを使用してファイル名を指定できます。

次に例を示します。


LOAD DATA
INFILE 'load1.dat'
INSERT INTO TABLE emp
OPTIONS(FILE='/dat/data1.dat')
(empno POSITION(01:04) INTEGER EXTERNAL NULLIF empno=BLANKS
...


同時実行する各SQL*Loaderセッションのコマンドラインでも、FILEパラメータを指定できます。ただし、その指定は、そのセッションでロードされるすべてのオブジェクトにグローバルに適用されます。


FILEパラメータの使用

パラレル・ダイレクト・パス・ロードでは、Oracle DatabaseのFILEパラメータに次の制限があります。

	
非パーティション表の場合: 指定されたファイルは、ロードする表と同じ表領域に存在する必要があります。


	
パーティション表の1つのパーティションをロードする場合: 指定したファイルは、ロードするパーティションの表領域に存在する必要があります。


	
パーティション表の表全体をロードする場合: 指定されたファイルは、ロードするすべてのパーティションと同じ表領域に存在する必要があります。つまり、すべてのパーティションは同じ表領域に存在する必要があります。








STORAGEパラメータの使用方法

STORAGEパラメータを使用して、パラレル・ダイレクト・パス・ロード用に割り当てられる一時セグメントの記憶域属性を指定できます。STORAGEパラメータが使用されない場合は、ロードされるオブジェクト(表、パーティション)が存在するセグメントの記憶域属性が使用されます。また、STORAGEパラメータが指定されてない場合は、SQL*LoaderでEXTENTS用にデフォルトの2KBが使用されます。

たとえば、STORAGEパラメータを指定するためには、次のOPTIONS句が使用されます。


OPTIONS (STORAGE=(INITIAL 100M NEXT 100M PCTINCREASE 0))


STORAGEパラメータを使用できるのは、SQL*Loader制御ファイル内のみでコマンドラインでは使用できません。STORAGEパラメータは、PCTINCREASEを0(ゼロ)に設定する、INITIALまたはNEXT値を設定する以外には、使用しないでください。暗黙的に無視される可能性があります。









パラレル・ダイレクト・パス・ロード後の制約の使用可能化

すべてのデータのロード完了後に、制約およびトリガーを手動で使用可能にしてください。

それぞれのSQL*Loaderセッションで、ダイレクト・パス・ロードの後に表の制約が使用可能に戻されることがあるため、あるセッションで、他のセッションがデータのロードを終える前に、制約が使用可能に戻される可能性があります。この場合、ロードを完了する最初のセッションでは、残りのセッションで表のロックが共有されているため、制約を使用可能にできなくなります。

ダイレクト・パス・ロードの後、一部の制約が使用可能に戻っていない可能性があるため、ロードの完了後、制約の状態を調べ、制約が使用可能になったことを確認する必要があります。





主キー制約および一意制約

PRIMARY KEY制約およびUNIQUE KEY制約が有効である場合、表に索引が作成されます。表が非常に大きい場合は、ダイレクト・パス・ロード後に索引を使用可能にするまでに非常に長い時間がかかる可能性があります。ロード後に、これらの制約を手動で有効にしてください(また、自動で有効にする機能を指定しないでください)。これによって、必要な索引をパラレルに手動で作成し、制約を有効にするまでの時間を節約できます。




	
参照:

Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド














一般的なパフォーマンス改善のヒント

ロードするデータの形式について制御が可能な場合は、次に示すヒントを利用してロード・パフォーマンスを改善できます。

	
論理レコードの処理を効率化します。

	
物理レコードと論理レコードの1対1のマップを使用します(CONTINUEIFおよびCONCATENATEを使用しない)。


	
ソフトウェアで物理レコードの境界を簡単に判断できるようにします。ファイル処理オプション文字列「FIX nnn」または「VAR」を使用します。ほとんどのプラットフォーム(UNIX、NTなど)では、デフォルト(ストリーム・モード)を使用する場合、ローダーで各物理レコードをスキャンしてレコード終了記号(改行文字)を探す必要があります。





	
フィールド設定を効率化します。フィールド設定とは、データ・ファイルのフィールドを、ロードされる表の対応する列にマップする処理です。マップ機能は、制御ファイルのフィールド記述によって制御されます。フィールド設定は(データ変換とともに)、ほとんどのロードでCPUサイクルを最も使用する処理です。

	
デリミタ付きのフィールドを使用しないようにします。固定位置のフィールドを使用します。デリミタ付きフィールドを使用すると、ローダーで入力データをスキャンしてデリミタを見つけなければなりません。固定位置フィールドを使用すると、フィールド設定は単純なポインタの算出によって(非常に速く)行われます。


	
(PRESERVE BLANKSを使用する)必要がない場合は、空白を切り捨てないでください。





	
変換を効率化します。SQL*Loaderでは、キャラクタ・セット変換、データ型変換などのいくつかの変換が行われます。このような変換が行われない場合、処理は最も速くなります。

	
可能な場合は、シングルバイト・キャラクタ・セットを使用します。


	
キャラクタ・セット変換はできるだけ行わないようにします。SQL*Loaderでは、次の4つのキャラクタ・セットがサポートされています。

	
クライアント・キャラクタ・セット(クライアントsqlldrプロセスのNLS_LANG)


	
データ・ファイル・キャラクタ・セット(通常、クライアント・キャラクタ・セットと同じ)


	
データベース・キャラクタ・セット


	
データベース・キャラクタ・セット




すべてのキャラクタ・セットが同じ場合、パフォーマンスは最適化されます。ダイレクト・パスでは、データ・ファイル・キャラクタ・セットとデータベース・サーバー・キャラクタ・セットが同じである場合、最適なパフォーマンスが得られます。キャラクタ・セットが同じ場合、キャラクタ・セット変換用バッファは割り当てられません。





	
ダイレクト・パス・ロードを使用します。


	
SORTED INDEXES句を使用します。


	
NULLIF句およびDEFAULTIF句は必要な場合以外は使用しないようにします。これらの句は、関連する句を持つ各列にロードされるすべての行について、評価される必要があります。


	
可能な場合は、パラレル・ダイレクト・パス・ロードおよびパラレル索引作成を使用します。


	
CONCATENATE句およびCOLUMNARRAYROWS句の両方に大きい値を指定する場合は、パフォーマンスへの影響に注意します。詳細は、「CONCATENATEを使用した論理レコードの作成」を参照してください。














第III部



外部表

この部の章では、外部表の使用方法について説明します。

第13章「外部表の概要」

この章では、外部表の基本概念について説明します。

第14章「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ」

この章では、ORACLE_LOADERアクセス・ドライバについて説明します。

第15章「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ」

この章では、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバのパラメータ、サポートされるデータ型のロードおよびアンロードに関する情報などについて説明します。







 
13 外部表の概要

外部表機能は、既存のSQL*Loader機能を補足する機能です。この機能によって、データベースに表がある場合と同様に、外部ソースのデータにアクセスできます。

データ・ロード時にステージング表の追加の索引付けが必要な場合、SQL*Loaderを使用する方が有効です。SQL*Loaderと外部表との処理内容の違いについては、「SQL*Loaderと外部表との処理内容の違い」を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

	
外部表の作成方法


	
外部表の使用時のデータ型の変換


	
外部表の制限事項







	
参照:

外部表の作成と管理の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









外部表の作成方法

外部表は、SQLのCREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNAL文を使用して作成されます。外部表の作成時に、次の属性を指定します。

	
TYPE: 外部表の型を指定します。ORACLE_LOADER型およびORACLE_DATAPUMP型の2種類の型が選択可能です。外部表の各型は、固有のアクセス・ドライバによってサポートされます。

	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバがデフォルトです。これによって、外部表から内部表にデータがロードされます。データはテキスト・データ・ファイルからのものである必要があります。(ORACLE_LOADERアクセス・ドライバは、アンロードを実行できないため、内部表から外部表にデータを移動することはできません。)


	
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバでは、ロードおよびアンロードを実行できます。データは、バイナリのダンプ・ファイルからロードする必要があります。内部表から外部表へのロードは、バイナリのダンプ・ファイルからフェッチすることによって実行されます。内部表から外部表へのアンロードは、外部表のバイナリのダンプ・ファイルを移入することによって実行されます。ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバは、SQLのCREATE TABLE AS SELECT文を使用した外部表の作成の一環としてのみダンプ・ファイルにデータを書き込むことができます。作成されたダンプ・ファイルは、何回でも読み取ることができますが、変更はできません(つまり、DML操作は実行できません)。





	
DEFAULT DIRECTORY: 明示的にディレクトリ・オブジェクトに名前を付けないすべての入出力ファイルに対して、使用するデフォルトのディレクトリを指定します。位置はディレクトリ・パスではなく、ディレクトリ・オブジェクトで指定されます。外部表を作成する前にディレクトリ・オブジェクトを作成しておく必要があります(これを行わない場合はエラーが生成されます)。詳細は、「データ・ファイルおよび出力ファイルの位置」を参照してください。


	
ACCESS PARAMETERS - 外部データ・ソースを記述し、指定された外部表の型を実装します。各外部表の型には、その外部表の型に固有のアクセス・パラメータを提供する専用のアクセス・ドライバがあります。アクセス・パラメータはオプションです。詳細は、「アクセス・パラメータ」を参照してください。


	
LOCATION: 外部表のデータ・ファイルを指定します。ファイル名は、directory:fileという書式です。directoryの部分はオプションです。この部分を指定しないと、デフォルトのディレクトリがファイルのディレクトリとして使用されます。




次の例では、これらの各属性の使用を示します(デフォルト・ディレクトリdef_dir1がすでに存在するものとします)。


SQL> CREATE TABLE emp_load
  2    (employee_number      CHAR(5),
  3     employee_dob         CHAR(20),
  4     employee_last_name   CHAR(20),
  5     employee_first_name  CHAR(15),
  6     employee_middle_name CHAR(15),
  7     employee_hire_date   DATE)
  8  ORGANIZATION EXTERNAL
  9    (TYPE ORACLE_LOADER
 10     DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11     ACCESS PARAMETERS
 12       (RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
 13        FIELDS (employee_number      CHAR(2),
 14                employee_dob         CHAR(20),
 15                employee_last_name   CHAR(18),
 16                employee_first_name  CHAR(11),
 17                employee_middle_name CHAR(11),
 18                employee_hire_date   CHAR(10) date_format DATE mask "mm/dd/yyyy"
 19               )
 20       )
 21     LOCATION ('info.dat')
 22    );
 
Table created.


アクセス・ドライバで指定する情報により、データ・ソースのデータが、外部表の定義と一致するように処理されます。CREATE TABLE emp_loadの後にリストされるフィールドが、実際にinfo.datソース・ファイル内のデータのメタデータを定義します。




	
参照:

「例: ORACLE_LOADERを使用した外部表の作成およびロード」









データ・ファイルおよび出力ファイルの位置

アクセス・ドライバは、データベース・サーバー内で実行されます。これは、SQL*Loaderが、ロードするデータをサーバーに送信するクライアント・プログラムであるという点で、SQL*Loaderとは異なります。この違いは、次のことを意味しています。

	
サーバーでは、アクセス・ドライバによってロードされるファイルにアクセスする必要があります。


	
サーバーでは、アクセス・ドライバによって作成された出力ファイル(ログ・ファイル、不良ファイルおよび廃棄ファイル)、およびORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバによって作成されたダンプ・ファイルの作成と書込みを行う必要があります。




アクセス・ドライバでは、ディレクトリ・オブジェクトを使用して、ファイルの読取りおよび書込みを行う位置を指定する必要があります。ディレクトリ・オブジェクトは、ファイル・システムのディレクトリ名に名前をマップします。たとえば、次の文は/usr/apps/datafilesにあるディレクトリにマップされる、ext_tab_dirという名前のディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE DIRECTORY ext_tab_dir AS '/usr/apps/datafiles';


ディレクトリ・オブジェクトは、DBAまたはCREATE ANY DIRECTORY権限を持つすべてのユーザーが作成できます。




	
注意:

Oracle Real Applications Cluster(Oracle RAC)構成で外部表を使用するには、ディレクトリ・オブジェクトのパスがクラスタ・ファイル・システム上に存在するようにする必要があります。







ディレクトリの作成後、ディレクトリ・オブジェクトを作成するユーザーは、そのディレクトリのREAD権限およびWRITE権限を他のユーザーに付与する必要があります。これらの権限は、ロールを使用して割り当てるのではなく、明示的に付与する必要があります。たとえば、ext_tab_dirで指定されたディレクトリのユーザーscottのかわりに、サーバーがファイルを読み込むことができるようにするには、ディレクトリ・オブジェクトを作成したユーザーが、次のコマンドを実行する必要があります。


GRANT READ ON DIRECTORY ext_tab_dir TO scott;


SYSユーザーのみがディレクトリ・オブジェクトを所有できます。ただし、SYSユーザーは、ディレクトリ・オブジェクトを作成する権限を他のユーザーに付与できます。ディレクトリ・オブジェクトへのREAD 権限またはWRITE権限は、Oracle Databaseによるファイルの読取りまたは書込みのみを意味します。適切なオペレーティング・システム権限がないかぎり、Oracle Databaseの外部にあるファイルには直接アクセスできません。同様に、Oracle Databaseには、ディレクトリのファイルに対して読取りおよび書込みを行うオペレーティング・システム権限が必要です。






アクセス・パラメータ

特定の型の外部表を作成する場合、アクセス・パラメータを指定して、アクセス・ドライバのデフォルトの動作を変更できます。各アクセス・ドライバには、アクセス・パラメータ用の固有の構文があります。外部表に使用する、ORACLE_LOADER、ORACLE_DATAPUMPの2つのアクセス・ドライバが提供されています。




	
注意:

これらのアクセス・パラメータは、SQL文のCREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNALのopaque_format_specとしてまとめて参照されます。










	
参照:

	
第14章「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ」


	
第15章「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ」


	
SQL CREATE TABLE文を使用するときにopaque_format_specを指定する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。



















外部表の使用時のデータ型の変換

データを外部表から、または外部表に移動すると、次の3つの場所にある同一の列が、異なるデータ型を持つ可能性があります。

	
データベース: データが外部表にアンロードされる際のソースであり、データが外部表からロードされるときのロード先です。


	
外部表: データが外部表にアンロードされると、外部表内の列のデータ型と一致するよう、データベースからのデータは必要に応じて変換されます。また、SQL演算子をソース・データに適用して、データを外部表に移動する前にデータ型を変更できます。同様に、外部表からデータベースにロードすると、外部表からのデータはデータベース内の列のデータ型と一致するよう自動的に変換されます。さらに、外部表から選択しているSQL文内のSQL演算子を使用して、他の変換も実行できます。より高いパフォーマンスを得るには、外部表のデータ型を、データベースのデータ型と一致させます。


	
データ・ファイル: データを外部表にアンロードすると、データ・ファイルのフィールドのデータ型は外部表のフィールドのデータ型と完全に一致します。ただし、外部表からデータをロードすると、データ・ファイルのデータ型が外部表のデータ型と一致しない場合があります。その場合、データ・ファイルからのデータは、外部表のデータ型と一致するよう変換されます。列の変換時にエラーが発生した場合、その列を含むレコードはロードされません。より高いパフォーマンスを得るには、データ・ファイルのデータ型を、外部表のデータ型と一致させます。




データ・ファイルと外部表の間で変換エラーが発生すると、エラーの発生した行は無視されます。変換エラーおよび制約違反を含む、外部表とデータベース内の列でエラーが発生すると、操作全体が正常に完了されないまま終了します。

データが外部表にアンロードされる際に、ソース表内の列のデータ型が外部表の列のデータ型と一致していない場合、データが変換されます。変換エラーが発生した場合、その時点までに処理されたすべての行がデータ・ファイルに含まれず、データ・ファイルの読取りができなくなる場合があります。変換エラーによる操作の異常終了を回避するには、外部表の列のデータ型とデータベースの列のデータ型を一致させます。ただし、外部表はすべてのデータ型をサポートするわけではないため、必ず成功するとはかぎりません。そのような場合、ソース表でサポートされていないデータ型を、外部表でサポートするデータ型に変換する必要があります。たとえば、LONG_TABという名前のソース表にLONG列がある場合、作成される外部表LONG_TAB_XTの対応する列はCLOBである必要があり、外部表を移入するために使用したSELECT副問合せは、列をロードするためにTO_LOB演算子を使用する必要があります。


CREATE TABLE LONG_TAB_XT (LONG_COL CLOB) ORGANIZATION EXTERNAL...SELECT TO_LOB(LONG_COL) FROM LONG_TAB;






外部表の制限事項

この項では、外部表機能で行われない処理および外部表処理上の制限事項について説明します。

	
暗号化された列がある外部表のエクスポートとインポートは、サポートされていません。


	
外部表には、データベースに格納されているデータは記述されません。


	
外部表には、外部ソースでのデータの格納方法は記述されません。これは、アクセス・パラメータの機能です。


	
列処理: デフォルトでは、外部表の機能は、外部表に定義されたすべての列をフェッチします。これによって、すべての問合せに対し、一貫した結果が保証されます。ただし、パフォーマンスを考慮して、外部表内で参照される列だけを処理することができます。これによって、データ変換の量および問合せの実行で必要なデータ処理の量を最小限にします。この場合、データ型変換エラーが発生した列を含んでいたために拒否された行も、その列が参照されないかぎり、別の問合せでは拒否されません。ALTER TABLEコマンドを使用すると、この列処理動作を変更できます。


	
外部表は、LONG列にデータをロードできません。


	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバのアクセス・パラメータにSQL文字列を指定できません。解決策として、外部表を読み取る文のSELECT句にDECODE句を使用できます。また、DECODE句を使用する外部表のビューを作成して、外部表ではなくそのビューから選択することもできます。


	
外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。



	
参照:

	
「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ使用時の制限事項」


	
「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ使用時の制限事項」























 
14 ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ

この章では、ORACLE_LOADER型の外部表に固有のアクセス・パラメータのセットを提供するORACLE_LOADERアクセス・ドライバについて説明します。アクセス・ドライバのデフォルトの動作を変更するためにアクセス・パラメータを使用できます。アクセス・ドライバで指定する情報により、データ・ソースのデータが、外部表の定義と一致するように処理されます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
access_parameters句


	
record_format_info句


	
field_definitions句


	
column_transforms句


	
例: ORACLE_LOADERを使用した外部表の作成およびロード


	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバのパラレル・ロードに関する考慮点


	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバを使用する際のパフォーマンスのヒント


	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ使用時の制限事項


	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバの予約語




この章で説明する情報を使用するには、使用するプラットフォームのデータ・ファイルのファイル形式およびレコード形式(キャラクタ・セット、フィールドのデータ型など)についての知識が必要です。また、外部表を作成し、その外部表に問合せを実行するためのSQLの知識も必要です。

SQL*LoaderでEXTERNAL_TABLE=GENERATE_ONLYパラメータを使用すると、任意のSQL*Loader制御ファイルに適正なアクセス・パラメータを取得できます。GENERATE_ONLYを指定すると、制御ファイルに記述されているとおり、SQL*Loaderログ・ファイル内の外部表を使用してロードを行うために必要なすべてのSQL文が書き込まれます。これらのSQL文は、編集およびカスタマイズできます。実際のロードは、SQL*Loaderを使用せずに、SQL*Plusでこれらの文を実行して、後で行うことができます。




	
参照:

「EXTERNAL_TABLE」










	
注意:

	
章の後半で説明されているその他の構文を使用しなければ、わかりにくい場合があります。構文によって行われる処理が明確でない場合は、先に進み、その説明を参照してください。


	
この章では、外部表の場合のCREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNAL文の例をデータ・ファイルの内容のサンプルとともに示します。これらの内容は、CREATE TABLE文の一部ではなく、完全な例を示します。


	
外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。「ORACLE_LOADERアクセス・ドライバの予約語」を参照してください。














access_parameters句

access_parameters句には、コメント、レコード形式およびフィールド形式の情報が含まれています。

データ・ソースのデータの記述は外部表の定義とは別です。これは、次のことを意味します。

	
ソース・ファイルに含まれるフィールドの数は、外部表の列数と異なる場合があります。


	
データ・ソースのフィールドのデータ型は、外部表の列のデータ型と異なる場合があります。




アクセス・ドライバによって、データ・ソースのデータが、外部表の定義と一致するように処理されます。

access_parameters句の構文は次のとおりです。

[image: et_access_param.gifの説明が続きます。]






	
注意:

これらのアクセス・パラメータは、SQL文のCREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNALのopaque_format_specとしてまとめて参照されます。










	
参照:

	
SQL CREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNAL文を使用するときにopaque_format_specを指定する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。













コメント

コメントは、2つのハイフンで始まり、その後にテキストが続く行です。コメントは、次の例のように、アクセス・パラメータより前に位置する必要があります。


--This is a comment.
--This is another comment.
RECORDS DELIMITED BY NEWLINE


二重ハイフンの右側のすべてのテキストは行末まで無視されます。


record_format_info

record_format_info句はオプションであり、レコード(形式など)、データのキャラクタ・セット、およびレコードをロードの対象外とする規則についての情報が含まれます。構文の詳細は、「record_format_info句」を参照してください。


field_definitions

field_definitions句を使用して、データ・ファイルのフィールドを指定します。データ・ファイルのフィールドが外部表の列と同じ名前の場合、フィールドのデータはその列に使用されます。構文の詳細は、「field_definitions句」を参照してください。


column_transforms

column_transforms句はオプションであり、データ・ファイルの列に直接マップされない外部表の列のロード方法を記述するために使用します。NULL、CONSTANT、CONCATおよびLOBFILE変換を使用して行います。構文の詳細は、「column_transforms句」を参照してください。






record_format_info句

record_format_info句には、レコード(形式など)、データのキャラクタ・セットおよびレコードをロード対象とする規則についての情報が含まれます。また、PREPROCESSOR副次句も使用すると、ユーザーが用意したプログラムの名前を指定し、そのプログラムを実行して、ORACLE_LOADERアクセス・ドライバで解析できるようにデータ・ファイルの内容を変更することもできます。

record_format_info句はオプションです。句を指定しない場合、デフォルトの値はRECORDS DELIMITED BY NEWLINEです。record_format_info句の構文は次のとおりです。

[image: et_record_spec.gifの説明が続きます。]



et_record_spec_options句を使用すると、追加の書式情報をオプションで指定できます。書式オプションは必要な数だけ任意の順序で指定できます。オプションの構文は次のとおりです。

[image: et_record_spec_options.gifの説明が続きます]




FIXED長

FIXED句を使用して、すべてのレコードをバイト単位の固定長として識別します。FIXEDレコードに対して指定したサイズには、改行などのレコード終了文字を含める必要があります。他のレコード型と比較して、固定長レコードの固定長フィールドは、アクセス・ドライバを最も簡単に処理できるフィールドおよびレコード形式です。

次に、FIXEDレコードが使用されている例を示します。データ・ファイルの各レコードの末尾に1バイトの改行文字があるとします。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (RECORDS FIXED 20 FIELDS (first_name CHAR(7),
                                                                    last_name CHAR(8),
                                                                    year_of_birth CHAR(4)))
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin  Tolliver1976
KennethBaer    1963
Mary   Dube    1973





VARIABLEサイズ

VARIABLE句を使用して、レコードを可変長として識別します。各レコードの先頭に、レコードのバイト数を示す文字列が付きます。カウント・フィールドを含む文字列の長さは、VARIABLEパラメータの後に続くサイズ引数となります。サイズは、文字数ではなく、バイト数で表されることに注意してください。レコードの先頭の数値にレコード終了文字の分が含まれる必要があります。ただし、カウント・フィールド自身のサイズは含まれません。レコード終了文字のバイト数は、ファイルの作成方法および作成時のプラットフォームによって異なります。

次に、VARIABLEレコードが使用されている例を示します。データ・ファイルの各レコードの末尾に1バイトの改行文字があるとします。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (RECORDS VARIABLE 2 FIELDS TERMINATED BY ','
                                             (first_name CHAR(7),
                                              last_name CHAR(8),
                                              year_of_birth CHAR(4)))
                         LOCATION ('info.dat'));

21Alvin,Tolliver,1976,
19Kenneth,Baer,1963,
16Mary,Dube,1973,





DELIMITED BY

DELIMITED BY句を使用して、レコードの終わりを識別する文字を指定します。

DELIMITED BY NEWLINEを指定する場合、実際に使用される値はプラットフォームに依存します。UNIXプラットフォームでは、NEWLINEは「\n」です。Windows NTでは、NEWLINEは「\r\n」です。

DELIMITED BY stringを指定する場合、stringは、テキストまたは一連の16進数のいずれかになります。16進数の場合は、OXまたはXで開始して引用符で囲みます。テキストの場合は、データ・ファイルのキャラクタ・セットに変換され、その結果がレコードの境界の識別に使用されます。詳細は、「string」を参照してください。

次の条件を満たす場合は、デリミタの識別には16進数字を使用する必要があります。

	
アクセス・パラメータのキャラクタ・セットがデータ・ファイルのキャラクタ・セットとは異なる場合。


	
区切り文字列中にデータ・ファイルのキャラクタ・セットに変換できない文字がある場合。




16進数字はバイトに変換されます。16進文字列ではキャラクタ・セットの変換は実行されません。

ファイルの終わりがレコード終了記号の前で検出された場合、アクセス・ドライバは、終了記号が検出された場合と同様に、ファイルの終わりまでの処理されていないすべてのデータをレコードの部分とみなします。




	
注意:

デリミタ付きのレコードには、VARCHARおよびVARRAWのバイナリ数値を含むバイナリ・データを含めないでください。バイナリ・データを含めると、そのバイナリ・データがデリミタの検索中に文字として解釈されるため、エラーまたは破損が発生します。







次に、DELIMITED BYレコードの使用例を示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (RECORDS DELIMITED BY '|' FIELDS TERMINATED BY ','
                                              (first_name CHAR(7),
                                               last_name CHAR(8),
                                               year_of_birth CHAR(4)))
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin,Tolliver,1976|Kenneth,Baer,1963|Mary,Dube,1973





CHARACTERSET

CHARACTERSET string句を使用して、データ・ファイルのキャラクタ・セットを識別します。キャラクタ・セットを指定しない場合、データベースのデフォルトのキャラクタ・セットが使用されます。詳細は、「string」を参照してください。




	
注意:

クライアントのNLS環境変数設定は、データベースに使用されるキャラクタ・セットに影響しません。










	
参照:

Oracleでサポートされるキャラクタ・セットのリストは、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。












PREPROCESSOR




	
注意:

PREPROCESSOR句を使用する場合は、セキュリティ上の影響を考慮する必要があります。詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。







ロードするファイルにORACLE_LOADERアクセス・ドライバでサポートしていない形式のデータ・レコードが含まれる場合は、PREPROCESSOR句を使用して、ユーザーが用意するプリプロセッサ・プログラムを指定し、そのプログラムをすべてのデータ・ファイルに対して実行します。プログラムの指定は、引数を使用する場合にシェル・スクリプトに入れる必要があります(「file_spec」の説明を参照)。

プリプロセッサ・プログラムは、アクセス・ドライバがサポートするレコード形式にデータを変換し、変換したレコード・データを標準出力(stdout)に書き出します。アクセス・ドライバはそのデータを入力として読み取ることになります。PREPROCESSOR句の構文は次のとおりです。

[image: et_preprocessor_spec.gifの説明が続きます。]




directory_spec

各データ・ファイルに対して実行するプリプロセッサ・プログラムの名前が含まれるディレクトリ・オブジェクトを指定します。外部表にアクセスするユーザーには、使用されるディレクトリ・オブジェクトのEXECUTE権限が必要です。directory_specを省略した場合は、外部表に対して指定されたデフォルトのディレクトリが使用されます。




	
注意:

セキュリティ上の理由から、プリプロセッサ・プログラムは、デフォルト・ディレクトリでなく別のディレクトリを使用して格納することをお薦めします。プリプロセッサ・プログラムが格納されているディレクトリには別のファイルを保管しないでください。







プリプロセッサ・プログラムは、ディレクトリ・オブジェクト内に存在する必要があります。これは、セキュリティ上の理由から、プログラムへのアクセスを制御できるようにするためです。OSシステム管理者は、そのディレクトリ・オブジェクトに対応するディレクトリを作成し、OSユーザーORACLEがそのディレクトリへのアクセス権を持っていることを確認する必要があります。DBAは、承認されたユーザーのみが、ディレクトリ・パスに関連付けられたディレクトリ・オブジェクトにアクセスできるようにする必要があります。ディレクトリ・オブジェクトのアクセス権は、複数のデータベース・ユーザーに付与できますが、そのディレクトリ内のプリプロセッサを実行できるのはEXECUTE権限を持つユーザーのみです。ディレクトリ・オブジェクトへの読取り/書込み権限を持つ既存データベース・ユーザーでは、前処理の機能を使用できません。DBAがディレクトリ・オブジェクトのEXECUTE権限をどのユーザーにも付与しなければ、プリプロセッサの使用を禁止できます。




	
参照:

EXECUTE権限を付与する方法については、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。








file_spec

プリプロセッサ・プログラムの名前です。この名前は、使用されているディレクトリ・オブジェクト(directory_specまたは外部表のデフォルト・ディレクトリのいずれか)に関連付けられたパス名の後ろに追加されます。file_specに絶対ディレクトリ・パスや相対ディレクトリ・パスを含めることはできません。

プリプロセッサ・プログラムに引数(gunzip -cなど)が必要な場合は、プログラム名とその引数を実行可能シェル・スクリプト(Windowsシステムではバッチ(.bat)・ファイル)で指定する必要があります。シェル・スクリプトは、directory_specに存在する必要があります。PREPROCESSOR句に使用するシェル・スクリプトを作成するときは、次の点に注意してください。

	
gunzipなどのシステム・コマンドのフルパス名を指定する必要があります。


	
プリプロセッサのシェル・スクリプトには、EXECUTE権限が必要です。


	
外部表のLOCATION句にリストされているデータ・ファイルは、$1で参照する必要があります。(Windowsシステムでは、LOCATION句を%1で参照します。)


	
Windowsシステムでは、.batファイル内の最初の行が次のようになっている必要があります。


@echo off


そうなっていない場合は、デフォルトでWindowsによってバッチ・ファイルの内容がエコー処理されます(外部表のアクセス・ドライバによって入力として処理されます)。




シェル・スクリプトの使用例については、例14-2を参照してください。

オペレーティング・システム・ディレクトリに正しいバージョンのプリプロセッサ・プログラムがあることを必ず確認してください。

例14-1は、外部表作成時のPREPROCESSOR句の使用例を示しています。プリプロセッサ・ファイルは、データ・ファイルおよびログ・ファイルとは別のディレクトリにあります。


例14-1 PREPROCESSOR句の指定


SQL> CREATE TABLE xtab (recno varchar2(2000))
     2    ORGANIZATION EXTERNAL (
     3    TYPE ORACLE_LOADER
     4    DEFAULT DIRECTORY data_dir
     5    ACCESS PARAMETERS (
     6    RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
     7    PREPROCESSOR execdir:'zcat'
     8    FIELDS (recno char(2000)))
     9    LOCATION ('foo.dat.gz'))
   10    REJECT LIMIT UNLIMITED;
Table created.




例14-2は、外部表作成時のPREPROCESSOR句でのシェル・スクリプトの指定方法を示しています。


例14-2 シェル・スクリプトでのPREPROCESSOR句の使用


SQL> CREATE TABLE xtab (recno varchar2(2000))
     2    ORGANIZATION EXTERNAL (
     3    TYPE ORACLE_LOADER
     4    DEFAULT DIRECTORY data_dir
     5    ACCESS PARAMETERS (
     6    RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
     7    PREPROCESSOR execdir:'uncompress.sh'
     8    FIELDS (recno char(2000)))
     9    LOCATION ('foo.dat.gz'))
   10    REJECT LIMIT UNLIMITED;
Table created.





PREPROCESSOR句によるパラレル処理の使用

外部表では、LOCATION句で指定された各データ・ファイルが単一グラニュルとして扱われます。PREPROCESSOR句によるパラレル処理を最大限に活用するには、ロードされるデータを複数ファイル(グラニュル)に分割する必要があります。これは、外部表における並列度が、存在するデータ・ファイル数までに制限されるためです。たとえば、並列度を16に指定し、データ・ファイルが10個のみ存在する場合には、10個のスレーブ・プロセスがビジーとなり、6個がアイドル状態になるため、実際の並列度は10となります。アイドル状態のスレーブ・プロセスがないことが最適な状態です。したがって、並列度を指定する場合、すべてのスレーブ・プロセスがビジーになるように、並列度がデータ・ファイル数を超えないことが理想的です。




	
参照:

	
並列度のグラニュルの詳細は、『Oracle Database VLDBおよびパーティショニング・ガイド』を参照してください。
















PREPROCESSOR句を使用する際の制限事項

	
Database Vault機能を使用するデータベースでは、PREPROCESSOR句を使用できません。










LANGUAGE

LANGUAGE句を使用すると、データのロケール依存情報を得るための言語名(FRENCHなど)を指定できます。次に、言語名から得られる情報のタイプの例を示します。

	
月と日の名前およびその略称


	
A.M.、P.M.、A.D.およびB.C.と同じ内容を表す記号


	
SQL句ORDER BYが指定されたときの、文字データのデフォルトのソート順序


	
筆記方向(右から左、左から右)


	
肯定応答および否定応答の文字列(YES、NOなど)







	
参照:

Oracleでサポートされる言語のリストは、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。











TERRITORY

TERRITORY句を使用すると、地域名を指定して、入力データの特性をより詳細に指定することができます。たとえば、カンマではなく小数点(531,298のかわりに531.298など)が数字に使用される国もあります。




	
参照:

Oracleでサポートされる地域のリストは、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。











DATA IS...ENDIAN

DATA IS...ENDIAN句を使用して、データ・ファイルを生成したプラットフォームによってバイト順序が異なるデータのエンディアンを指定します。次の型のフィールドは、この句の影響を受けます。

	
INTEGER


	
UNSIGNED INTEGER


	
FLOAT


	
BINARY_FLOAT


	
DOUBLE


	
BINARY_DOUBLE


	
VARCHAR(数値のみ)


	
VARRAW(数値のみ)


	
UTF16キャラクタ・セットの文字データ型


	
RECORDS DELIMITED BY stringによって指定するUTF16キャラクタ・セット文字列




リトル・エンディアン・データを生成する一般的なプラットフォームはWindows NTです。ビッグ・エンディアン・プラットフォームには、Sun SolarisおよびIBM MVSがあります。DATA IS...ENDIAN句を指定しない場合、データは、アクセス・ドライバが実行されているプラットフォームと同じエンディアンになります。UTF-16データ・ファイルには、ファイルの先頭にデータのエンディアンを示すマークがあります。このマークは、DATA IS...ENDIAN句に優先します。





BYTEORDERMARK(CHECK | NOCHECK)

BYTEORDERMARK句を使用して、データ・ファイルにバイト順序マーク(BOM)があるかを確認するかどうかを指定します。この句は、キャラクタ・セットがUnicodeの場合にのみ有効です。

BYTEORDERMARK NOCHECKを指定すると、データ・ファイルにBOMが存在するかどうかが確認されず、データ・ファイルのすべてのデータがデータとして読み込まれます。

BYTEORDERMARK CHECKを指定すると、データ・ファイルにBOMがあるかどうかを確認します。これはUnicodeキャラクタ・セットのデータ・ファイルについてのデフォルト動作です。

次に、使用例をいくつか示します。

	
データをリトル・エンディアンまたはビッグ・エンディアンとして指定し、CHECKを指定したときにそのエンディアンがデータ・ファイルと一致していないと判断された場合は、エラーが返されます。たとえば、次のパラメータを指定したとします。


DATA IS LITTLE ENDIAN 
BYTEORDERMARK CHECK 


Unicodeデータ・ファイル内にBOMが存在するかどうかが確認され、そのデータが実際にはビッグ・エンディアンであった場合は、リトル・エンディアンを指定していたため、エラーが返されます。


	
BOMが存在せず、DATA IS...ENDIANパラメータを使用してエンディアンを指定しない場合は、プラットフォームのエンディアンが使用されます。


	
BYTEORDERMARK NOCHECKを指定し、DATA IS...ENDIANパラメータを使用してエンディアンを指定した場合は、その値が使用されます。それ以外の場合は、プラットフォームのエンディアンが使用されます。



	
参照:

「バイト順序」













STRING SIZES ARE IN

STRING SIZES ARE IN句を使用して、文字列の長さがバイト単位であるか、または文字単位であるかを指定します。この句を指定しない場合、アクセス・ドライバは、データベースが使用するモードを使用します。長さが埋め込まれた文字型(VARCHARなど)も、この句の影響を受けます。この句を指定すると、埋め込まれた長さは、バイト数ではなく、文字数となります。UTF16などのマルチバイト・キャラクタ・セットのロード時には、STRING SIZES ARE IN CHARACTERSを指定する必要があります。





LOAD WHEN

LOAD WHEN condition_spec句を使用して、データベースに渡すレコードを識別します。評価の方法は様々です。

	
condition_spec句がレコードのフィールドを参照する場合、この句は、すべてのフィールドがレコードから解析された後で、NULLIF句またはDEFAULTIF句の評価が行われる前にのみ評価されます。


	
条件指定が範囲のみを参照する(フィールド名は参照しない)場合、フィールドが解析される前に句が評価されます。これは、ファイル中のロードできないレコードを、エラーなしで現行のレコード定義に解析できない場合に有効です。




詳細は、「condition_spec」を参照してください。

次に、LOAD WHENの使用例を示します。


LOAD WHEN (empid != BLANKS)
LOAD WHEN ((dept_id = "SPORTING GOODS" OR dept_id = "SHOES") AND total_sales != 0)





BADFILE | NOBADFILE

BADFILE句を使用して、エラーのためにロードできない場合にレコードが書き込まれるファイルを指定します。たとえば、データ・ファイルのフィールドは外部表の列のデータ型に変換できないため、不良ファイルにレコードが書き込まれます。LOAD WHEN句が正常に実行されない場合、レコードは不良ファイルには書き込まれず、かわりに、廃棄ファイルに書き込まれます。また、外部表のレコードを使用中にエラーが発生する場合は(外部表に対してINSERT INTO...AS SELECT...を使用した場合の制約違反など)、レコードは不良ファイルに書き込まれません。

不良ファイルの目的は、すべての拒否されたデータを調査および修正して、ファイルをロードできるようにすることです。不良レコードがあってもデータを修正しない場合は、NOBADFILEオプションを使用して不良ファイルの作成を回避できます。

BADFILEを指定する場合は、ファイル名を指定する必要があります。指定しない場合は、エラーが返されます。

BADFILEまたはNOBADFILEのいずれも指定しない場合、デフォルトでは1つ以上のレコードが拒否されると、不良ファイルが作成されます。このファイルの名前は、表名の後に_%pが付いたものになり、拡張子.badが付けられます。

詳細は、「[directory object name:] filename」を参照してください。





DISCARDFILE | NODISCARDFILE

DISCARDFILE句を使用して、レコードがLOAD WHEN句の条件を満たすことができないことが書き込まれるファイルを指定します。この廃棄ファイルは、廃棄される最初のレコードが検出されると作成されます。同じ外部表が複数回アクセスされる場合、廃棄ファイルはそのたびに再度書き込まれます。廃棄レコードを個別のファイルに保存する必要がない場合、NODISCARDFILEを使用します。

DISCARDFILEを指定する場合は、ファイル名を指定する必要があります。指定しない場合は、エラーが返されます。

DISCARDFILE またはNODISCARDFILEのいずれも指定しない場合、デフォルトでは1つ以上のレコードでLOAD WHEN句が失敗すると、廃棄ファイルが作成されます。このファイルの名前は、表名の後に_%pが付いたものになり、拡張子.dscが付けられます。

詳細は、「[directory object name:] filename」を参照してください。





LOG FILE | NOLOGFILE

LOGFILE句を使用して、データ・ファイルのデータへのアクセス中に外部表のユーティリティによって生成されたメッセージを含むファイルを指定します。ログ・ファイルがすでに同じ名前で存在する場合は、アクセス・ドライバによってそのログ・ファイルが再びオープンされ、新しいログ情報がファイルの終わりに追加されます。この点では、既存のファイルを上書きする不良ファイルおよび廃棄ファイルとは異なります。NOLOGFILEを使用してログ・ファイルの作成を回避できます。

LOGFILEを指定する場合は、ファイル名を指定する必要があります。指定しない場合は、エラーが返されます。

LOGFILEまたはNOLOGFILEのいずれも指定しない場合、デフォルトではログ・ファイルが作成されます。このファイルの名前は、表名の後に_%pが付いたものになり、拡張子.logが付けられます。

詳細は、「[directory object name:] filename」を参照してください。





SKIP

ロードの前に、データ・ファイルに含まれる、指定した件数のレコードをスキップします。SKIPは、データにパラレルにアクセスしない場合にのみ指定できます。





READSIZE

READSIZEパラメータは、レコードの処理に使用する読取りバッファのサイズを指定します。読取りバッファのサイズは、アクセス・ドライバで処理する最大入力レコードのサイズ以上にする必要があります。サイズは、整数のバイト数で指定します。デフォルト値は512KB(524288バイト)です。データ・ファイル内に512KBより大きいレコードがある場合は、デフォルト値より大きい値を指定する必要があります。READSIZEのサイズに上限はありませんが、アクセス・ドライバで割当て可能なメモリーの最大量が事実上の上限となります。

追加のバッファが割り当てられる場合もあるため、割当てに使用可能なメモリーの量によっても制限されます。追加のバッファは、(データ内、デリミタ、またはマルチ・キャラクタ/バイトのデリミタが使用されている場合はそのデリミタのいずれかで)分割された可能性のあるレコードの処理を正常に完了するために使用されます。





DISABLE_DIRECTORY_LINK_CHECK

デフォルトでは、ORACLE_LOADERアクセス・ドライバは、データやログ・ファイルを開く前にチェックを行い、使用するディレクトリがシンボリック・リンクでないことを確認します。DISABLE_DIRECTORY_LINK_CHECKパラメータ(引数なし)を指定して、このチェックを回避するようにアクセス・ドライバに指示すると、親ディレクトリがシンボリック・リンクの可能性があるファイルも使用できます。




	
注意:

シンボリック・リンクは外部表のロード操作での入力や出力をリダイレクトするために使用される可能性もあるため、このパラメータの使用にはセキュリティのリスクが伴います。












DATE_CACHE

デフォルトでは、(1000要素に対して)日付キャッシュ機能が使用できます。日付キャッシュ機能を完全に使用禁止にするには、0(ゼロ)に設定します。

DATE_CACHEは、日付キャッシュ・サイズ(エントリ数)を指定します。たとえば、DATE_CACHE=5000を指定すると、作成された日付キャッシュごとに最大5000の一意の日付エントリが含まれます。必要に応じて、すべての表に固有の日付キャッシュが作成されます。日付キャッシュは、表への格納のためにデータ型変換が必要な日付値またはタイムスタンプ値が1つ以上ロードされた場合にのみ作成されます。

日付キャッシュ機能は、デフォルトで使用可能です。デフォルトの日付キャッシュ・サイズは1000要素です。デフォルトのサイズを使用し、1000を超える一意の入力値をロードすると、日付キャッシュ機能は、この表に対して自動的に使用禁止となります。ただし、デフォルトを変更して0以外の日付キャッシュ・サイズを指定し、キャッシュ量がこのサイズを超えた場合、キャッシュは使用禁止になりません。

ログ・ファイルに含まれている日付キャッシュ統計(エントリ数、ヒット数、ミス数)を使用して、将来、同様のロードを行うときのためにキャッシュのサイズを調整できます。




	
参照:

「日付キャッシュの値の指定」












string

stringは、引用符で囲まれた一連の文字または16進数字です。一連の文字の場合、これらの文字はデータ・ファイルのキャラクタ・セットに変換されます。また、16進数字の場合には、偶数にする必要があります。16進数字は、バイナリに翻訳されたものに変換され、その翻訳結果はデータ・ファイルのキャラクタ・セット内の文字列として処理されます。これは、16進数字がバイナリに翻訳されたものに変換された後では、他のキャラクタ・セットの翻訳が実行されないことを意味します。 stringの構文は次のとおりです。

[image: et_string.gifの説明が続きます。]







condition_spec

condition_specは、真または偽のいずれかに評価される式です。ブール演算子によって結合される1つ以上の条件を指定します。条件およびブール演算子は、左から右へと評価されます。(ブール演算子は、条件が評価された後に適用されます。)カッコを使用して、ブール演算子を評価するデフォルトの順序を変更できます。condition_spec句の評価にはより多くのレコード処理時間が必要であるため、多くの句を使用しないようにする必要があります。condition_specの構文は次のとおりです。

[image: et_cond_spec.gifの説明が続きます。]



条件指定にフィールド名を参照する条件が含まれている場合、条件指定は、すべてのフィールドがレコードで検出され、空白の切捨てが行われた後のみに評価されます。空白がフィールドから切り捨てられている場合、フィールドとBLANKSの比較は有効ではありません。

次に、condition_specの使用例を示します。


empid = BLANKS OR last_name = BLANKS
(dept_id = SPORTING GOODS OR dept_id = SHOES) AND total_sales != 0





	
参照:

「condition」












[directory object name:] filename

この句を使用して、出力ファイル(BADFILE、DISCARDFILEまたはLOGFILE)の名前を指定します。そのディレクトリ・オブジェクト名は、外部表にアクセスしているユーザーが書込み権限を所有しているディレクトリ・オブジェクトの名前です。このディレクトリ・オブジェクト名を指定しない場合、CREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNAL文のDEFAULT DIRECTORY句に対して指定した値が使用されます。

filenameパラメータは、ディレクトリ・オブジェクト内に作成するファイルの名前です。パラレル・ロードでファイル名を一意にするには、アクセス・ドライバで記号置換を行います。UNIXおよびWindows NTでサポートされる記号置換は、次のとおりです(その他のプラットフォームでは、別の記号が使用される場合があります)。

	
%pは、現行のプロセスのプロセスIDに置換されます。たとえば、アクセス・ドライバのプロセスIDが12345の場合、exttab_%p.logは、exttab_12345.logとなります。


	
%aは、現行のプロセスのエージェント番号に置換されます。エージェント番号は、外部表にアクセスしている各パラレル・プロセスに割り当てられた一意の番号です。この番号には、3文字になるように、左側に0が埋められます。たとえば、3番目のパラレル・エージェントがファイルを作成する場合、bad_data_%a.badをファイル名として指定した場合、エージェントはbad_data_003.badというファイルを作成します。


	
%%は、%に置換されます。ファイル名にパーセント符号が必要な場合、この記号置換が使用されます。




%文字が検出され、前述の文字以外の文字がその後に続く場合、エラーが返されます。

%pまたは%aを使用しないで出力ファイルに対して一意のファイル名を作成し、外部表にパラレルでアクセス中の場合、出力ファイルが破損するか、エージェントがファイルに書込みをできないという問題が発生する場合があります。

BADFILE(またはDISCARDFILEかLOGFILE)を指定する場合は、ファイル名を指定する必要があります。指定しない場合は、エラーが返されます。ただし、BADFILE (またはDISCARDFILEかLOGFILE)を指定しない場合、アクセス・ドライバでは、表の名前に_%pを付いたものがファイル名として使用されます。ファイルに対して拡張子がない場合は、デフォルトの拡張子が使用されます。デフォルトの拡張子は、不良ファイルでは.bad、廃棄ファイルでは.dsc、ログ・ファイルでは.log となります。






condition

conditionを使用して、定数文字列とレコードのバイト範囲またはフィールドを比較します。比較のソースは、レコードのフィールドまたはレコードのバイト範囲のいずれかです。比較はバイト単位で実行されます。文字列を比較のターゲットとして指定すると、データ・ファイルのキャラクタ・セットに変換されます。フィールドに文字以外のデータ型が含まれる場合、データ型変換はフィールド値および文字列のいずれでも実行されません。conditionの構文は次のとおりです。

[image: et_condition.gifの説明が続きます。]




range start : range end

この句を使用してレコードのバイト範囲または文字範囲を記述して条件を指定します。STRING SIZES ARE句に使用する値で、rangeがバイトを示すか、文字を示すかを決定します。range startおよびrange endは、レコードへのバイト・オフセットまたは文字オフセットです。range startは、range end以下である必要があります。文字範囲の検索は、可変幅キャラクタ・セットのデータに対してより固定幅キャラクタ・セットのデータに対しての方が速く処理されます。範囲が、存在しないレコードの一部を指す場合、その範囲を参照しようとするとレコードは拒否されます。range start:range endは、カッコで囲む必要があります。たとえば、(10:13)となります。




	
注意:

データ・ファイルには、バイナリ・データ(VARCHARなどのバイナリ・カウントのあるデータ型を含む)および文字データ(可変幅キャラクタ・セットが使用されているか、または文字幅が1バイトより大きいデータ)が混在しないようにする必要があります。この場合、アクセス・ドライバは、開始位置の検索時にバイナリ・データを文字データとして処理するため、フィールドの適切な開始位置を検索できない場合があります。







次に、conditionの使用例を示します。


LOAD WHEN empid != BLANKS
LOAD WHEN (10:13) = 0x'00000830'
LOAD WHEN PRODUCT_COUNT = "MISSING"







IO_OPTIONS句

IO_OPTIONS句によって、オペレーティング・システムがデータ・ファイルを読み取るために使用するI/Oオプションを指定できます。指定可能なオプションはDIRECTIOとNODIRECTIO(デフォルト)のみです。

DIRECTIOオプションを指定すると、直接I/Oを使用してデータ・ファイルのオープンおよび読取りが試行されます。試行が成功した場合、オペレーティング・システムとNFSサーバー(ファイルがNFSサーバー上にあるとき)では、ファイルから読み取ったデータをキャッシュしません。これにより、特にファイルが大きい場合に、データ・ファイルの読取りパフォーマンスが向上します。読取り対象のデータ・ファイルについてDIRECTIOオプションがサポートされない場合、ファイルは開かれて読み取られますが、DIRECTIOオプションは無視されます。

NODIRECTIOオプションが指定されるか、IO_OPTIONS句が指定されない場合、データ・ファイルの読取りに直接I/Oは使用されません。








field_definitions句

field_definitions句では、FIELDSパラメータを使用してデータ・ファイルのフィールドに名前を付け、それらのレコード内での検索方法を指定します。

field_definitions句が省略された場合、次のことが想定されます。

	
フィールドは「,」で区切られる


	
フィールドのデータ型はCHARである


	
フィールドの最大長は255である


	
データ・ファイルのフィールドの順序は、外部表で定義されたフィールドの順序となる


	
空白はフィールドから切り捨てられない。




次に、アクセス・パラメータを含まずに作成する外部表の例を示します。その後に、外部表をロードするために使用できるデータ・ファイルのサンプルinfo.datを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
 ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir LOCATION ('info.dat'));

Alvin,Tolliver,1976
Kenneth,Baer,1963


field_definitions句の構文は次のとおりです。

[image: et_fields_clause.gifの説明が続きます。]




IGNORE_CHARS_AFTER_EOR

オプションのこのパラメータは、レコードの終わりの後にレコードの定義に一致しない不要な文字が見つかった場合、その文字を無視するように指定します。

次の4つの条件がすべて当てはまると、エラー・メッセージが外部表のログ・ファイルに書き込まれます。

	
IGNORE_CHARS_AFTER_EORパラメータが設定されているか、フィールドが自由書式可能になっている(つまりフィールドがデリミタまたは囲み文字で指定されているか、フィールドが可変長である(あるいはその両方))。


	
レコードの終わりの後に文字が残っている。


	
アクセス・パラメータMISSING FIELD VALUES ARE NULLが設定されていない


	
フィールドに絶対位置が設定されていない。




外部表のログ・ファイルに書き込まれるエラー・メッセージは次のとおりです。


KUP-04021: field formatting error for field Col1
KUP-04023: field start is after end of record
KUP-04101: record 2 rejected in file /home/oracle/datafiles/example.dat



delim_spec句

delim_spec句を使用して、レコード内のすべてのフィールドの終了位置を識別します。すべてのフィールドに指定されるdelim_specは、特定のフィールドに対してfield_list句の一部として上書きできます。構文の詳細は、「delim_spec」を参照してください。


trim_spec句

trim_spec句を使用して、すべての文字フィールドでデフォルトとして実行される空白の切捨てタイプを指定します。すべてのフィールドに指定されるtrim_spec句は、個々のフィールドに対してtrim_spec句を指定して上書きできます。構文の詳細は、「trim_spec」を参照してください。


MISSING FIELD VALUES ARE NULL

MISSING FIELD VALUES ARE NULLは、レコードのすべてのフィールドに十分なデータがない場合、データ値が欠落しているフィールドがNULLに設定されることを示します。構文の詳細は、「MISSING FIELD VALUES ARE NULL」を参照してください。


REJECT ROWS WITH ALL NULL FIELDS

REJECT ROWS WITH ALL NULL FIELDSは、行内で参照されるすべてのフィールドがNULLの場合、その行が外部表にロードされないことを示します。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値が使用され、すべてのフィールドがNULLの行が外部表にロードされます。このパラメータの設定は、「reject rows with all null fields」または「rows with all null fields are accepted」としてログ・ファイルに書き込まれます。


field_list句

field_list句を使用して、データ・ファイルのフィールドおよびそのデータ型を識別します。構文の詳細は、「field_list」を参照してください。



delim_spec

delim_spec句を使用して、フィールドの終了位置(ENCLOSED BYを指定する場合は、開始位置)を検索します。構文は次のとおりです。

[image: et_delim_spec.gifの説明が続きます。]



ENCLOSED BYを指定すると、アクセス・ドライバで、レコードの現在の位置から最初のデリミタまでの間のすべての空白がスキップされます。現在の位置と最初のデリミタの間のすべての空白が無視されます。次に、アクセス・ドライバでは、2番目の囲みデリミタが検索されます(または、2番目のデリミタが指定されていない場合は、最初のデリミタがもう1度検索されます)。これら2つのデリミタの間にあるすべての文字がフィールド部分とみなされます。

TERMINATED BY stringをENCLOSED BY句で指定する場合、終了記号文字列は、2番目の囲みデリミタの直後に置く必要があります。2番目の囲みデリミタと終了デリミタの間の空白はスキップされます。2つのデリミタの間で空白以外の文字が検索される場合、正しく書式化されていないため行が拒否されます。

ENCLOSED BY句を使用せずにTERMINATED BYを指定する場合、レコードの現在の位置と次に検索される終了記号文字列の間にあるすべての文字がフィールド部分とみなされます。

OPTIONALLYを指定する場合は、TERMINATED BYも指定する必要があります。OPTIONALLYパラメータによって、ENCLOSED BYデリミタは、両方存在するかまたは両方存在しないかのいずれかであることが示されます。終了デリミタは、ENCLOSED BYデリミタの有無にかかわらず存在する必要があります。OPTIONALLYを指定する場合、アクセス・ドライバは、最初の空白以外の文字までのすべての空白をスキップします。最初の空白以外の文字が検索されると、アクセス・ドライバは、現在の位置に最初の囲みデリミタが含まれているかどうかを確認します。含まれている場合は、アクセス・ドライバによって2番目の囲み文字列が検索され、最初の囲みデリミタと2番目の囲みデリミタの間のすべての文字がフィールド部分とみなされます。終了デリミタは、2番目の囲みデリミタの直後に置く必要があります(2番目の囲みデリミタと終了デリミタの間にオプションで空白を置くことも可能)。最初の空白以外の文字が最初の囲み文字列ではない場合、アクセス・ドライバは終了デリミタを検索します。この場合、先頭の空白は切り捨てられます。




	
参照:

アクセス・ドライバのデフォルトの切捨て動作の詳細は、表10-5を参照してください。LTRIMおよびRTRIMを使用すると、この動作を変更できます。







デリミタが検出された後、レコードの現在の位置は、フィールドの最後のデリミタの後に設定されます。TERMINATED BY WHITESPACEを指定した場合、レコードの現在の位置は、フィールドの後に続くすべての空白の後に設定されます。

レコードの最後のフィールドで終了記号が欠落している場合は、エラーではありません。アクセス・ドライバは、終了記号が検出された場合と同様に処理を行います。2番目の囲みデリミタが欠落している場合は、エラーとなります。

2番目の囲みに使用される文字列は、2番目の囲みを2回続けることによって、データ・フィールドに含むことができます。たとえば、フィールドが一重引用符で囲まれる場合、次の例のdon'tという単語で示すような方法で一重引用符を2つ並べて指定することによって、フィールドに一重引用符を含むことができます。


'I don''t like green eggs and ham'


囲みデリミタを使用せずに、データ・フィールドの終了文字列を引用符で囲む方法はありません。フィールドに終了デリミタを含むことができるのは、フィールド・パーサーが囲みデリミタを検出するまで終了デリミタを検索しないためです。

通常、1文字の文字列は、複数文字の文字列より速く指定できます。また、固定幅キャラクタ・セットのデータは、可変幅のキャラクタ・セットよりも速く検索できます。




	
注意:

外部表では、文字列内のバックスラッシュ(\)の使用はサポートされていません。








例: 終了デリミタを含む外部表

次に、終了デリミタが使用されている外部表の例を示します。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (FIELDS TERMINATED BY WHITESPACE)
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin Tolliver 1976
Kenneth Baer 1963
Mary Dube 1973





例: 囲みデリミタおよび終了デリミタを含む外部表

次に、囲みデリミタと終了デリミタの両方を使用する外部表の例を示します。2番目の囲みデリミタと終了記号の間のすべての空白が無視されるのと同様に、終了文字列と最初の囲み文字列の間のすべての空白も無視されます。この例の後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4)) 
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                        ACCESS PARAMETERS (FIELDS TERMINATED BY "," ENCLOSED BY "("  AND ")")
                        LOCATION ('info.dat'));

(Alvin) ,   (Tolliver),(1976)
(Kenneth),  (Baer) ,(1963)
(Mary),(Dube) ,   (1973)





例: オプションの囲みデリミタを含む外部表

次に、オプションの囲みデリミタを使用する外部表の例を示します。フィールドの先頭および後続の空白を切り捨てるために、LRTRIMを使用していることに注意してください。この例の後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (FIELDS TERMINATED BY ','
                                            OPTIONALLY ENCLOSED BY '(' and ')'
                                            LRTRIM)
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin ,   Tolliver , 1976
(Kenneth),  (Baer), (1963)
( Mary ), Dube ,    (1973)








trim_spec

trim_spec句を使用して、空白をテキスト・フィールドの始めから切り捨てるか、終わりから切り捨てるか、またはその両方から切り捨てるかを指定します。空白には、空白文字およびその他の印字されない文字(タブ、LF、改行など)が含まれます。 trim_spec句の構文は次のとおりです。

[image: et_trim_spec.gifの説明が続きます。]



フィールドから文字を切り捨てない場合は、NOTRIMを使用します。

フィールドから文字を切り捨てる場合は、LRTRIM、LTRIMおよびRTRIMを使用します。LRTRIMを使用すると、先頭と後続の空白の両方が切り捨てられます。先頭の空白を切り捨てるには、LTRIMを使用します。後続の空白を切り捨てるには、RTRIMを使用します。

SQL*Loaderの切捨て機能との互換性を保つには、LDRTRIMを使用します。次の場合を除いて、NOTRIMと同様です。

	
フィールドがデリミタ付きのフィールドではない場合、空白は右から切り捨てられる。


	
フィールドがOPTIONALLY ENCLOSED BYで指定されたデリミタ付きフィールドで、オプションの囲みが特定のインスタンスで欠落している場合、空白は左から切り捨てられる。




デフォルトは、LDRTRIMです。NOTRIMを指定すると、パフォーマンスが向上します。

trim_spec句をフィールド・リストの前に指定して、デフォルトの切捨てをすべてのフィールドに設定できます。trim_specがフィールド・リストの前で指定されない場合、LDRTRIMが、デフォルトの切捨て設定となります。デフォルトの切捨ては、個々のフィールドに対してdatatype_specの一部として上書きできます。

すべてが空白のフィールドに対して切捨てを指定する場合、そのフィールドはNULLに設定されます。

次の例では、すべてのデータが固定長です。ただし、先頭に空白がある文字データはロードできません。この例の後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20),
year_of_birth CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (FIELDS LTRIM)
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin,           Tolliver,1976
Kenneth,         Baer,    1963
Mary,            Dube,    1973






MISSING FIELD VALUES ARE NULL

MISSING FIELD VALUES ARE NULLは、レコードのすべてのフィールドに十分なデータがない場合、データ値が欠落しているフィールドがNULLに設定されることを示します。MISSING FIELD VALUES ARE NULLを指定せず、レコードのすべてのフィールドに十分なデータがない場合、行は拒否されます。

次の例で、2番目のレコードは、生まれた年のデータがデータ・ファイルから欠落していても、year_of_birth 列に対しNULLに設定されて格納されます。MISSING FIELD VALUES ARE NULL句をアクセス・パラメータで指定しない場合、year_of_birth列の値が含まれていない2番目のレコードが拒否されます。この例の後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth INT)
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (FIELDS TERMINATED BY ","
                                            MISSING FIELD VALUES ARE NULL)
                         LOCATION ('info.dat'));
 
Alvin,Tolliver,1976
Baer,Kenneth
Mary,Dube,1973






field_list

field_list句を使用して、データ・ファイルのフィールドおよびそのデータ型を識別します。field_list句では、次のように評価します。

	
フィールドにいずれのデータ型も指定されない場合、データ型は、デリミタなしフィールドではCHAR(1)、デリミタ付きフィールドではCHAR(255)である。


	
いずれのフィールド・リストも指定されない場合、データ・ファイルのフィールドは外部表と同じ順序である。データベースの列がCHARまたはVARCHARではない場合、すべてのフィールドのデータ型は、CHAR(255)となる。データベースの列がCHARまたはVARCHARの場合、フィールドのデータ型はCHARのままであるが、その長さは255か列の長さでいずれか長い方の値となる。


	
いずれのフィールド・リストも指定されず、delim_spec句も指定されない場合、データ・ファイルのフィールドは外部表のフィールドと同じ順序である。すべてのフィールドは、CHAR(255)であり、カンマで終了する。




次の例では、field_listおよびdelim_specを含まない外部表の定義を示します。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15), last_name CHAR(20), year_of_birth INT)
  ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_LOADER DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
                         ACCESS PARAMETERS (FIELDS TERMINATED BY "|")
                         LOCATION ('info.dat'));

Alvin|Tolliver|1976
Kenneth|Baer|1963
Mary|Dube|1973


field_list句の構文は次のとおりです。

[image: et_field_list.gifの説明が続きます。]




field_name

field_nameは、データ・ファイルのフィールド名を識別する文字列です。文字列が引用符内にない場合、フィールド名は外部表の列名に一致され、大文字になります。

field_nameが問合せで参照される外部表の列名と一致する場合は、このフィールド値が外部表列の値に使用されます。名前が外部表で参照されたいずれの名前にも一致しない場合、フィールドはロードされません。ただし、このフィールドは句の評価(たとえば、WHENまたはNULLIF)には使用できます。


pos_spec

pos_spec句を使用して、レコード内の列の位置を指定します。構文の詳細は、「pos_spec句」を参照してください。


datatype_spec

datatype_spec句を使用して、フィールドのデータ型を指定します。datatype_specが指定されない場合、アクセス・ドライバは、データ型はCHAR(255)であると想定します。構文の詳細は、「datatype_spec句」を参照してください。


init_spec

init_spec句を使用して、フィールドがNULLになる、またはデフォルトの値を設定されるタイミングを指定します。構文の詳細は、「init_spec句」を参照してください。






pos_spec句

pos_spec句を使用して、レコード内の列の位置を指定します。STRING SIZES ARE IN句を設定して、pos_specがバイト位置と文字位置のどちらを参照するかを決定します。可変幅キャラクタ・セットで文字位置を使用すると、固定幅キャラクタ・セットで文字位置を使用するより大幅に時間がかかります。pos_specが文字位置に使用されると、バイナリ文字データとマルチバイト文字データは、同じデータ・ファイルには指定できません。指定した場合の結果は保証されません。pos_spec句の構文は次のとおりです。

[image: et_position_spec.gifの説明が続きます。]




start

startパラメータは、レコードの開始位置からフィールドの開始位置までのバイト数または文字数です。前のフィールド位置からの相対ではなく、レコードの絶対位置でフィールドの開始位置を設定します。





*

*パラメータで、フィールドが前のフィールドの直後のバイトまたは文字から始まることを指定します。これは、可変長フィールドの後に固定長フィールドが続く場合に有効です。このオプションは、レコードの最初のフィールドには使用できません。





increment

incrementパラメータを使用して、フィールドの開始位置を前のフィールドの終了位置からの固定のバイト数または固定の文字数で設定します。*-incrementを使用して、フィールドの開始位置をレコードの現在の位置の前に指定します。*+incrementを使用して、開始位置を現在の位置の後に移動します。





end

endパラメータを使用して、フィールドの終了バイトをレコード内の絶対バイトまたは絶対文字オフセットで指定します。startをendとともに指定する場合、endは、startより小さくできません。*またはincrementをendとともに指定し、startが特定のレコードのendより大きいオフセットと評価された場合、レコードは拒否されます。





length

lengthパラメータで、フィールドの終了位置を開始位置からの固定のバイト数または文字数で指定します。開始位置を*で指定すると、固定長フィールドに有効です。

次に、pos_specの使用例を示します。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


CREATE TABLE emp_load (first_name CHAR(15),
                      last_name CHAR(20),
                      year_of_birth INT,
                      phone CHAR(12),
                      area_code CHAR(3),
                      exchange CHAR(3),
                      extension CHAR(4))
  ORGANIZATION EXTERNAL
  (TYPE ORACLE_LOADER
   DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
   ACCESS PARAMETERS
     (FIELDS RTRIM
            (first_name (1:15) CHAR(15),
             last_name (*:+20),
             year_of_birth (36:39),
             phone (40:52),
             area_code (*-12: +3),
             exchange (*+1: +3),
             extension (*+1: +4)))
   LOCATION ('info.dat'));

Alvin          Tolliver            1976415-922-1982
Kenneth        Baer                1963212-341-7912
Mary           Dube                1973309-672-2341








datatype_spec句

データ型がデフォルトと異なる場合、datatype_spec句を使用して、データ・ファイルのフィールドのデータ型を指定します。フィールドのデータ型は、外部表内の対応する列のデータ型と異なる場合があります。アクセス・ドライバで必要な変更が行われます。datatype_spec句の構文は次のとおりです。

[image: et_datatype_spec.gifの説明が続きます。]



フィールドのバイト数または文字数が0の場合、フィールドはNULLであると想定されます。オプションのDEFAULTIF句を使用して、フィールドをデフォルトの値に設定するタイミングを指定します。また、オプションのNULLIF句で、フィールドに対応付けられた列をNULLに設定するタイミングに関するその他の条件を指定します。DEFAULTIF句またはNULLIF句がtrueの場合、これらの句を使用すると、データ・ファイルから読み込まれるすべての値が上書きされます。




	
参照:

	
NULLIFおよびDEFAULTIFの詳細は、「init_spec句」を参照してください。


	
データ型の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。













[UNSIGNED] INTEGER [EXTERNAL] [(len)]

この句を使用して、フィールドを整数として定義します。EXTERNALを指定する場合、数値は文字列で指定します。EXTERNALを指定しない場合、数値はバイナリ・フィールドです。2進整数フィールドのlenに対する有効な値は、1、2、4および8です。lenが2進整数で指定されていない場合、デフォルトの値は、アクセス・ドライバが実行されているプラットフォーム上のsizeof(int)の値です。DATA IS {BIG | LITTLE} ENDIAN句を使用すると、データは格納される前にバイト・スワップされます。

EXTERNALを指定する場合、lenの値は、(STRING SIZES ARE IN BYTES句またはCHARACTERS句の設定に応じて)バイト数または文字数を数値で指定します。長さを指定しない場合、デフォルト値は255になります。

[UNSIGNED] INTEGER [EXTERNAL] [(len)]データ型のデフォルト値は、次のように決定されます。

	
長さを指定しない場合、デフォルトの長さは1になります。


	
長さを指定せず、フィールドがDELIMITED BY NEWLINE句で区切られている場合、デフォルトの長さは1になります。


	
長さを指定せず、フィールドがDELIMITED BY句で区切られている場合、デフォルトの長さは255になります(ただし、前述のとおりデリミタがNEWLINEでない場合)。








DECIMAL [EXTERNAL]およびZONED [EXTERNAL]

DECIMAL句を使用して、フィールドがPACKED型の10進数であることを指定します。ZONED句を使用して、フィールドがZONED型の10進数であることを指定します。precisionフィールドで、数値の桁数を指定します。scaleフィールドで、数値の小数点の位置を指定します。つまり、小数点の右側にくる桁数を指定します。scaleを指定しない場合、値は0となります。

使用中のキャラクタ・セットがEBCDICベースかASCIIベースかによって、ZONED型の10進数には異なるエンコーディング形式があることに注意してください。ソース・データの言語がEBCDICの場合、そのファイルのZONED型の10進数は、EBCDICエンコーディングと一致する必要があります。言語がASCIIベースの場合、その数値はASCIIエンコーディングと一致する必要があります。

EXTERNALパラメータを指定する場合、データ・フィールドは、その長さがフィールドの精度と一致する文字列です。





ORACLE_DATE

ORACLE_DATEは、Oracleバイナリ日付フォーマットの日付を含むフィールドであることを指定します。これは、Oracle Call Interface(OCI)プログラムでは、DTYDATデータ型として使用される形式です。固定長7のフィールドです。





ORACLE_NUMBER

ORACLE_NUMBERは、Oracle数値書式の数値を含むフィールドであることを指定します。COUNTEDを指定しないかぎり、フィールドは固定長(Oracle数値フィールドの最大サイズ)です。その場合、フィールドの最初のバイトには残りのフィールドのバイト数が含まれます。

ORACLE_NUMBERは、固定長22バイトのフィールドです。ORACLE_NUMBER COUNTEDフィールドの長さは、カウント・バイト用の1バイトに、カウント・バイトで指定されたバイト数を加えた長さです。






浮動小数点数

DOUBLE、FLOAT、BINARY_DOUBLEおよびBINARY_FLOATのデータ型は、浮動小数点数です。

DOUBLEおよびFLOATは、プラットフォームで固有に使用される浮動小数点形式です。これらの形式は、プラットフォーム上のCプログラムでDOUBLEおよびFLOATに対してデフォルトで使用されるデータ型と同じです。BINARY_FLOATおよびBINARY_DOUBLEは浮動小数点数であり、実質的にInstitute for Electrical and Electronics Engineers (IEEE) Standard for Binary Floating-Point Arithmetic、IEEE規格754-1985に準拠しています。ほとんどのプラットフォームでは、固有の浮動小数点形式としてIEEE規格を使用しているため、FLOATとBINARY_FLOATは、プラットフォーム上では同様となります。また、DOUBLEとBINARY_DOUBLEも同様となります。




	
注意:

浮動小数点数の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。











DOUBLE

DOUBLE句を使用して、フィールドが、アクセス・ドライバが実行されているプラットフォーム上のC言語のDOUBLEデータ型と同じ形式であることを指定します。DATA IS {BIG | LITTLE} ENDIAN句を使用すると、データは格納される前にバイト・スワップされます。このデータ型は特定のプラットフォーム間では移植できません。





FLOAT [EXTERNAL]

FLOAT句を使用して、フィールドが、アクセス・ドライバが実行されているプラットフォーム上のC言語のFLOATデータ型と同じ形式であることを指定します。DATA IS {BIG | LITTLE} ENDIAN句を使用すると、データは格納される前にバイト・スワップされます。このデータ型は特定のプラットフォーム間では移植できません。

EXTERNALパラメータを指定する場合、フィールドは、最大長255の文字列です。関連する情報を参照してください。





BINARY_DOUBLE

BINARY_DOUBLEは、64ビット倍精度の浮動小数点数データ型です。各BINARY_DOUBLE値では、長さを示すバイトを含め9バイトを必要とします。浮動小数点数の詳細は、FLOATデータ型の注意に関する情報を参照してください。





BINARY_FLOAT

BINARY_FLOATは、32ビット単精度の浮動小数点数データ型です。各BINARY_FLOAT値では、長さを示すバイトを含め5バイトを必要とします。浮動小数点数の詳細は、FLOATデータ型の注意に関する情報を参照してください。





RAW

RAW句を使用して、ソース・データがバイナリ・データであることを指定します。RAWフィールドに対するlenは常にバイト単位です。RAWフィールドがキャラクタ列にロードされると、列に書き込まれるデータは、RAWフィールドのバイトの16進表現となります。





CHAR

CHAR句を使用して、フィールドが文字データ型であることを指定します。CHARフィールドの長さ(len)で、フィールドの最大バイト数または最大文字数を指定します。lenは、STRING SIZES ARE IN句の設定に応じて、バイト単位または文字単位になります。

CHARデータ型のフィールドに長さを指定しない場合、フィールドが区切られていないかぎり、フィールド・サイズは1になります。

	
デリミタ付きCHARフィールドでは、長さが指定されている場合、その長さが最大長として使用されます。


	
長さが指定されていないデリミタ付きCHARフィールドでは、デフォルトの255バイトが使用されます。


	
デリミタ付きで255バイトを超えるCHARフィールドには、最大長を指定する必要があります。指定しない場合は、データ・ファイルのフィールドが最大長を超えているというエラーを受信します。




date_format_spec句を使用して、指定された形式の日付または時刻がフィールドに含むことを指定します。

次に、CHAR句の使用例を示します。


SQL> CREATE TABLE emp_load
  2    (employee_number      CHAR(5),
  3     employee_dob         CHAR(20),
  4     employee_last_name   CHAR(20),
  5     employee_first_name  CHAR(15),
  6     employee_middle_name CHAR(15),
  7     employee_hire_date   DATE)
  8  ORGANIZATION EXTERNAL
  9    (TYPE ORACLE_LOADER
 10     DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11     ACCESS PARAMETERS
 12       (RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
 13        FIELDS (employee_number      CHAR(2),
 14                employee_dob         CHAR(20),
 15                employee_last_name   CHAR(18),
 16                employee_first_name  CHAR(11),
 17                employee_middle_name CHAR(11),
 18                employee_hire_date   CHAR(10) date_format DATE mask "mm/dd/yyyy"
 19               )
 20       )
 21     LOCATION ('info.dat')
 22    );
 
Table created.






date_format_spec

date_format_spec句を使用して、特定の形式の日付データまたは時刻データ(またはその両方)が文字列フィールドに含まれることを指定します。この情報は、文字フィールドが日付データ型または時刻データ型に変換される場合、および文字列フィールドが日付列にマップされる場合のみに使用されます。

日付と時刻の書式を正しく指定する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

date_format_spec句の構文は次のとおりです。

[image: et_dateformat.gifの説明が続きます。]




DATE

DATE句を使用して、文字列に日付が含まれることを指定します。





MASK

MASK句を使用して、データ型に対するデフォルトのグローバリゼーション書式マスクを上書きします。日付マスクを指定しない場合は、データ型に対する適切なグローバリゼーション・パラメータのデータベースのNLSパラメータ設定(セッションの設定ではない)が使用されます。NLS_DATABASE_PARAMETERSビューに、これらの設定が表示されます。

	
DATEデータ型のNLS_DATE_FORMAT


	
TIMESTAMPデータ型のNLS_TIMESTAMP_FORMAT


	
TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型のNLS_TIMESTAMP_TZ_FORMAT




次のことに注意してください。

	
NLS_NUMERIC_CHARACTERS初期化パラメータのデータベース設定(NLS_DATABASE_PARAMETERSビューの設定)によって、文字データ型から数値データ型への暗黙的な変換に使用される小数点区切りが制御されます。


	
デフォルトの書式では、桁区切りは使用できません。








TIMESTAMP

TIMESTAMP句を使用して、書式化されたタイムスタンプがフィールドに含まれることを指定します。





INTERVAL

INTERVAL句を使用して、フィールドに書式化された期間が含まれることを指定します。期間の型は、YEAR TO MONTHまたはDAY TO SECONDのいずれかです。

次に、複雑なDATE文字列とTIMESTAMP文字列の使用例を示します。その後に、ロードが可能なデータ・ファイルのサンプルを示します。


SQL> CREATE TABLE emp_load
  2    (employee_number      CHAR(5),
  3     employee_dob         CHAR(20),
  4     employee_last_name   CHAR(20),
  5     employee_first_name  CHAR(15),
  6     employee_middle_name CHAR(15),
  7     employee_hire_date   DATE,
  8     rec_creation_date    TIMESTAMP WITH TIME ZONE)
  9  ORGANIZATION EXTERNAL
 10    (TYPE ORACLE_LOADER
 11     DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 12     ACCESS PARAMETERS
 13       (RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
 14        FIELDS (employee_number      CHAR(2),
 15                employee_dob         CHAR(20),
 16                employee_last_name   CHAR(18),
 17                employee_first_name  CHAR(11),
 18                employee_middle_name CHAR(11),
 19                employee_hire_date   CHAR(22) date_format DATE mask "mm/dd/yyyy hh:mi:ss AM",
 20                rec_creation_date    CHAR(35) date_format TIMESTAMP WITH TIME ZONE mask "DD-MON-RR HH.MI.SSXFF AM TZH:TZM"
 21               )
 22       )
 23     LOCATION ('infoc.dat')
 24    );
 
Table created.



SQL> SELECT * FROM emp_load;
 
EMPLO EMPLOYEE_DOB         EMPLOYEE_LAST_NAME   EMPLOYEE_FIRST_ EMPLOYEE_MIDDLE
----- -------------------- -------------------- --------------- ---------------
EMPLOYEE_
---------
REC_CREATION_DATE
---------------------------------------------------------------------------
56    november, 15, 1980   baker                mary            alice
01-SEP-04
01-DEC-04 11.22.03.034567 AM -08:00
 
87    december, 20, 1970   roper                lisa            marie
01-JAN-02
01-DEC-02 02.03.00.678573 AM -08:00
 
 
2 rows selected.


info.dat ファイルの内容は、次のようになります。これは、2つの長いレコードです。日付フィールド(09/01/2004、01/01/2002)とそれに続く時刻フィールドの間には、空白が1つあります。


56november, 15, 1980  baker             mary       alice      09/01/2004 08:23:01 AM01-DEC-04 11.22.03.034567 AM -08:00
87december, 20, 1970  roper             lisa       marie      01/01/2002 02:44:55 PM01-DEC-02 02.03.00.678573 AM -08:00







VARCHARおよびVARRAW

VARCHARデータ型には、文字データが後に続くバイナリ・カウント・フィールドが含まれます。バイナリ・カウント・フィールドの値は、フィールドのバイト数または文字数のいずれかです。数値が、文字数とバイト数のどちらで解釈されるかを指定する方法の詳細は、「STRING SIZES ARE IN」を参照してください。

VARRAWデータ型には、バイナリ・データが後に続くバイナリ・カウント・フィールドが含まれます。バイナリ・カウント・フィールドの値は、バイナリ・データのバイト数です。VARRAWフィールドのデータは、DATA IS…ENDIAN句の影響を受けません。

ACCESS PARAMETERS句の中のVARIABLE 2句は、長さを含むバイナリ・フィールドのサイズを規定します。

オプションのlength_of_lengthフィールドは、カウント・フィールドのバイト数です。VARCHARに対するlength_of_lengthの有効な値は、1、2、4および8です。length_of_lengthを指定しない場合、値に2が使用されます。カウント・フィールドは、DATA IS…ENDIAN句で指定されたとおりの同じエンディアンを持ちます。

max_lenフィールドを使用して、データ・ファイルのフィールドのインスタンスの最大サイズを指定します。VARRAWフィールドでは、max_lenはバイト数です。VARCHARフィールドでは、max_lenは、STRING SIZES ARE IN句の設定に応じて、文字数またはバイト数のいずれかになります。

次に、VARCHARおよびVARRAWの使用例を示します。例の後に、データ・ファイルinfo.datの内容を示します。


CREATE TABLE emp_load
             (first_name CHAR(15),
              last_name CHAR(20),
              resume CHAR(2000),
              picture RAW(2000))
  ORGANIZATION EXTERNAL
  (TYPE ORACLE_LOADER
   DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
   ACCESS PARAMETERS
     (RECORDS
        VARIABLE 2
        DATA IS BIG ENDIAN
        CHARACTERSET US7ASCII
      FIELDS (first_name VARCHAR(2,12),
              last_name VARCHAR(2,20),
              resume VARCHAR(4,10000),
              picture VARRAW(4,100000)))
    LOCATION ('info.dat'));



info.datデータ・ファイルの内容

この例で使用するデータ・ファイルの内容は次のとおりです。


0005Alvin0008Tolliver0000001DAlvin Tolliver's Resume etc. 0000001013f4690a30bc29d7e40023ab4599ffff


わかりやすくするため、カウント・バイトのバイナリ値およびRAWデータの値は、1バイナリ・バイトをイタリック体の2文字で表示していることに注意してください。実際のデータ・ファイルでは、ASCII形式ではなくバイナリ形式の値になります。したがって、この例をカット・アンド・ペーストで使用すると、エラーが返されます。





VARCHARCおよびVARRAWC

VARCHARCデータ型には、文字データが後に続く文字カウント・フィールドが含まれます。カウント・フィールドの値は、フィールドのバイト数または文字数のいずれかです。数値が、文字数とバイト数のどちらで解釈されるかを指定する方法の詳細は、「STRING SIZES ARE IN」を参照してください。オプションのlength_of_lengthは、長さが文字とバイトのどちらで解釈されるかに応じて、VARCHARCに対するカウント・フィールドのバイト数または文字数のいずれかになります。

VARCHARCに対するlength_of_lengthsの最大値は、文字列のサイズが文字単位の場合は10で、文字列のサイズがバイト単位の場合は20です。length_of_lengthのデフォルトの値は5です。

VARRAWCデータ型には、バイナリ・データが後に続くキャラクタ・カウント・フィールドが含まれます。カウント・フィールドの値は、バイナリ・データのバイト数です。length_of_lengthは、カウント・フィールドのバイト数です。

max_lenフィールドを使用して、データ・ファイルのフィールドのインスタンスの最大サイズを指定します。VARRAWCフィールドでは、max_lenはバイト数です。VARCHARCフィールドでは、max_lenは、STRING SIZES ARE IN句の設定に応じて、文字数またはバイト数のいずれかになります。

次に、VARCHARCおよびVARRAWCの使用例を示します。pictureフィールドの長さは0です。これは、このフィールドがNULLに設定されていることを意味します。


CREATE TABLE emp_load
             (first_name CHAR(15),
              last_name CHAR(20),
              resume CHAR(2000),
              picture RAW (2000))
  ORGANIZATION EXTERNAL
  (TYPE ORACLE_LOADER
    DEFAULT DIRECTORY ext_tab_dir
    ACCESS PARAMETERS
      (FIELDS (first_name VARCHARC(5,12),
               last_name VARCHARC(2,20),
               resume VARCHARC(4,10000),
               picture VARRAWC(4,100000)))
  LOCATION ('info.dat'));

00007William05Ricca0035Resume for William Ricca is missing0000








init_spec句

init_spec句を使用して、フィールドをNULLまたはデフォルト値に設定するタイミングを指定します。init_spec句の構文は次のとおりです。

[image: et_init_spec.gifの説明が続きます。]



NULLIF句およびDEFAULTIF句は、フィールドに各1回のみ指定できます。これらの句を使用して、次の処理を実行できます。

	
NULLIF condition_specを指定し、trueと評価された場合、フィールドはNULLに設定されます。


	
DEFAULTIF condition_specを指定し、trueと評価された場合、フィールドの値はデフォルトの値に設定されます。デフォルトの値は、フィールドのデータ型によって次のように異なります。

	
文字データ型の場合は、デフォルトの値は空の文字列


	
数値データ型の場合は、デフォルトの値は0


	
日付データ型の場合は、デフォルトの値はNULL





	
NULLIF句とDEFAULTIF句の両方をフィールドに指定する場合、まずNULLIF句が評価され、DEFAULTIF句は、NULLIF句がfalseと評価された場合のみに評価されます。











column_transforms句

オプションのcolumn_transforms句は、データ・ファイルの列に直接マップされない外部表の列をロードする方法を記述するために使用できる変換を提供します。column_transforms句の構文は次のようになります。

[image: et_column_trans.gifの説明が続きます。]




transform

transform句で指定された各変換では、外部表の列を識別し、次に列の値の計算方法を指定します。構文は次のようになります。

[image: et_transform.gifの説明が続きます。]



NULL変換は、外部表の列を各行でNULLに設定します。CONSTANT変換は、外部表の列をすべての行で同じ値に設定するために使用されます。CONCAT変換は、外部表の列をデータ・ファイルからの現在のレコード内の定数文字列またはフィールド(あるいはその両方)の連結に設定するために使用されます。LOBFILE変換は、別のデータ・ファイルからのレコードのフィールドにデータをロードするために使用されます。これらの各変換については、次の項で詳しく説明します。


column_name

column_nameは、ロードする外部表の列を一意に識別します。transform句で列名が参照される場合、その名前は、データ・ファイルのフィールドとしてFIELDS句で指定することはできません。





NULL

NULL変換が指定された場合、フィールドのすべての値は各レコードに対してNULLに設定されます。





CONSTANT

CONSTANT変換では、レコードの列の値として指定された文字列の値が使用されます。外部表の列が文字列型でない場合、定数文字列は列のデータ型に変換されます。この変換は各行に対して行われます。

データ型変換で使用される文字列のキャラクタ・セットは、データベースのキャラクタ・セットです。





CONCAT

CONCAT変換は、データ・ファイルの定数文字列とフィールドを連結して1つの文字列にします。連結の一部として使用できるフィールドは、文字データ型でfields句にリストされているフィールドのみです。他の列変換は、連結の一部として指定できません。





LOBFILE

LOBFILE変換は、外部表の列の値として内容を使用するファイルを識別します。すべてのLOBFILEは、directory object:filename形式のオプションのディレクトリ・オブジェクトおよびファイル名で識別されます。LOBFILE変換には次の規則が適用されます。

	
ディレクトリ・オブジェクトおよびファイル名は、定数文字列またはフィールド句のフィールド名のいずれかです。


	
定数文字列が指定された場合、その文字列を使用して表の各行のLOBFILEを検索します。


	
フィールド名が指定された場合、データ・ファイル内のそのフィールドの値を使用してLOBFILEを検索します。


	
ディレクトリ・オブジェクトまたはファイル名のいずれかに対してフィールド名が指定され、そのフィールドの値がNULLの場合、LOBFILEによってロードされる列もNULLに設定されます。


	
ディレクトリ・オブジェクトが指定されない場合、外部表に対して指定されたデフォルトのディレクトリが使用されます。


	
ディレクトリ・オブジェクトに対してフィールド名が指定された場合、FROM句も指定する必要があります。




ファイル全体がLOB列の値として使用されます。複数の行で同じファイルが参照されると、各列を移入するためにファイルが再びオープンし、再び読み込まれます。





lobfile_attr_list

lobfile_attr_listは、LOBFILEの追加属性をリストします。構文は次のようになります。

[image: et_lobfile_attr.gifの説明が続きます。]



FROM句は、LOBFILEで使用されるすべてのディレクトリ・オブジェクトの名前をリストします。LOBFILEの名前のディレクトリ・オブジェクトに対して、フィールド名が指定された場合にのみ使用します。FROM句の目的は、初期化時に名前付きのディレクトリ・オブジェクトに許可されたアクセス権の種類を識別することにあります。フィールドの値に指定されたディレクトリ・オブジェクトが、リスト内のディレクトリ・オブジェクトではない場合、行は拒否されます。

CLOB属性は、LOBFILE内のデータがRAWデータではなく、文字データであることを示します。場合によって文字データは、データベース内にLOBを格納するために使用されるキャラクタ・セットに変換する必要があります。

CHARACTERSET属性は、LOBFILE内のデータのキャラクタ・セット名を含みます。

BLOB属性は、LOBFILE内のデータが生データであることを示します。

CLOBまたはBLOBのいずれも指定されない場合、CLOBであるとみなされます。文字LOBFILEに対してキャラクタ・セットが指定されない場合、データ・ファイルのキャラクタ・セットであるとみなされます。










例: ORACLE_LOADERを使用した外部表の作成およびロード

この項の手順では、ORACLE_LOADERアクセス・ドライバを使用した外部表の作成およびロードの例を示します。empという従来の表とemp_loadという外部表が定義されます。外部データは次に内部表にロードされます。

	
.dat ファイルが次のとおりであるとします。


56november, 15, 1980  baker             mary       alice     09/01/2004
87december, 20, 1970  roper             lisa       marie     01/01/2002


	
データ・ソースを含むデフォルトのディレクトリを設定して、それに対するアクセス権限を付与するには、次のSQL文を実行します。


CREATE DIRECTORY def_dir1 AS '/usr/apps/datafiles';
GRANT READ ON DIRECTORY ext_tab_dir TO SCOTT;


	
empという名前の従来の表を作成します。


CREATE TABLE emp (emp_no CHAR(6), last_name CHAR(25), first_name CHAR(20), middle_initial CHAR(1), hire_date DATE, dob DATE);


	
emp_loadという名前の外部表を作成します。


SQL> CREATE TABLE emp_load
  2    (employee_number      CHAR(5),
  3     employee_dob         CHAR(20),
  4     employee_last_name   CHAR(20),
  5     employee_first_name  CHAR(15),
  6     employee_middle_name CHAR(15),
  7     employee_hire_date   DATE)
  8  ORGANIZATION EXTERNAL
  9    (TYPE ORACLE_LOADER
 10     DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11     ACCESS PARAMETERS
 12       (RECORDS DELIMITED BY NEWLINE
 13        FIELDS (employee_number      CHAR(2),
 14                employee_dob         CHAR(20),
 15                employee_last_name   CHAR(18),
 16                employee_first_name  CHAR(11),
 17                employee_middle_name CHAR(11),
 18                employee_hire_date   CHAR(10) date_format DATE mask "mm/dd/yyyy"
 19               )
 20       )
 21     LOCATION ('info.dat')
 22    );
 
Table created.


	
emp_load外部表からemp表へデータをロードします。


SQL> INSERT INTO emp (emp_no,
  2                   first_name,
  3                   middle_initial,
  4                   last_name,
  5                   hire_date,
  6                   dob)
  7  (SELECT employee_number,
  8          employee_first_name,
  9          substr(employee_middle_name, 1, 1),
 10          employee_last_name,
 11          employee_hire_date,
 12          to_date(employee_dob,'month, dd, yyyy')
 13  FROM emp_load);
 
2 rows created.


	
.dat ファイル内の情報がemp表にロードされたことを確認するために、次の選択操作を行います。


SQL> SELECT * FROM emp;
 
EMP_NO LAST_NAME                 FIRST_NAME           M HIRE_DATE DOB
------ ------------------------- -------------------- - --------- ---------
56     baker                     mary                 a 01-SEP-04 15-NOV-80
87     roper                     lisa                 m 01-JAN-02 20-DEC-70
 
2 rows selected.




この例に関する注意事項

	
データ・ファイルのemployee_numberフィールドは、外部表のemployee_numberフィールドの文字列に変換されます。


	
データ・ファイルには、表のいずれのフィールドにもロードされないemployee_dobフィールドが含まれています。


	
外部表のemployee_middle_name列で使用されているsubstr関数によって、emp表のmiddle_initialの値が生成されます。


	
info.dat内のemployee_hire_dateの文字列は、外部表の定義で指定されている書式マスクを使用して、外部表へのアクセス時にDATEデータ型に自動的に変換されます。


	
employee_hire_dateとは異なり、employee_dobに対するDATEデータ型への変換は、SELECT時に行われます。この変換は、外部表の定義には含まれていません。







	
参照:

日付と時刻の書式を正しく指定する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。












ORACLE_LOADERアクセス・ドライバのパラレル・ロードに関する考慮点

ORACLE_LOADERアクセス・ドライバでは、大きいデータ・ファイルを、個別に処理できるチャンクに分割します。

次のファイル、レコードおよびデータ特性によって、ファイルのパラレル処理が禁止されます。

	
順次データ・ソース(テープ・ドライブ、パイプなど)


	
文字の境界が文字列中の任意のバイトで始まり、境界を判断できないマルチバイト・キャラクタ・セットのデータ

この制限事項は、1レコード当たりのバイト数が固定のデータ・ファイルには適用されません。


	
VAR形式のレコード




PARALLEL句の指定は、大量のデータを扱う場合にのみ有効です。






ORACLE_LOADERアクセス・ドライバを使用する際のパフォーマンスのヒント

パフォーマンスを監視する場合、最も重要なことは、ロードの経過時間の測定です。また、CPU使用量、メモリー使用量およびI/O率の測定も重要です。

並列度を増減することによって、パフォーマンスを変更できます。並列度は、データ・ファイルの処理に起動できるアクセス・ドライバの数を示します。並列度によって、リソース使用率を低くした遅いロードと、すべてのリソースを使用した速いロードを選択できます。アクセス・ドライバは、アクセス・ドライバ専用に使用するリソース量を判断できないため、自動的にはチューニングされません。

さらに考慮する必要があるのは、アクセス・ドライバで大きなI/Oバッファを使用すると、パフォーマンスが向上するという点です(バッファのサイズは、READSIZE句をアクセス・パラメータで使用して指定できます)。共有サーバーを使用するデータベースでは、アクセス・ドライバが使用するすべてのメモリーはSystem Global Area(SGA)から割り当てられます。そのため、共有サーバー上の外部表を使用する際には注意が必要です。

また、パフォーマンスは、日付キャッシュ機能を使用して向上できる場合もあります。ロード中に予測される一意の日付の数を指定するために日付キャッシュを使用すると、入力データ内に多数の重複する日付またはタイムスタンプ値が存在する場合に日付変換が実行される回数を減らすことができます。外部表で提供される日付キャッシュ機能は、SQL*Loaderで提供されるものと同じです。詳細は、「DATE_CACHE」を参照してください。

パフォーマンスを向上させるには、並列度の変更および日付キャッシュの使用に加えて、次のことを考慮してください。

	
固定長レコードは、文字列で終了しているレコードより速く処理される。


	
固定長フィールドは、デリミタ付きフィールドより速く処理される。


	
シングルバイト・キャラクタ・セットは、最も速く処理される。


	
固定幅キャラクタ・セットは、可変幅キャラクタ・セットより速く処理される。


	
可変幅キャラクタ・セットのバイト長セマンティクスは、文字長セマンティクスより早く処理される。


	
1文字のレコード終了デリミタおよびフィールド・デリミタは、複数文字のデリミタより速く処理される。


	
キャラクタ・セットを変換するより、データ・ファイルのキャラクタ・セットをデータベースのキャラクタ・セットに一致させる方が速く処理される。


	
データ型を変換するより、データ・ファイルのデータ型をデータベースのデータ型に一致させる方が速く処理される。


	
拒否された行を拒否ファイルに書き込まない場合は、オーバーヘッドが削減されるため、処理速度が速くなる。


	
条件句(WHEN、NULLIFおよびDEFAULTIFを含む)を使用すると、処理速度が遅くなる。


	
アクセス・ドライバは、マルチスレッドを使用して作業をできるだけ簡素化します。









ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ使用時の制限事項

この項では、ORACLE_LOADERアクセス・ドライバを使用する際に認識しておく必要がある制限事項について説明します。

	
ORACLE_LOADERアクセス・ドライバのアクセス・パラメータにSQL文字列を指定できません。解決策として、外部表を読み取る文のSELECT句にDECODE句を使用できます。また、DECODE句を使用する外部表のビューを作成して、外部表ではなくそのビューから選択することもできます。


	
外部表では、文字列内のバックスラッシュ(\)の使用はサポートされていません。詳細は、「バックスラッシュ・エスケープ文字の使用」を参照してください。


	
外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。









ORACLE_LOADERアクセス・ドライバの予約語

外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。ORACLE_LOADERアクセス・ドライバの予約語は、次のとおりです。

	
ALL


	
AND


	
ARE


	
ASTERISK


	
AT


	
ATSIGN


	
BADFILE


	
BADFILENAME


	
BACKSLASH


	
BENDIAN


	
BIG


	
BLANKS


	
BY


	
BYTES


	
BYTESTR


	
CHAR


	
CHARACTERS


	
CHARACTERSET


	
CHARSET


	
CHARSTR


	
CHECK


	
CLOB


	
COLLENGTH


	
COLON


	
COLUMN


	
COMMA


	
CONCAT


	
CONSTANT


	
COUNTED


	
DATA


	
DATE


	
DATE_CACHE


	
DATE_FORMAT


	
DATEMASK


	
DAY


	
DEBUG


	
DECIMAL


	
DEFAULTIF


	
DELIMITBY


	
DELIMITED


	
DISCARDFILE


	
DOT


	
DOUBLE


	
DOUBLETYPE


	
DQSTRING


	
DQUOTE


	
DSCFILENAME


	
ENCLOSED


	
ENDIAN


	
ENDPOS


	
EOF


	
EQUAL


	
EXIT


	
EXTENDED_IO_PARAMETERS


	
EXTERNAL


	
EXTERNALKW


	
EXTPARM


	
FIELD


	
FIELDS


	
FILE


	
FILEDIR


	
FILENAME


	
FIXED


	
FLOAT


	
FLOATTYPE


	
FOR


	
FROM


	
HASH


	
HEXPREFIX


	
IN


	
INTEGER


	
INTERVAL


	
LANGUAGE


	
IS


	
LEFTCB


	
LEFTTXTDELIM


	
LEFTP


	
LENDIAN


	
LDRTRIM


	
LITTLE


	
LOAD


	
LOBFILE


	
LOBPC


	
LOBPCCONST


	
LOCAL


	
LOCALTZONE


	
LOGFILE


	
LOGFILENAME


	
LRTRIM


	
LTRIM


	
MAKE_REF


	
MASK


	
MINUSSIGN


	
MISSING


	
MISSINGFLD


	
MONTH


	
NEWLINE


	
NO


	
NOCHECK


	
NOT


	
NOBADFILE


	
NODISCARDFILE


	
NOLOGFILE


	
NOTEQUAL


	
NOTERMBY


	
NOTRIM


	
NULL


	
NULLIF


	
OID


	
OPTENCLOSE


	
OPTIONALLY


	
OPTIONS


	
OR


	
ORACLE_DATE


	
ORACLE_NUMBER


	
PLUSSIGN


	
POSITION


	
PROCESSING


	
QUOTE


	
RAW


	
READSIZE


	
RECNUM


	
RECORDS


	
REJECT


	
RIGHTCB


	
RIGHTTXTDELIM


	
RIGHTP


	
ROW


	
ROWS


	
RTRIM


	
SCALE


	
SECOND


	
SEMI


	
SETID


	
SIGN


	
SIZES


	
SKIP


	
STRING


	
TERMBY


	
TERMEOF


	
TERMINATED


	
TERMWS


	
TERRITORY


	
TIME


	
TIMESTAMP


	
TIMEZONE


	
TO


	
TRANSFORMS


	
UNDERSCORE


	
UINTEGER


	
UNSIGNED


	
VALUES


	
VARCHAR


	
VARCHARC


	
VARIABLE


	
VARRAW


	
VARRAWC


	
VLENELN


	
VMAXLEN


	
WHEN


	
WHITESPACE


	
WITH


	
YEAR


	
ZONED














 
15 ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ

この章では、ORACLE_DATAPUMP型の外部表に固有のアクセス・パラメータのセットを提供するORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバについて説明します。アクセス・ドライバのデフォルトの動作を変更するためにアクセス・パラメータを使用できます。アクセス・ドライバで指定する情報により、データ・ソースのデータが、外部表の定義と一致するように処理されます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
access_parameters句


	
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用したデータのアンロードとロード


	
サポートされるデータ型


	
サポートされないデータ型


	
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用する際のパフォーマンスのヒント


	
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ使用時の制限事項


	
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバの予約語




この章で説明する情報を使用するには、使用するプラットフォームのデータ・ファイルのファイル形式およびレコード形式(キャラクタ・セット、フィールドのデータ型など)についての知識が必要です。また、外部表を作成し、その外部表に問合せを実行するためのSQLの知識も必要です。




	
注意:

	
章の後半で説明されているその他の構文を使用しなければ、わかりにくい場合があります。構文によって行われる処理が明確でない場合は、先に進み、その説明を参照してください。


	
外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。「ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバの予約語」を参照してください。














access_parameters句

外部表の作成時に、access_parameters句内の特定のパラメータを指定できます。この句およびその個別のパラメータはオプションです。たとえば、LOGFILEを指定し、VERSIONは指定しない、またはその逆も可能です。access_parameters句の構文は次のとおりです。




	
注意:

これらのアクセス・パラメータは、SQL文のCREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNALのopaque_format_specとしてまとめて参照されます。










	
参照:

	
SQL CREATE TABLE...ORGANIZATION EXTERNAL文を使用するときにopaque_format_specを指定する方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。












[image: et_oracle_datapump.gifの説明が続きます。]




コメント

コメントは、2つのハイフンで始まり、その後にテキストが続く行です。コメントは、次の例のように、アクセス・パラメータより前に位置する必要があります。


--This is a comment.
--This is another comment.
NOLOG


二重ハイフンの右側のすべてのテキストは行末まで無視されます。






COMPRESSION

デフォルト: DISABLED


用途

ダンプ・ファイル・セットに書き込む前にデータを圧縮するかどうかを指定します。


構文および説明


COMPRESSION [ENABLED | DISABLED]


ENABLEDを指定すると、アップロード操作全体でデータが圧縮されます。

DISABLEDを指定すると、アップロード操作でデータは圧縮されません。


例

次の例では、COMPRESSIONパラメータがENABLEDに設定されています。したがって、dept.dmpダンプ・ファイルに書き込まれるすべてのデータは圧縮形式になります。


CREATE TABLE deptXTec3
 ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_DATAPUMP DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 ACCESS PARAMETERS (COMPRESSION ENABLED) LOCATION ('dept.dmp'));






ENCRYPTION

デフォルト: DISABLED


用途

ダンプ・ファイル・セットに書き込む前にデータを暗号化するかどうかを指定します。


構文および説明


ENCRYPTION [ENABLED | DISABLED]


ENABLEDを指定すると、すべてのデータが暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれます。

DISABLEDを指定すると、データは暗号化形式でダンプ・ファイル・セットに書き込まれません。


制限事項

このパラメータは、エクスポート操作でのみ使用します。


例

次の例では、ENCRYPTIONパラメータがENABLEDに設定されています。したがって、dept.dmpファイルに書き込まれるすべてのデータは暗号化形式になります。


CREATE TABLE deptXTec3
 ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_DATAPUMP DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 ACCESS PARAMETERS (ENCRYPTION ENABLED) LOCATION ('dept.dmp')); 





LOGFILE | NOLOGFILE

デフォルト: LOGFILEが指定されない場合、デフォルトのディレクトリにログ・ファイルが作成され、ログ・ファイルの名前は、表名および.logの拡張子を持つプロセスIDから生成されます。ログ・ファイルがすでに同じ名前で存在する場合は、アクセス・ドライバによってそのログ・ファイルが再びオープンされ、新しいログ情報がファイルの終わりに追加されます。


用途

LOGFILEは、ダンプ・ファイルのアクセス中に生成されたすべてのメッセージを含むログ・ファイルの名前を指定します。NOLOGFILEを使用してログ・ファイルの作成を回避できます。


構文および説明


NOLOGFILE


または


LOGFILE [directory_object:]logfile_name


ログ・ファイル名の一部としてディレクトリ・オブジェクトを指定しない場合、DEFAULT DIRECTORY属性で指定されたディレクトリ・オブジェクトが使用されます。ディレクトリ・オブジェクトが指定されず、デフォルトのディレクトリも指定されない場合は、エラーが返されます。置換変数を使用してパラレル・ロードおよびパラレル・アンロード中に一意のファイル名を作成する方法については、「LOGFILEのファイル名」を参照してください。


例

次の例では、ダンプ・ファイルdept_dmpは、ディレクトリ・オブジェクトload_dirで識別されるディレクトリ内にありますが、ログ・ファイルdeptxt.logは、ディレクトリ・オブジェクトlog_dirで識別されるディレクトリ内にあります。


CREATE TABLE dept_xt (dept_no INT, dept_name CHAR(20), location CHAR(20))
ORGANIZATION EXTERNAL (TYPE ORACLE_DATAPUMP DEFAULT DIRECTORY load_dir 
ACCESS PARAMETERS (LOGFILE log_dir:deptxt) LOCATION ('dept_dmp'));




LOGFILEのファイル名

パラレル・ロードでファイル名を一意にするには、アクセス・ドライバで記号置換を行います。サポートされている記号置換は次のとおりです。

	
%pは、現行のプロセスのプロセスIDに置換されます。たとえば、アクセス・ドライバのプロセスIDが12345の場合、exttab_%p.logは、exttab_12345.logとなります。


	
%aは、現行のプロセスのエージェント番号に置換されます。エージェント番号は、外部表にアクセスしている各パラレル・プロセスに割り当てられた一意の番号です。この番号には、3文字になるように、左側に0が埋められます。たとえば、3番目のパラレル・エージェントがファイルを作成する際に、exttab_%a.logがファイル名として指定されている場合、エージェントはexttab_003.logというファイルを作成します。


	
%%は、%に置換されます。ファイル名にパーセント符号が必要な場合、この記号置換を使用する必要があります。




%文字に前述のリスト内の文字以外の文字が続く場合、エラーが返されます。

%pまたは%aを使用しないで出力ファイルに対して一意のファイル名を作成し、外部表にパラレルでアクセス中の場合、出力ファイルが破損するか、エージェントがファイルに書込みをできないという問題が発生する場合があります。

ファイルに対して拡張子が指定されていない場合は、デフォルトの拡張子である.logが使用されます。生成された名前が有効なファイル名ではない場合、エラーが返され、データのロードまたはアンロードは行われません。








VERSION句

VERSION句は、ダンプ・ファイルを読み取るOracle Databaseの最低のリリースを指定するために使用されます。11.1と指定すると、Oracle Database 11gリリース11.1および11.2のデータベースがダンプ・ファイルを読み取ることができます。11.2と指定すると、Oracle Database 11gリリース2(11.2)データベースのみがダンプ・ファイルを読み取ることができます。

デフォルト値はCOMPATIBLEです。





SQL ENCRYPT句の使用による影響

外部表の作成時にSQL ENCRYPT句を指定する場合は、次の点に注意してください。

	
ENCRYPT句を指定した列は、暗号化されてからダンプ・ファイルに書き込まれます。


	
ダンプ・ファイルを別のデータベースに移動する場合は、ダンプ・ファイルの暗号化列とダンプ・ファイルの読込みに使用する外部表の両方で、同じ暗号化パスワードを使用する必要があります。


	
2つ目のデータベースの外部表で暗号化されている正しい列に対してパスワードを指定しなかった場合は、エラーが発生します。指定したパスワードが正しくない場合は、ダンプ・ファイルのデータが無効になります。


	
作成するダンプ・ファイルのリリースは10.2以上にする必要があります。それ以外の場合は、エラーが返されます。







	
参照:

CREATE TABLE文でのENCRYPT句の使用方法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。














ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用したデータのアンロードとロード

ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバは、SQLのCREATE TABLE AS SELECT文を使用した外部表の作成の一環として、ダンプ・ファイルにデータを書き込むことができます。ファイル内のデータは、バイナリ形式で記述され、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバによってのみ読取りが可能です。作成されたダンプ・ファイルは変更できません(つまり、ダンプ・ファイルに対してデータ操作言語(DML)操作は実行できません)。ただし、このファイルは何回でも読み取ることができ、別の外部表のダンプ・ファイルとして同じデータベースまたは異なるデータベースで使用できます。

次の手順ではサンプル・スキーマoeを使用して、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用したデータのアンロード方法およびロード方法の例を示します。(例では、ディレクトリ・オブジェクトdef_dir1がすでに存在し、ユーザーoeにはそれに対する読取りおよび書込み権限が付与されているとします。)

	
外部表は、AS SELECT句を使用した外部表の作成の一環としてのみファイルにデータを移入します。次の例では、inventories_xtという名前の外部表を作成し、外部表のダンプ・ファイルにoeスキーマ内のinventories表のデータを移入します。


SQL> CREATE TABLE inventories_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('inv_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT * FROM inventories;

Table created.


	
inventoriesおよび新しい外部表の両方を、次のとおり記述します。その両方は一致している必要があります。


SQL> DESCRIBE inventories
 Name                                      Null?    Type
 ---------------------------------------- --------- ----------------
 PRODUCT_ID                                NOT NULL NUMBER(6)
 WAREHOUSE_ID                              NOT NULL NUMBER(3)
 QUANTITY_ON_HAND                          NOT NULL NUMBER(8)

SQL> DESCRIBE inventories_xt
 Name                                      Null?    Type
 ----------------------------------------- -------- -----------------
 PRODUCT_ID                                NOT NULL NUMBER(6)
 WAREHOUSE_ID                              NOT NULL NUMBER(3)
 QUANTITY_ON_HAND                          NOT NULL NUMBER(8)


	
作成された外部表は、他の表と同様に問合せを行うことができます。たとえば、次のように外部表のレコード数を選択します。


SQL> SELECT COUNT(*) FROM inventories_xt;

  COUNT(*)
----------
      1112


	
外部表のデータをinventoriesのデータと比較します。違いがないことを確認します。


SQL> SELECT * FROM inventories MINUS SELECT * FROM inventories_xt;

no rows selected


	
外部表が作成され、CREATE TABLE AS SELECT文によりダンプ・ファイルが移入された後では、外部表に対する行の追加、更新または削除は実行できません。外部表のデータの変更を試みると、エラーが発生します。

次の例では、既存の外部表へのデータ操作言語(DML)の使用を試みます。次のエラーが返されます。


SQL> DELETE FROM inventories_xt WHERE warehouse_id = 5;
DELETE FROM inventories_xt WHERE warehouse_id = 5
            *
ERROR at line 1:
ORA-30657: operation not supported on external organized table


	
外部表に対して作成されたダンプ・ファイルは移動できるようになり、同じデータベースまたは異なるデータベース内の別の外部表のダンプ・ファイルとして使用できます。既存のファイルを使用する外部表を作成した場合、CREATE TABLE文のAS SELECT句は存在しません。


SQL> CREATE TABLE inventories_xt2
  2  (
  3    product_id          NUMBER(6),
  4    warehouse_id        NUMBER(3),
  5    quantity_on_hand    NUMBER(8)
  6  )
  7  ORGANIZATION EXTERNAL
  8  (
  9    TYPE ORACLE_DATAPUMP
 10    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11    LOCATION ('inv_xt.dmp')
 12  );

Table created.


	
新しい外部表のデータをinventories表のデータと比較します。比較する前に、product_idフィールドは互換性のあるデータ型に変換されます。違いがないことを確認します。


SQL> SELECT * FROM inventories MINUS SELECT * FROM inventories_xt2;

no rows selected


	
3つのダンプ・ファイルおよび3の並列度の外部表を作成します。


SQL> CREATE TABLE inventories_xt3
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('inv_xt1.dmp', 'inv_xt2.dmp', 'inv_xt3.dmp')
  7  )
  8  PARALLEL 3
  9  AS SELECT * FROM inventories;

Table created.


	
アンロードされたデータとinventoriesを比較します。違いがないことを確認します。


SQL> SELECT * FROM inventories MINUS SELECT * FROM inventories_xt3;

no rows selected


	
inventories表の数行を含む外部表を作成します。


SQL> CREATE TABLE inv_part_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4  TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5  DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6  LOCATION ('inv_p1_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT * FROM inventories WHERE warehouse_id < 5;
 
Table created.


	
inventoriesの残りの行を含む別の外部表を作成します。


SQL> drop table inv_part_xt;
 
Table dropped.
 
SQL> 
SQL> CREATE TABLE inv_part_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4  TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5  DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6  LOCATION ('inv_p2_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT * FROM inventories WHERE warehouse_id >= 5;
 
Table created.


	
手順10および手順11で作成した2つのダンプ・ファイルを使用する外部表を作成します。


SQL> CREATE TABLE inv_part_all_xt
  2  (
  3  product_id NUMBER(6),
  4  warehouse_id NUMBER(3),
  5  quantity_on_hand NUMBER(8)
  6  )
  7  ORGANIZATION EXTERNAL
  8  (
  9  TYPE ORACLE_DATAPUMP
 10  DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11  LOCATION ('inv_p1_xt.dmp','inv_p2_xt.dmp')
 12  );
 
Table created.


	
新しい外部表とinventories表を比較します。違いがないことを確認します。これは、外部表の作成で使用された2つのダンプ・ファイルに同じメタデータ(同じ表名inv_part_xt、同じ列情報など)があるためです。


SQL> SELECT * FROM inventories MINUS SELECT * FROM inv_part_all_xt;

no rows selected





パラレル・ロードおよびパラレル・アンロード

ダンプ・ファイルは、記述されるすべてのデータを保持できるサイズのディスクに格納する必要があります。すべてのデータを保持できない容量の場合、CREATE TABLE AS SELECT文に対してエラーが返されます。この問題を軽減するには、CREATE TABLE AS SELECT 文の実行時に、複数のディレクトリ・オブジェクトを作成する方法があります。ただし、これらのディレクトリは、異なるディスクに存在する必要があります。LOCATION句でdirectory:file形式を使用して複数の位置を指定し、PARALLEL句を指定することで複数のファイルを作成できます。外部表を移入するために作成された各パラレルI/Oサーバー・プロセスでは、固有のファイルに書込みを実行します。各I/Oサーバー・プロセスには固有のファイルが必要であるため、LOCATION句のファイル数と並列度が一致している必要があります。余分なファイルを指定した場合は、すべて無視されます。指定された並列度に対して必要数のファイルが存在しない場合、LOCATION句のファイル数と一致するよう並列度が下げられます。

inventories表の3つのファイルへのアンロードの例を次に示します。


SQL> CREATE TABLE inventories_XT_3
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('inv_xt1.dmp', 'inv_xt2.dmp', 'inv_xt3.dmp')
  7  )
  8  PARALLEL 3
  9  AS SELECT * FROM oe.inventories;

Table created.


ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用してデータをロードする場合は、パラレル処理で、複数のダンプ・ファイルや同じダンプ・ファイルのチャンクも同時に読み取ることができます。したがって、ファイルが複数のファイル・オフセットを含むことができる大きさであれば、ダンプ・ファイルが1つであっても、データをパラレルでロードできます。ORACLE_DATAPUMP外部表から読み込む場合、並列度はLOCATION句のファイル数に関連付けられません。





ダンプ・ファイルの結合

異なる外部表から移入されたすべてのダンプ・ファイルは、別の外部表のLOCATION句で指定できます。たとえば、異なる本番データベースのデータを個別のファイルにアンロードし、次にそれらのファイルをデータ・ウェアハウスで定義された外部表に含めることができます。これにより、複数のソースから容易にデータを集計できます。唯一の制限は、すべての外部表のメタデータが完全に同じでなければいけない必要がある点です。つまり、キャラクタ・セット、タイムゾーン、スキーマ名、表名および列名がすべて一致する必要があります。また、列は同じ順序で定義され、そのデータ型も完全に同一である必要があります。1つ目の外部表を作成した後で、2つ目の外部表に同じ表名を使用できるようにするには、1つ目の外部表を削除する必要があります。こうすることで、2つのダンプ・ファイルにリストされたメタデータは同じ状態になり、これらのダンプ・ファイルを同時に使用して同じ外部表を作成できます。


SQL> CREATE TABLE inv_part_1_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('inv_p1_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT * FROM oe.inventories WHERE warehouse_id < 5;

Table created.

SQL> DROP TABLE inv_part_1_xt;

SQL> CREATE TABLE inv_part_1_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT directory def_dir1
  6    LOCATION ('inv_p2_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT * FROM oe.inventories WHERE warehouse_id >= 5;

Table created.

SQL> CREATE TABLE inv_part_all_xt
  2  (
  3    PRODUCT_ID          NUMBER(6),
  4    WAREHOUSE_ID        NUMBER(3),
  5    QUANTITY_ON_HAND    NUMBER(8)
  6  )
  7  ORGANIZATION EXTERNAL
  8  (
  9    TYPE ORACLE_DATAPUMP
 10    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 11    LOCATION ('inv_p1_xt.dmp','inv_p2_xt.dmp')
 12  );

Table created.

SQL> SELECT * FROM inv_part_all_xt MINUS SELECT * FROM oe.inventories;

no rows selected








サポートされるデータ型

外部表を使用してデータベース間でデータを移動する際には、次のような問題があります。

	
2つのプラットフォーム間で、データベースのキャラクタ・セットとデータベースの各国語キャラクタ・セットが異なる場合があります。


	
2つのデータベースで、プラットフォームのエンディアンが異なる場合があります。




ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバは、これらの状況の一部を自動的に解消します。

次のデータ型は、ロード時およびアンロード時に自動的に変換されます。

	
文字(CHAR、NCHAR、VARCHAR2、NVARCHAR2)


	
RAW


	
NUMBER


	
日付/時間


	
BLOB


	
CLOBおよびNCLOB


	
ROWIDおよびUROWID




外部表でサポートされていないデータ型を使用するとエラーが返されます。サポートされていないデータ型であるLONGを使用した例を次に示します。


SQL> CREATE TABLE bad_datatype_xt
  2  (
  3    product_id             NUMBER(6),
  4    language_id            VARCHAR2(3),
  5    translated_name        NVARCHAR2(50),
  6    translated_description LONG
  7  )
  8  ORGANIZATION EXTERNAL
  9  (
 10    TYPE ORACLE_DATAPUMP
 11    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
 12    LOCATION ('proddesc.dmp')
 13  );
  translated_description LONG
  *
ERROR at line 6:
ORA-30656: column type not supported on external organized table





	
参照:

「サポートされないデータ型」












サポートされないデータ型

外部表は、列に対して有効なすべてのデータ型のサブセットをサポートしています。文字データ型(LONG以外)、RAWデータ型、すべての数値データ型、すべての日付、タイムスタンプおよび期間データ型をサポートしています。

この項では、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用して、サポートされていないデータ型のデータをアンロードおよび再ロードする方法を説明します。サポートされないデータ型の一部を次に示します。

	
BFILE


	
LONGおよびLONG RAW


	
FINALオブジェクト型


	
FINALオブジェクト型の表





BFILEデータ型のアンロードおよびロード

BFILEデータ型には、ファイルのディレクトリ・オブジェクトとディレクトリ・オブジェクト内のファイル名という2つ情報が格納されます。

ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用して、ディレクトリ・オブジェクト名およびファイル名を外部表の2つの列に格納することにより、BFILE列をアンロードできます。DBMS_LOB.FILEGETNAMEプロシージャは両方の名前を返します。ただし、これはプロシージャであるため、SELECT文では使用できません。かわりに、2つのファンクションを使用します。最初のファンクションは、ディレクトリ・オブジェクト名を返し、2つ目のファンクションはファイル名を返します。

次の手順では、BFILEデータ型のアンロードおよびロードの例を示します。

	
BFILE 列のディレクトリ・オブジェクトを抽出するファンクションを作成します。列がNULLの場合は、NULLが返されます。


SQL> CREATE FUNCTION get_dir_name (bf BFILE) RETURN VARCHAR2 IS
  2  DIR_ALIAS VARCHAR2(255);
  3  FILE_NAME VARCHAR2(255);
  4  BEGIN
  5    IF bf is NULL
  6    THEN
  7      RETURN NULL;
  8    ELSE
  9      DBMS_LOB.FILEGETNAME (bf, dir_alias, file_name);
 10      RETURN dir_alias;
 11    END IF;
 12  END;
 13  /

Function created.


	
BFILE列のファイル名を抽出するファンクションを作成します。


SQL> CREATE FUNCTION get_file_name (bf BFILE) RETURN VARCHAR2 is
  2  dir_alias VARCHAR2(255);
  3  file_name VARCHAR2(255);
  4  BEGIN
  5    IF bf is NULL
  6    THEN
  7      RETURN NULL;
  8    ELSE
  9      DBMS_LOB.FILEGETNAME (bf, dir_alias, file_name);
 10      RETURN file_name;
 11    END IF;
 12  END;
 13  /

Function created.


	
次のように、BFILE列にNULL値を持つ行を追加できます。


SQL> INSERT INTO PRINT_MEDIA (product_id, ad_id, ad_graphic)
  2  VALUES (3515, 12001, NULL);

1 row created.


新しく作成したファンクションを使用して外部表を移入できます。BFILE列がNULLの場合、ファンクションはad_graphic_dir列およびad_graphic_file列をNULLに設定します。


	
print_media表からのデータを含める外部表を作成します。get_dir_nameおよびget_file_nameファンクションを使用して、BFILE列の構成要素を取得します。


SQL> CREATE TABLE print_media_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE oracle_datapump
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('pm_xt.dmp')
  7  ) AS
  8  SELECT product_id, ad_id,
  9         get_dir_name (ad_graphic) ad_graphic_dir,
 10         get_file_name(ad_graphic) ad_graphic_file
 11  FROM print_media;

Table created.


	
外部表内のデータからBFILE列をロードするファンクションを作成します。外部表のad_graphic_dir列がNULLの場合、ファンクションはNULLを返します。


SQL> CREATE FUNCTION get_bfile (dir VARCHAR2, file VARCHAR2) RETURN
BFILE is
  2  bf BFILE;
  3  BEGIN
  4    IF dir IS NULL
  5    THEN
  6      RETURN NULL;
  7    ELSE
  8      RETURN BFILENAME(dir,file);
  9    END IF;
 10  END;
 11  /

Function created.


	
get_bfileファンクションを使用してBFILE列を含む新しい表を移入できます。


SQL> CREATE TABLE print_media_int AS
  2  SELECT product_id, ad_id,
  3         get_bfile (ad_graphic_dir, ad_graphic_file) ad_graphic
  4  FROM print_media_xt;

Table created.


	
新しくロードされた表の列にあるデータと、print_media表の列のデータは一致している必要があります。


SQL> SELECT product_id, ad_id,
  2         get_dir_name(ad_graphic),
  3         get_file_name(ad_graphic)
  4  FROM print_media_int
  5  MINUS
  6  SELECT product_id, ad_id,
  7         get_dir_name(ad_graphic),
  8         get_file_name(ad_graphic)
  9  FROM print_media;

no rows selected








LONGおよびLONG RAWデータ型のアンロード

ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバは、LONG列およびLONG RAW列のアンロードに使用できますが、データはLOBフィールドにのみ再ロードできます。次の拡張例の手順は、LONGおよびLONG RAWデータ型のアンロードの例を示します。

	
アンロードする表にLONG列またはLONG RAW列が含まれる場合、外部表の対応する列を、LONG列に対してはCLOBを、LONG RAW列に対してはBLOBを定義します。


SQL> CREATE TABLE long_tab
  2  (
  3    key                   SMALLINT,
  4    description           LONG
  5  );

Table created.

SQL> INSERT INTO long_tab VALUES (1, 'Description Text');

1 row created.


	
これで、LONG列からのデータを含めたCLOB列を含む外部表を作成できます。外部表をロードするときには、LONG列をCLOBに変換するためにTO_LOB演算子が使用されます。


SQL> CREATE TABLE long_tab_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('long_tab_xt.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT key, TO_LOB(description) description FROM long_tab;

Table created.


	
外部表のデータを使用して、アンロードされている表と同じ表を別に作成できますが、作成した表にはLONG列のかわりにLOB列が含まれます。


SQL> CREATE TABLE lob_tab
  2  AS SELECT * from long_tab_xt;

Table created.


	
表が正しく作成されたことを確認します。


SQL> SELECT * FROM lob_tab;

       KEY  DESCRIPTION
----------------------------------------------------------------------------
         1  Description Text








FINALオブジェクト型を含む列のアンロードおよびロード

FINAL型の列のオブジェクトは、オブジェクト型の各属性を外部表の列に移動することで移入されます。また、外部表には、列オブジェクトがアトミックNULLであるかどうかを追跡するための、新規の列が必要です。次の手順では、FINALオブジェクト型を含む列のアンロードおよびロードの方法を示します。

	
次の例では、ソース表のwarehouse列がアトミックNULLであるかを追跡するために外部表のwarehouse列を使用します。


SQL> CREATE TABLE inventories_obj_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('inv_obj_xt.dmp')
  7  )
  8  AS
  9  SELECT oi.product_id,
 10         DECODE (oi.warehouse, NULL, 0, 1) warehouse,
 11         oi.warehouse.location_id location_id,
 12         oi.warehouse.warehouse_id warehouse_id,
 13         oi.warehouse.warehouse_name warehouse_name,
 14         oi.quantity_on_hand
 15  FROM oc_inventories oi;

Table created.


これで、オブジェクト型の属性を含む外部表の列を、その型の列をロードする際の型コンストラクタのファンクションの引数として使用できます。外部表のwarehouse列は、オブジェクトのコンストラクタ・ファンクションをコールするか、列をNULLに設定するかを判断するために使用されます。


	
oc_inventoriesビューと同様の新規の内部表をロードします。(WHERE 1=0句を使用すると、古い表と同様の表を作成しますが、データは古い表から新しい表にはコピーされません。)


SQL> CREATE TABLE oc_inventories_2 AS SELECT * FROM oc_inventories
WHERE 1 = 0;

Table created.

SQL> INSERT INTO oc_inventories_2
  2  SELECT product_id,
  3         DECODE (warehouse, 0, NULL,
  4                 warehouse_typ(warehouse_id, warehouse_name,
  5                 location_id)), quantity_on_hand
  6  FROM inventories_obj_xt;

1112 rows created.








FINALオブジェクト型の表

オブジェクト表には、表のすべての行を一意に識別するオブジェクト識別子があります。そのため次のような問題があります。

	
オブジェクト識別子をアンロードおよび再ロードする必要がない場合、外部表にはオブジェクト表に対する型の属性のフィールドのみを含める必要があります。


	
オブジェクト識別子(OID)をアンロードおよび再ロードする必要があり、表のOIDが表の1つ以上のフィールドである場合(主キー・ベースOIDとも呼ばれる)、外部表には表の型のすべての属性に対して1つの列が存在します。


	
OIDをアンロードする必要があり、表のOIDがシステム生成である場合、手順はより複雑になります。システム生成OIDを保持するには、型の属性の他に別の列を作成する必要があります。




次の手順は、前述の最後の状況の例を示します。

	
システム生成OIDを持つ型の表を作成します。


SQL> CREATE TYPE person AS OBJECT (name varchar2(20)) NOT FINAL
  2  /

Type created.

SQL> CREATE TABLE people OF person;

Table created.

SQL> INSERT INTO people VALUES ('Euclid');

1 row created.


	
システム生成OIDを含む列を保持するために、OID列を使用する外部表を作成します。


SQL> CREATE TABLE people_xt
  2  ORGANIZATION EXTERNAL
  3  (
  4    TYPE ORACLE_DATAPUMP
  5    DEFAULT DIRECTORY def_dir1
  6    LOCATION ('people.dmp')
  7  )
  8  AS SELECT SYS_NC_OID$ oid, name FROM people;

Table created.


	
システム生成OIDを持つ同じ型の別の表を作成します。次にINSERT文を実行して、新しい表に古い表からアンロードされたデータをロードします。


SQL> CREATE TABLE people2 OF person;

Table created.

SQL> 
SQL> INSERT INTO people2 (SYS_NC_OID$, SYS_NC_ROWINFO$)
  2  SELECT oid, person(name) FROM people_xt;

1 row created.

SQL> 
SQL> SELECT SYS_NC_OID$, name FROM people
  2  MINUS
  3  SELECT SYS_NC_OID$, name FROM people2;

no rows selected











ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用する際のパフォーマンスのヒント

パフォーマンスを監視する場合、最も重要なことは、ロードの経過時間の測定です。また、CPU使用量、メモリー使用量およびI/O率の測定も重要です。

並列度を増減することによって、パフォーマンスを変更できます。並列度は、データ・ファイルの処理に起動できるアクセス・ドライバの数を示します。並列度によって、リソース使用率を低くした遅いロードと、すべてのリソースを使用した速いロードを選択できます。アクセス・ドライバは、アクセス・ドライバ専用に使用するリソース量を判断できないため、自動的にはチューニングされません。

アクセス・ドライバは、パフォーマンスを向上させるために大きなI/Oバッファを使用します。共有サーバーを使用するデータベースでは、アクセス・ドライバが使用するすべてのメモリーはSystem Global Area(SGA)から割り当てられます。そのため、共有サーバー上の外部表を使用する際には注意が必要です。






ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ使用時の制限事項

ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバには、次の制限事項があります。

	
ロード時におけるバイト順序マークの処理。データ・ファイル・キャラクタ・セットがUTF8またはUTF16の外部表ロードでは、バイト順序マークの確認は抑止できません。バイト順序マークの確認は、データ・ファイルの先頭にバイト順序マークのエンコーディングと一致するバイナリ・データが含まれている場合にのみ抑止する必要があります。(SQL*Loaderを使用したロードでは、バイト順序マークの確認を抑止できます。)バイト順序マークを確認するということは、バイト順序マークがデータ・ファイル内に存在する必要があるという意味ではないことに注意してください。バイト順序マークがない場合は、サーバー・プラットフォームのバイト順序が使用されます。


	
外部表機能では、文字列内のバックスラッシュ(\)エスケープ文字の使用をサポートしません。詳細は、「バックスラッシュ・エスケープ文字の使用」を参照してください。


	
外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。









ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバの予約語

外部表アクセス・パラメータにおいて列名や表名などの識別子が指定される場合、特定の値はアクセス・パラメータ・パーサーによって予約語とみなされます。予約語を識別子として使用するには、二重引用符で囲む必要があります。ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバの予約語は、次のとおりです。

	
BADFILE


	
COMPATIBLE


	
COMPRESSION


	
DATAPUMP


	
DEBUG


	
ENCRYPTION


	
INTERNAL


	
JOB


	
LATEST


	
LOGFILE


	
NOBADFILE


	
NOLOGFILE


	
PARALLEL


	
TABLE


	
VERSION


	
WORKERID














第IV部



その他のユーティリティ

この部に含まれる章は、次のとおりです。

第16章「ADRCI: ADRコマンド・インタプリタ」

この章では、自動診断リポジトリ・コマンド・インタプリタ(ADRCI)について説明します。これは、Oracle Database診断データの管理に使用するコマンドライン・ツールです。

第17章「DBVERIFY: オフライン・データベース検査ユーティリティ」

この章では、オフライン・データベース検査ユーティリティであるDBVERIFYの使用方法について説明します。

第18章「DBNEWIDユーティリティ」

この章では、DBNEWIDユーティリティを使用してデータベースの名前またはID(あるいはその両方)を変更する方法について説明します。

第19章「REDOログ・ファイル分析のためのLogMinerの使用」

この章では、SQLインタフェース経由でのREDOログの問合せが可能なOracle LogMinerユーティリティについて説明します。

第20章「メタデータAPIの使用」

この章では、データベース・オブジェクトに対するメタデータの完全な表現の抽出および処理が可能なメタデータAPIについて説明します。

第21章「オリジナルのエクスポート」

この章では、オリジナルのエクスポート・ユーティリティを使用して、オリジナルのインポート・ユーティリティで使用できるようにOracle Databaseのデータをダンプ・ファイルに書き込む方法を説明します。

第22章「オリジナルのインポート」

この章では、オリジナルのエクスポート・ユーティリティを使用して作成されたダンプ・ファイルを、オリジナルのインポート・ユーティリティを使用してインポートする方法を説明します。








16 ADRCI: ADRコマンド・インタプリタ

自動診断リポジトリ・コマンド・インタプリタ(ADRCI)ユーティリティは、Oracle Database診断データの管理に使用するコマンドライン・ツールです。

この章の内容は、次のとおりです。

	
ADRコマンド・インタプリタ(ADRCI)ユーティリティ


	
定義


	
ADRCIの起動とヘルプの利用


	
ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定


	
アラート・ログの表示


	
トレース・ファイルの検索


	
インシデントの表示


	
インシデントのパッケージ化


	
ADRCIコマンド・リファレンス


	
ADRCIのトラブルシューティング







	
参照:

診断データの管理の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









ADRコマンド・インタプリタ(ADRCI)ユーティリティ

ADRCIは、Oracle Database 11gに導入された故障診断機能インフラストラクチャに使用されるコマンドライン・ツールです。ADRCIでは、次の操作を実行できます。

	
自動診断リポジトリ(ADR)内の診断データを表示します。


	
状態モニターのレポートを表示します。


	
Oracleサポート・サービスへ送信するために、インシデントや問題の情報をZIPファイルにパッケージ化します。




診断データには、インシデントおよび問題についての説明、トレース・ファイル、ダンプ、状態モニターのレポート、アラート・ログ・エントリなどが含まれます。

ADRデータは、ADRディレクトリのオペレーティング・システム権限により保護されているため、ADRCIにログインする必要はありません。

ADRCIには豊富なコマンド・セットがあり、対話方式モードで使用したり、スクリプト内で使用できます。




	
注意:

診断データを管理する場合の簡単で推奨される方法は、Oracle Enterprise Managerサポート・ワークベンチ(サポート・ワークベンチ)を使用する方法です。ADRCIでは、サポート・ワークベンチの機能の大部分にかわるコマンドライン機能が備わり、トレース・ファイルのリスト表示や問合せなどの機能が追加されています。
サポート・ワークベンチの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。














定義

次に、ADRCIおよびOracle Databaseの故障診断機能インフラストラクチャで使用される用語の定義を示します。


自動診断リポジトリ(ADR)

自動診断リポジトリ(ADR)は、データベース診断データ(トレース、ダンプ、アラート・ログ、状態モニターのレポートなど)のファイルベース・リポジトリです。複数のインスタンスや製品にまたがる一元化されたディレクトリ構造を持っています。リリース11g以上では、データベース、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)およびその他のオラクル社の製品やコンポーネントは、すべての診断データをADRに格納します。各製品のインスタンスはそれぞれ、診断データを独自のADRホーム・ディレクトリの下に配置します(「ADRホーム」を参照)。たとえば、共有記憶域とASMを使用するOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境では、各データベース・インスタンスおよび各Oracle ASMインスタンスがADR内にホーム・ディレクトリを持ちます。ADRの統一されたディレクトリ構造を使用することで、ユーザーおよびOracleサポート・サービスによる、複数のインスタンスおよび複数の製品間での診断データを関連付けた分析が可能になります。


問題

問題とは、データベースで発生するクリティカル・エラーのことです。クリティカル・エラーには、ORA-00600などの内部エラーや、ORA-07445(オペレーティング・システムの例外)、ORA-04031(共有プールのメモリー不足)などのその他の重大なエラーが含まれます。問題はADR内で追跡されます。各問題には、問題キーと一意の問題IDが割り当てられます(「問題キー」を参照)。


インシデント

インシデントは、問題が1回発生したことを表します。問題が複数回発生する場合は、発生ごとにインシデントが作成されます。インシデントはADR内で追跡されます。各インシデントは、数値型のインシデントIDによって識別されます。このIDはADR内で一意です。インシデントが発生すると、データベースによりアラート・ログ内にエントリが作成され、Oracle Enterprise Managerにインシデント・アラートが送信されます。次に、インシデントに関する診断データがダンプ・ファイルの形式(インシデント・ダンプ)で収集され、インシデントIDを使用してインシデント・ダンプにタグが付けられ、インシデント・ダンプがそのインシデント用に作成されたADRサブディレクトリに格納されます。

通常、クリティカル・エラーの診断と解決は、インシデント・アラートから開始されます。ADR内のすべてのインシデントのリストは、ADRCIコマンドを使用して取得できます。各インシデントは1つの問題にのみマップされます。

インシデントはフラッド制御されているため、1つの問題が生成するインシデントやインシデント・ダンプが多すぎることはありません。インシデント・フラッド制御の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


問題キー

すべての問題には問題キーが割り当てられています。問題キーはエラー・コード(ORA 600など)を含むテキスト文字列で、1つ以上のエラー・パラメータを含むことがあります。2つのインシデントは、その2つの問題キーが一致した場合に発生原因が同じとみなされます。


インシデント・パッケージ

インシデント・パッケージ(パッケージ)は、1つ以上の問題に対するインシデント・データの集合です。Oracleサポート・サービスにインシデント・データを送信する前に、インシデント・パッケージング・サービス(IPS)を使用してパッケージにデータを収集する必要があります。パッケージを作成した後は、パッケージに外部ファイルを追加したり、パッケージ内からファイルを選択して削除することや、パッケージ内で選択したファイルを修正(編集)して機密データを削除することも可能です。

パッケージは、パッケージの内容から物理ファイルを作成するまでは論理構成のみです。つまり、インシデント・パッケージは、ADR内のメタデータの集合として開始されます。パッケージの内容を追加および削除する場合は、メタデータのみが変更されます。Oracleサポート・サービスへデータをアップロードする準備ができたら、データをZIPファイルに保存するADRCIを使用して物理パッケージを作成します。次に、ZIPファイルをOracleサポートにアップロードできます。


ファイナライズ

ADRCIで論理パッケージから物理パッケージを生成する前に、パッケージをファイナライズする必要があります。これにより、他のコンポーネントが呼び出され、相関診断データ・ファイルがこのパッケージにすでに存在するインシデントに追加されます。また、ファイナライズすることで、最新のトレース・ファイル、アラート・ログ・エントリ、状態モニター・レポート、SQLテスト・ケースおよび構成情報も追加されます。この手順は、物理パッケージが生成されると自動的に実行されますが、ADRCIユーティリティを使用して手動で実行することもできます。パッケージを手動でファイナライズした後、追加されたファイルを確認し、機密情報を含むファイルを削除または編集することができまます。




	
参照:

相関診断データの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。








ADRホーム

ADRホームは、特定のオラクル社の製品またはコンポーネントの特定のインスタンスに対するすべての診断データ(トレース、ダンプ、アラート・ログなど)のルート・ディレクトリです。たとえば、Oracle ASMを使用するOracle RAC環境では、各データベース・インスタンスと各Oracle ASMインスタンスにADRホームがあります。すべてのADRホームは、同じ階層ディレクトリ構造を共有します。各ADRホームの標準的なサブディレクトリには、アラート(アラート・ログ)、トレース(トレース・ファイル)およびインシデント(インシデント情報)を含むものもあります。すべてのADRホームはADRベース・ディレクトリ内に配置されます。(詳細は、「ADRベース」を参照してください。)

一部のADRCIコマンドは、同時に複数のADRホームでの動作が可能です。カレントADRCIホームパスにより、ADRCIコマンドの発行時に診断データを検索するADRホームが決定されます。詳細は、「ホームパス」を参照してください。


ADRベース

複数のADRホーム間で診断データの相関付けを行うことができるようにするために、ADRホームはADRベースと呼ばれる同じルート・ディレクトリ下でグループ化されます。たとえば、Oracle RAC環境では、ADRベースが共有ディスク上に存在し、各Oracle RACインスタンスのADRホームがこのADRベース下に配置される場合があります。

データベース・インスタンスのADRベースの場所は、DIAGNOSTIC_DEST初期化パラメータによって設定されます。このパラメータが指定されない場合またはNULLである場合は、データベースではこのパラメータがデフォルト値に設定されます。詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

複数のデータベース・インスタンスがOracleホームを共有しているときは、これらのインスタンスが複数の単一インスタンスであるかOracle RACデータベースの複数のインスタンスであるかどうかに関係なく、1つ以上のこれらのインスタンスがADRベースを異なる場所に設定している場合、最後に起動するインスタンスがADRCIのデフォルトADRベースを決定します。


ホームパス

すべてのADRCIコマンドは、カレントADRホーム内の診断データに対して動作します。常に複数のADRホームをカレントにできます。一部のADRCIコマンド(SHOW INCIDENTなど)は、すべてのカレントADRホームから診断データを検索して表示します。その他のコマンドは、1つのADRホームをとカレントとし、カレントADRホームが複数存在している場合はエラー・メッセージを表示します。

ADRCIホームパスにより、カレントであるADRホームが決定されます。これは、ADRベース階層内のディレクトリを指定することによって決定されます。1つのADRホーム・ディレクトリが指定されている場合、そのADRホームが唯一のカレントADRホームとなります。ホームパスが階層内のADRホーム・ディレクトリ・レベルより上位のディレクトリを示している場合は、このディレクトリより下位のすべてのADRホームがカレントになります。

デフォルトでは、ADRCI起動時のホームパスはNULLです。つまり、ADRベース下のADRホームはすべてカレントになります。

SHOW HOMEおよびSHOW HOMEPATHの各コマンドは、カレントであるADRホームのリストを表示し、SET HOMEPATHコマンドはホームパスを設定します。




	
参照:

	
ADRとそのディレクトリの構造および場所の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定


	
SET HOMEPATH


	
SHOW HOMES

















ADRCIの起動とヘルプの利用

ADRCIは対話方式モードまたはバッチ・モードで使用できます。詳細は次の項を参照してください。

	
対話方式モードでのADRCIの使用方法


	
ヘルプの利用


	
バッチ・モードでのADRCIの使用方法






対話方式モードでのADRCIの使用方法

対話方式モードでは、個々のコマンドを1つずつ入力するように要求されます。

対話方式モードでADRCIを使用するには、次の手順に従います。

	
ORACLE_HOMEおよびPATH環境変数が適切に設定されていることを確認します。

Windowsプラットフォームの場合、これらの環境変数はインストール時に自動的にWindowsレジストリに設定されます。その他のプラットフォームの場合は、オペレーティング・システムのコマンドを使用して環境変数を設定および確認する必要があります。

PATH環境変数には、ORACLE_HOME/binが含まれている必要があります。


	
オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


ADRCI


ユーティリティが起動され、次のプロンプトが表示されます。


adrci>


	
ADRCIコマンドを入力します。各コマンドの入力後に[Enter]キーを押します。


	
次のコマンドのいずれかを入力して、ADRCIを終了します。


EXIT
QUIT









ヘルプの利用

ADRCIヘルプ・システムを使用すると、次の項目を実行できます。

	
ADRコマンドのリストの表示


	
個々のコマンドのヘルプの表示


	
ADRCIコマンドライン・オプションのリストの表示




ADRCIコマンドのリストを表示するには、次の手順に従います。

	
対話方式モードでADRCIを起動します。

詳細は、「対話方式モードでのADRCIの使用方法」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


HELP




特定のADRCIコマンドのヘルプを利用するには、次の手順に従います。

	
対話方式モードでADRCIを起動します。

詳細は、「対話方式モードでのADRCIの使用方法」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


HELP command


たとえば、SHOW TRACEFILEコマンドに関するヘルプを利用するには、次のように入力します。


HELP SHOW TRACEFILE




コマンドライン・オプションのリストを表示するには、次の手順に従います。

	
オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


ADRCI -HELP


ユーティリティによって、次のような出力が示されます。


Syntax:
   adrci [-help] [script=script_filename] [exec="command [;command;...]"]
 
Options      Description                     (Default)
-----------------------------------------------------------------
script       script file name                (None)
help         help on the command options     (None)
exec         exec a set of commands          (None)
-----------------------------------------------------------------









バッチ・モードでのADRCIの使用方法

バッチ・モードを使用すると、入力を求めるプロンプトが表示されることなく、一連のADRCIコマンドを一度に実行できます。バッチ・モードを使用するには、ADRCIの起動時にADRCIコマンドにコマンドライン・パラメータを追加します。バッチ・モードでは、シェル・スクリプトまたはWindowsバッチ・ファイルにADRCIコマンドを含めることができます。対話方式モードと同様、ADRCIを起動する前に、ORACLE_HOMEおよびPATH環境変数を設定する必要があります。

次のコマンドライン・パラメータは、バッチ操作に使用できます。


表16-1 バッチ操作用のADRCIのコマンドライン・パラメータ

	パラメータ	説明
	
EXEC

	
ADRCIを起動するオペレーティング・システム・コマンドラインで、1つ以上のADRCIコマンドを発行できます。コマンドが複数ある場合は、セミコロン(;)で区切ります。


	
SCRIPT

	
ADRCIコマンドを含むスクリプトを実行できます。








コマンドラインでADRCIコマンドを発行するには、次の手順に従います。

	
オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


ADRCI EXEC="COMMAND[; COMMAND]..."


たとえば、SHOW HOMESコマンドをバッチ・モードで実行するには、オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。


ADRCI EXEC="SHOW HOMES"


SHOW HOMESコマンドを実行してから、SHOW INCIDENTコマンドを実行するには、次のように入力します。


ADRCI EXEC="SHOW HOMES; SHOW INCIDENT"




ADRCIスクリプトを実行するには、次の手順に従います。

	
オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


	

ADRCI SCRIPT=SCRIPT_FILE_NAME


たとえば、adrci_script.txtというスクリプト・ファイルを実行するには、オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。


ADRCI SCRIPT=adrci_script.txt


スクリプト・ファイルには、次のようにセミコロン(;)または改行で区切られた一連のコマンドが含まれています。


	

SET HOMEPATH diag/rdbms/orcl/orcl; SHOW ALERT -term











ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定

問題を診断するときは、複数のデータベース・インスタンスまたはコンポーネントからの診断データを使用する場合や、1つのインスタンスまたはコンポーネントからの診断データを対象とする場合があります。複数のインスタンスまたはコンポーネントからの診断データを使用するには、これらのインスタンスまたはコンポーネントすべてのADRホームがカレントであることを確認する必要があります。1つのインスタンスまたはコンポーネントからの診断データを使用するには、そのインスタンスまたはコンポーネントのADRホームのみがカレントであることを確認する必要があります。ADRCIホームパスを設定してカレントのADRホームを制御します。

複数のホームがカレントになっている場合は、ADRディレクトリ構造におけるホームパスは、直下に複数のADRホーム・ディレクトリを含むディレクトリを示しています。1つのADRホームを対象とするには、ホームパスをディレクトリ階層の下部にある1つのADRホーム・ディレクトリを示すように設定する必要があります。

たとえば、orclbiという名前のOracle RACデータベースが、SID orclbi1とorclbi2が指定された2つのインスタンスを持ち、Oracle RACが共有Oracleホームを使用している場合は、次の2つのADRホームが存在します。


/diag/rdbms/orclbi/orclbi1/
/diag/rdbms/orclbi/orclbi2/


すべてのADRCIコマンドおよび出力では、ADRホーム・ディレクトリ・パス(ADRホーム)は常にADRベースに対して相対的に示されます。したがって、ADRベースが現在/u01/app/oracleである場合、これら2つのADRホームの絶対パスは次のようになります。


/u01/app/oracle/diag/rdbms/orclbi/orclbi1/
/u01/app/oracle/diag/rdbms/orclbi/orclbi2/


SET HOMEPATHコマンドを使用して、1つ以上のADRホームをカレントに設定します。ADRベースが/u01/app/oracleである場合に、ホームパスを/u01/app/oracle/diag/rdbms/orclbi/orclbi2/に設定するには、このコマンドを次のように使用します。


adrci> set homepath diag/rdbms/orclbi/orclbi2


ADRCIの起動時には、ホームパスはデフォルトでNULLになります。つまり、ADRベース下のすべてのADRホームがカレントとなります。前述の例では、両方のOracle RACインスタンスのADRホームがカレントになります。


adrci> show homes
ADR Homes:
diag/rdbms/orclbi/orclbi1
diag/rdbms/orclbi/orclbi2


この場合、実行するADRCIコマンドはいずれも、複数のカレントADRホームをコマンドがサポートしていると想定して、両方のADRホームからの診断データを処理します。ホームパスを/diag/rdbms/orclbi/orclbi2に設定すると、orclbi2のSIDを持つインスタンスのADRホームのみがカレントになります。


adrci> set homepath diag/rdbms/orclbi/orclbi2
adrci> show homes
ADR Homes:
diag/rdbms/orclbi/orclbi2


この場合、実行するADRCIコマンドはいずれも、この1つのADRホームからの診断データのみを使用します。




	
参照:

	
ADRホームの構造の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
ADRベース


	
ADRホーム


	
ホームパス


	
SET HOMEPATH


	
SHOW HOMES

















アラート・ログの表示

Oracle Database 11g以上では、アラート・ログがXML形式のファイルおよびテキスト・ファイルの両方で書き込まれます。任意のテキスト・エディタでいずれかの形式のファイルを表示するか、ADRCIコマンドを実行してXMLタグを省略したXML形式のアラート・ログを表示することができます。デフォルトでは、ADRCIはデフォルトのエディタにアラート・ログを表示します。SET EDITORコマンドを使用すると、デフォルトのエディタを変更できます。

ADRCIでアラート・ログを表示するには、次の手順に従います。

	
対話方式モードでADRCIを起動します。

詳細は、「ADRCIの起動とヘルプの利用」を参照してください。


	
(オプション)SET HOMEPATHコマンドを使用して、ADRホームを1つ選択します(カレントにします)。

最初にSHOW HOMESコマンドを使用すると、カレントのADRホームのリストを表示できます。詳細は、「ホームパス」および「ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


SHOW ALERT


複数のADRホームがカレントの場合は、リストから1つのADRホームを選択するように要求されます。デフォルトのエディタに、XMLタグを省略したアラート・ログが表示されます。


	
エディタを終了し、ADRCIコマンド・プロンプトに戻ります。




SHOW ALERTコマンドのバリエーションを次に示します。


SHOW ALERT -TAIL


これは、ターミナル・セッションでのアラート・ログの最後の部分(最後の10エントリ)を表示します。


SHOW ALERT -TAIL 50


これは、ターミナル・セッションでのアラート・ログの最後の50エントリを表示します。


SHOW ALERT -TAIL -F





これは、アラート・ログの最後の10エントリを表示した後、アラート・ログに到着する追加メッセージを待機します。各メッセージは、到着時に表示に追加されます。このコマンドにより、アラート・ログのライブ監視を実行できます。待機を停止してADRCIプロンプトに戻るには、[Ctrl]を押しながら[C]を押します。


SPOOL /home/steve/MYALERT.LOG
SHOW ALERT -TERM
SPOOL OFF


これは、XMLタグのないアラート・ログを/home/steve/MYALERT.LOGファイルに出力します。


SHOW ALERT -P "MESSAGE_TEXT LIKE '%ORA-600%'"


これは、文字列ORA-600を含むアラート・ログ・メッセージのみを表示します。出力は次のようになります。


ADR Home = /u01/app/oracle/product/11.1.0/db_1/log/diag/rdbms/orclbi/orclbi:
******************************************************************************
01-SEP-06 09.17.44.849000000 PM -07:00
AlertMsg1: ORA-600 dbgris01, addr=0xa9876541





	
参照:

	
SHOW ALERT


	
SET EDITOR


	
Oracle Enterprise Managerまたはテキスト・エディタを使用してアラート・ログを表示する方法については、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















トレース・ファイルの検索

ADRCIにより、現在自動診断リポジトリ(ADR)に存在するトレース・ファイルの名前が表示できます。ADR内に存在するすべてのトレース・ファイルの名前を表示することも、フィルタを適用して名前のサブセットを表示することもできます。たとえば、ADRCIのコマンドで、次の操作を行うことができます。

	
ファイル名が検索文字列と一致するトレース・ファイルのリストの取得


	
特定のディレクトリ内に存在するトレース・ファイルのリストの取得


	
特定のインシデントに関連するトレース・ファイルのリストの取得




適切なコマンドライン・パラメータを使用して、フィルタ処理機能を組み合せることができます。

SHOW TRACEFILEコマンドは、カレントADRホーム下のトレース・ディレクトリおよびインシデント・ディレクトリに存在するトレース・ファイルのリストを表示します。複数のADRホームがカレントの場合、すべてのADRホームからのトレース・ファイル・リストが順次出力されます。

次の文は、フィルタ処理を行わずに、カレントADRホームに存在するすべてのトレース・ファイルの名前を表示します。


SHOW TRACEFILE


次の文は、ファイル名に文字列mmonが含まれるすべてのトレース・ファイルの名前を表示します。パーセント符号(%)はワイルドカード文字として使用されます。また、検索文字列では大/小文字が区別されます。


SHOW TRACEFILE %mmon%


この文は、/home/steve/tempディレクトリ内でファイル名に文字列mmonを含むすべてのトレース・ファイルの名前を表示します。


SHOW TRACEFILE %mmon% -PATH /home/steve/temp


この文は、トレース・ファイルの名前を、最終変更時間を逆にたどる順序でリストします。つまり、最近変更されたトレース・ファイルがリストの最初に示されます。


SHOW TRACEFILE -RT


この文は、インシデント番号1681に関連付けられているすべてのトレース・ファイルの名前を表示します。


SHOW TRACEFILE -I 1681





	
参照:

	
SHOW TRACEFILE


	
ADRのディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















インシデントの表示

ADRCIのSHOW INCIDENTコマンドでは、未解決のインシデントに関する情報が表示されます。インシデントごとに、インシデントID、問題キーおよびインシデント作成時間が表示されます。複数のカレントADRホームが存在するようにADRCIホームパスが設定されている場合、レポートにはすべてのカレントADRホームからのインシデントが含まれます。

すべての未解決のインシデントに関するレポートを表示するには、次の手順に従います。

	
ADRCIを対話方式モードで開始し、ホームパスがADRベース・ディレクトリ階層内で正確なディレクトリを示していることを確認します。

詳細は、「ADRCIの起動とヘルプの利用」および「ホームパス」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


SHOW INCIDENT


ADRCIによって、次のような出力が生成されます。





ADR Home = /u01/app/oracle/product/11.1.0/db_1/log/diag/rdbms/orclbi/orclbi:
*****************************************************************************
INCIDENT_ID       PROBLEM_KEY               CREATE_TIME
----------------- ------------------------- ---------------------------------
3808              ORA 603                   2010-06-18 21:35:49.322161 -07:00
3807              ORA 600 [4137]            2010-06-18 21:35:47.862114 -07:00
3805              ORA 600 [4136]            2010-06-18 21:35:25.012579 -07:00
3804              ORA 1578                  2010-06-18 21:35:08.483156 -07:00
4 rows fetched


SHOW INCIDENTコマンドのバリエーションを次に示します。


SHOW INCIDENT -MODE BRIEF
SHOW INCIDENT -MODE DETAIL


これらのコマンドは、インシデント・レポートの詳細バージョンを生成します。


SHOW INCIDENT -MODE DETAIL -P "INCIDENT_ID=1681"


これは、インシデント1681のみを対象とする詳細なインシデント・レポートを表示します。




	
参照:

ADRCIコマンド・リファレンス












インシデントのパッケージ化

Oracleサポート・サービスに送信して分析を依頼するために、ADRCIコマンドを使用して1つ以上のインシデントをパッケージ化できます。詳細は、次の項目を参照してください。

	
インシデントのパッケージ化


	
インシデント・パッケージの作成






インシデントのパッケージ化

インシデントのパッケージ化プロセスは次の3つの手順で構成されています。


手順1: 論理インシデント・パッケージの作成

インシデント・パッケージ(パッケージ)は、自動診断リポジトリ(ADR)内のメタデータとしてのみ存在するため、論理パッケージとして示されます。インシデント・パッケージは、論理パッケージから物理パッケージを生成するまではコンテンツが含まれません。論理パッケージにはパッケージ番号が割り当てられますので、以降のコマンドではこの番号を使用してパッケージを参照します。

論理パッケージは空のパッケージとして作成することも、インシデント番号、問題番号、問題キーまたは時間間隔に基づいたパッケージとして作成することもできます。パッケージを空のパッケージとして作成する場合は、手順2でパッケージに診断情報を追加できます。

インシデントに基づいてパッケージを作成する場合は、そのインシデントの診断データ(ダンプ、状態モニターのレポートなど)が含まれます。問題番号または問題キーに基づいてパッケージを作成する場合は、パッケージにその問題番号または問題キーを参照するインシデントの診断データが含まれます。時間間隔に基づいてパッケージを作成する場合は、その時間間隔内で発生したインシデントに関する診断データが含まれます。


手順2: インシデント・パッケージへの診断情報の追加

インシデント番号、問題番号、問題キーまたは時間間隔に基づいて論理パッケージを作成した場合、この手順はオプションとなります。パッケージにインシデントを追加したり、ADR内のファイルをパッケージに追加することができます。空のパッケージを作成した場合は、ADRCIコマンドを使用してパッケージにインシデントまたはファイルを追加する必要があります。


手順3: 物理インシデント・パッケージの生成

コマンドを送信して物理パッケージを生成するときに、ADRCIは必要なすべての診断ファイルを収集して、指定したディレクトリ内のZIPファイルに追加します。完全なZIPファイルまたは増分ZIPファイルを生成できます。増分ファイルには、同じ論理パッケージに対してZIPファイルが最後に作成されて以降に追加または変更された診断ファイルすべてが含まれます。増分ファイルは完全ファイルを作成した後にのみ作成でき、必要な数だけ作成できます。各ZIPファイルには順序番号が割り当てられるため、ファイルを正しい順序で分析できます。

ZIPファイルの名前は次の形式に従って指定されます。


packageName_mode_sequence.zip


次のように指定します。

	
packageNameは、問題キーの一部とその後のタイムスタンプで構成されます。


	
modeは、COM(完全)またはINC(増分)のいずれかです


	
sequenceは、整数です。




たとえば、2006年9月6日午後4時53分に作成した論理パッケージの完全なZIPファイルを生成してから、同じ論理パッケージに対して増分ZIPファイルを生成する場合、次のような名前のファイルを作成します。


ORA603_20060906165316_COM_1.zip
ORA603_20060906165316_INC_2.zip






インシデント・パッケージの作成

次の各項では、論理インシデント・パッケージ(パッケージ)の作成および物理パッケージの生成に使用するADRCIコマンドについて説明します。

	
論理インシデント・パッケージの作成


	
論理インシデント・パッケージへの診断情報の追加


	
物理インシデント・パッケージの生成







	
参照:

インシデントのパッケージ化









論理インシデント・パッケージの作成

IPS CREATE PACKAGEコマンドの変形を使用して、論理パッケージ(パッケージ)を作成します。

インシデントに基づいてパッケージを作成するには、次の手順に従います。

	
ADRCIを対話方式モードで開始し、ホームパスがADRベース・ディレクトリ階層内で正確なディレクトリを示していることを確認します。

詳細は、「ADRCIの起動とヘルプの利用」および「ホームパス」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


IPS CREATE PACKAGE INCIDENT incident_number


たとえば、次のコマンドはインシデント3に基づいてパッケージを作成します。


IPS CREATE PACKAGE INCIDENT 3


ADRCIによって、次のような出力が生成されます。


Created package 10 based on incident id 3, correlation level typical


この論理パッケージに割り当てられたパッケージ番号は10です。




IPS CREATE PACKAGEコマンドのバリエーションを次に示します。


IPS CREATE PACKAGE


これは空のパッケージを作成します。IPS ADD INCIDENTまたはIPS ADD FILEの各コマンドを使用して、生成する前にパッケージに診断データを追加する必要があります。


IPS CREATE PACKAGE PROBLEM problem_ID


これは、パッケージを作成して、指定した問題ID(問題IDは整数)を参照するインシデントの診断情報を含めます。(問題IDは整数です。)表示されているレポートからインシデントの問題IDを取得するには、SHOW INCIDENT -MODE BRIEFコマンドを使用します。同じ問題IDを割り当てられたインシデントが数多く存在する場合もあるため、ADRCIは、90日を超えるインシデントを除き、この問題IDを持つインシデントで最初に発生した3つのインシデント(早期インシデント)と最後に発生した3つのインシデント(最新インシデント)の診断情報をパッケージに追加します。




	
注意:

早期インシデントと最新インシデントの数と90日の経過日数制限はデフォルト値であり、変更が可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。







また、ADRCIによって、すでに追加されているインシデントに時間その他の基準で密接に相関付けられている他のインシデントが追加される場合もあります。


IPS CREATE PACKAGE PROBLEMKEY "problem_key"


これは、パッケージを作成し、指定した問題キーを参照するインシデントの診断情報を含めます。表示されているレポートから問題キーを取得するには、SHOW INCIDENTコマンドを使用します。同じ問題キーを割り当てられたインシデントが数多く存在する場合もあるため、ADRCIは、90日を超えるインシデントを除き、この問題キーを持つインシデントで最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントの診断情報のみをパッケージに追加します。




	
注意:

早期インシデントと最新インシデントの数と90日の経過日数制限はデフォルト値であり、変更が可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。







また、ADRCIによって、すでに追加されているインシデントに時間その他の基準で密接に相関付けられている他のインシデントが追加される場合もあります。

問題キーに空白や引用符が含まれている場合、問題キーを一重引用符(')または二重引用符(")で囲む必要があります。


IPS CREATE PACKAGE SECONDS sec


これは、パッケージを作成し、sec秒前から現在までに発生したすべてのインシデントの診断情報を含みます。secは整数である必要があります。


IPS CREATE PACKAGE TIME 'start_time' TO 'end_time'


これは、パッケージを作成し、指定した時間範囲内で発生したすべてのインシデントの診断情報を含めます。start_timeおよびend_timeは、YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.FF TZR書式で指定する必要があります。これは、NLS_TIMESTAMP_TZ_FORMAT初期化パラメータに対して有効なフォーマット文字列です。時間の小数(FF)部分はオプションで、HH24:MI:SSのデリミタにはコロンまたはピリオドを使用できます。

たとえば、次のコマンドは、2010年7月24日から7月30日に発生したインシデントを含むパッケージを作成します。


IPS CREATE PACKAGE TIME '2010-07-24 00:00:00 -07:00' to '2010-07-30 23.59.59 -07:00'





	
参照:

IPS CREATE PACKAGE












論理インシデント・パッケージへの診断情報の追加

既存の論理パッケージ(パッケージ)に次の診断情報を追加できます。

	
特定のインシデントに関するすべての診断情報


	
ADR内の名前付きファイル




既存のパッケージにインシデントを追加するには、次の手順に従います。

	
ADRCIを対話方式モードで開始し、ホームパスがADRベース・ディレクトリ階層内で正確なディレクトリを示していることを確認します。

詳細は、「ADRCIの起動とヘルプの利用」および「ホームパス」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


IPS ADD INCIDENT incident_number PACKAGE package_number




既存のパッケージにADR内のファイルを追加するには、次の手順に従います。

	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


IPS ADD FILE filespec PACKAGE package_number


filespecは、(パスを含む)完全修飾ファイル名である必要があります。ADRベース・ディレクトリ階層内に存在するファイルのみを追加できます。







	
参照:

ADRCIコマンド・リファレンス












物理インシデント・パッケージの生成

パッケージを生成するときは、既存の論理パッケージに対して物理パッケージ(ZIPファイル)を作成します。

物理インシデント・パッケージを生成するには、次の手順に従います。

	
ADRCIを対話方式モードで開始し、ホームパスがADRベース・ディレクトリ階層内で正確なディレクトリを示していることを確認します。

詳細は、「ADRCIの起動とヘルプの利用」および「ホームパス」を参照してください。


	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


IPS GENERATE PACKAGE package_number IN path


これは、指定したパスに完全な物理パッケージ(ZIPファイル)を生成します。たとえば、次のコマンドは、ディレクトリ/home/steve/diagnosticsに論理パッケージ番号2から完全な物理パッケージを作成します。


IPS GENERATE PACKAGE 2 IN /home/steve/diagnostics




また、最後にパッケージを生成して以降に発生したインシデントのみを含む増分パッケージも生成できます。

増分物理インシデント・パッケージを生成するには、次の手順に従います。

	
ADRCIプロンプトで、次のコマンドを入力します。


IPS GENERATE PACKAGE package_number IN path INCREMENTAL







	
参照:

	
ADRCIコマンド・リファレンス


	
インシデントのパッケージ化





















ADRCIコマンド・リファレンス

ADRCIには次の4種類のコマンドが用意されています。

	
1つ以上のカレントADRホームで動作するコマンド


	
1つのカレントADRホームのみで動作し、複数のカレントADRホームが存在する場合にはエラー・メッセージを発行するコマンド


	
複数のカレントADRホームが存在するときに、1つのADRホームを選択するように要求するコマンド


	
カレントADRホームを必要としないコマンド




すべてのADRCIコマンドは、1つのカレントADRホームが存在する場合をサポートしています。

表16-2では、ADRCIコマンド・セットを一覧表示します。


表16-2 ADRCIコマンドのリスト

	コマンド	説明
	
CREATE REPORT


	
指定したレポート・タイプおよびIDのレポートを作成します。


	
ECHO


	
入力文字列をエコー処理します。


	
EXIT


	
カレントのADRCIセッションを終了します。


	
HOST


	
ADRCIからオペレーティング・システムのコマンドを実行します。


	
IPS


	
IPSユーティリティを起動します。ADRCI内で使用可能なIPSコマンドについては、表16-3を参照してください。


	
PURGE


	
現在の削除ポリシーに従って、カレントADRホーム内の診断データを削除します。


	
QUIT


	
カレントのADRCIセッションを終了します。


	
RUN


	
ADRCIスクリプトを実行します。


	
SELECT


	
指定されたインシデントまたは問題から、修飾されたレコードを取得します。


	
SET BASE


	
カレントADRCIセッションのADRベースを設定します。


	
SET BROWSER


	
今後使用する目的で確保されているコマンドです。


	
SET CONTROL


	
ADRの内容の削除ポリシーを設定します。


	
SET ECHO


	
コマンド出力を切り替えます。


	
SET EDITOR


	
トレース・ログおよびアラート・ログの内容を表示するデフォルトのエディタを設定します。


	
SET HOMEPATH


	
1つ以上のADRホームをカレントにします。


	
SET TERMOUT


	
ターミナル出力を切り替えます。


	
SHOW ALERT


	
アラート・ログ・メッセージを表示します。


	
SHOW BASE


	
カレントADRベースを示します。


	
SHOW CONTROL


	
カレントの削除ポリシーを含むADR情報を表示します。


	
SHOW HM_RUN


	
状態モニターの実行情報を表示します。


	
SHOW HOMEPATH


	
カレントのホームパスを表示します。


	
SHOW HOMES


	
カレントのADRホームを表示します。


	
SHOW INCDIR


	
指定したインシデントに対して作成されたトレース・ファイルを表示します。


	
SHOW INCIDENT


	
インシデントのリストを出力します。


	
SHOW PROBLEM


	
問題のリストを出力します。


	
SHOW REPORT


	
指定したレポート・タイプおよびIDのレポートを表示します。


	
SHOW TRACEFILE


	
修飾されたトレース・ファイル名を表示します。


	
SPOOL


	
出力をファイルへ送信します。











	
注意:

特に指定されないかぎり、すべてのコマンドは複数のカレントADRホームで動作します。









CREATE REPORT


用途

指定したレポート・タイプと実行IDのレポートを作成し、そのレポートをADRに格納します。現在は、hm_run(状態モニター)レポート・タイプのみがサポートされています。




	
注意:

状態モニターの実行の結果は、内部形式でADRに格納されます。これらの結果を表示するには、結果から状態モニター・レポートを作成した後に、このレポートを表示する必要があります。レポートは1回のみ作成する必要があります。その後は、このレポートを複数回表示できます。








構文および説明

create report report_type run_name

report_typeはhm_runである必要があります。run_nameは状態モニターの実行名です。SHOW HM_RUNコマンドを使用して実行名を取得します。

すでにレポートが存在する場合は、そのレポートが上書きされます。レポートを表示するにはSHOW REPORTコマンドを使用します。

このコマンドは、複数のADRホームをサポートしていません。


例

この例では、実行名hm_run_1421を使用した状態モニターの実行に対するレポートを作成します。


create report hm_run hm_run_1421





	
注意:

CREATE REPORTは、複数のADRホームが設定されている場合には機能しません。1つのADRホームの設定については、「ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定」を参照してください。












ECHO


用途

入力文字列を出力します。このコマンドを使用すると、ADRCIスクリプトからカスタム・テキストを出力できます。


構文および説明

echo quoted_string

文字列は、一重引用符または二重引用符で囲んで記述します。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例

次の例は、文字列Hello, world!を出力します。


echo "Hello, world!"



echo 'Hello, world!'






EXIT


用途

ADRCIユーティリティを終了します。


構文および説明

exit

EXITは、QUITコマンドのシノニムです。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。






HOST


用途

ADRCIを終了しないでオペレーティング・システムのコマンドを実行します。


構文および説明

host ["host_command_string"]

hostのみを使用すると、オペレーティング・システムのシェルに入り、複数のオペレーティング・システムのコマンドを入力できるようになります。シェルを終了してADRCIに戻るにはEXITを入力します。

同じ行でコマンド(host_command_string)を二重引用符で囲んで指定することもできます。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


host



host "ls -l *.pl"






IPS


用途

インシデント・パッケージング・サービス(IPS)を呼び出します。IPSコマンドは、論理インシデント・パッケージ(パッケージ)の作成、パッケージへの診断データの追加、およびOracleサポート・サービスへ送信する物理パッケージの生成を行うためのオプションを提供します。




	
参照:

パッケージ化の詳細は、「インシデントのパッケージ化」を参照してください。







IPSのコマンド・セットには次のコマンドが含まれます。


表16-3 IPSのコマンド・セット

	コマンド	説明
	
IPS ADD


	
インシデント、問題または問題キーをパッケージに追加します。


	
IPS ADD FILE


	
ファイルをパッケージに追加します。


	
IPS ADD NEW INCIDENTS


	
指定したパッケージ内の問題に対する新しいインシデントを検索して追加します。


	
IPS COPY IN FILE


	
外部ファイル・システムからADRへファイルをコピーします。


	
IPS COPY OUT FILE


	
ADRから外部ファイル・システムへファイルをコピーします。


	
IPS CREATE PACKAGE


	
新しい(論理)パッケージを作成します。


	
IPS DELETE PACKAGE


	
ADRからパッケージおよびその内容を削除します。


	
IPS FINALIZE


	
アップロードする前にパッケージをファイナライズします。


	
IPS GENERATE PACKAGE


	
指定したパッケージの内容のZIPファイルをターゲット・ディレクトリに生成します。


	
IPS GET MANIFEST


	
パッケージのZIPファイルからマニフェストを取得して表示します。


	
IPS GET METADATA


	
パッケージのZIPファイルからメタデータを抽出して表示します。


	
IPS PACK


	
インシデント、問題または問題キーから直接物理パッケージ(ZIPファイル)を作成します。


	
IPS REMOVE


	
既存のパッケージからインシデントを削除します。


	
IPS REMOVE FILE


	
既存のパッケージからファイルを削除します。


	
IPS SET CONFIGURATION


	
IPS構成パラメータの値を変更します。


	
IPS SHOW CONFIGURATION


	
IPS構成パラメータの値を表示します。


	
IPS SHOW FILES


	
パッケージ内のファイルを一覧表示します。


	
IPS SHOW INCIDENTS


	
パッケージ内のインシデントを一覧表示します。


	
IPS SHOW PACKAGE


	
指定したパッケージに関する情報を表示します。


	
IPS UNPACK FILE


	
パッケージのZIPファイルを指定したパスに解凍します。











	
注意:

IPSコマンドは、複数のADRホームが設定されている場合には機能しません。1つのADRホームの設定については、「ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定」を参照してください。









IPSコマンドでの<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数の使用

IPSのコマンド・セットは、カレントADRホームおよびADRベースのディレクトリを参照するためのショートカットを提供します。カレントADRホームのディレクトリにアクセスするには、<ADR_HOME>変数を次のように使用します。


ips add file <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc package 12


ADRベース・ディレクトリにアクセスするには、<ADR_BASE>変数を次のように使用します。


ips add file <ADR_BASE>/diag/rdbms/orcl/orcl/trace/orcl_ora_13579.trc package 12





	
注意:

山カッコ(< >)は、ここに示すとおりに入力します。












IPS ADD


用途

インシデントをパッケージに追加します。


構文および説明


ips add {incident first [n] | incident inc_id | incident last [n] | 
     problem first [n] | problem prob_id | problem last [n] |
     problemkey pr_key | seconds secs | time start_time to end_time} 
     package package_id


表16-4に、IPS ADDの引数を示します。


表16-4 IPS ADDコマンドの引数

	引数	説明
	
incident first [n]

	
最初に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生したインシデントが追加されます。


	
incident inc_id

	
IDがinc_idのインシデントをパッケージに追加します。


	
incident last [n]

	
最後に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最後に発生したインシデントが追加されます。


	
problem first [n]

	
最初に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem prob_id

	
問題IDがprob_idのインシデントをすべてパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem last [n]

	
最後に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nが省略されると、デフォルトの1となり、最後に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problemkey pr_key

	
問題キーがpr_keyのインシデントをパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題キーについて、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。)


	
seconds secs

	
現時点で過去secs秒以内に発生したすべてのインシデントを追加します。


	
time start_time to end_time

	
start_timeとend_timeの間のすべてのインシデントをパッケージに追加します。時刻の書式はYYYY-MM-YY HH24:MI:SS.FF TZRです。小数部分(FF)はオプションです。


	
package package_id

	
インシデントの追加先となるパッケージを指定します。









例

この例では、インシデント22をパッケージ12に追加します。


ips add incident 22 package 12


この例では、90日を超えるインシデントを除き、問題IDが6の最初に発生した3つの早期インシデントおよび最後に発生した3つの最新インシデントをパッケージ2に追加します。


ips add problem 6 package 2


この例では、過去1分間に発生したすべてのインシデントをパッケージ5に追加します。


ips add seconds 60 package 5


この例では、2010年5月1日の午前10時から午後11時の間に発生したすべてのインシデントを追加します。


ips add  time '2010-05-01 10:00:00.00 -07:00' to '2010-05-01 23:00:00.00 -07:00'






IPS ADD FILE


用途

ファイルを既存のパッケージに追加します。


構文および説明


ips add file file_name package package_id


file_nameは、ファイルのフルパス名です。必要に応じて、<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数を使用できます。ファイルは、パッケージと同じADRベース下に存在する必要があります。

package_idはパッケージのIDです。


例

この例では、トレース・ファイルをパッケージ12に追加します。


ips add file <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc package 12





	
参照:

<ADR_HOME>ディレクトリ構文の詳細は、「IPSコマンドでの<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数の使用」を参照してください。












IPS ADD NEW INCIDENTS


用途

指定したパッケージ内の問題すべてに対して新しいインシデントを検索して追加します。


構文および説明


ips add new incidents package package_id


package_idは更新するパッケージのIDです。パッケージ内の問題の新しいインシデントのみが追加されます。


例

この例では、パッケージ12内の問題について新しい最新インシデントを3つまで追加します。


ips add new incidents package 12





	
注意:

追加される最新インシデントの数はデフォルト値であり、変更が可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。












IPS COPY IN FILE


用途

外部ファイル・システムからADRへファイルをコピーします。

パッケージ内のファイルを編集するには、ファイルを指定したディレクトリにコピーし、そのファイルを編集してから、コピーして元のパッケージに戻す必要があります。この作業は、パッケージをOracleサポート・サービスに送信する前にファイル内の機密データを削除するために行うことがあります。


構文および説明


ips copy in file filename [to new_name][overwrite] package package_id
     [incident incid]


外部ファイルfilename(フルパス名で指定)をADRにコピーし、その際に既存のパッケージpackage_idおよびオプションでインシデントincidと関連付けます。ADR内でコピーされたファイルに新しいファイル名を付ける場合は、to new_nameオプションを使用します。すでに存在するファイルを上書きする場合は、overwriteオプションを使用します。


例

この例では、トレース・ファイルをファイル・システムからADRにコピーします。ファイルはパッケージ2およびインシデント4に関連付けます。


ips copy in file /home/nick/trace/orcl_ora_13579.trc to <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc package 2 incident 4





	
参照:

	
<ADR_HOME>変数の詳細は、「IPSコマンドでの<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数の使用」を参照してください。


	
パッケージ内のファイルの一覧表示については、「IPS SHOW FILES」を参照してください。

















IPS COPY OUT FILE


用途

ADRから外部ファイル・システムへファイルをコピーします。

パッケージ内のファイルを編集するには、ファイルを指定したディレクトリにコピーし、そのファイルを編集してから、コピーして元のパッケージに戻す必要があります。この作業は、パッケージをOracleサポート・サービスに送信する前にファイル内の機密データを削除するために行うことがあります。


構文および説明


ips copy out file source to target [overwrite]


ファイルsourceをADRの外の場所target(フルパス名で指定)にコピーします。すでに存在するファイルを上書きする場合は、overwriteオプションを使用します。


例

この例では、カレントのADRホームのトレース・サブディレクトリ内のファイルorcl_ora_13579.trcをローカル・フォルダにコピーします。


ips copy out file <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc to /home/nick/trace/orcl_ora_13579.trc





	
参照:

	
<ADR_HOME>ディレクトリ構文の詳細は、「IPSコマンドでの<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数の使用」を参照してください。


	
パッケージ内のファイルの一覧表示については、「IPS SHOW FILES」を参照してください。

















IPS CREATE PACKAGE


用途

新しいパッケージを作成します。ADRCIにより、新しいパッケージに対してパッケージ番号が自動的に割り当てられます。


構文および説明


ips create package {incident first [n] | incident inc_id | 
     incident last [n] | problem first [n] | problem prob_id |
     problem last [n] | problemkey prob_key | seconds secs | 
     time start_time to end_time} [correlate {basic |typical | all}]


また、指定されたオプションを使用しても、インシデントを新しいパッケージに追加できます。

表16-5に、IPS CREATE PACKAGEの引数を示します。


表16-5 IPS CREATE PACKAGEコマンドの引数

	引数	説明
	
incident first [n]

	
最初に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生したインシデントが追加されます。


	
incident inc_id

	
IDがinc_idのインシデントをパッケージに追加します。


	
incident last [n]

	
最後に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最後に発生したインシデントが追加されます。


	
problem first [n]

	
最初に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem prob_id

	
問題IDがprob_idのインシデントをすべてパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem last [n]

	
最後に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nが省略されると、デフォルトの1となり、最後に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problemkey pr_key

	
問題キーがpr_keyのインシデントをすべてパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題キーについて、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。)


	
seconds secs

	
現時点で過去secs秒以内に発生したすべてのインシデントを追加します。


	
time start_time to end_time

	
start_timeとend_timeの間に発生したすべてのインシデントをパッケージに追加します。時刻の書式はYYYY-MM-YY HH24:MI:SS.FF TZRです。小数部分(FF)はオプションです。


	
correlate {basic |typical | all}

	
パッケージに相関インシデントを指定する方法を選択します。この引数には3つのオプションがあります。

	
correlate basicを選択すると、インシデント・ダンプおよびインシデント・プロセスのトレース・ファイルが指定されます。


	
correlate typicalを選択すると、各インシデントのインシデント・ダンプ、および5分以内に変更されたトレース・ファイルが指定されます。時間間隔を変更するには、INCIDENT_TIME_WINDOW構成パラメータを変更します。


	
correlate allを選択すると、インシデント・ダンプ、およびインシデントが最初に選択された時刻と最後に選択された時刻の間に変更されたすべてのトレース・ファイルが指定されます。




デフォルト値はcorrelate typicalです。









例

この例では、インシデントを含まないパッケージを作成します。


ips create package


出力例:


Created package 5 without any contents, correlation level typical


この例では、指定された日の午前10時から午後11時の間に発生したすべてのインシデントを含むパッケージを作成します。


ips create package time '2010-05-01 10:00:00.00 -07:00' to '2010-05-01 23:00:00.00 -07:00'


出力例:


Created package 6 based on time range 2010-05-01 10:00:00.00 -07:00 to 2010-05-01 23:00:00.00 -07:00, correlation level typical





この例では、パッケージを作成し、90日を超えるインシデントを除いて、問題IDが3の最初に発生した3つの早期インシデントおよび最後に発生した3つの最新インシデントを追加します。


ips create package problem 3


出力例:


Created package 7 based on problem id 3, correlation level typical





	
注意:

追加される早期インシデントと最新インシデントの数と90日の経過日数制限はデフォルト値であり、変更が可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。










	
参照:

インシデント・パッケージの作成












IPS DELETE PACKAGE


用途

ADRからパッケージおよびその内容を削除します。


構文および説明


ips delete package package_id


package_idは削除するパッケージです。


例


ips delete package 12






IPS FINALIZE


用途

アップロードする前にパッケージをファイナライズします。


構文および説明


ips finalize package package_id


package_idはファイナライズするパッケージのIDです。


例


ips finalize package 12





	
参照:

パッケージのファイナライズの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。












IPS GENERATE PACKAGE


用途

ターゲット・ディレクトリに物理パッケージ(ZIPファイル)を作成します。


構文および説明


ips generate package package_id [in path] [complete | incremental]


package_idは生成するパッケージのIDです。オプションで、ディレクトリpathにファイルを保存できます。このオプションを指定しない場合、パッケージは現在の作業ディレクトリに生成されます。

completeオプションを指定すると、ADRCIにより、すべてのパッケージ・ファイルがパッケージに強制的に含まれるようになります。これがデフォルトの動作となります。

incrementalオプションを選択すると、このパッケージが最後に生成された後に追加または変更されたファイルのみが指定されます。したがって、incrementalオプションでのコマンドの動作はより短い時間で終了します。


例

この例では、パス/home/steveに物理パッケージ・ファイルを生成します。


ips generate package 12 in /home/steve


この例では、物理パッケージが最後に生成された後に追加または変更されたファイルからパッケージを生成します。


ips generate package 14 incremental





	
参照:

物理インシデント・パッケージの生成












IPS GET MANIFEST


用途

パッケージのZIPファイルからマニフェストを抽出して表示します。


構文および説明


ips get manifest from file filename


filenameは、パッケージのZIPファイルです。マニフェストは、パッケージ・ファイルのXML形式のメタデータのセットで、ADR構成、相関ファイル、インシデントおよびパッケージが生成された方法に関する情報を含みます。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


ips get manifest from file /home/steve/ORA603_20060906165316_COM_1.zip






IPS GET METADATA


用途

パッケージ・ファイルからADR関連のメタデータを抽出して表示します。


構文および説明


ips get metadata {from file filename | from adr}


filenameは、パッケージのZIPファイルです。(metadata.xmlに格納されている)パッケージ・ファイルのメタデータには、ADRホーム、ADRベースおよび製品に関する情報が含まれています。

IPS UNPACKを使用してADRホームに解凍されたパッケージZIPファイルからメタデータを取得するには、from adrオプションを使用します。

from adrオプションを使用する場合は、ADRホームを設定する必要があります。


例

この例では、パッケージ・ファイルからメタデータを表示します。


ips get metadata from file /home/steve/ORA603_20060906165316_COM_1.zip


次の例では、ディレクトリ/scratch/oracle/package1に解凍したパッケージ・ファイルからメタデータを表示します。


set base /scratch/oracle/package1
ips get metadata from adr


前述の例でADRCIは、SET BASEコマンドを受け取ると、IPS UNPACK FILEコマンドで/scratch/oracle/package1に作成されたADRホームをホームパスに自動的に追加します。




	
参照:

パッケージ・ファイルの解凍の詳細は、「IPS UNPACK FILE」を参照してください。












IPS PACK


用途

すぐにパッケージを作成して、物理パッケージを生成します。


構文および説明


ips pack [incident first [n] | incident inc_id | incident last [n] | 
     problem first [n] | problem prob_id | problem last [n] | 
     problemkey prob_key | seconds secs | time start_time to end_time] 
     [correlate {basic |typical | all}] [in path]


ADRCIにより、自動的に新しいパッケージに対してパッケージ番号が生成されます。パッケージの内容が指定されない場合、IPS PACKは空のパッケージを作成します。

表16-6に、IPS PACKの引数を示します。


表16-6 IPS PACKコマンドの引数

	引数	説明
	
incident first [n]

	
最初に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生したインシデントが追加されます。


	
incident inc_id

	
IDがinc_idのインシデントをパッケージに追加します。


	
incident last [n]

	
最後に発生したnつのインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つのインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最後に発生したインシデントが追加されます。


	
problem first [n]

	
最初に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最初に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nを省略すると、デフォルトの1となり、最初に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem prob_id

	
問題IDがprob_idのインシデントをすべてパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problem last [n]

	
最後に発生したnつの問題のインシデントをパッケージに追加します(nは正の整数)。たとえばnに5を設定すると、最後に発生した5つの問題のインシデントが追加されます。nが省略されると、デフォルトの1となり、最後に発生した問題のインシデントが追加されます。

90日を超えるインシデントを除き、各問題について、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。)


	
problemkey pr_key

	
問題キーがpr_keyのインシデントをパッケージに追加します。90日を超えるインシデントを除き、その問題キーについて、最初に発生した3つの早期インシデントと最後に発生した3つの最新インシデントのみを追加します。(注意: これらの制限はデフォルト値であり、変更可能です。)


	
seconds secs

	
現時点で過去secs秒以内に発生したすべてのインシデントを追加します。


	
time start_time to end_time

	
start_timeとend_timeの間に発生したすべてのインシデントをパッケージに追加します。時刻の書式はYYYY-MM-YY HH24:MI:SS.FF TZRです。小数部分(FF)はオプションです。


	
correlate {basic |typical | all}

	
パッケージに相関インシデントを指定する方法を選択します。この引数には3つのオプションがあります。

	
correlate basicを選択すると、インシデント・ダンプおよびインシデント・プロセスのトレース・ファイルが指定されます。


	
correlate typicalを選択すると、各インシデントのインシデント・ダンプ、および5分以内に変更されたトレース・ファイルが指定されます。時間間隔を変更するには、INCIDENT_TIME_WINDOW構成パラメータを変更します。


	
correlate allを選択すると、インシデント・ダンプ、およびインシデントが最初に選択された時刻と最後に選択された時刻の間に変更されたすべてのトレース・ファイルが指定されます。




デフォルト値はcorrelate typicalです。


	
in path

	
物理パッケージをディレクトリpathへ保存します。









例

この例では、空のパッケージを作成します。


ips pack


この例では、インシデント861に関するすべての情報を含む物理パッケージを作成します。


ips pack incident 861


次の例では、過去1分間のすべてのインシデントを完全な相関状態で含む物理パッケージを作成します。


ips pack seconds 60 correlate all





	
参照:

構成パラメータの設定の詳細は、「IPS SET CONFIGURATION」を参照してください。












IPS REMOVE


用途

既存のパッケージからインシデントを削除します。


構文および説明


ips remove {incident inc_id | problem prob_id | problemkey prob_key} 
     package package_id


パッケージからインシデントを削除した後も、これらのインシデントは引き続きパッケージのメタデータ内で追跡され、(ADD NEW INCIDENTSなどを使用したときに)ADRCIが後から自動的にこれらのインシデントを追加してしまうのを防ぎます。

表16-7では、IPS REMOVEの引数を示します。


表16-7 IPS REMOVEコマンドの引数

	引数	説明
	
incident inc_id

	
IDがinc_idのインシデントをパッケージから削除します。


	
problem prob_id

	
問題IDがprob_idのインシデントをすべてパッケージから削除します。


	
problemkey pr_key

	
問題キーがpr_keyのインシデントをすべてパッケージから削除します。


	
package package_id

	
IDがpackage_idのパッケージからインシデントを削除します。









例

この例では、パッケージ12からインシデント22を削除します。


ips remove incident 22 package 12





	
参照:

パッケージのメタデータの詳細は、「IPS GET MANIFEST」を参照してください。












IPS REMOVE FILE


用途

既存のパッケージからファイルを削除します。


構文および説明


ips remove file file_name package package_id


file_nameはパッケージpackage_idから削除するファイルです。ファイルの完全パスを指定する必要があります。(必要に応じて、<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数を使用できます。)

削除後も、このファイルは引き続きパッケージのメタデータ内で追跡され、(ADD NEW INCIDENTSなどを使用したときに)ADRCIが後から自動的にこのファイルを追加してしまうのを防ぎます。したがって、ファイルを削除しても、そのファイルのEXCLUDEフラグがExplicitly excludedに設定されるだけです。


例

この例では、パッケージ12からトレース・ファイルを削除します。


ips remove file <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc package 12
Removed file <ADR_HOME>/trace/orcl_ora_13579.trc from package 12
ips show files package 12

.
.
.
FILE_ID                4
FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/trace
FILE_NAME              orcl_ora_13579.trc
LAST_SEQUENCE          0
EXCLUDE                Explicitly excluded
.
.
.





	
参照:

	
パッケージのメタデータの詳細は、「IPS GET MANIFEST」を参照してください。


	
<ADR_BASE>ディレクトリ構文の詳細は、「IPSコマンドでの<ADR_HOME>および<ADR_BASE>変数の使用」を参照してください。


	
IPS SHOW FILES

















IPS SET CONFIGURATION


用途

IPS構成パラメータの値を変更します。


構文および説明


ips set configuration {parameter_id | parameter_name} value


parameter_idは変更するパラメータのIDでparameter_nameは、変更するパラメータの名前です。valueは新規の値です。構成パラメータおよびそのIDのリストに対しては、「IPS SHOW CONFIGURATION」を使用します。


例


ips set configuration 3 10






IPS SHOW CONFIGURATION


用途

IPS構成パラメータおよびその値のリストを表示します。これらのパラメータは、タイムアウトおよびインシデント追加間隔など、IPSデータの各種しきい値を制御します。


構文および説明


ips show configuration {parameter_id | parameter_name}]


IPS SHOW CONFIGURATIONは、構成パラメータごとに次の情報を表示します。

	
パラメータID


	
名前


	
説明


	
パラメータを使用する単位(日数や時間数など)


	
値


	
デフォルト値


	
最小値


	
最大値


	
フラグ




オプションで、parameter_idまたはparameter_nameを指定して特定のパラメータに関する情報を取得できます。


例

次のコマンドは、すべてのIPS構成パラメータを示します。


ips show configuration


出力例:


PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           1
   NAME                   CUTOFF_TIME
   DESCRIPTION            Maximum age for an incident to be considered for 
                          inclusion
   UNIT                   Days
   VALUE                  90
   DEFAULT_VALUE          90
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4294967295
   FLAGS                  0
 
PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           2
   NAME                   NUM_EARLY_INCIDENTS
   DESCRIPTION            How many incidents to get in the early part of the range
   UNIT                   Number
   VALUE                  3
   DEFAULT_VALUE          3
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4294967295
   FLAGS                  0
 
PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           3
   NAME                   NUM_LATE_INCIDENTS
   DESCRIPTION            How many incidents to get in the late part of the range
   UNIT                   Number
   VALUE                  3
   DEFAULT_VALUE          3
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4294967295
   FLAGS                  0
 
PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           4
   NAME                   INCIDENT_TIME_WINDOW
   DESCRIPTION            Incidents this close to each other are considered 
                          correlated
   UNIT                   Minutes
   VALUE                  5
   DEFAULT_VALUE          5
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4294967295
   FLAGS                  0
 
PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           5
   NAME                   PACKAGE_TIME_WINDOW
   DESCRIPTION            Time window for content inclusion is from x hours 
                          before first included incident to x hours after last 
                          incident
   UNIT                   Hours
   VALUE                  24
   DEFAULT_VALUE          24
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4294967295
   FLAGS                  0
 
PARAMETER INFORMATION:
   PARAMETER_ID           6
   NAME                   DEFAULT_CORRELATION_LEVEL
   DESCRIPTION            Default correlation level for packages
   UNIT                   Number
   VALUE                  2
   DEFAULT_VALUE          2
   MINIMUM                1
   MAXIMUM                4
   FLAGS                  0



例

このコマンドは、構成パラメータNUM_EARLY_INCIDENTSを示します。


ips show configuration num_early_incidents


このコマンドは、構成パラメータ3を示します。


ips show configuration 3



構成パラメータの説明

表16-8に、IPS構成パラメータの詳細を示します。


表16-8 IPS構成パラメータ

	パラメータ	ID	説明
	
CUTOFF_TIME

	
1

	
インシデントが追加対象とみなされる最長期間(日単位)。


	
NUM_EARLY_INCIDENTS

	
2

	
問題に基づいてパッケージを作成するときに、前半部分に含めるインシデントの数。デフォルトでは、ADRCIは最初の3つのインシデントと最新の3つのインシデントをパッケージに追加します。


	
NUM_LATE_INCIDENTS

	
3

	
問題に基づいてパッケージを作成するときに、後半部分に含めるインシデントの数。デフォルトでは、ADRCIは最初の3つのインシデントと最新の3つのインシデントをパッケージに追加します。


	
INCIDENT_TIME_WINDOW

	
4

	
2つのインシデントが相関とみなされるためのインシデント発生の間隔(分数)。


	
PACKAGE_TIME_WINDOW

	
5

	
インシデントをパッケージに追加するための時間ウィンドウとして使用時間数。たとえば、値が5の場合、パッケージ内でインシデントが最初に発生した5時間前、およびパッケージ内の最新のインシデントの発生から5時間後のインシデントを含めます。


	
DEFAULT_CORRELATION_LEVEL

	
6

	
パッケージ内のインシデントを相関付けるために使用するデフォルトの相関レベル。相関レベルは次のとおりです。

	
1(basic): インシデント・ダンプおよびインシデント・プロセスのトレース・ファイルが含まれます。


	
2(typical): インシデント・ダンプおよびINCIDENT_TIME_WINDOW(前述の内容を参照)で指定された時間ウィンドウ内で変更されたトレース・ファイルが含まれます。


	
4(all): インシデント・ダンプ、および最初に選択されたインシデントと最後に選択されたインシデント間で変更されたすべてのトレース・ファイルが含まれます。同じ時間範囲内で追加インシデントが発生した場合は、これらのインシデントを自動的に含めることができます。














	
参照:

IPS SET CONFIGURATION












IPS SHOW FILES


用途

指定したパッケージ内に含まれているファイルを表示します。


構文および説明


ips show files package package_id


package_idは表示するパッケージのIDです。


例

この例では、パッケージ1に関連付けられているすべてのファイルを示します。


ips show files package 1


出力例:


   FILE_ID                1
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/alert
   FILE_NAME              log.xml
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
 
   FILE_ID                2
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/trace
   FILE_NAME              alert_adcdb.log
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
 
   FILE_ID                27
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/incident/incdir_4937
   FILE_NAME              adcdb_ora_692_i4937.trm
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
 
   FILE_ID                28
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/incident/incdir_4937
   FILE_NAME              adcdb_ora_692_i4937.trc
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
 
   FILE_ID                29
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/trace
   FILE_NAME              adcdb_ora_692.trc
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
 
   FILE_ID                30
   FILE_LOCATION          <ADR_HOME>/trace
   FILE_NAME              adcdb_ora_692.trm
   LAST_SEQUENCE          1
   EXCLUDE                Included
.
.
.






IPS SHOW INCIDENTS


用途

指定したパッケージ内に含まれているインシデントを表示します。


構文および説明


ips show incidents package package_id


package_idは表示するパッケージのIDです。


例

この例では、パッケージ1のインシデントを表示します。


ips show incidents package 1


出力例:


MAIN INCIDENTS FOR PACKAGE 1:
   INCIDENT_ID            4985
   PROBLEM_ID             1
   EXCLUDE                Included
 
CORRELATED INCIDENTS FOR PACKAGE 1:






IPS SHOW PACKAGE


用途

指定したパッケージに関する情報を表示します。


構文および説明


ips show package package_id {basic | brief | detail}


package_idは表示するパッケージのIDです。

basicオプションを使用して、最小限の情報を表示します。これは、package_idが指定されていない場合のデフォルトです。

briefオプションを使用して、basicオプションよりも詳細なパッケージ情報を表示します。これは、package_idが指定されている場合のデフォルトです。

detailオプションを使用して、briefオプションで表示される情報に加えて、パッケージ履歴および含まれているインシデントやファイルの情報を表示します。


例


ips show package 12



ips show package 12 brief






IPS UNPACK FILE


用途

物理パッケージ・ファイルを指定したパスに解凍します。


構文および説明


ips unpack file file_name [into path]


file_nameは、解凍する物理パッケージ(ZIPファイル)のフルパス名です。オプションで、ファイルをディレクトリpathに解凍することもできます。このディレクトリは、すでに存在していて書込み可能である必要があります。パスを省略すると、現在の作業ディレクトリが使用されます。解凍先のディレクトリはADRベースとして処理され、有効なADRホームが含まれるADRベースのディレクトリ階層が完全に作成されます。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


ips unpack file /tmp/ORA603_20060906165316_COM_1.zip into /tmp/newadr








PURGE


用途

現在の削除ポリシーに従って、カレントADRホーム内の診断データを削除します。削除が予定されているADRの内容のみが削除されます。

ADR内の診断データにはデフォルトのライフサイクルが設定されています。たとえば、インシデントおよび問題に関する情報は1年後に削除されますが、関連するダンプ・ファイル(ダンプ)はわずか30日後に削除されます。

Oracle Databaseなどの一部のオラクル社の製品では、ライフ・サイクルの終了時に診断データが自動的に削除されます。その他の製品やコンポーネントでは、このコマンドを使用して診断データを手動で削除する必要があります。また、このコマンドで、自動削除される予定のデータも削除できます。

SHOW CONTROLコマンドでは、存続期間が短いADRの内容と存続期間が長いADRの内容に対して、デフォルトの削除ポリシーが表示されます。


構文および説明


purge [-i {id | start_id end_id} | 
  -age mins [-type {ALERT|INCIDENT|TRACE|CDUMP|HM|UTSCDMP}]]


表16-9に、PURGEのフラグを示します。


表16-9 PURGEコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
-i {id1 | start_id end_id}

	
特定のインシデントID(id)またはインシデントIDの範囲(start_idおよびend_id)を削除します。


	
-age mins

	
mins分以上経過したデータのみを削除します。


	
-type {ALERT|INCIDENT|TRACE|CDUMP|HM|UTSCDMP}

	
削除する診断データのタイプを指定します。-age句とともに使用します。

次のタイプを指定できます。

	
ALERT: アラート・ログ


	
INCIDENT: インシデント・データ


	
TRACE: トレース・ファイル(ダンプを含む)


	
CDUMP: コア・ダンプ・ファイル


	
HM: 状態モニターの実行データおよびレポート


	
UTSCDMP: 各セッションのインメモリー・トレースのダンプ

UTSCDMPデータは、トレース・ディレクトリの下のディレクトリに格納されます。これらのディレクトリの名前は、cdmp_timestampです。バックグラウンド・プロセスは、クリティカル・エラー(ORA-600またはORA-7445エラーなど)が発生すると、このようなディレクトリを作成し、各セッションのインメモリー・トレース・データをトレース・ファイルに書き込みます。このデータは、エラーが発生する前に実行されていたインスタンスを特定するのに役立ちます。












例

この例では、デフォルトの削除ポリシーに基づいて、カレントADRホーム内のすべての診断データを削除します。


purge


この例では、123から456の間のすべてのインシデントについて、診断データをすべて削除します。


purge -i 123 456


この例では、過去1時間のすべてのインシデント・データを削除します。


purge -age 60 -type incident





	
注意:

PURGEは、複数のADRホームが設定されている場合には機能しません。1つのADRホームの設定については、「ADRCIコマンドを使用する前のADRCIホームパスの設定」を参照してください。












QUIT

「EXIT」を参照してください。






RUN


用途

ADRCIスクリプトを実行します。


構文および説明

run script_name

@ script_name

@@ script_name

script_nameは、実行するADRCIコマンドを含むファイルです。フルパス名が指定されていないかぎり、ADRCIはカレント・ディレクトリでスクリプトを検索します。ファイル拡張子のないファイル名が指定されている場合、ADRCIはデフォルトの拡張子.adiを使用します。

runおよび@コマンドはシノニムです。@@コマンドは、runや@と似ていますが、スクリプト内で使用される場合に、@@はカレント・ディレクトリではなくコール側スクリプトのパスを使用してscript_nameを検索する点が異なります。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


run my_script



@my_script






SELECT


用途

指定されたインシデントまたは問題に関して、修飾されたレコードを取得します。


構文および説明


select {*|[field1, [field2, ...]} FROM {incident|problem}
  [WHERE predicate_string]
  [ORDER BY field1 [, field2, ...] [ASC|DSC|DESC]]
  [GROUP BY field1 [, field2, ...]]
  [HAVING having_predicate_string]



表16-10 SELECTコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
field1, field2, ...

	
取得するフィールドをリストします。*を指定すると、すべてのフィールドが取得されます。


	
incident|problem

	
インシデントまたは問題を問い合せるかどうかを示します。


	
WHERE "predicate_string"

	
SQLに類似した述語文字列を使用して、述語がtrueであるインシデントまたは問題のみを表示します。述語文字列は、二重引用符で囲む必要があります。

表16-16に、インシデントの述語文字列で使用できるフィールドを表示します。

表16-18に、問題の述語文字列で使用できるフィールドを表示します。


	
ORDER BY field1, field2, ... [ASC|DSC|DESC]

	
フィールドを指定順序、昇順(ASC)および降順(DSCまたはDESC)でソートして、結果を表示します。ORDER BY句を指定すると、結果はデフォルトの昇順で表示されます。


	
GROUP BY field1, field2, ...

	
指定したフィールドごとにグループ化された結果が表示されます。

GROUP BYフラグは行をグループ化しますが、結果セットの順序は保証しません。グループ化の順序付けを行うには、ORDER BYフラグを使用します。


	
HAVING "having_predicate_string"

	
返される行のグループを、HAVINGの述語がtrueであるグループに制限します。HAVINGフラグは、GROUP BYフラグと一緒に使用する必要があります。











	
注意:

WHERE、ORDER BY、GROUP BYおよびHAVINGフラグは、SELECT SQL文の同名の句に似ています。SELECT SQL文における句の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。








例

次の例では、1を超えるincident_idを持つインシデントの、incident_idおよびcreate_timeを取得します。


select incident_id, create_time from incident where incident_id > 1


この問合せの出力例を次に示します。


INCIDENT_ID          CREATE_TIME                              
-------------------- ---------------------------------------- 
4801                 2011-05-27 10:10:26.541656 -07:00       
4802                 2011-05-27 10:11:02.456066 -07:00       
4803                 2011-05-27 10:11:04.759654 -07:00       


次の例では、problem_keyに600が含まれる各問題の、problem_idおよびfirst_incidentを取得します。


select problem_id, first_incident from problem where problem­_key like '%600%'



この問合せの出力例を次に示します。


PROBLEM_ID           FIRST_INCIDENT       
-------------------- -------------------- 
1                    4801                
2                    4802                
3                    4803                



関数

このセクションでは、SELECTコマンドと一緒に使用できる関数について説明します。

これらの関数の目的および構文は、対応するSQL関数に似ていますが、一部において異なっています。この項では、ADRCIユーティリティで使用される関数とおよびSQL関数の間の相違点について説明します。

すべての関数に次の制限事項が適用されます。

	
式は、単純式である必要があります。単純式については、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


	
複数の関数コールを組み合せることはできません。たとえば、次の関数コールの組合せはサポートされません。


sum(length(column_name))


	
関数はオーバーロードされません。


	
すべての関数の引数は必須です。


	
関数は、他のADRCIユーティリティ・コマンドと一緒に使用できません。





表16-11 SELECTコマンドのADRCIユーティリティ関数

	関数	説明
	
AVG


	
式の平均値を返します。


	
CONCAT


	
2つの文字列を連結して返します。


	
COUNT


	
問合せによって返された行数を返します。


	
DECODE


	
1つの式を各検索値と1つずつ比較します。


	
LENGTH


	
入力キャラクタ・セットによる定義に従って、文字列の長さを返します。


	
MAX


	
式の最大値を返します。


	
MIN


	
式の最小値を返します。


	
NVL


	
問合せの結果において、null(空白として返される)を文字データに置換します。


	
REGEXP_LIKE


	
指定した正規表現の指定パターンに一致する行を返します。


	
SUBSTR


	
文字データの一部を返します。


	
SUM


	
式の値の合計を返します。


	
TIMESTAMP_TO_CHAR


	
TIMESTAMPデータ型の値を、VARCHAR2データ型の値に、指定した書式で変換します。


	
TOLOWER


	
すべての文字を小文字にして、文字データを返します。


	
TOUPPER


	
すべての文字を大文字にして、文字データを返します。










AVG

式の平均値を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでAVG関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
式は、数値型の列または正の数値定数である必要があります。


	
この関数は、DISTINCTまたはALLキーワードをサポートしていません。


	
この関数は、OVER句をサポートしていません。









CONCAT

2つの文字列を連結して返します。データ型がCHARおよびVARCHAR2の文字データを使用できます。戻り値は、文字データと同じデータ型です。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでCONCAT関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、BLOB、CLOB、NCLOB、BFILEデータ型などのLOBデータ型をサポートしていません。


	
この関数は、NCHAR、NVARCHAR2、NCLOBデータ型などの各国語キャラクタ・セットのデータ型をサポートしていません。









COUNT

問合せによって返された行数を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでCOUNT関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この式は、列、数値定数または文字列定数である必要があります。


	
この関数は、DISTINCTまたはALLキーワードをサポートしていません。


	
この関数は、OVER句をサポートしていません。


	
この関数は、通常、重複およびNULLを含めて問合せのすべての行をカウントします。





例

この例では、flood_controlledが0(ゼロ)のインシデントの数を返します。


select count(*) from incident where flood_controlled = 0


この例では、problem_keyにORA-600が含まれる問題の数を返します。


select count(*) from problem where problem_key like '%ORA-600%'






DECODE

1つの式を各検索値と1つずつ比較します。式が検索値に等しい場合、Oracle Databaseは対応する結果を返します。一致するものがない場合、Oracle Databaseは指定されたデフォルト値を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでDECODE関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
検索引数は、文字データである必要があります。


	
デフォルト値を指定する必要があります。





例

次の例では、各incident_idと、インシデントがフラッド制御されているかどうかを示します。この例では、DECODE関数を使用して、flood_controlledフィールドの数値のかわりにテキストを表示します。


select incident_id, decode(flood_controlled, 0, \
  "Not flood-controlled", "Flood-controlled") from incident






LENGTH

入力キャラクタ・セットによる定義に従って、文字列の長さを返します。

この文字列のデータ型には、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOB、NCLOBのいずれかを使用できます。戻り値のデータ型はNUMBERです。文字列のデータ型がCHARの場合、長さにはすべての後続の空白が含まれます。文字列がNULLの場合、この関数は0(ゼロ)を返します。




	
注意:

文字列がNULLの場合、SQL関数はNULLを戻します。








構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドは、関数LENGTHB、LENGTHC、LENGTH2およびLENGTH4をサポートしていません。


例

この例では、各問題のproblem_idおよびproblem_keyの長さを示します。


select problem_id, length(problem_key) from problem






MAX

式の最大値を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでMAX関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、DISTINCTまたはALLキーワードをサポートしていません。


	
この関数は、OVER句をサポートしていません。





例

この例では、すべての記録された問題の最大のlast_incident値を示します。


select max(last_incident) from problem






MIN

式の最小値を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでMIN関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、DISTINCTまたはALLキーワードをサポートしていません。


	
この関数は、OVER句をサポートしていません。





例

この例では、すべての記録された問題に関する最小のfirst_incident値を示します。


select min(first_incident) from problem






NVL

問合せの結果において、null(空白として返される)を文字データに置換します。指定した最初の式がNULLの場合、NVLは指定した2番目の式を返します。指定した最初の式がNULLでない場合、NVLは最初の式の値を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでNVL関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
置換する値(2番目の式)は、文字データとして指定する必要があります。


	
この関数は、データ変換をサポートしません。





例

この例では、singalling_componentの出力のNULLをテキスト"No component"に置換します。


select nvl(signalling_component, 'No component') from incident






REGEXP_LIKE

指定した正規表現の指定パターンに一致する行を返します。




	
注意:

SQLでは、REGEXP_LIKEは関数ではなく条件です。








構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでREGEXP_LIKE関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
パターン一致では、常に大/小文字が区別されます。


	
この関数は、match_param引数をサポートしていません。





例

この例では、problem_keyが数値で終了するすべての問題のproblem_idおよびproblem_keyを表示します。


select problem_id, problem_key from problem \
  where regexp_like(problem_key, '[0-9]$') = true






SUBSTR

文字データの一部を返します。返されるデータ部分は、指定した部分から始まる、指定した文字長の部分文字列となります。 SUBSTRは、入力キャラクタ・セットによって定義された文字を使用して、長さを計算します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでSUBSTR関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、正の整数のみをサポートします。負の値または浮動小数点数については、サポートしていません。


	
SELECTコマンドは、SUBSTRB、SUBSTRC、SUBSTR2およびSUBSTR4関数をサポートしていません。





例

この例では、各problem_keyの5文字目以降を表示します。


select substr(problem_key, 5) from problem






SUM

式の値の合計を返します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでSUM関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この式は、数値型の列または数値定数である必要があります。


	
この関数は、DISTINCTまたはALLキーワードをサポートしていません。


	
この関数は、OVER句をサポートしていません。









TIMESTAMP_TO_CHAR

TIMESTAMPデータ型の値を、VARCHAR2データ型の値に、指定した書式で変換します。形式を指定しない場合、値が関数によってデフォルトのタイムスタンプ形式に変換されます。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』でTO_CHAR関数の構文を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでTIMESTAMP_TO_CHAR関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、TIMESTAMPデータ型のみを変換します。TIMESTAMP WITH TIME ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEなどのデータ型はサポートされていません。


	
この関数は、nlsparm引数をサポートしていません。この関数は、セッションのデフォルト言語を使用します。





例

この例では、各インシデントのcreate_timeを、TIMESTAMPデータ型からVARCHAR2データ型にDD-MON-YYYY形式で変換します。


select timestamp_to_char(create_time, 'DD-MON-YYYY') from incident






TOLOWER

すべての文字を小文字にして、文字データを返します。データ型がCHARおよびVARCHAR2の文字データを使用できます。戻り値は、文字データと同じデータ型です。データベースは、基礎となるキャラクタ・セットに対して定義されているバイナリ・マッピングに基づいて文字の大/小文字を設定します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』でLOWER関数の構文を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでTOLOWER関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、BLOB、CLOB、NCLOB、BFILEデータ型などのLOBデータ型をサポートしていません。


	
この関数は、NCHAR、NVARCHAR2、NCLOBデータ型などの各国語キャラクタ・セットのデータ型をサポートしていません。





例

この例では、各problem_keyをすべて小文字で表示します。


select tolower(problem_key) from problem






TOUPPER

すべての文字を大文字にして、文字データを返します。データ型がCHARおよびVARCHAR2の文字データを使用できます。戻り値は、文字データと同じデータ型です。データベースは、基礎となるキャラクタ・セットに対して定義されているバイナリ・マッピングに基づいて文字の大/小文字を設定します。


構文

『Oracle Database SQL言語リファレンス』でUPPER関数の構文を参照してください。


制限事項

SELECTコマンドでTOUPPER関数を使用する場合は、次の制限事項が適用されます。

	
この関数は、BLOB、CLOB、NCLOB、BFILEデータ型などのLOBデータ型をサポートしていません。


	
この関数は、NCHAR、NVARCHAR2、NCLOBデータ型などの各国語キャラクタ・セットのデータ型をサポートしていません。





例

この例では、各problem_keyをすべて大文字で表示します。


select toupper(problem_key) from problem








SET BASE


用途

カレントADRCIセッションで使用するADRベースを設定します。


構文および説明

set base base_str

base_strは、ディレクトリへのフルパスです。base_strの形式は、オペレーティング・システムによって異なります。ベース・ディレクトリ下に有効なADRホームが存在する場合、これらのホームはカレントADRCIセッションのホームパスに追加されます。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


set base /u01/app/oracle





	
参照:

ADRベース












SET BROWSER


用途

レポートを表示するデフォルトのブラウザを設定します。




	
注意:

このコマンドは今後使用する目的で確保されています。現時点では、ADRCIはブラウザでHTML形式のレポートをサポートしていません。








構文および説明

set browser browser_program

browser_programは、ブラウザのプログラム名です(ブラウザはカレントのADR作業ディレクトリから起動可能であると想定されています)。ブラウザが設定されていない場合、ADRCIはレポートを端末またはスプール・ファイルに表示します。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


set browser mozilla





	
参照:

	
レポート表示の詳細は、「SHOW REPORT」を参照してください。


	
スプールの詳細は、「SPOOL」を参照してください。

















SET CONTROL


用途

ADRの内容の削除ポリシーを設定します。


構文および説明

set control (purge_policy = value, ...)

purge_policyは、SHORTP_POLICYまたはLONGP_POLICYのいずれかです。詳細は、「SHOW CONTROL」を参照してください。

valueは、ADRの内容が削除可能になるまでの時間数です。

SHORTP_POLICYおよびLONGP_POLICYは相互に排他的ではありません。各ポリシーは、異なるタイプの内容を制御します。

このコマンドは、1つのADRホームでのみ機能します。


例


set control (SHORTP_POLICY = 360)






SET ECHO


用途

コマンド出力をオンまたはオフにします。このコマンドは、スクリプトに表示される出力またはスプール・モードを使用する出力のみに影響します。


構文および説明

set echo on|off

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


set echo off





	
参照:

スプールの詳細は、「SPOOL」を参照してください。












SET EDITOR


用途

アラート・ログおよびトレース・ファイルの内容を表示するためのエディタを設定します。


構文および説明

set editor editor_program

editor_programは、エディタのプログラム名です。エディタが設定されていない場合、ADRCIはオペレーティング・システムの環境変数EDITORで指定されているエディタを使用します。EDITORが設定されていない場合、ADRCIはデフォルトのエディタとしてviを使用します。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


set editor xemacs






SET HOMEPATH


用途

1つ以上のADRホームをカレントにします。多くのADRコマンドが、カレントADRホームでのみ動作します。


構文および説明

set homepath homepath_str1 homepath_str2 ...

homepath_strn文字列は、カレントADRベースに対して相対的なADRホームのパスです。ディレクトリ名diagはパスから省略可能です。指定したパスに複数のADRホームが含まれている場合は、すべてのホームがホームパスに追加されます。

目的とする新しいADRホームがカレントADRベース内に存在しない場合は、SET BASEを使用して新しいADRベースを設定してから、SET HOMEPATHを使用します。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


set homepath diag/rdbms/orcldw/orcldw1  diag/rdbms/orcldw/orcldw2


次のコマンドにより、前述の例と同一のホームパスを設定できます。


set homepath rdbms/orcldw/orcldw1  rdbms/orcldw/orcldw2





	
参照:

ホームパス












SET TERMOUT


用途

端末への出力をオンまたはオフにします。


構文および説明

set termout on|off

この設定はスプールとは関係なく使用できます。つまり、出力は端末とファイル両方に同時に送信できます。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。




	
参照:

スプールの詳細は、「SPOOL」を参照してください。








例


set termout on






SHOW ALERT


用途

デフォルトのエディタにアラート・ログの内容を表示します。


構文および説明


show alert [-p "predicate_string"] [-tail [num] [-f]] [-term]
  [-file alert_file_name]


-termフラグを使用している場合を除き、このコマンドは1つのカレントADRホームでのみ動作します。複数のADRホームが設定されている場合、ADRCIによって、使用するADRホームを選択するように要求されます。


表16-12 SHOW ALERTコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
-p "predicate_string"

	
SQLに類似した述語文字列を使用して、述語がtrueであるアラート・ログのエントリのみを表示します。述語文字列は、二重引用符で囲む必要があります。

表16-13に、述語文字列で使用できるフィールドを表示します。


	
-tail [num] [-f]

	
アラート・ログの最新のエントリを表示します。

numオプションを使用して、アラート・ログで最新のnum個のエントリを表示します。numが省略されている場合は、最新の10個のエントリが表示されます。

-fオプションが指定されている場合は、要求されたメッセージを表示した後に、コマンドが戻りません。かわりに、コマンドがアクティブのまま残り、アラート・ログに新しいエントリが到着すると、引き続きそのエントリを端末に表示します。このコマンドを使用すると、アラート・ログのライブ監視を実行できます。このコマンドを終了するには、[Ctrl]を押しながら[C]を押します。


	
-term

	
結果を端末に送信します。すべてのカレントADRホームからアラート・ログ全体を順次出力します。このオプションが指定されていない場合、結果はデフォルトのエディタに表示されます。


	
-file alert_file_name

	
ADRの外のアラート・ファイルを指定できます。alert_file_nameは、フルパス名で指定する必要があります。このオプションは、-tailオプションとともに使用できません。









表16-13 SHOW ALERTのアラート・フィールド

	フィールド	型
	
ORIGINATING_TIMESTAMP

	
timestamp


	
NORMALIZED_TIMESTAMP

	
timestamp


	
ORGANIZATION_ID

	
text(65)


	
COMPONENT_ID

	
text(65)


	
HOST_ID

	
text(65)


	
HOST_ADDRESS

	
text(17)


	
MESSAGE_TYPE

	
number


	
MESSAGE_LEVEL

	
number


	
MESSAGE_ID

	
text(65)


	
MESSAGE_GROUP

	
text(65)


	
CLIENT_ID

	
text(65)


	
MODULE_ID

	
text(65)


	
PROCESS_ID

	
text(33)


	
THREAD_ID

	
text(65)


	
USER_ID

	
text(65)


	
INSTANCE_ID

	
text(65)


	
DETAILED_LOCATION

	
text(161)


	
UPSTREAM_COMP_ID

	
text(101)


	
DOWNSTREAM_COMP_ID

	
text(101)


	
EXECUTION_CONTEXT_ID

	
text(101)


	
EXECUTION_CONTEXT_SEQUENCE

	
number


	
ERROR_INSTANCE_ID

	
number


	
ERROR_INSTANCE_SEQUENCE

	
number


	
MESSAGE_TEXT

	
text(2049)


	
MESSAGE_ARGUMENTS

	
text(129)


	
SUPPLEMENTAL_ATTRIBUTES

	
text(129)


	
SUPPLEMENTAL_DETAILS

	
text(129)


	
PROBLEM_KEY

	
text(65)









例

この例では、カレントADRホームのすべてのアラート・メッセージをデフォルトのエディタに表示します。


show alert


この例では、カレントADRホームのすべてのアラート・メッセージを表示し、デフォルトのエディタではなく端末に出力を送信します。


show alert -term


この例では、カレントADRホームのすべてのアラート・メッセージを、インシデントを示すメッセージ・テキストとともに表示します。


show alert -p "message_text like '%incident%'"


この例では、最新の20個のアラート・メッセージを表示してから、アラート・ログをオープンしたままにし、新しいアラート・ログのエントリが到着すると、それらのエントリを表示します。


show alert -tail 20 -f


この例では、複数のADRホームが設定されているときに、1つのカレントADRホームのすべてのアラート・メッセージをデフォルトのエディタに表示します。


show alert

Choose the alert log from the following homes to view:

1: diag/tnslsnr/dbhost1/listener
2: diag/asm/+asm/+ASM
3: diag/rdbms/orcl/orcl
4: diag/clients/user_oracle/host_9999999999_11
Q: to quit

Please select option:
3





	
参照:

SET EDITOR












SHOW BASE


用途

カレントADRベースを示します。


構文および説明

show base [-product product_name]

特定の製品では、オプションで、製品のADRベースの場所を表示できます。現在サポートされている製品は、CLIENTとADRCIです。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例

次の例では、カレントADRベースを示します。


show base


出力例:


ADR base is "/u01/app/oracle"


次の例では、Oracle DatabaseクライアントのカレントADRベースを示します。


show base -product client






SHOW CONTROL


用途

削除ポリシー属性を含む、ADRについての情報を示します。


構文および説明

show control

次の削除ポリシー属性を含む、ADRの各種属性を示します。


	属性名	説明
	SHORTP_POLICY	存続期間の短いADRの内容が削除可能になるまでの時間数。デフォルト値は720(30日)です。
0(ゼロ)を設定すると、存続期間の短い内容をすべて削除できます。設定の最大値は、35791394です。35791394を超える値を指定すると、この属性は0(ゼロ)に設定されます。

存続期間の短いADRの内容を次に示します。

	
cdmp_timestampサブディレクトリに格納済のこれらのファイルを含む、トレース・ファイル


	
コア・ダンプ・ファイル


	
パッケージ化の情報





	LONGP_POLICY	存続期間の長いADRの内容が削除可能になるまでの時間数。デフォルト値は8760(365日)です。
0(ゼロ)を設定すると、存続期間の長い内容をすべて削除できます。設定の最大値は、35791394です。35791394を超える値を指定すると、この属性は0(ゼロ)に設定されます。

存続期間の長いADRの内容を次に示します。

	
インシデント情報


	
インシデント・ダンプ


	
アラート・ログ














	
注意:

SHORTP_POLICYおよびLONGP_POLICY属性は相互に排他的ではありません。各ポリシーは、異なるタイプの内容を制御します。












SHOW HM_RUN


用途

状態モニターの実行に関するすべての情報を表示します。


構文および説明

show hm_run [-p "predicate_string"]

predicate_stringは、選択するフィールド名を指定するSQLに類似した述語です。表16-14に、使用可能なフィールド名のリストを示します。


表16-14 状態モニターの実行に使用するフィールド

	フィールド	型
	
RUN_ID

	
number


	
RUN_NAME

	
text(31)


	
CHECK_NAME

	
text(31)


	
NAME_ID

	
number


	
MODE

	
number


	
START_TIME

	
timestamp


	
RESUME_TIME

	
timestamp


	
END_TIME

	
timestamp


	
MODIFIED_TIME

	
timestamp


	
TIMEOUT

	
number


	
FLAGS

	
number


	
STATUS

	
number


	
SRC_INCIDENT_ID

	
number


	
NUM_INCIDENTS

	
number


	
ERR_NUMBER

	
number


	
REPORT_FILE

	
bfile









例

次の例では、すべての状態モニターの実行に関するデータを示します。


show hm_run


次の例では、123のIDを持つ状態モニターの実行に関するデータを示します。


show hm_run -p "run_id=123"





	
参照:

状態モニターの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。












SHOW HOMEPATH


用途

SHOW HOMESコマンドと同じです。


構文および説明

show homepath | show homes | show home

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


show homepath


出力例:


ADR Homes:
diag/tnslsnr/dbhost1/listener
diag/asm/+asm/+ASM
diag/rdbms/orcl/orcl
diag/clients/user_oracle/host_9999999999_11





	
参照:

ホームパスの設定方法については、「SET HOMEPATH」を参照してください。












SHOW HOMES


用途

カレントADRCIセッションのADRホームを表示します。


構文および説明

show homes | show home | show homepath

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


show homes


出力例:


ADR Homes:
diag/tnslsnr/dbhost1/listener
diag/asm/+asm/+ASM
diag/rdbms/orcl/orcl
diag/clients/user_oracle/host_9999999999_11






SHOW INCDIR


用途

指定したインシデントのトレース・ファイルを表示します。


構文および説明

show incdir [id | id_low id_high]

1つのインシデントID(id)またはインシデントの範囲(id_lowからid_high)を指定できます。インシデントIDが指定されていない場合は、すべてのインシデントのトレース・ファイルが表示されます。


例

この例では、すべてのインシデントのすべてのトレース・ファイルを表示します。


show incdir


出力例:


ADR Home = /u01/app/oracle/log/diag/rdbms/emdb/emdb:
*************************************************************************
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3801/emdb_ora_23604_i3801.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3801/emdb_m000_23649_i3801_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3802/emdb_ora_23604_i3802.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3803/emdb_ora_23604_i3803.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3804/emdb_ora_23604_i3804.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3805/emdb_ora_23716_i3805.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3805/emdb_m000_23767_i3805_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3806/emdb_ora_23716_i3806.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3633/emdb_pmon_28970_i3633.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3633/emdb_m000_23778_i3633_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3713/emdb_smon_28994_i3713.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3713/emdb_m000_23797_i3713_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3807/emdb_ora_23783_i3807.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3807/emdb_m000_23803_i3807_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3808/emdb_ora_23783_i3808.trc


この例では、インシデント3713のすべてのトレース・ファイルを表示します。


show incdir 3713


出力例:


ADR Home = /u01/app/oracle/log/diag/rdbms/emdb/emdb:
*************************************************************************
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3713/emdb_smon_28994_i3713.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3713/emdb_m000_23797_i3713_a.trc


次の例では、3801から3804の間のインシデントのすべてのトレース・ファイルを表示します。


show incdir 3801 3804


出力例:


ADR Home = /u01/app/oracle/log/diag/rdbms/emdb/emdb:
*************************************************************************
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3801/emdb_ora_23604_i3801.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3801/emdb_m000_23649_i3801_a.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3802/emdb_ora_23604_i3802.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3803/emdb_ora_23604_i3803.trc
diag/rdbms/emdb/emdb/incident/incdir_3804/emdb_ora_23604_i3804.trc






SHOW INCIDENT


用途

カレントADRホームに関連付けられているすべてのインシデントを表示します。未解決のインシデントとクローズしたインシデントの両方を含めます。


構文および説明


show incident [-p "predicate_string"] [-mode {BASIC|BRIEF|DETAIL}]          [-orderby field1, field2, ... [ASC|DSC]]


表16-15に、SHOW INCIDENTのフラグを示します。


表16-15 SHOW INCIDENTコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
-p "predicate_string"

	
述語文字列を使用して、述語がtrueであるインシデントのみを示します。述語文字列は、二重引用符で囲む必要があります。

表16-16に、述語文字列で使用できるフィールドを表示します。


	
-mode {BASIC|BRIEF|DETAIL}

	
インシデントの出力モードを選択します。BASICはデフォルトです。

	
BASICは、基本的なインシデント情報(INCIDENT_ID、PROBLEM_IDおよびCREATE_TIMEの各フィールド)のみを表示します。フラッド制御されているインシデントは表示されません。


	
BRIEFは、表16-16で説明されているフィールドの指定に従って、インシデントに関連するすべての情報を表示します。フラッド制御されているインシデントも含みます。


	
DETAILは、(BRIEFモードを使用した場合と同じ)インシデントに関連するすべての情報と、インシデント・ダンプに関する情報を表示します。フラッド制御されているインシデントも含みます。





	
-orderby field1, field2, ... [ASC|DSC]

	
結果を指定した順序のフィールドでソートするだけでなく、昇順(ASC)および降順(DSC)でソートして表示します。デフォルトでは、結果は昇順で表示されます。









表16-16 SHOW INCIDENTのインシデント・フィールド

	フィールド	型	説明
	
INCIDENT_ID

	
number

	
インシデントのID


	
PROBLEM_ID

	
number

	
インシデントが属する問題のID


	
CREATE_TIME

	
timestamp

	
インシデントが作成された時間


	
CLOSE_TIME

	
timestamp

	
インシデントがクローズされた時間


	
STATUS

	
number

	
このインシデントの状態


	
FLAGS

	
number

	
内部使用のフラグ


	
FLOOD_CONTROLLED

	
number(ADRCIによりテキスト・ステータスにデコードされる)

	
インシデントのフラッド制御の状態をエンコード


	
ERROR_FACILITY

	
text(10)

	
インシデントの原因となったエラーのエラー機能


	
ERROR_NUMBER

	
number

	
インシデントの原因となったエラーのエラー番号


	
ERROR_ARG1

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する最初の引数

エラーの引数では、エラーを発行したコードの位置など、エラーの追加情報が提供されます。


	
ERROR_ARG2

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する2番目の引数


	
ERROR_ARG3

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する3番目の引数


	
ERROR_ARG4

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する4番目の引数


	
ERROR_ARG5

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する5番目の引数


	
ERROR_ARG6

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する6番目の引数


	
ERROR_ARG7

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する7番目の引数


	
ERROR_ARG8

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する8番目の引数


	
SIGNALLING_COMPONENT

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラー信号を出したコンポーネント


	
SIGNALLING_SUBCOMPONENT

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラー信号を出したサブコンポーネント


	
SUSPECT_COMPONENT

	
text(64)

	
インシデントの原因の可能性があると自動的に識別されたコンポーネント


	
SUSPECT_SUBCOMPONENT

	
text(64)

	
インシデントの原因の可能性があると自動的に識別されたサブコンポーネント


	
ECID

	
text(64)

	
実行コンテキストID


	
IMPACT

	
number

	
インシデントの影響のエンコード化


	
ERROR_ARG9

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する9番目の引数


	
ERROR_ARG10

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する10番目の引数


	
ERROR_ARG11

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する11番目の引数


	
ERROR_ARG12

	
text(64)

	
インシデントの原因となったエラーに関する12番目の引数









例

次の例では、このADRホームのすべてのインシデントを示します。


show incident


出力例:


ADR Home = /u01/app/oracle/log/diag/rdbms/emdb/emdb:
*************************************************************************
INCIDENT_ID          PROBLEM_KEY                                  CREATE_TIME
-------------------- -------------------------------------------- ----------------------------
3808                 ORA 603                                      2010-06-18 21:35:49.322161 -07:00
3807                 ORA 600 [4137]                               2010-06-18 21:35:47.862114 -07:00
3806                 ORA 603                                      2010-06-18 21:35:26.666485 -07:00
3805                 ORA 600 [4136]                               2010-06-18 21:35:25.012579 -07:00
3804                 ORA 1578                                     2010-06-18 21:35:08.483156 -07:00
3713                 ORA 600 [4136]                               2010-06-18 21:35:44.754442 -07:00
3633                 ORA 600 [4136]                               2010-06-18 21:35:35.776151 -07:00
7 rows fetched


次の例では、インシデント3805の詳細を示します。


adrci> show incident -mode DETAIL -p "incident_id=3805"


出力例:


ADR Home = /u01/app/oracle/log/diag/rdbms/emdb/emdb:
*************************************************************************
 
**********************************************************
INCIDENT INFO RECORD 1
**********************************************************
   INCIDENT_ID                   3805
   STATUS                        closed
   CREATE_TIME                   2010-06-18 21:35:25.012579 -07:00
   PROBLEM_ID                    2
   CLOSE_TIME                    2010-06-18 22:26:54.143537 -07:00
   FLOOD_CONTROLLED              none
   ERROR_FACILITY                ORA
   ERROR_NUMBER                  600
   ERROR_ARG1                    4136
   ERROR_ARG2                    2
   ERROR_ARG3                    18.0.628
   ERROR_ARG4                    <NULL>
   ERROR_ARG5                    <NULL>
   ERROR_ARG6                    <NULL>
   ERROR_ARG7                    <NULL>
   ERROR_ARG8                    <NULL>
   SIGNALLING_COMPONENT          <NULL>
   SIGNALLING_SUBCOMPONENT       <NULL>
   SUSPECT_COMPONENT             <NULL>
   SUSPECT_SUBCOMPONENT          <NULL>
   ECID                          <NULL>
   IMPACTS                       0
   PROBLEM_KEY                   ORA 600 [4136]
   FIRST_INCIDENT                3805
   FIRSTINC_TIME                 2010-06-18 21:35:25.012579 -07:00
   LAST_INCIDENT                 3713
   LASTINC_TIME                  2010-06-18 21:35:44.754442 -07:00
   IMPACT1                       0
   IMPACT2                       0
   IMPACT3                       0
   IMPACT4                       0
   KEY_NAME                      Client ProcId
   KEY_VALUE                     oracle@dbhost1 (TNS V1-V3).23716_3083142848
   KEY_NAME                      SID
   KEY_VALUE                     127.52237
   KEY_NAME                      ProcId
   KEY_VALUE                     23.90
   KEY_NAME                      PQ
   KEY_VALUE                     (0, 1182227717)
   OWNER_ID                      1
   INCIDENT_FILE                 /.../emdb/emdb/incident/incdir_3805/emdb_ora_23716_i3805.trc
   OWNER_ID                      1
   INCIDENT_FILE                 /.../emdb/emdb/trace/emdb_ora_23716.trc
   OWNER_ID                      1
   INCIDENT_FILE                 /.../emdb/emdb/incident/incdir_3805/emdb_m000_23767_i3805_a.trc
1 rows fetched






SHOW PROBLEM


用途

カレントADRホームの問題情報を示します。


構文および説明


show problem [-p "predicate_string"] [-last num | -all]
    [-orderby field1, field2, ... [ASC|DSC]]


表16-17に、SHOW PROBLEMのフラグを示します。


表16-17 SHOW PROBLEMコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
-p "predicate_string"

	
SQLに類似した述語文字列を使用して、述語がtrueであるインシデントのみを示します。述語文字列は、二重引用符で囲む必要があります。

表16-18に、述語文字列で使用できるフィールドを表示します。


	
-last num | -all

	
最新のnum個の問題を示すか、またはすべての問題を示します。デフォルトでは、SHOW PROBLEMは最新の50個の問題を示します。


	
-orderby field1, field2, ... [ASC|DSC]

	
結果を指定した順序のフィールド(field1、field2、...)でソートするだけでなく、昇順(ASC)および降順(DSC)でソートして表示します。デフォルトでは、結果は昇順で表示されます。









表16-18 SHOW PROBLEMの問題フィールド

	フィールド	型	説明
	
PROBLEM_ID

	
number

	
問題のID


	
PROBLEM_KEY

	
text(550)

	
問題の問題キー


	
FIRST_INCIDENT

	
number

	
問題の最初のインシデントのインシデントID


	
FIRSTINC_TIME

	
timestamp

	
問題の最初のインシデントの作成時間


	
LAST_INCIDENT

	
number

	
問題の最後のインシデントのインシデントID


	
LASTINC_TIME

	
timestamp

	
問題の最後のインシデントの作成時間


	
IMPACT1

	
number

	
この問題の影響のエンコード化


	
IMPACT2

	
number

	
この問題の影響のエンコード化


	
IMPACT3

	
number

	
この問題の影響のエンコード化


	
IMPACT4

	
number

	
この問題の影響のエンコード化


	
SERVICE_REQUEST

	
text(64)

	
問題のサービス・リクエスト(サポート・ワークベンチで入力)


	
BUG_NUMBER

	
text(64)

	
問題のバグ番号(サポート・ワークベンチで入力)









例

次の例では、カレントADRホームのすべての問題を表示します。

show problem -all

次の例では、IDが4の問題を示します。

show problem -p "problem_id=4"






SHOW REPORT


用途

指定したレポート・タイプおよび実行名のレポートを表示します。現在は、hm_run(状態モニター)レポート・タイプのみが、XML形式のみでサポートされています。HTML形式の状態モニター・レポートを表示するには、Oracle Enterprise ManagerまたはDBMS_HM PL/SQLパッケージを使用します。詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


構文および説明

SHOW REPORT report_type run_name

report_typeはhm_runである必要があります。run_nameは、レポートの作成元となる状態モニターの実行名です。CREATE REPORTコマンドを使用して、最初にレポートを作成する必要があります。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


show report hm_run hm_run_1421





	
参照:

	
CREATE REPORT


	
SHOW HM_RUN

















SHOW TRACEFILE


用途

トレース・ファイルを表示します。


構文および説明


show tracefile [file1 file2 ...] [-rt | -t]
  [-i inc1 inc2 ...] [-path path1 path2 ...] 


このコマンドは、-iまたは-pathフラグが指定されていないかぎり、カレントADRホームのトレース・ディレクトリおよびすべてのインシデント・ディレクトリ下で1つ以上のファイルを検索します。

このコマンドの使用時に-iオプションを指定しないかぎり、ADRホームを設定しておく必要はありません。

表16-19に、SHOW TRACEFILEの引数を示します。


表16-19 SHOW TRACEFILEコマンドの引数

	引数	説明
	
file1 file2 ...

	
ファイル名で結果をフィルタ処理します。%記号はワイルドカード文字です。









表16-20 SHOW TRACEFILEコマンドのフラグ

	フラグ	説明
	
-rt | -t

	
トレース・ファイル名をタイムスタンプに従って並べ替えます。-tを指定すると、ファイル名がタイムスタンプの昇順でソートされ、-rtを指定すると、ファイル名がその逆の順序でソートされます。ファイル名の並べ替えは、ファイルのディレクトリを基準としてのみ行われます。トレース・ファイルの複数のディレクトリを表示すると、各ディレクトリに個別に順序付けが行われます。

このオプションを使用すると、タイムスタンプが各ファイル名の横に表示されます。


	
-i inc1 inc2 ...

	
指定したインシデントIDに対して作成されたトレース・ファイルのみを選択します。


	
-path path1 path2 ...

	
指定したパス名下のトレース・ファイルのみを問い合せます。









例

次の例では、カレントADRホーム下のすべてのトレース・ファイルを示します。


show tracefile


次の例では、すべてのmmonトレース・ファイルを、タイムスタンプに従って降順で表示します。


show tracefile %mmon% -rt


次の例では、/home/steve/temp下にある、インシデント1および4に対するすべてのトレース・ファイルを示します。


show tracefile -i 1 4 -path /home/steve/temp






SPOOL


用途

ADRCI出力をファイルへ送信します。


構文および説明

SPOOL filename [[APPEND] | [OFF]]

filenameは、出力が送信されるファイル名です。フルパス名が指定されていない場合、ファイルはカレントADRCI作業ディレクトリに作成されます。ファイル拡張子が指定されていない場合、デフォルトの拡張子.adoが使用されます。APPENDを指定すると、出力がファイルの末尾に追加されます。指定されていない場合は、ファイルが上書きされます。スプールをオフにするにはOFFを使用します。

このコマンドを使用する前に、ADRホームを設定しておく必要はありません。


例


spool myfile



spool myfile.ado append



spool off



spool








ADRCIのトラブルシューティング

一般的なADRCIエラー・メッセージの一部と、その考えられる原因および回避策を次に示します。


ADRベースが設定されていません

原因: ORACLE_HOME環境変数にNULLまたは無効な変数を指定してADRCIを起動した可能性があります。

処理: ADRCIを終了し、ORACLE_HOME環境変数を設定してからADRCIを再起動します。詳細は、「ADRベース」を参照してください。


DIA-48323: 指定されたパス名[string]は現行ADRホームの内部に存在する必要があります

原因: ADRホームの外のファイルは、このコマンドではインシデント・ファイルとして使用できません。

処理: ADRホーム内のインシデント・ファイルを使用して再試行します。


DIA-48400: ADRCIの初期化に失敗しました

原因: ADRベース・ディレクトリが存在しません。

処理: DIAGNOSTIC_DEST初期化パラメータの値をチェックし、1つ以上のADRホームを含むADRベース・ディレクトリを示していることを確認します。DIAGNOSTIC_DESTが欠落している場合やNULLである場合は、ORACLE_HOME/logで有効なADRベース・ディレクトリ階層を確認します。


DIA-48431: ADRホーム・パスを1つ以上指定する必要があります

原因: そのコマンドで、1つ以上のADRホームをカレントにする必要があります。

処理: SET HOMEPATHコマンドを使用して、1つ以上のADRホームをカレントにします。


DIA-48432: ADRホーム・パス[string]が無効です

原因: 指定されたADRホームが有効ではありません。パスが存在していない可能性があります。

処理: 指定されたADRホームパスが存在していることを確認します。


DIA-48447: 入力パス[path]にADRホームが含まれていません

原因: SET HOMEPATHを使用してADRホームを設定する場合、カレントADRベースに対して相対的なパスを指定する必要があります。

処理: 目的とする新しいADRホームがカレントADRベースに存在しない場合は、まずSET BASEを使用してADRベースを設定し、その後でSHOW HOMESを使用して新しいADRベースの下でADRホームを確認します。次に、必要に応じて、SET HOMEPATHを使用して新しいADRホームを設定します。


DIA-48448: このコマンドは、複数のADRホームをサポートしていません

原因: カレントADRCIセッションに複数のカレントADRホームが存在します。

処理: SET HOMEPATHコマンドを使用して、1つのADRホームをカレントにします。











 
17 DBVERIFY: オフライン・データベース検査ユーティリティ


DBVERIFYは外部コマンドライン・ユーティリティで、物理データ構造に対する整合性チェックを実行します。

DBVERIFYは、オフラインまたはオンライン・データベースおよびバックアップ・ファイル上で使用できます。DBVERIFYを使用するのは、バックアップ・データベース(またはデータ・ファイル)をリストアする前にそれが有効であることを確認する場合です。また、データ破損の問題が発生した場合に診断機能としても使用します。DBVERIFYはオフライン・データベースに対して実行できるため、整合性チェックが非常に高速に行えます。

DBVERIFYによるチェックは、キャッシュ管理(データ・ブロック)ブロックのみに制限されています。DBVERIFYは、データ・ファイルでのみ使用します。制御ファイルまたはREDOログに対しては機能しません。

DBVERIFYには、2つのコマンドライン・インタフェースがあります。最初のインタフェースでは、確認の対象として単一データ・ファイルのディスク・ブロックを指定します。次のインタフェースでは、確認の対象としてセグメントを指定します。いずれのインタフェースでも、最初にdbvコマンドを記述します。次の項では、これらのインタフェースの記述について説明します。

	
DBVERIFYを使用した単一データ・ファイルのディスク・ブロックの検査


	
DBVERIFYを使用したセグメントの検査






DBVERIFYを使用した単一データ・ファイルのディスク・ブロックの検査

このモードでは、DBVERIFYによって、単一データ・ファイルの1つ以上のディスク・ブロックがスキャンされ、ページのチェックが実行されます。




	
注意:

検査するファイルが、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ファイルである場合、USERIDを指定する必要があります。DBVERIFYでOracle ASMファイルにアクセスするには、Oracleインスタンスに接続する必要があるためです。









構文

単一データ・ファイルのディスク・ブロックを検査するときに使用するDBVERIFYの構文は次のとおりです。

[image: dbverify.gifの説明が続きます。]






パラメータ

パラメータの詳細は次のとおりです。


	パラメータ	説明
	USERID	ユーザー名およびパスワードを指定します。このパラメータは、検査するファイルがOracle ASMファイルである場合にのみ必要です。
	FILE	検査するデータベース・ファイル名。
	START	検査する最初のブロック・アドレス。ブロック・アドレスは、Oracleブロックで指定します(オペレーティング・システム・ブロックではありません)。STARTを指定しないと、ファイル内の最初のブロックがDBVERIFYによってデフォルト設定されます。
	END	検査する最後のブロック。ENDを指定しないと、ファイル内の最後のブロックがDBVERIFYによってデフォルト設定されます。
	BLOCKSIZE	BLOCKSIZEは、検査するファイルのブロック・サイズが2KBでない場合にのみ指定します。ファイルのブロック・サイズが2KBでない場合、BLOCKSIZEを指定しないとDBV-00103のエラーが発生します。
	HIGH_SCN	HIGH_SCNの値が指定されていると、DBVERIFYはそのブロック・レベルのSCNが指定された値を超えているブロックごとに診断メッセージを書き込みます。
このパラメータはオプションです。デフォルト値は設定されていません。


	LOGFILE	ログ情報を書き込むファイルを指定します。デフォルトでは、端末画面への出力となります。
	FEEDBACK	DBVERIFYによって進捗画面が端末に表示され、DBVERIFYの実行中に検証されたページ数nが1つのピリオド(.)で示されます。n = 0と設定すると、進捗画面は表示されません。
	HELP	オンライン・ヘルプを表示します。
	PARFILE	使用するパラメータ・ファイルの名前を指定します。DBVERIFYパラメータの様々な値をフラット・ファイルに格納できます。これにより、パラメータ・ファイルをカスタマイズして様々なタイプのデータ・ファイルを処理したり、特定のタイプの整合性チェックをデータ・ファイルに対して実行できます。










単一データ・ファイルに対するDBVERIFYの出力例

次に、ファイルt_db1.dbfの検査の例を示します。フィードバック・パラメータに100が指定されているため、100ページの処理が行われるたびにピリオドが1つ表示されます。出力結果の一部も示します。


% dbv FILE=t_db1.dbf FEEDBACK=100
.
.
.
DBVERIFY - Verification starting : FILE = t_db1.dbf 

................................................................................
 

DBVERIFY - Verification complete 
 
Total Pages Examined         : 9216 
Total Pages Processed (Data) : 2044 
Total Pages Failing   (Data) : 0 
Total Pages Processed (Index): 733 
Total Pages Failing   (Index): 0 
Total Pages Empty            : 5686 
Total Pages Marked Corrupt   : 0 

Total Pages Influx           : 0 


注意:

	
Pages =ブロック。


	
Total Pages Examined =ファイルのブロック数。


	
Total Pages Processed = 検査されたブロック数(書式化されたブロック)。


	
Total Pages Failing (Data) = データ・ブロック・チェック・ルーチンで違反したブロック数。


	
Total Pages Failing (Index) = 索引ブロック・チェック・ルーチンで違反したブロック数。


	
Total Pages Marked Corrupt = キャッシュ・ヘッダーが無効で、DBVERIFYがブロック型を識別できないブロック数。


	
Total Pages Influx = 読取りおよび書込みが同時に行われるブロック数。DBVERIFYの実行時にデータベースがオープンされている場合は、一貫性を維持したイメージの取得のためにDBVERIFYによってブロックが複数回読み込まれます。ただし、データベースがオープンされているため、読取りおよび書込みが同時に行われるブロックがあります(INFLUX)。DBVERIFYでは、絶え間なく変化するページの一貫性のあるイメージは取得できません。











DBVERIFYを使用したセグメントの検査

このモードでは、DBVERIFYを使用して表セグメントまたは索引セグメントの検査を指定できます。確認中のセグメントに行連鎖ポインタがあることを確認します。

このモードでは、検査するセグメント(データ・セグメントまたは索引セグメント)を指定する必要があります。また、セグメントについての情報をデータベースから取得するため、SYSDBA権限でデータベースにログインする必要があります。

このモードでは、セグメントはロックされます。1つの索引セグメントを指定する場合、親表はロックされます。IOTなど、一部の索引には親表はありません。


構文

セグメントを検査するときのDBVERIFYの構文は次のとおりです。

[image: dbverify_seg.gifの説明が続きます。]






パラメータ

パラメータの詳細は次のとおりです。


	パラメータ	説明
	USERID	ユーザー名およびパスワードを指定します。
	SEGMENT_ID	検査するセグメントを指定します。このパラメータは、表領域ID番号(tsn)、セグメント・ヘッダー・ファイル番号(segfile)およびセグメント・ヘッダー・ブロック番号(segblock)で構成されます。この情報は、SYS_USER_SEGSから得られます。関係がある列は、TABLESPACE_ID、HEADER_FILEおよびHEADER_BLOCKです。SYS_USER_SEGSを問い合せるには、SYSDBA権限が必要です。
	HIGH_SCN	HIGH_SCNの値が指定されていると、DBVERIFYはそのブロック・レベルのSCNが指定された値を超えているブロックごとに診断メッセージを書き込みます。
このパラメータはオプションです。デフォルト値は設定されていません。


	LOGFILE	ログ情報を書き込むファイルを指定します。デフォルトでは、端末画面への出力となります。
	FEEDBACK	DBVERIFYによって進捗画面が端末に表示され、DBVERIFYの実行中に検証されたページ数nが1つのピリオド(.)で示されます。n = 0と設定すると、進捗画面は表示されません。
	HELP	オンライン・ヘルプを表示します。
	PARFILE	使用するパラメータ・ファイルの名前を指定します。DBVERIFYパラメータの様々な値をフラット・ファイルに格納できます。これにより、パラメータ・ファイルをカスタマイズして様々なタイプのデータ・ファイルを処理したり、特定のタイプの整合性チェックをデータ・ファイルに対して実行できます。









検査対象のセグメントに対するDBVERIFYの出力例

次の出力例は、SEGMENT_ID 1.2.67を検査するDBVERIFY操作で表示されるものです。


DBVERIFY - Verification starting : SEGMENT_ID = 1.2.67
 
DBVERIFY - Verification complete
 
Total Pages Examined         : 8
Total Pages Processed (Data) : 0
Total Pages Failing   (Data) : 0
Total Pages Processed (Index): 1
Total Pages Failing   (Index): 0
Total Pages Processed (Other): 2
Total Pages Processed (Seg)  : 1
Total Pages Failing   (Seg)  : 0
Total Pages Empty            : 4
Total Pages Marked Corrupt   : 0
Total Pages Influx           : 0
Highest block SCN            : 7358 (0.7358)













 
18 DBNEWIDユーティリティ

DBNEWIDは、オペレーショナル・データベースのDBIDおよびDBNAMEを変更できるデータベース・ユーティリティです。

この章の内容は、次のとおりです。

	
DBNEWIDユーティリティとは


	
DBIDおよびDBNAMEの変更による影響


	
データベースのDBIDおよびDBNAMEの変更


	
DBNEWIDユーティリティの構文






DBNEWIDユーティリティとは

DBNEWIDユーティリティの導入以前は、データベースのコピーを手動で作成し、制御ファイルを再作成してデータベースに新しいデータベース名(DBNAME)を指定することができました。ただし、データベースに新しい識別子(DBID)を指定することはできません。DBIDは、データベース用の内部的な一意の識別子です。Recovery Manager(RMAN)ではDBIDによってデータベースが区別されるため、シード・データベースおよび手動でコピーされたデータベースは、同じRMANリポジトリに登録できません。DBNEWIDユーティリティを使用すると、次のいずれかを変更することによって、この問題を解決できます。

	
データベースのDBIDのみ


	
データベースのDBNAMEのみ


	
データベースのDBNAMEおよびDBIDの両方









DBIDおよびDBNAMEの変更による影響

データベースのDBIDの変更は、重要な処理です。データベースのDBIDを変更すると、そのデータベースのすべての古いバックアップおよびアーカイブ・ログが使用できなくなります。これは、データがすでにデータ・ファイルに存在する以外は、データベースの作成と同様です。DBIDを変更すると、変更前に作成されたバックアップおよびアーカイブ・ログは、現行のDBIDに一致しない元のDBIDを保持しているため、使用できなくなります。RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンする必要があります。これによって、オンラインREDOログが再作成され、この順序番号が1にリセットされます(詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照)。このため、DBIDの変更直後に、データベース全体のバックアップを取る必要があります。

DBIDを変更せずにDBNAMEを変更する場合は、RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンする必要がないため、データベースのバックアップおよびアーカイブ・ログは無効になりません。ただし、DBNAMEを変更すると、これらが無効になります。データベース名の変更後、新しい名前を反映させるにはDB_NAME初期化パラメータを変更する必要があります。また、Oracleパスワード・ファイルの再作成が必要な場合もあります。制御ファイルの古い(データベース名を変更する前の)バックアップをリストアする場合、データベース名を変更する前の初期化パラメータ・ファイルおよびパスワード・ファイルを使用する必要があります。




	
注意:

取得プロセスを使用してデータベースへの変更を取得する場合は、データベースのDBIDまたはDBNAMEを変更しないでください。取得プロセスの詳細は、『Oracle Streams概要および管理』を参照してください。









グローバル・データベース名に関する考慮点

分散データベース・システム内のデータベースを使用している場合、各データベースには一意のグローバル・データベース名が必要です。DBNEWIDユーティリティは、グローバル・データベース名を変更しません。グローバル・データベース名の変更は、SQLのALTER DATABASE文を使用してのみ行えます。構文は次のとおりです。


ALTER DATABASE RENAME GLOBAL_NAME TO newname.domain;


グローバル・データベース名は、データベース名およびドメインで構成されます。これらはデータベースが最初に作成されたときにDB_NAMEおよびDB_DOMAIN初期化パラメータによって指定されます。

次の例では、ドメインus.example.comのデータベース名をsalesに変更します。


ALTER DATABASE RENAME GLOBAL_NAME TO sales.us.example.com


これは、DBNEWIDを使用してデータベース名の変更を完了した後に行います。




	
参照:

グローバル・データベース名の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。














データベースのDBIDおよびDBNAMEの変更

この項の内容は、次のとおりです。

	
DBIDおよびデータベース名の変更


	
データベースIDのみの変更


	
データベース名のみの変更


	
DBNEWIDのトラブルシューティング






DBIDおよびデータベース名の変更

次の手順では、データベースのDBIDを変更する方法について説明します。オプションで、データベース名も変更できます。

	
データベース全体のリカバリ可能なバックアップがあることを確認します。


	
ターゲット・データベースがマウント状態であること、またそのデータベースがマウント前に一貫性を維持した状態で停止されていることを確認します。次に例を示します。


SHUTDOWN IMMEDIATE
STARTUP MOUNT


	
コマンドラインで、SYSDBA権限を持つ有効なユーザー(TARGET)を指定してDBNEWIDユーティリティを起動します(パスワードの入力を求められます)。


% nid TARGET=SYS


DBIDの他にデータベース名を変更するには、コマンドラインでDBNAMEパラメータも指定します(パスワードの入力を求められます)。次の例は、データベース名をtest_dbに変更します。


% nid TARGET=SYS DBNAME=test_db


DBNEWIDユーティリティは、ファイルへの入出力を試行する前に、データ・ファイルと制御ファイルのヘッダーで妥当性チェックを実行します。妥当性チェックが正常に行われると、DBNEWIDでは、操作の確認を求め(ログ・ファイルを指定した場合は確認が求められません)、オフラインの通常のデータ・ファイルおよび読取り専用データ・ファイルを含む各データ・ファイルのDBIDを変更し(この例で示すように、DBNAMEが指定された場合は、DBNAMEも変更し)、データベースを停止し、その後、終了します。次に、この出力例を示します。


.
.
.
Connected to database PROD (DBID=86997811)
.
.
.
Control Files in database:
    /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf
    /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf

The following datafiles are offline clean:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_61.dbf (23)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_62.dbf (24)
    /oracle/TEST_DB/data/temp3.dbf (3)
These files must be writable by this utility.

The following datafiles are read-only:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_51.dbf (15)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_52.dbf (16)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_53.dbf (22)
These files must be writable by this utility.

Changing database ID from 86997811 to 1250654267
Changing database name from PROD to TEST_DB
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - modified
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - modified
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_01.dbf - dbid changed, wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_ax1.dbf - dbid changed, wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_02.dbf - dbid changed, wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_11.dbf - dbid changed, wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_12.dbf - dbid changed, wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/temp1.dbf - dbid changed, wrote new name
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - dbid changed, wrote new name
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - dbid changed, wrote new name
    Instance shut down

Database name changed to TEST_DB.
Modify parameter file and generate a new password file before restarting.
Database ID for database TEST_DB changed to 1250654267.
All previous backups and archived redo logs for this database are unusable.
Database has been shutdown, open database with RESETLOGS option.
Successfully changed database name and ID.
DBNEWID - Completed successfully.


妥当性チェックが正常に行われなかった場合、次に示す出力例のようにDBNEWIDユーティリティが終了し、ターゲット・データベースは変更されません。データベースをオープンし、エラーを修正した後で、DBNEWIDユーティリティの操作を再開するか、またはDBIDを変更せずに継続してデータベースを使用することができます。


.
.
.
Connected to database PROD (DBID=86997811)
.
.
.  
Control Files in database:
    /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf
    /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf
 
The following datafiles are offline clean:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_61.dbf (23)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_62.dbf (24)
    /oracle/TEST_DB/data/temp3.dbf (3)
These files must be writable by this utility.
 
The following datafiles are read-only:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_51.dbf (15)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_52.dbf (16)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_53.dbf (22)
These files must be writable by this utility.
 
The following datafiles are offline immediate:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_71.dbf (25)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_72.dbf (26)
 
NID-00122: Database should have no offline immediate datafiles
  
Change of database name failed during validation - database is intact.
DBNEWID - Completed with validation errors.


	
データベースをマウントします。次に例を示します。


STARTUP MOUNT


	
RESETLOGSモードでデータベースをオープンし、通常の使用を再開します。次に例を示します。


ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;


データベースの新しいバックアップを取ります。オンラインREDOログをリセットしたため、現行のデータベースでは古いバックアップとアーカイブ・ログは使用できません。









データベースIDのみの変更

データベース名を変更せずに、データベースIDを変更するには、「DBIDおよびデータベース名の変更」の手順に従ってください。ただし、手順3では、オプションのデータベース名(DBNAME)を指定しません。次に、データベースIDのみを変更した場合に生成される出力例を示します。


.
.
.
Connected to database PROD (DBID=86997811)
.
.
.  
Control Files in database:
    /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf
    /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf
 
The following datafiles are offline clean:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_61.dbf (23)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_62.dbf (24)
    /oracle/TEST_DB/data/temp3.dbf (3)
These files must be writable by this utility.
 
The following datafiles are read-only:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_51.dbf (15)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_52.dbf (16)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_53.dbf (22)
These files must be writable by this utility.
 
Changing database ID from 86997811 to 4004383693
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - modified
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - modified
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_01.dbf - dbid changed
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_ax1.dbf - dbid changed
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_02.dbf - dbid changed
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_11.dbf - dbid changed
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_12.dbf - dbid changed
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/temp1.dbf - dbid changed
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - dbid changed
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - dbid changed
    Instance shut down
 
Database ID for database TEST_DB changed to 4004383693.
All previous backups and archived redo logs for this database are unusable.
Database has been shutdown, open database with RESETLOGS option.
Succesfully changed database ID.
DBNEWID - Completed succesfully.






データベース名のみの変更

次の手順では、DBIDを変更せずにデータベース名を変更する方法について説明します。

	
データベース全体のリカバリ可能なバックアップがあることを確認します。


	
ターゲット・データベースがマウント状態であること、またそのデータベースがマウント前に一貫性を維持した状態で停止されていることを確認します。次に例を示します。


SHUTDOWN IMMEDIATE
STARTUP MOUNT


	
コマンドラインでユーティリティを起動し、SYSDBA権限を持つ有効なユーザーを指定します(パスワードを入力するように要求されます)。DBNAMEパラメータとSETNAMEパラメータの両方を指定する必要があります。この例では、データベース名をtest_dbに変更します。


% nid TARGET=SYS DBNAME=test_db SETNAME=YES


DBNEWIDユーティリティを使用して、(データ・ファイルではなく)制御ファイルへの入出力を試行する前に、制御ファイルのヘッダーで妥当性チェックを実行します。妥当性チェックが正常に行われると、操作の確認が求められ、制御ファイル内のデータベース名が変更されます。これらの処理の完了後、データベースが停止され、DBNEWIDユーティリティが終了します。次に、この出力例を示します。


.
.
.
Control Files in database:
    /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf
    /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf

The following datafiles are offline clean:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_61.dbf (23)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_62.dbf (24)
    /oracle/TEST_DB/data/temp3.dbf (3)
These files must be writable by this utility.

The following datafiles are read-only:
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_51.dbf (15)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_52.dbf (16)
    /oracle/TEST_DB/data/tbs_53.dbf (22)
These files must be writable by this utility.

Changing database name from PROD to TEST_DB
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - modified
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - modified
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_01.dbf - wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_ax1.dbf - wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_02.dbf - wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_11.dbf - wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/tbs_12.dbf - wrote new name
    Datafile /oracle/TEST_DB/data/temp1.dbf - wrote new name
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf1.dbf - wrote new name
    Control File /oracle/TEST_DB/data/cf2.dbf - wrote new name
    Instance shut down

Database name changed to TEST_DB.
Modify parameter file and generate a new password file before restarting.
Successfully changed database name.
DBNEWID - Completed successfully.


妥当性チェックが正常に行われなかった場合、DBNEWIDユーティリティは終了し、ターゲット・データベースは変更されません。データベースをオープンし、エラーを修正した後で、DBNEWIDユーティリティの操作を再開するか、またはデータベース名を変更せずに継続してデータベースを使用することができます。(妥当性チェックが正常に行われなかった場合の出力例は、「DBIDおよびデータベース名の変更」の手順3を参照してください。)


	
初期化パラメータ・ファイル(PFILE)のDB_NAME初期化パラメータを新しいデータベース名に設定します。




	
注意:

DBNEWIDユーティリティは、サーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)を変更しません。したがって、SPFILEを使用して、Oracle Databaseを起動した場合は、サーバー・パラメータ・ファイルから初期化パラメータ・ファイルを再作成し、サーバー・パラメータ・ファイルを削除して、初期化パラメータ・ファイルのDB_NAMEを変更した後で、サーバー・パラメータ・ファイルを再作成する必要があります。








	
新しいパスワード・ファイルを作成します。


	
データベースを起動し、通常の使用を再開します。次に例を示します。


STARTUP


データベースIDは変更せずに、データベース名のみを変更したため、データベースのオープン時にRESETLOGSオプションを使用する必要はありません。これまでのすべてのバックアップは使用可能です。









DBNEWIDのトラブルシューティング

DBNEWIDユーティリティによって妥当性チェックが正常に行われたが、要求された変更の実行中にエラーが検出された場合、DBNEWIDユーティリティは停止し、データベースは変更中のままになります。この場合、DBNEWIDユーティリティの操作を完了するか、または元に戻さないかぎり、データベースをオープンできません。DBNEWIDユーティリティによって操作の状態を示すメッセージが表示されます。

操作を続行するか元に戻す前に、エラーの原因を解決します。データベース全体を最新のバックアップからリストアして、DBNEWIDユーティリティの起動前の時点までリカバリを実行する以外に解決策がない場合もあります。そのため、DBNEWIDユーティリティの実行前に最新のバックアップを使用可能にしておくことが重要です。

変更を続行する場合は、元のコマンドを再実行します。DBNEWIDユーティリティが再開され、すべてのデータ・ファイルおよび制御ファイルに新しい値が指定されるまで変更操作が続行されます。この時点では、データベースは停止されます。RESETLOGSオプションを使用してデータベースをオープンする前に、マウントする必要があります。

DBNEWIDユーティリティの操作を元に戻した場合、DBNEWIDユーティリティによって実行されたすべての変更が元に戻され、データベースはマウントされた状態のままになります。

DBNEWIDがリリース10.1以上のOracle Databaseに対して実行された場合は、操作の要約がアラート・ファイルに記録されます。たとえば、データベース名およびデータベースIDの変更では、次のような内容が記録されます。


*** DBNEWID utility started ***
DBID will be changed from 86997811 to new DBID of 1250452230 for
database PROD
DBNAME will be changed from PROD to new DBNAME of TEST_DB
Starting datafile conversion
Setting recovery target incarnation to 1
Datafile conversion complete
Database name changed to TEST_DB.
Modify parameter file and generate a new password file before restarting.
Database ID for database TEST_DB changed to 1250452230.
All previous backups and archived redo logs for this database are unusable.
Database has been shutdown, open with RESETLOGS option.
Successfully changed database name and ID.
*** DBNEWID utility finished successfully ***


データベース名だけの変更では、次のような内容がアラート・ファイルに記録されます。


*** DBNEWID utility started ***
DBNAME will be changed from PROD to new DBNAME of TEST_DB
Starting datafile conversion
Datafile conversion complete
Database name changed to TEST_DB.
Modify parameter file and generate a new password file before restarting.
Successfully changed database name.
*** DBNEWID utility finished successfully ***
 
In case of failure during DBNEWID the alert will also log the failure:
*** DBNEWID utility started ***
DBID will be changed from 86997811 to new DBID of 86966847 for database
AV3
Change of database ID failed.
Must finish change or REVERT changes before attempting any database
operation.
*** DBNEWID utility finished with errors ***








DBNEWIDユーティリティの構文

次の図に、DBNEWIDユーティリティの構文を示します。

[image: nid.gifの説明が続きます。]




パラメータ

表18-1に、DBNEWIDユーティリティの構文のパラメータを示します。


表18-1 DBNEWIDユーティリティのパラメータ

	パラメータ	説明
	
TARGET

	
データベースへの接続に使用するユーザー名およびパスワードを指定します。ユーザーには、SYSDBA権限が必要です。オペレーティング・システム認証を使用している場合、スラッシュ(/)を使用して続けることができます。環境変数$ORACLE_HOMEおよび$ORACLE_SIDが正しく設定されていない場合、ターゲット・データベースへの接続にセキュリティで保護されたサービス(IPCまたはBEQ)を指定できます。DBNEWIDユーティリティを起動する場合は、常にターゲット・データベースを指定する必要があります。


	
REVERT

	
YES(デフォルトはNO)を指定すると、失敗したDBIDの変更が元に戻ります。ターゲット・データベース上でDBIDの変更操作が進行していない場合は、ユーティリティによってエラーが出力されます。DBIDの変更が正常に完了した場合は、元に戻せません。REVERT=YESは、DBIDの変更が正常に行われなかった場合にのみ有効です。


	
DBNAME=new_db_name

	
データベース名を変更します。データベースのDBIDおよびDBNAMEは同時に変更できます。DBNAMEのみを変更するには、SETNAMEパラメータも指定します。


	
SETNAME

	
YES(デフォルトはNO)を指定すると、DBNEWIDユーティリティによってデータベースの名前のみが変更され、DBIDは変更されません。SETNAME=YESを指定すると、ユーティリティによってターゲット・データベースの制御ファイルのみに書き込まれます。


	
LOGFILE=logfile

	
DBNEWIDユーティリティによってメッセージが書き込まれるファイルを指定します。デフォルトでは、古いログに上書きされます。ログ・ファイルを指定すると、DBNEWIDユーティリティによって確認が求められません。


	
APPEND

	
YES(デフォルトはNO)を指定すると、既存のログ・ファイルにログの出力が追加されます。


	
HELP

	
YES(デフォルトはNO)を指定すると、DBNEWIDユーティリティの構文オプションのリストが出力されます。











制限事項および使用上の注意

DBNEWIDユーティリティには次の制限事項があります。

	
データベースのDBIDを変更するには、データベースがマウントされており、マウント前に一貫性を維持した状態で停止されている必要があります。Oracle Real Application Clustersデータベースの場合は、データベースをNOPARALLELモードでマウントする必要があります。


	
DBIDの変更後は、RESETLOGSオプションを使用してデータベースをオープンする必要があります。データベース名のみの変更後は、RESETLOGSオプションを使用してオープンする必要はありません。


	
DBNEWIDユーティリティの実行中に、データベースに対して他のプロセスを実行することはできません。他のセッションがデータベースを停止して起動した場合、DBNEWIDユーティリティは異常終了します。


	
すべてのオンライン・データ・ファイルは、リカバリが不要な、一貫性を維持した状態である必要があります。


	
NORMALモードでオフラインにされたデータ・ファイルは、アクセスおよび書込みが可能である必要があります。そうでない場合は、DBNEWIDユーティリティを起動する前に、これらのファイルを削除する必要があります。


	
すべての読取り専用表領域は、DBNEWIDユーティリティを起動する前に、オペレーティング・システム・レベルでアクセスおよび書込みが可能である必要があります。これらの表領域を書込み可能にできない場合(たとえば、表領域がCD-ROMにある場合)は、トランスポータブル表領域機能を使用して、DBNEWIDユーティリティを起動する前に、表領域を書込み可能な領域にトランスポートする必要があります(詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照)。


	
DBNEWIDユーティリティは、グローバル・データベース名を変更しません。詳細は、「グローバル・データベース名に関する考慮点」を参照してください。








Oracle Database 10gより前のリリースに対する制限事項

DBNEWIDユーティリティをリリース10.1より前のOracle Databaseに対し実行する場合は、次の制限事項がさらに適用されます。

	
nid実行可能ファイルはデータ・ファイルおよび制御ファイルに直接アクセスする必要があるため、この実行可能ファイルはOracle所有者が所有し、実行する必要があります。他のユーザーがこのユーティリティを実行する場合は、そのユーザーIDをデータ・ファイルおよび制御ファイルの所有者に設定します。


	
DBNEWIDユーティリティを使用するには、ローカル接続を介してデータベースのデータ・ファイルに直接アクセスする必要があります。DBNEWIDユーティリティでは、ネット・サービス名は指定できますが、非ローカル・データベースのDBIDは変更できません。

















19 REDOログ・ファイル分析のためのLogMinerの使用

Oracle LogMinerは、Oracle Databaseの一部で、SQLインタフェースを介してREDOログ・ファイル(オンラインおよびアーカイブ)を問い合せることができます。REDOログ・ファイルには、データベースでのアクティビティの履歴情報が含まれています。

この章の内容は、次のとおりです。

	
LogMinerのメリット


	
LogMinerの概要


	
LogMinerディクショナリ・ファイルとREDOログ・ファイル


	
LogMinerの起動


	
分析するREDOデータについてのV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ


	
V$LOGMNR_CONTENTSに返されるデータのフィルタ処理および書式設定


	
V$LOGMNR_CONTENTSに返されたDDL文の再適用


	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRの複数回のコール


	
サプリメンタル・ロギング


	
ビューでのLogMiner操作情報へのアクセス


	
一般的なLogMinerセッションの手順


	
LogMinerの使用例


	
サポートされるデータ型、記憶域属性、およびデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン




この章では、コマンドラインからLogMinerを使用する方法について説明します。LogMinerには、Oracle LogMinerビューアGraphical User Interfaceからもアクセスできます。Oracle LogMinerビューアは、Oracle Enterprise Managerの一部です。Oracle LogMinerビューアの詳細は、Oracle Enterprise Managerオンライン・ヘルプを参照してください。



LogMinerのメリット

ユーザー・データやデータベース・ディクショナリに対するすべての変更は、Oracle REDOログ・ファイルに記録されます。これによってデータベース・リカバリ操作が実行できます。

LogMinerには、REDOログ・ファイルに対して適切に定義された使いやすい包括的なリレーショナル・インタフェースが用意されているため、強力なデータ監査ツールとしても、高度なデータ分析ツールとしても使用できます。次に、LogMinerの主要機能の一部を示します。

	
アプリケーション・レベルで発生したエラーなど、データベースの論理的破損が発生した時期を特定します。WHERE句の値に誤りがあったために不適切な行を削除した、不適切な値で行を更新した、不適切な索引を消去したなどのエラーがこれに含まれます。たとえば、ユーザー・アプリケーションで、すべての社員の給与を10%増額するところを100%増額するように誤ってデータベースを更新してしまったり、データベース管理者(DBA)が誤って重要なシステム表を削除してしまったりすることがあります。エラーが発生した時期を正確に知ることは、時刻ベースまたは変更ベースのリカバリの開始時期の特定に役立ちます。この情報から、破損する直前の状態にデータベースをリストアできます。LogMinerを使用したこのような処理方法の詳細は、「列の値に基づいたV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ」を参照してください。


	
トランザクション・レベルでファイングレインなリカバリを行うために必要な処置を特定します。既存の依存性についての正しい理解と認識があれば、表固有のundo操作を実行し、表を元の状態に戻すことができます。そのために、LogMinerは、元のSQL文の発行順序を逆にたどる表固有の再構築されたSQL文を適用します。例については、「使用例1: LogMinerを使用した特定のユーザーによる変更の追跡」を参照してください。

通常は、表を以前の状態にリストアしてから、アーカイブされたREDOログ・ファイルを適用して、表をロールフォワードします。


	
傾向分析により、パフォーマンス・チューニングとキャパシティ・プランニングを実行します。どの表で更新や挿入が最も多いかを判断できます。その情報は、ディスク・アクセス統計に関する履歴的観点を提供するため、チューニングに使用できます。例については、「使用例2: LogMinerを使用した表アクセス統計の計算」を参照してください。


	
事後監査を実行します。LogMinerを使用して、データベースで実行されたデータ操作言語(DML)文およびデータ定義言語(DDL)文、これらの文が実行された順序、および文の実行者を追跡できます。(ただし、LogMinerをそのような目的に使用するには、そのイベントが発生した時期を知り、分析に適したログを指定できる必要があります。そうでない場合、多数のREDOログ・ファイルのマイニングが必要となり、時間がかかる場合があります。LogMinerの使用は、データベース使用の監査のための補助と考えてください。データベースの監査の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









LogMinerの概要

次の各項では、LogMinerの概要を説明します。

	
LogMinerの構成


	
LogMiner操作の指定および分析するデータの取得




この章の後半では、これらの概念と関連トピックを詳しく説明します。



LogMinerの構成

LogMiner構成には、よく理解しておく必要がある次の4つの基本オブジェクトがあります。ソース・データベース、マイニング・データベース、LogMinerディクショナリ、分析対象のデータが含まれるREDOログ・ファイルです。

	
ソース・データベースは、LogMinerで分析するすべてのREDOログ・ファイルを生成するデータベースです。


	
マイニング・データベースは、分析実行時にLogMinerにより使用されるデータベースです。


	
LogMinerディクショナリは、LogMinerがユーザーの要求したREDOログ・データを表すときに、内部オブジェクトIDではなく表名と列名を提供するために使用されます。

LogMinerは、内部オブジェクトIDとデータ型をオブジェクト名と外部データ書式に変換するためにもディクショナリを使用します。ディクショナリがない場合、LogMinerから内部オブジェクトIDが返され、データはバイナリ・データとして表されます。

たとえば、次のSQL文があるとします。


 INSERT INTO HR.JOBS(JOB_ID, JOB_TITLE, MIN_SALARY, MAX_SALARY)  VALUES('IT_WT','Technical Writer', 4000, 11000);


ディクショナリがない場合、LogMinerは次のように表示します。


insert into "UNKNOWN"."OBJ# 45522"("COL 1","COL 2","COL 3","COL 4") values
(HEXTORAW('45465f4748'),HEXTORAW('546563686e6963616c20577269746572'),
HEXTORAW('c229'),HEXTORAW('c3020b'));


	
REDOログ・ファイルには、データベースまたはデータベース・ディクショナリに対して行われた変更が含まれます。





サンプル構成

図19-1にサンプルLogMiner構成を示します。この図では、ボストンにあるソース・データベースでREDOログ・ファイルが生成され、アーカイブ後にサンフランシスコにあるデータベースに送られます。LogMinerディクショナリは、これらのREDOログ・ファイルに対して抽出されます。LogMinerが実際にREDOログ・ファイルを分析するマイニング・データベースは、サンフランシスコにあります。ボストンのデータベースはOracle9iを実行しており、サンフランシスコのデータベースではOracle Database 10gを実行しています。


図19-1 サンプルLogMinerデータベースの構成

[image: 図19-1の説明が続きます。]





図19-1は、有効なLogMiner構成の一例です。その他に有効な構成としては、ソース・データベースとマイニング・データベースの両方に同じデータベースを使用する構成、データ・ディクショナリを別の方法で提供する構成などがあります。他のデータ・ディクショナリ・オプションの詳細は、「LogMinerディクショナリ・オプション」を参照してください。





要件

次に、ソース・データベース、マイニング・データベース、データ・ディクショナリ、およびLogMinerがマイニングするREDOログ・ファイルの要件を示します。

	
ソース・データベースおよびマイニング・データベース

	
ソース・データベースおよびマイニング・データベースは、同一のハードウェア・プラットフォームで稼働している必要があります。


	
マイニング・データベースは、ソース・データベースと同一でも、まったく別であってもかまいません。


	
マイニング・データベースは、ソース・データベースと同じか上位のリリースのOracle Databaseを実行する必要があります。


	
マイニング・データベースでは、ソース・データベースで使用するものと同じキャラクタ・セット(またはキャラクタ・セットのスーパーセット)を使用する必要があります。





	
LogMinerディクショナリ

	
ディクショナリは、LogMinerが分析するREDOログ・ファイルを生成するソース・データベースと同じデータベースにより生成される必要があります。





	
すべてのREDOログ・ファイルに対する条件を次に示します。

	
同じソース・データベースで生成される必要があります。


	
同じデータベースRESETLOGS SCNと関連付けられている必要があります。


	
リリース8.0以上のOracle Databaseである必要があります。ただし、リリース9.0.1で導入されたLogMiner機能の一部は、Oracle9i以上のデータベースで生成されたREDOログ・ファイルでのみ機能します。詳細は、「サポートされるデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン」を参照してください。







LogMinerでは、異なるデータベースからのREDOログ・ファイルを混在させること、また分析対象のREDOログ・ファイルを生成したデータベース以外からのディクショナリを使用することはできません。




	
注意:

LogMinerで分析するログ・ファイルを生成するには、その前にサプリメンタル・ロギングを有効にする必要があります。
サプリメンタル・ロギングが有効な場合、REDOログ・ファイルの情報を役立てるために必要な補足情報がREDOストリームに記録されます。したがって、次のSQL文で示すように、少なくとも最小サプリメンタル・ロギングは有効にする必要があります。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;


サプリメンタル・ロギングが有効であるかどうかを確認するには、次のSQL文で示すように、V$DATABASEビューを問い合せます。


SELECT SUPPLEMENTAL_LOG_DATA_MIN FROM V$DATABASE;


問合せからYESまたはIMPLICITの値が返された場合、最小サプリメンタル・ロギングは有効です。サプリメンタル・ロギングの詳細は、「サプリメンタル・ロギング」を参照してください。
















LogMiner操作の指定および分析するデータの取得

LogMiner操作の指定にはDBMS_LOGMNRおよびDBMS_LOGMNR_D PL/SQLパッケージを、分析するデータの取得にはV$LOGMNR_CONTENTS ビューを、それぞれ次のように使用します。

	
LogMinerディクショナリを指定します。

使用するディクショナリのタイプに応じて、DBMS_LOGMNR_D.BUILDプロシージャを使用するか、LogMiner起動時(手順3)にディクショナリを指定するか、その両方を実行します。


	
分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。

DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャを使用するか、LogMiner起動時(手順3)に自動的に分析するログ・ファイルのリストをLogMinerが作成するよう指定します。


	
LogMinerを起動します。

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャを使用します。


	
分析するREDOデータを要求します。

V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。(このビューを問い合せるには、SELECT ANY TRANSACTION権限が必要です。)


	
LogMinerセッションを終了します。

DBMS_LOGMNR.END_LOGMNRプロシージャを使用します。




LogMiner PL/SQLパッケージの使用およびV$LOGMNR_CONTENTSビューの問合せでは、EXECUTE_CATALOG_ROLEロールが付与されている必要があります。




	
注意:

Oracle RACデータベースで生成されたアーカイブ・ログ内で、指定された分析する時間範囲またはSCN範囲のマイニングを行う場合、指定の時間範囲またはSCN範囲でアクティブであった、すべてのREDOスレッドのすべてのアーカイブ・ログが指定されていることを確認する必要があります。指定されていない場合、V$LOGMNR_CONTENTSという問合せによって、(DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャを使用してLogMinerに指定されたアーカイブ・ログに基づき)部分的な結果のみが返されます。この制限事項は、CONTINUOUS_MINEオプションを使用して、ソース・データベースでアーカイブ・ログをマイニングする場合にも適用されます。有効または無効なスレッドがない場合にのみ、Oracle RACデータベースでCONTINUOUS_MINEオプションを使用する必要があります。









	
参照:

LogMinerの使用例は、「一般的なLogMinerセッションの手順」を参照してください。












LogMinerディクショナリ・ファイルとREDOログ・ファイル

LogMinerを使用する前に、LogMinerがLogMinerディクショナリ・ファイルおよびREDOログ・ファイルとともにどのように動作するかを理解しておくことが重要です。これは、正確な結果の取得と、システム・リソースの使用計画の作成に役立ちます。

この項では、次の概念について説明します。

	
LogMinerディクショナリ・オプション


	
REDOログ・ファイル・オプション






LogMinerディクショナリ・オプション

LogMinerは、REDOデータをユーザーに返す際に、オブジェクトIDをオブジェクト名に変換するためにディクショナリを必要とします。LogMinerには、ディクショナリ提供方法として次の3つのオプションがあります。

	
オンライン・カタログの使用

REDOログ・ファイルが作成されたソース・データベースにアクセスでき、分析する表の列定義に変更がないことが見込まれる場合には、このオプションの使用をお薦めします。このオプションは、最も効率的で簡単に使用できます。


	
REDOログ・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出

REDOログ・ファイルが作成されたソース・データベースにアクセスできない場合、または分析する表の列定義が変更される可能性がある場合には、このオプションの使用をお薦めします。


	
フラット・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出

このオプションは、以前のリリースとの下位互換性を保つものです。このオプションは、トランザクションの一貫性を保証しません。オンライン・カタログを使用するか、REDOログ・ファイルからディクショナリを抽出することをお薦めします。




図19-2に、状況に合わせたLogMinerディクショナリの選択方法を示します。


図19-2 LogMinerディクショナリの選択方法

[image: 図19-2の説明が続きます。]





次の項では、使用可能な各ディクショナリ・オプションの指定方法を説明します。



オンライン・カタログの使用

データベースで現在使用中のディクショナリを使用することをLogMinerに指定するには、次のように、LogMiner起動時にディクショナリ・ソースとしてオンライン・カタログを指定します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG);


オンライン・カタログは、オンラインREDOログ・ファイルの分析に使用する他にも、アーカイブREDOログ・ファイルが同じシステム上で生成されている場合には、アーカイブREDOログ・ファイルの分析に使用できます。

オンライン・カタログにはデータベースに関する最新情報が含まれており、分析を開始するには最も速い方法です。重要な表を変更するDDL操作は頻繁に行われないため、通常、オンライン・カタログには分析に必要な情報が提供されています。

ただし、オンライン・カタログが再構成できるのは、表の最新バージョンに対して実行されるSQL文のみであることに注意してください。表が変更されると、オンライン・カタログは以前の表のバージョンを反映しなくなります。つまり、LogMinerは、以前の表のバージョンに対して実行されたSQL文を再構築することはできません。かわりに、LogMinerは、次に示すV$LOGMNR_CONTENTSビューのSQL_REDO列で実行不可SQL(バイナリ値のhextoraw書式を含む)を生成します。


insert into HR.EMPLOYEES(col#1, col#2) values (hextoraw('4a6f686e20446f65'),
hextoraw('c306'));"


オンライン・カタログ・オプションでは、データベースがオープンしている必要があります。

オンライン・カタログ・オプションは、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRのDDL_DICT_TRACKINGオプションに対し有効ではありません。






REDOログ・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出

REDOログ・ファイルにLogMinerディクショナリを抽出するには、データベースがオープンしていて、ARCHIVELOGモードの状態で、アーカイブが有効になっている必要があります。ディクショナリをREDOログ・ストリームに抽出している間は、DDL文を実行できません。したがって、REDOログ・ファイルに抽出されるディクショナリは、一貫性が保証されます(一方、フラット・ファイルに抽出されたディクショナリは一貫性が保証されません)。

ディクショナリ情報をREDOログ・ファイルに抽出するには、STORE_IN_REDO_LOGSオプションを指定してPL/SQL DBMS_LOGMNR_D.BUILDプロシージャを実行します。ファイル名や位置を指定しないでください。


EXECUTE DBMS_LOGMNR_D.BUILD( -
   OPTIONS=> DBMS_LOGMNR_D.STORE_IN_REDO_LOGS);





	
参照:

	
ARCHIVELOGモードの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_LOGMNR_D.BUILDの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。












ディクショナリをREDOログ・ファイルに抽出するプロセスはデータベース・リソースを消費しますが、ピーク時間帯を外して抽出を実行することで問題を解決できます。また、フラット・ファイルに抽出するより高速になります。ディクショナリのサイズに応じて、複数のREDOログ・ファイルを含めることもできます。関係するREDOログ・ファイルがアーカイブされている場合、抽出されたディクショナリの先頭と終わりがどのREDOログ・ファイルにあるかを特定することができます。これを行うには、次のとおりV$ARCHIVED_LOGビューを問い合せます。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG WHERE DICTIONARY_BEGIN='YES';
SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG WHERE DICTIONARY_END='YES';


LogMinerセッションの起動を準備するときに、ADD_LOGFILEプロシージャで、先頭と終わりのREDOログ・ファイル名を(必要であればその間の他のログも)指定してください。

定期的にREDOログ・ファイルのバックアップを取って情報を保存し、後で利用できるようにしておくことをお薦めします。データベースが適切に管理されている理想的な環境では、アーカイブされたREDOログ・ファイルのバックアップとリストアのためのプロセスがすでに整っているため、そのための特別な手順は必要ありません。バックアップ作業も時間がかかる作業のため、ピークを外した時間帯に実行することをお薦めします。






フラット・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出

LogMinerディクショナリがフラット・ファイルに存在する場合、REDOログ・ファイルに存在する場合よりもシステム・リソースの消費が少なくなります。古いREDOログ・ファイルを正しく分析できるように、定期的にディクショナリ抽出のバックアップを取ることをお薦めします。

データベース・ディクショナリ情報をフラット・ファイルに抽出するには、STORE_IN_FLAT_FILEオプションを指定してDBMS_LOGMNR_D.BUILDプロシージャを実行します。

ディクショナリの作成中にDDL操作が発生しないように注意してください。

ディクショナリをフラット・ファイルに抽出する手順は、次のとおりです。手順1と2は準備のための手順です。これらは、1回のみの実行で、以後は何回でもディクショナリをフラット・ファイルに抽出できます。

	
DBMS_LOGMNR_D.BUILDプロシージャは、ディクショナリ・ファイルが置かれたディレクトリにアクセスする必要があります。通常、PL/SQLプロシージャは、ユーザー・ディレクトリにアクセスしないため、DBMS_LOGMNR_D.BUILDプロシージャが使用するディレクトリを指定する必要があります。ディレクトリを指定しない場合、プロシージャの実行は失敗します。ディレクトリを指定するには、初期化パラメータ・ファイルでUTL_FILE_DIR初期化パラメータを設定します。

たとえば、ディクショナリ・ファイルを置くディレクトリとして/oracle/databaseを使用するようにUTL_FILE_DIRを設定するには、次の内容を初期化パラメータ・ファイルに記述します。


UTL_FILE_DIR = /oracle/database


初期化パラメータ・ファイルに対する変更を有効にするには、データベースの停止と再起動が必要であることに注意してください。


	
データベースがクローズされている場合、SQL*Plusを使用してマウントしてから、分析するREDOログ・ファイルが含まれるデータベースをオープンします。たとえば、SQL STARTUPコマンドを入力すると、データベースがマウントされ、オープンします。


STARTUP


	
DBMS_LOGMNR_D.BUILD PL/SQLプロシージャを実行します。ディクショナリのファイル名およびこのファイルのディレクトリ・パス名を指定します。このプロシージャにより、ディクショナリ・ファイルが作成されます。たとえば、/oracle/databaseでdictionary.oraファイルを作成するには、次のとおり入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR_D.BUILD('dictionary.ora', - 
   '/oracle/database/', -
    DBMS_LOGMNR_D.STORE_IN_FLAT_FILE);


STORE_IN_FLAT_FILEオプションを指定せずに、ファイル名と位置を指定することもできます。結果は同じになります。











REDOログ・ファイル・オプション

REDOログ・ファイルにあるデータをマイニングするには、LogMinerは、マイニングするREDOログ・ファイルの情報を必要とします。これらのREDOログ・ファイルで検出されたデータベースに対する変更は、V$LOGMNR_CONTENTSビューを介してユーザーに表示されます。

分析するREDOログ・ファイルのリストを自動的かつ動的に作成するようにLogMinerに対して指定したり、LogMinerが分析するREDOログ・ファイルのリストを明示的に指定することができます。その方法は次のとおりです。

	
自動

LogMinerをソース・データベースで使用する場合、LogMinerに対して、分析するREDOログ・ファイルを自動的に検出し、リストを作成するように指定できます。それには、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャでLogMinerを起動するときに、CONTINUOUS_MINEオプションを使用し、時間範囲またはSCN範囲を指定します。この例では、オンライン・カタログからのディクショナリを指定していますが、任意のLogMinerディクショナリを使用できます。




	
注意:

CONTINUOUS_MINEオプションでは、データベースがマウントされ、アーカイブが使用可能である必要があります。







LogMinerは、データベース制御ファイルを使用して、指定された時間範囲またはSCN範囲を満たすREDOログ・ファイルを検出し、LogMiner REDOログ・ファイル・リストに追加します。次に例を示します。


ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS';
EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   STARTTIME => '01-Jan-2003 08:30:00', -
   ENDTIME => '01-Jan-2003 08:45:00', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
   DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE);


(この例では、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに対するPL/SQLコールで日付書式を指定する必要がないように、最初にSQL ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT文を使用しています。)

LogMiner起動時に、DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEを使用して1つのREDOログ・ファイルのみを指定し、CONTINUOUS_MINEオプションを指定しても、分析するREDOログ・ファイルのリストをLogMinerに自動的に作成させることができます。ただし、最初に説明した方法がより一般的です。


	
手動

LogMinerを起動する前に手動でREDOログ・ファイルのリストを作成するには、DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャを使用します。最初のREDOログ・ファイルがこのリストに追加された後、それ以降に追加される各REDOログ・ファイルは、同じデータベースからのもので、同じデータベースのRESETLOGS SCNと関連付けられている必要があります。この方法を使用する場合、LogMinerはソース・データベースに接続されている必要はありません。

たとえば、REDOログ・ファイルの新規リストを開始するには、PL/SQLプロシージャDBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEのNEWオプションを指定し、新規リストの開始であることを指定します。たとえば、/oracle/logs/log1.fを指定するには、次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/oracle/logs/log1.f', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


必要に応じて、PL/SQL DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャのADDFILEオプションを指定し、さらにREDOログ・ファイルを追加します。たとえば、/oracle/logs/log2.fを追加するには、次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/oracle/logs/log2.f', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.ADDFILE);


現在のLogMinerセッションでどのREDOログ・ファイルが分析されているかを確認するには、V$LOGMNR_LOGSビューを問い合せます。このビューでは、REDOログ・ファイルごとに1行で構成しています。











LogMinerの起動

LogMinerを起動するには、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャをコールします。DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャで使用できるオプションは、V$LOGMNR_CONTENTSビューに対する出力を制御します。そのためV$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せる前に、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールする必要があります。

LogMiner起動時には、次の項目を指定できます。

	
LogMinerが返すデータをフィルタ処理する方法(たとえば、開始時刻と終了時刻、またはSCN値によるフィルタ処理)


	
LogMinerにより返されるデータを書式設定するためのオプション


	
使用するLogMinerディクショナリ




次のリストに、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対してOPTIONSパラメータで指定できるLogMiner設定の要約と、詳細情報の参照先を示します。

	
DICT_FROM_ONLINE_CATALOG: 「オンライン・カタログの使用」を参照


	
DICT_FROM_REDO_LOGS: 「LogMinerの起動」を参照


	
CONTINUOUS_MINE: 「REDOログ・ファイル・オプション」を参照


	
COMMITTED_DATA_ONLY: 「コミット済トランザクションのみの表示」を参照


	
SKIP_CORRUPTION: 「REDO破損のスキップ」を参照


	
NO_SQL_DELIMITER: 「再実行のために再構築されたSQL文の書式設定」を参照


	
PRINT_PRETTY_SQL: 「返されるデータの可読性向上のための表示方法の書式設定」を参照


	
NO_ROWID_IN_STMT: 「再実行のために再構築されたSQL文の書式設定」を参照


	
DDL_DICT_TRACKING: 「LogMinerディクショナリでのDDL文の追跡」を参照




DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャの実行時には、指定されたパラメータとオプションの組合せが有効かどうか、指定されたディクショナリとREDOログ・ファイルが使用可能かどうかがLogMinerによりチェックされます。ただし、V$LOGMNR_CONTENTSビューは、「V$LOGMNR_CONTENTSビューへの移入方法」で説明するとおり、このビューを問い合せるまで移入されません。

パラメータおよびオプションは、次回のDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRへのコールでは保持されません。DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールするたびに、必要なパラメータおよびオプション(SCN範囲や時間範囲を含む)をすべて指定する必要があります。






分析するREDOデータについてのV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

分析するREDOデータにアクセスするには、V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。(V$LOGMNR_CONTENTSを問い合せるには、SELECT ANY TRANSACTION権限が必要なことに注意してください。)このビューは、データベースに対して行われた変更に関する次のような履歴情報を提供します(次に示す以外の情報もあります)。

	
データベースに対して行われた変更のタイプ: INSERT、UPDATE、DELETEまたはDDL (OPERATION列)。


	
変更が行われたSCN(SCN列)。


	
変更がコミットされたSCN(COMMIT_SCN列)。


	
変更が属するトランザクション(XIDUSN列、XIDSLT列およびXIDSQN列)。


	
変更されたオブジェクトの表とスキーマの名前(SEG_NAME列およびSEG_OWNER列)。


	
変更を行うDDL文またはDML文を発行したユーザーの名前(USERNAME列)。


	
SQL DML文による変更の場合では、REDOレコードを生成するために使用されたSQL DMLと等価のSQL DML(必ずしも同一ではない)を表すように再構築されたSQL文(SQL_REDO列)。


	
パスワードがSQL_REDO列にある文に含まれる場合のパスワードの暗号化。DDL文に対応するSQL_REDO列の値は、REDOレコードを生成するために使用されるSQL DDLと常に同一です。


	
SQL DML変更による変更の場合では、変更を元に戻すために必要なSQL DML文を示すように再構築されたSQL文(SQL_UNDO列)。

DDL文に対応するSQL_UNDO列は常にNULLです。一部のデータ型とロールバック操作についても、SQL_UNDO列はNULLです。







	
注意:

LogMinerはOracle Advanced Securityのデータの透過的な暗号化(TDE)をサポートしているため、対象オブジェクト用のメタデータがLogMinerデータ・ディクショナリに含まれ、適切なマスター・キーがOracleウォレットにある場合は、暗号化された列(更新中の暗号化された列を含む)が含まれる表で実行されたDML操作がV$LOGMNR_CONTENTSに表示されます。ウォレットはオープンされている必要があります。オープンされていない場合は、V$LOGMNR_CONTENTSでは関連付けられたREDOレコードを解釈することができません。データベースがオープンされていない(読取り専用、または読取り/書込み可能のいずれかの)場合、TDEはサポートされません。データの透過的な暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。








V$LOGMNR_CONTENTSの問合せの例

たとえば、Ronという名前のユーザーがoe.orders表で行ったすべての削除操作を調べるとします。次のようなSQL問合せを発行します。


SELECT OPERATION, SQL_REDO, SQL_UNDO
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS
   WHERE SEG_OWNER = 'OE' AND SEG_NAME = 'ORDERS' AND
   OPERATION = 'DELETE' AND USERNAME = 'RON';


次の出力が生成されます。画面上での書式設定は、ここに示したものと異なる場合があります。


OPERATION   SQL_REDO                        SQL_UNDO

DELETE      delete from "OE"."ORDERS"       insert into "OE"."ORDERS"        
            where "ORDER_ID" = '2413'       ("ORDER_ID","ORDER_MODE",
            and "ORDER_MODE" = 'direct'      "CUSTOMER_ID","ORDER_STATUS",
            and "CUSTOMER_ID" = '101'        "ORDER_TOTAL","SALES_REP_ID",
            and "ORDER_STATUS" = '5'         "PROMOTION_ID")
            and "ORDER_TOTAL" = '48552'      values ('2413','direct','101',
            and "SALES_REP_ID" = '161'       '5','48552','161',NULL);     
            and "PROMOTION_ID" IS NULL  
            and ROWID = 'AAAHTCAABAAAZAPAAN';

DELETE      delete from "OE"."ORDERS"        insert into "OE"."ORDERS"
            where "ORDER_ID" = '2430'        ("ORDER_ID","ORDER_MODE",
            and "ORDER_MODE" = 'direct'       "CUSTOMER_ID","ORDER_STATUS",
            and "CUSTOMER_ID" = '101'         "ORDER_TOTAL","SALES_REP_ID",
            and "ORDER_STATUS" = '8'          "PROMOTION_ID")
            and "ORDER_TOTAL" = '29669.9'     values('2430','direct','101',
            and "SALES_REP_ID" = '159'        '8','29669.9','159',NULL);
            and "PROMOTION_ID" IS NULL 
            and ROWID = 'AAAHTCAABAAAZAPAAe';


この出力は、ユーザーRonがoe.orders表から2行を削除したことを示しています。再構築されたSQL文は、Ronが発行した実際の文と等価ですが、必ずしも同一とはかぎりません。その理由は、元のWHERE句の記録がREDOログ・ファイルになく、そのため、LogMinerは、削除(あるいは更新または挿入)された行のみを個別に表示するためです。

したがって、両方の行の削除に1つのDELETE文のみが関係している場合でも、V$LOGMNR_CONTENTSの出力にはそれが反映されません。そのため、実際のDELETE文は、DELETE FROM OE.ORDERS WHERE CUSTOMER_ID ='101'またはDELETE FROM OE.ORDERS WHERE PROMOTION_ID = NULLのいずれかです。



V$LOGMNR_CONTENTSビューへの移入方法

V$LOGMNR_CONTENTS固定ビューは、他のビューと異なり、表に格納されたデータの選択的表示ではありません。ユーザーがREDOログ・ファイルに対して要求したデータのリレーショナルな表示です。LogMinerがこのビューに移入するのは、このビューに対する問合せに応答する場合のみです。V$LOGMNR_CONTENTSを問い合せる前に、LogMinerを正常に起動しておく必要があります。

SQL選択操作がV$LOGMNR_CONTENTSビューに対して実行された場合、REDOログ・ファイルは順番に読み込まれます。REDOログ・ファイルから変換された情報が、V$LOGMNR_CONTENTSビューの行として返されます。これは、起動時に指定されたフィルタ基準を満たすまで、またはREDOログ・ファイルの終わりに達するまで繰り返されます。

V$LOGMNR_CONTENTSの特定の列が移入されない場合があります。次に例を示します。

	
TABLE_SPACE列は、OPERATION列の値がDDLの行には移入されません。DDLは、複数の表領域で動作する可能性があるためです。たとえば、表は、複数の表領域にわたる複数のパーティションで作成される可能性があるため、列に正しく移入されません。


	
LogMinerでは、一時表に対するSQLのREDOまたはSQLのUNDOは生成されません。SQL_REDO列には「/* No SQL_REDO for temporary tables */」、SQL_UNDO列には「/* No SQL_UNDO for temporary tables */」という文字列が表示されます。




LogMinerでは、COMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用して、コミット済トランザクションのみを取得するように指定しないかぎり、すべての行がSCN順に返されます。SCN順は、メディア・リカバリで通常適用される順序です。




	
参照:

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対するCOMMITTED_DATA_ONLYオプションの詳細は、「コミット済トランザクションのみの表示」を参照してください。










	
注意:

LogMinerは、問合せに応答する場合にのみV$LOGMNR_CONTENTSビューに移入し、要求したデータをデータベースに格納しないため、次の条件が適用されます。
	
V$LOGMNR_CONTENTSを問い合せるたびに、LogMinerは、要求したデータのREDOログ・ファイルを分析します。


	
問合せで消費されるメモリー量は、問合せを満たすために返す必要がある行数によっては異なりません。


	
要求したデータを返すためにかかる時間は、そのデータを検出するためにマイニングする必要があるREDOログ・データの量および型によって異なります。












前述の理由から、さらに分析を行うためにデータを保持する必要がある場合、特に問合せによって返されるデータの量が、そのデータを提供するためにLogMinerによって分析されるREDOデータの量と比較して少ない場合は、V$LOGMNR_CONTENTSという問合せの結果を一時的に格納する表を作成することをお薦めします。






列の値に基づいたV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

LogMinerは、列の値に基づいた問合せを行うことができます。たとえば、hr.employees表に対して行われた、salaryを一定額より多く増額するすべての更新を示す問合せを実行できます。このようなデータは、システム動作の分析や監査タスクの実行に使用できます。

LogMinerによるREDOログ・ファイルからのデータ抽出は、DBMS_LOGMNR.MINE_VALUEおよびDBMS_LOGMNR.COLUMN_PRESENTという2つのマイニング関数を使用して実行されます。これらのマイニング関数に対するサポートは、V$LOGMNR_CONTENTSビューのREDO_VALUE列とUNDO_VALUE列によって提供されます。

次に、MINE_VALUE関数を使用して、hr.employees表に対して行われた、salary列を元の値の2倍より多く増額したすべての更新を選択する例を示します。


SELECT SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS
   WHERE
   SEG_NAME = 'EMPLOYEES' AND
   SEG_OWNER = 'HR' AND
   OPERATION = 'UPDATE' AND
   DBMS_LOGMNR.MINE_VALUE(REDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY') >
   2*DBMS_LOGMNR.MINE_VALUE(UNDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY');


この例で示したとおり、MINE_VALUE関数には2つの引数があります。

	
最初の引数は、データのREDO部分(REDO_VALUE)またはUNDO部分(UNDO_VALUE)のいずれをマイニングするかを指定します。データのREDO部分とは、挿入、更新または削除操作後に列に含まれるデータです。データのUNDO部分とは、挿入、更新または削除操作前に列に存在していたデータです。REDO_VALUEは新しい値、UNDO_VALUEは古い値と考えてください。


	
2番目の引数は、マイニングする列の完全修飾名を指定する文字列(この場合は、hr.employees.salary)です。MINE_VALUE関数からは、常に、元のデータ型に戻すことができる文字列を返します。






MINE_VALUE関数によって返されるNULL値の意味

MINE_VALUE関数がNULL値を返した場合は、次のいずれかを意味します。

	
指定した列がデータのREDO部分またはUNDO部分に存在していない。


	
指定した列は存在するが、その値がNULL。




この2つの場合を区別するには、DBMS_LOGMNR.COLUMN_PRESENT関数を使用します。この関数では、列がデータのREDO部分またはUNDO部分に存在している場合は、1が返されます。存在していない場合には、0が返されます。たとえば、salary列の値の増額および対応するトランザクション識別子を検索するとします。次のSQL問合せを発行します。


SELECT 
  (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' || XIDSQN) AS XID,
  (DBMS_LOGMNR.MINE_VALUE(REDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY') -
   DBMS_LOGMNR.MINE_VALUE(UNDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY')) AS INCR_SAL
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS
   WHERE
   OPERATION = 'UPDATE' AND
   DBMS_LOGMNR.COLUMN_PRESENT(REDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY') = 1 AND
   DBMS_LOGMNR.COLUMN_PRESENT(UNDO_VALUE, 'HR.EMPLOYEES.SALARY') = 1;






MINE_VALUE関数およびCOLUMN_PRESENT関数の使用規則

MINE_VALUE関数およびCOLUMN_PRESENT関数には、次の使用規則が適用されます。

	
LogMinerセッション内でのみ使用できます。


	
V$LOGMNR_CONTENTSビューからの選択操作中に呼び出す必要があります。


	
LONG、LONG RAW、CLOB、BLOB、NCLOB、ADTまたはCOLLECTIONの各データ型はサポートしていません。










XMLType列およびXMLType表に基づいたV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

LogMinerでは、XMLType列に対して生成されるREDOがサポートされます。CLOBとして格納されるXMLTypeデータは、11.0.0.0以上の互換性設定で生成されたREDOに対してサポートされます。オブジェクト・リレーショナルおよびバイナリXMLとして格納されるXMLTypeデータは、11.2.0.3以上の互換性設定で生成されたREDOに対してサポートされます。

LogMinerでは、XMLTypeが何で保存されているかに応じて、V$LOGMNR_CONTENTS内のSQL_REDOを別の方法で示します。いずれの場合においても、STATUS列に加えSQL_REDO列の内容は、注意深く確認し、変更をREDOするためにSQLまたはPL/SQL文が生成される前に、通常は再アセンブリする必要があります。このような変更の構築に、SQL_REDOデータを使用できない場合があります。次の項の例では、XMLTypeは行を完全に変更するための再構築で最も単純なCLOBとして格納されています。


XMLType列を使用した表に対して行われた変更についてのV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

この項の例では、次の列を使用したXML_CLOB_COL_TABという表について説明します。

	
f1 NUMBER


	
f2 VARCHAR2(100)


	
f3 XMLTYPE


	
f4 XMLTYPE


	
f5 VARCHAR2(10)




ログおよびCOMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用して、LogMinerセッションを起動したとします。XML_CLOB_COL_TAB表に対して行われた変更について、V$LOGMNR_CONTENTSに対して次の問合せが実行されます。


SELECT OPERATION, STATUS, SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS 
  WHERE SEG_OWNER = 'SCOTT' AND TABLE_NAME = 'XML_CLOB_COL_TAB';


問合せの出力は、次のようになります。


OPERATION         STATUS  SQL_REDO

INSERT            0       insert into "SCOTT"."XML_CLOB_COL_TAB"("F1","F2","F5") values
                             ('5010','Aho40431','PETER')
         
XML DOC BEGIN     5       update "SCOTT"."XML_CLOB_COL_TAB" a set a."F3" = XMLType(:1)
                             where a."F1" = '5010' and a."F2" = 'Aho40431' and a."F5" = 'PETER'

XML DOC WRITE     5       XML Data

XML DOC WRITE     5       XML Data

XML DOC WRITE     5       XML Data

XML DOC END       5
                                                                  


XML DOC WRITE操作のSQL_REDO列には、XML文書の実際のデータがあります。データは文字列'XML Data'ではありません。

XMLType列を使用した表に挿入するための一般的なモデルを示すこの出力は、次のようになります。

	
すべてのスカラー列を使用した最初の挿入


	
バインド変数を使用して、1つのXMLType列に値を設定する更新文を使用したXML DOC BEGIN操作


	
XML文書のデータを使用した1回以上のXML DOC WRITE操作


	
XML文書のすべてのデータが送信されたことを示すXML DOC END操作


	
表に複数のXMLType列がある場合は、元のDMLによって変更されるそれぞれのXMLType列に対して、手順2から4が繰り返されます。




XML文書が表外の列として格納されていない場合、その列に対してXML DOC BEGIN、XML DOC WRITEまたはXML DOC END操作は行われません。文書は、次のような更新文に含まれます。


OPERATION   STATUS         SQL_REDO

UPDATE      0              update "SCOTT"."XML_CLOB_COL_TAB" a
                           set a."F3" = XMLType('<?xml version="1.0"?>
                           <PO pono="1">
                           <PNAME>Po_99</PNAME> 
                           <CUSTNAME>Dave Davids</CUSTNAME> 
                           </PO>') 
                           where a."F1" = '5006' and a."F2" = 'Janosik' and a."F5" = 'MMM' 



XMLType表に対して行われた変更についてのV$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

XMLType表に対するDMLは、XMLType列に対するDMLとは多少異なります。XML文書では、XMLType表の行に対する値を表します。XMLType列の場合とは異なり、最初の挿入に続いてXML文書を含む更新を行うことはできません。データを表に挿入する前に、文書全体を作成する必要があります。

XMLType表のもう1つの相違点は、OBJECT_ID列の存在です。オブジェクト識別子は、オブジェクト表の各オブジェクトを一意に識別するために使用されます。CLOBとして格納されるXMLType表については、表に行が挿入されると、Oracle Databaseによってこの値が生成されます。OBJECT_IDの値は、SQLを使用して表に直接挿入することはできません。したがって、LogMinerでは、この値を含む実行可能なSQL_REDOを生成できません。

V$LOGMNR_CONTENTSビューには、XMLType表に対して行われた変更に対して移入される新しいOBJECT_ID列があります。この値は、元の表のオブジェクト識別子です。ただし、この同じXML文書が同じXMLType表に挿入されても、新しいオブジェクト識別子が生成されます。XMLType表における更新や削除などの次のDMLのSQL_REDOには、WHERE句に元の表の行を一意に識別するためのオブジェクト識別子が含まれます。

次に、CLOBとして格納されるXMLType表に対する変更のマイニングの例を示します。


select operation, status, object_id, sql_redo from v$logmnr_contents 
where  seg_owner = 'SCOTT' and table_name = 'XML_TYPE_CLOB_TAB';



OPERATION     STATUS   OBJECT_ID                         SQL_REDO

INSERT          2      300A9394B0F7B2D0E040578CF5025CC3  insert into "SCOTT"."XML_TYPE_CLOB_TAB"
                                                           values(EMPTY_CLOB()) 

XML DOC BEGIN   5      300A9394B0F7B2D0E040578CF5025CC3  insert into "SCOTT"."XML_TYPE_CLOB_TAB"
                                                           values (XMLType(:1)

XML DOC WRITE   5      300A9394B0F7B2D0E040578CF5025CC3  XML Data

XML DOC WRITE   5      300A9394B0F7B2D0E040578CF5025CC3  XML Data

XML DOC WRITE   5      300A9394B0F7B2D0E040578CF5025CC3  XML Data

XML DOC END     5


全体的なパターンは、XMLType列に非常に類似しています。ただし、いくつかの主な違いがあります。1つは、OBJECT_ID列が移入されている点です。2つ目の相違点は、最初の挿入にもかかわらず、INVALID_SQLの状態が2である点です。このことは、このレコードが行われる変更に対するプレースフォルダとしてREDOで発生するにもかかわらず、この変更に対して生成されたSQLが適用できないことを示しています。XML DOC BEGIN操作のSQL_REDOには、作成されたXML文書とともに使用する際に、行に対して行われた変更が反映されます。

XML文書が表外の列として格納されていない場合、その文書に対してXML DOC BEGIN、XML DOC WRITEまたはXML DOC END操作は行われません。文書は次のようなINSERT文に含まれます。


OPERATION   STATUS  OBJECT_ID                           SQL_REDO

INSERT      2       300AD8CECBA75ACAE040578CF502640C    insert into "SCOTT"."XML_TYPE_CLOB_TAB"
                                                           values (EMPTY_CLOB())

INSERT      0       300AD8CECBA75ACAE040578CF502640C    insert into "SCOTT"."XML_TYPE_CLOB_TAB"
                                                           values (XMLType(
                                                           '<?xml version="1.0"?>
                                                           <PO pono="1">
                                                           <PNAME>Po_99</PNAME>
                                                           <CUSTNAME>
                                                           Dave Davids
                                                           </CUSTNAME>
                                                           </PO>'))



XMLTypeデータを使用するLogMinerの使用上の制限

XMLTypeデータのマイニングは、DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用している場合にのみ行う必要があります。そうしないと、一部の行の変更が不足しているために、不完全な変更が表示されたり、XMLとして表示されるはずの変更がCLOBの変更として表示される可能性があります。このために、これらのSQL DML文に対するSQL_REDOが不完全かつ無効になってしまいます。

SQL_UNDO列は、XMLTypeデータへの変更に対して移入されません。





XMLTypeデータを作成するためのPL/SQLプロシージャの例

この項の例では、表外のXMLデータを含む表に対してXML REDOをマイニングおよび作成するのに使用可能なプロシージャについて説明します。この例では、一時LOBを使用してXMLデータを作成する方法を示します。XML文書を一度作成すると、その文書を有効に使用できます。この例では、EmployeeName要素に対して作成された文書を問い合せて、EMPLOYEE_XML_DOCS表の元のDMLに対して返された名前、XML文書およびSQL_REDOを格納します。




	
注意:

このプロシージャでは、簡単な例のみを示します。この例は、LogMinerを使用して、XMLTypeデータを含む表に対するDMLのマイニングおよび作成が可能であることの説明のみを目的としています。







このプロシージャをコールする前に、関連するすべてのログをLogMinerセッションに追加し、COMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用して、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()をコールする必要があります。その後、マイニング対象のXMLデータを含む表のスキーマ名と表名を使用して、MINE_AND_ASSEMBLE()プロシージャをコールすることができます。


-- table to store assembled XML documents
create table employee_xml_docs  (
  employee_name         varchar2(100),
  sql_stmt                     varchar2(4000),
  xml_doc                     SYS.XMLType);
        
-- procedure to assemble the XML documents
create or replace procedure mine_and_assemble(
  schemaname        in varchar2,
  tablename         in varchar2)
AS
  loc_c      CLOB; 
  row_op     VARCHAR2(100); 
  row_status NUMBER; 
  stmt       VARCHAR2(4000);
  row_redo   VARCHAR2(4000);
  xml_data   VARCHAR2(32767 CHAR); 
  data_len   NUMBER; 
  xml_lob    clob;
  xml_doc    XMLType;
BEGIN 
 
-- Look for the rows in V$LOGMNR_CONTENTS that are for the appropriate schema 
-- and table name but limit it to those that are valid sql or that need assembly
-- because they are XML documents.
 
 For item in ( SELECT operation, status, sql_redo  FROM v$logmnr_contents
 where seg_owner = schemaname and table_name = tablename
 and status IN (DBMS_LOGMNR.VALID_SQL, DBMS_LOGMNR.ASSEMBLY_REQUIRED_SQL))
 LOOP
    row_op := item.operation;
    row_status := item.status;
    row_redo := item.sql_redo;
 
     CASE row_op 
 
          WHEN 'XML DOC BEGIN' THEN 
             BEGIN 
               -- save statement and begin assembling XML data 
               stmt := row_redo; 
               xml_data := ''; 
               data_len := 0; 
               DBMS_LOB.CreateTemporary(xml_lob, TRUE);
             END; 
 
          WHEN 'XML DOC WRITE' THEN 
             BEGIN 
               -- Continue to assemble XML data
               xml_data := xml_data || row_redo; 
               data_len := data_len + length(row_redo); 
               DBMS_LOB.WriteAppend(xml_lob, length(row_redo), row_redo);
             END; 
 
          WHEN 'XML DOC END' THEN 
             BEGIN 
               -- Now that assembly is complete, we can use the XML document 
              xml_doc := XMLType.createXML(xml_lob);
              insert into employee_xml_docs values
                        (extractvalue(xml_doc, '/EMPLOYEE/NAME'), stmt, xml_doc);
              commit;
 
              -- reset
              xml_data := ''; 
              data_len := 0; 
              xml_lob := NULL;
             END; 
 
          WHEN 'INSERT' THEN 
             BEGIN 
                stmt := row_redo;
             END; 
 
          WHEN 'UPDATE' THEN 
             BEGIN 
                stmt := row_redo;
             END; 
 
          WHEN 'INTERNAL' THEN 
             DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Skip rows marked INTERNAL'); 
 
          ELSE 
             BEGIN 
                stmt := row_redo;
                DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Other - ' || stmt); 
                IF row_status != DBMS_LOGMNR.VALID_SQL then 
                   DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Skip rows marked non-executable'); 
                ELSE 
                   dbms_output.put_line('Status : ' || row_status);
                END IF; 
             END; 
 
     END CASE;
 
 End LOOP; 
 
End;
/
 
show errors;


次に、このプロシージャをコールして、SCOTT.XML_DATA_TABへの変更をマイニングし、DMLを適用できます。


EXECUTE MINE_AND_ASSEMBLE ('SCOTT', 'XML_DATA_TAB');


このプロシージャの結果、EMPLOYEE_XML_DOCS表には、変更されたXMLの表外の列それぞれに対する行が含まれます。EMPLOYEE_NAME列には、XML文書から抽出された値が含まれ、SQL_STMT列とXML_DOC列には、元の行の変更が反映されます。

次に、従業員名とSQL文のみが表示される結果表への問合せの例を示します。


SELECT EMPLOYEE_NAME, SQL_STMT FROM EMPLOYEE_XML_DOCS;
                
EMPLOYEE_NAME          SQL_STMT                                                                                           
 
Scott Davis          update "SCOTT"."XML_DATA_TAB" a set a."F3" = XMLType(:1) 
                         where a."F1" = '5000' and a."F2" = 'Chen' and a."F5" = 'JJJ'
        
Richard Harry        update "SCOTT"."XML_DATA_TAB" a set a."F4" = XMLType(:1)  
                         where a."F1" = '5000' and a."F2" = 'Chen' and a."F5" = 'JJJ'
        
Margaret Sally       update "SCOTT"."XML_DATA_TAB" a set a."F4" = XMLType(:1)  
                         where a."F1" = '5006' and a."F2" = 'Janosik' and a."F5" = 'MMM'










V$LOGMNR_CONTENTSに返されるデータのフィルタ処理および書式設定

LogMinerは、大量の情報を処理できます。V$LOGMNR_CONTENTSビューに返される情報、および情報が返される速度を制限できます。次の項では、これらの制限を指定する方法、およびV$LOGMNR_CONTENTSを問い合せた場合に返されるデータへのその制限の影響を示します。

	
コミット済トランザクションのみの表示


	
REDO破損のスキップ


	
時刻によるデータのフィルタ処理


	
SCNによるデータのフィルタ処理




また、LogMinerには、V$LOGMNR_CONTENTSに返されたデータを書式設定するための機能もあります。この機能については、次の項を参照してください。

	
再実行のために再構築されたSQL文の書式設定


	
返されるデータの可読性向上のための表示方法の書式設定




これらのフィルタ処理機能および書式設定機能は、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャのパラメータまたはオプションを使用して要求します。



コミット済トランザクションのみの表示

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対してCOMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用した場合、コミット済トランザクションに属する行のみがV$LOGMNR_CONTENTSビューに表示されます。このオプションを使用すると、ロールバックされたトランザクション、進行中のトランザクションおよび内部操作をフィルタ処理して除外できます。

このオプションを有効にするには、LogMiner起動時に次のように指定します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(OPTIONS => -
  DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY);


COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定した場合、LogMinerは、同じトランザクションに属するすべてのDML操作をグループ化します。トランザクションはコミットされた順序で返されます。




	
注意:

COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定して問合せを発行した場合、LogMinerは、1つのトランザクションのコミット・レコードを検出するまで、そのトランザクション内のすべてのREDOレコードをメモリーにステージングします。したがって、メモリーを使い果たして、「メモリー不足」エラーが返される場合があります。このエラーが発生した場合は、COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定せずにLogMinerを再起動し、問合せを再発行する必要があります。







LogMinerのデフォルトでは、すべてのトランザクションに対応する行が表示され、その行がREDOログ・ファイルで検出された順序で返されます。

たとえば、COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定せずにLogMinerを起動し、次の問合せを実行したとします。


SELECT (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' || XIDSQN) AS XID, 
   USERNAME, SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS WHERE USERNAME != 'SYS' 
   AND SEG_OWNER IS NULL OR SEG_OWNER NOT IN ('SYS', 'SYSTEM');


出力は次のようになります。コミット済トランザクションとコミットされていないトランザクションの両方が返され、異なるトランザクションからの行が混在しています。


XID         USERNAME  SQL_REDO

1.15.3045   RON       set transaction read write;
1.15.3045   RON       insert into "HR"."JOBS"("JOB_ID","JOB_TITLE",
                      "MIN_SALARY","MAX_SALARY") values ('9782',
                      'HR_ENTRY',NULL,NULL);
1.18.3046   JANE      set transaction read write;
1.18.3046   JANE      insert into "OE"."CUSTOMERS"("CUSTOMER_ID",
                      "CUST_FIRST_NAME","CUST_LAST_NAME",
                      "CUST_ADDRESS","PHONE_NUMBERS","NLS_LANGUAGE",
                      "NLS_TERRITORY","CREDIT_LIMIT","CUST_EMAIL",
                      "ACCOUNT_MGR_ID") values ('9839','Edgar',
                      'Cummings',NULL,NULL,NULL,NULL,
                       NULL,NULL,NULL);
1.9.3041    RAJIV      set transaction read write;
1.9.3041    RAJIV      insert into "OE"."CUSTOMERS"("CUSTOMER_ID",
                       "CUST_FIRST_NAME","CUST_LAST_NAME","CUST_ADDRESS",
                       "PHONE_NUMBERS","NLS_LANGUAGE","NLS_TERRITORY",
                       "CREDIT_LIMIT","CUST_EMAIL","ACCOUNT_MGR_ID") 
                       values ('9499','Rodney','Emerson',NULL,NULL,NULL,NULL,
                       NULL,NULL,NULL);
1.15.3045    RON       commit;
1.8.3054     RON       set transaction read write;
1.8.3054     RON       insert into "HR"."JOBS"("JOB_ID","JOB_TITLE",
                       "MIN_SALARY","MAX_SALARY") values ('9566',
                       'FI_ENTRY',NULL,NULL);
1.18.3046    JANE      commit;
1.11.3047    JANE      set transaction read write;
1.11.3047    JANE      insert into "OE"."CUSTOMERS"("CUSTOMER_ID",
                       "CUST_FIRST_NAME","CUST_LAST_NAME",
                       "CUST_ADDRESS","PHONE_NUMBERS","NLS_LANGUAGE",
                       "NLS_TERRITORY","CREDIT_LIMIT","CUST_EMAIL",
                       "ACCOUNT_MGR_ID") values ('8933','Ronald',
                       'Frost',NULL,NULL,NULL,NULL,NULL,NULL,NULL);
1.11.3047    JANE      commit;
1.8.3054     RON       commit;


次に、COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定してLogMinerを起動したとします。前の例の問合せを再度実行すると、出力は次のようになります。


1.15.3045   RON       set transaction read write;
1.15.3045   RON       insert into "HR"."JOBS"("JOB_ID","JOB_TITLE",
                      "MIN_SALARY","MAX_SALARY") values ('9782',
                      'HR_ENTRY',NULL,NULL);
1.15.3045    RON       commit;
1.18.3046   JANE      set transaction read write;
1.18.3046   JANE      insert into "OE"."CUSTOMERS"("CUSTOMER_ID",
                      "CUST_FIRST_NAME","CUST_LAST_NAME",
                      "CUST_ADDRESS","PHONE_NUMBERS","NLS_LANGUAGE",
                      "NLS_TERRITORY","CREDIT_LIMIT","CUST_EMAIL",
                      "ACCOUNT_MGR_ID") values ('9839','Edgar',
                      'Cummings',NULL,NULL,NULL,NULL,
                       NULL,NULL,NULL);
1.18.3046    JANE      commit;
1.11.3047    JANE      set transaction read write;
1.11.3047    JANE      insert into "OE"."CUSTOMERS"("CUSTOMER_ID",
                       "CUST_FIRST_NAME","CUST_LAST_NAME",
                       "CUST_ADDRESS","PHONE_NUMBERS","NLS_LANGUAGE",
                       "NLS_TERRITORY","CREDIT_LIMIT","CUST_EMAIL",
                       "ACCOUNT_MGR_ID") values ('8933','Ronald',
                       'Frost',NULL,NULL,NULL,NULL,NULL,NULL,NULL);
1.11.3047    JANE      commit;
1.8.3054     RON       set transaction read write;
1.8.3054     RON       insert into "HR"."JOBS"("JOB_ID","JOB_TITLE",
                       "MIN_SALARY","MAX_SALARY") values ('9566',
                       'FI_ENTRY',NULL,NULL);
1.8.3054     RON       commit;


1.15.3045トランザクションのCOMMIT文は、1.18.3046トランザクションのCOMMIT文の前に発行されたため、1.15.3045トランザクション全体が先に返されます。これは、1.18.3046トランザクションが1.15.3045トランザクションの前に開始されていた場合でも同様です。1.9.3041トランザクションではCOMMIT文が発行されなかったため、このトランザクションは返されません。




	
参照:

COMMITTED_DATA_ONLYオプションの使用例の詳細は、「LogMinerの使用例」を参照してください。












REDO破損のスキップ

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対してSKIP_CORRUPTIONオプションを使用した場合、V$LOGMNR_CONTENTSビューからの選択操作中、REDOログ・ファイル内の破損はすべてスキップされます。破損したREDOレコードが検出されるたびに、OPERATION列にCORRUPTED_BLOCKS、STATUS列に1343、INFO列にスキップしたブロック数の入った行が返されます。

スキップされたレコード内には、破損したブロックで進行中のトランザクションに対する変更が含まれる場合がありますが、そのような変更は、V$LOGMNR_CONTENTSビューから返されるデータには反映されません。

デフォルトでは、選択操作は、REDOログ・ファイルで最初に破損が検出された時点で終了します。

次のSQLの例で、このオプションの動作を示します。


-- Add redo log files of interest.
--
EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   logfilename => '/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.log' -
   options => DBMS_LOGMNR.NEW);

-- Start LogMiner
--
EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR();

-- Select from the V$LOGMNR_CONTENTS view. This example shows corruptions are -- in the redo log files.
-- 
SELECT rbasqn, rbablk, rbabyte, operation, status, info 
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS;

ERROR at line 3:
ORA-00368: checksum error in redo log block 
ORA-00353: log corruption near block 6 change 73528 time 11/06/2002 11:30:23 
ORA-00334: archived log: /usr/oracle/data/dbarch1_16_482701534.log

-- Restart LogMiner. This time, specify the SKIP_CORRUPTION option.
-- 
EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   options => DBMS_LOGMNR.SKIP_CORRUPTION);

-- Select from the V$LOGMNR_CONTENTS view again. The output indicates that 
-- corrupted blocks were skipped: CORRUPTED_BLOCKS is in the OPERATION 
-- column, 1343 is in the STATUS column, and the number of corrupt blocks 
-- skipped is in the INFO column.
--
SELECT rbasqn, rbablk, rbabyte, operation, status, info 
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS;

RBASQN  RBABLK RBABYTE  OPERATION        STATUS  INFO
13      2        76     START              0
13      2        76     DELETE             0
13      3       100     INTERNAL           0
13      3       380     DELETE             0
13      0         0     CORRUPTED_BLOCKS   1343  corrupt blocks 4 to 19 skipped
13      20      116     UPDATE             0






時刻によるデータのフィルタ処理

データを時刻でフィルタ処理するには、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャにSTARTTIMEパラメータおよびENDTIMEパラメータを設定します。

PL/SQL DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャへのコールで日付書式を指定する必要がないように、最初にSQL ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT文を使用します。次に例を示します。


ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS';
EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   DICTFILENAME => '/oracle/database/dictionary.ora', -
   STARTTIME => '01-Jan-2008 08:30:00', -
   ENDTIME => '01-Jan-2008 08:45:00'-
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE); 


タイムスタンプは、REDOレコードの順序の推測には使用しないでください。REDOレコードの順序は、SCNを使用して推測できます。




	
参照:

	
時刻によるデータのフィルタ処理の例の詳細は、「LogMinerの使用例」を参照してください。


	
開始時刻および終了時刻を指定し、その指定時刻がLogMiner REDOログ・ファイル・リストで検出されなかった場合に発生する状態、およびこれらのパラメータとCONTINUOUS_MINEオプションとの相互作用の詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

















SCNによるデータのフィルタ処理

データをSCN(システム変更番号)でフィルタ処理するには、次の例に示すように、PL/SQL DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに対してSTARTSCNパラメータおよびENDSCNパラメータを使用します。


 EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
    STARTSCN => 621047, -
    ENDSCN   => 625695, -
    OPTIONS  => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
                DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE);


STARTSCNパラメータおよびENDSCNパラメータは、すべてのパラメータを指定した場合、STARTTIMEパラメータおよびENDTIMEパラメータより優先されます。




	
参照:

	
SCNによるデータのフィルタ処理の例の詳細は、「LogMinerの使用例」を参照してください。


	
開始値およびSCN値を指定し、その値がLogMiner REDOログ・ファイル・リストで検出されなかった場合に発生する状態、およびこれらのパラメータとCONTINUOUS_MINEオプションとの相互作用の詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

















再実行のために再構築されたSQL文の書式設定

デフォルトでは、再構築されるSQL_REDO文およびSQL_UNDO文にはROWID句が含まれ、それらの文はセミコロンで終わります。

ただし、次のようにこのデフォルト設定を上書きできます。

	
LogMiner起動時にNO_ROWID_IN_STMTオプションを指定します。

この指定によって、再構築される文からROWID句が除外されます。行IDはデータベース間で一貫性がないため、最初に実行したデータベースと異なるデータベースに対してSQL_REDO文またはSQL_UNDO文を再実行する場合は、LogMiner起動時にNO_ROWID_IN_STMTオプションを指定します。


	
LogMiner起動時にNO_SQL_DELIMITERオプションを指定します。

この指定によって、再構築される文からセミコロンが削除されます。この指定は、カーソルでオープンしてから、再構築された文を実行するアプリケーションに有効です。




V$LOGMNR_CONTENTSビューSTATUSフィールドに値2(invalid sql)が含まれている場合、関連付けられたSQL文は実行できません。






返されるデータの可読性向上のための表示方法の書式設定

問合せの結果、再構築されたSQL文を含む列が多数返され、表示内容が繁雑になり読みにくくなる場合があります。LogMinerでは、この問題に対応するためにPRINT_PRETTY_SQLオプションが用意されています。DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに対してPRINT_PRETTY_SQLオプションを指定すると、再構築されたSQL文が次のように書式設定され、読みやすくなります。


insert into "HR"."JOBS"
 values
    "JOB_ID" = '9782',
    "JOB_TITLE" = 'HR_ENTRY',
    "MIN_SALARY" IS NULL,
    "MAX_SALARY" IS NULL;
  update "HR"."JOBS"
  set
    "JOB_TITLE" = 'FI_ENTRY'
  where
    "JOB_TITLE" = 'HR_ENTRY' and
    ROWID = 'AAAHSeAABAAAY+CAAX';

update "HR"."JOBS"
  set
    "JOB_TITLE" = 'FI_ENTRY'
  where
    "JOB_TITLE" = 'HR_ENTRY' and
    ROWID = 'AAAHSeAABAAAY+CAAX';

delete from "HR"."JOBS"
 where
    "JOB_ID" = '9782' and
    "JOB_TITLE" = 'FI_ENTRY' and
    "MIN_SALARY" IS NULL and
    "MAX_SALARY" IS NULL and
    ROWID = 'AAAHSeAABAAAY+CAAX';


PRINT_PRETTY_SQLオプションが有効な状態で再構築されたSQL文は、標準SQL構文を使用していないため、実行されません。




	
参照:

PRINT_PRETTY_SQLオプションの使用例の詳細は、「LogMinerの使用例」を参照してください。














V$LOGMNR_CONTENTSに返されたDDL文の再適用

ユーザーが発行した一部のDDL文によって、1つ以上の他のDDL文がOracleによって内部的に実行される場合があることに注意してください。V$LOGMNR_CONTENTSビューのSQL_REDO列またはSQL_UNDO列から、データベースに対して最初に適用したときと同様にSQL DDLを再適用する場合は、Oracleによって内部的に実行された文を実行しないでください。




	
注意:

Oracleによって内部的に実行されたDML文を実行すると、データベースが破損する場合があります。例については、「例4: REDOログ・ファイル内のLogMinerディクショナリの使用」の手順5を参照してください。







ユーザーによって発行されたDDL文と、Oracleによって内部的に発行されたDDL文を区別するには、V$LOGMNR_CONTENTSのINFO列を問い合せます。INFO列の値は、DDLがユーザーによって実行されたか、Oracleによって実行されたかを示します。

最初に適用したときと同様にSQL DDLを再適用する場合は、V$LOGMNR_CONTENTSのINFO列に値USER_DDLが含まれる場合にのみ、SQL_REDO列またはSQL_UNDO列に含まれるDDL SQLを再実行する必要があります。






DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRの複数回のコール

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRのコールに成功し、V$LOGMNR_CONTENTSビューから選択した後でも、現在のLogMinerセッションを終了せずにDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを再度コールし、異なるオプションおよび時間範囲またはSCN範囲を指定できます。次の場合にコールを複数回行います。

	
LogMinerが分析するREDOデータの量を制限する。


	
異なるオプションを指定する。たとえば、PRINT_PRETTY_SQLオプションを指定する場合、コミット済トランザクションのみを表示する場合(COMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定)などがあります。


	
分析する時間範囲またはSCN範囲を変更する。




次に、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを複数回コールすると有効な例を示します。

	
	例1   REDOログ・ファイルのデータのサブセットのみのマイニング
	
LogMinerがマイニングするREDOログ・ファイルのリストに、1週間の間に生成されたログ・ファイルが含まれているとします。ただし、それぞれの日の12:00から1:00の間に生成されたログ・ファイルのみを分析します。これを最も効率的に行う方法は次のとおりです。




	
月曜日に、この時間範囲を指定して、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールします。


	
V$LOGMNR_CONTENTSビューから変更を選択します。


	
一週間のそれぞれの日に対して、手順1と2を繰り返します。




この方法では、その週のREDOデータの合計量が多い場合、リスト内の各REDOログ・ファイルの小さなサブセットのみがLogMinerによって読み込まれるため、全体の分析が非常に速く行われます。

	
	例1   時間範囲またはSCN範囲の調整
	
REDOログ・ファイル・リストを指定し、LogMiner起動時に時間範囲(またはSCN範囲)を指定するとします。V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せると、指定した時間範囲には、必要なデータの一部のみが含まれます。時間範囲を1時間拡張するために、またはSCN範囲を調整するためにDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを再度コールできます。


	
	例2   リモート・データベースで受信された場合のREDOログ・ファイルの分析
	
変更を分析またはデータベース間で変更をレプリケートするためのアプリケーションを作成したとします。ソース・データベースは、そのREDOログ・ファイルをマイニング・データベースに送信し、オペレーティング・システム・ディレクトリに格納します。アプリケーションは、次の手順を実行します。




	
現在ディレクトリにあるすべてのREDOログ・ファイルをREDOログ・ファイル・リストに追加します。


	
適切な設定でDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールし、V$LOGMNR_CONTENTSビューから選択します。


	
ディレクトリに新しく受信されたREDOログ・ファイルを追加します。


	
必要に応じて、手順2と3を繰り返します。









サプリメンタル・ロギング

一般に、REDOログ・ファイルは、インスタンス・リカバリおよびメディア・リカバリに使用されます。これらの操作に必要なデータは、REDOログ・ファイルに自動的に記録されます。ただし、REDOベースのアプリケーションでは、追加の列をREDOログ・ファイルに記録する必要がある場合があります。これらの追加の列を記録するプロセスは、サプリメンタル・ロギングと呼ばれます。

デフォルトでは、Oracle Databaseでサプリメンタル・ロギングは提供されません。つまり、デフォルトでは、LogMinerは使用できません。したがって、LogMinerで分析するログ・ファイルを生成する前に、少なくとも最小サプリメンタル・ロギングは有効にする必要があります。

次に、追加の列が必要な例を示します。

	
再構築されたSQL文を別のデータベースに適用するアプリケーションでは、行を一意に識別する列(主キーなど)で更新文を識別する必要があります。ROWIDはデータベースごとに異なり、他のデータベースでは意味を持たないため、V$LOGMNR_CONTENTSビューによって返される再構築されたSQLに示されるROWIDでは識別できません。


	
アプリケーションは、行変更の追跡をより効率的にするために、変更された列のみでなく、行全体のビフォア・イメージを記録する必要がある場合があります。




サプリメンタル・ログ・グループは、サプリメンタル・ロギングが有効な場合に記録される追加の列です。サプリメンタル・ログ・グループは2種類あり、これらによって、ログ・グループの列を記録する時期が決定されます。

	
無条件のサプリメンタル・ログ・グループ: 指定した列に更新が影響したかどうかに関係なく、行が更新されるたびに指定した列のビフォア・イメージが記録されます。これは、ALWAYSログ・グループと呼ばれる場合もあります。


	
条件付きのサプリメンタル・ログ・グループ: ログ・グループの1つ以上の列が更新された場合にのみ、指定したすべての列のビフォア・イメージが記録されます。




サプリメンタル・ログ・グループは、システムで生成することも、ユーザーが定義することもできます。

次の項で説明するとおり、サプリメンタル・ロギングには、2つの種類に加えて2つのレベルがあります。

	
データベース・レベルのサプリメンタル・ロギング


	
表レベルのサプリメンタル・ロギング



	
参照:

「サプリメンタル・ロギング設定に関するビューの問合せ」










データベース・レベルのサプリメンタル・ロギング

データベース・レベルのサプリメンタル・ロギングには、次の項で説明するとおり、最小サプリメンタル・ロギングと識別キー・ロギングがあります。最小サプリメンタル・ロギングでは、REDOログ・ファイルを生成するデータベースに大きなオーバーヘッドが発生しません。ただし、データベース全体の識別キー・ロギングを有効にすると、REDOログ・ファイルを生成するデータベースにオーバーヘッドが発生する場合があります。LogMinerに対しては、少なくとも最小サプリメンタル・ロギングを有効にすることをお薦めします。


最小サプリメンタル・ロギング

最小サプリメンタル・ロギングは、LogMinerでDML変更と関連付けられたREDO操作を識別、グループ化およびマージするために必要な最小限の情報を記録します。また、LogMiner(およびLogMinerテクノロジに基づいた他の製品)に、連鎖行や様々な記憶域構成(クラスタ表、索引構成表など)のサポートに十分な情報を確保します。最小サプリメンタル・ロギングを有効にするには、次のSQL文を実行します。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;





	
注意:

Oracle Databaseのリリース9.0.1では、最小サプリメンタル・ロギングがLogMinerのデフォルト動作でした。リリース9.2以上では、デフォルトでサプリメンタル・ロギングは行われません。サプリメンタル・ロギングは、明示的に有効にする必要があります。












データベース・レベルの識別キー・ロギング

識別キー・ロギングは、REDOログ・ファイルがソース・データベース・インスタンスでマイニングされない場合(REDOログ・ファイルがロジカル・スタンバイ・データベースでマイニングされる場合など)に必要です。

データベース識別キー・ロギングを使用すると、次のオプションの1つ以上をSQLのALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG文に指定して、すべての更新に対してデータベース全体のビフォア・イメージ・ロギングを有効にできます。

	
ALL: システムによって生成される無条件のサプリメンタル・ログ・グループ

このオプションを指定すると、行が更新された場合、その行のすべての列(LOB、LONGS、ADTを除く)がREDOログ・ファイルに格納されます。

データベース・レベルで、すべての列ロギングを有効にするには、次の文を実行します。


SQL> ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (ALL) COLUMNS;


	
PRIMARY KEY: システムによって生成される無条件のサプリメンタル・ログ・グループ

このオプションを指定すると、主キーを含む行が更新された場合(主キーの値に変更がない場合も)、データベースによって行の主キーのすべての列がREDOログ・ファイルに格納されます。

表に主キーが存在せず、1つ以上の非NULLの一意索引キー制約または索引キーが存在する場合は、一意索引キーのいずれかが、更新された行を一意に識別する手段としてロギング用に選択されます。

表に主キーと非NULLの一意索引キーのいずれも存在しない場合は、LONGとLOBを除くすべての列が補助的に記録されます。これは、その行に対してALLサプリメンタル・ロギングを指定することと同様です。したがって、データベース・レベルの主キー・サプリメンタル・ロギングを使用する場合は、すべてまたはほとんどの表に主キーまたは一意索引キーが含まれるように定義しておくことをお薦めします。

データベース・レベルで主キー・ロギングを有効にするには、次の文を実行します。


SQL> ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;


	
UNIQUE: システムによって生成される条件付きのサプリメンタル・ログ・グループ

このオプションを指定すると、コンポジット一意キーまたはビットマップ索引に属する列が変更された場合、データベースによって、行のコンポジット一意キーまたはビットマップ索引のすべての列がREDOログ・ファイルに格納されます。一意キーは、一意制約または一意索引による場合があります。

データベース・レベルで一意索引キーおよびビットマップ索引のロギングを有効にするには、次の文を実行します。


SQL> ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;


	
FOREIGN KEY: システムによって生成される条件付きのサプリメンタル・ログ・グループ

このオプションを指定すると、データベースによって、外部キーに属する列が変更された場合、行の外部キーのすべての列がREDOログ・ファイルに格納されます。

データベース・レベルで外部キー・ロギングを有効にするには、次のSQL文を実行します。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (FOREIGN KEY) COLUMNS;




	
注意:

識別キー・ロギングが有効であるかどうかに関係なく、常に、LogMinerによって返されるSQL文にはROWID句が含まれます。DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャ・コールに対してNO_ROWID_IN_STMTオプションを使用すると、フィルタ処理でROWID句を除外できます。詳細は、「再実行のために再構築されたSQL文の書式設定」を参照してください。








識別キー・ロギングを使用する場合は、次のことに注意してください。

	
識別キー・ロギングが有効な場合にデータベースがオープンしていると、カーソル・キャッシュ内のすべてのDMLカーソルが無効になります。したがって、カーソル・キャッシュに再移入を行うまで、パフォーマンスに影響する場合があります。


	
データベース・レベルで識別キー・ロギングを有効にすると、最小サプリメンタル・ロギングが暗黙で有効になります。


	
サプリメンタル・ロギング文は累積的に実行されます。次のSQL文を発行すると、主キー・サプリメンタル・ロギングと一意キー・サプリメンタル・ロギングの両方が有効になります。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;










データベース・レベルのサプリメンタル・ロギングの無効化

データベース・レベルのサプリメンタル・ロギングを無効にするには、DROP SUPPLEMENTAL LOGGING句を指定してSQL ALTER DATABASE文を使用します。サプリメンタル・ロギング属性は段階的に削除できます。たとえば、次のSQL文を次の順序で発行したとします。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;
ALTER DATABASE DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER DATABASE DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA;


この文には、次のような効果があります。

	
最初の文の後、主キー・サプリメンタル・ロギングが有効になります。


	
2番目の文の後、主キー・サプリメンタル・ロギングおよび一意キー・サプリメンタル・ロギングが有効になります。


	
3番目の文の後、一意キー・サプリメンタル・ロギングのみが有効になります。


	
4番目の文の後、すべてのサプリメンタル・ロギングが無効になりません。次に示すエラーが返されます。ORA-32589: 最小限のサプリメンタル・ロギングは削除できません




すべてのデータベース・サプリメンタル・ロギングを無効にするには、最初に、有効になっている識別キー・ロギングをすべて無効にしてから、最小サプリメンタル・ロギングを無効にする必要があります。次の例に、正しい順序を示します。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;
ALTER DATABASE DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER DATABASE DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;
ALTER DATABASE DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA;


最小サプリメンタル・ログ・データは、データベース・レベルの他のサプリメンタル・ロギングが有効になっていない場合にのみ削除できます。






表レベルのサプリメンタル・ロギング

表レベルのサプリメンタル・ロギングでは、補助的に記録する列を表レベルで指定します。識別キー・ロギングまたはユーザー定義の条件付きのサプリメンタル・ログ・グループまたは無条件のサプリメンタル・ログ・グループを使用して、次の項で説明するとおり、補助情報を記録できます。


表レベルの識別キー・ロギング

表レベルでの識別キー・ロギングでは、データベース・レベルの場合と同じオプション(すべて、主キー、外部キー、一意キー)が提供されます。ただし、表レベルで識別キー・ロギングを指定すると、指定した表のみが影響を受けます。たとえば、次のSQL文(データベース・レベルのサプリメンタル・ロギングの指定)を入力すると、データベース表の列が変更された場合は常に、その列を含む行全体(LOB、LONG、ADTの列を除く)がREDOログ・ファイルに格納されます。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (ALL) COLUMNS;


ただし、次のSQL文(表レベルのサプリメンタル・ロギングの指定)を入力すると、employees表の列が変更された場合にのみ、行全体(LOB、LONG、ADTを除く)がREDOログ・ファイルに格納されます。departments表の列が変更されると、変更された列のみがREDOログ・ファイルに格納されます。


ALTER TABLE HR.EMPLOYEES ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (ALL) COLUMNS;


表レベルの識別キー・ロギングを使用する場合は、次のことに注意してください。

	
表で識別キー・ロギングが有効な場合にデータベースがオープンしていると、カーソル・キャッシュ内のその表のすべてのDMLカーソルが無効になります。したがって、カーソル・キャッシュに再移入を行うまで、パフォーマンスに影響する場合があります。


	
サプリメンタル・ロギング文は累積的に実行されます。次のSQL文を発行すると、主キー・サプリメンタル・ロギングと一意索引キーの表レベルのサプリメンタル・ロギングの両方が有効になります。


ALTER TABLE HR.EMPLOYEES 
  ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY) COLUMNS;
ALTER TABLE HR.EMPLOYEES 
  ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (UNIQUE) COLUMNS;




各識別キー・ロギング・オプションの詳細は、「データベース・レベルの識別キー・ロギング」を参照してください。





表レベルのユーザー定義サプリメンタル・ログ・グループ

表レベルの識別キー・ロギングによって、ユーザー定義のサプリメンタル・ログ・グループもサポートされています。ユーザー定義サプリメンタル・ログ・グループによって、補助的に記録する列を指定できます。条件付きログ・グループまたは無条件ログ・グループは、次のとおり指定できます。

	
ユーザー定義の無条件ログ・グループ

ユーザー定義の無条件ログ・グループを使用するサプリメンタル・ロギングを有効にするには、次の例に示すとおり、ALWAYS句を使用します。


ALTER TABLE HR.EMPLOYEES
   ADD SUPPLEMENTAL LOG GROUP emp_parttime (EMPLOYEE_ID, LAST_NAME, 
   DEPARTMENT_ID) ALWAYS;


この例では、hr.employees表でemp_parttimeという名前のログ・グループが作成されます。このグループは、employee_id列、last_name列、department_id列で構成されます。これらの列は、UPDATE文がhr.employees表で実行されるたびに、その更新がこれらの列に影響するかどうかに関係なく記録されます。(更新が行われるたびに行イメージ全体を記録する場合は、前述のとおり、表レベルのALL識別キー・ロギングを使用します。)



	
注意:

LOB列、LONG列およびADT列は補助的に記録できません。






	
ユーザー定義の条件付きログ・グループ

ユーザー定義の条件付きログ・グループを使用するサプリメンタル・ロギングを有効にするには、次の例に示すとおり、SQL ALTER TABLE文からALWAYS句を削除します。


ALTER TABLE HR.EMPLOYEES
   ADD SUPPLEMENTAL LOG GROUP emp_fulltime (EMPLOYEE_ID, LAST_NAME, 
   DEPARTMENT_ID);


この例では、表hr.employeesでemp_fulltimeという名前のログ・グループが作成されます。前述の例と同様に、このグループは、employee_id列、last_name列およびdepartment_id列で構成されます。ただし、ALWAYS句が省略されたため、列のビフォア・イメージは、1つ以上の列が更新された場合にのみ記録されます。




無条件および条件付きのいずれのユーザー定義サプリメンタル・ログ・グループでも、NO LOGオプションを指定して、ログ・グループ内の列をサプリメンタル・ロギングから除外することを明示的に指定できます。ログ・グループを指定し、NO LOGオプションを使用する場合は、次の例に示すとおり、NO LOGオプションが接続されていない列をログ・グループで1つ以上指定する必要があります。


ALTER TABLE HR.EMPLOYEES
   ADD SUPPLEMENTAL LOG GROUP emp_parttime(
   DEPARTMENT_ID NO LOG, EMPLOYEE_ID);


これによって、NO LOG列に変更を行うと、サプリメンタル・ログ・グループ内の他の列がREDOログ・ファイルに格納されるように、指定されたサプリメンタル・ログ・グループ内の他の列とこの列とを関連付けることができます。この方法は、たとえば、LONG列の変更時にグループの特定の列を記録する場合に有効です。LONG列自体は補助的に記録できませんが、この列に対して行った変更を使用して、同じ行の他の列のサプリメンタル・ロギングをトリガーすることはできます。





ユーザー定義のサプリメンタル・ログ・グループを使用する場合の注意事項

ユーザー定義のサプリメンタル・ログ・グループを指定する場合は、次の点に注意してください。

	
1つの列を複数のサプリメンタル・ログ・グループに含めることができます。ただし、その列のビフォア・イメージの記録は1回のみです。


	
条件付きと無条件の両方で同じ列を記録することを指定した場合、その列は無条件に記録されます。











LogMinerディクショナリでのDDL文の追跡

LogMinerでは、LogMiner起動時に指定したLogMinerディクショナリ(オンライン・カタログ、REDOログ・ファイルのディクショナリまたはフラット・ファイルのいずれか)から独自の内部ディクショナリが自動的に作成されます。このディクショナリでは、データベース・オブジェクトとその定義のスナップショットが提供されます。

LogMinerディクショナリがREDOログ・ファイルにある場合またはフラット・ファイルである場合は、PL/SQL DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに対してDDL_DICT_TRACKINGオプションを使用して、LogMinerでデータ定義言語(DDL)文を追跡することができます。DDL追跡によって、LogMinerは、表での列の追加や削除など、データベース・オブジェクトに対して行われた構造上の変更を問題なく追跡できます。次に例を示します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(OPTIONS => -
   DBMS_LOGMNR.DDL_DICT_TRACKING + DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_REDO_LOGS);


例の詳細は、「例5: 内部ディクショナリでのDDL文の追跡」を参照してください。

このオプションが設定されている場合、LogMinerは、REDOログ・ファイルで検出されたDDL文をその内部ディクショナリに適用します。




	
注意:

サプリメンタル・ロギングおよびDDL追跡機能が有効でない場合にDDLイベントが発生すると、LogMinerによってREDOデータの一部がバイナリ・データとして返されるため、通常、これらの機能を有効にしておくことをお薦めします。また、メタデータ・バージョンの不一致が発生する可能性もあります。







DDL_DICT_TRACKINGを有効にすると、LogMinerディクショナリの抽出後に作成された表で実行されたデータ操作言語(DML)操作を正常に表示できます。

たとえば、employees表が、1回目の操作でgender列が追加され、次の操作でcommission_pct列が削除されるように、連続する2つのDDL操作で更新された場合、LogMinerによって、これらの変更のそれぞれに対するemployeesについての情報がバージョン化されます。つまり、これらのDDLの変更前と変更後のREDOログ・ファイルは、LogMinerによって正常にマイニングできるため、SQL_REDO列またはSQL_UNDO列にバイナリ・データは表示されません。

LogMinerは、データベース・メタデータに対して自動的にバージョンを割り当てるため、内部ディクショナリとREDOログ・ファイル内のディクショナリとの間で不一致を検出して通知します。LogMinerによって不一致が検出されると、V$LOGMNR_CONTENTSビューのSQL_REDO列でバイナリ・データが生成され、INFO列に「ディクショナリのバージョンの不一致」という文字列、STATUS列に値2が入力されます。




	
注意:

LogMiner内部ディクショナリが、フラット・ファイル、REDOログ・ファイルまたはオンライン・カタログに含まれているLogMinerディクショナリとは異なることを理解しておいてください。LogMinerは、LogMiner内部ディクショナリは更新しますが、フラット・ファイル、REDOログ・ファイルまたはオンライン・カタログに含まれているディクショナリは更新しません。







次に、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャでDDL_DICT_TRACKINGオプションを指定するための要件を説明します。

	
DDL_DICT_TRACKINGオプションは、DICT_FROM_ONLINE_CATALOGオプションとは併用できません。


	
DDL_DICT_TRACKINGオプションでは、データベースがオープンしている必要があります。


	
サプリメンタル・ロギングをデータベース全体で有効にするか、または対象となる表のログ・グループを作成しておく必要があります。









DDL_DICT_TRACKINGおよびサプリメンタル・ロギングの設定

ディクショナリ追跡とサプリメンタル・ロギングの各種設定を組み合せた場合に発生する次の相互作用に注意してください。

	
DDL_DICT_TRACKINGが有効で、サプリメンタル・ロギングが有効でない場合は、次のようになります。

	
REDOログ・ファイルでDDLトランザクションが検出された場合、V$LOGMNR_CONTENTSの問合せはORA-01347エラーを返して終了します。


	
REDOログ・ファイルでDMLトランザクションが検出された場合、LogMinerディクショナリ内の表(そのDMLの基礎となる表)の現在のバージョンがLogMinerによって正しいとは認識されず、V$LOGMNR_CONTENTSの列が次のように設定されます。

	
SQL_REDO列にバイナリ・データが含まれます。


	
STATUS列に値2が含まれます(SQLが有効でないことを示します)。


	
INFO列に「ディクショナリの不一致」という文字列が含まれます。








	
DDL_DICT_TRACKINGおよびサプリメンタル・ロギングが有効ではない場合、DML操作で参照された列がLogMinerディクショナリ内の列と一致すると、LogMinerディクショナリの最新バージョンがLogMinerによって正しいと認識され、V$LOGMNR_CONTENTSの列が次のように設定されます。

	
LogMinerは、LogMinerディクショナリ内のオブジェクトの定義を使用して、SQL_REDO列とSQL_UNDO列の値を生成します。


	
STATUS列に値3が含まれます(SQLが正しいと保証できないことを示します)。


	
INFO列には、「サプリメンタル・ログ・データが見つかりません」という文字列が含まれます。





	
DDL_DICT_TRACKINGおよびサプリメンタル・ロギングが有効ではない場合に、表のLogMinerディクショナリ定義で定義された列より、表のREDOログ・ファイル内の変更された列の方が多いときは、次のようになります。

	
SQL_REDO列とSQL_UNDO列に「ディクショナリのバージョンの不一致」という文字列が含まれます。


	
STATUS列に値2が含まれます(SQLが有効でないことを示します)。


	
INFO列に「ディクショナリの不一致」という文字列が含まれます。




また、列のディクショナリ定義で定義されている型とその列の実際の型が異なる場合は、予期しない動作が発生する可能性があります。








DDL_DICT_TRACKINGおよび指定された時間範囲またはSCN範囲

LogMinerは、LogMinerディクショナリの一貫性を維持するためにDDL文が必要なため、DDL_DICT_TRACKINGオプションが有効な場合、要求した開始時刻またはSCN(DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRで指定)より前に、REDOログ・ファイルの読取りを開始する場合があります。LogMinerがREDOログ・ファイルの読取りを開始する実際の時刻またはSCNは、必須開始時刻または必須開始SCNと呼ばれます。

欠落REDOログ・ファイル(順序番号に基づく)は、必須開始時刻または必須開始SCNから読取りを開始できません。

LogMinerでは、REDOログ・データの読取りを開始する位置を次のとおり決定します。

	
ディクショナリのロード後、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを初めてコールする場合、LogMinerは、次のいずれかの値の早い方を基準に読取りを開始します。

	
ユーザーが要求した開始時刻またはSCN値


	
ディレクトリ・ダンプのコミットSCN





	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対するこれ以降のコールでは、LogMinerは、次のいずれかの値の最も早いものを基準に読取りを開始します。

	
ユーザーが要求した開始時刻またはSCN値


	
COMMIT文がLogMinerによって読み込まれていない最も早いDDLトランザクションの開始時


	
LogMinerによって読み込まれた最高のSCN







次に、前述の内容の使用例を示します。

5つのREDOログ・ファイルを含むREDOログ・ファイル・リストを作成するとします。ディクショナリは、最初のREDOファイルに含まれ、確認対象として指定した変更(DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを使用)は、3番目のREDOログ・ファイルに記録されているとします。ここで、次の手順を実行します。

	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールします。LogMinerによって、次のログ・ファイルが読み込まれます。

	
ディクショナリをロードするための最初のログ・ファイル


	
その中に含まれている可能性があるDDLをすべて取得するための2番目のREDOログ・ファイル


	
必要なデータを取得するための3番目のログ・ファイル





	
同じ要求範囲で、再度DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールします。

LogMinerは、REDOログ・ファイル3から読取りを開始します。REDOログ・ファイル2に含まれているDDL文はすでに処理されているため、REDOログ・ファイル2を読み込む必要はありません。


	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを再度コールします。今回は、REDOログ・ファイル5からデータを読み込む必要があるパラメータを指定します。

LogMinerは、REDOログ・ファイル4から読取りを開始し、その中に含まれているすべてのDDL文を取得します。




LogMinerが実際に読取りを開始する位置を確認するには、V$LOGMNR_PARAMETERSビューのREQUIRED_START_DATE列またはREQUIRED_START_SCN列を問い合せます。LogMinerが読取りを開始する位置に関係なく、要求した範囲内の行のみがV$LOGMNR_CONTENTSビューから返されます。








ビューでのLogMiner操作情報へのアクセス

LogMiner操作情報(REDOデータではなく)は、次のビューに含まれています。他のビューと同様に、SQLを使用してこれらのビューを問い合せることができます。

	
V$LOGMNR_DICTIONARY

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対してSTORE_IN_FLAT_FILEオプションを使用して作成されたLogMinerディクショナリ・ファイルに関する情報を表示します。LogMinerディクショナリ作成の基礎となったデータベースに関する情報などが表示されます。


	
V$LOGMNR_LOGS

指定したREDOログ・ファイルに関する情報を表示します。詳細は、「V$LOGMNR_LOGSの問合せ」を参照してください。


	
V$LOGMNR_PARAMETERS

オプションのLogMinerパラメータに関する情報を表示します。開始システム変更番号(SCN)と終了SCN、開始時刻と終了時刻などの情報が含まれます。


	
V$DATABASE、DBA_LOG_GROUPS、ALL_LOG_GROUPS、USER_LOG_GROUPS、DBA_LOG_GROUP_COLUMNS、ALL_LOG_GROUP_COLUMNS、USER_LOG_GROUP_COLUMSNS

サプリメンタル・ロギングの現在の設定に関する情報を表示します。詳細は、「サプリメンタル・ロギング設定に関するビューの問合せ」を参照してください。






V$LOGMNR_LOGSの問合せ

V$LOGMNR_LOGSビューを問い合せて、LogMinerによる分析のためにREDOログ・ファイルのリストに手動または自動で追加されたREDOログ・ファイルを判別することができます。このビューでは、REDOログ・ファイルごとに1行が含まれます。各REDOログ・ファイルに関する重要な情報(ファイル名、順序番号、SCN範囲、時間範囲、LogMinerディクショナリのすべてを含むか一部を含むかなど)が提供されます。

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対するコールが成功すると、V$LOGMNR_LOGSビューのSTATUS列には、次のいずれかの値が含まれます。

	
0

REDOログ・ファイルが、V$LOGMNR_CONTENTSビューの問合せ中に処理されることを示します。


	
1

対象のREDOログ・ファイルが、V$LOGMNR_CONTENTSビューに対する選択操作中にLogMinerによって処理される、最初のREDOログ・ファイルとなることを示します。


	
2

REDOログ・ファイルが除外されたため、V$LOGMNR_CONTENTSビューの問合せ中にLogMinerによって処理されないことを示します。このファイルは、要求した時間範囲またはSCN範囲を満たすには不要なため、除外されました。


	
4

LogMiner REDOログ・ファイル・リストから、REDOログ・ファイル(順序番号に基づく)が欠落していることを示します。




V$LOGMNR_LOGSビューには、次のように、リストから欠落している各REDOログ・ファイルに対する行が1行含まれます。

	
FILENAME列には、順序番号の連続する範囲とSCN範囲の差異の合計が含まれます。

例: スレッド番号1、順序番号100から102の欠落ログ・ファイル


	
INFO列には、MISSING_LOGFILEという文字列が含まれます。




REDOログ・ファイル・リストから欠落しているファイルの情報は、次の場合に有効な場合があります。

	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRへのコール時に指定可能なDDL_DICT_TRACKINGオプションおよびCONTINUOUS_MINEオプションによって、要求した時間範囲またはSCN範囲に対するLogMiner REDOログ・ファイル・リストから、REDOログ・ファイルが欠落しなくなります。DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対するコールが失敗した場合、V$LOGMNR_LOGSビューのSTATUS列を問い合せることによって、リストから欠落しているREDOログ・ファイルを判別できます。その後、欠落しているREDOログ・ファイルを検索して、手動で追加すると、再度DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRをコールできます。


	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRへのコール時に指定可能なその他のオプションでは、LogMiner REDOログ・ファイル・リストからファイルが欠落する場合がありますが、ファイルの欠落は、可能なかぎり回避する必要があります。V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せる前に、V$LOGMNR_LOGSビューを問い合せて、必要なすべてのファイルがリストにあることを確認できます。リストに欠落ファイルがある場合にV$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せると、次の列の値を持つ行がV$LOGMNR_CONTENTSに返されます。

	
OPERATION列の値MISSING_SCN


	
STATUS列の値1291


	
INFO列の欠落しているSCN範囲を示す文字列(「欠落SCN 100から200」など)












サプリメンタル・ロギング設定に関するビューの問合せ

次のリストに示すように、複数のビューを問い合せてサプリメンタル・ロギングの現在の設定を確認できます。

	
V$DATABASEビュー

	
SUPPLEMENTAL_LOG_DATA_FK列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
NO: FOREIGN KEYオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効でない場合


	
YES: FOREIGN KEYオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効な場合





	
SUPPLEMENTAL_LOG_DATA_ALL列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
NO: ALLオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効でない場合


	
YES: ALLオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効な場合





	
SUPPLEMENTAL_LOG_DATA_UI列

	
NO: UNIQUEオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効でない場合


	
YES: UNIQUEオプションを指定したデータベース・レベルの識別キー・ロギングが有効な場合





	
SUPPLEMENTAL_LOG_DATA_MIN列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
NO: データベース・レベルのサプリメンタル・ロギングが有効でない場合


	
IMPLICIT: データベース・レベルの識別キー・ロギング・オプションが有効なため、最小サプリメンタル・ロギングが有効な場合


	
YES: SQL ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA文が発行されているため、最小サプリメンタル・ロギングが有効な場合








	
DBA_LOG_GROUPS、ALL_LOG_GROUPS、USER_LOG_GROUPSの各ビュー

	
ALWAYS列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
ALWAYS: このログ・グループの列は、関連付けられた行の列が更新された場合に補助的に記録されることを示します。


	
CONDITIONAL :このグループの列は、ログ・グループの列が更新された場合にのみ補助的に記録されることを示します。





	
GENERATED列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
GENERATED NAME: LOG_GROUP名がシステムによって生成された場合です。


	
USER NAME: LOG_GROUP名がユーザーによって定義された場合です。





	
LOG_GROUP_TYPES列

この列には、次のいずれかの値が入り、このログ・グループで定義されたロギングの種類を示します。USER LOG GROUPは、ログ・グループがユーザー定義である(システム生成ではない)ことを示します。

	
ALL COLUMN LOGGING


	
FOREIGN KEY LOGGING


	
PRIMARY KEY LOGGING


	
UNIQUE KEY LOGGING


	
USER LOG GROUP








	
DBA_LOG_GROUP_COLUMNS、ALL_LOG_GROUP_COLUMNS、USER_LOG_GROUP_COLUMNSの各ビュー

	
LOGGING_PROPERTY列

この列には次のいずれかの値が入ります。

	
LOG: ログ・グループのこの列が補助的に記録されることを示します。


	
NO LOG: ログ・グループのこの列が補助的に記録されないことを示します。

















一般的なLogMinerセッションの手順

この項では、一般的LogMinerセッションの手順について説明します。各手順の詳細は、該当する後述の項を参照してください。

	
サプリメンタル・ロギングの有効化


	
LogMinerディクショナリの抽出(オンライン・カタログを使用する予定でない場合)


	
分析するREDOログ・ファイルの指定


	
LogMinerの起動


	
V$LOGMNR_CONTENTSの問合せ


	
LogMinerセッションの終了




LogMinerを実行するには、DBMS_LOGMNR PL/SQLパッケージを使用します。また、オンライン・カタログを使用するのではなく、LogMinerディクショナリを抽出した場合は、DBMS_LOGMNR_Dパッケージも使用します。

DBMS_LOGMNRパッケージには、LogMinerの初期化および実行に使用するプロシージャ(REDOログ・ファイルの名前、フィルタ基準、セッション特性を指定するためのインタフェースなど)が含まれます。DBMS_LOGMNR_Dパッケージは、現在のデータベースのデータベース・ディクショナリ表を問い合せてLogMinerディクショナリ・ファイルを作成します。

LogMiner PL/SQLパッケージは、SYSスキーマが所有します。したがって、ユーザーSYSとして接続していない場合は、次の条件が必要になります。

	
コールにSYSを含める必要があります。次に例を示します。


EXECUTE SYS.DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR;


	
EXECUTE_CATALOG_ROLEロールを付与されている必要があります。



	
参照:

	
これらのLogMinerパッケージの構文およびパラメータの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
PL/SQLプロシージャの実行の詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。















サプリメンタル・ロギングの有効化

使用する種類のサプリメンタル・ロギングを有効にします。最低限、次のように最小サプリメンタル・ロギングを有効にする必要があります。


ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;


詳細は、「サプリメンタル・ロギング」を参照してください。






LogMinerディクショナリの抽出

LogMinerを使用するには、次のいずれかの方法でディクショナリを含める必要があります。

	
LogMiner起動時にDICT_FROM_ONLINE_CATALOGオプションでオンライン・カタログの使用を指定。詳細は、「オンライン・カタログの使用」を参照してください。


	
REDOログ・ファイルにデータベース・ディクショナリ情報を抽出。詳細は、「REDOログ・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出」を参照してください。


	
フラット・ファイルにデータベース・ディクショナリ情報を抽出。詳細は、「フラット・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出」を参照してください。









分析するREDOログ・ファイルの指定

LogMinerを起動する前に、分析するREDOログ・ファイルを指定する必要があります。この指定を行うには、次の手順で示すとおり、DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャを実行します。REDOログ・ファイルは、任意の順序で追加および削除できます。




	
注意:

REDOログ・ファイルを生成するデータベース・インスタンスでマイニングを行う場合は、LogMinerの起動時にCONTINUOUS_MINEオプションおよび次のいずれかのパラメータを指定する必要があります。
	
STARTSCNパラメータ


	
STARTTIMEパラメータ




詳細は、「REDOログ・ファイル・オプション」を参照してください。









	
データベースをマウントした状態またはマウントしていない状態で、SQL*Plusを使用してOracleインスタンスを起動します。たとえば、SQLプロンプトでSTARTUP文を入力します。


STARTUP


	
REDOログ・ファイルのリストを作成します。PL/SQLプロシージャDBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEのNEWオプションを指定して、新規リストの開始であることを指定します。たとえば、REDOログ・ファイル/oracle/logs/log1.fを指定するには、次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/oracle/logs/log1.f', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


	
必要に応じて、PL/SQLプロシージャDBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEのADDFILEオプションを指定し、さらにREDOログ・ファイルを追加します。たとえば、REDOログ・ファイル/oracle/logs/log2.fを追加するには、次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/oracle/logs/log2.f', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.ADDFILE);


REDOログ・ファイルを追加する場合、OPTIONSパラメータの指定はオプションです。たとえば、次のように入力できます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME=>'/oracle/logs/log2.f');


	
必要に応じて、PL/SQLプロシージャDBMS_LOGMNR.REMOVE_LOGFILEを使用してREDOログ・ファイルを削除します。たとえば、REDOログ・ファイル/oracle/logs/log2.fを削除するには、次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.REMOVE_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/oracle/logs/log2.f');









LogMinerの起動


LogMinerディクショナリ・ファイルを作成し、分析するREDOログ・ファイルを指定した後、LogMinerを起動する必要があります。次の手順を実行します。

	
DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャを実行して、LogMinerを起動します。

LogMinerディクショナリ・オプションを指定することをお薦めします。このオプションを指定していない場合、LogMinerでは、内部オブジェクトの識別子とデータ型を、オブジェクト名と外部データ書式に変換できません。したがって、内部オブジェクトIDが返され、データはバイナリ・データとして提供されます。また、ディクショナリがない場合、MINE_VALUE機能およびCOLUMN_PRESENT機能は使用できません。

フラット・ファイルのLogMinerディクショナリの名前を指定する場合は、そのディクショナリ・ファイルに完全修飾されたファイル名を指定する必要があります。たとえば、/oracle/database/dictionary.oraを使用してLogMinerを起動するには、次の文を発行します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   DICTFILENAME =>'/oracle/database/dictionary.ora');


フラット・ファイルのディクショナリ名を指定しない場合は、OPTIONSパラメータを使用して、DICT_FROM_REDO_LOGSオプションまたはDICT_FROM_ONLINE_CATALOGオプションのいずれかを指定します。

DICT_FROM_REDO_LOGSを指定した場合、LogMinerでは、DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILEプロシージャで指定したREDOログ・ファイルに、ディクショナリが含まれていると認識されます。ディクショナリが含まれているREDOログ・ファイルを判別するには、V$ARCHIVED_LOGビューを使用します。例については、「REDOログ・ファイルへのLogMinerディクショナリの抽出」を参照してください。



	
注意:

LogMinerの起動後にREDOログ・ファイルを追加した場合は、LogMinerを再起動する必要があります。LogMinerは、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対する前回のコールに含まれていたオプションを保持しないため、使用するオプションを再度指定する必要があります。ただし、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対する現在のコールでディクショナリを指定しない場合は、前回のコールで指定したディクショナリ仕様を保持します。






DICT_FROM_ONLINE_CATALOGオプションの詳細は、「オンライン・カタログの使用」を参照してください。


	
オプションで、時刻またはSCNによって問合せをフィルタ処理できます。詳細は、「時刻によるデータのフィルタ処理」または「SCNによるデータのフィルタ処理」を参照してください。


	
OPTIONSパラメータを使用して、LogMinerセッションの特性を追加指定することもできます。たとえば、オンライン・カタログをLogMinerディクショナリとして使用して、V$LOGMNR_CONTENTSビューにコミット済トランザクションのみを表示できます。次のように入力します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(OPTIONS => -
   DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
   DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY);


DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRオプションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャは、毎回異なるオプションを指定して、複数回実行できます。この機能は、たとえば、V$LOGMNR_CONTENTSの問合せから必要な結果を取得できず、他のオプションを指定してLogMinerを再起動する場合に有効です。LogMinerディクショナリを再指定する必要がないかぎり、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRに対する前回のコールでREDOログ・ファイルがすでに追加されている場合は、再度追加する必要はありません。









V$LOGMNR_CONTENTSの問合せ

この時点で、LogMinerは起動され、V$LOGMNR_CONTENTSビューに対して問合せを実行できます。この例については、「V$LOGMNR_CONTENTSに返されるデータのフィルタ処理および書式設定」を参照してください。






LogMinerセッションの終了

LogMinerセッションを正常に終了するには、次に示すとおり、PL/SQLプロシージャDBMS_LOGMNR.END_LOGMNRを使用します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR;


このプロシージャを実行すると、すべてのREDOログ・ファイルがクローズされ、LogMinerによって割り当てられたすべてのデータベースとシステム・リソースを解放できます。

このプロシージャを実行しない場合、LogMinerは、起動を実行したOracleセッションが終了するまで、割り当てられたすべてのリソースを保持します。DDL_DICT_TRACKINGオプションまたはDICT_FROM_REDO_LOGSオプションのいずれかを使用した場合は、LogMinerセッションの終了に、このプロシージャを使用する必要があります。








LogMinerの使用例

この項では、次の各一般的カテゴリでのLogMinerの使用例を示します。

	
分析するREDOログ・ファイルの明示的指定によるマイニングの例


	
REDOログ・ファイルのリストを明示的に指定しないマイニングの例


	
使用例



	
注意:

この項のすべての例では、最小サプリメンタル・ロギングが次のように有効にされているとします。

SQL> ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA;


詳細は、「サプリメンタル・ロギング」を参照してください。

「例2: 指定したSCN範囲でのREDOログ・ファイルのマイニング」と「使用例」以外のすべての例では、NLS_DATE_FORMATパラメータが次のように設定されているとみなします。


SQL>  ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss';


LogMinerではユーザー・セッションに対してアクティブなNLS_DATE_FORMATパラメータの設定を使用して日付データが表示されるため、この手順はオプションです。ただし、このパラメータを明示的に設定すると、指定した日付書式が使用されます。












分析するREDOログ・ファイルの明示的指定によるマイニングの例

次の例では、分析対象データが存在するREDOログ・ファイルがわかっている場合のLogMinerの使用方法を示します。この項は、次に示す例で構成されています。それぞれの例は、前の例に基づいて作成されているため、順番に読み進むことをお薦めします。

	
例1: 最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルでのすべての変更の検索


	
例2: コミット済トランザクションへのDML文のグループ化


	
例3: 再構築されたSQLの書式設定


	
例4: REDOログ・ファイル内のLogMinerディクショナリの使用


	
例5: 内部ディクショナリでのDDL文の追跡


	
例6: 時間範囲による出力のフィルタ処理




SQL出力の画面上の書式設定は、この項で示す例とは異なる場合があります。



例1: 最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルでのすべての変更の検索

データベースの変更履歴を確認する最も簡単な方法は、ソース・データベースでマイニングし、オンライン・カタログを使用してREDOログ・ファイルを変換する方法です。この例では、LogMinerを使用して最も簡単に分析を行う方法を示します。

この例では、最後にアーカイブされたREDOログ(データベースで生成)に含まれているすべての変更を検索します(データベースは、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースでないものとします)。

	
	手順1   最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを判別します。
	
この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE FIRST_TIME = (SELECT MAX(FIRST_TIME) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME                            
-------------------------------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf


	
	手順2   分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。
	
手順1の問合せで返されたREDOログ・ファイルを指定します。このリストは、1つのREDOログ・ファイルで構成されます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
  LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf', -
  OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


	
	手順3   LogMinerを起動します。
	
LogMinerを起動し、使用するディクショナリを指定します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG);


	
	手順4   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
4つのトランザクションがあることに注意してください(そのうちの2つは、分析するREDOログ・ファイル内でコミット済であり、2つはコミットされていません)。出力には、実行された順序でDML文が表示されるため、トランザクションは交互に配置されます。


SELECT username AS USR, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' ||  XIDSQN) AS XID, 
   SQL_REDO, SQL_UNDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS WHERE username IN ('HR', 'OE');

USR    XID          SQL_REDO                        SQL_UNDO
----   ---------  ----------------------------------------------------
HR     1.11.1476  set transaction read write;

HR     1.11.1476  insert into "HR"."EMPLOYEES"(     delete from "HR"."EMPLOYEES" 
                  "EMPLOYEE_ID","FIRST_NAME",       where "EMPLOYEE_ID" = '306'
                  "LAST_NAME","EMAIL",              and "FIRST_NAME" = 'Nandini'
                  "PHONE_NUMBER","HIRE_DATE",       and "LAST_NAME" = 'Shastry'
                  "JOB_ID","SALARY",                and "EMAIL" = 'NSHASTRY'
                  "COMMISSION_PCT","MANAGER_ID",    and "PHONE_NUMBER" = '1234567890'
                  "DEPARTMENT_ID") values           and "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-JAN-2003
                  ('306','Nandini','Shastry',       13:34:43', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') 
                  'NSHASTRY', '1234567890',         and "JOB_ID" = 'HR_REP' and 
                  TO_DATE('10-jan-2003 13:34:43',   "SALARY" = '120000' and 
                  'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),         "COMMISSION_PCT" = '.05' and
                  'HR_REP','120000', '.05',         "DEPARTMENT_ID" = '10' and
                  '105','10');                      ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAO';
     
OE     1.1.1484   set transaction read write;

OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  update "OE"."PRODUCT_INFORMATION" 
                  set "WARRANTY_PERIOD" =            set "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+05-00') where      TO_YMINTERVAL('+01-00') where
                  "PRODUCT_ID" = '1799' and          "PRODUCT_ID" = '1799' and
                  "WARRANTY_PERIOD" =                "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+01-00') and        TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                  ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB';      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB'; 
                                                                                
OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                  set "WARRANTY_PERIOD" =            set "WARRANTY_PERIOD" =
                  TO_YMINTERVAL('+05-00') where      TO_YMINTERVAL('+01-00') where
                  "PRODUCT_ID" = '1801' and          "PRODUCT_ID" = '1801' and
                  "WARRANTY_PERIOD" =                "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+01-00') and        TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                  ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAC';      ROWID ='AAAHTKAABAAAY9mAAC';

HR     1.11.1476  insert into "HR"."EMPLOYEES"(     delete from "HR"."EMPLOYEES"
                  "EMPLOYEE_ID","FIRST_NAME",       "EMPLOYEE_ID" = '307' and 
                  "LAST_NAME","EMAIL",              "FIRST_NAME" = 'John' and
                  "PHONE_NUMBER","HIRE_DATE",       "LAST_NAME" = 'Silver' and
                  "JOB_ID","SALARY",                "EMAIL" = 'JSILVER' and 
                  "COMMISSION_PCT","MANAGER_ID",    "PHONE_NUMBER" = '5551112222'
                  "DEPARTMENT_ID") values           and "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003
                  ('307','John','Silver',           13:41:03', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') 
                   'JSILVER', '5551112222',         and "JOB_ID" ='105' and "DEPARTMENT_ID" 
                  TO_DATE('10-jan-2003 13:41:03',   = '50' and ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAP'; 
                  'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                  'SH_CLERK','110000', '.05',
                  '105','50');                

OE     1.1.1484   commit;

HR     1.15.1481   set transaction read write;

HR     1.15.1481  delete from "HR"."EMPLOYEES"      insert into "HR"."EMPLOYEES"(
                  where "EMPLOYEE_ID" = '205' and   "EMPLOYEE_ID","FIRST_NAME",
                  "FIRST_NAME" = 'Shelley' and      "LAST_NAME","EMAIL","PHONE_NUMBER",
                  "LAST_NAME" = 'Higgins' and       "HIRE_DATE", "JOB_ID","SALARY",
                  "EMAIL" = 'SHIGGINS' and          "COMMISSION_PCT","MANAGER_ID",
                  "PHONE_NUMBER" = '515.123.8080'   "DEPARTMENT_ID") values
                  and "HIRE_DATE" = TO_DATE(        ('205','Shelley','Higgins',
                  '07-jun-1994 10:05:01',           and     'SHIGGINS','515.123.8080',
                  'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss')         TO_DATE('07-jun-1994 10:05:01',
                  and "JOB_ID" = 'AC_MGR'           'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                  and "SALARY"= '12000'            'AC_MGR','12000',NULL,'101','110'); 
                  and "COMMISSION_PCT" IS NULL 
                  and "MANAGER_ID" 
                  = '101' and "DEPARTMENT_ID" = 
                  '110' and ROWID = 
                  'AAAHSkAABAAAY6rAAM';


OE     1.8.1484   set transaction read write;

OE     1.8.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                  set "WARRANTY_PERIOD" =            set "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+12-06') where      TO_YMINTERVAL('+20-00') where
                  "PRODUCT_ID" = '2350' and          "PRODUCT_ID" = '2350' and
                  "WARRANTY_PERIOD" =                "WARRANTY_PERIOD" =
                  TO_YMINTERVAL('+20-00') and        TO_YMINTERVAL('+20-00') and
                  ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9tAAD';       ROWID ='AAAHTKAABAAAY9tAAD'; 

HR     1.11.1476  commit;


	
	手順5   LogMinerセッションを終了します。
	

SQL> EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例2: コミット済トランザクションへのDML文のグループ化

最初の例(「例1: 最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルでのすべての変更の検索」)で示したとおり、LogMinerのデフォルト動作では、トランザクションがコミット済であるかどうかに関係なく、分析するREDOログ・ファイルで検出されたすべての変更が表示されます。また、LogMinerでは、実行された順序で変更が表示されます。同じトランザクションに属するDML文がグループにまとめられていないため、出力を目視で簡単に確認することはできません。SQLを使用してトランザクションをグループ化することもできますが、LogMinerでは、より簡単な方法が提供されています。この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを再度分析しますが、コミット済トランザクションのみが返されます。

	
	手順1   データベースによって最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを判別します。
	
この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE FIRST_TIME = (SELECT MAX(FIRST_TIME) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME                            
-------------------------------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf


	
	手順2   分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。
	
手順1の問合せで返されたREDOログ・ファイルを指定します。このリストは、1つのREDOログ・ファイルで構成されます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


	
	手順3   LogMinerを起動します。
	
使用するディクショナリとCOMMITTED_DATA_ONLYオプションを指定して、LogMinerを起動します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
   DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY); 


	
	手順4   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
「例1: 最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルでのすべての変更の検索」に示したとおり、トランザクション1.11.1476は1.1.1484より前に開始されていますが、トランザクション1.1.1484の後にコミットされました。したがって、この例では、トランザクション1.1.1484は、その全体がトランザクション1.11.1476より前に示されます。分析中のREDOログ・ファイル内の、コミットされなかった2つのトランザクションは返されません。


SELECT username AS USR, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' ||  XIDSQN) AS XID, SQL_REDO, 
   SQL_UNDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS WHERE username IN ('HR', 'OE');
;
USR    XID          SQL_REDO                        SQL_UNDO
----   ---------    ------------------------------- ---------------------------------
     
OE     1.1.1484   set transaction read write;

OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  update "OE"."PRODUCT_INFORMATION" 
                  set "WARRANTY_PERIOD" =            set "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+05-00') where      TO_YMINTERVAL('+01-00') where
                  "PRODUCT_ID" = '1799' and          "PRODUCT_ID" = '1799' and
                  "WARRANTY_PERIOD" =                "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+01-00') and        TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                  ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB';      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB'; 
                                                                                
OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                  set "WARRANTY_PERIOD" =            set "WARRANTY_PERIOD" =
                  TO_YMINTERVAL('+05-00') where      TO_YMINTERVAL('+01-00') where
                  "PRODUCT_ID" = '1801' and          "PRODUCT_ID" = '1801' and
                  "WARRANTY_PERIOD" =                "WARRANTY_PERIOD" = 
                  TO_YMINTERVAL('+01-00') and        TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                  ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAC';      ROWID ='AAAHTKAABAAAY9mAAC';

OE     1.1.1484   commit;
                            
HR     1.11.1476  set transaction read write;

HR     1.11.1476  insert into "HR"."EMPLOYEES"(     delete from "HR"."EMPLOYEES" 
                  "EMPLOYEE_ID","FIRST_NAME",       where "EMPLOYEE_ID" = '306'
                  "LAST_NAME","EMAIL",              and "FIRST_NAME" = 'Nandini'
                  "PHONE_NUMBER","HIRE_DATE",       and "LAST_NAME" = 'Shastry'
                  "JOB_ID","SALARY",                and "EMAIL" = 'NSHASTRY'
                  "COMMISSION_PCT","MANAGER_ID",    and "PHONE_NUMBER" = '1234567890'
                  "DEPARTMENT_ID") values           and "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-JAN-2003
                  ('306','Nandini','Shastry',       13:34:43', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') 
                  'NSHASTRY', '1234567890',         and "JOB_ID" = 'HR_REP' and 
                  TO_DATE('10-jan-2003 13:34:43',   "SALARY" = '120000' and 
                  'dd-mon-yyy hh24:mi:ss'),         "COMMISSION_PCT" = '.05' and
                  'HR_REP','120000', '.05',         "DEPARTMENT_ID" = '10' and
                  '105','10');                      ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAO';

HR     1.11.1476  insert into "HR"."EMPLOYEES"(     delete from "HR"."EMPLOYEES"
                  "EMPLOYEE_ID","FIRST_NAME",       "EMPLOYEE_ID" = '307' and 
                  "LAST_NAME","EMAIL",              "FIRST_NAME" = 'John' and
                  "PHONE_NUMBER","HIRE_DATE",       "LAST_NAME" = 'Silver' and
                  "JOB_ID","SALARY",                "EMAIL" = 'JSILVER' and 
                  "COMMISSION_PCT","MANAGER_ID",    "PHONE_NUMBER" = '5551112222'
                  "DEPARTMENT_ID") values           and "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003
                  ('307','John','Silver',           13:41:03', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') 
                   'JSILVER', '5551112222',         and "JOB_ID" ='105' and "DEPARTMENT_ID" 
                  TO_DATE('10-jan-2003 13:41:03',   = '50' and ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAP'; 
                  'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                  'SH_CLERK','110000', '.05',
                  '105','50');                

HR     1.11.1476  commit;


	
	手順5   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例3: 再構築されたSQLの書式設定

「例2: コミット済トランザクションへのDML文のグループ化」で示したとおり、オンラインREDOログ・ファイルのディクショナリでCOMMITTED_DATA_ONLYオプションを使用する方法は、コミット済トランザクションのみを対象とするための簡単な方法です。ただし、目視で簡単に確認はできません。INSERT文内の列名とそれに対応する値との間の関連が明白でないためです。PRINT_PRETTY_SQLオプションを指定することで、この問題に対処できます。このオプションを指定すると、再構築されたSQL文の一部が実行不可能になることに注意してください。

	
	手順1   最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを判別します。
	
この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE FIRST_TIME = (SELECT MAX(FIRST_TIME) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME                            
-------------------------------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf


	
	手順2   分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。
	
手順1の問合せで返されたREDOログ・ファイルを指定します。このリストは、1つのREDOログ・ファイルで構成されます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_16_482701534.dbf', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


	
	手順3   LogMinerを起動します。
	
使用するディクショナリおよびCOMMITTED_DATA_ONLYオプションとPRINT_PRETTY_SQLオプションを指定して、LogMinerを起動します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
              DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
              DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL);


DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQLオプションは、再構築されたSQLの書式のみを変更するため、目視用のレポートを生成する場合に有効です。


	
	手順4   SQL_REDO文に対するV$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	

SELECT username AS USR, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' ||  XIDSQN) AS XID, SQL_REDO 
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS;

USR    XID          SQL_REDO                     
----   ---------  -----------------------------------------------------

OE     1.1.1484   set transaction read write;

OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  
                    set 
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') 
                    where
                      "PRODUCT_ID" = '1799' and          
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+01-00') and        
                      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB';  
                                                                                
OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                    set 
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') 
                    where
                      "PRODUCT_ID" = '1801' and
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+01-00') and   
                      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAC'; 

OE     1.1.1484   commit;
                            
HR     1.11.1476  set transaction read write;

HR     1.11.1476  insert into "HR"."EMPLOYEES"
                   values
                     "EMPLOYEE_ID" = 306,
                     "FIRST_NAME" = 'Nandini',
                     "LAST_NAME" = 'Shastry',
                     "EMAIL" = 'NSHASTRY',
                     "PHONE_NUMBER" = '1234567890',
                     "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003 13:34:43', 
                     'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss',
                     "JOB_ID" = 'HR_REP',
                     "SALARY" = 120000,
                     "COMMISSION_PCT" = .05,
                     "MANAGER_ID" = 105,
                     "DEPARTMENT_ID" = 10;

HR     1.11.1476   insert into "HR"."EMPLOYEES"
                    values
                       "EMPLOYEE_ID" = 307,
                       "FIRST_NAME" = 'John',
                       "LAST_NAME" = 'Silver',
                       "EMAIL" = 'JSILVER',
                       "PHONE_NUMBER" = '5551112222',
                       "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003 13:41:03',
                       'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                       "JOB_ID" = 'SH_CLERK',
                       "SALARY" = 110000,
                       "COMMISSION_PCT" = .05,
                       "MANAGER_ID" = 105,
                       "DEPARTMENT_ID" = 50;
HR     1.11.1476    commit;


	
	手順5   再構築されたSQL_UNDO文に対するV$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	

SELECT username AS USR, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' ||  XIDSQN) AS XID, SQL_UNDO 
   FROM V$LOGMNR_CONTENTS;

USR   XID        SQL_UNDO                     
----   ---------  -----------------------------------------------------

     
OE     1.1.1484   set transaction read write;

OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"  
                    set 
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+01-00') 
                    where
                      "PRODUCT_ID" = '1799' and          
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and        
                      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAB';  
                                                                                
OE     1.1.1484   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                    set 
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+01-00') 
                    where
                      "PRODUCT_ID" = '1801' and
                      "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and   
                      ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9mAAC'; 

OE     1.1.1484   commit;
                            
HR     1.11.1476  set transaction read write;

HR     1.11.1476  delete from "HR"."EMPLOYEES"
                  where
                     "EMPLOYEE_ID" = 306 and
                     "FIRST_NAME" = 'Nandini' and
                     "LAST_NAME" = 'Shastry' and
                     "EMAIL" = 'NSHASTRY' and
                     "PHONE_NUMBER" = '1234567890' and
                     "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003 13:34:43',
                     'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') and
                     "JOB_ID" = 'HR_REP' and 
                     "SALARY" = 120000 and
                     "COMMISSION_PCT" = .05 and
                     "MANAGER_ID" = 105 and
                     "DEPARTMENT_ID" = 10 and
                     ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAO';

HR     1.11.1476   delete from "HR"."EMPLOYEES"
                   where
                       "EMPLOYEE_ID" = 307 and
                       "FIRST_NAME" = 'John' and
                       "LAST_NAME" = 'Silver' and
                       "EMAIL" = 'JSILVER' and
                       "PHONE_NUMBER" = '555122122' and
                       "HIRE_DATE" = TO_DATE('10-jan-2003 13:41:03',
                       'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss') and
                       "JOB_ID" = 'SH_CLERK' and
                       "SALARY" = 110000 and
                       "COMMISSION_PCT" = .05 and
                       "MANAGER_ID" = 105 and
                       "DEPARTMENT_ID" = 50 and
                       ROWID = 'AAAHSkAABAAAY6rAAP'; 
HR     1.11.1476    commit;


	
	手順6   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例4: REDOログ・ファイル内のLogMinerディクショナリの使用

この例では、REDOログ・ファイルに抽出されたディクショナリを使用する方法を示します。オンライン・カタログ内のディクショナリを使用する場合は、オンライン・カタログを生成したデータベースと同じデータベース内のREDOログ・ファイルをマイニングする必要があります。REDOログ・ファイルに含まれているディクショナリを使用すると、別のデータベース内のREDOログ・ファイルをマイニングできます。

	
	手順1   データベースによって最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを判別します。
	
この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。


SELECT NAME, SEQUENCE# FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE FIRST_TIME = (SELECT MAX(FIRST_TIME) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME                                           SEQUENCE#
--------------------------------------------   --------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf   210


	
	手順2   ディクショナリを含むREDOログ・ファイルを検索します。
	
ディクショナリは、複数のREDOログ・ファイルに含まれている場合があります。したがって、ディクショナリの先頭と終わりが含まれているREDOログ・ファイルを判別する必要があります。次の手順を実行して、V$ARCHIVED_LOGビューを問い合せます。

	
ディクショナリ抽出の終わりが含まれているREDOログ・ファイルを検索します。このREDOログ・ファイルは、分析するREDOログ・ファイルより前に作成されている必要がありますが、できるかぎり新しいものを使用します。


SELECT NAME, SEQUENCE#, DICTIONARY_BEGIN d_beg, DICTIONARY_END d_end
   FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX (SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE DICTIONARY_END = 'YES' and SEQUENCE# <= 210);

NAME                                           SEQUENCE#    D_BEG  D_END
--------------------------------------------   ----------   -----  ------
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf   208          NO     YES


	
データ・ディクショナリ抽出の先頭(前の手順で検出されたディクショナリの終わりに対応)が含まれているREDOログ・ファイルを検索します。


SELECT NAME, SEQUENCE#, DICTIONARY_BEGIN d_beg, DICTIONARY_END d_end
   FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX (SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE DICTIONARY_BEGIN = 'YES' and SEQUENCE# <= 208);

NAME                                           SEQUENCE#    D_BEG  D_END
--------------------------------------------   ----------   -----  ------
/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf   207          YES     NO


	
分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。ディクショナリの先頭と終わりが含まれているREDOログ・ファイル、および分析するREDOログ・ファイルを追加します。REDOログ・ファイルは任意の順序で追加できます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf', -
       OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);
EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf');
EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf');


	
V$LOGMNR_LOGSビューを問い合せて、分析するREDOログ・ファイルのリストをタイムスタンプとともに表示します。

出力では、LogMinerによって欠落しているREDOログ・ファイルに指摘フラグが付けられています。正常に機能するために欠落しているREDOログ・ファイルが必要なオプションを指定していない場合は、LogMinerでマイニングを続行できます。





SQL> SELECT FILENAME AS name, LOW_TIME, HIGH_TIME FROM V$LOGMNR_LOGS;
 NAME                                  LOW_TIME              HIGH_TIME
-------------------------------------   --------------------  --------------------
/usr/data/db1arch_1_207_482701534.dbf   10-jan-2003 12:01:34  10-jan-2003 13:32:46

/usr/data/db1arch_1_208_482701534.dbf   10-jan-2003 13:32:46  10-jan-2003 15:57:03

Missing logfile(s) for thread number 1, 10-jan-2003 15:57:03  10-jan-2003 15:59:53 
sequence number(s) 209 to 209

/usr/data/db1arch_1_210_482701534.dbf   10-jan-2003 15:59:53  10-jan-2003 16:07:41


	
	手順3   LogMinerを起動します。
	
使用するディクショナリおよびCOMMITTED_DATA_ONLYオプションとPRINT_PRETTY_SQLオプションを指定して、LogMinerを起動します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_REDO_LOGS + -
              DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
              DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL);


	
	手順4   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
問合せによって返される行数を減らすには、SYSスキーマまたはSYSTEMスキーマで実行されたすべてのDML文を問合せから除外します。(この問合せでは、ディクショナリ抽出に関連したトランザクションを除外するタイムスタンプを指定します。)

出力には3つのトランザクションが表示されます。2つのDDLトランザクションと1つのDMLトランザクションです。DDLトランザクション1.2.1594は表oe.product_trackingを作成し、1.18.1602は表oe.product_informationでトリガーを作成します。いずれのトランザクションでも、システム表(SYSによって所有される表)に対して実行されたDML文は、問合せ条件に基づいてフィルタ処理で除外されます。

DMLトランザクション1.9.1598は、oe.product_information表を更新します。このトランザクションの更新操作は完全に変換されます。ただし、問合せの出力には、変換されない再構築されたSQL文も含まれます。これらの文は、データ・ディクショナリがREDOログ・ファイルに抽出された後で作成されたoe.product_tracking表で実行された可能性があります。

(次に示す例は、すべてのSQL文が完全に変換されるように、DDL_DICT_TRACKINGを使用したLogMinerの実行例です。バイナリ・データは返されていません。)


SELECT USERNAME AS usr, SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS 
   WHERE SEG_OWNER IS NULL OR SEG_OWNER NOT IN ('SYS', 'SYSTEM') AND
   TIMESTAMP > '10-jan-2003 15:59:53';

USR             XID         SQL_REDO
---             --------    -----------------------------------
SYS             1.2.1594    set transaction read write;
SYS             1.2.1594    create table oe.product_tracking (product_id number not null,
                            modified_time date,
                            old_list_price number(8,2),
                            old_warranty_period interval year(2) to month);
SYS             1.2.1594    commit;

SYS             1.18.1602   set transaction read write;
SYS             1.18.1602   create or replace trigger oe.product_tracking_trigger
                            before update on oe.product_information
                            for each row
                            when (new.list_price <> old.list_price or
                                  new.warranty_period <> old.warranty_period)
                            declare
                            begin
                            insert into oe.product_tracking values 
                               (:old.product_id, sysdate,
                                :old.list_price, :old.warranty_period);
                            end;
SYS             1.18.1602   commit;

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 100
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 1729 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 80 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9yAAA';

OE              1.9.1598    insert into "UNKNOWN"."OBJ# 33415"
                              values
                                "COL 1" = HEXTORAW('c2121e'),
                                "COL 2" = HEXTORAW('7867010d110804'),
                                "COL 3" = HEXTORAW('c151'),
                                "COL 4" = HEXTORAW('800000053c');

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 92
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 2340 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 72 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9zAAA';

OE              1.9.1598    insert into "UNKNOWN"."OBJ# 33415"
                              values
                                "COL 1" = HEXTORAW('c21829'),
                                "COL 2" = HEXTORAW('7867010d110808'),
                                "COL 3" = HEXTORAW('c149'),
                                "COL 4" = HEXTORAW('800000053c');

OE              1.9.1598     commit;


	
	手順5   必要に応じて、追加の問合せを発行します。
	
CREATE TABLE DDL文の一部として実行されたすべてのDML文を表示します。この中には、ユーザーによって実行された文、Oracleによって内部的に実行された文などが含まれます。



	
注意:

ここで示すような問合せによって、表示された文を再適用する場合は、DDL文のみを再適用します。Oracleによって内部的に実行されたDML文は再適用しないでください。データベースを破損する危険性があります。次の出力では、再適用操作で使用する文はCREATE TABLE OE.PRODUCT_TRACKING文のみです。







SELECT SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS
   WHERE XIDUSN  = 1 and XIDSLT = 2 and XIDSQN = 1594;

SQL_REDO
--------------------------------------------------------------------------------
set transaction read write;

insert into "SYS"."OBJ$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "DATAOBJ#" = 33415,
    "OWNER#" = 37,
    "NAME" = 'PRODUCT_TRACKING',
    "NAMESPACE" = 1,
    "SUBNAME" IS NULL,
    "TYPE#" = 2,
    "CTIME" = TO_DATE('13-jan-2003 14:01:03', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
    "MTIME" = TO_DATE('13-jan-2003 14:01:03', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
    "STIME" = TO_DATE('13-jan-2003 14:01:03', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
    "STATUS" = 1,
    "REMOTEOWNER" IS NULL,
    "LINKNAME" IS NULL,
    "FLAGS" = 0,
    "OID$" IS NULL,
    "SPARE1" = 6,
    "SPARE2" = 1,
    "SPARE3" IS NULL,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL;

insert into "SYS"."TAB$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "DATAOBJ#" = 33415,
    "TS#" = 0,
    "FILE#" = 1,
    "BLOCK#" = 121034,
    "BOBJ#" IS NULL,
    "TAB#" IS NULL,
    "COLS" = 5,
    "CLUCOLS" IS NULL,
    "PCTFREE$" = 10,
    "PCTUSED$" = 40,
    "INITRANS" = 1,
    "MAXTRANS" = 255,
    "FLAGS" = 1,
    "AUDIT$" = '--------------------------------------',
    "ROWCNT" IS NULL,
    "BLKCNT" IS NULL,
    "EMPCNT" IS NULL,
    "AVGSPC" IS NULL,
    "CHNCNT" IS NULL,
    "AVGRLN" IS NULL,
    "AVGSPC_FLB" IS NULL,
    "FLBCNT" IS NULL,
    "ANALYZETIME" IS NULL,
    "SAMPLESIZE" IS NULL,
    "DEGREE" IS NULL,
    "INSTANCES" IS NULL,
    "INTCOLS" = 5,
    "KERNELCOLS" = 5,
    "PROPERTY" = 536870912,
    "TRIGFLAG" = 0,
    "SPARE1" = 178,
    "SPARE2" IS NULL,
    "SPARE3" IS NULL,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "SPARE6" = TO_DATE('13-jan-2003 14:01:05', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),

insert into "SYS"."COL$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "COL#" = 1,
    "SEGCOL#" = 1,
    "SEGCOLLENGTH" = 22,
    "OFFSET" = 0,
    "NAME" = 'PRODUCT_ID',
    "TYPE#" = 2,
    "LENGTH" = 22,
    "FIXEDSTORAGE" = 0,
    "PRECISION#" IS NULL,
    "SCALE" IS NULL,
    "NULL$" = 1,
    "DEFLENGTH" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL,
    "INTCOL#" = 1,
    "PROPERTY" = 0,
    "CHARSETID" = 0,
    "CHARSETFORM" = 0,
    "SPARE1" = 0,
    "SPARE2" = 0,
    "SPARE3" = 0,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "DEFAULT$" IS NULL;

insert into "SYS"."COL$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "COL#" = 2,
    "SEGCOL#" = 2,
    "SEGCOLLENGTH" = 7,
    "OFFSET" = 0,
    "NAME" = 'MODIFIED_TIME',
    "TYPE#" = 12,
    "LENGTH" = 7,
    "FIXEDSTORAGE" = 0,
    "PRECISION#" IS NULL,
    "SCALE" IS NULL,
    "NULL$" = 0,
    "DEFLENGTH" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL,
    "INTCOL#" = 2,
    "PROPERTY" = 0,
    "CHARSETID" = 0,
    "CHARSETFORM" = 0,
    "SPARE1" = 0,
    "SPARE2" = 0,
    "SPARE3" = 0,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "DEFAULT$" IS NULL;

insert into "SYS"."COL$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "COL#" = 3,
    "SEGCOL#" = 3,
    "SEGCOLLENGTH" = 22,
    "OFFSET" = 0,
    "NAME" = 'OLD_LIST_PRICE',
    "TYPE#" = 2,
    "LENGTH" = 22,
    "FIXEDSTORAGE" = 0,
    "PRECISION#" = 8,
    "SCALE" = 2,
    "NULL$" = 0,
    "DEFLENGTH" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL,
    "INTCOL#" = 3,
    "PROPERTY" = 0,
    "CHARSETID" = 0,
    "CHARSETFORM" = 0,
    "SPARE1" = 0,
    "SPARE2" = 0,
    "SPARE3" = 0,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "DEFAULT$" IS NULL;

insert into "SYS"."COL$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "COL#" = 4,
    "SEGCOL#" = 4,
    "SEGCOLLENGTH" = 5,
    "OFFSET" = 0,
    "NAME" = 'OLD_WARRANTY_PERIOD',
    "TYPE#" = 182,
    "LENGTH" = 5,
    "FIXEDSTORAGE" = 0,
    "PRECISION#" = 2,
    "SCALE" = 0,
    "NULL$" = 0,
    "DEFLENGTH" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL,
    "INTCOL#" = 4,
    "PROPERTY" = 0,
    "CHARSETID" = 0,
    "CHARSETFORM" = 0,
    "SPARE1" = 0,
    "SPARE2" = 2,
    "SPARE3" = 0,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "DEFAULT$" IS NULL;

insert into "SYS"."CCOL$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "CON#" = 2090,
    "COL#" = 1,
    "POS#" IS NULL,
    "INTCOL#" = 1,
    "SPARE1" = 0,
    "SPARE2" IS NULL,
    "SPARE3" IS NULL,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL;

insert into "SYS"."CDEF$"
 values
    "OBJ#" = 33415,
    "CON#" = 2090,
    "COLS" = 1,
    "TYPE#" = 7,
    "ROBJ#" IS NULL,
    "RCON#" IS NULL,
    "RRULES" IS NULL,
    "MATCH#" IS NULL,
    "REFACT" IS NULL,
    "ENABLED" = 1,
    "CONDLENGTH" = 24,
    "SPARE6" IS NULL,
    "INTCOLS" = 1,
    "MTIME" = TO_DATE('13-jan-2003 14:01:08', 'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
    "DEFER" = 12,
    "SPARE1" = 6,
    "SPARE2" IS NULL,
    "SPARE3" IS NULL,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "CONDITION" = '"PRODUCT_ID" IS NOT NULL';

create table oe.product_tracking (product_id number not null,
  modified_time date,
  old_product_description varchar2(2000),
  old_list_price number(8,2),
  old_warranty_period interval year(2) to month);

update "SYS"."SEG$"
  set
    "TYPE#" = 5,
    "BLOCKS" = 5,
    "EXTENTS" = 1,
    "INIEXTS" = 5,
    "MINEXTS" = 1,
    "MAXEXTS" = 121,
    "EXTSIZE" = 5,
    "EXTPCT" = 50,
    "USER#" = 37,
    "LISTS" = 0,
    "GROUPS" = 0,
    "CACHEHINT" = 0,
    "HWMINCR" = 33415,
    "SPARE1" = 1024
  where
    "TS#" = 0 and
    "FILE#" = 1 and
    "BLOCK#" = 121034 and
    "TYPE#" = 3 and
    "BLOCKS" = 5 and
    "EXTENTS" = 1 and
    "INIEXTS" = 5 and
    "MINEXTS" = 1 and
    "MAXEXTS" = 121 and
    "EXTSIZE" = 5 and
    "EXTPCT" = 50 and
    "USER#" = 37 and
    "LISTS" = 0 and
    "GROUPS" = 0 and
    "BITMAPRANGES" = 0 and
    "CACHEHINT" = 0 and
    "SCANHINT" = 0 and
    "HWMINCR" = 33415 and
    "SPARE1" = 1024 and
    "SPARE2" IS NULL and
    ROWID = 'AAAAAIAABAAAdMOAAB';

insert into "SYS"."CON$"
 values
    "OWNER#" = 37,
    "NAME" = 'SYS_C002090',
    "CON#" = 2090,
    "SPARE1" IS NULL,
    "SPARE2" IS NULL,
    "SPARE3" IS NULL,
    "SPARE4" IS NULL,
    "SPARE5" IS NULL,
    "SPARE6" IS NULL;

commit;


	
	手順6   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例5: 内部ディクショナリでのDDL文の追跡

この例では、DBMS_LOGMNR.DDL_DICT_TRACKINGオプションを使用して、REDOログ・ファイル内で検出されたDDL文でLogMiner内部ディクショナリを更新する方法を示します。

	
	手順1   データベースによって最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルを判別します。
	
この例では、最後にアーカイブされたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。


SELECT NAME, SEQUENCE# FROM V$ARCHIVED_LOG 
   WHERE FIRST_TIME = (SELECT MAX(FIRST_TIME) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME                                           SEQUENCE#
--------------------------------------------   --------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf   210


	
	手順2   REDOログ・ファイル内のディクショナリを検索します。
	
ディクショナリは複数のREDOログ・ファイルに含まれている場合があるため、データ・ディクショナリの先頭と終わりが含まれているREDOログ・ファイルを判別する必要があります。次の手順を実行して、V$ARCHIVED_LOGビューを問い合せます。

	
データ・ディクショナリ抽出の終わりが含まれているREDOログを検索します。このREDOログ・ファイルは、分析するREDOログ・ファイルより前に作成されている必要がありますが、できるかぎり新しいものを使用します。


SELECT NAME, SEQUENCE#, DICTIONARY_BEGIN d_beg, DICTIONARY_END d_end
   FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX (SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE DICTIONARY_END = 'YES' and SEQUENCE# < 210);


NAME                                           SEQUENCE#    D_BEG  D_END
--------------------------------------------   ----------   -----  ------
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf   208          NO     YES


	
データ・ディクショナリ抽出の先頭(前のSQL文で検出されたディクショナリの終わりに対応)が含まれている、REDOログ・ファイルを検索します。


SELECT NAME, SEQUENCE#, DICTIONARY_BEGIN d_beg, DICTIONARY_END d_end
   FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX (SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE DICTIONARY_BEGIN = 'YES' and SEQUENCE# <= 208);

NAME                                           SEQUENCE#    D_BEG  D_END
--------------------------------------------   ----------   -----  ------
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf   207          YES     NO





	
	手順3   REDOログ・ファイルの完全なリストがあることを確認します。
	
REDOログ・ファイルで検出されたDDL文を正しく適用するために、マイニングするREDOログ・ファイルのリストにすべてのファイルが含まれていることを確認します。順序番号209に対応する欠落ログ・ファイルが、このリストに含まれている必要があります。次の問合せを発行して、リストに追加する必要があるREDOログ・ファイルの名前を判別します。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG
   WHERE SEQUENCE# >= 207 AND SEQUENCE# <= 210 
   ORDER BY SEQUENCE# ASC;

NAME                                           
--------------------------------------------   
/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf  
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf  
/usr/oracle/data/db1arch_1_209_482701534.dbf  
/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf  


	
	手順4   分析するREDOログ・ファイルのリストを指定します。
	
ディクショナリの先頭と終わりが含まれているREDOログ・ファイル、マイニングするREDOログ・ファイル、および差異のないリストを作成するために必要なすべてのREDOログ・ファイルを含めます。REDOログ・ファイルは任意の順序で追加できます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf', -



       OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);



EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_209_482701534.dbf');
EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf');
EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(-
   LOGFILENAME => '/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf');


	
	手順5   LogMinerを起動します。
	
使用するディクショナリおよびDDL_DICT_TRACKING、COMMITTED_DATA_ONLY、PRINT_PRETTY_SQLの各オプションを指定して、LogMinerを起動します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_REDO_LOGS + -
              DBMS_LOGMNR.DDL_DICT_TRACKING + -
              DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
              DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL);


	
	手順6   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
返される行数を減らすため、SYSスキーマまたはSYSTEMスキーマで実行されたすべてのDML文を問合せから除外します。(この問合せでは、ディクショナリ抽出に関連したトランザクションを除外するタイムスタンプを指定します。)

この問合せは、正常に変換されたすべての再構築SQL文、およびトリガーを実行したためoe.product_tracking表に対して実行されたすべての挿入操作を返します。


SELECT USERNAME AS usr,(XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' || XIDSQN) as XID, SQL_REDO FROM  
   V$LOGMNR_CONTENTS 
   WHERE SEG_OWNER IS NULL OR SEG_OWNER NOT IN ('SYS', 'SYSTEM') AND
   TIMESTAMP > '10-jan-2003 15:59:53';

USR             XID         SQL_REDO
-----------     --------    -----------------------------------
SYS             1.2.1594    set transaction read write;
SYS             1.2.1594    create table oe.product_tracking (product_id number not null,
                            modified_time date,
                            old_list_price number(8,2),
                            old_warranty_period interval year(2) to month);
SYS             1.2.1594    commit;

SYS             1.18.1602   set transaction read write;
SYS             1.18.1602   create or replace trigger oe.product_tracking_trigger
                            before update on oe.product_information
                            for each row
                            when (new.list_price <> old.list_price or
                                  new.warranty_period <> old.warranty_period)
                            declare
                            begin
                            insert into oe.product_tracking values 
                               (:old.product_id, sysdate,
                                :old.list_price, :old.warranty_period);
                            end;
SYS             1.18.1602   commit;

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 100
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 1729 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 80 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9yAAA';
OE              1.9.1598    insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                              values
                                "PRODUCT_ID" = 1729,
                                "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 16:07:03', 
                                'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                "OLD_LIST_PRICE" = 80,
                                "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00');

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 92
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 2340 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 72 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9zAAA';

OE              1.9.1598    insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                              values
                                "PRODUCT_ID" = 2340,
                                "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 16:07:07', 
                                'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                "OLD_LIST_PRICE" = 72,
                                "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00');

OE              1.9.1598     commit;


	
	手順7   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例6: 時間範囲による出力のフィルタ処理

前の2つの例では、問合せにタイムスタンプ・ベースの条件(TIMESTAMP > '10-jan-2003 15:59:53')を指定して、行をフィルタ処理しました。ただし、タイムスタンプ値に基づいてREDOレコードを除外するには、この例で示すとおり、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャ・コールで時間範囲を指定する方法がより効率的です。

	
	手順1   マイニングするREDOログ・ファイルのリストを作成します。
	
指定した時刻以降に生成されたREDOログ・ファイルをマイニングするとします。次のプロシージャは、指定した時刻に基づいてREDOログ・ファイルのリストを作成します。その後のSQL EXECUTE文は、プロシージャをコールし、開始時刻を2003年1月13日の午後2時に指定します。


--
-- my_add_logfiles
-- Add all archived logs generated after a specified start_time.
--
CREATE OR REPLACE PROCEDURE my_add_logfiles (in_start_time  IN DATE) AS
  CURSOR  c_log IS 
    SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG 
      WHERE FIRST_TIME >= in_start_time;

count      pls_integer := 0;
my_option  pls_integer := DBMS_LOGMNR.NEW;

BEGIN
  FOR c_log_rec IN c_log
  LOOP
    DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE(LOGFILENAME => c_log_rec.name, 
                            OPTIONS => my_option);
    my_option := DBMS_LOGMNR.ADDFILE;
    DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Added logfile ' || c_log_rec.name);
  END LOOP;
END;
/

EXECUTE my_add_logfiles(in_start_time => '13-jan-2003 14:00:00');


	
	手順2   V$LOGMNR_LOGSを問い合せて、REDOログ・ファイルのリストを確認します。
	
この例では、出力にREDOログ・ファイルのサイズを含めます。


SELECT FILENAME name, LOW_TIME start_time, FILESIZE bytes 
    FROM V$LOGMNR_LOGS;

NAME                                START_TIME            BYTES
----------------------------------- --------------------  ----------------
/usr/orcl/arch1_310_482932022.dbf    13-jan-2003 14:02:35  23683584
/usr/orcl/arch1_311_482932022.dbf    13-jan-2003 14:56:35  2564096
/usr/orcl/arch1_312_482932022.dbf    13-jan-2003 15:10:43  23683584
/usr/orcl/arch1_313_482932022.dbf    13-jan-2003 15:17:52  23683584
/usr/orcl/arch1_314_482932022.dbf    13-jan-2003 15:23:10  23683584
/usr/orcl/arch1_315_482932022.dbf    13-jan-2003 15:43:22  23683584
/usr/orcl/arch1_316_482932022.dbf    13-jan-2003 16:03:10  23683584
/usr/orcl/arch1_317_482932022.dbf    13-jan-2003 16:33:43  23683584
/usr/orcl/arch1_318_482932022.dbf    13-jan-2003 17:23:10  23683584


	
	手順3   REDOログ・ファイルのリストを調整します。
	
午後3時から4時の間に生成されたREDOログ・ファイルのみをマイニングする必要があるとします。

問合せ条件(TIMESTAMP > '13-jan-2003 15:00:00'およびTIMESTAMP < '13-jan-2003 16:00:00')を使用してこれを行います。ただし、問合せ条件はLogMinerによって返される各行で評価されるため、問合せ条件に基づく行のフィルタ処理は、内部マイニング・エンジンでは行われません。したがって、REDOログ・ファイルarch1_311_482932022.dbfからarch1_315_482932022.dbfまでの行のみを取得する場合でも、この問合せでは、LogMinerセッションに登録されたすべてのREDOログ・ファイルがマイニングされます。

また、問合せ条件を使用し、分析する時間範囲外のREDOログ・ファイルを手動で削除することもできますが、最も簡単な解決法は、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャ・コールで分析する時間範囲を指定する方法です。

この方法では、REDOログ・ファイルのリストは変更されませんが、指定した時間範囲内のREDOログ・ファイルのみがLogMinerによってマイニングされます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   STARTTIME => '13-jan-2003 15:00:00', -
   ENDTIME   => '13-jan-2003 16:00:00', -
   OPTIONS   => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
                DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
                DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL);


	
	手順4   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	

SELECT TIMESTAMP, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' || XIDSQN) AS XID,



 SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS WHERE SEG_OWNER = 'OE';

TIMESTAMP              XID          SQL_REDO
---------------------  -----------  --------------------------------
13-jan-2003 15:29:31   1.17.2376    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                                      set
                                        "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00')
                                      where
                                        "PRODUCT_ID" = 3399 and
                                        "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00') and
                                        ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9TAAE';
13-jan-2003 15:29:34   1.17.2376      insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                                        values
                                        "PRODUCT_ID" = 3399,
                                        "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 15:29:34', 
                                        'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                        "OLD_LIST_PRICE" = 815,
                                        "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00');

13-jan-2003 15:52:43   1.15.1756      update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                                        set
                                          "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00')
                                        where
                                          "PRODUCT_ID" = 1768 and
                                          "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00') and
                                          ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9UAAB';

13-jan-2003 15:52:43   1.15.1756      insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                                        values
                                        "PRODUCT_ID" = 1768,
                                        "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 16:52:43', 
                                        'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                        "OLD_LIST_PRICE" = 715,
                                        "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00');


	
	手順5   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();











REDOログ・ファイルのリストを明示的に指定しないマイニングの例

前述の例では、マイニングするREDOログ・ファイルを明示的に指定しました。この例では、REDOログ・ファイルを生成したデータベースと同じデータベースでマイニングする場合、分析する時間(またはSCN)範囲を指定するのみで適切なREDOログ・ファイルのリストをマイニングできる方法を示します。REDOログ・ファイルを明示的に指定せずにマイニングするには、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに対してDBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINEオプションを使用し、分析する時間範囲またはSCN範囲のいずれかを指定します。

この項は、次の例で構成されています。それぞれの例は、前の例に基づいて作成されているため、順番に読み進むことをお薦めします。

	
例1: 指定した時間範囲でのREDOログ・ファイルのマイニング


	
例2: 指定したSCN範囲でのREDOログ・ファイルのマイニング


	
例3: 問合せに将来の値を含めるCONTINUOUS_MINEオプションの使用




SQL出力の画面上の書式設定は、この項で示す例とは異なる場合があります。



例1: 指定した時間範囲でのREDOログ・ファイルのマイニング

この例は、「例4: REDOログ・ファイル内のLogMinerディクショナリの使用」と同様ですが、REDOログ・ファイルを明示的に指定しない点が異なります。この例では、REDOログ・ファイルに対して抽出されたデータ・ディクショナリを使用するものとします。

	
	手順1   データ・ディクショナリの先頭を含むREDOログ・ファイルのタイムスタンプを判別します。
	

SELECT NAME, FIRST_TIME FROM V$ARCHIVED_LOG



    WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX(SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG 
    WHERE DICTIONARY_BEGIN = 'YES');

NAME                                          FIRST_TIME
--------------------------------------------  --------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf  10-jan-2003 12:01:34


	
	手順2   その時点までに生成されたすべてのREDOログ・ファイルを表示します。
	
この手順は必須ではありませんが、手順4に示すとおり、CONTINUOUS_MINEオプションが予期したとおりに機能することを示すために含めています。


SELECT FILENAME name FROM V$LOGMNR_LOGS
   WHERE LOW_TIME > '10-jan-2003 12:01:34';

NAME
----------------------------------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_209_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf


	
	手順3   LogMinerを起動します。
	
使用するディクショナリおよびCOMMITTED_DATA_ONLY、PRINT_PRETTY_SQL、CONTINUOUS_MINEの各オプションを指定して、LogMinerを起動します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-
   STARTTIME => '10-jan-2003 12:01:34', -
     ENDTIME => SYSDATE, -
     OPTIONS => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_REDO_LOGS + -
                DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
                DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL + -
                    DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE);


	
	手順4   V$LOGMNR_LOGSビューを問い合せます。
	
この手順は、予期したとおりCONTINUOUS_MINEオプションを指定したDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャに、この時点までに生成されたすべてのREDOログ・ファイルが含まれることを示します。(この手順の出力を手順2の出力と比較してください。)


SELECT FILENAME name FROM V$LOGMNR_LOGS;

NAME
------------------------------------------------------
/usr/oracle/data/db1arch_1_207_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_208_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_209_482701534.dbf
/usr/oracle/data/db1arch_1_210_482701534.dbf


	
	手順5   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
問合せによって返される行数を減らすため、SYSスキーマまたはSYSTEMスキーマで実行されたすべてのDML文を除外します。(この問合せでは、ディクショナリ抽出に関連したトランザクションを除外するタイムスタンプを指定します。)

問合せで返される再構築SQL文は、すべて正しく変換されていることに注意してください。


SELECT USERNAME AS usr,(XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' || XIDSQN) as XID, 
   SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS 
   WHERE SEG_OWNER IS NULL OR SEG_OWNER NOT IN ('SYS', 'SYSTEM') AND
   TIMESTAMP > '10-jan-2003 15:59:53';

USR             XID         SQL_REDO
-----------     --------    -----------------------------------
SYS             1.2.1594    set transaction read write;
SYS             1.2.1594    create table oe.product_tracking (product_id number not null,
                            modified_time date,
                            old_list_price number(8,2),
                            old_warranty_period interval year(2) to month);
SYS             1.2.1594    commit;

SYS             1.18.1602   set transaction read write;
SYS             1.18.1602   create or replace trigger oe.product_tracking_trigger
                            before update on oe.product_information
                            for each row
                            when (new.list_price <> old.list_price or
                                  new.warranty_period <> old.warranty_period)
                            declare
                            begin
                            insert into oe.product_tracking values 
                               (:old.product_id, sysdate,
                                :old.list_price, :old.warranty_period);
                            end;
SYS             1.18.1602   commit;

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 100
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 1729 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 80 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9yAAA';
OE              1.9.1598    insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                              values
                                "PRODUCT_ID" = 1729,
                                "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 16:07:03', 
                                'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                "OLD_LIST_PRICE" = 80,
                                "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00');

OE              1.9.1598    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                              set
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+08-00'),
                                "LIST_PRICE" = 92
                              where
                                "PRODUCT_ID" = 2340 and
                                "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00') and
                                "LIST_PRICE" = 72 and
                                ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9zAAA';

OE              1.9.1598    insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                              values
                                "PRODUCT_ID" = 2340,
                                "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('13-jan-2003 16:07:07', 
                                'dd-mon-yyyy hh24:mi:ss'),
                                "OLD_LIST_PRICE" = 72,
                                "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00');

OE              1.9.1598     commit;


	
	手順6   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();









例2: 指定したSCN範囲でのREDOログ・ファイルのマイニング

この例では、分析するSCN範囲を指定する方法、およびその範囲を満たすREDOログ・ファイルをマイニングする方法を示します。LogMinerを使用して、データ・ファイルで影響がまだ永続的になっていないすべてのコミット済DML文を表示できます。

この例では(他の例と異なり)、NLS_DATE_FORMATパラメータを設定していないことに注意してください。

	
	手順1   最後のチェックポイントが実行されたSCNを判別します。
	

SELECT CHECKPOINT_CHANGE#, CURRENT_SCN FROM V$DATABASE;



CHECKPOINT_CHANGE#  CURRENT_SCN
------------------  ---------------
          56453576         56454208


	
	手順2   LogMinerを起動し、CONTINUOUS_MINEオプションを指定します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-



   STARTSCN => 56453576, -
   ENDSCN   => 56454208, -
   OPTIONS  => DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG + -
               DBMS_LOGMNR.COMMITTED_DATA_ONLY + -
               DBMS_LOGMNR.PRINT_PRETTY_SQL + -
               DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE);


	
	手順3   LogMinerによって追加されたアーカイブ済REDOログ・ファイルのリストを表示します。
	

SELECT FILENAME name, LOW_SCN, NEXT_SCN FROM V$LOGMNR_LOGS;



NAME                                           LOW_SCN   NEXT_SCN
--------------------------------------------   --------  --------
/usr/oracle/data/db1arch_1_215_482701534.dbf   56316771  56453579


LogMinerによって追加されたREDOログ・ファイルには、SCN範囲全体が含まれないことに注意してください。CONTINUOUS_MINEオプションを指定した場合にDBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャをコールすると、アーカイブ済REDOログ・ファイルのみがLogMinerによって追加されます。LogMinerは、問合せ実行中必要に応じて、オンラインREDOログ・ファイルに含まれている残りのSCN範囲を自動的に追加します。追加されたREDOログ・ファイルが生成された最新のアーカイブ済REDOログ・ファイルであるかどうかを確認するには、次の問合せを使用します。


SELECT NAME FROM V$ARCHIVED_LOG 
   WHERE SEQUENCE# = (SELECT MAX(SEQUENCE#) FROM V$ARCHIVED_LOG);

NAME
-------------------------------------------- 
/usr/oracle/data/db1arch_1_215_482701534.dbf 


	
	手順4   ユーザー表に対して行われた変更に対するV$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
次の問合せは、トランザクション1.6.1911と関連付けられたSET TRANSACTION READ WRITE文およびCOMMIT文は返しません。これらの文には、セグメント所有者(SEG_OWNER)が関連付けられていないためです。

デフォルトのNLS_DATE_FORMATであるDD-MON-RRが、DATE型のMODIFIED_TIME列の表示に使用されていることに注意してください。


SELECT SCN, (XIDUSN || '.' || XIDSLT || '.' ||  XIDSQN) as XID, SQL_REDO 
    FROM V$LOGMNR_CONTENTS
    WHERE SEG_OWNER NOT IN ('SYS', 'SYSTEM');


SCN        XID        SQL_REDO
---------- ---------- -------------
56454198   1.6.1911   update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                        set
                          "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00')
                        where
                          "PRODUCT_ID" = 2430 and
                          "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00') and
                          ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9AAAC';

56454199   1.6.1911   insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                        values
                          "PRODUCT_ID" = 2430,
                          "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('17-JAN-03', 'DD-MON-RR'),
                          "OLD_LIST_PRICE" = 175,
                          "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00');

56454204   1.6.1911    update "OE"."PRODUCT_INFORMATION"
                         set
                           "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+05-00')
                         where
                           "PRODUCT_ID" = 2302 and
                           "WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00') and
                           ROWID = 'AAAHTKAABAAAY9QAAA';
56454206   1.6.1911    insert into "OE"."PRODUCT_TRACKING"
                         values
                           "PRODUCT_ID" = 2302,
                           "MODIFIED_TIME" = TO_DATE('17-JAN-03', 'DD-MON-RR'),
                           "OLD_LIST_PRICE" = 150,
                           "OLD_WARRANTY_PERIOD" = TO_YMINTERVAL('+02-00');


	
	手順5   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();












例3: 問合せに将来の値を含める連続マイニングの使用

所定の時刻になるまでまたはSCNに到達するまで問合せが終了しないように指定するには、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRプロシージャへのコールで、CONTINUOUS_MINEオプションを使用し、ENDTIMEオプションまたはENDSCNオプションのいずれかを、将来の時刻またはまだ到達していないSCN値に設定します。

この例では、現在から5時間後までの間に表hr.employeesに対して行われたすべての変更を監視するとします。また、オンライン・カタログ内のディクショナリを使用するとします。

	
	手順1   LogMinerを起動します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR(-



   STARTTIME => SYSDATE, -
   ENDTIME   => SYSDATE + 5/24, -
   OPTIONS   => DBMS_LOGMNR.CONTINUOUS_MINE  + -
                DBMS_LOGMNR.DICT_FROM_ONLINE_CATALOG);


	
	手順2   V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。
	
この選択操作は、分析する時間範囲(現在から5時間)後に生成される最初のREDOログ・ファイル・レコードが検出されるまで完了しません。[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを入力すると、完了前に選択操作を中止できます。

この例では、SET ARRAYSIZE文を指定して、行がREDOログ・ファイルに入力されたとおりに表示されるように設定しています。SET ARRAYSIZE文を指定していない場合、SQL内部バッファが一杯になるまで行は返されません。


SET ARRAYSIZE 1;
SELECT USERNAME AS usr, SQL_REDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS
   WHERE  SEG_OWNER = 'HR' AND TABLE_NAME = 'EMPLOYEES';


	
	手順3   LogMinerセッションを終了します。
	

EXECUTE DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR();














使用例

この項では、LogMinerの一般的な使用例を示します。次の例を示します。

	
使用例1: LogMinerを使用した特定のユーザーによる変更の追跡


	
使用例2: LogMinerを使用した表アクセス統計の計算






使用例1: LogMinerを使用した特定のユーザーによる変更の追跡

この例では、joedevoというユーザーによって特定の時間範囲にデータベースに対して行われた変更をすべて表示する方法を示します。データベースに接続した後、次の手順を実行します。

	
LogMinerディクショナリ・ファイルを作成します。

LogMinerを使用してjoedevoのデータを分析するには、joedevoが使用する表に対して表定義の変更が行われる前にLogMinerディクショナリ・ファイルを作成するか、またはLogMiner起動時にオンライン・カタログを使用する必要があります。LogMinerディクショナリを作成する例は、「LogMinerディクショナリの抽出」を参照してください。この例では、REDOログ・ファイルに抽出されたLogMinerディクショナリを使用します。


	
REDOログ・ファイルを追加します。

joedevoがデータベースに対して変更を行ったとします。分析するREDOログ・ファイルの名前は、次のように指定できます。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => 'log1orc1.ora', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.NEW);


必要に応じて、次のようにREDOログ・ファイルを追加します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE( -
   LOGFILENAME => 'log2orc1.ora', -
   OPTIONS => DBMS_LOGMNR.ADDFILE);


	
LogMinerを起動し、検索を指定した時間範囲に制限します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   DICTFILENAME => 'orcldict.ora', -
   STARTTIME => TO_DATE('01-Jan-1998 08:30:00','DD-MON-YYYY HH:MI:SS'), -
   ENDTIME => TO_DATE('01-Jan-1998 08:45:00', 'DD-MON-YYYY HH:MI:SS'));


	
V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せます。

この時点で、V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せることが可能です。ユーザーjoedevoがsalary表に対して行ったすべての変更を検索します。次のSELECT文を実行します。


SELECT SQL_REDO, SQL_UNDO FROM V$LOGMNR_CONTENTS 
   WHERE USERNAME = 'joedevo' AND SEG_NAME = 'salary';


SQL_REDO列とSQL_UNDO列の両方に対して、2つの行が返されます(データ表示の書式は画面では異なる場合があります)。joedevoが2つの操作を要求したことがわかります。joedevoは、古い給与を削除した後、新しい昇給後の給与を挿入しました。これらは、この操作を元に戻すために必要なデータです。


SQL_REDO                              SQL_UNDO
--------                              --------
delete from SALARY                    insert into SALARY(NAME, EMPNO, SAL)
where EMPNO = 12345                    values ('JOEDEVO', 12345, 500)
and NAME='JOEDEVO'
and SAL=500;

insert into SALARY(NAME, EMPNO, SAL)  delete from SALARY
values('JOEDEVO',12345, 2500)         where EMPNO = 12345
                                      and NAME = 'JOEDEVO'
2 rows selected                       and SAL = 2500;


	
LogMinerセッションを終了します。

LogMinerセッションを正常に終了するには、DBMS_LOGMNR.END_LOGMNRプロシージャを使用します。


DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR( );









使用例2: LogMinerを使用した表アクセス統計の計算

この例では、ダイレクト・マーケティング・データベースを管理し、1月の2週間の収益でのカスタマ・コンタクトの有効性を確認するとします。すでにLogMinerディクショナリを作成済で、検索するREDOログ・ファイルを追加してあるとします(前述の例と同様)。次の手順を実行します。

	
LogMinerを起動し、時間範囲を指定します。


EXECUTE DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR( -
   STARTTIME => TO_DATE('07-Jan-2003 08:30:00','DD-MON-YYYY HH:MI:SS'), -
   ENDTIME => TO_DATE('21-Jan-2003 08:45:00','DD-MON-YYYY HH:MI:SS'), -
   DICTFILENAME => '/usr/local/dict.ora');


	
V$LOGMNR_CONTENTSビューを問い合せて、次の例に示すとおり、指定した時間範囲で変更された表を判別します。(この問合せでは、従来どおり名前に$を含むシステム表がフィルタ処理で除外されます。)


SELECT SEG_OWNER, SEG_NAME, COUNT(*) AS Hits FROM
   V$LOGMNR_CONTENTS WHERE SEG_NAME NOT LIKE '%$' GROUP BY
   SEG_OWNER, SEG_NAME ORDER BY Hits DESC;


	
次のデータが表示されます。(画面の書式は異なる場合があります。)


SEG_OWNER          SEG_NAME          Hits
---------          --------          ----
CUST               ACCOUNT            384
UNIV               EXECDONOR          325
UNIV               DONOR              234
UNIV               MEGADONOR           32
HR                 EMPLOYEES           12
SYS                DONOR               12



Hits列の値は、問合せで指定した2週間の間に、指定した表に対して挿入、削除、更新の操作が行われた回数を示しています。この例では、指定した2週間の間にcust.account表が最も多く変更され、hr.employees表とsys.donor表は同じ期間の変更回数が最小でした。


	
LogMinerセッションを終了します。

LogMinerセッションを正常に終了するには、DBMS_LOGMNR.END_LOGMNRプロシージャを使用します。


DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR( );













サポートされるデータ型、記憶域属性、およびデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン

次の項では、データ型と記憶域属性のサポートに関する情報およびサポートされるデータベースとREDOログ・ファイルのリリースを示します。

	
サポートされるデータ型と表記憶域属性


	
サポートされないデータ型と表記憶域属性


	
サポートされるデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン






サポートされるデータ型と表記憶域属性

LogMinerは、次のデータ型と表記憶域属性をサポートします。このリストの後の情報に記載するように、一部のデータ型は特定のリリースのみでサポートされています。

	
CHAR


	
NCHAR


	
VARCHAR2およびVARCHAR


	
NVARCHAR2


	
NUMBER


	
DATE


	
TIMESTAMP


	
TIMESTAMP WITH TIME ZONE


	
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE


	
INTERVAL YEAR TO MONTH


	
INTERVAL DAY TO SECOND


	
RAW


	
CLOB


	
NCLOB


	
BLOB


	
LONG


	
LONG RAW


	
BINARY_FLOAT


	
BINARY_DOUBLE


	
索引構成表(IOT)(オーバーフローまたはLOB列がある索引構成表を含む)


	
関数ベースの索引


	
基本的な表圧縮とOLTP表圧縮を使用する表


	
CLOB形式で格納されるXMLTypeデータ


	
オブジェクト・リレーショナル形式で格納されるXMLTypeデータ。XMLデータに関連する操作用のSQL_REDO列の内容は、有効なSQLまたはPL/SQLではありません。


	
バイナリXMLとして格納されているXMLTypeデータ。XMLデータに関連する操作用のSQL_REDO列の内容は、有効なSQLまたはPL/SQLではありません。


	
ハイブリッド列圧縮(サポートは、基礎となるストレージ・システムに依存します。ハイブリッド列圧縮の詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。互換性は11.2に設定する必要があります。)




マルチバイトのCLOBは、互換性が10.1以上に設定されているデータベースによって生成されたREDOログの場合のみサポートされます。

LOBデータ型およびLONGデータ型は、互換性が9.2.0.0以上に設定されているデータベースによって生成されたREDOログの場合のみサポートされます。

オーバーフロー・セグメントまたはLOB列を含まない索引構成表は、互換性が10.0.0.0以上に設定されているデータベースによって生成されたREDOログの場合のみサポートされます。オーバーフロー・セグメントまたはLOB列を含む索引構成表は、互換性が10.2.0.0以上に設定されているデータベースによって生成されたREDOログの場合のみサポートされます。

バイナリXMLとして格納されたXMLTypeデータは、REDO互換性が11.2.0.3以上に設定されている、Oracle Database 11g リリース2(11.2.0.3)以上でのみサポートされます。

オブジェクト・リレーショナル形式で格納されたXMLTypeデータは、REDO互換性が11.2.0.3以上に設定されている、Oracle Database 11g リリース2(11.2.0.3)以上でのみサポートされます。






サポートされないデータ型と表記憶域属性

LogMinerは、次のデータ型と表記憶域属性をサポートしません。これらのサポートされていないデータ型のいずれかを使用する列が表に含まれる場合、表全体がLogMinerによって無視されます。

	
BFILEデータ型


	
単純およびネストされた抽象データ型(ADT)


	
コレクション(ネストされた表およびVARRAY)


	
オブジェクト参照


	
SecureFiles(データベース互換性が11.2以上に設定されていない場合)







	
参照:

「SecureFiles LOBに関する考慮点」












サポートされるデータベースとREDOログ・ファイルのバージョン

LogMinerは、リリース8.1以上のデータベースでのみ実行されますが、リリース8.0のデータベースからのREDOログ・ファイルの分析に使用することができます。ただし、LogMinerでREDOログ・ファイルから取得することができる情報は、使用中のデータベースのリリースではなく、ログのバージョンに依存します。たとえば、サプリメンタル・ロギングが有効な場合は、Oracle9iのREDOログ・ファイルを拡張して追加情報を取得できます。これによって、LogMinerの機能を最大限使用できます。旧リリースのOracleで作成されたREDOログ・ファイルには、追加データが含まれていないため、LogMinerによってサポートされる操作およびデータ型が制限される場合があります。




	
参照:

「一般的なLogMinerセッションの手順」および「サプリメンタル・ロギング」












SecureFiles LOBに関する考慮点

SecureFiles LOBは、データベース互換性が11.2以上に設定されている場合にサポートされます。SecureFiles LOB列には、SQL_REDO列のみを入力できます。SQL_UNDO列は入力されません。

プライマリ・データベースでは、SecureFiles LOB列で透過的なデータ暗号化およびデータ圧縮を使用できます。

SecureFiles LOB列の重複除外、SecureFiles LOB列でのフラグメントベースの操作、およびSecureFiles Database File System(DBFS)操作はサポートされていません。特に、DBMS_LOB PL/SQLパッケージに含まれている次の操作はSecureFiles LOB列でサポートされません。

FRAGMENT_DELETE、FRAGMENT_INSERT、FRAGMENT_MOVE、FRAGMENT_REPLACE, COPY_FROM_DBFS_LINK、MOVE_TO_DBFS_LINK、SET_DBFS_LINK、COPY_DBFS_LINKおよびSETCONTENTTYPE。

LogMinerは、これらの操作によって生成されたREDOを検出すると、OPERATION列がUNSUPPORTEDに設定された行を生成します。これらのREDOレコードには、SQL_REDOまたはSQL_UNDOは生成されません。














20 メタデータAPIの使用

この章では、メタデータAPI、DBMS_METADATAおよびDBMS_METADATA_DIFFの使用方法を説明します。

DBMS_METADATA APIを使用すると、次の操作を行うことができます。

	
オブジェクトのメタデータのXMLとしての取得


	
SQL DDLへの変換を含む様々な方法でのXMLの変換


	
取得で抽出したオブジェクトを再作成するためのXMLの送信




DBMS_METADATA_DIFF APIを使用すると、データベース間でオブジェクトを比較し、同じ型のオブジェクトのうち時間の経過によってメタデータが変化したものを識別できます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
DBMS_METADATA APIを使用する理由


	
DBMS_METADATA APIの概要


	
オブジェクトのメタデータを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用


	
取得したオブジェクトを再作成するためのDBMS_METADATA APIの使用


	
異なるオブジェクト型のコレクションを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用


	
オブジェクトのメタデータを比較するためのDBMS_METADATA_DIFF APIの使用


	
DBMS_METADATA APIのプログラム・インタフェースに関するパフォーマンスのヒント


	
DBMS_METADATA APIの使用例


	
DBMS_METADATAプロシージャの要約


	
DBMS_METADATA_DIFFプロシージャの要約






DBMS_METADATA APIを使用する理由

Oracle Databaseの長期の使用に伴い、ディレクトリからメタデータを抽出し、そのメタデータに対し列の追加やデータ型の変更などを行い、さらにDDLに変換して元のまたは異なるデータベースのオブジェクトを再作成するために、ユーザーが独自のコードを開発する機会が多くなりました。ディクショナリの新機能をサポートするよう、そのコードを更新された状態に保つことは困難です。

DBMS_METADATA APIを使用すると、メタデータを抽出するために独自のコードを記述して管理する必要がなくなります。ディクショナリ・メタデータの抽出、操作および再作成に関する集中的な機能が提供されます。また、すべてのディクショナリ・オブジェクトを最新のレベルでサポートしています。

DBMS_METADATA APIは、記述および管理するカスタム・コードの量を大幅に削減しますが、通常のデータベース手順の変更はありません。DBMS_METADATA APIは、データ・ディクショナリ・ビューと同様、データベースのインストール時にcatproc.sqlを実行し、SQLスクリプトを起動してインストールします。インストール後は、制限モードであっても、インスタンスが動作中はいつでも使用可能です。

DBMS_METADATA APIは、異なるOracleのリリース間で上位互換性があるため、データベースのリリースを変更しても、ソース・コードの変更は必要ありません。1つのリリースで取得したXML文書を、同じまたはそれ以上のリリースの送信インタフェースで処理できます。たとえば、Oracle9iデータベースで取得したXML文書は、Oracle Database 10gに送信できます。






DBMS_METADATA APIの概要

DBMS_METADATA APIにおいては、データベース内のすべてのエンティティは、オブジェクト型に属するオブジェクトとして形成されています。たとえば、scott.emp表はオブジェクトであり、オブジェクト型はTABLEです。オブジェクトのメタデータをフェッチする場合は、オブジェクト型を指定する必要があります。

オブジェクト型の特定のオブジェクトまたは一連のオブジェクトをフェッチするには、フィルタを指定します。各オブジェクト型に対して異なるフィルタが定義されます。たとえば、TABLEオブジェクト型に対して定義されている2つのフィルタはSCHEMAおよびNAMEです。これにより、たとえば、スキーマがscottで名前がempである表を必要としていることを表現できます。

DBMS_METADATA APIは、XML(Extensible Markup Language)およびXSLT(Extensible Stylesheet Language Transformation)を使用します。XMLは解析や変換が容易な汎用形式であるため、DBMS_METADATA APIは、オブジェクト・メタデータをXMLとして表現します。DBMS_METADATA APIは、XSLTを使用してXML文書を他のXML文書またはSQL DDLのいずれかに変換します。

DBMS_METADATA APIを使用して、メタデータをフェッチするとき(または再送信するとき)に、1つ以上の変換(XSLTスクリプト)をXMLに適用するよう指定できます。APIには、XML文書をSQL作成DDLに変換する名前付きDDL以外にも、いくつかの事前定義変換があります。

次に変換パラメータを使用して、変換の条件を指定できます。また、オブジェクトのメタデータの特定の属性にアクセスするために、オプションの解析項目も指定できます。これらのオプションの詳細と実装例については、次の項を参照してください。

	
オブジェクトのメタデータを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用


	
取得したオブジェクトを再作成するためのDBMS_METADATA APIの使用


	
異なるオブジェクト型のコレクションを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用









オブジェクトのメタデータを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用

DBMS_METADATA APIの取得インタフェースでは、取得するオブジェクトの種類を指定できます。種類は、特定のオブジェクト型(表、索引、プロシージャなど)または論理単位を形成する異なるオブジェクト型のコレクション(データベース・エクスポート、スキーマ・エクスポートなど)のいずれかです。デフォルトでは、フェッチされたメタデータがXML文書に返されます。




	
注意:

スキーマにないオブジェクトにアクセスするにはSELECT_CATALOG_ROLEロールが必要です。ただし、ロールは多くのPL/SQLオブジェクト(ストアド・プロシージャ、ファンクション、定義者権限API)内で無効とされます。そのため、他のスキーマのオブジェクト(一般的には、SELECT_CATALOG_ROLEロールを必要とするすべてのオブジェクト)内にアクセスするPL/SQLプログラムを記述する場合は、実行者権限APIにコードを入力する必要があります。







プログラム・インタフェースを使用して、簡単な参照を実行したり、アプリケーションを開発できます。システム・メタデータの非定型の問合せを行う場合は、ブラウザ・インタフェースを使用します。アプリケーションの一部として、ディクショナリ・メタデータを抽出する場合は、プログラム・インタフェースを使用します。その場合、同じことをするために現在使用しているSQLスクリプトおよびカスタマイズしたコードのかわりに、DBMS_METADATA APIで提供されているプロシージャを使用することもできます。



基本的なメタデータ取得の通常手順

メタデータを取得する場合は、DBMS_METADATA PL/SQL APIを使用します。次に、プログラム・インタフェースおよびブラウザ・インタフェースの例を示します。




	
参照:

	
プログラム・インタフェースで使用するDBMS_METADATAプロシージャの詳細は、表20-1を参照してください。


	
ブラウザ・インタフェースで使用するDBMS_METADATAプロシージャの詳細は、表20-2を参照してください。


	
DBMS_METADATA APIの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。












例20-1では、DBMS_METADATAプログラム・インタフェースを使用して1つの表のメタデータを取得する基本的な方法を説明します。この例では、get_table_mdというファンクションを作成するDBMS_METADATAプログラムを作成します。ファンクションは、1つの表のメタデータを返します。


例20-1 データ取得のためのDBMS_METADATAプログラム・インタフェースの使用

	
hrスキーマ内の1つの表(timecards)のメタデータを返すファンクションget_table_mdを作成するDBMS_METADATAプログラムを作成します。プログラムの内容は次のようになります。(この例ではプログラムにmetadata_program.sqlという名前を付けます)。


CREATE OR REPLACE FUNCTION get_table_md RETURN CLOB IS
-- Define local variables.
h NUMBER; --handle returned by OPEN
th NUMBER; -- handle returned by ADD_TRANSFORM
doc CLOB;
BEGIN

-- Specify the object type.
h := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');

-- Use filters to specify the particular object desired.
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','HR');
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'NAME','TIMECARDS');

 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'DDL');

 -- Fetch the object.
doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);

 -- Release resources.
DBMS_METADATA.CLOSE(h);
RETURN doc;
END;
/ 


	
ユーザーhrとして接続します。


	
プログラムを実行してget_table_mdファンクションを作成します。

SQL> @metadata_program


	
新しく作成したget_table_mdファンクションを選択操作で使用します。完全で中断のない出力を生成するには、問合せの実行前に、次のとおり、PAGESIZEを0(ゼロ)にし、またLONGを大きい数に設定します。


SQL> SET PAGESIZE 0
SQL> SET LONG 1000000
SQL> SELECT get_table_md FROM dual;


	
hrスキーマのtimecards表のメタデータを示す出力は、次のようになります。


  CREATE TABLE "HR"."TIMECARDS"
   (    "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0),
        "WEEK" NUMBER(2,0),
        "JOB_ID" VARCHAR2(10),
        "HOURS_WORKED" NUMBER(4,2),
         FOREIGN KEY ("EMPLOYEE_ID")
          REFERENCES "HR"."EMPLOYEES" ("EMPLOYEE_ID") ENABLE
   ) PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255 NOCOMPRESS LOGGING
  STORAGE(INITIAL 65536 NEXT 1048576 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 2147483645
  PCTINCREASE 0 FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT)
  TABLESPACE "EXAMPLE"







例20-2に示すとおり、ブラウザ・インタフェースを使用しても同じ結果を得られます。


例20-2 データ取得のためのDBMS_METADATAブラウザ・インタフェースの使用


SQL> SET PAGESIZE 0
SQL> SET LONG 1000000
SQL> SELECT DBMS_METADATA.GET_DDL('TABLE','TIMECARDS','HR') FROM dual;


結果は、例20-1の手順5と同様になります。








複数のオブジェクトの取得

例20-1では、オブジェクトが1つしか存在しないことがわかっていたため、FETCH_CLOBプロシージャは1回のみコールされました。scottスキーマのすべての表などの複数のオブジェクトも取得できます。それを行うには、次の構成メンバーを使用する必要があります。


  LOOP
    doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);
    --
    -- When there are no more objects to be retrieved, FETCH_CLOB returns NULL.
    --
    EXIT WHEN doc IS NULL;
  END LOOP;


例20-3に、構成メンバーの使用および複数のオブジェクトの取得を示します。この例では、ユーザーscottとして接続します。パスワードは、tigerです。


例20-3 複数のオブジェクトの取得

	
次のように、my_metadataという名前の表と、get_tables_mdという名前のプロシージャを作成します。すべてのオブジェクトを返すことはできないため、それらを表に格納して最後に問合せを実行します。


DROP TABLE my_metadata;
CREATE TABLE my_metadata (md clob);
CREATE OR REPLACE PROCEDURE get_tables_md IS
-- Define local variables
h       NUMBER;         -- handle returned by 'OPEN'
th      NUMBER;         -- handle returned by 'ADD_TRANSFORM'
doc     CLOB;           -- metadata is returned in a CLOB
BEGIN

 -- Specify the object type.
 h := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');

 -- Use filters to specify the schema.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','SCOTT');

 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
 th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'DDL');

 -- Fetch the objects.
 LOOP
   doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);

  -- When there are no more objects to be retrieved, FETCH_CLOB returns NULL.
   EXIT WHEN doc IS NULL;

   -- Store the metadata in a table.
   INSERT INTO my_metadata(md) VALUES (doc);
   COMMIT;
 END LOOP;
 
 -- Release resources.
 DBMS_METADATA.CLOSE(h);
END;
/


	
次のようにプロシージャを実行します。


EXECUTE get_tables_md;


	
my_metadata表を問い合せて、取得された内容を確認します。


SET LONG 9000000
SET PAGES 0
SELECT * FROM my_metadata;











変換の条件指定

変換パラメータを使用して、追加する変換の条件を指定できます。SET_TRANSFORM_PARAMプロシージャを使用します。たとえば、TABLEオブジェクトに対してDDL変換を追加した場合、SEGMENT_ATTRIBUTES変換パラメータを指定して、物理、ストレージ、ロギングなどのセグメント属性をDDLに表示しないようにすることができます。デフォルトでは、セグメント属性がDDLに表示されます。

例20-4に、SET_TRANSFORM_PARAMプロシージャの使用方法を示します。


例20-4 変換の条件指定

	
次のように、get_table_mdという名前のファンクションを作成します。


CREATE OR REPLACE FUNCTION get_table_md RETURN CLOB IS
 -- Define local variables.
 h    NUMBER;   -- handle returned by 'OPEN'
 th   NUMBER;   -- handle returned by 'ADD_TRANSFORM'
 doc  CLOB;
BEGIN

 -- Specify the object type. 
 h := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');

 -- Use filters to specify the particular object desired.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','HR');
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'NAME','TIMECARDS');

 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
 th := dbms_metadata.add_transform(h,'DDL');

 -- Specify that segment attributes are not to be returned.
 -- Note that this call uses the TRANSFORM handle, not the OPEN handle.
DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(th,'SEGMENT_ATTRIBUTES',false);

 -- Fetch the object.
 doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);

 -- Release resources.
 DBMS_METADATA.CLOSE(h);

 RETURN doc;
END;
/


	
次の問合せを実行します。


SQL> SELECT get_table_md FROM dual;


出力は、次のようになります。


  CREATE TABLE "HR"."TIMECARDS"
   (    "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0),
        "WEEK" NUMBER(2,0),
        "JOB_ID" VARCHAR2(10),
        "HOURS_WORKED" NUMBER(4,2),
         FOREIGN KEY ("EMPLOYEE_ID")
          REFERENCES "HR"."EMPLOYEES" ("EMPLOYEE_ID") ENABLE
   )




ここまでの例ではDDL変換という1つの変換を使用しました。DBMS_METADATA APIでは、最初の出力が2番目の入力になり、2番目の出力が3番目の入力になるというように、複数の変換を指定することもできます。

Oracleには、XML文書を変更するMODIFYと呼ばれる変換があります。スキーマ名や表領域名の変更などが行えます。これには、再マップ・パラメータおよびSET_REMAP_PARAMプロシージャを使用します。

例20-5に、SET_REMAP_PARAMプロシージャの使用例を示します。まずMODIFY変換を追加し、再マップ・パラメータを指定して、スキーマ名をhrからscottに変更します。次にDDL変換を追加します。MODIFY変換の出力は、DDL変換への入力となるXML文書です。最終的な結果は、timecards表の作成DDLであり、hrスキーマのすべてのインスタンスはscottに変更されます。





例20-5 XML文書の変更

	
次のように、remap_schemaという名前のファンクションを作成します。


CREATE OR REPLACE FUNCTION remap_schema RETURN CLOB IS
-- Define local variables.
h NUMBER; --handle returned by OPEN
th NUMBER; -- handle returned by ADD_TRANSFORM
doc CLOB;
BEGIN

-- Specify the object type.
h := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');

-- Use filters to specify the particular object desired.
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','HR');
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'NAME','TIMECARDS');

-- Request that the schema name be modified.
th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'MODIFY');
DBMS_METADATA.SET_REMAP_PARAM(th,'REMAP_SCHEMA','HR','SCOTT');

-- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'DDL');

-- Specify that segment attributes are not to be returned.
DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(th,'SEGMENT_ATTRIBUTES',false);

-- Fetch the object.
doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);

-- Release resources.
DBMS_METADATA.CLOSE(h);
RETURN doc;
END;
/ 


	
次の問合せを実行します。


SELECT remap_schema FROM dual;


出力は、次のようになります。


  CREATE TABLE "SCOTT"."TIMECARDS"
   (    "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0),
        "WEEK" NUMBER(2,0),
        "JOB_ID" VARCHAR2(10),
        "HOURS_WORKED" NUMBER(4,2),
         FOREIGN KEY ("EMPLOYEE_ID")
          REFERENCES "SCOTT"."EMPLOYEES" ("EMPLOYEE_ID") ENABLE
   )


XSLTをよく理解しているユーザーであれば、独自の変換を追加してXMLを処理できます。











特定のメタデータ属性へのアクセス

名前やスキーマなどのオブジェクトのメタデータの特定の属性へアクセスすることが必要な場合もあります。属性の情報は返されたメタデータを解析して取得できますが、DBMS_METADATA APIには、別の機能もあります。メタデータから解析され、別のデータ構造に返される特定の属性を解析項目に指定できます。これを行うには、SET_PARSE_ITEMプロシージャを使用します。

例20-6では、スキーマ内のすべての表をフェッチします。各表では、名前を取得するために解析項目を使用します。次に表のすべての索引を取得するために名前を使用します。次の例に、sys.ku$_ddlsオブジェクトのメタデータを返すFETCH_DDLファンクションの使用を示します。

この例では、いくつかの表および索引を含むスキーマに接続していることとします。また、my_metadataという名前の表も作成します。


例20-6 特定のメタデータ属性にアクセスするための解析項目の使用

	
次のように、my_metadataという名前の表と、get_tables_and_indexesという名前のプロシージャを作成します。


DROP TABLE my_metadata;
CREATE TABLE my_metadata (
  object_type   VARCHAR2(30),
  name          VARCHAR2(30),
  md            CLOB);
CREATE OR REPLACE PROCEDURE get_tables_and_indexes IS
-- Define local variables.
h1      NUMBER;         -- handle returned by OPEN for tables
h2      NUMBER;         -- handle returned by OPEN for indexes
th1     NUMBER;         -- handle returned by ADD_TRANSFORM for tables
th2     NUMBER;         -- handle returned by ADD_TRANSFORM for indexes
doc     sys.ku$_ddls;   -- metadata is returned in sys.ku$_ddls,
                        --  a nested table of sys.ku$_ddl objects
ddl     CLOB;           -- creation DDL for an object
pi      sys.ku$_parsed_items;   -- parse items are returned in this object
                                -- which is contained in sys.ku$_ddl
objname VARCHAR2(30);   -- the parsed object name
idxddls sys.ku$_ddls;   -- metadata is returned in sys.ku$_ddls,
                        --  a nested table of sys.ku$_ddl objects
idxname VARCHAR2(30);   -- the parsed index name
BEGIN
 -- This procedure has an outer loop that fetches tables,
 -- and an inner loop that fetches indexes.
 
 -- Specify the object type: TABLE.
 h1 := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');
 
 -- Request that the table name be returned as a parse item.
 DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM(h1,'NAME');
 
 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
 th1 := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h1,'DDL');
 
 -- Specify that segment attributes are not to be returned.
 DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(th1,'SEGMENT_ATTRIBUTES',false);
 
 -- Set up the outer loop: fetch the TABLE objects.
 LOOP
   doc := dbms_metadata.fetch_ddl(h1);
 
-- When there are no more objects to be retrieved, FETCH_DDL returns NULL.
   EXIT WHEN doc IS NULL;
 
-- Loop through the rows of the ku$_ddls nested table.
   FOR i IN doc.FIRST..doc.LAST LOOP
     ddl := doc(i).ddlText;
     pi := doc(i).parsedItems;
     -- Loop through the returned parse items.
     IF pi IS NOT NULL AND pi.COUNT > 0 THEN
       FOR j IN pi.FIRST..pi.LAST LOOP
         IF pi(j).item='NAME' THEN
           objname := pi(j).value;
         END IF;
       END LOOP;
     END IF;
     -- Insert information about this object into our table.
     INSERT INTO my_metadata(object_type, name, md)
       VALUES ('TABLE',objname,ddl);
     COMMIT;
   END LOOP;
 
   -- Now fetch indexes using the parsed table name as
   --  a BASE_OBJECT_NAME filter.
 
   -- Specify the object type.
   h2 := DBMS_METADATA.OPEN('INDEX');
 
   -- The base object is the table retrieved in the outer loop.
   DBMS_METADATA.SET_FILTER(h2,'BASE_OBJECT_NAME',objname);
 
   -- Exclude system-generated indexes.
   DBMS_METADATA.SET_FILTER(h2,'SYSTEM_GENERATED',false);
 
   -- Request that the index name be returned as a parse item.
   DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM(h2,'NAME');
 
   -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
   th2 := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h2,'DDL');
 
   -- Specify that segment attributes are not to be returned.
   DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(th2,'SEGMENT_ATTRIBUTES',false);
  
 
   LOOP
    idxddls := dbms_metadata.fetch_ddl(h2);
 
    -- When there are no more objects to  be retrieved, FETCH_DDL returns NULL.
    EXIT WHEN idxddls IS NULL;
 
      FOR i in idxddls.FIRST..idxddls.LAST LOOP
        ddl := idxddls(i).ddlText;
        pi  := idxddls(i).parsedItems;
        -- Loop through the returned parse items.
        IF pi IS NOT NULL AND pi.COUNT > 0 THEN
          FOR j IN pi.FIRST..pi.LAST LOOP
            IF pi(j).item='NAME' THEN
              idxname := pi(j).value;
            END IF;
          END LOOP;
         END IF;
   
         -- Store the metadata in our table.
          INSERT INTO my_metadata(object_type, name, md)
            VALUES ('INDEX',idxname,ddl);
         COMMIT;
       END LOOP;  -- for loop
  END LOOP;
  DBMS_METADATA.CLOSE(h2);
 END LOOP;
 DBMS_METADATA.CLOSE(h1);
END;
/


	
次のようにプロシージャを実行します。


EXECUTE get_tables_and_indexes;


	
次の問合せを実行して、取得された内容を確認します。


SET LONG 9000000
SET PAGES 0
SELECT * FROM my_metadata;













取得したオブジェクトを再作成するためのDBMS_METADATA APIの使用

オブジェクトに対しメタデータをフェッチする場合、そのメタデータを使用して、オブジェクトを異なるデータベースまたはスキーマで再作成することがあります。

メタデータをフェッチする際に、再マップの実行を決定していない場合もあります。また、この決定を先送りにしたい場合があります。再マップを先送りにするには、メタデータをXMLとしてフェッチし、ファイルまたは表に格納します。後で送信インタフェースを使用しオブジェクトを再作成します。

送信インタフェースは取得インタフェースに類似した構成です。送信インタフェースには、作成するオブジェクトのオブジェクト型を指定するOPENWプロシージャが存在します。変換の指定、パラメータの変換および項目の解析ができます。CONVERTファンクションをコールしてXMLからDDLに変換する、またはPUTファンクションをコールしてXMLをDDLに変換し、DDLを送信してオブジェクトを作成できます。




	
参照:

送信インタフェースで使用するDBMS_METADATAプロシージャおよびファンクションの詳細は、表20-3を参照してください。







例20-7は、1つのスキーマの表のXMLをフェッチし、次に送信インタフェースを使用して別のスキーマの表を再作成します。


例20-7 取得したオブジェクトを再作成するための送信インタフェースの使用

	
次のように、権限を持つユーザーとして接続します。


CONNECT system
Enter password: password


	
実行者権限パッケージを作成してプロシージャを保持します。これは、別のスキーマ内のオブジェクトにアクセスするには、SELECT_CATALOG_ROLEロールが必要なためです。定義者権限PL/SQLオブジェクト(プロシージャ、ファンクションなど)では、ロールは使用できません。


CREATE OR REPLACE PACKAGE example_pkg AUTHID current_user IS
  PROCEDURE move_table(
        table_name  in VARCHAR2,
        from_schema in VARCHAR2,
        to_schema   in VARCHAR2 );
END example_pkg;
/
CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY example_pkg IS
PROCEDURE move_table(
        table_name  in VARCHAR2,
        from_schema in VARCHAR2,
        to_schema   in VARCHAR2 ) IS

-- Define local variables.
h1      NUMBER;         -- handle returned by OPEN
h2      NUMBER;         -- handle returned by OPENW
th1     NUMBER;         -- handle returned by ADD_TRANSFORM for MODIFY
th2     NUMBER;         -- handle returned by ADD_TRANSFORM for DDL
xml     CLOB;           -- XML document
errs    sys.ku$_SubmitResults := sys.ku$_SubmitResults();
err     sys.ku$_SubmitResult;
result  BOOLEAN;
BEGIN

-- Specify the object type.
h1 := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');

-- Use filters to specify the name and schema of the table.
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h1,'NAME',table_name);
DBMS_METADATA.SET_FILTER(h1,'SCHEMA',from_schema);

-- Fetch the XML.
xml := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h1);
IF xml IS NULL THEN
    DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Table ' || from_schema || '.' || table_name
|| ' not found');
    RETURN;
  END IF;

-- Release resources.
DBMS_METADATA.CLOSE(h1);

-- Use the submit interface to re-create the object in another schema.

-- Specify the object type using OPENW (instead of OPEN).
h2 := DBMS_METADATA.OPENW('TABLE');

-- First, add the MODIFY transform.
th1 := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h2,'MODIFY');

-- Specify the desired modification: remap the schema name.
DBMS_METADATA.SET_REMAP_PARAM(th1,'REMAP_SCHEMA',from_schema,to_schema);

-- Now add the DDL transform so that the modified XML can be
--  transformed into creation DDL.
th2 := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h2,'DDL');

-- Call PUT to re-create the object.
result := DBMS_METADATA.PUT(h2,xml,0,errs);

DBMS_METADATA.CLOSE(h2);
  IF NOT result THEN
    -- Process the error information.
    FOR i IN errs.FIRST..errs.LAST LOOP
      err := errs(i);
      FOR j IN err.errorLines.FIRST..err.errorLines.LAST LOOP
        dbms_output.put_line(err.errorLines(j).errorText);
      END LOOP;
    END LOOP;
  END IF;
END;
END example_pkg;
/


	
ここで、次のように、スキーマSCOTTでmy_exampleという名前の表を作成します。


CONNECT scott
Enter password:
-- The password is tiger.

DROP TABLE my_example;
CREATE TABLE my_example (a NUMBER, b VARCHAR2(30));

CONNECT system
Enter password: password

SET LONG 9000000
SET PAGESIZE 0
SET SERVEROUTPUT ON SIZE 100000


	
次のように、my_example表をSYSTEMスキーマにコピーします。


DROP TABLE my_example;
EXECUTE example_pkg.move_table('MY_EXAMPLE','SCOTT','SYSTEM');


	
次の問合せを実行して、正しく動作したことを確認します。


SELECT DBMS_METADATA.GET_DDL('TABLE','MY_EXAMPLE') FROM dual;











異なるオブジェクト型のコレクションを取得するためのDBMS_METADATA APIの使用

異なる型のオブジェクトであるにもかかわらず、1つの論理単位を形成するオブジェクトのコレクションを取得する必要がある場合があります。たとえば、データベースまたはスキーマのすべてのオブジェクト、または表および依存する索引、制約、権限付与、監査などすべてを取得する必要があるとします。DBMS_METADATA APIでは、こうした取得を可能にするために、複数の異種オブジェクト型を提供しています。異種オブジェクト型は、オブジェクト型の順序付けられた集合です。

Oracleでは、次の異種オブジェクト型を提供しています。

	
TABLE_EXPORT: 表およびその依存オブジェクト


	
SCHEMA_EXPORT: スキーマおよびその内容


	
DATABASE_EXPORT: データベース内のオブジェクト




これらのオブジェクト型は、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティで使用するために開発されましたが、ユーザー独自のアプリケーションでも使用できます。

これらの型では、ブラウザ・インタフェースまたは送信インタフェースではなく、プログラム取得インタフェース(OPEN, FETCH, CLOSE)のみが使用できます。

同種型と同様に、異種オブジェクト型に対してもフィルタを指定できます。たとえば、TABLE_EXPORTに対してSCHEMAおよびNAMEフィルタを指定でき、SCHEMA_EXPORTに対してSCHEMAフィルタを指定できます。

例20-8に、scottスキーマ内のオブジェクト型を取得する方法を示します。ユーザーscottとして接続します。パスワードは、tigerです。


例20-8 異種オブジェクト型の取得方法

	
取得したオブジェクトを格納するための表を作成します。


DROP TABLE my_metadata;
CREATE TABLE my_metadata (md CLOB);
CREATE OR REPLACE PROCEDURE get_schema_md IS

-- Define local variables.
h       NUMBER;         -- handle returned by OPEN
th      NUMBER;         -- handle returned by ADD_TRANSFORM
doc     CLOB;           -- metadata is returned in a CLOB
BEGIN

-- Specify the object type.
 h := DBMS_METADATA.OPEN('SCHEMA_EXPORT');

 -- Use filters to specify the schema.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','SCOTT');

 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
 th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'DDL');

 -- Fetch the objects.
 LOOP
   doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(h);

   -- When there are no more objects to be retrieved, FETCH_CLOB returns NULL.
   EXIT WHEN doc IS NULL;

   -- Store the metadata in the table.
   INSERT INTO my_metadata(md) VALUES (doc);
   COMMIT;
 END LOOP;
 
 -- Release resources.
 DBMS_METADATA.CLOSE(h);
END;
/


	
次のようにプロシージャを実行します。


EXECUTE get_schema_md;


	
次の問合せを実行して、取得された内容を確認します。


SET LONG 9000000
SET PAGESIZE 0
SELECT * FROM my_metadata;




この例では、オブジェクトは、オブジェクト型による順序で返されます。たとえば、すべての表が返され、次に表のすべての権限が返され、次に表のすべての索引が返されます。順序は一般的に有効な作成順序となります。このため、返された順序でオブジェクトを取得し、送信インタフェースを使用して別のスキーマまたはデータベースで同じ順序で再作成した場合、通常、エラーは発生しません。(通常、例外は、循環参照の場合に発生します。たとえば、パッケージAにパッケージBへのコールが含まれ、パッケージBにパッケージAへのコールが含まれる場合、2回目にいずれかのパッケージを再コンパイルする必要があります。)





異種オブジェクト型の返りのフィルタ

返されるオブジェクトに対して、より詳細な制御を行うには、SET_FILTERプロシージャを使用して特定のメンバー型にのみフィルタを適用するよう指定します。これを行うには、SET_FILTERの4つ目のパラメータとして、メンバー型のパス名を指定します。また、EXCLUDE_PATH_EXPRフィルタを使用して、オブジェクト型のすべてのオブジェクトを除外できます。有効なパス名のリストは、TABLE_EXPORT_OBJECTSカタログ・ビューを参照してください。

例20-9に、返されるオブジェクトに対して、より詳細な制御を指定するためのSET_FILTERの使用方法を示します。ユーザーscottとして接続します。パスワードは、tigerです。


例20-9 異種オブジェクト型の返りのフィルタ

	
取得したオブジェクトを格納するための表my_metadataを作成します。さらに、プロシージャget_schema_md2を作成します。


DROP TABLE my_metadata;
CREATE TABLE my_metadata (md CLOB);
CREATE OR REPLACE PROCEDURE get_schema_md2 IS

-- Define local variables.
h       NUMBER;         -- handle returned by 'OPEN'
th      NUMBER;         -- handle returned by 'ADD_TRANSFORM'
doc     CLOB;           -- metadata is returned in a CLOB
BEGIN

 -- Specify the object type.
 h := DBMS_METADATA.OPEN('SCHEMA_EXPORT');

 -- Use filters to specify the schema.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'SCHEMA','SCOTT');

 -- Use the fourth parameter to SET_FILTER to specify a filter
 -- that applies to a specific member object type.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'NAME_EXPR','!=''MY_METADATA''','TABLE');

 -- Use the EXCLUDE_PATH_EXPR filter to exclude procedures.
 DBMS_METADATA.SET_FILTER(h,'EXCLUDE_PATH_EXPR','=''PROCEDURE''');

 -- Request that the metadata be transformed into creation DDL.
 th := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(h,'DDL');

 -- Use the fourth parameter to SET_TRANSFORM_PARAM to specify a parameter
 --  that applies to a specific member object type.
DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(th,'SEGMENT_ATTRIBUTES',false,'TABLE');

 -- Fetch the objects.
 LOOP
   doc := dbms_metadata.fetch_clob(h);

   -- When there are no more objects to be retrieved, FETCH_CLOB returns NULL.
   EXIT WHEN doc IS NULL;

   -- Store the metadata in the table.
   INSERT INTO my_metadata(md) VALUES (doc);
   COMMIT;
 END LOOP;
 
 -- Release resources.
 DBMS_METADATA.CLOSE(h);
END;
/


	
次のようにプロシージャを実行します。


EXECUTE get_schema_md2;


	
次の問合せを実行して、取得された内容を確認します。


SET LONG 9000000
SET PAGESIZE 0
SELECT * FROM my_metadata;













オブジェクトのメタデータを比較するためのDBMS_METADATA_DIFF APIの使用

この項では、DBMS_METADATAおよびDBMS_METADATA_DIFFの取得インタフェース、比較インタフェースおよび送信インタフェースの使用例を示します。この例では、2つの表のメタデータをフェッチして比較し、1つの表を他方と同じ内容に変更するALTER文を生成します。わかりやすくするために、この例全体でファンクションの変形を使用しています。


例20-10 オブジェクト・メタデータの比較

	
次のように、2つの表TAB1、TAB2を作成します。


SQL> CREATE TABLE TAB1
  2     (    "EMPNO" NUMBER(4,0),
  3          "ENAME" VARCHAR2(10),
  4          "JOB" VARCHAR2(9),
  5          "DEPTNO" NUMBER(2,0)
  6     ) ;
 
Table created.
 
SQL> CREATE TABLE TAB2
  2     (    "EMPNO" NUMBER(4,0) PRIMARY KEY ENABLE,
  3          "ENAME" VARCHAR2(20),
  4          "MGR" NUMBER(4,0),
  5          "DEPTNO" NUMBER(2,0)
  6     ) ;
 
Table created.
 


表TAB1とTAB2の差異に注意します。

	
表名が異なります。


	
TAB2には主キー制約がありますが、TAB1にはありません。


	
それぞれの表で、ENAME列の長さが異なります。


	
TAB1にはJOB列がありますが、TAB2にはありません。


	
TAB2にはMGR列がありますが、TAB1にはありません。





	
SXML形式の表メタデータを返すファンクションを作成します。DBMS_METADATA_DIFF APIを使用するときに、SXMLに関して注意する必要がある重要な点について示します。

	
SXMLはオブジェクト・メタデータのXML表現です。


	
返されるSXMLは、DBMS_METADATA.GET_XMLによって返されるXMLと同じではありません。その場合のXMLは、複雑かつ不透明であり、バイナリ値やインスタンス固有の値などが含まれます。


	
SXMLは、SQL作成DDLを直接XMLに変換したものと考えることができます。タグ名と構造は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』で説明されている名前に対応しています。


	
SXMLは、編集と比較を行えるように設計されています。




ここでは例を単純にするため、変換パラメータを使用して物理プロパティを抑止します。


SQL> CREATE OR REPLACE FUNCTION get_table_sxml(name IN VARCHAR2) RETURN CLOB IS
  2   open_handle NUMBER;
  3   transform_handle NUMBER;
  4   doc CLOB;
  5  BEGIN
  6   open_handle := DBMS_METADATA.OPEN('TABLE');
  7   DBMS_METADATA.SET_FILTER(open_handle,'NAME',name);
  8   --
  9   -- Use the 'SXML' transform to convert XML to SXML
 10   --
 11   transform_handle := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(open_handle,'SXML');
 12   --
 13   -- Use this transform parameter to suppress physical properties
 14   --
 15   DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(transform_handle,'PHYSICAL_PROPERTIES',
 16                                     FALSE);
 17   doc := DBMS_METADATA.FETCH_CLOB(open_handle);
 18   DBMS_METADATA.CLOSE(open_handle);
 19   RETURN doc;
 20  END;
 21  /
 
Function created.
 


	
次のように、get_table_sxmlファンクションを使用して、2つの表の表SXMLをフェッチします。


SQL> SELECT get_table_sxml('TAB1') FROM dual;
 
  <TABLE xmlns="http://xmlns.oracle.com/ku" version="1.0">
   <SCHEMA>SCOTT</SCHEMA>
   <NAME>TAB1</NAME>
   <RELATIONAL_TABLE>
      <COL_LIST>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>EMPNO</NAME>
            <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
            <PRECISION>4</PRECISION>
            <SCALE>0</SCALE>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>ENAME</NAME>
            <DATATYPE>VARCHAR2</DATATYPE>
            <LENGTH>10</LENGTH>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>JOB</NAME>
            <DATATYPE>VARCHAR2</DATATYPE>
            <LENGTH>9</LENGTH>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>DEPTNO</NAME>
            <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
            <PRECISION>2</PRECISION>
            <SCALE>0</SCALE>
         </COL_LIST_ITEM>
      </COL_LIST>
   </RELATIONAL_TABLE>
</TABLE> 
  
1 row selected.
 
SQL> SELECT get_table_sxml('TAB2') FROM dual;
 
  <TABLE xmlns="http://xmlns.oracle.com/ku" version="1.0">
   <SCHEMA>SCOTT</SCHEMA>
   <NAME>TAB2</NAME>
   <RELATIONAL_TABLE>
      <COL_LIST>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>EMPNO</NAME>
            <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
            <PRECISION>4</PRECISION>
            <SCALE>0</SCALE>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>ENAME</NAME>
            <DATATYPE>VARCHAR2</DATATYPE>
            <LENGTH>20</LENGTH>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>MGR</NAME>
            <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
            <PRECISION>4</PRECISION>
            <SCALE>0</SCALE>
         </COL_LIST_ITEM>
         <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>DEPTNO</NAME>
            <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
            <PRECISION>2</PRECISION>
            <SCALE>0</SCALE>
         </COL_LIST_ITEM>
      </COL_LIST>
      <PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST>
         <PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST_ITEM>
            <COL_LIST>
               <COL_LIST_ITEM>
                  <NAME>EMPNO</NAME>
               </COL_LIST_ITEM>
            </COL_LIST>
         </PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST_ITEM>
      </PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST>
   </RELATIONAL_TABLE>
</TABLE> 
 
1 row selected.
 


	
次のように、DBMS_METADATAブラウザAPIを使用して結果を比較します。


SQL> SELECT dbms_metadata.get_sxml('TABLE','TAB1') FROM dual;
SQL> SELECT dbms_metadata.get_sxml('TABLE','TAB2') FROM dual;


	
DBMS_METADATA_DIFF APIを使用してファンクションを作成し、2つの表のメタデータを比較します。このファンクションでは、手順2で定義したget_table_sxmlファンクションを使用します。


SQL> CREATE OR REPLACE FUNCTION compare_table_sxml(name1 IN VARCHAR2,
  2                                          name2 IN VARCHAR2) RETURN CLOB IS
  3   doc1 CLOB;
  4   doc2 CLOB;
  5   diffdoc CLOB;
  6   openc_handle NUMBER;
  7  BEGIN
  8   --
  9   -- Fetch the SXML for the two tables
 10   --
 11   doc1 := get_table_sxml(name1);
 12   doc2 := get_table_sxml(name2);
 13   --
 14   -- Specify the object type in the OPENC call
 15   --
 16   openc_handle := DBMS_METADATA_DIFF.OPENC('TABLE');
 17   --
 18   -- Add each document
 19   --
 20   DBMS_METADATA_DIFF.ADD_DOCUMENT(openc_handle,doc1);
 21   DBMS_METADATA_DIFF.ADD_DOCUMENT(openc_handle,doc2);
 22   --
 23   -- Fetch the SXML difference document
 24   --
 25   diffdoc := DBMS_METADATA_DIFF.FETCH_CLOB(openc_handle);
 26   DBMS_METADATA_DIFF.CLOSE(openc_handle);
 27   RETURN diffdoc;
 28  END;
 29  /
 
Function created.


	
次のようにファンクションを使用して、2つの表のSXML差分ドキュメントをフェッチします。


SQL> SELECT compare_table_sxml('TAB1','TAB2') FROM dual;

<TABLE xmlns="http://xmlns.oracle.com/ku" version="1.0">
  <SCHEMA>SCOTT</SCHEMA>
  <NAME value1="TAB1">TAB2</NAME>
  <RELATIONAL_TABLE>
    <COL_LIST>
      <COL_LIST_ITEM>
        <NAME>EMPNO</NAME>
        <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
        <PRECISION>4</PRECISION>
        <SCALE>0</SCALE>
      </COL_LIST_ITEM>
      <COL_LIST_ITEM>
        <NAME>ENAME</NAME>
        <DATATYPE>VARCHAR2</DATATYPE>
        <LENGTH value1="10">20</LENGTH>
      </COL_LIST_ITEM>
      <COL_LIST_ITEM src="1">
        <NAME>JOB</NAME>
        <DATATYPE>VARCHAR2</DATATYPE>
        <LENGTH>9</LENGTH>
      </COL_LIST_ITEM>
      <COL_LIST_ITEM>
        <NAME>DEPTNO</NAME>
        <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
        <PRECISION>2</PRECISION>
        <SCALE>0</SCALE>
      </COL_LIST_ITEM>
      <COL_LIST_ITEM src="2">
        <NAME>MGR</NAME>
        <DATATYPE>NUMBER</DATATYPE>
        <PRECISION>4</PRECISION>
        <SCALE>0</SCALE>
      </COL_LIST_ITEM>
    </COL_LIST>
    <PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST src="2">
      <PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST_ITEM>
        <COL_LIST>
          <COL_LIST_ITEM>
            <NAME>EMPNO</NAME>
          </COL_LIST_ITEM>
        </COL_LIST>
      </PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST_ITEM>
    </PRIMARY_KEY_CONSTRAINT_LIST>
  </RELATIONAL_TABLE>
</TABLE>
 
1 row selected.
 


SXML差分ドキュメントでは、2つのSXMLドキュメントの結合内容が示され、差分を識別するXML属性value1およびsrcが使用されます。ある要素が1つのドキュメントのみに存在するときは、その要素がsrcでマーキングされます。したがって、<COL_LIST_ITEM src="1">は、この要素が最初のドキュメント(TAB1)に含まれていて、2番目のドキュメントに含まれていないことを表します。ある要素が両方のドキュメントに存在し、値がそれぞれ異なる場合、この要素の値は2番目のドキュメント内の値とされ、value1によって最初のドキュメント内のその値が示されます。たとえば、<LENGTH value1="10">20</LENGTH>は、長さがTAB1(最初のドキュメント)では10、TAB2では20であることを表します。


	
次のように、DBMS_METADATA_DIFFブラウザAPIを使用して、結果を比較します。


SQL> SELECT dbms_metadata_diff.compare_sxml('TABLE','TAB1','TAB2') FROM dual;


	
DBMS_METADATA.CONVERT APIを使用してファンクションを作成し、ALTERXMLドキュメントを生成します。これは、片方のオブジェクトをもう一方のオブジェクトと同様にするためのALTER文が含まれているXML文書です。解析項目を使用して、個々のALTER文に関する情報を取得することもできます。(この例ではこれまでに定義したファンクションを使用しています。)


SQL> CREATE OR REPLACE FUNCTION get_table_alterxml(name1 IN VARCHAR2,
  2                                           name2 IN VARCHAR2) RETURN CLOB IS
  3   diffdoc CLOB;
  4   openw_handle NUMBER;
  5   transform_handle NUMBER;
  6   alterxml CLOB;
  7  BEGIN
  8   --
  9   -- Use the function just defined to get the difference document
 10   --
 11   diffdoc := compare_table_sxml(name1,name2);
 12   --
 13   -- Specify the object type in the OPENW call
 14   --
 15   openw_handle := DBMS_METADATA.OPENW('TABLE');
 16   --
 17   -- Use the ALTERXML transform to generate the ALTER_XML document
 18   --
 19   transform_handle := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(openw_handle,'ALTERXML');
 20   --
 21   -- Request parse items
 22   --
 23   DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM(openw_handle,'CLAUSE_TYPE');
 24   DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM(openw_handle,'NAME');
 25   DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM(openw_handle,'COLUMN_ATTRIBUTE');
 26   --
 27   -- Create a temporary LOB
 28   --
 29   DBMS_LOB.CREATETEMPORARY(alterxml, TRUE );
 30   --
 31   -- Call CONVERT to do the transform
 32   --
 33   DBMS_METADATA.CONVERT(openw_handle,diffdoc,alterxml);
 34   --
 35   -- Close context and return the result
 36   --
 37   DBMS_METADATA.CLOSE(openw_handle);
 38   RETURN alterxml;
 39  END;
 40  /
 
Function created.


	
次のようにファンクションを使用して、ALTER_XML文書をフェッチします。


SQL> SELECT get_table_alterxml('TAB1','TAB2') FROM dual;
 
<ALTER_XML xmlns="http://xmlns.oracle.com/ku" version="1.0">
   <OBJECT_TYPE>TABLE</OBJECT_TYPE>
   <OBJECT1>
      <SCHEMA>SCOTT</SCHEMA>
      <NAME>TAB1</NAME>
   </OBJECT1>
   <OBJECT2>
      <SCHEMA>SCOTT</SCHEMA>
      <NAME>TAB2</NAME>
   </OBJECT2>
   <ALTER_LIST>
      <ALTER_LIST_ITEM>
         <PARSE_LIST>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>NAME</ITEM>
               <VALUE>MGR</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>CLAUSE_TYPE</ITEM>
               <VALUE>ADD_COLUMN</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
         </PARSE_LIST>
         <SQL_LIST>
            <SQL_LIST_ITEM>
               <TEXT>ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD ("MGR" NUMBER(4,0))</TEXT>
            </SQL_LIST_ITEM>
         </SQL_LIST>
      </ALTER_LIST_ITEM>
      <ALTER_LIST_ITEM>
         <PARSE_LIST>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>NAME</ITEM>
               <VALUE>JOB</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>CLAUSE_TYPE</ITEM>
               <VALUE>DROP_COLUMN</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
         </PARSE_LIST>
         <SQL_LIST>
            <SQL_LIST_ITEM>
               <TEXT>ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" DROP ("JOB")</TEXT>
            </SQL_LIST_ITEM>
         </SQL_LIST>
      </ALTER_LIST_ITEM>
      <ALTER_LIST_ITEM>
         <PARSE_LIST>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>NAME</ITEM>
               <VALUE>ENAME</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>CLAUSE_TYPE</ITEM>
               <VALUE>MODIFY_COLUMN</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>COLUMN_ATTRIBUTE</ITEM>
               <VALUE> SIZE_INCREASE</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
         </PARSE_LIST>
         <SQL_LIST>
            <SQL_LIST_ITEM>
               <TEXT>ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" MODIFY 
                    ("ENAME" VARCHAR2(20))
               </TEXT>
            </SQL_LIST_ITEM>
         </SQL_LIST>
      </ALTER_LIST_ITEM>
      <ALTER_LIST_ITEM>
         <PARSE_LIST>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>CLAUSE_TYPE</ITEM>
               <VALUE>ADD_CONSTRAINT</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
         </PARSE_LIST>
         <SQL_LIST>
            <SQL_LIST_ITEM>
               <TEXT>ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD  PRIMARY KEY
                     ("EMPNO") ENABLE
               </TEXT>
            </SQL_LIST_ITEM>
         </SQL_LIST>
      </ALTER_LIST_ITEM>
      <ALTER_LIST_ITEM>
         <PARSE_LIST>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>NAME</ITEM>
               <VALUE>TAB1</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
            <PARSE_LIST_ITEM>
               <ITEM>CLAUSE_TYPE</ITEM>
               <VALUE>RENAME_TABLE</VALUE>
            </PARSE_LIST_ITEM>
         </PARSE_LIST>
         <SQL_LIST>
            <SQL_LIST_ITEM>
               <TEXT>ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" RENAME TO "TAB2"</TEXT>
            </SQL_LIST_ITEM>
         </SQL_LIST>
      </ALTER_LIST_ITEM>
   </ALTER_LIST>
</ALTER_XML>
 
 
1 row selected.
 


	
次のように、DBMS_METADATA_DIFFブラウザAPIを使用して、結果を比較します。


SQL> SELECT dbms_metadata_diff.compare_alter_xml('TABLE','TAB1','TAB2') FROM dual;


	
ALTER_XML文書には、それぞれの変更のALTER_LISTが含まれています。それぞれのALTER_LIST_ITEMには、名前と値のペアとしての解析項目が含まれたPARSE_LISTと、特定の変更のSQLが含まれたSQL_LISTがあります。PARSE_LIST内の情報を使用してこの文書を解析し、どのSQL文を実行するかを決定できます。(たとえば、この場合は、変更の1つがDROP_COLUMNであり、それを実行しないことを決定できます。)


	
次のように、DBMS_METADATA.CONVERT APIおよびALTER DDL変換を使用する最後の1つのファンクションを作成して、ALTER_XML文書をSQL DDLに変換します。


SQL> CREATE OR REPLACE FUNCTION get_table_alterddl(name1 IN VARCHAR2,
  2                                           name2 IN VARCHAR2) RETURN CLOB IS
  3   alterxml CLOB;
  4   openw_handle NUMBER;
  5   transform_handle NUMBER;
  6   alterddl CLOB;
  7  BEGIN
  8   --
  9   -- Use the function just defined to get the ALTER_XML document
 10   --
 11   alterxml := get_table_alterxml(name1,name2);
 12   --
 13   -- Specify the object type in the OPENW call
 14   --
 15   openw_handle := DBMS_METADATA.OPENW('TABLE');
 16   --
 17   -- Use ALTERDDL transform to convert the ALTER_XML document to SQL DDL
 18   -- 
 19   transform_handle := DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM(openw_handle,'ALTERDDL');
 20   --
 21   -- Use the SQLTERMINATOR transform parameter to append a terminator
 22   -- to each SQL statement
 23   --
 24   DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM(transform_handle,'SQLTERMINATOR',true);
 25   --
 26   -- Create a temporary lob
 27   --
 28   DBMS_LOB.CREATETEMPORARY(alterddl, TRUE );
 29   --
 30   -- Call CONVERT to do the transform
 31   --
 32   DBMS_METADATA.CONVERT(openw_handle,alterxml,alterddl);
 33   --
 34   -- Close context and return the result
 35   --
 36   DBMS_METADATA.CLOSE(openw_handle);
 37   RETURN alterddl;
 38  END;
 39  /
 
Function created.
 


	
次のようにファンクションを使用して、SQL ALTER文をフェッチします。


SQL> SELECT get_table_alterddl('TAB1','TAB2') FROM dual;
ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD ("MGR" NUMBER(4,0))
/
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" DROP ("JOB")
/
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" MODIFY ("ENAME" VARCHAR2(20))
/
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD  PRIMARY KEY ("EMPNO") ENABLE
/
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" RENAME TO "TAB2"
/
  
1 row selected.
 


	
次のように、DBMS_METADATA_DIFFブラウザAPIを使用して、結果を比較します。


SQL> SELECT dbms_metadata_diff.compare_alter('TABLE','TAB1','TAB2') FROM dual;
ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD ("MGR" NUMBER(4,0))
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" DROP ("JOB")
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" MODIFY ("ENAME" VARCHAR2(20))
  ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" ADD  PRIMARY KEY ("EMPNO") USING INDEX 
  PCTFREE 10 INITRANS 2 STORAGE ( INITIAL 16384 NEXT 16384 MINEXTENTS 1
  MAXEXTENTS 505 PCTINCREASE 50 FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL
  DEFAULT)  ENABLE ALTER TABLE "SCOTT"."TAB1" RENAME TO "TAB2"
 
1 row selected.











DBMS_METADATA APIのプログラム・インタフェースに関するパフォーマンスのヒント

この項では、DBMS_METADATA APIのプログラム・インタフェース使用時にパフォーマンスを向上する方法について説明します。

	
ある型のすべてのオブジェクトを、次の型のオブジェクトをフェッチする前にフェッチします。たとえば、スキーマ内に含まれるすべてのオブジェクトの定義を取得する場合は、まずすべての表をフェッチし、次にすべての索引をフェッチし、その次にすべてのトリガーをフェッチします。この方法は、OPENコンテキストをネストする方法(表をフェッチした後でそのすべての索引、権限およびトリガーをフェッチし、その後、次の表をフェッチした後でそのすべての索引、権限およびトリガーをフェッチするという方法)より非常に高速です。「DBMS_METADATA APIの使用例」では、この非効率な後者の方法が示されていますが、その例の目的はほとんどのプログラム・コールを示すことであり、この方法がその目的に最適です。


	
SET_COUNTプロシージャを使用して、複数のオブジェクトを一度に取得します。これによってサーバーのラウンドトリップが最小化され、多くの冗長なファンクション・コールが削減されます。


	
DBMS_METADATA APIをコールするPL/SQLパッケージを記述する場合、LOB変数およびLOBを含むオブジェクト(SYS.KU$_DDLSなど)は、個々のファンクション内ではなく、パッケージ・スコープで宣言します。これによって、ファンクションの開始および終了時に、負荷の高い操作である、LOBの存続時間構造の作成および削除が実行されなくなります。



	
参照:

Oracle Database SecureFiles and Large Objects開発者ガイド













DBMS_METADATA APIの使用例

この項では、DBMS_METADATA APIの使用例を示します。デモを自動的に実行するスクリプトの手順は、次のとおりです。

	
スキーマ(MDDEMO)および何人かの従業員名簿のユーザーを確立します。


	
スキーマ内に従業員名簿に似せた表を3つ作成し、関連する索引、トリガーおよび権限を作成します。


	
DBMS_METADATA APIを使用するPAYROLL_DEMOというパッケージを作成します。PAYROLL_DEMOパッケージには、PAYROLLから始まるMDDEMOスキーマ内の2つの表のDDLを取得するGET_PAYROLL_TABLESというプロシージャを含めます。各表に対して、表の関連する依存オブジェクト、索引、権限およびトリガーのDDLを取得します。すべてのDDLは、MDDEMO.DDLという名前の表に書き込まれます。




例を実行するには、次の手順に従います。

	
ユーザーsystemとしてSQL*Plusを起動します。パスワードを入力するように要求されます。


sqlplus system


	
デモをインストールします。このデモは、rdbms/demoにあるファイルmddemo.sqlに含まれています。


SQL> @mddemo


この手順で行われる処理の詳細は、「DBMS_METADATAの例で行われる処理」を参照してください。


	
ユーザーmddemoとして接続します。パスワードを入力するように要求されます。パスワードもmddemoです。


SQL> CONNECT mddemo
Enter password:


	
問合せの出力を完全なものにして読取り可能にするために、次のパラメータを設定します


SQL> SET PAGESIZE 0
SQL> SET LONG 1000000


	
次のとおりGET_PAYROLL_TABLESプロシージャを実行します。


SQL> CALL payroll_demo.get_payroll_tables();


	
次のSQL問合せを実行します。


SQL> SELECT ddl FROM DDL ORDER BY SEQNO;


生成される出力は、GET_PAYROLL_TABLESプロシージャの実行結果です。デモのインストール時に、手順2で行われたすべてのDDLが示されます。実際の出力のリストについては、「GET_PAYROLL_TABLESプロシージャで生成される出力」を参照してください。






DBMS_METADATAの例で行われる処理

mddemoスクリプトを実行すると、次の手順が行われます。これらの手順をユーザーの状況に合わせることができます。

	
ユーザーが存在する場合は、次のとおり削除します。これで、新しいデータを使用した作業が開始できます。ユーザーが存在しない場合は、その影響を示すメッセージが表示されますが、問題はありません。デモは継続して実行されます。


CONNECT system
Enter password: password
SQL> DROP USER mddemo CASCADE;
SQL> DROP USER mddemo_clerk CASCADE;
SQL> DROP USER mddemo_mgr CASCADE;


	
mddemoで識別されるユーザーmddemoを作成します。


SQL> CREATE USER mddemo IDENTIFIED BY mddemo;
SQL> GRANT resource, connect, create session,
  1     create table,
  2     create procedure, 
  3     create sequence,
  4     create trigger,
  5     create view,
  6     create synonym,
  7     alter session,
  8  TO mddemo;


	
clerkで識別されるユーザーmddemo_clerkを作成します。


CREATE USER mddemo_clerk IDENTIFIED BY clerk;


	
mgrで識別されるユーザーmddemo_mgrを作成します。


CREATE USER mddemo_mgr IDENTIFIED BY mgr;


	
mddemoとしてSQL*Plusに接続します(パスワードもmddemoです)。


CONNECT mddemo
Enter password:


	
いくつかの従業員名簿型の表を作成します。


SQL> CREATE TABLE payroll_emps
  2  ( lastname VARCHAR2(60) NOT NULL,
  3  firstname VARCHAR2(20) NOT NULL,
  4  mi VARCHAR2(2),
  5  suffix VARCHAR2(10),
  6  dob DATE NOT NULL,
  7  badge_no NUMBER(6) PRIMARY KEY,
  8  exempt VARCHAR(1) NOT NULL,
  9  salary NUMBER (9,2),
  10 hourly_rate NUMBER (7,2) )
  11 /

SQL> CREATE TABLE payroll_timecards 
  2  (badge_no NUMBER(6) REFERENCES payroll_emps (badge_no),
  3  week NUMBER(2),
  4  job_id NUMBER(5),
  5  hours_worked NUMBER(4,2) )
  6 /


	
audit_trailというダミーの表を作成します。この表は、payrollで始まらない表は、GET_PAYROLL_TABLESプロシージャでは取得されないことを示すために使用します。


SQL> CREATE TABLE audit_trail 
  2  (action_time DATE,
  3  lastname VARCHAR2(60),
  4  action LONG )
  5  /


	
作成された表の権限を作成します。


SQL> GRANT UPDATE (salary,hourly_rate) ON payroll_emps TO mddemo_clerk;
SQL> GRANT ALL ON payroll_emps TO mddemo_mgr WITH GRANT OPTION;

SQL> GRANT INSERT,UPDATE ON payroll_timecards TO mddemo_clerk;
SQL> GRANT ALL ON payroll_timecards TO mddemo_mgr WITH GRANT OPTION;


	
作成された表の索引を作成します。


SQL> CREATE INDEX i_payroll_emps_name ON payroll_emps(lastname);
SQL> CREATE INDEX i_payroll_emps_dob ON payroll_emps(dob);
SQL> CREATE INDEX i_payroll_timecards_badge ON payroll_timecards(badge_no);


	
作成された表のトリガーを作成します。


SQL> CREATE OR REPLACE PROCEDURE check_sal( salary in number) AS BEGIN
  2  RETURN;
  3  END;
  4  /


例を簡単にするために、セキュリティは比較的低く設定しています。


SQL> CREATE OR REPLACE TRIGGER salary_trigger BEFORE INSERT OR UPDATE OF salary
ON payroll_emps
FOR EACH ROW WHEN (new.salary > 150000)
CALL check_sal(:new.salary)
/

SQL> CREATE OR REPLACE TRIGGER hourly_trigger BEFORE UPDATE OF hourly_rate ON payroll_emps
FOR EACH ROW
BEGIN :new.hourly_rate:=:old.hourly_rate;END;
/


	
生成されたDDLを保持する表を設定します。


CREATE TABLE ddl (ddl CLOB, seqno NUMBER);


	
DBMS_METADATAプロシージャを使用できる例を提供するPAYROLL_DEMOパッケージを作成します。


SQL> CREATE OR REPLACE PACKAGE payroll_demo AS PROCEDURE get_payroll_tables;
END;
/




	
注意:

PAYROLL_DEMOパッケージの内容を含めて、この例のスクリプト全体を参照するには、$ORACLE_HOME/rdbms/demoディレクトリにあるファイルmddemo.sqlを参照してください。













GET_PAYROLL_TABLESプロシージャで生成される出力

mddemo.payroll_demo.get_payroll_tables プロシージャの実行後に、次の問合せを実行できます。


SQL> SELECT ddl FROM ddl ORDER BY seqno;


結果は次のとおりです。前述の項で説明したとおり、スクリプトによって実行されたすべてのDDLが反映されます。


CREATE TABLE "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS"
   (    "LASTNAME" VARCHAR2(60) NOT NULL ENABLE,
        "FIRSTNAME" VARCHAR2(20) NOT NULL ENABLE,
        "MI" VARCHAR2(2),
        "SUFFIX" VARCHAR2(10),
        "DOB" DATE NOT NULL ENABLE,
        "BADGE_NO" NUMBER(6,0),
        "EXEMPT" VARCHAR2(1) NOT NULL ENABLE,
        "SALARY" NUMBER(9,2),
        "HOURLY_RATE" NUMBER(7,2),
 PRIMARY KEY ("BADGE_NO") ENABLE
   ) ;

  GRANT UPDATE ("SALARY") ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_CLERK";
  GRANT UPDATE ("HOURLY_RATE") ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_CLERK";
  GRANT ALTER ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT DELETE ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT INDEX ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT INSERT ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT SELECT ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT UPDATE ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT REFERENCES ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT ON COMMIT REFRESH ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT QUERY REWRITE ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;

  CREATE INDEX "MDDEMO"."I_PAYROLL_EMPS_DOB" ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" ("DOB")
  PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255
  STORAGE(INITIAL 10240 NEXT 10240 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 121 PCTINCREASE 50
  FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT) TABLESPACE "SYSTEM" ;


  CREATE INDEX "MDDEMO"."I_PAYROLL_EMPS_NAME" ON "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" ("LASTNAME")
  PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255
  STORAGE(INITIAL 10240 NEXT 10240 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 121 PCTINCREASE 50
  FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT) TABLESPACE "SYSTEM" ;

  CREATE OR REPLACE TRIGGER hourly_trigger before update of hourly_rate on payroll_emps
for each row
begin :new.hourly_rate:=:old.hourly_rate;end;
/
ALTER TRIGGER "MDDEMO"."HOURLY_TRIGGER" ENABLE;

  CREATE OR REPLACE TRIGGER salary_trigger before insert or update of salary on payroll_emps
for each row  
WHEN (new.salary > 150000)  CALL check_sal(:new.salary)
/
ALTER TRIGGER "MDDEMO"."SALARY_TRIGGER" ENABLE;


CREATE TABLE "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS"
   (    "BADGE_NO" NUMBER(6,0),
        "WEEK" NUMBER(2,0),
        "JOB_ID" NUMBER(5,0),
        "HOURS_WORKED" NUMBER(4,2),
 FOREIGN KEY ("BADGE_NO")
  REFERENCES "MDDEMO"."PAYROLL_EMPS" ("BADGE_NO") ENABLE
   ) ;

  GRANT INSERT ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_CLERK";
  GRANT UPDATE ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_CLERK";
  GRANT ALTER ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT DELETE ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT INDEX ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT INSERT ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT SELECT ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT UPDATE ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT REFERENCES ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT ON COMMIT REFRESH ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;
  GRANT QUERY REWRITE ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" TO "MDDEMO_MGR" WITH GRANT OPTION;

  CREATE INDEX "MDDEMO"."I_PAYROLL_TIMECARDS_BADGE" ON "MDDEMO"."PAYROLL_TIMECARDS" ("BADGE_NO")
  PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255
  STORAGE(INITIAL 10240 NEXT 10240 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 121 PCTINCREASE 50
  FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT) TABLESPACE "SYSTEM" ;








DBMS_METADATAプロシージャの要約

この項では、DBMS_METADATA APIによって提供されるプロシージャを簡単に説明します。これらのプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


表20-1では、複数オブジェクトの取得に使用する、DBMS_METADATAプログラム・インタフェースのプロシージャを簡単に説明します。


表20-1 複数オブジェクトの取得に使用するDBMS_METADATAプロシージャ

	PL/SQLプロシージャ名	説明
	

DBMS_METADATA.OPEN()

	
取得するオブジェクトの型、メタデータのバージョンおよびオブジェクト・モデルを指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_FILTER()

	
取得するオブジェクトに、オブジェクト名、スキーマなどの制限を指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_COUNT()

	
1回のFETCH_xxxコールで取得するオブジェクトの最大数を指定します。


	

DBMS_METADATA.GET_QUERY()

	
FETCH_xxxで使用される問合せのテキストを返します。これをデバッグの機能として使用できます。


	

DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM()

	
解析して返すオブジェクトの属性を指定して、出力を解析に利用します。


	

DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM()

	
取得したオブジェクトのXML表現に、FETCH_xxxによって適用される変換を指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM()

	
transform_handleで識別されるXSLTスタイルシートのパラメータを指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_REMAP_PARAM()

	
transform_handleで識別されるXSLTスタイルシートのパラメータを指定します。


	

DBMS_METADATA.FETCH_xxx()

	
OPEN、SET_FILTER、SET_COUNT、ADD_TRANSFORMなどで確立された基準を満たすオブジェクトのメタデータを返します。


	

DBMS_METADATA.CLOSE()

	
OPENによって返されたハンドルを無効にし、関連付けられた状態をクリーンアップします。








表20-2では、DBMS_METADATAブラウザ・インタフェースで提供されるプロシージャを簡単に説明します。これらのファンクションは、1つ以上の依存オブジェクトまたは権限付与されたオブジェクトのメタデータを返します。これらのプロシージャでは、異種オブジェクト型はサポートされません。


表20-2 ブラウザ・インタフェースで使用するDBMS_METADATAプロシージャ

	PL/SQLプロシージャ名	説明
	

DBMS_METADATA.GET_xxx()

	
シングル・オブジェクトに対してメタデータを返す方法を提供します。各GET_xxxコールは、OPENプロシージャ、1つか2つのSET_FILTERコール、ADD_TRANSFORMプロシージャ(オプション)、FETCH_xxxコールおよびCLOSEプロシージャで構成されます。

object_typeパラメータには、OPENプロシージャと同じセマンティクスが含まれます。schemaおよびnameはフィルタ処理に使用されます。

変換を指定した場合、セッション・レベルの変換フラグが継承されます。


	

DBMS_METADATA.GET_DEPENDENT_xxx()

	
XMLまたはDDLで指定したとおり、1つ以上の依存オブジェクトに対してメタデータが返されます。


	

DBMS_METADATA.GET_GRANTED_xxx()

	
XMLまたはDDLで指定したとおり、権限が付与された1つ以上のオブジェクトに対してメタデータが返されます。









表20-3では、XMLの送信で使用されるDBMS_METADATAプロシージャおよびファンクションを簡単に説明します。


表20-3 XMLデータの送信に使用するDBMS_METADATAのプロシージャおよびファンクション

	PL/SQL名	説明
	

DBMS_METADATA.OPENW()

	
書込みコンテキストをオープンします。


	

DBMS_METADATA.ADD_TRANSFORM()

	
XML文書の変換を指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_TRANSFORM_PARAM() and 
DBMS_METADATA.SET_REMAP_PARAM()

	
SET_TRANSFORM_PARAMは、変換のパラメータを指定します。

SET_REMAP_PARAMは、変換の再マップを指定します。


	

DBMS_METADATA.SET_PARSE_ITEM()

	
解析するオブジェクト属性を指定します。


	

DBMS_METADATA.CONVERT()

	
XML文書をDDLに変換します。


	

DBMS_METADATA.PUT()

	
データベースにXML文書を送信します。


	

DBMS_METADATA.CLOSE()

	
OPENWでオープンしたコンテキストをクローズします。












DBMS_METADATA_DIFFプロシージャの要約

この項では、DBMS_METADATA_DIFF APIによって提供されるプロシージャおよびファンクションを簡単に説明します。これらのプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


表20-4 DBMS_METADATA_DIFFのプロシージャおよびファンクション

	PL/SQLプロシージャ名	説明
	
OPENCファンクション

	
比較するオブジェクトの型を指定します。


	
ADD_DOCUMENTプロシージャ

	
比較するSXMLドキュメントを指定します。


	
FETCH_CLOBファンクションおよびプロシージャ

	
ADD_DOCUMENTで指定した2つのドキュメント間の差異を示すCLOBを返します。


	
CLOSEプロシージャ

	
OPENCによって返されたハンドルを無効にし、関連付けられた状態をクリーンアップします。



























第V部



付録

ここには次の付録が含まれます。

付録A「SQL*Loaderの構文図」

この付録では、SQL*Loaderの構文図について説明します。







 
A SQL*Loaderの構文図

この付録では、SQL*Loaderの構文を図形式(線路図またはDDL構文図ともいいます)で示します。ここで使用している構文の表記法の詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


次に示す構文図は、特定の句(pos_spec句など)が省略された形で示されています。この付録では、これらの構文図を拡張して詳しく説明します。


OPTIONS句

[image: options.gifの説明が続きます。]




Load文

[image: load_statement.gifの説明が続きます。]




infile_clause

[image: infile_clause.gifの説明が続きます。]




concatenate_clause

[image: concatenate.gifの説明が続きます。]




into_table_clause

[image: intotab_clause.gifの説明が続きます。]




field_condition

[image: fld_cond.gifの説明が続きます。]




delim_spec

[image: delim_spec.gifの説明が続きます。]




full_fieldname

[image: fieldname.gifの説明が続きます。]




termination_spec

[image: terminat.gifの説明が続きます。]




enclosure_spec

[image: enclose.gifの説明が続きます。]




oid_spec

[image: oid_spec.gifの説明が続きます。]




sid_spec

[image: sid_spec.gifの説明が続きます。]




xmltype_spec

[image: xmltype_spec.gifの説明が続きます。]




field_list

[image: field_list.gifの説明が続きます。]




dgen_fld_spec

[image: dgen_fld.gifの説明が続きます。]




ref_spec

[image: ref.gifの説明が続きます。]




init_spec

[image: init.gifの説明が続きます。]




bfile_spec

[image: bfile.gifの説明が続きます。]




filler_fld_spec

[image: filler_fld.gifの説明が続きます。]




scalar_fld_spec

[image: scalar.gifの説明が続きます。]




lobfile_spec

[image: lobfile_spec.gifの説明が続きます。]




pos_spec

[image: pos_spec.gifの説明が続きます。]




datatype_spec

[image: datatype_spec.gifの説明が続きます。]




datatype_spec_cont

[image: datatype_spec_cont.gifの説明が続きます。]




col_obj_fld_spec

[image: col_obj_fld_spec.gifの説明が続きます。]




collection_fld_spec

[image: coll_fld.gifの説明が続きます。]




nested_table_spec

[image: nested_table.gifの説明が続きます。]




varray_spec

[image: varray.gifの説明が続きます。]




sdf_spec

[image: sdf.gifの説明が続きます。]




count_spec

[image: count.gifの説明が続きます。]










索引

A  B  C  D  E  F  G  H  I  J  K  L  M  N  O  P  Q  R  S  T  U  V  W  X  


A

	アクセス権限
	
	エクスポートおよびインポート, 21.2.3



	ADD_FILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.1






	ADR
	
	「自動診断リポジトリ」を参照



	ADRベース
	
	ADRCIユーティリティ内, 16.2



	ADRホーム
	
	ADRCIユーティリティ内, 16.2



	ADRCI
	
	トラブルシューティング, 16.10



	ADRCIユーティリティ, 16
	
	ADRベース, 16.2
	ADRホーム, 16.2
	バッチ・モード, 16.3.3
	コマンド, 16.9
	ヘルプの利用, 16.3
	ホームパス, 16.2
	対話方式モード, 16.3.1
	起動, 16.3



	アドバンスト・キューイング
	
	アドバンスト・キュー表のエクスポート, 21.14.10
	アドバンスト・キュー表のインポート, 22.16.10



	別名
	
	ディレクトリ
	
	エクスポート, 21.14.5
	インポート, 22.16.5






	アナライザ統計, 22.24
	REDOログ・ファイルの分析, 19
	ANYDATA型
	
	表モードのインポート時の影響, 22.6
	SQL文字列を使用してロード, 10.12.6



	APPENDパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.14.2



	表への追加
	
	SQL*Loader, 9.13.2.2.1



	アーカイブされたLOB
	
	エクスポートに対する制限事項, 2.4.44



	アーカイブ
	
	使用禁止
	
	ダイレクト・パス・ロードの影響, 12.5.4.1






	配列
	
	挿入後のコミット, 22.7.2



	アトミックNULL, 11.1.5.2
	ATTACHパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.3
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.3



	既存のジョブへの接続
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.3



	属性
	
	NULL, 11.1.5.1



	属性値コンストラクタ
	
	上書き, 11.1.6



	自動診断リポジトリ, 16.2





B

	バックスラッシュ・エスケープ文字, 9.3.3.2
	バックアップ
	
	削除されたスナップショットのリストア
	
	インポート, 22.18.2.1






	不良ファイル
	
	SQL*Loaderの指定, 9.8



	BADパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.1



	BADFILEパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.8



	BEGINDATAパラメータ
	
	SQL*Loader制御ファイル, 9.6



	BFILE
	
	オリジナルのエクスポート, 21.14.6
	オリジナルのインポート, 22.16.5
	SQL*Loaderでのロード, 11.4, 11.5



	ビッグ・エンディアン・データ
	
	外部表, 14.2.8



	バインド配列
	
	SQL*Loaderに対するサイズの指定, 9.16.4
	SQL*Loaderのメモリー所要量の最小化, 9.16.5
	最低条件, 9.16.1
	複数のSQL*LoaderのINTO TABLE文のサイズ, 9.16.6
	最大値の指定, 8.2.2
	行数の指定, 8.2.23
	SQL*Loaderパフォーマンスとの関連, 9.16.2



	BINDSIZEパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.2, 9.16.3



	空白
	
	空白のフィールドのロード, 10.9
	フィールド比較用のSQL*Loader BLANKSパラメータ, 10.5.1
	後続, 10.4.5.4
	切捨て, 10.10
	
	外部表, 14.3.2



	空白, 10.10



	BLANKSパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 10.5.1



	BLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	バウンドFILLER, 10.3.1
	バッファ・キャッシュのサイズ
	
	Streamsを伴うデータ・ポンプ操作, 5.3.1



	BUFFERパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.1
	インポート・ユーティリティ, 22.7.1



	バッファ
	
	エクスポートの計算, 21.5.1
	SQL*LoaderのBINDSIZEパラメータを使用した指定, 9.16.4



	バイト順序, 10.8
	
	ビッグ・エンディアン, 10.8
	リトル・エンディアン, 10.8
	SQL*Loaderの制御ファイルでの指定, 10.8.1



	バイト順序マーク, 10.8.2
	
	優先順位
	
	第1プライマリ・データ・ファイル, 10.8.2
	LOBFILEおよびSDF, 10.8.2



	確認の抑止, 10.8.2.1



	BYTEORDERパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 10.8.1



	BYTEORDERMARKパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 10.8.2.1








C

	キャッシュされた順序番号
	
	エクスポート, 21.14.1



	catalog.sqlスクリプト
	
	エクスポートおよびインポートのためのデータベースの準備, 21.2.1, 22.2.1



	catexp.sqlスクリプト
	
	エクスポートおよびインポートのためのデータベースの準備, 21.2.1, 22.2.1



	catldr.sqlスクリプト
	
	ダイレクト・パス・ロードの準備, 12.4.1



	データベースIDの変更, 18.3.1
	データベース名の変更, 18.3.3
	CHARデータ型
	
	デリミタ付き形式およびSQL*Loader, 10.4.5



	文字フィールド
	
	デリミタとSQL*Loader, 10.4.2, 10.4.5
	SQL*Loaderに対する長さの指定, 10.4.7
	SQL*Loaderのデータ型, 10.4.2



	キャラクタ・セット
	
	変換
	
	エクスポートおよびインポート中, 21.12.1, 22.14.1



	8ビットから7ビットへの変換
	
	エクスポートおよびインポート, 21.12.3, 22.14.3



	外部表の識別, 14.2.4
	マルチバイト
	
	エクスポートおよびインポート, 21.12.4
	SQL*Loader, 9.10.1



	シングルバイト
	
	エクスポートおよびインポート, 21.12.3, 22.14.3



	SQL*Loader制御ファイル, 9.10.5.3
	SQL*Loaderでの変換, 9.10
	Unicode, 9.10.2



	文字列
	
	外部表
	
	バイトまたは文字の指定, 14.2.10



	SQL*Loader, 10.5.2



	文字長セマンティクス, 9.10.5.4
	CHARACTERSETパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.10.5.2



	CHECK制約
	
	使用禁止の変更, 12.8.1.2



	CLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	CLUSTERパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.4
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.4



	SQL*Loaderでサポートされるコレクション型, 7.10.2
	コレクション, 7.10
	
	ロード, 11.6



	配列行の列
	
	行数の指定, 12.5.5



	列オブジェクト
	
	ロード, 11.1
	
	ユーザー定義コンストラクタ, 11.1.6






	COLUMNARRAYROWSパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.3



	列
	
	LONGデータ型のエクスポート, 21.14.2
	REF列のロード, 11.3
	命名
	
	SQL*Loader, 10.3



	オブジェクト
	
	ネストした列オブジェクトのロード, 11.1.3
	ストリーム・レコード形式, 11.1.1
	可変レコード形式, 11.1.2, 11.1.2



	インポート実行前の順序変更, 22.3.1
	SQL*Loaderを使用した定数値の設定, 10.13.2
	SQL*Loaderを使用した一意の順序番号の設定, 10.13.6
	SQL*Loaderを使用した式の値の設定, 10.13.3
	SQL*Loaderを使用したNULLの設定, 10.13.2.1
	SQL*Loaderを使用した現在の日付の設定, 10.13.5
	SQL*Loaderを使用したデータ・ファイルのレコード番号の設定, 10.13.4
	指定
	
	SQL*Loader, 10.3



	PIECEDとしての指定
	
	SQL*Loader, 12.4.7.1



	SQL*Loaderの使用, 10.13.3



	コメント
	
	エクスポートおよびインポートのパラメータ・ファイル, 21.3.3, 22.5.2
	外部表, 14.1, 15.1.1



	COMMITパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.2



	COMPILEパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.3



	完了メッセージ
	
	エクスポート, 21.7.4
	インポート, 21.7.4



	COMPRESSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.2



	COMPRESSIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.5



	CONCATENATEパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.12



	従来型パスによる同時ロード, 12.8.4
	構成
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.1



	CONSISTENTパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.3
	
	ネストした表, 21.5.3
	パーティション表, 21.5.3






	統合
	
	エクステント, 21.5.2



	CONSTANTパラメータ
	
	SQL*Loader, 10.13.2



	制約
	
	自動整合性およびSQL*Loader, 12.8.2.2
	ダイレクト・パス・ロード, 12.8
	参照制約の使用禁止, 22.3.2
	使用可能化
	
	パラレル・ダイレクト・パス・ロード後, 12.9.7



	ダイレクト・ロードに対する施行, 12.8.1.1
	違反
	
	インポート, 22.10.1.1



	ロード方法, 12.3.8



	CONSTRAINTSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.4
	インポート・ユーティリティ, 22.7.4



	コンストラクタ
	
	属性値, 11.1.6
	
	上書き, 11.1.6



	ユーザー定義, 11.1.6
	
	列オブジェクトのロード, 11.1.6






	CONTENTパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.6
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.3



	CONTINUE_CLIENTパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.2



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 3.5.1






	CONTINUEIFパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.12



	制御ファイル
	
	キャラクタ・セット, 9.10.5.3
	データ定義言語の構文, 9.1
	データの指定, 9.6
	SQL*Loader廃棄ファイルの指定, 9.9



	CONTROLパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.4



	従来型パス・エクスポート
	
	ダイレクト・パスとの比較, 21.9



	従来型パス・ロード
	
	中断された場合の動作, 9.11.1
	ダイレクト・パス・ロードとの比較, 12.3.7
	同時, 12.9.1
	単一パーティション, 12.2
	SQL*Loaderバインド配列, 9.16.2
	使用する場合, 12.2.2



	キャラクタ・セットの変換
	
	エクスポートおよびインポート中, 21.12.1, 22.14.1
	キャラクタ・セットのソートの影響, 21.12.1.1, 22.14.1.1



	データ変換
	
	ダイレクト・パス・ロード時, 12.3.1



	入力文字の変換, 9.10.5
	CREATE REPORTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.1
	CREATE SESSION権限
	
	エクスポート, 21.2.3, 22.2.2
	インポート, 21.2.3, 22.2.2



	作成
	
	インシデント・パッケージ, 16.8.2
	表
	
	インポート実行前の手動操作, 22.3.1











D

	データ
	
	変換
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.3.1



	デリミタで区切られたデータおよびSQL*Loader, 10.4.5.2
	SQL*Loaderへの異なる入力形式の区別, 9.15
	異なる入力行オブジェクトのサブタイプの区別, 9.15, 9.15.3
	エクスポート, 21.5.24
	SQL*Loaderを使用した一意の値の生成, 10.13.6
	制御ファイルへの組込み, 9.6
	SQL*Loader制御ファイルに組み込まれたデータのロード, 10.13.1
	セクションごとのロード
	
	SQL*Loader, 12.4.7.1



	複数表へのロード
	
	SQL*Loader, 9.15



	SQL*Loaderのデリミタ付きデータの最大長, 10.4.5.3
	SQL*Loaderを使用したオペレーティング・システム間の移動, 10.7
	リカバリ
	
	SQL*Loaderでのダイレクト・パス・ロード, 12.4.6



	ダイレクト・パス・ロード時の保存, 12.4.5
	行の保存
	
	SQL*Loader, 12.5.3



	未ソート
	
	SQL*Loader, 12.5.2.2



	SQL*Loaderのパフォーマンスのために最適化された値, 10.13.1



	データ・フィールド
	
	SQL*Loaderデータ型の指定, 10.3.2



	データ・ファイル
	
	SQL*Loaderのバッファの指定, 9.7
	SQL*Loaderの指定, 9.5



	DATAパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.5



	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	ATTACHパラメータ, 2.4.3
	CLUSTERパラメータ, 2.4.4
	コマンドライン・モード, 2.4, 3.4
	COMPRESSIONパラメータ, 2.4.5
	CONTENTパラメータ, 2.4.6, 2.4.6
	リソース消費の制御, 5.2.1
	DATA_OPTIONSパラメータ, 2.4.7
	ダンプ・ファイル・セット, 2.1
	DUMPFILEパラメータ, 2.4.9
	SecureFilesの暗号化, 2.4.10
	ENCRYPTIONパラメータ, 2.4.10
	ENCRYPTION_ALGORITHMパラメータ, 2.4.11
	ENCRYPTION_MODEパラメータ, 2.4.12
	ENCRYPTION_PASSWORDパラメータ, 2.4.13
	ESTIMATEパラメータ, 2.4.14
	ESTIMATE_ONLYパラメータ, 2.4.15
	EXCLUDEパラメータ, 2.4.16
	オブジェクトの除外, 2.4.16
	エクスポート・モード, 2.2.2
	FILESIZEコマンド
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.4



	FILESIZEパラメータ, 2.4.17
	エクスポートされるデータのフィルタ処理
	
	EXCLUDEパラメータの使用, 2.4.16
	INCLUDEパラメータの使用, 2.4.22



	FLASHBACK_SCNパラメータ, 2.4.18
	FLASHBACK_TIMEパラメータ, 2.4.19
	FULLパラメータ, 2.4.20
	HELPパラメータ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.5



	INCLUDEパラメータ, 2.4.22
	対話方式コマンド・モード, 2.5
	
	ADD_FILEパラメータ, 2.5.1
	CONTINUE_CLIENTパラメータ, 2.5.2
	EXIT_CLIENTパラメータ, 2.5.3
	FILESIZE, 2.5.4
	HELPパラメータ, 2.5.5
	KILL_JOBパラメータ, 2.5.6
	PARALLELパラメータ, 2.5.7
	START_JOBパラメータ, 2.5.8
	STATUSパラメータ, 2.5.9, 3.5.7
	STOP_JOBパラメータ, 2.5.10, 3.5.8



	インタフェース, 2.2.1
	起動
	
	SYSDBA, 2.2, 3.2



	ジョブ名
	
	指定, 2.4.23



	JOB_NAMEパラメータ, 2.4.23
	LOGFILEパラメータ, 2.4.25
	NETWORK_LINKパラメータ, 2.4.27
	NOLOGFILEパラメータ, 2.4.28
	PARALLELパラメータ
	
	コマンドライン・モード, 2.4.29
	対話方式コマンド・モード, 2.5.7



	PARFILEパラメータ, 2.4.30
	QUERYパラメータ, 2.4.31
	REMAP_DATAパラメータ, 2.4.32
	REUSE_DUMPFILESパラメータ, 2.4.33
	SAMPLEパラメータ, 2.4.34
	SCHEMASパラメータ, 2.4.35
	SecureFiles LOBに関する考慮点, 1.8
	SERVICE_NAMEパラメータ, 2.4.36
	SOURCE_EDITIONパラメータ, 2.4.37
	ジョブ名の指定, 2.4.23
	構文図, 2.7
	TABLESパラメータ, 2.4.39
	TABLESPACESパラメータ, 2.4.40
	データの透過的な暗号化, 2.4.13
	TRANSPORT_FULL_CHECKパラメータ, 2.4.41
	TRANSPORT_TABLESPACESパラメータ, 2.4.42
	TRANSPORTABLEパラメータ, 2.4.43
	トランスポータブル表領域モード
	
	およびタイムゾーン・ファイルのバージョン, 2.2.2.5



	VERSIONパラメータ, 2.4.44
	バージョニング, 1.7



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	ATTACHパラメータ, 3.4.3
	既存のジョブへの接続, 3.4.3
	ソース・データ・ファイルの名前の変更, 3.4.29
	CLUSTERパラメータ, 3.4.4
	コマンドライン・モード
	
	NOLOGFILEパラメータ, 3.4.23
	STATUSパラメータ, 3.4.39



	CONTENTパラメータ, 3.4.5
	リソース消費の制御, 5.2.1
	DATA_OPTIONSパラメータ, 3.4.6
	DIRECTORYパラメータ, 3.4.7
	DUMPFILEパラメータ, 3.4.8
	ENCRYPTION_PASSWORDパラメータ, 3.4.9
	ESTIMATEパラメータ, 3.4.10
	ジョブ・サイズの見積り, 3.4.10
	EXCLUDEパラメータ, 3.4.11
	インポートされるデータをフィルタ処理
	
	EXCLUDEパラメータの使用, 3.4.11
	INCLUDEパラメータの使用, 3.4.16



	FLASHBACK_SCNパラメータ, 3.4.12
	FLASHBACK_TIMEパラメータ, 3.4.13
	全体インポート・モード, 3.2.2.1
	FULLパラメータ, 3.4.14
	HELPパラメータ
	
	コマンドライン・モード, 3.4.15
	対話方式コマンド・モード, 3.5.3



	INCLUDEパラメータ, 3.4.16
	対話方式コマンド・モード, 3.5
	
	CONTINUE_CLIENTパラメータ, 3.5.1
	EXIT_CLIENTパラメータ, 3.5.2
	HELPパラメータ, 3.5.3
	KILL_JOBパラメータ, 3.5.4
	START_JOBパラメータ, 3.5.6
	STOP_JOBパラメータ, 3.5.8



	インタフェース, 3.2.1
	JOB_NAMEパラメータ, 3.4.17
	LOGFILEパラメータ, 3.4.19
	PARALLELパラメータ
	
	コマンドライン・モード, 3.4.24
	対話方式コマンド・モード, 3.5.5



	PARFILEパラメータ, 3.4.25
	PARTITION_OPTIONSパラメータ, 3.4.26
	QUERYパラメータ, 3.4.27
	REMAP_DATAパラメータ, 3.4.28
	REMAP_DATAFILEパラメータ, 3.4.29
	REMAP_SCHEMAパラメータ, 3.4.30
	REMAP_TABLEパラメータ, 3.4.31
	REMAP_TABLESPACEパラメータ, 3.4.32
	REUSE_DATAFILESパラメータ, 3.4.33
	スキーマ・モード, 3.2.2.2
	SCHEMASパラメータ, 3.4.34
	SERVICE_NAMEパラメータ, 3.4.35
	SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータ, 3.4.36
	SOURCE_EDITIONパラメータ, 3.4.37
	ジョブ名の指定, 3.4.17
	インポートするダンプ・ファイル・セットを指定, 3.4.8
	SQLFILEパラメータ, 3.4.38
	STREAMS_CONFIGURATIONパラメータ, 3.4.40
	構文図, 3.7
	表モード, 3.2.2.3
	TABLE_EXISTS_ACTIONパラメータ, 3.4.41
	TABLESパラメータ, 3.4.42
	表領域モード, 3.2.2.4
	TABLESPACESパラメータ, 3.4.43
	TARGET_EDITIONパラメータ, 3.4.44
	TRANSFORMパラメータ, 3.4.45
	データの透過的な暗号化, 3.4.9
	TRANSPORT_DATAFILESパラメータ, 3.4.46
	TRANSPORT_FULL_CHECKパラメータ, 3.4.47
	TRANSPORT_TABLESPACESパラメータ, 3.4.48
	TRANSPORTABLEパラメータ, 3.4.49
	トランスポータブル表領域モード, 3.2.2.5
	
	およびタイムゾーン・ファイルのバージョン, 3.2.2.5



	VERSIONパラメータ, 3.4.50
	バージョニング, 1.7



	データ・ポンプのレガシー・モード, 4
	DATA_OPTIONSパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.7
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.6



	データベースID(DBID)
	
	変更, 18.3.1



	データベース識別子
	
	変更, 18.3.1



	データベースの移行
	
	パーティション化, 21.17, 22.25



	データベース名(DBNAME)
	
	変更, 18.3.3



	データベース・オブジェクト
	
	LONG列のエクスポート, 21.14.2



	データベース
	
	データベースIDの変更, 18.3.1
	名前の変更, 18.3.3
	全体のエクスポート, 21.5.11
	全体インポート, 22.7.12
	エクスポートおよびインポートの権限, 21.2.3, 22.2.2
	既存のデータ・ファイルの再利用
	
	インポート, 22.7.7






	データファイル
	
	インポート中の上書き防止, 22.7.7
	インポート時の再利用, 22.7.7
	指定, 8.2.5
	SQL*Loaderの形式の指定, 9.7



	DATAFILESパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.6



	DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASEロール, 1.3
	DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロール, 1.3
	データ型
	
	BFILE
	
	オリジナルのエクスポート, 21.14.6
	オリジナルのインポート, 22.16.5
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	BLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	CLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	SQL*Loaderの変換, 10.4.3
	外部表フィールドの記述, 14.3.6
	SQL*Loaderに対する文字フィールド長の設定, 10.4.7
	DATE長の決定, 10.4.7.3
	外部表の識別, 14.3.4
	システム固有
	
	SQL*Loaderでの長さ指定との競合, 10.4.2.9



	NCLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	非スカラー, 11.1.5
	SQL*Loaderでの指定, 10.3.2
	LogMinerユーティリティによるサポート, 19.13.1
	SQL*Loaderで使用される型, 10.4
	LogMinerによりサポートされない, 19.13.2



	日付キャッシュ機能
	
	DATE_CACHEパラメータ, 8.2.6
	外部表, 14.7
	SQL*Loader, 12.5.6



	DATEデータ型
	
	デリミタ付き形式およびSQL*Loader, 10.4.5
	長さの決定, 10.4.7.3
	マスク
	
	SQL*Loader, 10.4.7.3






	DATE_CACHEパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 8.2.6



	DBID(データベース識別子)
	
	変更, 18.3.1



	DBMS_DATAPUMP PL/SQLパッケージ, 6
	DBMS_LOGMNR PL/SQLプロシージャ
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2



	DBMS_LOGMNR_D PL/SQLプロシージャ
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2



	DBMS_LOGMNR_D.ADD_LOGFILES PL/SQLプロシージャ
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2



	DBMS_LOGMNR_D.BUILD PL/SQLプロシージャ
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2



	DBMS_LOGMNR_D.END_LOGMNR PL/SQLプロシージャ
	
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2



	DBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE PL/SQLプロシージャ
	
	ADDFILEオプション, 19.3.2
	NEWオプション, 19.3.2



	DBMS_LOGMNR.COLUMN_PRESENT関数, 19.5.2
	DBMS_LOGMNR.MINE_VALUE関数, 19.5.2
	
	NULL値, 19.5.2.1



	DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR PL/SQLプロシージャ, 19.4
	
	複数回のコール, 19.8
	COMMITTED_DATA_ONLYオプション, 19.6.1
	CONTINUOUS_MINEオプション, 19.3.2
	ENDTIMEパラメータ, 19.6.3, 19.6.4
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2
	オプション, 19.4
	PRINT_PRETTY_SQLオプション, 19.6.6
	SKIP_CORRUPTIONオプション, 19.6.2
	STARTTIMEパラメータ, 19.6.3, 19.6.4



	DBMS_METADATA PL/SQLパッケージ, 20.3.1
	DBNAME
	
	変更, 18.3.3



	DBNEWIDユーティリティ, 18
	
	データベースIDの変更, 18.3.1
	データベース名の変更, 18.3.3
	グローバル・データベース名への影響, 18.2.1
	制限事項, 18.4.2
	構文, 18.4
	データベースIDの変更のトラブルシューティング, 18.3.4



	DBVERIFYユーティリティ
	
	出力例, 17.1.3
	制限事項, 17
	構文, 17.1.1
	セグメントの検査, 17.2
	ディスク・ブロックの検査, 17.1



	デフォルト・スキーマ
	
	SQL*Loaderが判別する, 9.13.1.1



	DEFAULTIFパラメータ
	
	SQL*Loader, 10.5



	DELETE ANY TABLE権限
	
	SQL*Loader, 9.13.2.2.4



	DELETE CASCADE
	
	空でない表へのデータのロードの影響, 9.13.2.2.2
	SQL*Loader, 9.13.2.2.4



	DELETE権限
	
	SQL*Loader, 9.13.2.2.2



	デリミタ付きデータ
	
	SQL*Loaderの最大長, 10.4.5.3



	デリミタ付きフィールド
	
	フィールド長, 10.4.7.2



	デリミタ付きフィールドのLOB, 11.4.2.2.3
	デリミタ
	
	外部表, 14.2.3
	後続の空白のロード, 10.4.5.4
	データ内のマークおよびSQL*Loader, 10.4.5.2
	外部表の指定, 14.3.1
	SQL*Loaderの指定, 9.13.5, 10.4.5
	SQL*Loaderの囲み, 10.10.2.2
	SQL*Loaderのフィールド指定, 10.10.2.2
	終了, 10.10.2.2



	DESTROYパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.7



	ディクショナリ
	
	LogMinerユーティリティの要件, 19.2.1.2



	ディクショナリ・バージョンの不一致, 19.9.4
	DIRECTパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.5



	ダイレクト・パス・エクスポート, 21.9, 21.10
	
	従来型パスとの比較, 21.9
	EXEMPT ACCESS POLICY権限の効果, 21.10.1
	パフォーマンスの問題, 21.10.2
	制限事項, 21.10.3
	セキュリティ上の考慮点, 21.10.1



	ダイレクト・パス・ロード
	
	メリット, 12.3.4
	中断された場合の動作, 9.11.2
	ソート順序の選択
	
	SQL*Loader, 12.5.2.4



	従来型パス・ロードとの比較, 12.3.7
	同時, 12.9.3, 12.9.3
	使用の条件, 12.3.5
	データ・セーブ, 12.4.5, 12.5.3
	DIRECTコマンドライン・パラメータ
	
	SQL*Loader, 12.4.2



	索引の削除, 12.7
	アーカイブ使用禁止の影響, 12.5.4
	主キー制約の影響, 12.9.8
	一意制約の影響, 12.9.8
	フィールド・デフォルト, 12.3.9
	不適切なソート
	
	SQL*Loader, 12.5.2.2



	索引, 12.4.3
	インスタンス・リカバリ, 12.4.6
	セグメント間同時処理, 12.9.3
	セグメント内同時処理, 12.9.3
	データ変換の位置, 12.3.1
	メディア・リカバリ, 12.4.6.1, 12.4.6.1
	複数CPUシステムの最適化, 12.6
	パーティション・ロード
	
	SQL*Loader, 12.8.4



	パフォーマンス, 12.4.3, 12.5
	記憶域の事前割当て, 12.5.1
	データの事前ソート, 12.5.2
	リカバリ, 12.4.6
	ROWSコマンドライン・パラメータ, 12.4.5.1
	セットアップ, 12.4.1
	指定, 12.4.2
	読み込む行数の指定, 8.2.23
	SQL*Loaderでのデータ・ロード方法, 7.9.2
	表挿入トリガー, 12.8.2
	一時セグメント記憶域要件, 12.4.3.2
	トリガー, 12.8
	使用, 12.3.7, 12.4
	バージョンの要件, 12.3.5



	ディレクトリ別名
	
	エクスポート, 21.14.5
	インポート, 22.16.5



	ディレクトリ・オブジェクト
	
	データ・ポンプでの使用
	
	Oracle ASMの影響, 1.6.2.2






	DIRECTORYパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.8
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.7



	無効な一意索引
	
	表のロード, 1.2



	廃棄ファイル
	
	SQL*Loader, 9.9
	
	最大値の指定, 9.9.2






	DISCARDパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.8



	廃棄されたSQL*Loaderレコード, 7.7
	
	原因, 9.9.4
	廃棄ファイル, 9.9
	上限, 9.9.6



	DISCARDMAXパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.9



	中断されたロード, 9.11
	
	継続, 9.11.5
	従来型パスの動作, 9.11.1
	ダイレクト・パスの動作, 9.11.2



	削除されたスナップショット
	
	インポート, 22.18.2.1



	ダンプ・ファイル
	
	最大サイズ, 21.5.8



	DUMPFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.9
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.8








E

	EBCDICキャラクタ・セット
	
	インポート, 21.12.3, 22.14.3



	ECHOコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.2
	8ビット・キャラクタ・セットのサポート, 21.12.3, 22.14.3
	囲まれたフィールド
	
	空白, 10.10.6



	囲みデリミタ, 10.4.5
	
	SQL*Loader, 10.10.2.2



	暗号化された列
	
	外部表, 15.1.6



	ENCRYPTIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.10



	ENCRYPTION_ALGORITHMパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.11



	ENCRYPTION_MODEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.12



	ENCRYPTION_PASSWORDパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.13
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.9



	エラー
	
	SQL*Loaderデータ中のタブ文字が原因, 10.2.1
	LONGデータ, 22.10.1.2
	オブジェクト作成, 22.10.2.1
	
	インポート・パラメータIGNORE, 22.7.15



	インポート中のリソース・エラー, 22.10.2.3
	エクスポート・ログ・ファイルへの書込み, 21.5.15



	ERRORSパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.10



	エスケープ文字
	
	引用符付き文字列, 9.3.3.2
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティでの使用, 2.4
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティでの使用, 3.4
	エクスポートでの使用方法, 21.5.26.1
	インポートでの使用方法, 22.7.30



	ESTIMATEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.14
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.10



	ESTIMATE_ONLYパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.15



	ジョブ・サイズの見積り
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.14



	EVALUATE CHECK_CONSTRAINTS句, 12.8.1.2
	EXCLUDEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.16
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.11



	終了コード
	
	エクスポートおよびインポート, 21.8, 22.9
	SQL*Loader, 1.9, 8.3



	EXITコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.3
	EXIT_CLIENTパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.3



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 3.5.2






	EXP_FULL_DATABASEロール
	
	エクスポートでの割当て, 21.2.1, 22.2.1



	expdat.dmp
	
	エクスポート出力ファイル, 21.5.7



	エクスポート
	
	BUFFERパラメータ, 21.5.1
	キャラクタ・セット変換, 21.12.1, 22.14.1
	COMPRESSパラメータ, 21.5.2
	CONSISTENTパラメータ, 21.5.3
	CONSTRAINTSパラメータ, 21.5.4
	従来型パス, 21.9
	作成
	
	必要な権限, 21.2.1, 22.2.1
	必要なビュー, 21.2.1, 22.2.1



	データベース・オプティマイザ統計, 21.5.25
	DIRECTパラメータ, 21.5.5
	ダイレクト・パス, 21.9
	オンライン・ヘルプの表示, 21.5.13
	セッションの例, 21.6
	
	全データベース・モード, 21.6.1
	パーティション・レベル, 21.6.4
	表モード, 21.6.3
	ユーザー・モード, 21.5.17, 21.6.2



	終了コード, 21.8, 22.9
	データベース全体のエクスポート, 21.5.11
	索引のエクスポート, 21.5.14
	順序番号のエクスポート, 21.14.1
	シノニムのエクスポート, 21.14.11
	別のオペレーティング・システムへのエクスポート, 21.5.20, 22.7.20
	FEEDBACKパラメータ, 21.5.6
	FILEパラメータ, 21.5.7
	FILESIZEパラメータ, 21.5.8
	FLASHBACK_SCNパラメータ, 21.5.9
	FLASHBACK_TIMEパラメータ, 21.5.10
	全データベース・モード
	
	例, 21.6.1



	FULLパラメータ, 21.5.11
	GRANTSパラメータ, 21.5.12
	HELPパラメータ, 21.5.13
	INDEXESパラメータ, 21.5.14
	起動, 21.3, 22.5
	ログ・ファイル
	
	指定, 21.5.15



	LOGパラメータ, 21.5.15
	エラー・メッセージのログ, 21.5.15
	LONG列, 21.14.2
	OBJECT_CONSISTENTパラメータ, 21.5.16
	オンライン・ヘルプ, 21.3.5
	OWNERパラメータ, 21.5.17
	パラメータ・ファイル, 21.5.18
	
	最大サイズ, 21.3.3, 22.5.2



	パラメータ構文, 21.5
	PARFILEパラメータ, 21.5.18
	データベース移行のパーティション化, 21.17, 22.25
	QUERYパラメータ, 21.5.19
	RECORDLENGTHパラメータ, 21.5.20
	ログ・ファイルへの出力のリダイレクト, 21.7.1
	リモート操作, 21.11.2, 22.13
	権限に基づく制限, 21.2.3
	RESUMABLEパラメータ, 21.5.21
	RESUMABLE_NAMEパラメータ, 21.5.22
	RESUMABLE_TIMEOUTパラメータ, 21.5.23
	ROWSパラメータ, 21.5.24
	順序番号, 21.14.1
	STATISTICSパラメータ, 21.5.25
	記憶域要件, 21.2.2
	表モード
	
	セッションの例, 21.6.3



	表名に関する制限, 21.5.26.1
	TABLESパラメータ, 21.5.26
	TABLESPACESパラメータ, 21.5.27
	TRANSPORT_TABLESPACEパラメータ, 21.5.28
	TRIGGERSパラメータ, 21.5.29
	TTS_FULL_CHECKパラメータ, 21.5.30
	ユーザー・アクセス権限, 21.2.3, 22.2.2
	ユーザー・モード
	
	セッションの例, 21.5.17, 21.6.2
	指定, 21.5.17



	USERIDパラメータ, 21.5.31
	VOLSIZEパラメータ, 21.5.32



	エクスポート・ダンプ・ファイル
	
	ファイル全体のインポート, 22.7.12



	エクスポート・ファイル
	
	インポート実行前の内容のリスト, 22.7.25
	指定, 21.5.7



	エクスポート
	
	アーカイブされたLOB, 2.4.44



	EXPRESSIONパラメータ
	
	SQL*Loader, 10.13.3, 10.13.3.1



	エクステント
	
	統合, 21.5.2



	EXTERNALパラメータ
	
	SQL*Loader, 10.4.2.5



	EXTERNAL SQL*Loaderデータ型
	
	数値
	
	長さの決定, 10.4.7






	外部表
	
	アクセス・パラメータ, 13.1.2, 14.1, 15.1
	暗号化された列, 15.1.6
	ビッグ・エンディアン・データ, 14.2.8
	読取り中のデータのキャッシュ, 14.2.23
	column_transforms句, 14.1
	データ型, 14.3.6
	日付キャッシュ機能, 14.7
	デリミタ, 14.2.3
	フィールドのデータ型の記述, 14.3.6
	field_definitions句, 14.1, 14.3
	固定長レコード, 14.2.1
	キャラクタ・セットの識別, 14.2.4
	データ型の識別, 14.3.4
	使用時のパフォーマンスの向上
	
	日付キャッシュ機能, 14.7



	IO_OPTIONS句, 14.2.23
	リトル・エンディアン・データ, 14.2.8
	opaque_format_spec, 13.1.2, 14.1, 15.1
	データの前処理, 14.2.5
	record_format_info句, 14.1, 14.2
	予約語, 13.3, 14.8, 15.6
	制限事項, 13.3, 14.8
	フィールドのデフォルト値設定, 14.3.7
	フィールドのNULL設定, 14.3.7
	データのロード時のレコードのスキップ, 14.2.15
	デリミタの指定, 14.3.1
	ロード条件の指定, 14.2.11
	空白の切捨て, 14.3.2
	SQL文字列の使用, 13.3, 14.8
	コメントの使用, 14.1, 15.1.1
	可変長レコード, 14.2.2



	EXTERNAL_TABLEパラメータ
	
	SQL*Loader, 8.2.11








F

	致命的エラー
	
	「リカバリ不能なエラー・メッセージ」を参照



	FEEDBACKパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.6
	インポート・ユーティリティ, 22.7.8



	フィールド条件
	
	SQL*Loaderの指定, 10.5



	フィールド長
	
	SQL*Loaderの指定, 10.10.2



	フィールド位置
	
	SQL*Loader, 10.2



	フィールド
	
	文字データ長およびSQL*Loader, 10.4.7
	SQL*Loaderを使用した文字列との比較, 10.5.2
	デリミタ付きフィールド
	
	長さの決定, 10.4.7.2
	SQL*Loader, 10.4.5



	すべての空白のロード, 10.9
	事前のサイズ決定
	
	長さ, 10.4.7.1
	SQL*Loader, 10.10.2.1



	相対的な位置指定およびSQL*Loader, 10.10.3
	SQL*Loaderへのデフォルトのデリミタの指定, 9.13.5
	SQL*Loaderの指定, 10.3
	デリミタ付きのSQL*Loader
	
	指定, 10.10.2.2






	FIELDS句
	
	SQL*Loader, 9.13.5
	空白での終了, 10.10.4.1



	ファイル名
	
	引用符, 9.3.3.1
	複数のSQL*Loaderの指定, 9.5.2
	SQL*Loader, 9.3
	SQL*Loader不良ファイル, 9.8



	FILEパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.7
	インポート・ユーティリティ, 22.7.9
	SQL*Loaderユーティリティ, 12.9.6.1



	FILESIZEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.17
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.8
	インポート・ユーティリティ, 22.7.10



	FILLERフィールド
	
	引数としてのinit_specの使用, 10.3.1



	データのフィルタ処理
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティの使用方法, 2.1
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティの使用方法, 3.1



	インポートされるメタデータをフィルタ処理
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.11



	ファイナライズ
	
	ADRCIユーティリティ内, 16.2



	ファイングレイン・アクセスのサポート
	
	エクスポートおよびインポート, 22.17



	固定形式レコード, 7.4.1
	固定長レコード
	
	外部表, 14.2.1



	FLASHBACK_SCNパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.18
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.12
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.9



	FLASHBACK_TIMEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.19
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.13
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.10



	FLOAT EXTERNALデータ値
	
	SQL*Loader, 10.4.2.5



	外部関数ライブラリ
	
	エクスポート, 21.14.3
	インポート, 22.16.6, 22.16.9



	形式
	
	SQL*Loader入力レコード, 9.15.2



	書式エラー
	
	SQL*Loader, 9.8



	FROMUSERパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.11



	全データベース・モード
	
	インポート, 22.7.12
	FULLでの指定, 21.5.11



	全体エクスポート・モード
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.1



	FULLパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.20
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.14
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.11
	インポート・ユーティリティ, 22.7.12








G

	グローバル化
	
	SQL*Loader, 9.10



	権限
	
	エクスポート, 21.5.12
	インポート, 22.7.13



	GRANTSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.12
	インポート・ユーティリティ, 22.7.13








H

	HELPパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	コマンドライン・モード, 2.4.21
	対話方式コマンド・モード, 2.5.5



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	コマンドライン・モード, 3.4.15
	対話方式コマンド・モード, 3.5.3



	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.13
	インポート・ユーティリティ, 22.7.14



	16進文字列
	
	SQL*Loader, 10.5.2



	ホームパス
	
	ADRCIユーティリティ内, 16.2



	HOSTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.4





I

	IGNOREパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.15



	IMP_FULL_DATABASEロール
	
	インポートでの割当て, 21.2.1, 22.2.1



	インポート
	
	BUFFERパラメータ, 22.7.1
	キャラクタ・セット変換, 21.12.1, 21.12.3, 22.14.1, 22.14.3
	COMMITパラメータ, 22.7.2
	配列挿入後のコミット, 22.7.2
	COMPILEパラメータ, 22.7.3
	CONSTRAINTSパラメータ, 22.7.4
	作成
	
	必要な権限, 21.2.1, 22.2.1
	必要なビュー, 21.2.1, 22.2.1



	索引作成SQLスクリプトの作成, 22.7.17
	データベース・オプティマイザ統計, 22.7.27
	DATAFILESパラメータ, 22.7.6
	DESTROYパラメータ, 22.7.7
	参照制約の使用禁止, 22.3.2, 22.3.2
	オンライン・ヘルプの表示, 22.7.14
	表領域の削除, 22.22
	データベース・オブジェクトのインポートでのエラー, 22.10.2
	セッションの例, 22.8
	
	あるユーザーから別のユーザーへのインポート, 22.8.3
	特定のユーザー用に選択された表, 22.8.1
	別のユーザーによってエクスポートされた表, 22.8.2
	パーティション・レベル・インポートの使用, 22.8.4



	終了コード, 21.8, 22.9
	エクスポート・ファイル
	
	ファイル全体のインポート, 22.7.12
	インポート実行前の内容のリスト, 22.7.25



	FEEDBACKパラメータ, 22.7.8
	FILEパラメータ, 22.7.9
	FILESIZEパラメータ, 22.7.10
	FROMUSERパラメータ, 22.7.11
	FULLパラメータ, 22.7.12
	権限
	
	インポート時の指定, 22.7.13



	GRANTSパラメータ, 22.7.13
	HELPパラメータ, 22.7.14
	IGNOREパラメータ, 22.7.15
	権限のインポート, 22.7.13
	他のスキーマへのオブジェクトのインポート, 22.2.2.3
	行のインポート, 22.7.24
	表のインポート, 22.7.30
	INDEXESパラメータ, 22.7.16
	INDEXFILEパラメータ, 22.7.17
	INSERTエラー, 22.10.1.2
	無効なデータ, 22.10.1.2
	起動, 21.3, 22.5
	LOGパラメータ, 22.7.18
	LONG列, 22.16.11, 22.16.11
	インポート実行前の手動による表の作成, 22.3.1
	手動による表の順序付け, 22.3.3
	NLS_LANG環境変数, 21.12.3, 22.14.3
	オブジェクト作成エラー, 22.7.15
	オンライン・ヘルプ, 21.3.5
	パラメータ・ファイル, 22.7.19
	
	最大サイズ, 21.3.3, 22.5.2



	パラメータ構文, 22.7
	PARFILEパラメータ, 22.7.19
	パーティション・レベル, 22.11
	表名のパターン一致, 22.7.30
	読取り専用表領域, 22.21
	RECORDLENGTHパラメータ, 22.7.20
	レコード
	
	長さの指定, 22.7.20



	ログ・ファイルへの出力のリダイレクト, 21.7.1
	リフレッシュ・エラー, 22.18.1
	リモート操作, 21.11.2, 22.13
	表領域の再編成, 22.23
	リソース・エラー, 22.10.2.3
	制限事項
	
	自分のスキーマへのインポート, 22.2.2.1



	RESUMABLEパラメータ, 22.7.21
	RESUMABLE_NAMEパラメータ, 22.7.22
	RESUMABLE_TIMEOUTパラメータ, 22.7.23
	既存のデータ・ファイルの再利用, 22.7.7
	行
	
	インポート時の指定, 22.7.24



	ROWSパラメータ, 22.7.24
	スマート・オブジェクト, 22.2.2.3
	順序, 22.10.2.2
	SHOWパラメータ, 22.7.25
	シングルバイト・キャラクタ・セット, 21.12.3, 22.14.3
	SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータ, 22.7.26
	スナップショット・マスター表, 22.18.1
	スナップショット, 22.18
	
	削除された場合のリストア, 22.18.2.1



	ユーザーによる指定, 22.7.11
	索引作成コマンドの指定, 22.7.17
	エクスポート・ファイルの指定, 22.7.9
	STATISTICSパラメータ, 22.7.27
	記憶域パラメータ
	
	上書き, 22.20.3



	ストアド・ファンクション, 22.16.7
	ストアド・プロシージャ, 22.16.7
	STREAMS_CONFIGURATIONパラメータ, 22.7.28
	STREAMS_INSTANTIATIONパラメータ, 22.7.29
	システム・オブジェクト, 22.2.2.4
	表名の制限, 2.4.39, 3.4.42, 22.7.30.1
	表オブジェクト
	
	インポート順序, 22.1.1



	表レベル, 22.11
	TABLESパラメータ, 22.7.30
	TABLESPACESパラメータ, 22.7.31
	TOID_NOVALIDATEパラメータ, 22.7.32
	TOUSERパラメータ, 22.7.33
	TRANSPORT_TABLESPACEパラメータ, 22.7.34
	TTS_OWNERパラメータ, 22.7.35
	チューニングに関する考慮点, 22.26
	ユーザー・アクセス権限, 21.2.3, 22.2.2
	USERIDパラメータ, 22.7.36
	VOLSIZEパラメータ, 22.7.37



	インシデント
	
	故障診断機能インフラストラクチャ, 16.2
	パッケージ化, 16.8



	インシデント・パッケージ
	
	故障診断機能インフラストラクチャ, 16.2



	INCLUDEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.22
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.16



	索引オプション
	
	SQL*LoaderでのSORTED INDEXES, 9.14.1
	SQL*Loader SINGLEROWパラメータ, 9.14.2



	索引使用禁止状態
	
	索引使用禁止状態のままの索引, 9.11.3, 12.4.4



	索引
	
	手動での作成, 22.7.17
	ダイレクト・パス・ロード
	
	ダイレクト・ロードの状態, 12.4.4



	削除
	
	SQL*Loader, 12.7



	記憶域要件の計算, 12.4.3.1
	エクスポート, 21.5.14
	インポート, 22.7.16
	索引作成コマンド
	
	インポート, 22.7.17



	使用禁止状態, 9.11.3, 12.5.2.2
	複数列
	
	SQL*Loader, 12.5.2.3



	データの事前ソート
	
	SQL*Loader, 12.5.2



	メンテナンスのスキップ, 8.2.26, 12.7
	使用禁止の場合のスキップ, 8.2.27, 12.7
	SQL*Loader, 9.14
	ロード中断後の状態, 9.11.3
	一意, 22.7.16



	INDEXESパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.14
	インポート・ユーティリティ, 22.7.16



	INDEXFILEパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.17



	INFILEパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.5



	挿入エラー
	
	インポート, 22.10.1.2
	指定, 8.2.10



	表へのINSERT
	
	SQL*Loader, 9.13.2.1.1



	インスタンス親和性
	
	エクスポートおよびインポート, 21.13



	インスタンス・リカバリ, 12.4.6.2
	整合性制約
	
	ダイレクト・パス・ロード時に使用禁止, 12.8.1.2
	ダイレクト・パス・ロード時に使用可能, 12.8.1.1
	インポート時の違反, 22.10.1.1
	ロード方法, 12.3.8



	対話方式
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.1



	内部LOB
	
	ロード, 11.4.1



	中断されたロード, 9.11
	INTO TABLE文
	
	バインド配列サイズへの影響, 9.16.6
	SQL*Loaderを使用した複数の文, 9.15
	SQL*Loader, 9.13
	
	列名, 10.3
	廃棄, 9.9.4






	無効なデータ
	
	インポート, 22.10.1.2



	起動
	
	エクスポート, 21.3, 22.5
	
	コマンドライン, 21.3.2, 22.5.1
	ダイレクト・パス, 21.10
	対話方式, 21.3.4, 22.5.3
	パラメータ・ファイル, 21.3.3, 22.5.2



	インポート, 21.3, 22.5
	
	SYSDBA, 21.3.1, 22.5.4
	コマンドライン, 21.3.2, 22.5.1
	対話方式, 21.3.4, 22.5.3
	パラメータ・ファイル, 21.3.3, 22.5.2






	IPSコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.5





J

	JOB_NAMEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.23
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.17








K

	キー値
	
	SQL*Loaderを使用した生成, 10.13.6



	KILL_JOBパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.6



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.5.4








L

	先頭の空白
	
	定義, 10.10.1
	切捨ておよびSQL*Loader, 10.10.4



	データ・ポンプのレガシー・モード, 4
	長さインジケータ
	
	サイズの決定, 9.16.4.1



	Length-Value Pairで指定したLOB, 11.4.2.2.4
	ライブラリ
	
	外部関数
	
	エクスポート, 21.14.3
	インポート, 22.16.6, 22.16.9






	リトル・エンディアン・データ
	
	外部表, 14.2.8



	LOADパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.13



	ロード
	
	コレクション, 11.6
	列オブジェクト, 11.1
	
	可変レコード形式, 11.1.2
	導出サブタイプの使用, 11.1.4
	ユーザー定義コンストラクタ, 11.1.6



	タブを含むデータ・ファイル
	
	SQL*Loader, 10.2.1



	外部表データ
	
	レコードのスキップ, 14.2.15
	条件の指定, 14.2.8, 14.2.20



	LOB, 11.4
	ネストした列オブジェクト, 11.1.3
	オブジェクト表, 11.2
	サブタイプを使用したオブジェクト表, 11.2.1
	REF列, 11.3
	サブパーティション化された表, 12.3.2
	表, 12.3.2



	LOBデータ
	
	デリミタ付きフィールド, 11.4.1.2
	Length-Value Pairフィールド, 11.4.1.3
	事前にサイズが決められたフィールド, 11.4.1.1
	SQL*Loaderでのロード, 11.4
	エクスポート時の圧縮なし, 21.5.2
	読取りバッファのサイズ, 8.2.19
	SQL*Loaderでサポートされる型, 7.10.3, 11.4



	LOBデータ型, 7.5
	LOBFILE, 7.5, 11.4, 11.4.2
	ログ・ファイル
	
	ロード中断後, 9.11.4
	エクスポート, 21.5.15, 21.7.1
	インポート, 21.7.1, 22.7.18
	SQL*Loaderの指定, 8.2.14
	SQL*Loader, 7.8



	LOGパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.15
	インポート・ユーティリティ, 22.7.18
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.14



	LOGFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.25
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.19



	論理レコード
	
	SQL*Loaderを使用した複数の物理レコードの統合, 9.12



	LogMinerユーティリティ
	
	分析するREDOデータへのアクセス, 19.5
	REDOログ・ファイル・リストの調整, 19.8
	出力の分析, 19.5.1
	構成, 19.2.1
	DDL文を再適用する場合の注意, 19.7
	現在のログ・ファイル・リスト
	
	格納される情報, 19.10.1



	DBMS_LOGMNR PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DBMS_LOGMNR_D PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DBMS_LOGMNR_D.ADD_LOGFILES PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DBMS_LOGMNR_D.BUILD PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DBMS_LOGMNR_D.END_LOGMNR PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR PL/SQLプロシージャ, 19.2.2
	DDL追跡
	
	時間範囲またはSCN範囲, 19.9.6



	分析中のREDOログ・ファイルの調査, 19.3.2
	ディクショナリ
	
	目的, 19.2.1



	フラット・ファイルから抽出されたディクショナリ
	
	格納される情報, 19.10



	ディクショナリ・オプション, 19.3.1
	
	フラット・ファイル, 19.3.1
	オンライン・カタログ, 19.3.1
	REDOログ・ファイル, 19.3.1



	セッションの終了, 19.11.6
	再構築されたSQLの実行, 19.6.5
	REDOログからのデータ値の抽出, 19.5.2
	SCNによるデータのフィルタ処理, 19.6.4
	時間によるデータのフィルタ処理, 19.6.3
	返されるデータの書式設定, 19.6.6
	Graphical User Interface, 19
	サプリメンタル・ロギングのレベル, 19.9
	LogMinerディクショナリの意味, 19.2.1
	REDOログ・ファイルのデータのサブセットのマイニング, 19.8
	マイニング・データベースの意味, 19.2.1
	操作概要, 19.2.2
	パラメータ
	
	格納される情報, 19.10



	REDOログ・ファイル
	
	リモート・データベース, 19.8
	格納される情報, 19.10



	ディクショナリの要件, 19.2.1.2
	REDOログ・ファイルの要件, 19.2.1.2
	ソース・データベースおよびマイニング・データベースの要件, 19.2.1.2
	XMLTypeデータを使用する際の制限事項, 19.5.3.1
	サンプル構成, 19.2.1.1
	コミット済トランザクションのみの表示, 19.6.1
	破損のスキップ, 19.6.2
	ソース・データベースの意味, 19.2.1
	マイニングするREDOログ・ファイルの指定, 19.3.2
	
	自動, 19.3.2
	手動, 19.3.2



	分析対象のREDOログの指定, 19.11.3
	起動, 19.4, 19.11.4
	同一セッション内での複数回の起動, 19.8
	フラット・ファイルに対してディクショナリを抽出する手順, 19.3.1.3
	REDOログ・ファイルに対してディクショナリを抽出する手順, 19.3.1.2
	オンライン・カタログにあるディクショナリを使用する手順, 19.3.1.1
	一般的セッションの手順, 19.11
	サプリメンタル・ログ・グループ, 19.9
	
	条件付き, 19.9
	無条件, 19.9



	サプリメンタル・ロギング, 19.9
	
	データベース・レベル, 19.9.1
	データベース・レベルの識別キー, 19.9.1.2
	データベース・レベルでの無効化, 19.9.2
	DDL追跡との相互作用, 19.9.5
	ログ・グループ, 19.9
	最小, 19.9.1.1
	格納される情報, 19.10
	表レベルの識別キー, 19.9.3.1
	表レベルのログ・グループ, 19.9.3.2
	ユーザー定義のログ・グループ, 19.9.3.3



	データの透過的な暗号化のサポート, 19.5
	サポートされるデータベース・バージョン, 19.13.3
	サポートされるデータ型, 19.13.1
	サポートされるREDOログ・ファイル・バージョン, 19.13.3
	SQL_REDOおよびSQL_UNDOでのデリミタの抑制, 19.6.5
	表レベルのサプリメンタル・ロギング, 19.9.3
	DDL文の追跡, 19.9.4
	
	要件, 19.9.4



	サポートされないデータ型, 19.13.2
	オンライン・カタログの使用, 19.3.1.1
	分析のためのREDOログ・ファイルの使用, 19
	V$DATABASEビュー, 19.10
	V$LOGMNR_CONTENTSビュー, 19.2.2, 19.5.1, 19.6
	V$LOGMNR_DICTIONARYビュー, 19.10
	V$LOGMNR_LOGSビュー, 19.10
	
	問合せ, 19.10.1



	V$LOGMNR_PARAMETERSビュー, 19.9.6, 19.10
	ビュー, 19.10



	LogMinerビューア, 19
	LONGデータ
	
	エクスポート, 21.14.2
	インポート, 22.16.11








M

	マスター表
	
	Oracle Data Pump API, 1.4.2
	スナップショット
	
	オリジナルのインポート, 22.18.1






	マテリアライズド・ビュー, 22.18
	メディア・リカバリ
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.4.6.1



	メタデータAPI
	
	パフォーマンスの向上, 20.7
	コレクションの取得, 20.5
	オブジェクト・メタデータの取得での使用, 20.3



	データ列の欠落
	
	SQL*Loader, 9.13.6



	マルチバイト・キャラクタ・セット
	
	SQL*Loaderでの空白, 10.5.1
	SQL*Loader, 9.10.1



	複数列索引
	
	SQL*Loader, 12.5.2.3



	複数CPUシステム
	
	ダイレクト・パス・ロードの最適化, 12.6



	複数表へのロード
	
	SQL*Loaderを使用した一意の順序番号の生成, 10.13.7
	SQL*Loader制御ファイルの指定, 9.15



	マルチスレッド
	
	複数CPUシステム, 12.6



	MULTITHREADINGパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.15








N

	名前付きパイプ
	
	外部表ロード, 7.9.3



	システム固有のデータ型
	
	長さ指定との競合
	
	SQL*Loader, 10.4.2.9






	NCLOB
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4



	ネストした列オブジェクト
	
	ロード, 11.1.3



	ネストした表
	
	エクスポート, 21.14.9
	
	一貫性, 21.5.3



	インポート, 22.16.3



	NETWORK_LINKパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.27
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.22



	ネットワーク
	
	エクスポートおよびインポート, 21.11, 22.13



	NLS_LANG環境変数, 21.12.2, 22.14.2
	
	エクスポートおよびインポート, 21.12.3, 22.14.3



	NO_INDEX_ERRORSパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.16



	NOLOGFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.28
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.23



	リカバリ不能なエラー・メッセージ
	
	エクスポート, 21.7.3
	インポート, 21.7.3



	非スカラー・データ型, 11.1.5
	NOT NULL制約
	
	ロード方法, 12.3.8



	NULLデータ
	
	ロード中のレコードの終わりの桁の欠落, 9.13.6
	指定されていない列およびSQL*Loader, 10.3



	NULL値
	
	オブジェクト, 11.1.5



	NULLIF句
	
	SQL*Loader, 10.5, 10.9



	NULLIF...BLANKS句
	
	SQL*Loader, 10.5.1



	NULL
	
	アトミック, 11.1.5.2
	属性, 11.1.5.1



	NUMBERデータ型
	
	SQL*Loader, 10.4.3, 10.4.4



	数値型EXTERNALデータ型
	
	デリミタ付き形式およびSQL*Loader, 10.4.5
	長さの決定, 10.4.7








O

	オブジェクト識別子, 11.2
	
	インポート, 22.16.1



	オブジェクト名
	
	SQL*Loader, 9.3



	オブジェクト表
	
	ロード, 11.2, 11.2
	サブタイプの使用
	
	ロード, 11.2.1






	オブジェクトの型定義
	
	エクスポート, 21.14.8



	SQL*Loaderでサポートされるオブジェクト型, 7.10.1
	OBJECT_CONSISTENTパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.16



	オブジェクト, 7.10
	
	作成エラー, 22.10.2.1
	インポート中の既存オブジェクトの無視, 22.7.15
	インポート作成エラー, 22.7.15
	ネストした列オブジェクトのロード, 11.1.3
	NULL値, 11.1.5
	ストリーム・レコード形式, 11.1.1
	可変レコード形式, 11.1.2



	オフライン・ローカル管理表領域
	
	エクスポート, 21.14.4



	OID
	
	「オブジェクト識別子」を参照



	オンライン・ヘルプ
	
	エクスポートおよびインポート, 21.3.5



	opaque_format_spec, 13.1.2, 14.1, 15.1
	オペレーティング・システム
	
	SQL*Loaderを使用した異なるシステムへのデータの移動, 10.7



	OPTIMAL記憶域パラメータ
	
	エクスポートおよびインポートとの使用, 22.20.1



	オプティマイザ統計, 22.24
	最適化
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.5
	SQL*Loader入力ファイル処理, 9.7



	OPTIONALLY ENCLOSED BY句
	
	SQL*Loader, 10.10.2.2



	OPTIONSパラメータ
	
	パラレル・ロード, 9.13.3
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.2.1



	Oracleアドバンスト・キューイング
	
	「アドバンスト・キューイング」を参照



	Oracle Automatic Storage Management (ASM)
	
	データ・ポンプ, 1.6.2.2



	Oracle Data Pump
	
	ダイレクト・パス・ロード
	
	制限事項, 1.2.2



	マスター表, 1.4.2
	パフォーマンスのチューニング, 5.2



	Oracle Data Pump API, 6
	
	クライアント・インタフェース, 6.1
	ジョブの状態, 6.1.1
	ジョブの進捗状況の監視, 1.5.1



	ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ
	
	SQL ENCRYPT句の使用による影響, 15.1.6
	予約語, 15, 15.7



	ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ
	
	予約語, 14, 14.9



	OWNERパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.17








P

	パッケージ
	
	作成, 16.8.2



	比較文字列の埋込み
	
	SQL*Loader, 10.5.2



	パラレル・ロード, 12.9
	
	ダイレクト・パスの制限, 12.9.4
	PREPROCESSOR句を使用する場合, 14.2.5.1



	PARALLELパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	コマンドライン・インタフェース, 2.4.29
	対話方式コマンド・モード, 2.5.7



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	コマンドライン・モード, 3.4.24
	対話方式コマンド・モード, 3.5.5



	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.17



	パラメータ・ファイル
	
	エクスポート, 21.5.18
	エクスポートおよびインポート
	
	コメント, 21.3.3, 22.5.2
	最大サイズ, 21.3.3, 22.5.2



	インポート, 22.7.19
	SQL*Loader, 8.2.18



	PARFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.30
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.25
	エクスポート・コマンドライン, 21.5.18
	インポート・コマンドライン, 22.7.19
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.18



	PARTITION_OPTIONSパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.26



	パーティション・ロード
	
	従来型パスによる同時ロード, 12.8.4
	SQL*Loader, 12.8.4



	SQL*Loaderでのパーティション・オブジェクトのサポート, 7.11
	パーティション表
	
	エクスポートの一貫性, 21.5.3
	エクスポート, 21.4.1
	インポート, 22.8.1, 22.11.1
	ロード, 12.3.2



	データベース移行のパーティション化, 21.17, 22.25
	
	メリット, 21.17, 22.25
	デメリット, 21.17, 22.25
	エクスポート中の手順, 21.17.3, 22.25.3



	パーティション・レベル・エクスポート, 21.4.1
	
	セッションの例, 21.6.4



	パーティション・レベル・インポート, 22.11
	
	指定, 21.5.26



	パターン一致
	
	インポート時の表名, 22.7.30



	パフォーマンス
	
	整合性制約使用時の向上, 12.8.4
	ダイレクト・パス・ロードの最適化, 12.5
	SQL*Loaderデータ・ファイルの読取りの最適化, 9.7
	オリジナルのインポートのチューニング, 22.26



	パフォーマンス・チューニング
	
	Oracle Data Pump, 5.2



	PIECEDパラメータ
	
	SQL*Loader, 12.4.7.1



	POSITIONパラメータ
	
	タブを含むデータでの使用, 10.2.1
	複数のSQL*LoaderのINTO TABLE句, 9.15.2.1, 10.2, 10.2.2



	事前に決められたサイズのフィールド
	
	SQL*Loader, 10.10.2.1



	事前に決められたサイズLOB, 11.4.2.2.2
	外部表用のデータの前処理, 14.2.5
	
	パラレル処理の影響, 14.2.5.1



	前提条件
	
	SQL*Loader, 12.1



	PRESERVEパラメータ, 9.12.2
	そのまま残す
	
	空白, 10.11



	主キー制約
	
	ダイレクト・パス・ロードの影響, 12.9.8



	主キーOID
	
	例, 11.2



	主キーREF列, 11.3.3, 11.3.3
	権限
	
	EXEMPT ACCESS POLICY
	
	ダイレクト・パス・エクスポートの影響, 21.10.1



	エクスポートおよびインポートで必要とされる, 21.2.1, 22.2.1
	SQL*Loaderに必要, 12.1



	問題
	
	故障診断機能インフラストラクチャ, 16.2



	問題キー
	
	故障診断機能インフラストラクチャ, 16.2



	PURGEコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.6





Q

	QUERYパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.31
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.27
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.19
	
	制限事項, 21.5.19.1






	QUITコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.7
	引用符
	
	エスケープ文字, 9.3.3.2
	ファイル名, 9.3.3.1
	SQL文字列, 9.3.2
	表名, 2.4.39, 3.4.42, 21.5.26.1, 22.7.30.1
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティでの使用, 2.4
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティでの使用, 3.4
	データベース・オブジェクト名との使用, 9.3.1








R

	読取り一貫性エクスポート, 21.5.3
	読取り専用表領域
	
	インポート, 22.21



	READSIZEパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.19
	
	LOBへの影響, 8.2.19
	最大サイズ, 8.2.19






	RECNUMパラメータ
	
	SQL*LoaderのSKIPパラメータでの使用, 10.13.4



	RECORDLENGTHパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.20
	インポート・ユーティリティ, 22.7.20



	レコード
	
	1つの論理レコードの作成
	
	SQL*Loader, 9.12



	SQL*Loaderによる廃棄, 7.7, 9.9
	DISCARDMAXコマンドライン・パラメータ, 8.2.9
	SQL*Loaderの異なる形式の区別, 9.15.2
	SQL*Loaderを使用した複数の論理レコードの抽出, 9.15
	固定形式, 7.4.1
	ロード中のデータ列の欠落, 9.13.6
	SQL*Loaderによる拒否, 7.7, 7.7.1.1, 7.7.1.2, 9.8
	SQL*Loaderを使用した列のレコード番号の設定, 10.13.4
	ロード方法の指定, 8.2.13
	エクスポート時の長さの指定, 21.5.20
	インポート時の長さの指定, 22.7.20
	ストリーム・レコード形式, 7.4.3



	リカバリ
	
	ダイレクト・パス・ロード
	
	SQL*Loader, 12.4.6



	行の置換え, 9.13.2.2



	REDOログ・ファイル
	
	LogMinerユーティリティ
	
	サポートされるバージョン, 19.13.3






	REDOログ・ファイル
	
	分析, 19
	LogMinerユーティリティの要件, 19.2.1.2
	LogMinerユーティリティに対する指定, 19.3.2



	REDOログ
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.4.6.1
	インスタンスおよびメディア・リカバリ
	
	SQL*Loader, 12.4.6.1



	ダイレクト・パス・ロード中の使用の最小化, 12.5.4
	領域の節約
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.5.4.2






	REF列, 11.3
	
	ロード, 11.3
	主キー, 11.3.3
	システム生成, 11.3.2



	REFデータ
	
	インポート, 22.16.4



	参照整合性制約
	
	インポート時の使用禁止, 22.3.2
	SQL*Loader, 12.8



	リフレッシュ・エラー
	
	スナップショット
	
	インポート, 22.18.1






	拒否ファイル
	
	SQL*Loaderの指定, 9.8



	拒否レコード
	
	SQL*Loader, 7.7, 9.8



	相対的なフィールド位置指定
	
	フィールドの開始位置およびSQL*Loader, 10.10.3
	複数のSQL*LoaderのINTO TABLE句, 9.15.1.1



	REMAP_DATAパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.32
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.28



	REMAP_DATAFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.29



	REMAP_SCHEMAパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.30



	REMAP_TABLEパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.31



	REMAP_TABLESPACEパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.32



	リモート操作
	
	エクスポートおよびインポート, 21.11.2, 22.13



	REPLACE表
	
	SQL*Loaderを使用した表の置換え, 9.13.2.2.2



	予約語
	
	外部表, 13.3, 14.8, 15.6
	ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ, 15, 15.7
	ORACLE_LOADERアクセス・ドライバ, 14, 14.9
	SQL*Loader, 7.3



	リソース消費
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティにおける制御, 5.2.1
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティにおける制御, 5.2.1



	リソース・エラー
	
	インポート, 22.10.2.3



	RESOURCEロール, 22.2.2.1
	制限事項
	
	他のユーザーのスキーマへのインポート, 22.2.2.3
	エクスポート・パラメータ・ファイル内の表名, 21.5.26.1
	インポート・パラメータ・ファイル内の表名, 2.4.39, 3.4.42, 22.7.30.1



	RESUMABLEパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.21
	インポート・ユーティリティ, 22.7.21
	SQL*Loaderユーティリティ, 8.2.20



	再開可能な領域割当て
	
	有効化および無効化, 8.2.20, 21.5.21, 22.7.21



	RESUMABLE_NAMEパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.22
	インポート・ユーティリティ, 22.7.22
	SQL*Loaderユーティリティ, 8.2.21



	RESUMABLE_TIMEOUTパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.23
	インポート・ユーティリティ, 22.7.23
	SQL*Loaderユーティリティ, 8.2.22



	オブジェクト・メタデータの取得
	
	メタデータAPIの使用, 20.3



	REUSE_DATAFILESパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.33



	REUSE_DUMPFILESパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.33



	ロール
	
	DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASE, 1.3
	DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASE, 1.3
	EXP_FULL_DATABASE, 21.2.1
	IMP_FULL_DATABASE, 22.2.1
	RESOURCE, 22.2.2.1



	ロールバック・セグメント
	
	CONSISTENTエクスポート・パラメータの効果, 21.5.3



	行エラー
	
	インポート, 22.10.1.1



	ROWID列
	
	SQL*Loaderでのロード, 12.1.1



	行
	
	SQL*Loaderを使用してロードする場合の選択, 9.13.4
	エクスポート, 21.5.24
	インポート時の指定, 22.7.24
	セーブ前に挿入する数の指定
	
	SQL*Loader, 12.4.5.1



	SQL*Loaderを使用した既存の行の更新, 9.13.2.2.3



	ROWSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.24
	インポート・ユーティリティ, 22.7.24
	パフォーマンスの問題
	
	SQL*Loader, 12.5.3



	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.23
	データ・セーブ時の指定での使用, 12.4.5.1



	RUNコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.8





S

	SAMPLEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.34



	スキーマ・モード・エクスポート
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.2



	スキーマ
	
	エクスポート時の指定, 21.5.26



	SCHEMASパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.35
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.34



	FLOAT EXTERNALの科学表記法, 10.4.2.5
	スクリプト・ファイル
	
	エクスポートおよびインポート前の実行, 21.2.1, 22.2.1



	SDF
	
	「セカンダリ・データ・ファイル」を参照



	セカンダリ・データ・ファイル, 7.5, 11.6.2
	SecureFiles
	
	データ・ポンプのエクスポート中の暗号化, 2.4.10



	SecureFiles LOB
	
	エクスポートに関する考慮点, 1.8



	セキュリティ上の考慮点
	
	ダイレクト・パス・エクスポート, 21.10.1



	セグメント
	
	一時
	
	SQL*LoaderのFILEパラメータ, 12.9.6.1






	SELECTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.9
	
	関数, 16.9.9



	順序番号, 10.13.6
	順序番号
	
	キャッシュされた, 21.14.1
	エクスポート, 21.14.1
	複数表へのロードおよびSQL*Loader, 10.13.7
	SQL*LoaderのSEQUENCE句による生成, 10.13.6
	読み込まれず生成された順序番号およびSQL*Loader, 10.3



	SERVICE_NAMEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.36
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.35



	SET BASEコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.10
	SET BROWSERコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.11
	SET CONTROLコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.12
	SET ECHOコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.13
	SET EDITORコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.14
	SET HOMEPATHコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.15
	SET TERMOUTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.16
	データが欠落しているショート・レコード
	
	SQL*Loader, 9.13.6



	SHOW ALERTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.17
	SHOW BASEコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.18
	SHOW CONTROLコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.19
	SHOW HM_RUNコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.20
	SHOW HOMEPATHコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.21
	SHOW HOMESコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.22
	SHOW INCDIRコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.23
	SHOW INCIDENTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.24
	SHOWパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.25



	SHOW PROBLEMコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.25
	SHOW REPORTコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.26
	SHOW TRACEFILEコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.27
	SILENTパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.24



	シングルバイト・キャラクタ・セット
	
	エクスポートおよびインポート, 21.12.3, 22.14.3



	SINGLEROWパラメータ, 9.14.2, 12.7
	単一表へのロード
	
	継続, 9.11.5



	SKIPパラメータ
	
	SQL*Loader RECNUM指定への影響, 10.13.4
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.25, 8.2.25



	SKIP_INDEX_MAINTENANCEパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.26, 12.7



	SKIP_UNUSABLE_INDEXESパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.26
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.27, 12.7



	SKIP_USABLE_INDEXESパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.36



	索引メンテナンスのスキップ, 8.2.26, 12.7
	使用禁止索引のスキップ, 8.2.27, 12.7
	スナップショット・ログ
	
	インポート, 22.18.1



	スナップショット, 22.18.2
	
	インポート, 22.18
	マスター表
	
	インポート, 22.18.1



	削除された場合のリストア
	
	インポート, 22.18.2.1






	SORTED INDEXES句
	
	ダイレクト・パス・ロード, 9.14.1
	SQL*Loader, 12.5.2.1



	ソート
	
	複数列索引
	
	SQL*Loader, 12.5.2.3



	最適なソート順序
	
	SQL*Loader, 12.5.2.4



	ダイレクト・パス・ロード時の事前ソート, 12.5.2
	SORTED INDEXES句
	
	SQL*Loader, 12.5.2.1






	SOURCE_EDITIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.37
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.37



	SPOOLコマンド, ADRCIユーティリティ, 16.9.28
	SQL演算子
	
	フィールドへの適用, 10.12



	SQL文字列
	
	SQL演算子のフィールドへの適用, 10.12
	引用符, 9.3.2



	SQL*Loader
	
	表への行の追加, 9.13.2.2.1
	BADコマンドライン・パラメータ, 8.2.1
	不良ファイル, 8.2.1
	BADFILEパラメータ, 9.8
	バインド配列およびパフォーマンス, 9.16.2
	BINDSIZEコマンドライン・パラメータ, 8.2.2, 9.16.3
	ロードする行の選択, 9.13.4
	COLUMNARRAYROWSコマンドライン・パラメータ, 8.2.3
	コマンドライン・パラメータ, 8.1
	単一表へのロードの継続, 9.11.5
	CONTROLコマンドライン・パラメータ, 8.2.4
	従来型パス・ロード, 7.9.1, 12.2
	DATAコマンドライン・パラメータ, 8.2.5
	データ変換, 7.6
	データ定義言語
	
	構文図, A



	データ型の指定, 7.6
	DATE_CACHEコマンドライン・パラメータ, 8.2.6
	デフォルト・スキーマを判別, 9.13.1.1
	DIRECTコマンドライン・パラメータ, 12.4.2
	ダイレクト・パスによる方法, 7.9.2
	
	日付キャッシュ機能を使用したパフォーマンスの向上, 12.5.6



	DISCARDコマンドライン・パラメータ, 8.2.8
	廃棄されたレコード, 7.7
	DISCARDFILEパラメータ, 9.9.1
	DISCARDMAXコマンドライン・パラメータ, 8.2.9
	DISCARDMAXパラメータ, 9.9.6
	DISCARDSパラメータ, 9.9.6
	タブが原因で発生するエラー, 10.2.1
	ERRORSコマンドライン・パラメータ, 8.2.10
	排他的アクセス, 12.8.3
	外部表ロード, 7.9.3
	EXTERNAL_TABLEパラメータ, 8.2.11
	FILEコマンドライン・パラメータ, 8.2.12
	ファイル名, 9.3
	グローバリゼーション・テクノロジ, 9.10
	索引オプション, 9.14
	表への行の挿入, 9.13.2.1.1
	INTO TABLE文, 9.13
	LOADコマンドライン・パラメータ, 8.2.13
	ロード方法, 12.1
	列オブジェクトのロード, 11.1
	異なるプラットフォーム間でのデータのロード, 10.7
	制御ファイルに組み込まれたデータのロード, 10.13.1
	オブジェクト表のロード, 11.2
	LOGコマンドライン・パラメータ, 8.2.14
	ログ・ファイル, 7.8
	データをロードする方法, 7.9
	複数のINTO TABLE文, 9.15
	MULTITHREADINGコマンドライン・パラメータ, 8.2.15
	オブジェクト名, 9.3
	パラレル・データ・ロード, 12.9, 12.9.3, 12.10
	PARFILEコマンドライン・パラメータ, 8.2.18
	移植可能なデータ型, 10.4.2
	READSIZEコマンドライン・パラメータ, 8.2.19
	
	最大サイズ, 8.2.19



	拒否されたレコード, 7.7
	表中の行の置換え, 9.13.2.2.2
	必要な権限, 12.1
	RESUMABLEパラメータ, 8.2.20
	RESUMABLE_NAMEパラメータ, 8.2.21
	RESUMABLE_TIMEOUTパラメータ, 8.2.22
	ROWSコマンドライン・パラメータ, 8.2.23
	SILENTコマンドライン・パラメータ, 8.2.24
	SINGLEROWパラメータ, 9.14.2
	SKIP_INDEX_MAINTENANCEコマンドライン・パラメータ, 8.2.26
	SKIP_UNUSABLE_INDEXESコマンドライン・パラメータ, 8.2.27
	ダイレクト・パス・ロードでのSORTED INDEXES, 9.14.1
	列の指定, 10.3
	データ・ファイルの指定, 9.5
	フィールド条件の指定, 10.5
	フィールドの指定, 10.3
	複数のデータ・ファイルの指定, 9.5.2
	STREAMSIZEコマンドライン・パラメータ, 8.2.28
	メッセージの抑止, 8.2.24
	USERIDコマンドライン・パラメータ, 8.2.29



	SQL*Loader制御ファイル
	
	作成時のガイドライン, 7.3



	SQL*Loaderのデータ型
	
	移植不能, 10.4.1



	SQLFILEパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.38



	START_JOBパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.8



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 3.5.6






	起動
	
	LogMinerユーティリティ, 19.4



	統計
	
	アナライザ, 22.24
	データベース・オプティマイザ
	
	エクスポート時の指定, 21.5.25



	オプティマイザ, 22.24
	インポート時の指定, 22.7.27



	STATISTICSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.25
	インポート・ユーティリティ, 22.7.27



	STATUSパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.38
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.9



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.39
	
	対話方式コマンド・モード, 3.5.7






	STOP_JOBパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 2.5.10



	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ
	
	対話方式コマンド・モード, 3.5.8






	STORAGEパラメータ, 12.9.6.1.2
	記憶域パラメータ
	
	エクスポート要件の見積り, 21.2.2
	OPTIMALパラメータ, 22.20.1
	上書き
	
	インポート, 22.20.3



	事前割当て
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.5.1



	ダイレクト・パス・ロード時の一時記憶域パラメータ, 12.4.3.2
	エクスポートおよびインポートでの使用, 22.20



	ストアド・ファンクション
	
	インポート, 22.16.7
	
	COMPILEパラメータの影響, 22.16.7






	ストアド・パッケージ, 22.16.7
	ストアド・パッケージ
	
	インポート, 22.16.7



	ストアド・プロシージャ
	
	ダイレクト・パス・ロード, 12.8.2.6
	インポート, 22.16.7
	
	COMPILEパラメータの影響, 22.16.7






	ストリーム・バッファ
	
	ダイレクト・パスのサイズ指定, 12.5.5



	ストリーム・レコード形式, 7.4.3
	
	列オブジェクトのロード, 11.1.1



	データ・ポンプのStreams環境
	
	バッファ・キャッシュ・サイズの設定, 5.3.1



	STREAMS_CONFIGURATIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.40
	インポート・ユーティリティ, 22.7.28



	STREAMS_INSTANTIATIONパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.29



	STREAMSIZEパラメータ
	
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.28



	文字列の比較
	
	SQL*Loader, 10.5.2



	サブパーティション表
	
	ロード, 12.3.2



	サブタイプ
	
	複数のロード, 9.15.3



	サプリメンタル・ロギング
	
	LogMinerユーティリティ,
	
	データベース・レベルの識別キー, 19.9.1.2
	ログ・グループ, 19.9
	表レベル, 19.9.3
	表レベルの識別キー, 19.9.3.1
	表レベルのログ・グループ, 19.9.3.2, 19.9.3.2






	シノニム
	
	エクスポート, 21.14.11



	構文図
	
	データ・ポンプ・エクスポート, 2.7
	データ・ポンプ・インポート, 3.7
	SQL*Loader, A



	SYSDATEパラメータ
	
	SQL*Loader, 10.13.5



	システム・オブジェクト
	
	インポート, 22.2.2.4



	システム・トリガー
	
	インポート時の影響, 22.4
	テスト, 22.4



	システム生成OID型のREF列, 11.3.2





T

	表名
	
	大/小文字の区別の保持, 21.5.26.1



	TABLE_EXISTS_ACTIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.41



	表レベル・エクスポート, 21.4.1
	表レベル・インポート, 22.11
	表モード・エクスポート
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.3
	指定, 21.5.26



	表モードのインポート
	
	例, 22.8.1



	表
	
	アドバンスト・キューイング
	
	エクスポート, 21.14.10
	インポート, 22.16.10



	SQL*Loaderを使用した行の追加, 9.13.2.2.1
	インポート前の定義, 22.3.1
	定義
	
	インポート前の作成, 22.3.1



	ダイレクト・パス・ロード中の排他的アクセス
	
	SQL*Loader, 12.8.3



	外部, 13
	インポート, 22.7.30
	挿入トリガー
	
	SQL*Loaderでのダイレクト・パス・ロード, 12.8.2



	SQL*Loaderを使用した行の挿入, 9.13.2.1.1
	SQL*Loaderを使用した複数表へのデータのロード, 9.15
	オブジェクト表のロード, 11.2
	エクスポート時の一貫性のメンテナンス, 21.5.3
	手動によるインポートの順序付け, 22.3.3
	マスター表
	
	インポート, 22.18.1



	名前の制限
	
	エクスポート, 21.5.26.1
	インポート, 2.4.39, 3.4.42, 22.7.30, 22.7.30.1



	ネストした
	
	エクスポート, 21.14.9
	インポート, 22.16.3



	オブジェクト
	
	インポートの順序, 22.1.1



	パーティション化, 21.4.1
	SQL*Loaderを使用した行の置換え, 9.13.2.2.2
	エクスポート時の指定, 21.5.26
	表モード・エクスポートの指定, 21.5.26
	個々の表に対するSQL*Loaderの方法, 9.13.2
	切捨て
	
	SQL*Loader, 9.13.2.2.4



	SQL*Loaderを使用した既存の行の更新, 9.13.2.2.3
	「外部表」も参照



	TABLESパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.39
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.42
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.26
	インポート・ユーティリティ, 22.7.30



	表領域モード・エクスポート
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.4



	表領域
	
	インポート中の削除, 22.22
	一連のエクスポート, 21.15, 22.19
	メタデータ
	
	トランスポート, 22.7.34



	読取り専用
	
	インポート, 22.21



	再編成
	
	インポート, 22.23






	TABLESPACESパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.40
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.43
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.27
	インポート・ユーティリティ, 22.7.31



	タブ
	
	タブを含むデータ・ファイルのロード, 10.2.1
	切捨て, 10.10
	空白, 10.10



	TARGET_EDITIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.44



	一時セグメント, 12.9.6.1
	
	FILEパラメータ
	
	SQL*Loader, 12.9.6.1






	ダイレクト・パス・ロード時の一時記憶域, 12.4.3.2
	TERMINATED BY句
	
	OPTIONALLY ENCLOSED BY付き, 10.10.2.2



	終端を指定されたフィールド
	
	デリミタによる指定, 10.10.2.2



	タイムゾーン・ファイルのバージョン
	
	データ・ポンプ・エクスポート, 2.2.2.5
	データ・ポンプ・インポート, 3.2.2.5



	TOID_NOVALIDATEパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.32



	TOUSERパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.33



	トレース・ファイル
	
	ADRCIを使用した表示, 16.6



	後続の空白
	
	デリミタを使用したロード, 10.4.5.4



	TRAILING NULLCOLSパラメータ
	
	SQL*Loaderユーティリティ, 9.1, 9.13.6.1



	後続の空白
	
	切捨て, 10.10.5



	TRANSFORMパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.45



	データの透過的な暗号化
	
	データ・ポンプ・エクスポートによる処理, 2.4.13
	データ・ポンプ・インポートによる処理, 3.4.9
	LogMinerサポート, 19.5



	TRANSPORT_DATAFILESパラメータ
	
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.46



	TRANSPORT_FULL_CHECKパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.41
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.47



	TRANSPORT_TABLESPACEパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.28
	インポート・ユーティリティ, 22.7.34



	TRANSPORT_TABLESPACESパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.42
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.48



	トランスポータブル・オプション
	
	表モード・エクスポート中の使用, 2.4.39



	TRANSPORTABLEパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.43
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.49



	トランスポータブル表領域, 21.15, 22.19
	トランスポータブル表領域モード・エクスポート
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.5



	トリガー
	
	データベース挿入, 12.8.2
	ログオン
	
	SQL*Loaderでの影響, 9.13.1.1



	永続的に使用禁止, 12.8.3
	整合性制約への置換, 12.8.2.1
	システム
	
	テスト, 22.4



	更新
	
	SQL*Loader, 12.8.2.4






	TRIGGERSパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.29



	切捨て
	
	サマリー, 10.10
	後続の空白
	
	SQL*Loader, 10.10.5






	TTS_FULL_CHECKパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.30



	TTS_OWNERSパラメータ
	
	インポート・ユーティリティ, 22.7.35








U

	一意制約
	
	ダイレクト・パス・ロードの影響, 12.9.8



	一意の値
	
	SQL*Loaderを使用した生成, 10.13.6



	データベース全体のアンロード
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.2.2.1



	UNRECOVERABLE句
	
	SQL*Loader, 12.5.4.2



	未ソート・データ
	
	ダイレクト・パス・ロード
	
	SQL*Loader, 12.5.2.2






	ユーザー・モード・エクスポート
	
	指定, 21.5.17



	USER_SEGMENTSビュー
	
	エクスポート, 21.2.2



	ユーザー定義コンストラクタ, 11.1.6
	
	列オブジェクトのロード, 11.1.6



	USERIDパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.31
	インポート・ユーティリティ, 22.7.36
	SQL*Loaderコマンドライン, 8.2.29








V

	V$DATABASEビュー, 19.10
	V$LOGMNR_CONTENTSビュー, 19.5.1
	
	返される情報の書式設定, 19.6
	問合せの影響, 19.5.1
	含まれる情報, 19.5
	返される情報の制限, 19.6
	LogMinerユーティリティ, 19.2.2
	問合せの要件, 19.4, 19.5.1



	V$LOGMNR_DICTIONARYビュー, 19.10
	V$LOGMNR_LOGSビュー, 19.3.2, 19.10
	
	問合せ, 19.10.1



	V$LOGMNR_PARAMETERSビュー, 19.9.6, 19.10
	V$SESSION_LONGOPSビュー
	
	データ・ポンプ・ジョブによる監視, 1.5.1



	VARCHAR2データ型
	
	SQL*Loader, 10.4.3



	VARCHARCデータ型
	
	SQL*Loader, 10.4.2.7



	可変レコード, 7.4.2
	
	形式, 11.1.2



	可変長レコード
	
	外部表, 14.2.2



	VARRAWCデータ型, 10.4.2.8
	VARRAY列
	
	ロード時のメモリーの問題, 11.8.1



	VERSIONパラメータ
	
	データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティ, 2.4.44
	データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ, 3.4.50



	表示
	
	ADRCIによるトレース・ファイルの表示, 16.6



	VOLSIZEパラメータ
	
	エクスポート・ユーティリティ, 21.5.32
	インポート・ユーティリティ, 22.7.37








W

	警告メッセージ
	
	エクスポート, 21.7.2
	インポート, 21.7.2



	WHEN句
	
	SQL*Loader, 9.13.4, 10.5
	SQL*Loaderの廃棄, 9.9.4



	空白
	
	フィールドに含まれた, 10.10.4
	先頭, 10.10.1
	そのまま残す, 10.11
	フィールドの終了, 10.10.4.1
	切捨て, 10.10








X

	XML列
	
	SQL*Loaderでのロード, 11.4
	SQL*Loaderによる処理, 11.4



	XML型の表
	
	SQL*Loaderで識別, 9.4



	XMLTYPE句
	
	SQL*Loaderの制御ファイル, 9.4










Oracleの法律上の注意点

コピーライト

Copyright © 1994-2018, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のPre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle Partner Network Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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